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ご注意書き 

 

１． 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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本資料に記載の全ての情報は本資料発行時点のものであり、ルネサスエレクトロニクスは、
予告なしに、本資料に記載した製品または仕様を変更することがあります。
ルネサスエレクトロニクスのホームページなどにより公開される最新情報をご確認ください。

http://www.infomicom.maec.co.jp/


安全設計に関するお願い

・弊社は品質、信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品は故障が発生したり、誤
動作する場合があります。弊社の半導体製品の故障又は誤動作によって結果として、
人身事故、火災事故、社会的損害などを生じさせないような安全性を考慮した冗長設
計、延焼対策設計、誤動作防止設計などの安全設計に十分ご留意ください。

本資料ご利用に際しての留意事項

・本資料は、お客様が用途に応じた適切な三菱半導体製品をご購入いただくための参考
資料であり、本資料中に記載の技術情報について三菱電機が所有する知的財産権その
他の権利の実施、使用を許諾するものではありません。

・本資料に記載の製品データ、図、表、プログラム、アルゴリズムその他応用回路例の
使用に起因する損害、第三者所有の権利に対する侵害に関し、三菱電機は責任を負い
ません。

・本資料に記載の製品データ、図、表、プログラム、アルゴリズムその他全ての情報は
本資料発行時点のものであり、三菱電機は、予告なしに、本資料に記載した製品また
は仕様を変更することがあります。三菱半導体製品のご購入に当たりましては、事前
に三菱電機または特約店へ最新の情報をご確認頂きますとともに、三菱電機半導体情
報ホームページ（http://www.semicon.melco.co.jp/）などを通じて公開される情報に常
にご注意ください。

・本資料に記載した情報は、正確を期すため、慎重に制作したものですが万一本資料の
記述誤りに起因する損害がお客様に生じた場合には、三菱電機はその責任を負いません。

・本資料に記載の製品データ、図、表に示す技術的な内容、プログラム及びアルゴリズ
ムを流用する場合は、技術内容、プログラム、アルゴリズム単位で評価するだけでな
く、システム全体で十分に評価し、お客様の責任において適用可否を判断してくださ
い。三菱電機は、適用可否に対する責任は負いません。

・本資料に記載された製品は、人命にかかわるような状況の下で使用される機器あるい
はシステムに用いられることを目的として設計、製造されたものではありません。本
資料に記載の製品を運輸、移動体用、医療用、航空宇宙用、原子力制御用、海底中継
用機器あるいはシステムなど、特殊用途へのご利用をご検討の際には、三菱電機また
は特約店へご照会ください。

・本資料の転載、複製については、文書による三菱電機の事前の承諾が必要です。

・本資料に関し詳細についてのお問い合わせ、その他お気付きの点がございましたら三
菱電機または特約店までご照会ください。



はじめに

このたび、CMOS16ビットシングルチップマイクロ
コンピュータ7911グループのハードウエアについて、
マニュアルを作成しましたので、ご案内申し上げます。
このマニュアルは7911グループの機能や特長などを
ユーザの皆様によく理解していただき、その機能を
最大限に生かしていただくために作成しました。ハード
ウエアについて仕様から応用までを詳細に説明して
いますので、ご活用ください。



（このページは白紙です）



ユーザーズマニュアルご使用の前に ......

1

1．構　成

このユーザーズマニュアルは次の章で構成されています。
使用する機種、プロセッサモードに応じた章を参照してください。
本マニュアルでは特に断らない限り、7911グループ、又は7911グループの中の一機種をM37911と称します。
　また、「第18章 フラッシュメモリ内蔵版」を除く各章では、MD1＝VSSレベル時の機能を説明しています。

○第1章　概　要　～　第17章　低消費電力機能　（第3章を除く）
すべての機種、及びプロセッサモードに共通する機能を説明しています。

○第3章　外部デバイス接続
メモリ拡張モード、及びマイクロプロセッサモードで外部デバイスを接続する際に使用する機能を説明
しています。

○第18章　フラッシュメモリ内蔵版
フラッシュメモリ内蔵版について、固有の情報を掲載しています。

○付　録　
7911グループを使用される際に有益な参考情報を掲載しています。

2．注　意

マイコンについての下記の情報は、次に示す各資料を参照ください。
これらの資料は、http://www.infomicom.maec.co.jp/で参照いただけます。

○機種展開 ：最新のデータシート又はカタログ類
○電気的特性 ：最新のデータシート
○ソフトウエア：7900シリーズ ソフトウエアマニュアル

開発サポートツールについての情報は、最新のデータシート又はカタログ類を参照ください。
これらの資料は、http://www.tool-spt.maec.co.jp/で参照いただけます。

3．図中の信号レベル

各機能の動作例及びタイミング例の図中の信号レベルは、原則として以下の意味を持ちます。
　・信号レベルは、上が“1”、下が“0”
　・端子の入出力レベルは、上が“H”、下が“L”
原則に沿わないものについては、信号の左側に表示します。

http://www.infomicom.maec.co.jp/
http://www.tool-spt.maec.co.jp/


ユーザーズマニュアルご使用の前に ......

2

4．レジスタの構成図

各レジスタ構成は、次のように参照してください。

XXXレジスタ【XX 16番地】

0

1

2

3

4

5

6

7

ビット名ビット 機　能 リセット時 R/W

・・・選択ビット

・・・選択ビット

・・・フラグ

“0”に固定してください

・・・モードでは無効

何も配置されていない

読み出し時の値は“0”

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0：・・・
1：・・・

＊1
空白 ：用途に応じて“0”又は“1”を設定してください。
0 ：書き込み時は“0”にしてください。
1 ：書き込み時は“1”にしてください。
X ：特定のモード又は状態で、使用しないビット。“0”又は“1”いずれでもよい。

：何も配置されていない。

＊2
0 ：リセット直後“0”になる。
1 ：リセット直後“1”になる。
不定 ：リセット直後、不定になる。

＊3
RW ：読み出すとビットの状態が読み出せる。

書き込んだ値は有効データになる。
RO ：読み出すとビットの状態が読み出せる。

書き込んだ値は無効になる。したがって、書き込む値は“0”又は“1”いずれでもよい。
WO ：書き込んだ値は有効データになる。

ビットの状態は読み出せない。読み出し時の値は不定。
ただし、機能欄又は注に「読み出し時の値は“0”」と書いてあるビットは、読み出し時の
値が必ず“0”になる（上図＊5参照）。

－ ：ビットの状態は読み出せない。読み出し時の値は不定。
ただし、機能欄又は注に「読み出し時の値は“0”」と書いてあるビットは、読み出し時の
値が必ず“0”になる（上図＊6参照）。
書き込んだ値は無効になる。したがって、書き込む値は“0”又は“1”いずれでもよい。

＊4
その機能又はモードでは使用しないビット。

0：・・・
1：・・・
読み出し時の値は“0”

0X

0 0：・・・
0 1：・・・
1 0：・・・
1 1：・・・

b2 b1

＊ 1＊2

＊3

＊5

＊4

不定

0

0

0

0

0

不定

0

＊6

WO

RW

RW

RO

RW

RW

－

－



7911グループユーザーズマニュアル

目　次

目次-1

目　次

第1章　概　要

1.1　性能概要 ....................................................................................................................... 1-2
1.2　ピン接続図 ................................................................................................................... 1-3
1.3　端子の機能説明 ............................................................................................................ 1-4
1.4　プロセッサモード別端子機能一覧 ............................................................................... 1-8
1.5　機能ブロック図 .......................................................................................................... 1-11

第2章　中央演算処理装置（CPU）

2.1　中央演算処理装置（CPU）............................................................................................. 2-2
2.1.1　アキュムレータ　（ACC）............................................................................................2-3
2.1.2　インデックスレジスタX　（X）..................................................................................2-3
2.1.3　インデックスレジスタY　（Y）..................................................................................2-3
2.1.4　スタックポインタ　（S）...........................................................................................2-4
2.1.5　プログラムカウンタ　（PC）.....................................................................................2-5
2.1.6　プログラムバンクレジスタ　（PG）..........................................................................2-5
2.1.7　データバンクレジスタ　（DT）..................................................................................2-5
2.1.8　ダイレクトページレジスタ0～3　（DPR0～DPR3）.................................................2-6
2.1.9　プロセッサステータスレジスタ　（PS）...................................................................2-8

2.2　バスインタフェース装置（BIU）.................................................................................. 2-10
2.2.1　命令の先取り ..........................................................................................................2-11
2.2.2　データの転送（読み出し／書き込み）......................................................................2-14

2.3　アクセス空間.............................................................................................................. 2-18
2.4　メモリ配置 ................................................................................................................. 2-19

2.4.1　内部領域のメモリ配置............................................................................................2-19

2.5　プロセッサモード....................................................................................................... 2-23
2.5.1　シングルチップモード............................................................................................2-24
2.5.2　メモリ拡張モードとマイクロプロセッサモード ....................................................2-24
2.5.3　プロセッサモードの設定 ........................................................................................2-26

【プロセッサモード選択時の注意】...................................................................................... 2-28

第3章　外部デバイス接続

3.1　外部デバイスのアクセスに必要な信号 ........................................................................ 3-2
【外部デバイスアクセス時の注意】........................................................................................ 3-6
3.2　チップセレクトウエイトコントローラ ........................................................................ 3-7

3.2.1　関連レジスタ説明 .....................................................................................................3-8
3.2.2　外部バス動作 ..........................................................................................................3-23
3.2.3　設定方法 .................................................................................................................3-30



7911グループユーザーズマニュアル

目　次

目次-2

3.2.4　アドレス出力選択 ...................................................................................................3-31

【CSWC使用上の注意】........................................................................................................ 3-33
3.3　レディー機能.............................................................................................................. 3-34

3.3.1　特殊機能選択レジスタ1 ..........................................................................................3-35
3.3.2　動作説明 .................................................................................................................3-36

3.4　ホールド機能.............................................................................................................. 3-38
3.4.1　動作説明 .................................................................................................................3-39

3.5　応　用......................................................................................................................... 3-40
3.5.1　レディー機能使用例 ...............................................................................................3-41
3.5.2　メモリ接続例 ..........................................................................................................3-44

第4章　リセット

4.1　リセット動作................................................................................................................ 4-2
4.1.1　ハードウエアリセット..............................................................................................4-2
4.1.2　ソフトウエアリセット..............................................................................................4-3
4.1.3　パワーオンリセット .................................................................................................4-4

4.2　端子の状態 ................................................................................................................... 4-5
4.3　内部領域の状態 ............................................................................................................ 4-6
4.4　リセット後の内部処理シーケンス ............................................................................. 4-14

第5章　クロック発生回路

5.1　発振回路例 ................................................................................................................... 5-2
5.1.1　発振子の接続例.........................................................................................................5-2
5.1.2　外部で生成されたクロックの入力例 ........................................................................5-2
5.1.3　フィルタ回路接続例 .................................................................................................5-3

5.2　クロック ....................................................................................................................... 5-4
5.2.1　クロック発生回路で発生するクロック.....................................................................5-5
5.2.2　特殊機能選択レジスタ0 ............................................................................................5-6
5.2.3　クロック制御レジスタ0 ............................................................................................5-8
5.2.4　クロック制御レジスタ1 ..........................................................................................5-10

5.3　システムクロックの設定............................................................................................ 5-11
【クロック発生回路使用上の注意】...................................................................................... 5-13

第6章　入出力端子

6.1　概　要........................................................................................................................... 6-2
6.2　プログラマブル入出力ポート....................................................................................... 6-2

6.2.1　方向レジスタ ............................................................................................................6-3
6.2.2　ポートレジスタ.........................................................................................................6-4
6.2.3　選択機能 ...................................................................................................................6-7



7911グループユーザーズマニュアル

目　次

目次-3

6.3　未使用端子の処理例 ..................................................................................................... 6-8
6.3.1　シングルチップモード時 ..........................................................................................6-8
6.3.2　メモリ拡張モード時及びマイクロプロセッサモード時 ........................................... 6-9

6.4　I/O拡張例.................................................................................................................... 6-10

第7章　割り込み

7.1　概　要........................................................................................................................... 7-2
7.2　割り込み要因................................................................................................................ 7-3
7.3　割り込み制御................................................................................................................ 7-4

7.3.1　割り込み禁止フラグ（I）.............................................................................................7-6
7.3.2　割り込み要求ビット .................................................................................................7-6
7.3.3　割り込み優先レベル選択ビットとプロセッサ割り込み優先レベル（IPL）................7-6

7.4　割り込み優先順位......................................................................................................... 7-7
7.5　割り込み優先レベル判定回路....................................................................................... 7-8
7.6　割り込み優先順位判定時間 ........................................................................................ 7-10
7.7　割り込み要求受付から割り込みルーチン実行まで .................................................... 7-11

7.7.1　割り込み要求受付時のプロセッサ割り込み優先レベル（IPL）の変化......................7-12
7.7.2　レジスタ退避 ..........................................................................................................7-13

7.8　割り込みルーチンからの復帰..................................................................................... 7-14
7.9　多重割り込み.............................................................................................................. 7-14
7.10　外部割り込み............................................................................................................ 7-16

______

7.10.1　NMI割り込み.........................................................................................................7-16
_______

7.10.2　INTi割り込み .........................................................................................................7-16
_______

7.10.3　INTi割り込み要求ビットの機能 ............................................................................7-20
_______

7.10.4　INTi割り込み要求発生要因の切り替え..................................................................7-21

【割り込み使用上の注意】.................................................................................................... 7-22

第8章　キー入力割り込み

8.1　概　要........................................................................................................................... 8-2
8.2　ブロック説明................................................................................................................ 8-3

8.2.1　外部割り込み入力制御レジスタ ...............................................................................8-4
8.2.2　外部割り込み入力読み出しレジスタ ........................................................................8-5

_______

8.2.3　INT3割り込み制御レジスタ.......................................................................................8-6
8.2.4　ポートP5方向レジスタ .............................................................................................8-7

8.3　関連レジスタの初期設定例 .......................................................................................... 8-8



7911グループユーザーズマニュアル

目　次

目次-4

第9章　タイマA

9.1　概　要........................................................................................................................... 9-2
9.2　ブロック説明................................................................................................................ 9-3

9.2.1　カウンタ及びリロードレジスタ（タイマAiレジスタ）...............................................9-4
9.2.2　タイマAクロック分周指定レジスタ .........................................................................9-5
9.2.3　カウント開始フラグ .................................................................................................9-6
9.2.4　タイマAiモードレジスタ...........................................................................................9-6
9.2.5　タイマAi割り込み制御レジスタ ................................................................................9-7
9.2.6　ポートP5方向レジスタ、ポートP6方向レジスタ.....................................................9-8

9.3　タイマモード................................................................................................................ 9-9
9.3.1　タイマモード設定方法............................................................................................9-11
9.3.2　タイマモード動作説明............................................................................................9-12
9.3.3　選択機能 .................................................................................................................9-13

【タイマモード使用上の注意】............................................................................................. 9-15
9.4　イベントカウンタモード............................................................................................ 9-16

9.4.1　イベントカウンタモード設定方法..........................................................................9-19
9.4.2　イベントカウンタモード動作説明..........................................................................9-21
9.4.3　アップカウント又はダウンカウントの切り替え ....................................................9-22
9.4.4　選択機能 .................................................................................................................9-23

【イベントカウンタモード使用上の注意】........................................................................... 9-25
9.5　ワンショットパルスモード ........................................................................................ 9-26

9.5.1　ワンショットパルスモード設定方法 ......................................................................9-28
9.5.2　トリガ .....................................................................................................................9-30
9.5.3　ワンショットパルスモード動作説明 ......................................................................9-31

【ワンショットパルスモード使用上の注意】........................................................................ 9-33
9.6　パルス幅変調（PWM）モード....................................................................................... 9-34

9.6.1　PWMモード設定方法..............................................................................................9-36
9.6.2　トリガ .....................................................................................................................9-38
9.6.3　PWMモード動作説明..............................................................................................9-39

【パルス幅変調（PWM）モード使用上の注意】...................................................................... 9-43

第10章　タイマB

10.1　概　要....................................................................................................................... 10-2
10.2　ブロック説明............................................................................................................ 10-2

10.2.1　カウンタ及びリロードレジスタ（タイマBiレジスタ）...........................................10-3
10.2.2　カウント開始フラグ .............................................................................................10-4
10.2.3　タイマBiモードレジスタ.......................................................................................10-4
10.2.4　タイマBi割り込み制御レジスタ............................................................................10-5
10.2.5　ポートP6方向レジスタ .........................................................................................10-6
10.2.6　カウントソース（タイマモード及びパルス周期測定／パルス幅測定モード時）...10-6



7911グループユーザーズマニュアル

目　次

目次-5

10.3　タイマモード............................................................................................................ 10-7
10.3.1　タイマモード設定方法..........................................................................................10-9
10.3.2　タイマモード動作説明........................................................................................10-10

【タイマモード使用上の注意】........................................................................................... 10-11
10.4　イベントカウンタモード........................................................................................ 10-12

10.4.1　イベントカウンタモード設定方法......................................................................10-14
10.4.2　イベントカウンタモード動作説明......................................................................10-15

【イベントカウンタモード使用上の注意】......................................................................... 10-16
10.5　パルス周期測定／パルス幅測定モード .................................................................. 10-17

10.5.1　パルス周期測定／パルス幅測定モード設定方法 ................................................10-19
10.5.2　パルス周期測定／パルス幅測定モード動作説明 ................................................10-20

【パルス周期測定／パルス幅測定モード使用上の注意】.................................................... 10-22

第11章　リアルタイム出力

11.1　概　要....................................................................................................................... 11-2
11.2　ブロック説明............................................................................................................ 11-4

11.2.1　リアルタイム出力制御レジスタ ...........................................................................11-4
11.2.2　パルス出力データレジスタ0、1 ...........................................................................11-5
11.2.3　ポートP5方向レジスタ .........................................................................................11-6
11.2.4　タイマA0、A2.......................................................................................................11-6

11.3　リアルタイム出力設定方法 ...................................................................................... 11-7
11.4　リアルタイム出力動作説明 .................................................................................... 11-10

第12章　シリアルI/O

12.1　概　要....................................................................................................................... 12-2
12.2　ブロック説明............................................................................................................ 12-3

12.2.1　UARTi送受信モードレジスタ ...............................................................................12-4
12.2.2　UARTi送受信制御レジスタ0 .................................................................................12-6
12.2.3　UARTi送受信制御レジスタ1 .................................................................................12-8
12.2.4　UARTi送信レジスタ、UARTi送信バッファレジスタ .........................................12-10
12.2.5　UARTi受信レジスタ、UARTi受信バッファレジスタ .........................................12-12
12.2.6　UARTi転送速度レジスタ（BRGi）........................................................................12-14
12.2.7　UARTi送信割り込み制御レジスタ、UARTi受信割り込み制御レジスタ.............12-15
12.2.8　シリアルI/O端子制御レジスタ............................................................................12-17
12.2.9　ポートP8方向レジスタ .......................................................................................12-18

_______ _______

12.2.10　CTS/RTS機能 ...................................................................................................12-19

12.3　クロック同期形シリアルI/Oモード ........................................................................ 12-20
12.3.1　転送クロック（同期クロック）.............................................................................12-20
12.3.2　転送データフォーマット ....................................................................................12-22
12.3.3　送信方法 .............................................................................................................12-23
12.3.4　送信動作 .............................................................................................................12-26



7911グループユーザーズマニュアル

目　次

目次-6

12.3.5　受信方法 .............................................................................................................12-28
12.3.6　受信動作 .............................................................................................................12-31
12.3.7　オーバランエラー検出時の処理 .........................................................................12-33

【クロック同期形シリアルI/Oモード使用上の注意】.......................................................... 12-34
12.4　クロック非同期形シリアルI/O（UART）モード ....................................................... 12-35

12.4.1　転送速度（転送クロックの周波数）......................................................................12-36
12.4.2　転送データフォーマット ....................................................................................12-38
12.4.3　送信方法 .............................................................................................................12-39
12.4.4　送信動作 .............................................................................................................12-42
12.4.5　受信方法 .............................................................................................................12-45
12.4.6　受信動作 .............................................................................................................12-48
12.4.7　エラー検出時の処理 ...........................................................................................12-50
12.4.8　スリープモード...................................................................................................12-51

【クロック非同期形シリアルI/O（UART）モード使用上の注意】......................................... 12-52

第13章　A-D変換器

13.1　概　要....................................................................................................................... 13-2
13.2　ブロック説明............................................................................................................ 13-3

13.2.1　A-D制御レジスタ0 、1 .........................................................................................13-4
13.2.2　A-Dレジスタi（i＝0～7）.........................................................................................13-8
13.2.3　A-D変換割り込み制御レジスタ ............................................................................13-9
13.2.4　ポートP7方向レジスタ .......................................................................................13-10

13.3　A-D変換方式........................................................................................................... 13-11
13.4　絶対精度と微分非直線性誤差................................................................................. 13-14

13.4.1　絶対精度 .............................................................................................................13-14
13.4.2　微分非直線性誤差 ...............................................................................................13-15

13.5　分解能8ビットモード時の比較電圧 ....................................................................... 13-16
13.6　単発モード ............................................................................................................. 13-17

13.6.1　単発モード設定方法 ...........................................................................................13-17
13.6.2　単発モード動作説明 ...........................................................................................13-18

13.7　繰り返しモード ...................................................................................................... 13-19
13.7.1　繰り返しモード設定方法 ....................................................................................13-19
13.7.2　繰り返しモード動作説明 ....................................................................................13-20

13.8　単掃引モード.......................................................................................................... 13-21
13.8.1　単掃引モード設定方法........................................................................................13-21
13.8.2　単掃引モード動作説明........................................................................................13-22

13.9　繰り返し掃引モード ............................................................................................... 13-23
13.9.1　繰り返し掃引モード設定方法 .............................................................................13-23
13.9.2　繰り返し掃引モード動作説明 .............................................................................13-24

【A-D変換器使用上の注意】................................................................................................ 13-25



7911グループユーザーズマニュアル

目　次

目次-7

第14章　D-A変換器

14.1　概　要....................................................................................................................... 14-2
14.2　ブロック説明............................................................................................................ 14-2

14.2.1　D-A制御レジスタ0 ................................................................................................14-3
14.2.2　D-A制御レジスタ1 ................................................................................................14-4
14.2.3　D-Aレジスタi（i＝0～2）.........................................................................................14-4

14.3　D-A変換方式............................................................................................................. 14-5
14.4　設定方法 ................................................................................................................... 14-6
14.5　動作説明 ................................................................................................................... 14-9
14.6　アナログ電圧出力停止後の設定手順...................................................................... 14-10
【D-A変換器使用上の注意】................................................................................................ 14-11

第15章　監視タイマ

15.1　ブロック説明............................................................................................................ 15-2
15.1.1　監視タイマ ............................................................................................................15-3
15.1.2　監視タイマ周波数選択レジスタ ...........................................................................15-3
15.1.3　特殊機能選択レジスタ2 ........................................................................................15-4

15.2　動作説明 ................................................................................................................... 15-5
15.2.1　基本動作 ...............................................................................................................15-5
15.2.2　停止期間 ...............................................................................................................15-6
15.2.3　ストップモード時の動作 ......................................................................................15-6

【監視タイマ使用上の注意】................................................................................................. 15-7

第16章　ストップモード、ウエイトモード

16.1　概　要....................................................................................................................... 16-2
16.2　ブロック説明............................................................................................................ 16-3

16.2.1　特殊機能選択レジスタ0 ........................................................................................16-4
16.2.2　特殊機能選択レジスタ1 ........................................................................................16-6
16.2.3　監視タイマ周波数選択レジスタ ...........................................................................16-7

16.3　ストップモード ........................................................................................................ 16-8
16.3.1　割り込み要求発生時の解除動作（監視タイマを使用する場合）.............................16-8
16.3.2　割り込み要求発生時の解除動作（監視タイマを使用しない場合）.........................16-9
16.3.3　ハードウエアリセット時の解除動作 ..................................................................16-11

16.4　ウエイトモード ...................................................................................................... 16-12
16.4.1　割り込み要求発生時の解除動作 .........................................................................16-12
16.4.2　ハードウエアリセット時の解除動作 ..................................................................16-12



7911グループユーザーズマニュアル

目　次

目次-8

第17章　低消費電力機能

17.1　概　要....................................................................................................................... 17-2
17.1.1　特殊機能選択レジスタ0 ........................................................................................17-3
17.1.2　特殊機能選択レジスタ1 ........................................................................................17-5

17.2　ストップモード、ウエイトモード時のバス固定...................................................... 17-6
17.3　ウエイトモード時のシステムクロック停止 ............................................................. 17-8
17.4　発振回路停止............................................................................................................ 17-9
17.5　VREF切断 ................................................................................................................... 17-9
17.6　D-A変換器停止後の設定手順.................................................................................. 17-10

第18章　フラッシュメモリ内蔵版

18.1　概　要....................................................................................................................... 18-2
18.1.1　メモリ配置............................................................................................................18-4
18.1.2　ブートモード ........................................................................................................18-6

18.2　CPU書き換えモード................................................................................................. 18-7
18.2.1　フラッシュメモリ制御レジスタ ...........................................................................18-8
18.2.2　プロセッサモードレジスタ1...............................................................................18-10
18.2.3　データ保護機能...................................................................................................18-11
18.2.4　CPU書き換えモード設定／解除方法..................................................................18-11
18.2.5　ソフトウエアコマンド........................................................................................18-13
18.2.6　フルステータスチェック ....................................................................................18-17
18.2.7　CPU書き換えモード状態遷移.............................................................................18-19
18.2.8　電気的特性..........................................................................................................18-20

【CPU書き換えモード使用上の注意】................................................................................ 18-21
18.3　シリアル入出力モード ........................................................................................... 18-22

18.3.1　端子の機能説明...................................................................................................18-22
18.3.2　シリアル入出力モード使用時の制御端子処理例 ................................................ 18-25

【シリアル入出力モード使用上の注意】............................................................................. 18-27
18.4　パラレル入出力モード ........................................................................................... 18-28
【パラレル入出力モード使用上の注意】............................................................................. 18-29



7911グループユーザーズマニュアル

目　次

目次-9

付　録

付録1．SFR領域のメモリ配置 ........................................................................................... 19-2
付録2．制御レジスタ一覧 .................................................................................................. 19-9
付録3．外形寸法図 ........................................................................................................... 19-45
付録4．未使用端子の処理例............................................................................................. 19-46
付録5．16進命令コード対応表......................................................................................... 19-48
付録6．機械語命令一覧表 ................................................................................................ 19-56
付録7．ノイズに関する参考資料...................................................................................... 19-98
付録8．7911グループQ&A ............................................................................................. 19-104
付録9．M37911FGCHP電気的特性................................................................................ 19-113
付録10．M37911FGMHP電気的特性 ............................................................................. 19-132
付録11．標準特性........................................................................................................... 19-151
付録12．7911グループメモリ配置................................................................................. 19-157



7911グループユーザーズマニュアル

目　次

目次-10

MemoMemo



1.1　性能概要
1.2　ピン接続図
1.3　端子の機能説明
1.4　プロセッサモード別端子機能一覧
1.5　機能ブロック図

第　　1　　章
概　要



7911グループユーザーズマニュアル

概　要
1

1-2

1.1　性能概要

項　　　目
基本命令数
命令実行時間
外部クロック入力周波数 f（XIN）
システムクロック周波数 f（fsys）
メモリ容量 フラッシュメモリ

RAM
プログラマブル P0～P2, P4～P8, P10,
入出力ポート P11

P3
多機能タイマ タイマA0～タイマA4

タイマB0～タイマB2
シリアルI/O UART0、UART1
A-D変換器
D-A変換器
監視タイマ
チップセレクトウエイトコントローラ

リアルタイム出力
割り込み マスカブル

ノンマスカブル
クロック発生回路
クロック分周回路
PLL周波数逓倍回路
電源電圧 M37911FGCHP

M37911FGMHP
消費電力 M37911FGCHP

M37911FGMHP
ポートの 入出力 M37911FGCHP
入出力特性 耐電圧 M37911FGMHP

出力電流
メモリ拡張
動作周囲温度
素子構造
パッケージ

1.1　性能概要

表1.1.1にM37911FGCHP、M37911FGMHPの性能概要を示します。

表1.1.1　M37911FGCHP、M37911FGMHPの性能概要
性　　　能

203
38.46 ns（f（fsys）＝26MHz時、最短命令）
52MHz（最大、外部方形波入力、クロック分周回路使用時）（注1）
26MHz（最大）
260Kバイト（ユーザROM領域）
8Kバイト（ブートROM領域）
6144バイト
8ビット×10

4ビット×1
16ビット×5
16ビット×3
（クロック同期形、又は非同期形）×2
（10ビット逐次比較変換方式）×1（8チャネル）
8ビット×3
12ビット×1

______ ______

チップセレクト×4（CS0～CS3）
各チップセレクト領域ごとにバスサイクル、外部データバス幅の設定が可能
4ビット×2チャネル、又は6ビット、2ビット各1チャネル
外部5要因、内部13要因
各割り込みごとにレベル0～7までの割り込み優先レベルをソフトウエア
で設定可能
外部1要因、内部2要因
内蔵（セラミック共振子、又は水晶発振子外付け）
分周なし、2分周、4分周、8分周を選択可能
2逓倍、又は3逓倍を選択可能
5.0V±0.5V（注2）
3.3V±0.3V（注3）
150mW（f（fsys）＝26MHz時、標準、PLL周波数逓倍回路動作時）
99mW（f（fsys）＝26MHz時、標準、PLL周波数逓倍回路動作時）
5V
3.3V
5mA
可能（最大16Mバイト、ただしバンクFF16は予約領域）
－20～85℃
CMOS高性能シリコンゲート
100ピンプラスチックモールドQFP（HP：100P6Q-A）

注1．発振子接続の場合は、最大26MHzとなります。
　2．本マニュアルでは、電源電圧5.0V±0.5Vで動作する機種を5V版と称します。
　3．本マニュアルでは、電源電圧3.3V±0.3Vで動作する機種を3.3V版と称します。
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1.2　ピン接続図

図1.2.1　M37911（外形：100P6Q-A）のピン接続図（上面図）
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1.2　ピン接続図

図1.2.1にM37911のピン接続図を示します。
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1.3　端子の機能説明

入力

入力

入力

出力

入力

入力

入力
入出力

出力

VCC、VSS

MD0
MD1

______

RESET

XIN

XOUT

BYTE

_______

NMI

VCONT

AVCC

AVSS

VREF

P00～P07

A16～A23

入出力
電源入力
MD0
MD1

リセット入力

クロック入力

クロック出力

外部データバス幅
切り替え入力

_______

NMI割り込み入力

フィルタ回路接続

アナログ電源入力

基準電圧入力
入出力ポートP0

1.3　端子の機能説明

表1.3.1～表1.3.4に端子の機能説明を示します。

表1.3.1　端子の機能説明（1）

VCC端子には5V±0.5V＊、VSS端子には0Vを印加してください。
動作モードを切り替えるための端子です。

この端子に“L”レベルを入力すると、マイクロコンピュータは
リセットされます。
クロック発生回路の入出力端子です。XIN端子とXOUT端子の間には
セラミック共振子、又は水晶発振子を接続してください。
外部で生成したクロックを入力する場合は、XIN端子から外部で
生成したクロックを入力し、XOUT端子は開放してください｡
この端子への入力レベルによって外部データバス幅を8ビット幅と
するか、16ビット幅とするかを選択できます。VSSレベルのとき
16ビット幅、VCCレベルのとき8ビット幅になります。
BYTE＝VSSレベル時は、ソフトウエアで選択することによって、
______ ______

CS1～CS3領域ごとに外部データバス幅を8ビットにできます。
_______ _____________

NMI割り込みの入力端子です。RESET端子のレベルが“L”の期間
及びリセット後はプルアップされます。プルアップはソフトウエア
で解除できます。
PLL周波数逓倍回路を使用する場合は、この端子にフィルタ回路を
接続してください。
A-D変換器の電源入力端子です。VCCに接続してください。
A-D変換器及びD-A変換器の電源入力端子です。VSSに接続して
ください。
A-D変換器及びD-A変換器の基準電圧入力端子です。
【シングルチップモード時】
CMOSの8ビット入出力ポートです。入出力を選択するための
方向レジスタを持ち、端子ごとに入力、又は出力ポートに設定
できます。
【メモリ拡張モード時】【マイクロプロセッサモード時】
アドレスの上位8ビット（A16～A23）を出力します｡
また、ソフトウエアで選択することによって、P0と同等の機能
を持つ入出力ポートとしても機能します。

名　称端子名 機　　　能

シングルチップモード（注1）
メモリ拡張モード
マイクロプロセッサモード
マイクロプロセッサモード
ブートモード （注2）
パラレル入出力モード（注2）

VSS

VCC

VSS

VCC

MD1
VSS

VSS

VCC

VCC

MD0 動作モード

注1．MD1＝VSS, MD0＝VSS時は、リセット後シングル
チップモードで動作します。ソフトウエアによって
メモリ拡張モード又はマイクロプロセッサモード
を選択できます。

　2．フラッシュメモリ内蔵版でだけ選択できます。

＊：3.3V版は3.3V±0.3Vです。
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1.3　端子の機能説明

名　称

P10～P17

D0～D7

LA0～LA7

P20～P27

P20/D8

　～P27/D15

P30～P33

________

P30、RDY
_____

RD
________

BLW
________

BHW

端子名
表1.3.2　端子の機能説明（2）

入出力ポートP1

入出力ポートP2

入出力ポートP3

入出力

入出力

入出力

入出力

入出力

入出力､入力
出力
出力
出力

【シングルチップモード時】
P0と同等の機能を持つ8ビット入出力ポートです。
【メモリ拡張モード時】【マイクロプロセッサモード時】
データの下位8ビット（D0～D7）を入出力します｡
______

CS2領域を外部データバス幅8ビットでアクセスする場合、ソフト
ウエアで選択することによって、アドレス（LA0～LA7）の出力と
データ（D0～D7）の入出力を時分割で行えます。
【シングルチップモード時】
P0と同等の機能を持つ8ビット入出力ポートです。
【メモリ拡張モード時】【マイクロプロセッサモード時】
■外部データバス幅8ビット（BYTE＝VCCレベル）時
　P0と同等の機能を持つ8ビット入出力ポートです。
■外部データバス幅16ビット（BYTE＝VSSレベル）時
　データの上位8ビット（D8～D15）を入出力します。
【シングルチップモード時】
P0と同等の機能を持つ4ビット入出力ポートです。
【メモリ拡張モード時】【マイクロプロセッサモード時】
■MD1＝VSSレベル、MD0＝VSSレベル時

P30はP0と同等の機能を持つ入出力ポートです。ソフトウエア
________

　で選択することによって、P30はRDY端子としても機能します。
■MD1＝VSSレベル、MD0＝VCCレベル時

________

P30はRDY端子として機能します。ソフトウエアで選択すること
　によって、P30はP0と同等の機能を持つ入出力ポートとしても

________

　機能します。リセット時、RDY端子にはVCCレベルを印加して
　ください。
________

RDY端子の入力レベルが“L”の期間、マイクロコンピュータは
レディー状態になります。

_____ ________ _________

P31はRD端子、P32はBLW端子、P33はBHW端子になります。
_____

RDが“L”レベルのとき、マイクロコンピュータはデータ、命令
コードの読み出しを行います。
■外部データバス幅8ビット（BYTE＝VCCレベル）時
　

________

BLWが“L”レベルのとき、マイクロコンピュータはデータの
_________

書き込みを行います。BHWはP0と同等の機能を持つ入出力
ポート（P33）として機能します。

■外部データバス幅16ビット（BYTE＝VSSレベル）時
　

________

BLWが“L”レベルのとき、マイクロコンピュータは偶数番地
________

にデータの書き込みを行います。BHWが“L”レベルのとき、
マイクロコンピュータは奇数番地にデータの書き込みを
行います。

入出力 機　　　能
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【シングルチップモード時】
P0と同等の機能を持つ8ビット入出力ポートです。
ソフトウエアで選択することによって、P41はクロックφ1出力
端子としても機能します。

____________

また、P44～P47はRESET端子のレベルが“L”の期間及びリセット
後、プルアップされます。プルアップはソフトウエアで解除でき
ます。
【メモリ拡張モード時】
P0と同等の機能を持つ8ビット入出力ポートです。
ソフトウエアで選択することによって、P40はALE端子、P41は

__________ __________

クロックφ1出力端子、P42はHLDA端子、P43はHOLD端子、P44
______ ______

～P47はCS0～CS3端子としても機能します。
____________

また、P44～P47はRESET端子のレベルが“L”の期間及びリセット
後、プルアップされます。プルアップはソフトウエアで解除でき
ます。
【マイクロプロセッサモード時】

__________

P40はALE端子、P41はクロックφ1出力端子、P42はHLDA端子、
__________ ______

P43はHOLD端子、P44はCS0端子になります。ALEはアドレスを
ラッチするための信号です。φ1はシステムクロックfsysと同じ

__________

周期の信号です。HOLD端子の入力レベルが“L”の期間、マイクロ
__________

コンピュータはホールド状態になります。リセット時、HOLD
__________

端子にはVCCレベルを印加してください。HLDAはマイクロ
コンピュータがホールド状態になったことを、外部に知らせるため

______

の信号です。CS0はチップセレクト信号です。
P45～P47はP0と同等の機能を持つ入出力ポートとして機能します。
ソフトウエアで選択することによって、ALE端子、クロックφ1

__________ __________

出力端子、HLDA端子、HOLD端子は入出力ポート（P40、P41、
______ ______

P42、P43）、P45～P47はCS1～CS3端子としても機能します。
____________

また、P45～P47はRESET端子のレベルが“L”の期間及びリセット
後、プルアップされます。プルアップはソフトウエアで解除でき
ます。
P0と同等の機能を持つ8ビット入出力ポートです。
ソフトウエアで選択することによって、タイマA0～A3の入出力
端子、リアルタイム出力のパルス出力端子、又はキー入力割り
込みの入力端子としても機能します。
P0と同等の機能を持つ8ビット入出力ポートです。
ソフトウエアで選択することによって、タイマA4の入出力端子、
外部割り込みの入力端子、又はタイマB0～B2の入力端子としても
機能します。
P0と同等の機能を持つ8ビット入出力ポートです。
ソフトウエアで選択することによって、A-D変換器の入力端子、
D-A変換器の出力端子、又は外部割り込みの入力端子としても機能
します。

入出力ポートP4

入出力ポートP5

入出力ポートP6

入出力ポートP7

入出力

入出力

出力
出力
出力
入力
出力
入出力

入出力

入出力

入出力

P40～P47

P40～P47

ALE
φ1
__________

HLDA
__________

HOLD
______

CS0

P45～P47

P50～P57

P60～P67

P70～P77

表1.3.3　端子の機能説明（3）
端子名 名　称 入出力 機　　　能
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1.3　端子の機能説明

P0と同等の機能を持つ8ビット入出力ポートです。
ソフトウエアで選択することによって、シリアルI /Oの入出力
端子、D-A変換器の出力端子、又は外部割り込みの入力端子としても
機能します。
【シングルチップモード時】
P0と同等の機能を持つ8ビット入出力ポートです。
【メモリ拡張モード時】【マイクロプロセッサモード時】
アドレスの下位8ビット（A0～A7）を出力します。
【シングルチップモード時】
P0と同等の機能を持つ8ビット入出力ポートです。
【メモリ拡張モード時】【マイクロプロセッサモード時】
アドレスの中位8ビット（A8～A15）を出力します。
また、ソフトウエアで選択することによって、P0と同等の機能
を持つ入出力ポートとしても機能します。

入出力ポートP8

入出力ポートP10

入出力ポートP11

入出力

入出力

出力

入出力

出力

P80～P87

P100～P107

A0～A7

P110～P117

A8～A15

表1.3.4　端子の機能説明（4）
端子名 名　称 入出力 機　　　能
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1.4　プロセッサモード別端子機能一覧

1 P70 AN0 P70 AN0 P70 AN0

2 P67 TB2IN P67 TB2IN P67 TB2IN

3 P66 TB1IN P66 TB1IN P66 TB1IN

4 P65 TB0IN P65 TB0IN P65 TB0IN

5 P64

_______

INT2 P64

_______

INT2 P64

_______

INT2

6 P63

_______

INT1 P63

_______

INT1 P63

_______

INT1

7 P62

_______

INT0 P62

_______

INT0 P62

_______

INT0

8 P61 TA4IN P61 TA4IN P61 TA4IN

9 P60 TA4OUT P60 TA4OUT P60 TA4OUT

10 P57

_____

TA3IN/RTP13/KI3 P57

_____

TA3IN/RTP13/KI3 P57

_____

TA3IN/RTP13/KI3
11 P56 TA3OUT/RTP12 P56 TA3OUT/RTP12 P56 TA3OUT/RTP12

_____

/KI2
_____

/KI2
_____

/KI2
12 P55

_____

TA2IN/RTP11/KI1 P55

_____

TA2IN/RTP11/KI1 P55

_____

TA2IN/RTP11/KI1
13 P54 TA2OUT/RTP10 P54 TA2OUT/RTP10 P54 TA2OUT/RTP10

_____

/KI0
_____

/KI0
_____

/KI0
14 P53 TA1IN/RTP03 P53 TA1IN/RTP03 P53 TA1IN/RTP03

15 P52 TA1OUT/RTP02 P52 TA1OUT/RTP02 P52 TA1OUT/RTP02

16 P51 TA0IN/RTP01 P51 TA0IN/RTP01 P51 TA0IN/RTP01

17 P50 TA0OUT/RTP00 P50 TA0OUT/RTP00 P50 TA0OUT/RTP00

18 P47 P47

______

CS3 P47

______

CS3

19 P46 P46

______

CS2 P46

______

CS2

20 P45 P45

______

CS1 P45

______

CS1

21 P44 P44

______

CS0

______

CS0

22 P43 P43

__________

HOLD
__________

HOLD P43

23 P42 P42

__________

HLDA
__________

HLDA P42

24 P41 φ1 P41 φ1 φ1 P41

25 P40 P40 ALE ALE P40

26 P33

_________

BHW [P33]
_________

BHW [P33]
27 P32

________

BLW
________

BLW
28 P31

_____

RD
_____

RD
29 P30 P30

________

RDY
________

RDY P30

30 BYTE BYTE BYTE
31 VCONT VCONT VCONT

32
_____________

RESET
_____________

RESET
_____________

RESET
33 MD0 MD0 MD0

1.4　プロセッサモード別端子機能一覧

表1.4.1～表1.4.3にM37911のプロセッサモード別端子機能一覧を示します。

表1.4.1　M37911のプロセッサモード別端子機能一覧表（1）

端子
番号

プロセッサモード
シングルチップモード メモリ拡張モード マイクロプロセッサモード

初期状態
SFRの設定により
使用可能な機能

注1．BYTE＝VCCレベル時、［ ］内に示す機能となります。
　2．ROM外付け版は、マイクロプロセッサモードでだけ動作します。

初期状態
SFRの設定により
使用可能な機能 初期状態

SFRの設定により
使用可能な機能
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1.4　プロセッサモード別端子機能一覧

34 VSS VSS VSS

35 XIN XIN XIN

36 XOUT XOUT XOUT

37 VCC VCC VCC

38 P27 D15 [P27] D15 [P27]
39 P26 D14 [P26] D14 [P26]
40 P25 D13 [P25] D13 [P25]
41 P24 D12 [P24] D12 [P24]
42 P23 D11 [P23] D11 [P23]
43 P22 D10 [P22] D10 [P22]
44 P21 D9 [P21] D9 [P21]
45 P20 D8 [P20] D8 [P20]
46 P17 D7 D7/LA7 D7 D7/LA7

47 P16 D6 D6/LA6 D6 D6/LA6

48 P15 D5 D5/LA5 D5 D5/LA5

49 P14 D4 D4/LA4 D4 D4/LA4

50 P13 D3 D3/LA3 D3 D3/LA3

51 P12 D2 D2/LA2 D2 D2/LA2

52 P11 D1 D1/LA1 D1 D1/LA1

53 P10 D0 D0/LA0 D0 D0/LA0

54 MD1 MD1 MD1
55 VSS VSS VSS

56 P07 A23 P07 A23 P07

57 P06 A22 P06 A22 P06

58 P05 A21 P05 A21 P05

59 P04 A20 P04 A20 P04

60 P03 A19 P03 A19 P03

61 P02 A18 P02 A18 P02

62 P01 A17 P01 A17 P01

63 P00 A16 P00 A16 P00

64 P117 A15 P117 A15 P117

65 P116 A14 P116 A14 P116

66 P115 A13 P115 A13 P115

67 P114 A12 P114 A12 P114

68 P113 A11 P113 A11 P113

69 P112 A10 P112 A10 P112

70 P111 A9 P111 A9 P111

71 P110 A8 P110 A8 P110

表1.4.2　M37911のプロセッサモード別端子機能一覧表（2）

端子
番号

プロセッサモード
シングルチップモード メモリ拡張モード マイクロプロセッサモード

初期状態
SFRの設定により
使用可能な機能 初期状態

SFRの設定により
使用可能な機能 初期状態

SFRの設定により
使用可能な機能

注1．BYTE＝VCCレベル時、［ ］内に示す機能となります。
　2．ROM外付け版は、マイクロプロセッサモードでだけ動作します。
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1.4　プロセッサモード別端子機能一覧

72 P107 A7 A7

73 P106 A6 A6

74 P105 A5 A5

75 P104 A4 A4

76 P103 A3 A3

77 P102 A2 A2

78 P101 A1 A1

79 P100 A0 A0

80 P87 TxD1 P87 TxD1 P87 TxD1

81 P86 RxD1 P86 RxD1 P86 RxD1

82 P85

________

CTS1/CLK1 P85

________

CTS1/CLK1 P85

________

CTS1/CLK1

83 P84

________ ________ _______

CTS1/RTS1/INT4 P84

________ ________ _______

CTS1/RTS1/INT4 P84

________ ________ _______

CTS1/RTS1/INT4

84 P83 TxD0 P83 TxD0 P83 TxD0

85 P82 RxD0 P82 RxD0 P82 RxD0

86 P81

________

CTS0/CLK0 P81

________

CTS0/CLK0 P81

________

CTS0/CLK0

87 VCC VCC VCC

88 AVCC AVCC AVCC

89 VREF VREF VREF

90 AVSS AVSS AVSS

91 VSS VSS VSS

92
_______

NMI
_______

NMI
_______

NMI
93 P80

________ ________

CTS0/RTS0/DA2 P80

________ ________

CTS0/RTS0/DA2 P80

________ ________

CTS0/RTS0/DA2
_______

/INT3

_______

/INT3

_______

/INT3

94 P77

__________

AN7/ADTRG/DA1 P77

__________

AN7/ADTRG/DA1 P77

__________

AN7/ADTRG/DA1
_______

/(INT2)
_______

/(INT2)
_______

/(INT2)
95 P76 AN6/DA0 P76 AN6/DA0 P76 AN6/DA0

96 P75

_______

AN5/(INT4) P75

_______

AN5/(INT4) P75

_______

AN5/(INT4)
97 P74

_______

AN4/(INT3) P74

_______

AN4/(INT3) P74

_______

AN4/(INT3)
98 P73 AN3 P73 AN3 P73 AN3

99 P72 AN2 P72 AN2 P72 AN2

100 P71 AN1 P71 AN1 P71 AN1

表1.4.3　M37911のプロセッサモード別端子機能一覧表（3）

端子
番号

プロセッサモード
シングルチップモード メモリ拡張モード マイクロプロセッサモード

初期状態
SFRの設定により
使用可能な機能 初期状態

SFRの設定により
使用可能な機能 初期状態

SFRの設定により
使用可能な機能

注．ROM外付け版は、マイクロプロセッサモードでだけ動作します。
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1.5　機能ブロック図

図1.5.1　M37911の機能ブロック図

1.5　機能ブロック図

図1.5.1にM37911の機能ブロック図を示します。
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1.5　機能ブロック図
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第　　2　　章
中央演算処理装置

（CPU）
2.1　中央演算処理装置（CPU）
2.2　バスインタフェース装置（BIU）
2.3　アクセス空間
2.4　メモリ配置
2.5　プロセッサモード
【プロセッサモード選択時の注意】
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2.1　中央演算処理装置（CPU）

中央演算処理装置（以下CPUと称す）は図2.1.1に示す13個のレジスタで構成されています。

図2.1.1　CPUレジスタ

ダイレクトページレジスタ1（DPR1）DPR1H DPR1L

b15 b8 b7 b0

アキュムレータB（B）BH BL

b15 b8 b7 b0

アキュムレータE（E）E
b31 b0

インデックスレジスタX（X）XH XL

b15 b8 b7 b0

インデックスレジスタY（Y）YH YL

b15 b8 b7 b0

スタックポインタ（S）SH SL

b15 b8 b7 b0

データバンクレジスタ（DT）DT
b7 b0

ダイレクトページレジスタ0（DPR0）DPR0H DPR0L

b15 b8 b7 b0

b15 b8 b7 b0b23 b16

プログラムカウンタ（PC）

プログラムバンクレジスタ（PG）

PCH PCLPG
b7 b0

アキュムレータA（A）AH AL

b15 b8 b7 b0

ダイレクトページレジスタ2（DPR2）DPR2H DPR2L

b15 b8 b7 b0

ダイレクトページレジスタ3（DPR3）DPR3H DPR3L

b15 b8 b7 b0

プロセッサステータスレジスタ（PS）PSH PSL

b15 b8 b7 b0

b0b1b2b3b4b5b6b7b8b10b15

CZIDxmVNIPL00000

キャリーフラグ

ゼロフラグ

割り込み禁止フラグ

10進演算モードフラグ

インデックスレジスタ長選択フラグ

データ長選択フラグ

オーバフローフラグ

ネガティブフラグ

プロセッサ割り込み優先レベル
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2.1　中央演算処理装置（CPU）

2.1.1　アキュムレータ　（ACC）

アキュムレータには、アキュムレータA、及びアキュムレータBがあります。また、アキュムレータAと
アキュムレータBを接続して、32ビットのアキュムレータとして使用することもできます（アキュムレータE）。

（1）アキュムレータA　（A）

演算、転送、入出力などのデータ処理は、アキュムレータA（以下Aと称す）を中心に実行されます。
このレジスタは16ビット構成ですが、後述のプロセッサステータスレジスタ内のデータ長選択フラグ（以下
mフラグと称す）で選択することによって、下位8ビットだけを使用することもできます。

（2）アキュムレータB　（B）

Aと同等の機能を持ち、Aの代わりとして使用できます。ただし、一部の命令では、Aしか使用できない
ものもあります。また一部の命令では、命令バイト数、及び実行サイクル数はAを使用した場合より多く
必要となります。アキュムレータB（以下Bと称す）も16ビット構成ですが、Aと同様にmフラグの影響を
受けます。

（3）アキュムレータE　（E）

Aを下位16ビット、Bを上位16ビットとする32ビットのアキュムレータです。32ビットのデータを扱う
命令で使用します。mフラグの影響は受けません。

2.1.2　インデックスレジスタX　（X）

インデックスレジスタX（以下Xと称す）は16ビット構成ですが、後述のプロセッサステータスレジスタ内の
インデックスレジスタ長選択フラグ（以下xフラグと称す）で選択することによって、下位8ビットだけを使用
することもできます。
Xをインデックスレジスタとするアドレッシングモードでは、オペランドの内容にこのレジスタの内容を
加算した番地をアクセスします。また、MVP、MVN、RMPA命令でも使用します。

※アドレッシングモード及び命令については、「7900シリーズソフトウエアマニュアル」を参照してください。

2.1.3　インデックスレジスタY　（Y）

Xと同等の機能を持ちます。インデックスレジスタY（以下Yと称す）も16ビット構成ですが、Xと同様に
xフラグの影響を受けます。
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2.1.4　スタックポインタ　（S）

スタックポインタ（以下Sと称す）は16ビット構成で、割り込み及びサブルーチン呼び出し時、又は
スタックを用いるアドレッシングモードを実行したときに使用されます。Sの内容は、割り込みやサブ
ルーチン呼び出し時にレジスタ類を退避する番地（スタック領域）を示します。スタック領域はバンク016

（「2.3 アクセス空間」参照）内に設定されます。
割り込み要求を受け付けた場合、マイクロコンピュータはSの内容が示す番地にプログラムバンク
レジスタ（以下PGと称す）の内容を退避し、Sの内容を1減算します。次にプログラムカウンタ（以下PCと
称す）、及びプロセッサステータスレジスタ（以下PSと称す）の内容を退避します。割り込み要求受付後のSの
内容は、割り込み要求受付前のSの内容から5を減算した値になります（図2.1.2参照）。

※アドレッシングモードについては、「7900シリーズソフトウエアマニュアル」を参照してください。

割り込みルーチンでの処理を終了し、元の
ルーチンに復帰するときは、R T I命令が実行
されると、退避時と逆の順序（PS→PC→PG）で
スタック領域内に退避していたレジスタの内容を
元のレジスタに復帰します。 また、Sの内容を
割り込み要求受付前の状態に戻します。
サブルーチンを呼び出した場合も割り込み時と
同様の動作を行いますが、PSの内容は自動的には
退避しません（アドレッシングモードによっては
PGの内容も退避しません）｡
割り込み及びサブルーチン呼び出し時には上記
レジスタ以外は自動的に退避しませんので、内容
の保持が必要なレジスタはソフトウエアによって
退避してください。
リセット時、Sは“27FF16”になります。
スタック領域はサブルーチンのネスチングや多重
割り込みの受付によって変化しますので、必要な
データを壊さないようにサブルーチンのネスチング
の深さなどには注意してください。

図2.1.2　スタック領域へのレジスタ退避

プロセッサステータスレジスタの下位バイト（PSL）

プログラムカウンタの下位バイト（PCL）

プログラムカウンタの上位バイト（PCH）

プログラムバンクレジスタ（PG）

[S]ー4

[S]ー3

[S]ー2

[S]ー1

[S]

注．[S]は割り込み要求受付時点でのスタックポインタ(S)の
　　初期値です。
　　レジスタ退避終了後、Sの内容は[S]ー5となります。

プロセッサステータスレジスタの上位バイト（PSH）

番地

スタック領域

[S]ー5
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2.1.5　プログラムカウンタ　（PC）

PCは16ビット構成で、次に実行する命令（次に命令キューバッファから読み出す命令）の格納番地（24ビット）
の下位16ビットを示します。
リセット時、PCの上位バイト（PCH）には“FF16”、下位バイト（PCL）には“FE16”が設定されます。そして、
リセット直後はリセットのベクトル番地（7FFFFE16、7FFFFF16番地）の内容が設定されます。
図2.1.3にPG及びPCを示します。

図2.1.3　PG及びPC

2.1.6　プログラムバンクレジスタ　（PG）

アクセス空間は64Kバイトごとに分けられており、その単位をバンクと呼びます（「2.3 アクセス空間」参照）。
PGは8ビット構成で、次に実行する命令（次に命令キューバッファから読み出す命令）の格納番地（24ビット）
の上位8ビット（バンク）を示します。PGの内容は、PCの内容が加算されキャリーが生じたり、分岐命令などで
変位をPCの内容に加算してキャリーが生じた場合には、自動的に1加算されます。また、PCの内容から減算
してボローが生じた場合には、自動的に1減算されます。したがって、プログラミングの際は通常バンクの
境界を意識する必要はありません。
リセット時、このレジスタは“7F16”になります。

2.1.7　データバンクレジスタ　（DT）

データバンクレジスタ（以下DTと称す）は8ビット構成です。DTを使用する下記のアドレッシングモードに
おいて、このレジスタの内容はアクセスする番地（24ビット）の上位8ビット（バンク）として扱われます。この
レジスタへの値の設定にはLDT命令を使用してください。
リセット時、このレジスタは“0016”になります。

●DTを使用するアドレッシングモード
　　　ダイレクト・インダイレクト
　　　ダイレクト・インデクストX･インダイレクト
　　　ダイレクト・インダイレクト･インデクストY
　　　アブソリュート
　　　アブソリュート･インデクストX
　　　アブソリュート･インデクストY
　　　アブソリュート･ビット･レラティブ
　　　スタックポインタ･レラティブ･インダイレクト･インデクストY
　　　積和
　　　
　　　※アドレッシングモードについては、「7900シリーズソフトウエアマニュアル」を参照してください。

PCH PCL

b7 b0 b15 b8 b7 b0
(b23)

PG

(b16)
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2.1.8　ダイレクトページレジスタ0～3　（DPR0～DPR3）

ダイレクトページレジスタ0～3（以下DPRiと称す）は16ビット構成で、このレジスタの内容によってバンク016
内、又はバンク016とバンク116にまたがった空間にダイレクトページ領域を指定します。下記のアドレッシング
モードでは、DPRiを使用します。
DPRiの内容は、ダイレクトページ領域の基底番地（最下位番地）を示し、この番地から上位番地方向にダイレクト
ページ領域を指定します。
リセット後、ダイレクトページレジスタ切り替えビット（図2.1.5参照）によって、DPR0だけを使用するか、

DPR0～DPR3を使用するかを選択します。どちらを選択するかによって、指定されるダイレクトページ領域
が異なります。表2.1.1にダイレクトページレジスタの切り替えを、図2.1.4にダイレクトページ領域の指定例
を示します。
リセット時、DPR0は“000016”、DPR1～DPR3は不定になります。

●DPRiを使用するアドレッシングモード
　　　ダイレクト
　　　ダイレクト･インデクストX
　　　ダイレクト･インデクストY
　　　ダイレクト･インダイレクト
　　　ダイレクト･インデクストX･インダイレクト
　　　ダイレクト･インダイレクト･インデクストY
　　　ダイレクト･インダイレクトロング
　　　ダイレクト･インダイレクトロング

・インデクストY
　　　ダイレクト･ビット･レラティブ

　　　※アドレッシングモードについては、「7900シリーズソフトウエアマニュアル」を参照してください。

図2.1.4　ダイレクトページ領域の指定例

ダイレクトページ
レジスタ

切り替えビット＝0

ダイレクトページ
レジスタ

切り替えビット＝1

使用できるDPRi

ダイレクトページ
領域の大きさ

DPR0

256バイト

DPR0、DPR1
DPR2、DPR3

各64バイト

表2.1.1　ダイレクトページレジスタの切り替え

バンク016

016 016

FF16

12316

22216

FF1016

1000F161000016
FFFF16

DPR0＝000016の場合

DPR0＝012316の場合

DPR0＝FF1016の場合

注．DPRiの下位8ビットが“0016”の場合、番地生成のためのサイクル数が1サイクル分短くなります。

DPR0が“FF0116”以上の場合、ダイレクトページ領域は
バンク016とバンク116にまたがった空間に指定されます。

■ダイレクトページレジスタ切り替えビット＝0の場合

016
3F16
4016
7F16

FFD016
1000F161000016

FFFF16

バンク016

DPR0＝000016の場合

DPR1＝004016の場合

DPR3＝FFD016の場合

80016
83F16 DPR2＝080016の場合

■ダイレクトページレジスタ切り替えビット＝1の場合

016

DPRiが“FFC116”以上の場合、ダイレクトページ領域は
バンク016とバンク116にまたがった空間に指定されます。

バンク116 バンク116
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図2.1.5　プロセッサモードレジスタ1のレジスタ構成

注1．
_____ _____ _____

CSi領域以外の外部領域に対して有効です。CSi領域のバスサイクルは、これらのビットの内容にかかわらず、対応するCSi

領域バスサイクル選択ビット0、1（8016、8216、8416、8616番地のビット0, 1、8116、8316、8516、8716番地のビット3）によって
決まります。

2．リセット後、一度だけ内容を変更できます（ソフトウエアの途中で切り替えないでください）。
　3．シングルチップモード時は、これらのビットの内容にかかわらず、各機能が「禁止」になります。
　4．MD0端子にVSSレベルを印加しているときは“0”、VCCレベルを印加しているときは“1”になります。
　5．リセット後、一度だけ“1”にできます。“1”から“0”にすると、それ以降“1”にできません（“0”に固定される）。
6．このビットの内容を変更するプログラムは、内部領域に配置してください。又は、リセット後、XIN入力クロック分周比選択

ビット（BC16番地のビット7、6）が“002”の状態で変更してください。
7．マイクロプロセッサモード時、このビットの内容は無効です。また、ROM外付け版には配置されていません（読み出し時の

値は“0”）。
CPU書き換えモードで内蔵フラッシュメモリを書き換えるときは、このビットを“0”にしてください（「18.2 CPU書き換えモード」
参照）。

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

0

0

（注4）

（注4）

（注4）

（注4）

0

0

プロセッサモードレジスタ1【5F16番地】

ビット名ビット 機　能 リセット時 R/W

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0：DPR0のみ使用
1：DPR0～DPR3を使用

________

0：RDY入力禁止（P30はプログラマブル入出力ポート
として機能）________

1：RDY入力許可
________

（P30はRDY端子として機能）

0：ALE出力禁止（P40はプログラマブル入出力ポート
として機能）

1：ALE出力許可（P40はALE端子として機能）

0：外部領域アクセス時リカバリサイクルなし
1：外部領域アクセス時リカバリサイクル挿入

0：
__________ __________

HOLD入力, HLDA出力禁止（P43、P42はプログラマブル
入出力ポートとして機能）

1：
__________ __________ __________

HOLD入力, HLDA出力許可（P43、P42はHOLD端子、__________

HLDA端子として機能）

0：1サイクル
1：2サイクル

0：バスサイクル3φ
1：バスサイクル2φ

（注5）

（注5）

外部バスサイクル選択ビット0との組み合わせで
バスサイクルを選択する
0：バスサイクル1φ+1φ、1φ+2φ、1φ+3φ、

2φ+2φのいずれか
1：バスサイクル2φ+3φ、2φ+4φ、3φ+3φ、

3φ+4φのいずれか

（注2）

外部バスサイクル選択ビット1
（注1）

ダイレクトページレジスタ
切り替えビット
________

RDY入力選択ビット （注3）

ALE出力選択ビット （注3）

リカバリサイクル挿入
選択ビット （注3）
__________ __________

HOLD入力, HLDA出力
選択ビット （注3）

リカバリサイクル挿入数
選択ビット （注6）

内部ROMバスサイクル
選択ビット （注7）

0

1

2

3

4

5

6

7



7911グループユーザーズマニュアル

中央演算処理装置（CPU）
2 2.1　中央演算処理装置（CPU）

2-8

2.1.9　プロセッサステータスレジスタ　（PS）

PSは11ビット構成です。図2.1.6にPSのレジスタ構成を示します。各ビットの変化の詳細については、
「7900シリーズソフトウエアマニュアル」を参照してください。

b15 b8 b7 b0b1b2b3b4b5b6b14 b9b10b11b12b13

プロセッサステータスレジスタ（PS）0 N CZIDxmV0 IPL000

注．ビット15～11は“0”に固定してください。

図2.1.6　PSのレジスタ構成

（1）ビット0：キャリーフラグ　（C）

演算処理中、算術論理ユニットで発生したキャリー、又はボローを保持します。シフト命令、ローテート
命令によっても変化します。キャリーフラグ（以下Cフラグと称す）を“1”にするときはSEC、SEP命令、
“0”にするときはCLC、CLP命令を使用してください。
リセット時、Cフラグの内容は不定です。

（2）ビット1：ゼロフラグ　（Z）

演算処理、データ転送の結果が“0”のとき“1”になり、“0”以外のとき“0”になります。10進演算実行
時、ゼロフラグ（以下Zフラグと称す）の内容は無効です。Zフラグを“1”にするときはSEP命令、“0”にする
ときはCLP命令を使用してください。
リセット時、Zフラグの内容は不定です。

（3）ビット2：割り込み禁止フラグ　（I）
_______

すべてのマスカブル割り込み（NMI、監視タイマ、及び0除算割り込みを除いた割り込み）を禁止する
フラグです。割り込み禁止フラグ（以下Iフラグと称す）が“1”のときは割り込み禁止状態です。また、
割り込み要求を受け付けると自動的に“1”になり、多重割り込みを禁止します。Iフラグを“1”にするときは
SEI、SEP命令、“0”にするときはCLI、CLP命令を使用してください。
リセット時、Iフラグは“1”になります。

（4）ビット3：10進演算モードフラグ　（D）

加減算を2進で行うか、10進で行うかを選択します。10進演算モードフラグ（以下Dフラグと称す）が
“0”のときは通常の2進演算を行います。“1”のときは8ビットを2桁（m＝1のとき）、又は16ビットを4桁
（m＝0のとき）の10進数として演算します。10進補正は自動的に行われます（ただし、10進演算が行える
のはADC、ADCB、SBC、SBCB命令です）。Dフラグを“1”にするときはSEP命令、“0”にするときは
CLP命令を使用してください。
リセット時、Dフラグは“0”になります。
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（5）ビット4：インデックスレジスタ長選択フラグ　（x）

X、又はYを16ビット長で使用するか、8ビット長で使用するかを選択します。xフラグが“0”のときは
16ビット長、“1”のときは8ビット長になります（注）。xフラグを“1”にするときはSEP命令、“0”にする
ときはCLP命令を使用してください。
リセット時、xフラグは“0”になります。

（6）ビット5：データ長選択フラグ　（m）

データ長を16ビット長で使用するか、8ビット長で使用するかを選択します。mフラグが“0”のときは
16ビット長、“1”のときは8ビット長になります（注）。mフラグを“1”にするときはSEM、SEP命令、“0”
にするときはCLM、CLP命令を使用してください。
リセット時、mフラグは“0”になります。

注．ビット長の異なるレジスタ間で転送を行った場合は、転送先のレジスタのデータ長で転送され
ます。ただしTXA、TYA、TXB、TYB、及びTXS命令を使用した場合は除きます。詳細は「7900
シリーズソフトウエアマニュアル」を参照してください。

（7）ビット6：オーバフローフラグ　（V）

1語を符号付きの2進数として加減算するときに意味を持ちます。
加減算の結果が-2147483648～+2147483647（32ビット長演算時）、-32768～+32767（16ビット長演算
時）、-128～+127（8ビット長演算時）の範囲を越えると、オーバフローフラグ（以下Vフラグと称す）は“1”
になります。また、DIV、DIVS命令実行結果が、それを格納するレジスタ長を越えた場合にも、Vフラグ
は“1”になります。
10進演算実行時、Vフラグの内容は無効です。Vフラグを“1”にするときはSEP命令、“0”にするときは

CLV、CLP命令を使用してください。
リセット時、Vフラグの内容は不定です。

（8）ビット7：ネガティブフラグ　（N）

演算処理、データ転送の結果が負（演算結果の最上位ビットが“1”）のとき“1”になり、それ以外では“0”
になります。10進演算実行時、ネガティブフラグ（以下Nフラグと称す）の内容は無効です。Nフラグを
“1”にするときはSEP命令、“0”にするときはCLP命令を使用してください。
リセット時、Nフラグの内容は不定です。

（9）ビット10～8：プロセッサ割り込み優先レベル　（IPL）

プロセッサ割り込み優先レベル（以下IPLと称す）によって、レベル0からレベル7までの8段階のIPLを
決めることができます。各割り込みの割り込み優先レベル（割り込み制御レジスタ内に設定）がIPLより高い
場合に、その割り込みは許可されます。割り込み要求が受け付けられると、IPLの内容はスタック領域に
退避され、受け付けられた割り込みの優先レベルがIPLに入ります。
IPLを直接“1”、又は“0”にする命令はありません。IPLを変更する場合は、一度スタック領域に設定
したいIPLの値を格納し、PUL、又はPLP命令でPSの内容を変更してください。
リセット時、IPLは“0002”になります。
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プログラム
アドレスレジスタ
命令キュー
バッファ
データアドレス
レジスタ
データバッファ

次に命令キューバッファに取り込む
命令の格納番地を示す
取り込んだ命令を一時的に蓄えて
おく
次にデータを読み出す、又は書き
込む番地を示す
BIUがメモリ・I/Oから読み出した
データ、又はCPUがメモリ・I/Oに
書き込むデータを一時的に蓄えて
おく

図2.2.1　バスとBIU

2.2　バスインタフェース装置（BIU）

バスインタフェース装置（以下BIUと称す）は、以下の2つの働きをします。
●命令の先取り
●データの転送（読み出し／書き込み）

図2.2.1にバスとBIUを示します。
BIUは図2.2.2に示す4種類のレジスタで構成されています。表2.2.1にBIUレジスタの機能を示します。

表2.2.1　BIUレジスタの機能

図2.2.2　BIUのレジスタ構成

機　能名　称

プログラムアドレスレジスタPA
b23 b0

b0b7

b23 b0

b0b31

DA

Q9

Q0

命令キューバッファ

データアドレスレジスタ

データバッファ

…

DQ

M37911

内部コードバス（CB0～CB31）

中央演算
処理装置

（CPU）

SFR：Special Function Register

※CPUバス、内部バス、外部バスは、それぞれ独立したバスです。
※外部バスの信号については、「第3章 外部デバイス接続」を参照してください。

外部
デバイス

内部制御信号

CPUバス
内部バス

内部データバス（DB0～DB15）

内部メモリ

内蔵周辺装置

（SFR）

A0～A23

D0～D7 （LA0～LA7）

D8～D15

制御信号

バス
インタフェース

装置

（BIU）

バス
変換回路

内部アドレスバス（AD0～  AD23）

HOLD
ホールド要求

HLDA

外部バス
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×：0又は1

M37911では、CPUが内部領域（内部メモリ、SFR）、又は外部領域（外部デバイス）をアクセスするときに
内部バスを使用します。

2.2.1　命令の先取り

CPUが内部バスを使用していないとき、BIUはメモリから命令を読み出して命令キューバッファに蓄えて
おきます。CPUは、命令キューバッファから命令を読み出して実行するので、遅いメモリのアクセスを待つ
必要がなく、高速に動作できます。
命令キューバッファには、10バイトまで命令を蓄えられます。また、分岐すると命令キューバッファの内容
は初期化され、BIUは分岐先の番地から新たに命令を読み出します。
CPUが命令を要求しているとき、命令キューバッファの内容が不足している場合は、BIUは要求された
バイト数以上の命令を命令キューバッファに取り込むまでφCPU（図5.2.1参照）を延ばして、CPUを待機させ
ます。

命令格納番地の下位3ビット

偶数番地
4バイト境界
8バイト境界

×

×

0

×

0

0

0

0

0

AD2(A2) AD1(A1) AD0(A0)

表2.2.2　先取りする命令の格納番地命令を先取りするときの動作は、命令を内部
メモリから取り込むか、外部メモリから取り込む
かによって異なります。図2.2.3に命令先取り時の
動作波形例を示します。
なお、BIUの命令先取りの動作は、命令の格納
番地によっても異なります。先取りする命令の格納
番地は表2.2.2のように区別します。

（1）内部メモリから取り込むとき

4バイト境界から一度に4バイト取り込み
ます（図2.2.3（a））。
分岐時も、分岐先番地の下位2ビット（AD1、

AD0）の状態にかかわらず、4バイト境界から
一度に4バイト取り込みます（図2.2.3（a））。
この場合、内部コードバス上に4バイト出力
されるデータ（命令）のうち、分岐先番地以降
にある命令だけを命令キューバッファに取り
込みます。したがって、表2.2.3に示すよう
に、分岐先番地によって命令キューバッファ
に取り込むバイト数が異なります。

分岐先番地の
下位2ビット

0

0

1

1

AD1(A1) AD0(A0) AD1(A1)

表2.2.3　命令キューバッファに取り込むバイト数

0

1

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

4

3

2

1

AD0(A0)

アドレスバスに出力する
アドレスの下位2ビット

命令キューバッファ
に取り込む
バイト数
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（2）外部メモリから取り込むとき

①外部データバス幅16ビット（BYTE＝VSSレベル）時
8バイト境界から8バイト取り込みます（図2.2.3（b）：4回連続アクセス）。
分岐時は、分岐先番地の下位2ビット（A1、A0）の状態にかかわらず、4バイト境界から4バイト取り
込みます（図2.2.3（c）：2回連続アクセス）。このとき取り込むバイト数は、分岐先番地によって異なり
ます。
その次に取り込む番地によって、以降の動作は以下のようになります。
　・8バイト境界の時は、次からは8バイト取り込みます（図2.2.3（b）：4回連続アクセス）。
　・4バイト境界の時は、4バイト取り込みます（図2.2.3（c）：2回連続アクセス）。その次からは8バイト

取り込みます（図2.2.3（b）：4回連続アクセス）。

②外部データバス幅8ビット（BYTE＝VCCレベル）時
4バイト境界から4バイト取り込みます（図2.2.3（b）：4回連続アクセス）。
分岐時は、分岐先が偶数番地の場合は偶数番地から、奇数番地の場合は（奇数番地－1）番地から、

2バイト取り込みます（図2.2.3（c）：2回連続アクセス）。
その次に取り込む番地によって、以降の動作は以下のようになります。
　・4バイト境界の時は、次からは4バイト取り込みます（図2.2.3（b）：4回連続アクセス）。
　・偶数番地の時は、2バイト取り込みます（図2.2.3（c）：2回連続アクセス）。その次からは4バイト

取り込みます（図2.2.3（b）：4回連続アクセス）。
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図2.2.3　命令先取り時の動作波形例

注1． 外部データバス幅8ビット （BYTE＝VCCレベル）時は、外部データバスD0～D7のみが使われます。

内部アドレスバス
 (AD0～AD23)

φBIU

内部コードバス
 (CB0～CB31)

データ
（命令）

（a）

アドレス

外部アドレスバス
 (A0～A23)

RD

外部データバス
 (D0～D7)

データ
（命令）

外部データバス
 (D8～D15)

データ
（命令）

データ
（命令）

データ
（命令）

（b） φ1

アドレス アドレス アドレス アドレス

データ
（命令）

データ
（命令）

データ
（命令）

データ
（命令）

（c） 

外部アドレスバス
 (A0～A23)

RD

外部データバス
 (D0～D7)

データ
（命令）

外部データバス
 (D8～D15)

データ
（命令）

データ
（命令）

データ
（命令）

φ1

アドレス アドレス

注2． (a)の波形例はバスサイクル2φの場合です。内部領域アクセス時のバスサイクルについては表2.2.4を参照してください。
 (b)、(c)の波形例はバスサイクル1φ+1φ、通常アクセスの場合です。外部領域アクセス時のバスサイクル、リカバリ
 サイクル、及びバーストROMアクセスについては「第3章 外部デバイス接続」を参照してください。

φBIU：BIUの動作クロック（「第5章 クロック発生回路」参照）

注1． 外部データバス幅8ビット （BYTE＝VCCレベル）時は、外部データバスD0～D7のみが使われます。
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バスサイクル3φ
（内部ROMバスサイクル選択ビット＝0時）

ROM

RAM

SFR

内部アドレスバス

内部データバス

φBIU

アドレス

1バスサイクル＝2φ

φBIU

内部アドレスバス

内部データバス

アドレス

1バスサイクル＝2φ

バスサイクル2φ
（内部ROMバスサイクル選択ビット＝1時）

φBIU

内部アドレスバス

内部データバス

アドレス

データ

1バスサイクル＝3φ

データ

データ

（注）

内部ROMバスサイクル選択ビット：5F16番地のビット7
注．CPU書き換えモードで内蔵フラッシュメモリを書き換えるときは、バスサイクル3φを選択してください
（「18.2 CPU書き換えモード」参照）。

2.2.2　データの転送（読み出し／書き込み）

CPUが内部領域、又は外部領域に対して、データの読み出し／書き込みを行うときは、BIUに対して、データ
の読み出し／書き込みを要求します。
BIUは、CPUからの要求に対して、制御信号を出力し、内部アドレスバス、及び内部データバスを制御します。

BIUがバスを制御し、以下のように外部領域／内部領域との間でデータの転送を行うサイクルを「バスサイクル」
と呼びます。
表2.2.4に内部領域アクセス時のバスサイクルを示します。外部領域アクセス時のバスサイクル、及び外部
領域アクセス時の各信号の詳細については、「第3章 外部デバイス接続」を参照してください。
図2.2.4に内部領域に対する読み出し／書き込み時の動作波形例を、図2.2.5、図2.2.6に外部領域に対する
読み出し／書き込み時の動作波形例を示します。

（1）データの読み出し

CPUは、BIUのデータアドレスレジスタに読み出すデータの格納番地を指定し、データを要求します。
このとき、CPUはBIUにデータが揃うまで待機します。
BIUは、CPUから受け取った番地を内部アドレスバスに出し、指定番地の内容を読み出してデータバッファ
に取り込みます。
CPUはデータバッファのデータを使用して処理を続けます。

（2）データの書き込み

CPUは、BIUのデータアドレスレジスタにデータを書き込む番地を指定し、データバッファにデータ
を書き込みます。BIUはCPUから受け取った番地を内部アドレスバスに出し、データバッファ内のデータ
を指定番地に書き込みます。

表2.2.4　内部領域アクセス時のバスサイクル
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図2.2.4　内部領域に対する読み出し／書き込み時の動作波形例

RD：読み出しデータ　　WD：書き込みデータ

注2． 上記波形例はバスサイクル2φの場合です。内部領域アクセス時のバスサイクルについては表2.2.4を
 参照してください。

注1． 偶数番地にある8ビットデータを読み込む場合は、RD（偶）
 だけをデータバッファに取り込みます。
 奇数番地にある8ビットデータを読み込む場合は、RD（奇）
 だけをデータバッファに取り込みます。
 偶数番地に8ビットデータを書き込む場合は、WD（偶）だけ
 が書き込まれます。
 奇数番地に8ビットデータを書き込む場合は、WD（奇）だけ
 が書き込まれます。

内部アドレスバス
 (AD0～AD23)

φBIU

内部データバス
 (DB0～DB7)

RD(偶)

（a） 8ビットデータアクセス時（注1）
 偶数番地から始まる16ビットデータアクセス時

内部データバス
 (DB8～DB15)

RD(奇)

WD(偶)

WD(奇)

アドレス

（b） 奇数番地から始まる16ビットデータアクセス時

WD(奇)

内部アドレスバス
 (AD0～AD23)

φBIU

内部データバス
 (DB0～DB7)

内部データバス
 (DB8～DB15)

RD(奇)

アドレス アドレス+1

RD(偶)

WD(偶)

（c） 偶数番地から始まる32ビットデータアクセス時

内部アドレスバス
 (AD0～AD23)

φBIU

内部データバス
 (DB0～DB7)

内部データバス
 (DB8～DB15)

RD(奇)

アドレス アドレス+2

RD(偶)

WD(偶)

RD(偶)

WD(偶)

WD(奇)

RD(奇)

（d） 奇数番地から始まる32ビットデータアクセス時

WD(奇)

内部アドレスバス
 (AD0～AD23)

φBIU

内部データバス
 (DB0～DB7)

内部データバス
 (DB8～DB15)

RD(奇)

アドレス アドレス+1

RD(偶)

WD(偶)

アドレス+3

WD(奇)

RD(奇)

RD(偶)

WD(偶)

WD(奇)
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図2.2.5　外部領域に対する読み出し／書き込み時の動作波形例（1）

■外部データバス幅16ビット（BYTE＝VSSレベル）時

（a）偶数番地から始まる16ビットデータアクセス時

＜読み出し時＞ ＜書き込み時＞

アドレス

φ1

外部アドレスバス
（A0～A23）

外部データバス
（D0～D7）

外部データバス
（D8～D15）

RD

BLW

BHW

H

H

アドレス

WD(偶)

WD(奇)

φ1

外部アドレスバス
（A0～A23）

外部データバス
（D0～D7）

外部データバス
（D8～D15）

RD

BLW

BHW

H

アドレス

φ1

外部アドレスバス
（A0～A23）

外部データバス
（D0～D7）

外部データバス
（D8～D15）

RD

BLW

BHW

H

H

アドレス＋1

奇数番地からはじまる16ビットデータアクセス

奇数番地への8ビット
データアクセス

偶数番地への8ビット
データアクセス

（b）奇数番地から始まる16ビットデータアクセス時
 8ビットデータアクセス時

WD(奇)

アドレス

φ1

外部アドレスバス
（A0～A23）

外部データバス
（D0～D7）

外部データバス
（D8～D15）

RD

BLW

BHW

H

アドレス＋1

奇数番地からはじまる16ビットデータアクセス

奇数番地への8ビット
データアクセス

偶数番地への8ビット
データアクセス

WD(偶)

アドレス

φ1

外部アドレスバス
（A0～A23）

外部データバス
（D0～D7）

外部データバス
（D8～D15）

RD

BLW

BHW

H

H

アドレス＋2

（c）偶数番地から始まる32ビットデータアクセス時

＜読み出し時＞ ＜書き込み時＞

WD(偶)

WD(奇)

アドレス

φ1

外部アドレスバス
（A0～A23）

外部データバス
（D0～D7）

外部データバス
（D8～D15）

RD

BLW

BHW

H

アドレス＋2

WD(偶)

WD(奇)

（d）奇数番地から始まる32ビットデータアクセス時

＜読み出し時＞ ＜書き込み時＞

アドレス

φ1

外部アドレスバス
（A0～A23）

外部データバス
（D0～D7）

外部データバス
（D8～D15）

RD

BLW

BHW

H

H

アドレス＋1 アドレス＋3 アドレス アドレス＋1 アドレス＋3

WD(奇)

φ1

外部アドレスバス
（A0～A23）

外部データバス
（D0～D7）

外部データバス
（D8～D15）

RD

BLW

BHW

H

WD(偶)

WD(奇)

WD(偶)

RD：読み出しデータ　　WD：書き込みデータ　　
無効：無効データ（読み出し時、データバッファに取り込みません）

注．上記波形例はバスサイクル1φ+1φ、通常アクセスの場合です。バスサイクル、バーストROMアクセス、及びリカバリサイクルに
　　ついては「第3章 外部デバイス接続」を参照してください。

＜読み出し時＞ ＜書き込み時＞

RD
(偶)

RD
(奇)

無効

RD
(奇)

RD
(偶)

無効

RD
(偶)

RD
(奇)

RD
(偶)

RD
(奇)

無効

RD
(奇)

RD
(偶)

RD
(奇)

RD
(偶)

無効
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図2.2.6　外部領域に対する読み出し／書き込み時の動作波形例（2）

BYTE＝VSSレベル、かつ外部データバス幅選択ビット（8216、8416、8616番地のビット2）＝1時

RD：読み出しデータ　　WD：書き込みデータ　

注1．BYTE＝VCCレベル時、D8～D15及びBHWはプログラマブル入出力ポート（P2及びP33）として機能します。
　2．上記波形例はバスサイクル1φ+1φ、通常アクセスの場合です。バスサイクル、バーストROMアクセス、及びリカバリサイクルについては
 「第3章 外部デバイス接続」を参照してください。

■外部データバス幅8ビット時

（e）8/16/32ビットデータアクセス時
 BYTE＝VCCレベル時

＜読み出し時＞ ＜書き込み時＞

アドレス

φ1

外部アドレスバス
（A0～A23）

外部データバス
（D0～D7）

RD

BLW
H

アドレス＋1 アドレス＋2 アドレス＋3

8ビットデータアクセス

16ビットデータアクセス

32ビットデータアクセス

アドレス

φ1

外部アドレスバス
（A0～A23）

外部データバス
（D0～D7）

RD

BLW

H

アドレス＋1 アドレス＋2 アドレス＋3

8ビットデータアクセス

16ビットデータアクセス

32ビットデータアクセス

RD RD RD RD WD WD WD WD

＜読み出し時＞ ＜書き込み時＞

アドレス

φ1

外部アドレスバス
（A0～A23）

外部データバス
（D0～D7）

RD

BLW
H

アドレス＋1 アドレス＋2 アドレス＋3

8ビットデータアクセス

16ビットデータアクセス

32ビットデータアクセス

アドレス

φ1

外部アドレスバス
（A0～A23）

外部データバス
（D0～D7）

RD

BLW

H

アドレス＋1 アドレス＋2 アドレス＋3

8ビットデータアクセス

16ビットデータアクセス

32ビットデータアクセス

RD RD RD RD WD WD WD WD

BHW
H

外部データバス
（D8～D15）

BHW
H

外部データバス
（D8～D15）
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2.3　アクセス空間

M37911のアクセス空間は、016～FFFFFF16番地の16Mバイトです。ただし、FF000016～FFFFFF16番地は
予約領域のため、使用しないでください。図2.3.1にM37911のアクセス空間を示します。
PCは16ビット構成ですが、PGと組み合わせて、016～FEFFFF16番地の15.9Mバイトの空間をアクセスできます。
外部領域のアクセスについては、「第3章 外部デバイス接続」を参照してください。
メモリとI/Oは同一のアクセス空間内に配置されています。したがって、メモリとI/Oを区別することなく、
同じ命令を使用して転送、演算などが行えます。

図2.3.1　M37911のアクセス空間

：何も内蔵されていない

：予約領域（使用禁止）

・・・・

016

FFFF16

FE000016

FF000016

FFFFFF16

SFR領域

内部RAM領域
（注2）

・・・・

内部ROM領域
（注2）

FF16

SFR：Special Function Register

注 1. フラッシュメモリ内蔵版にのみ4Kバイトのフラッシュメモリが配置されます。
 2． 内部ROM領域、及び内部RAM領域の最後の8バイトにはプログラムを配置しないでください。
 3． 内部領域のメモリ配置は機種によって異なります。「付録12．7911グループメモリ配置」、
  最新のデータシート、又はカタログ類を参照してください。

バンク 7F16

：内部領域のメモリ配置を示す

予約領域

FEFFFF16

内部ROM領域
（注1､2） バンク 016

バンク FF16

バンク FE16

7F000016

7FFFFF16

・
・・

・
・・・ ・・・・

・・・・

7EFFFF16
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2.4　メモリ配置

この節では内部領域のメモリ配置について説明します。外部領域については、「2.5 プロセッサモード」を併せて
参照してください。

2.4.1　内部領域のメモリ配置

内部領域にはSFR（Special Function Register）、内部RAM、及び内部ROMが配置されています。図2.4.1に
M37911FGCHPの内部領域のメモリ配置図を示します。

（1）SFR領域

016～FF16番地には、内蔵周辺装置に関する設定を行うためのレジスタが配置されています。この領域
をSFRと呼びます。図2.4.2、図2.4.3にSFR領域のメモリ配置図を示します。
SFR領域内の各レジスタについては、各機能説明を参照してください。
また、リセット直後のSFR領域の状態については、「4.3 内部領域の状態」を参照してください。

（2）内部RAM領域

内部RAM領域はデータ格納領域として使用する他、スタック領域としても使用しますので、必要な
データを破壊しないようにサブルーチンのネスチングの深さ、及び多重割り込みのレベルに注意して
ください。
内部RAM領域の最後の8バイトにはプログラムを配置しないでください（データは配置できます）。

（3）内部ROM領域

内部ROM領域のうち、7FFFB016～7FFFFF16番地はリセットや割り込みのベクトル番地（インタラプト
ベクタテーブル）です。内部ROM領域の使用が禁止されるマイクロプロセッサモード、及びROM外付け版
では、7FFFB016～7FFFFF16番地に必ずROMを配置してください。
内部ROM領域の最後の8バイトにはプログラムを配置しないでください（データは配置できます）。
フラッシュメモリ内蔵版にのみ100016～1FFF16番地に4Kバイトのフラッシュメモリが配置されます。
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図2.4.1　M37911FGCHPの内部領域のメモリ配置図

タイマB2

監視タイマ
NMI

INT0

INT1

INT2

タイマA0

タイマA1

タイマA2

タイマA3
タイマA4

タイマB0

タイマB1

注1． フラッシュメモリ内蔵版にのみ4Kバイトのフラッシュメモリが配置されます。
　2． デバッガ専用割り込みです。これらの割り込みは使用しないでください。
　3． マイクロプロセッサモード時は、内部ROM領域へのアクセスは禁止されます（「2.5 プロセッサ
 モード」参照）。
　4． 内部領域のメモリ配置は機種によって異なります。「付録12．7911グループメモリ配置」、  
 最新のデータシート、又はカタログ類を参照してください。

：内部メモリは配置されていません。

RESET

0 除算
L
H

7FFFFA16

7FFFFC16

7FFFFE16

インタラプトベクタテーブル

FF16

016

7FFFFF16

7FFFB016

内部RAM領域

⇒ 図2.4.2、図2.4.3参照

内部ROM領域

SFR領域

L
H

L
HBRK命令 (注2)

7FFFF816 L
HDBC (注2)

7FFFF616 L
H

7FFFF416 L
H

7FFFF216 L
H
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H

7FFFEE16 L
H

7FFFEC16 L
H
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H

7FFFE816 L
H

7FFFE616 L
H

7FFFE416 L
H

7FFFE216 L
H

7FFFE016 L
H
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H

7FFFDC16 L
HUART0受信

7FFFDA16 L
HUART0送信

7FFFD816 L
HUART1受信

7FFFD616 L
HUART1送信

7FFFD416 L
HA-D 変換

7FFFD216 L
HINT3

7FFFD016 L
HINT4

7FFFCE16 L
H予約領域

・・・・・・・・・・

7FFFB016 L
H予約領域内部ROM領域

（注1）1FFF16

100016

・・・・・・・・・
37FF16

200016

7C000016
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図2.4.2　SFR領域のメモリ配置図（1）
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UART1送信割り込み制御レジスタ
UART1受信割り込み制御レジスタ
タイマA0割り込み制御レジスタ
タイマA1割り込み制御レジスタ
タイマA2割り込み制御レジスタ
タイマA3割り込み制御レジスタ
タイマA4割り込み制御レジスタ
タイマB0割り込み制御レジスタ
タイマB1割り込み制御レジスタ
タイマB2割り込み制御レジスタ
INT0割り込み制御レジスタ
INT1割り込み制御レジスタ
INT2割り込み制御レジスタ

タイマAクロック分周指定レジスタ

プロセッサモードレジスタ0
プロセッサモードレジスタ1

監視タイマレジスタ
監視タイマ周波数選択レジスタ

INT3割り込み制御レジスタ
INT4割り込み制御レジスタ

ワンショット開始フラグ

アップダウンフラグ

カウント開始フラグ

AAAAAA
AAAAAA
AAAAAA
AAAAAA
AAAAAA
AAAAAA
AAAAAA
AAAAAA
AAAAAA
AAAAAA
AAAAAA
AAAAAA
AAAAAA

タイマA0レジスタ

タイマA1レジスタ

タイマA2レジスタ

タイマA3レジスタ

タイマA4レジスタ

タイマB0レジスタ

タイマB1レジスタ

タイマB2レジスタ

タイマA0モードレジスタ
タイマA1モードレジスタ
タイマA2モードレジスタ
タイマA3モードレジスタ
タイマA4モードレジスタ
タイマB0モードレジスタ
タイマB1モードレジスタ
タイマB2モードレジスタ

特殊機能選択レジスタ0
特殊機能選択レジスタ1
特殊機能選択レジスタ2

（注2）
（注2）
（注2）
（注2）
（注2）
（注2）
（注2）
（注2）
（注2）

注1．読み出し及び書き込み禁止。
　2．書き込み禁止。

（注1）
（注1）
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番地番地
CS0制御レジスタＬ
CS0制御レジスタＨ
CS1制御レジスタＬ
CS1制御レジスタＨ
CS2制御レジスタＬ
CS2制御レジスタＨ
CS3制御レジスタＬ
CS3制御レジスタＨ

CS0領域先頭アドレスレジスタ

CS1領域先頭アドレスレジスタ

CS2領域先頭アドレスレジスタ

CS3領域先頭アドレスレジスタ

ポート機能制御レジスタ

外部割り込み入力制御レジスタ
外部割り込み入力読み出しレジスタ

D-A制御レジスタ0
D-A制御レジスタ1
D-Aレジスタ0
D-Aレジスタ1
D-Aレジスタ2

8016
8116
8216
8316
8416
8516
8616
8716
8816
8916
8A16
8B16
8C16
8D16
8E16
8F16
9016
9116
9216
9316
9416
9516
9616
9716
9816
9916
9A16
9B16
9C16
9D16
9E16
9F16
A016
A116
A216
A316
A416
A516
A616
A716
A816
A916
AA16
AB16
AC16
AD16
AE16
AF16
B016
B116
B216
B316
B416
B516
B616
B716
B816
B916
BA16
BB16
BC16
BD16
BE16
BF16

注1． 書き込み禁止。
　2． フラッシュメモリ内蔵版（「第18章 フラッシュメモリ内蔵版」参照）にだけ配置されています。
 マスクROM内蔵版、ROM外付け版では書き込み禁止です。

フラッシュメモリ制御レジスタ

（注1）

（注1）
（注2）

（注1）

リアルタイム出力制御レジスタ

パルス出力データレジスタ０

パルス出力データレジスタ１

シリアルI/O端子制御レジスタ

クロック制御レジスタ0
クロック制御レジスタ1

（注1）
（注1）

（注1）

C016
C116
C216
C316
C416
C516
C616
C716
C816
C916
CA16
CB16
CC16
CD16
CE16
CF16
D016
D116
D216
D316
D416
D516
D616
D716
D816
D916
DA16
DB16
DC16
DD16
DE16
DF16
E016
E116
E216
E316
E416
E516
E616
E716
E816
E916
EA16
EB16
EC16
ED16
EE16
EF16
F016
F116
F216
F316
F416
F516
F616
F716
F816
F916
FA16
FB16
FC16
FD16
FE16
FF16

（注1）
（注1）
（注1）
（注1）

図2.4.3　SFR領域のメモリ配置図（2）
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2.5　プロセッサモード

M37911は3つのプロセッサモード（シングルチップモード、メモリ拡張モード、及びマイクロプロセッサ
モード）で動作できます（注）。プロセッサモードによって一部の端子の機能、メモリ配置、及びアクセス空間が
異なります。この節では、プロセッサモードによる違いについて説明します。図2.5.1にM37911FGCHPの各
プロセッサモード時のメモリ配置図を示します。

注．ROM外付け版はマイクロプロセッサモードでだけ動作します。

図2.5.1　M37911FGCHPの各プロセッサモード時のメモリ配置図

マイクロプロセッサモード

016
SFR領域

シングルチップモード

SFR領域

メモリ拡張モード

FEFFFF16

FFFFFF16

SFR領域

未使用領域

FF16

予約領域
（注3）

予約領域
（注3）

FF000016

10016

FFF16
100016

7FFFFF16
80000016

37FF16
380016

未使用領域

7BFFFF16
7C000016

1FFF16
200016

外部領域：この領域をアクセスすると、外部に接続したデバイスをアクセスできます。

注1． フラッシュメモリ内蔵版にのみ4Kバイトのフラッシュメモリが配置されます。
 2． 内部ROM領域、及び内部RAM領域の最後の8バイトにはプログラムを配置しないでください。
 3． この領域はアクセスしないでください。
 4． 内部領域のメモリ配置は機種によって異なります。「付録12．7911グループメモリ配置」、
  最新のデータシート、又はカタログ類を参照してください。　　

内部RAM領域
（注2）

内部RAM領域
（注2）

内部RAM領域
（注2）

内部ROM領域
（注1､2）

内部ROM領域
（注1､2）

内部ROM領域
（注2）

内部ROM領域
（注2）
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 図2.5.2に各プロセッサモード時のピン接続図を示します。

2.5.1　シングルチップモード

 外部デバイスをバス接続しない場合に使用します。このモードでは、P0～P8、P10、P11はプログラマブル
入出力ポート（内蔵周辺装置使用時はその入出力端子）として機能します。
内部領域（SFR、内部RAM、内部ROM）だけがアクセスできます。

2.5.2　メモリ拡張モードとマイクロプロセッサモード

外部にデバイスをバス接続する場合に使用します。これらのモードでは15.9Mバイトのアクセス空間内に
外部デバイスを自由に接続できます。また、プログラマブル入出力ポートの一部が外部デバイスのアクセス
に必要な信号の入出力端子として機能します。
外部デバイスのアクセスについては、「第3章 外部デバイス接続」を参照してください。
メモリ拡張モードとマイクロプロセッサモードは、次の点を除いて同じ機能を持ちます。

●マイクロプロセッサモードでは、内部ROM領域へのアクセスが強制的に禁止され、この領域が外部領域
として扱われる。

なお、外部デバイスを内部領域と重複する領域に接続した場合、重複した領域の読み出しを行ったときは
内部領域のデータがCPUに取り込まれ、外部領域のデータはCPUに取り込まれません。また、重複した領域
に書き込みを行ったときは、内部領域にデータが書き込まれ、外部にはデータが出力されません。

 各端子の機能については、「1.3 端子の機能説明」、「第3章 外部デバイス接続」、「第5章 クロック発生回路」、
「第6章 入出力端子」、及び各内蔵周辺機能の説明（第7章～第14章）を参照してください。
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2.5　プロセッサモード

図2.5.2　各プロセッサモード時のピン接続図（上面図）

■メモリ拡張モード／マイクロプロセッサモード

シングルチップモードとメモリ拡張モード/
マイクロプロセッサモードでは、これらの
端子の機能が異なります。

■シングルチップモード

シングルチップモードとメモリ拡張モード/
マイクロプロセッサモードでは、これらの
端子の機能が異なります。
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注1．リセット後はシングルチップモードで動作を開始します。プロセッサモードビットによって他のプロセッサ
モードに切り替えることができます。

　2．リセット後はマイクロプロセッサモードで動作を開始します。他のプロセッサモードでは動作できません
ので、プロセッサモードビットの値は［b1＝1、b0＝0］に固定してください。

シングルチップモード
メモリ拡張モード
マイクロプロセッサモード

プロセッサモード

VSS　（注1）
VSS　（注1）
VSS　（注1）
VCC　（注2）

MD0端子のレベル
プロセッサモードビット

b1
0
0

1

b0
0
1

0

2.5.3　プロセッサモードの設定

プロセッサモードの設定は、MD0端子に印加する電圧、及びプロセッサモードビット（5E16番地のビット
1、0）によって行います。

注．MD0端子に印加する電圧は、マイクロコンピュータ動作中に切り替えないでください。

 （1）MD0端子にVSSレベルを印加する場合

リセット後、マイクロコンピュータはシングルチップモードで動作を開始します。プロセッサモード
の切り替えは、動作開始後プロセッサモードビットによって行います。プロセッサモードビットを
“01 2”にするとメモリ拡張モード、“10 2”にするとマイクロプロセッサモードになります。なお、
プログラム実行途中でプロセッサモードを切り替えた場合、命令キューバッファの内容は初期化
されません（「付録8. 7911グループQ&A」参照）。

 （2）MD0端子にVCCレベルを印加する場合

リセット後、マイクロコンピュータはマイクロプロセッサモードで動作を開始します。この場合、
他のプロセッサモードでは動作できません（プロセッサモードビットは“102”に固定してください）。

表2.5.1にプロセッサモードの設定方法を、図2.5.3にプロセッサモードレジスタ0（5E16番地）のレジスタ構成
を示します。

表2.5.1　プロセッサモードの設定方法
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2.5　プロセッサモード

図2.5.3　プロセッサモードレジスタ0のレジスタ構成

注1．MD0端子にVSSレベルを印加しているときは“0”、VCCレベルを印加しているときは“1”になります（“1”に固定される）。
2．

_____ _____ _____

CSi領域以外の外部領域に対して有効です。CSi領域のバスサイクルは、これらのビットの内容にかかわらず、対応するCSi

領域バスサイクル選択ビット0、1（8016、8216、8416、8616番地のビット0, 1、8116、8316、8516、8716番地のビット3）によって
決まります。

3．MD0端子にVSSレベルを印加しているときは“0”、VCCレベルを印加しているときは“1”になります。

ビット名ビット

プロセッサモードレジスタ0【5E16番地】

機　能 リセット時 R/W

プロセッサモードビット

外部バスサイクル選択ビット0
（注2）

割り込み優先順位判定時間
選択ビット

ソフトウエアリセットビット

クロックφ1出力選択ビット

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0 0：シングルチップモード
0 1：メモリ拡張モード
1 0：マイクロプロセッサモード
1 1：選択禁止

b1 b0

0 0：fsysの7サイクル
0 1：fsysの4サイクル
1 0：fsysの2サイクル
1 1：選択禁止

b5 b4

このビットに“1”を書き込むと、マイクロ
コンピュータはリセットされる
読み出し時の値は“0”

0：φ1出力禁止（P41はプログラマブル入出力ポート
として機能）

1：φ1出力許可（P41はクロックφ1出力端子として
機能）

0

1

2

3

4

5

6

7

0

（注1）

0

1

0

0

0

（注3）

RW

RW

RW

RW

RW

RW

WO

RW

0 0：バスサイクル1φ+1φ
0 1：バスサイクル1φ+2φ
1 0：バスサイクル1φ+3φ
1 1：バスサイクル2φ+2φ

b2b3
0 0：バスサイクル2φ+3φ
0 1：バスサイクル2φ+4φ
1 0：バスサイクル3φ+3φ
1 1：バスサイクル3φ+4φ

b2b3

（外部バスサイクル選択
ビット1＝0時）

（外部バスサイクル選択
ビット1＝1時）
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【プロセッサモード選択時の注意】

ROM外付け版はマイクロプロセッサモード専用ですので、必ず以下の設定を行ってください。
・MD0端子はVCCに接続してください。
・プロセッサモードビット（5E16番地のビット1、0）は“102”に固定してください。



第　　3　　章
外部デバイス接続

3.1　外部デバイスのアクセスに必要な信号
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3.1　外部デバイスのアクセスに必要な信号

この章では、外部にデバイスを接続するための機能について説明します。
外部に接続したデバイスからのデータの読み出し、及び外部に接続したデバイスへのデータの書き込みは、
バスインタフェース装置（BIU）が行います（「2.2 バスインタフェース装置（BIU）」参照）。外部デバイスアクセス時
のバスサイクルは、チップセレクトウエイトコントローラ（CSWC）、及びレディー機能によって、変えること
ができます。また、ホールド機能によって、外部にバスを解放することができます。

3.1　外部デバイスのアクセスに必要な信号

外部にデバイスを接続するときは、マイクロコンピュータをメモリ拡張モード、又はマイクロプロセッサ
モードで動作させてください（「2.5 プロセッサモード」参照）。これらのモードで動作しているとき、プログラマブル
入出力ポートの一部が外部デバイスのアクセスに必要な信号の入出力端子として機能します。
図3.1.1にメモリ拡張モード及びマイクロプロセッサモード時のピン接続図を、図3.1.2にM37911FGCHPの
外部領域を、表3.1.1に外部デバイスのアクセスに使用する端子を示します。

図3.1.1　メモリ拡張モード及びマイクロプロセッサモード時のピン接続図（上面図）

外形：100P6Q-A
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3.1　外部デバイスのアクセスに必要な信号

図3.1.2　M37911FGCHPの外部領域

016

FF16
10016

FFF16
100016

7FFFFF16

37FF16
380016

7BFFFF16
7C000016

1FFF16
200016

メモリ拡張モード

FEFFFF16

FFFFFF16

SFR領域

予約領域
（注3）

FF000016

80000016

内部RAM領域
（注2）

内部ROM領域
（注1､2）

内部ROM領域
（注2）

マイクロプロセッサモード

SFR領域

予約領域
（注3）

内部RAM領域
（注2）

外部領域：この領域をアクセスすると、外部に接続したデバイスをアクセスできます。

注1． フラッシュメモリ内蔵版にのみ4Kバイトのフラッシュメモリが配置されます。
 2． 内部ROM領域、及び内部RAM領域の最後の8バイトにはプログラムを配置しないでください。
 3． この領域はアクセスしないでください。
 4． 内部領域のメモリ配置は機種によって異なります。「付録12．7911グループメモリ配置」、
  最新のデータシート、又はカタログ類を参照してください。　　

016

FEFFFF16

FFFFFF16

FF16

FF000016

37FF16

200016

10016

1FFF16

380016
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3.1　外部デバイスのアクセスに必要な信号

アドレス（A0～A23）出力端子

偶数番地のデータ（D0～D7） データ（D0～D7）入出力端子

入出力端子

奇数番地のデータ（D8～D15） プログラマブル入出力ポート（P2）

入出力端子 （注3）

レディー機能関連信号の入力端子（「3.3 レディー機能」参照） （注5）

リード信号出力端子（データバスを読み出しているとき“L”レベルが出力

される）

ライト信号出力端子（偶数番地に書き

込んでいるとき“L”レベルが出力される）

ライト信号出力端子（奇数番地に書き

込んでいるとき“L”レベルが出力される）

（注6）

アドレスラッチイネーブル信号出力端子（アドレスの確定を示す。アドレス

をラッチするときに使用できる）

クロックφ1出力端子（fsysと同じ周期を持つ信号を出力する（「第5章 クロック発生回路」参照））

ホールド機能関連信号の入力端子（「3.4 ホールド機能」参照） （注5）

ホールド機能関連信号の出力端子（「3.4 ホールド機能」参照）

チップセレクト出力端子（「3.2 チップセレクトウエイトコントローラ」参照）

外部データバス幅切り替え入力端子（VSSレベル入力時16ビット、VCCレベル入力時8ビット）

表3.1.1　外部デバイスのアクセスに使用する端子

A0～A23

D0～D7 （注2）

D8～D15

________

RDY
_____

RD

________

BLW

________

BHW

ALE

φ1
__________

HOLD
__________

HLDA
_______ _______

CS0～CS3

BYTE （注7）

端　子
外部領域アクセス時

外部データバス幅16ビット（BYTE＝VSSレベル）外部データバス幅8ビット（BYTE＝VCCレベル）

プログラマブル入出力ポート（P33）

内部領域
アクセス時

不定（注1）

フローティング

フローティング

（注4）

無効

“H”レベルを出力

“H”レベルを出力

“H”レベルを出力

（注4）

“L”レベルを出力

無効

“H”レベルを出力

“H”レベルを出力

ライト信号出力端子（外部領域に書き

込んでいるとき“L”レベルが出力される）

注1．ソフトウエアで選択することによって、内部領域アクセス時のアドレス出力を固定できます（「3.2.4 アドレス
出力選択」参照）。

2
______

．CS2領域を外部データバス幅8ビットでアクセスする場合、ソフトウエアで選択することによって、アドレス
（LA0～LA7）の出力とデータ（D0～D7）の入出力を時分割で行えます（「3.2.2 外部バス動作」参照）。

3．ソフトウエアで外部データバス幅8ビットを選択している領域をアクセスした場合は、フローティングに
なります（図2.2.6参照）。

4．ただし、外部データバス幅16ビット（BYTE＝VSSレベル）時。
5．

________ __________

MD0＝VCCで使用する場合、これらの端子はリセット後、RDY、HOLD端子の機能になります。したがって、
これらの端子をポートとして使用する場合も、リセット時にはVCCレベルを印加してください。

6．ソフトウエアで外部データバス幅8ビットを選択している領域をアクセスした場合は、“H”レベルを出力
します（図2.2.6参照）。

7．この端子への入力レベルは、マイクロコンピュータ動作中に切り替えないでください。
この端子への入力によるデータバス幅は、外部領域（図3.1.2参照）に対してだけ有効です（内部領域アクセス
時は、常にデータバス幅16ビットになります）。

______ ______

また、BYTE＝VSSレベル時は、ソフトウエアで選択することによって、CS1～CS3領域ごとに外部データバス幅
を8ビットにできます（「3.2 チップセレクトウエイトコントローラ」参照）。

8．各信号の詳細、及び入出力タイミングについては、各参照先、「付録9．M37911FGCHP電気的特性」、及び
「付録10．M37911FGMHP電気的特性」を参照してください。
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3.1　外部デバイスのアクセスに必要な信号

外部デバイスのアクセスに必要な端子の関連レジスタについて以下に示します。

（1）MD0端子にVSSレベルを印加し、リセット後、シングルチップモードからメモリ拡張モード、又はマイクロ
プロセッサモードに切り替える場合は、以下の各ビットで端子の機能を選択してください（MD0＝VSSで
リセット後、これらの端子はプログラマブル入出力ポートになっています）。

________

・RDY端子
________

：RDY入力選択ビット（5F16番地のビット2）
・ALE端子 ：ALE出力選択ビット（5F16番地のビット3）
・φ1端子 ：クロックφ1出力選択ビット（5E16番地のビット7）

__________ __________

・HOLD端子、HLDA端子
__________ __________

：HOLD入力, HLDA出力選択ビット（5F16番地のビット5）
______ ______

・CS0～CS3端子
______

：CS0出力選択ビット（8016番地のビット7）
______

　CS1出力選択ビット（8216番地のビット7）
______

　CS2出力選択ビット（8416番地のビット7）
______

　CS3出力選択ビット（8616番地のビット7）

（2）アドレス／ポート切り替え

アドレス／ポート切り替えビット（図3.1.3参照）によって、A8～A23をP0、P11に切り替えることができます。
必要なアクセス空間（「2.3 アクセス空間」参照）に応じて、使用しないアドレス出力端子をプログラマブル
入出力ポートとして使用できます。

（3）
______ ______

P44（CS0）～P47（CS3）プルアップ
____________ ______ ______

RESET端子のレベルが“L”の期間及びリセット後、P44（CS0）～P47（CS3）はプルアップされます。したがって、
外部にプルアップ抵抗を接続する必要がありません。
P44～P47プルアップ選択ビット（図3.1.3参照）を“1”にすると、プルアップは解除されます。
次のいずれかを設定すると、P44～P47プルアップ選択ビットの内容にかかわらず、プルアップが解除されます

（ビットの内容は変化しません）。

・対応するP44～P47方向レジスタを“1”（出力モード）にする
・

______ ______ ______ ______

対応するCS0～CS3出力選択ビット（8016、8216、8416、8616番地のビット7）を“1”（CS0～CS3出力許可）
にする

また、このビットの内容にかかわらず、パラレル入出力モード（MD1＝VCC、MD0＝VCC）時はP44～P47が、
______

マイクロプロセッサモード（MD1＝VSS、MD0＝VCC）時はCS0（P44）がプルアップされません。
パラレル入出力モードについては、「18.4 パラレル入出力モード」を参照してください。
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3.1　外部デバイスのアクセスに必要な信号　【外部デバイスアクセス時の注意】

図3.1.3　ポート機能制御レジスタのレジスタ構成

【外部デバイスアクセス時の注意】

　32ビット演算命令を使用してメモリをアクセスするときは、データバス幅の異なる領域をまたいでアクセス
しないでください（【CSWC使用上の注意】 3 参照）。

0

0

0

0

0

0

0

RW

RW

RW

RW

RW

－

RW

ポート機能制御レジスタ【9216番地】
b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0

1

2

3

4

6、5

7

ビット名ビット 機　能 リセット時 R/W

アドレス／ポート切り替え
ビット

“0”に固定してください

P44～P47プルアップ選択ビット

読み出し時の値は“0”
_______

NMI端子プルアップ選択ビット

0 0 0：A0～A23（16Mバイト）
0 0 1：A0～A21、P06、P07（4Mバイト）
0 1 0：A0～A19、P04～P07（1Mバイト）
0 1 1：A0～A17、P02～P07（256Kバイト）
1 0 0：A0～A15、P00～P07（64Kバイト）
1 0 1：選択禁止
1 1 0：A0～A11、P00～P07、P114～P117（4Kバイト）
1 1 1：A0～A7、P00～P07、P110～P117（256バイト）

b2 b1b0

_______

注1．パラレル入出力モード（MD1＝VCC、MD0＝VCC）時は、これらのビットの内容にかかわらず、P44～P47及びNMI端子はプルアップ
されません。

______

　2．マイクロプロセッサモード（MD1＝VSS、MD0＝VCC）時は、このビットの内容にかかわらず、CS0（P44）はプルアップされません。

0：P44～P47をプルアップする
1：P44～P47をプルアップしない （注1、2）

_______

0：NMI端子をプルアップする_______

1：NMI端子をプルアップしない （注1）

0
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3.2　チップセレクトウエイトコントローラ

3.2　チップセレクトウエイトコントローラ

外部領域アクセス時のバスサイクルは、チップセレクトウエイトコントローラ（以下CSWCと称す）によって
制御されます。CSWCにより、バンク016～バンクFE16のアドレス空間に、最大4ブロックのチップセレクト領域

______ ______

（CS0～CS3）を設定できます（図3.2.10～図3.2.12参照）。各チップセレクト領域ごとに、表3.2.1に示す機能を
選択できます。

______ ______ ______ ______

また、CS0～CS3領域として設定されていない外部領域（CS0～CS3領域以外の外部領域）についても、表3.2.1に
示す機能を選択できます。

表3.2.1　各外部領域の機能

注1．BYTE＝VCCレベル時は8ビット幅に固定されます。
2．バーストROMアクセスは、外部データバス幅16ビット、かつ命令の先取り時だけ有効です。
3．バーストROMアクセスと領域マルチプレックスバスアクセスは、同時に使用できません。
4．

______

CS2領域を外部データバス幅8ビットでアクセスする場合。
5．各領域ごとには選択できません（「3.2.4 アドレス出力選択」参照）。

先頭アドレスを
設定できる空間
ブロックの大きさ

バスサイクル

外部データバス幅

________

RDY制御

バーストROM
アクセス（注2､3）
リカバリサイクル
挿入
領域マルチプレックス
バスアクセス（注3）
アドレス出力選択（注5）

______

CS0

______ ______

CS1、CS2 ______

CS3

______ ______

CS0～CS3領域
以外の外部領域モード0 モード1

バンク216

～バンクFE16

128Kバイト、256Kバイト、
512Kバイト、1Mバイト、
2Mバイト、4Mバイト、
又は8Mバイト

バスサイクル
　1φ+1φ、1φ+2φ、1φ+3φ、
　2φ+2φ、2φ+3φ、2φ+4φ、
　3φ+3φ、3φ+4φ

（8016番地のビット0, 1
及び8116番地のビット3で選択）

BYTE端子のレベルで決まる

有効（ 5F16番地のビット2及び8016

番地のビット3で選択）

できる

できる

できない

できる

バンク216

～バンクFE16

128Kバイト、
256Kバイト、
512Kバイト
1Mバイト、
2Mバイト、
4Mバイト、
又は8Mバイト
バスサイクル
　1φ+1φ、1φ+2φ、1φ+3φ、
　2φ+2φ、2φ+3φ、2φ+4φ、
　3φ+3φ、3φ+4φ

（8216、8416番地のビット0, 1
及び8316、8516番地のビット3で
選択）
BYTE＝VSSレベルであれば8ビット
幅、16ビット幅を任意に選択できる
（注1）

有効（5F16番地のビット2及び8216、
8416番地のビット3で選択）

できる

できる

______

CS1：できない
______

CS2：できる（注4）
できる

バンク016

4Kバイト、
又は8Kバイト

バンク216

～バンクFE16

128Kバイト、
256Kバイト、
512Kバイト
1Mバイト、
2Mバイト、
4Mバイト、
又は8Mバイト
バスサイクル
 1φ+1φ､1φ+2φ､
 1φ+3φ､2φ+2φ､
 2φ+3φ､2φ+4φ､
 3φ+3φ､3φ+4φ
（8616番地のビット
0,1及び8716番地
のビット3で選択）
BYTE＝VSSレベル
であれば8ビット
幅、16ビット幅を
任意に選択できる
（注1）
有効（5F16番地の
ビット2及び8616

番地のビット3
で選択）
できる

できる

できない

できる

バスサイクル
 1φ+1φ､1φ+2φ､
 1φ+3φ､2φ+2φ､
 2φ+3φ､2φ+4φ､
 3φ+3φ､3φ+4φ
（5E16番地のビット
2,3及び5F16番地
のビット0で選択）
BYTE端子のレベル
で決まる

有効（5F16番地の
ビット2で選択）

できない

できる

できない

できる

モード0 モード1
バンク016
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図3.2.1　プロセッサモードレジスタ0のレジスタ構成

■外部バスサイクル選択ビット0（ビット2、3）
______ ______

このビットと外部バスサイクル選択ビット1（5F16番地のビット0）によって、CS0～CS3領域以外の
外部領域をアクセスするときのバスサイクルを選択できます（「3.2.2 外部バス動作」参照）。

3.2.1　関連レジスタ説明

関連レジスタについて以下に説明します。

（1）プロセッサモードレジスタ0

図3.2.1にプロセッサモードレジスタ0のレジスタ構成を示します。

ビット名ビット

プロセッサモードレジスタ0【5E16番地】

機　能 リセット時 R/W

プロセッサモードビット

外部バスサイクル選択ビット0
（注2）

割り込み優先順位判定時間
選択ビット

ソフトウエアリセットビット

クロックφ1出力選択ビット

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

注 1．MD0端子にVSSレベルを印加しているときは“0”、VCCレベルを印加しているときは“1”になります（“1”に固定される）。
2．

_____ _____ _____

CSi領域以外の外部領域に対して有効です。CSi領域のバスサイクルは、これらのビットの内容にかかわらず、対応するCSi

領域バスサイクル選択ビット0、1（8016、8216、8416、8616番地のビット0, 1、8116、8316、8516、8716番地のビット3）によって
決まります。

3．MD0端子にVSSレベルを印加しているときは“0”、VCCレベルを印加しているときは“1”になります。

0 0：シングルチップモード
0 1：メモリ拡張モード
1 0：マイクロプロセッサモード
1 1：選択禁止

b1 b0

0 0：fsysの7サイクル
0 1：fsysの4サイクル
1 0：fsysの2サイクル
1 1：選択禁止

b5 b4

このビットに“1”を書き込むと、マイクロ
コンピュータはリセットされる
読み出し時の値は“0”

0：φ1出力禁止（P41はプログラマブル入出力ポート
として機能）

1：φ1出力許可（P41はクロックφ1出力端子として
機能）

0

1

2

3

4

5

6

7

0

（注1）

0

1

0

0

0

（注3）

RW

RW

RW

RW

RW

RW

WO

RW

0 0：バスサイクル1φ+1φ
0 1：バスサイクル1φ+2φ
1 0：バスサイクル1φ+3φ
1 1：バスサイクル2φ+2φ

b2b3
0 0：バスサイクル2φ+3φ
0 1：バスサイクル2φ+4φ
1 0：バスサイクル3φ+3φ
1 1：バスサイクル3φ+4φ

b2b3

（外部バスサイクル選択
ビット1＝0時）

（外部バスサイクル選択
ビット1＝1時）
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図3.2.2　プロセッサモードレジスタ1のレジスタ構成

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

0

0

（注4）

（注4）

（注4）

（注4）

0

0

プロセッサモードレジスタ1【5F16番地】

0

1

2

3

4

5

6

7

ビット名ビット 機　能 リセット時 R/W

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0：DPR0のみ使用
1：DPR0～DPR3を使用

注1．
_____ _____ _____

CSi領域以外の外部領域に対して有効です。CSi領域のバスサイクルは、これらのビットの内容にかかわらず、対応するCSi

領域バスサイクル選択ビット0、1（8016、8216、8416、8616番地のビット0, 1、8116、8316、8516、8716番地のビット3）によって
決まります。

2．リセット後、一度だけ内容を変更できます（ソフトウエアの途中で切り替えないでください）。
　3．シングルチップモード時は、これらのビットの内容にかかわらず、各機能が「禁止」になります。
　4．MD0端子にVSSレベルを印加しているときは“0”、VCCレベルを印加しているときは“1”になります。
　5．リセット後、一度だけ“1”にできます。“1”から“0”にすると、それ以降“1”にできません（“0”に固定される）。
6．このビットの内容を変更するプログラムは、内部領域に配置してください。又は、リセット後、XIN入力クロック分周比選択

ビット（BC16番地のビット7、6）が“002”の状態で変更してください。
　7．マイクロプロセッサモード時、このビットの内容は無効です。また、ROM外付け版には配置されていません（読み出し時の

値は“0”）。
CPU書き換えモードで内蔵フラッシュメモリを書き換えるときは、このビットを“0”にしてください（「18.2 CPU書き換えモード」
参照）。

________

0：RDY入力禁止（P30はプログラマブル入出力ポート
として機能）________

1：RDY入力許可
________

（P30はRDY端子として機能）

0：ALE出力禁止（P40はプログラマブル入出力ポート
として機能）

1：ALE出力許可（P40はALE端子として機能）

0：外部領域アクセス時リカバリサイクルなし
1：外部領域アクセス時リカバリサイクル挿入

0：
__________ __________

HOLD入力, HLDA出力禁止（P43、P42はプログラマブル
入出力ポートとして機能）

1：
__________ __________ __________

HOLD入力, HLDA出力許可（P43、P42はHOLD端子、__________

HLDA端子として機能）

0：1サイクル
1：2サイクル

0：バスサイクル3φ
1：バスサイクル2φ

（注5）

（注5）

外部バスサイクル選択ビット0との組み合わせで
バスサイクルを選択する
0：バスサイクル1φ+1φ、1φ+2φ、1φ+3φ、

2φ+2φのいずれか
1：バスサイクル2φ+3φ、2φ+4φ、3φ+3φ、

3φ+4φのいずれか

（注2）

外部バスサイクル選択ビット1
（注1）

ダイレクトページレジスタ
切り替えビット
________

RDY入力選択ビット （注3）

ALE出力選択ビット （注3）

リカバリサイクル挿入
選択ビット （注3）
__________ __________

HOLD入力, HLDA出力
選択ビット （注3）

リカバリサイクル挿入数
選択ビット （注6）

内部ROMバスサイクル
選択ビット （注7）

（2）プロセッサモードレジスタ1

図3.2.2にプロセッサモードレジスタ1のレジスタ構成を示します。
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■外部バスサイクル選択ビット1（ビット0）
______ ______

このビットと外部バスサイクル選択ビット0（5E16番地のビット2、3）によって、CS0～CS3領域以外
の外部領域をアクセスするときのバスサイクルを選択できます（「3.2.2 外部バス動作」参照）。

________

■RDY入力選択ビット（ビット2）
________ ______ ______

RDY入力を許可するかどうかを選択するビットです。このビットを“1”にすると、CS0～CS3領域以外
________

の外部領域をアクセスするとき、RDY制御が有効になります。
______ ______ ________ ______ ______ ________

CS0～CS3領域でRDY制御を有効にする場合は、このビットを“1”、CS0～CS3のRDY制御ビット
（8016、8216、8416、8616番地のビット3）を“0”にしてください。

■リカバリサイクル挿入選択ビット（ビット4）
______ ______

CS0～CS3領域以外の外部領域をアクセスするときに、リカバリサイクルを挿入するかどうかを
選択するビットです。このビットを“1”にすると、外部領域アクセスのバスサイクルの次に、φ1の
1サイクル分、又は2サイクル分のリカバリサイクルが挿入されます。挿入するリカバリサイクルの
サイクル数は、リカバリサイクル挿入数選択ビット（ビット6）で選択できます。読み出し時の出力
ディスエーブル時間が長いデバイスを、バスバッファ等を使用することなく接続できます。
リカバリサイクルの間、アドレスは保持されますので、アドレスホールド時間を長く要求する
デバイスも接続できます。また、リカバリサイクル挿入数を2サイクルにした場合は、書き込み時の
データホールド時間がφ1の1サイクル分延びますので、データホールド時間を長く要求するデバイス
も接続できます（「3.2.2 外部バス動作」参照）。

■リカバリサイクル挿入数選択ビット（ビット6）
挿入するリカバリサイクルのサイクル数を選択するビットです。1サイクル又は2サイクルを選択
できます。

______ ______

ここで選択したリカバリサイクル数は、CS0～CS3領域を含むすべての外部領域に対して有効です。
リカバリサイクルを挿入する場合は、各領域のリカバリサイクル挿入選択ビット（5F16番地のビット4、

8016、8216、8416、8616番地のビット6）を“1”にしてください。
このビットの内容を変更するプログラムは、内部領域に配置してください。又は、リセット後、XIN

入力クロック分周比選択ビット（BC16番地のビット7、6）が“002”の状態で変更してください。
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______

（3）CS0制御レジスタL
______

図3.2.3にCS0制御レジスタLのレジスタ構成を示します。

______

図3.2.3　CS0制御レジスタLのレジスタ構成

0

1

（注1）

0

0

0

1

（注5）

0

1

2

3

4

5

6

7

ビット名ビット

______

CS0制御レジスタL【8016番地】

機　能 リセット時 R/W
______

CS0領域バスサイクル選択
ビット0

外部データバス幅選択ビット

________

RDY制御ビット （注2）

読み出し時の値は“0”

バーストROMアクセス
指定ビット （注3）

リカバリサイクル挿入
選択ビット
______

CS0出力選択ビット （注4）

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

注1．BYTE端子にVSSレベルを印加しているときは“0”、VCCレベルを印加しているときは“1”になります。
　2．

________

RDY入力選択ビット（5F16番地のビット2）が“1”のとき有効。
　3．BYTE端子にVCCレベルを印加しているときは、このビットの内容にかかわらず「通常アクセス」になります。
　4.

______

シングルチップモード時、このビットの内容は無効です（CS0出力禁止）。
　5．MD0端子にVSSレベルを印加しているときは“0”、VCCレベルを印加しているときは“1”になります（“1”に固定される）。

BYTE端子の入力レベルを読み出す
0：16ビット幅
1：8ビット幅

________

0：RDY制御有効________

1：RDY制御無効

0：通常アクセス
1：バーストROMアクセス

______

0：CS0領域アクセス時リカバリサイクルなし______

1：CS0領域アクセス時リカバリサイクル挿入
______

0：CS0出力禁止（P44はプログラマブル入出力ポート
として機能）______ ______

1：CS0出力許可（P44はCS0端子として機能）

RW

RW

RO

RW

－

RW

RW

RW

0 0：バスサイクル1φ+1φ
0 1：バスサイクル1φ+2φ
1 0：バスサイクル1φ+3φ
1 1：バスサイクル2φ+2φ

b0b1

______

（CS0領域バスサイクル
選択ビット1＝0時）

0 0：バスサイクル2φ+3φ
0 1：バスサイクル2φ+4φ
1 0：バスサイクル3φ+3φ
1 1：バスサイクル3φ+4φ

b0b1

______

（CS0領域バスサイクル
選択ビット1＝1時）
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______

■CS0領域バスサイクル選択ビット0（ビット0、1）
______ ______

このビットとCS0領域バスサイクル選択ビット1（8116番地のビット3）によって、CS0領域アクセス時の
バスサイクルを選択できます（「3.2.2 外部バス動作」参照）。

■外部データバス幅選択ビット（ビット2）
______

このビットを読むと、BYTE端子の入力レベルが読み出せます。CS0領域アクセス時の外部データ
バス幅は、BYTE端子の入力レベルによって決まります（BYTE＝VSSレベル時は16ビット幅、BYTE
＝VCCレベル時は8ビット幅）。

________

■RDY制御ビット（ビット3）
______ ________ ________

CS0領域アクセス時、RDY制御を有効にするかどうかを選択するビットです。RDY入力選択ビット
（5F16番地のビット2）が“1”のとき、有効です（「3.3 レディー機能」参照）。

■バーストROMアクセス指定ビット（ビット5）
______

バーストアクセスをサポートしているROMなどをCS0領域に配置した場合、このビットを“1”に
すると、最大8バイトのバーストアクセスができます。バーストROMアクセスは、外部データバス幅
16ビット、かつ命令の先取り時だけ有効です。外部データバス幅8ビット時、及びデータの読み出し
／書き込み時は、このビットの内容にかかわらず通常アクセスになります（「3.2.2 外部バス動作」参照）。

■リカバリサイクル挿入選択ビット（ビット6）
______

CS0領域アクセス時、リカバリサイクルを挿入するかどうかを選択するビットです。このビットを
_______

“1”にすると、CS0領域アクセスのバスサイクルの次に、φ1の1サイクル分、又は2サイクル分の
リカバリサイクルが挿入されます。挿入するリカバリサイクルのサイクル数は、リカバリサイクル
挿入数選択ビット（5F16番地のビット6）で選択できます。読み出し時の出力ディスエーブル時間が
長いデバイスを、バスバッファ等を使用することなく接続できます。
リカバリサイクルの間、アドレスは保持されますので、アドレスホールド時間を長く要求する
デバイスも接続できます。また、リカバリサイクル挿入数を2サイクルにした場合は、書き込み時の
データホールド時間がφ1の1サイクル分延びますので、データホールド時間を長く要求するデバイス
も接続できます（「3.2.2 外部バス動作」参照）。

______

■CS0出力選択ビット（ビット7）
______

このビットを“1”にすると、CS0領域アクセス時、チップセレクト信号を出力します。
______ ______

このビットを“0”にして、CS0出力を禁止していても、CS0領域ブロックサイズ指定ビット（8116番地
______ ______

のビット2～0）を“0002”（CS0領域無効）にしていなければ、CS0領域の各機能（表3.2.1参照）の設定は
有効です。

______ ______

また、CS0領域無効の場合でも、このビットを“1”にすると、CS0端子に切り替わります（“H”レベル
を出力）。
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______

図3.2.4　CS0制御レジスタHのレジスタ構成

______

■CS0領域ブロックサイズ指定ビット（ビット2～0）
______ ______

CS0領域のブロックの大きさを指定するビットです。これらのビットを“0002”にすると、CS0領域
______ ______

が無効になります。ブロックサイズを指定すると、CS0領域が有効になり、CS0出力選択ビット（8016
______

番地のビット7）の内容にかかわらず、CS0領域の各機能（表3.2.1参照）の設定が有効になります。

______

■CS0領域バスサイクル選択ビット1（ビット3）
_____ ______

このビットとCS0領域バスサイクル選択ビット0（8016番地のビット0, 1）によって、CS0領域アクセス
時のバスサイクルを選択できます（「3.2.2 外部バス動作」参照）。

______

■CS0領域設定モード指定ビット（ビット7）
ブロックサイズの設定モードを指定するビットです。

______

CS0領域については、図3.2.10、図3.2.11を参照してください。

______

（4）CS0制御レジスタH
______

図3.2.4にCS0制御レジスタHのレジスタ構成を示します。

0：モード0（16Mバイト空間内にブロックを設定）
1：モード1（

______

バンク0内にCS0領域先頭アドレスを
設定）

______

CS0制御レジスタH【8116番地】

0

1

2

3

6～4

7

ビット名ビット 機　能 リセット時 R/W
______

CS0領域ブロックサイズ指定
ビット

______

CS0領域バスサイクル選択
ビット1

読み出し時の値は“0”
______

CS0領域設定モード指定ビット

______

0 0 0：0バイト（CS0領域無効）
0 0 1：128Kバイト
0 1 0：256Kバイト
0 1 1：512Kバイト
1 0 0：1Mバイト
1 0 1：2Mバイト
1 1 0：4Mバイト
1 1 1：8Mバイト

b2 b1b0

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

1

0

0

0

0

0

RW

RW

RW

RW

－

RW

______

CS0領域バスサイクル選択ビット0との組み合わせで
バスサイクルを選択する
0：バスサイクル1φ+1φ、1φ+2φ、1φ+3φ、

2φ+2φのいずれか
1：バスサイクル2φ+3φ、2φ+4φ、3φ+3φ、

3φ+4φのいずれか
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______

（5）CSj制御レジスタL
______

図3.2.5にCSj制御レジスタL（j=1～3）のレジスタ構成を示します。

RW

RW

RW

RW

－

RW

RW

RW

______

CS1制御レジスタL【8216番地】
______

CS2制御レジスタL【8416番地】
______

CS3制御レジスタL【8616番地】

0

1

2

3

4

5

6

7

ビット 機　能 リセット時 R/W
______

CSj領域バスサイクル選択
ビット0 （j＝1～3）

外部データバス幅選択ビット

________

RDY制御ビット （注2）

読み出し時の値は“0”

バーストROMアクセス
指定ビット （注3）

リカバリサイクル挿入
選択ビット
______

CSj出力選択ビット（j＝1～3）
（注4）

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0

1

0

0

0

0

1

0

______

図3.2.5　CSj制御レジスタLのレジスタ構成

注1．BYTE端子にVCCレベルを印加しているときは、“1”（8ビット幅）に固定されます。
　2．

________

RDY入力選択ビット（5F16番地のビット2）が“1”のとき有効。
　3．外部データバス幅選択ビット（ビット2）が“1”、又はBYTE端子にVCCレベルを印加しているときは、このビットの内容に

かかわらず通常アクセスになります。
　4．

______

シングルチップモード時、このビットの内容は無効です（CSj出力禁止）。

0：16ビット幅
1：8ビット幅 （注1）

________

0：RDY制御有効________

1：RDY制御無効

0：通常アクセス
1：バーストROMアクセス

______

0：CSj領域アクセス時リカバリサイクルなし______

1：CSj領域アクセス時リカバリサイクル挿入
______

0：CSj出力禁止（P45～P47はプログラマブル入出力
ポートとして機能）______ ______

1：CSj出力許可（P45～P47はCSj端子として機能）

0 0：バスサイクル1φ+1φ
0 1：バスサイクル1φ+2φ
1 0：バスサイクル1φ+3φ
1 1：バスサイクル2φ+2φ

b0b1

______

（CSj領域バスサイクル
選択ビット1＝0時）

0 0：バスサイクル2φ+3φ
0 1：バスサイクル2φ+4φ
1 0：バスサイクル3φ+3φ
1 1：バスサイクル3φ+4φ

b0b1

______

（CSj領域バスサイクル
選択ビット1＝1時）
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______

■CSj領域バスサイクル選択ビット0（ビット0、1）
______ ______

このビットとCSj領域バスサイクル選択ビット1（8316、8516、8716番地のビット3）によって、CSj領域
アクセス時のバスサイクルを選択できます（「3.2.2 外部バス動作」参照）。

■外部データバス幅選択ビット（ビット2）
______

BYTE端子の入力レベルがVSSレベルの場合、このビットによってCSj領域アクセス時の外部データ
バス幅を任意に設定できます。BYTE端子の入力レベルがVCCレベルの場合は、このビットの内容に
かかわらず、外部データバス幅8ビットになります。

_______

■RDY制御ビット（ビット3）
______ _______ _______

CSj領域アクセス時、RDY制御を有効にするかどうかを選択するビットです。RDY入力選択ビット
（5F16番地のビット2）が“1”のとき、有効です（「3.3 レディー機能」参照）。

■バーストROMアクセス指定ビット（ビット5）
______

バーストアクセスをサポートしているROMなどをCSj領域に配置した場合、このビットを“1”に
すると、最大8バイトのバーストアクセスができます。バーストROMアクセスは、外部データバス幅
16ビット、かつ命令の先取り時だけ有効です。外部データバス幅8ビット時、及びデータの読み出し
／書き込み時は、このビットの内容にかかわらず通常アクセスになります（「3.2.2 外部バス動作」参照）。

■リカバリサイクル挿入選択ビット（ビット6）
______

CSj領域アクセス時、リカバリサイクルを挿入するかどうかを選択するビットです。このビットを
______

“1”にすると、CSj領域アクセスのバスサイクルの次に、φ1の1サイクル分、又は2サイクル分の
リカバリサイクルが挿入されます。挿入するリカバリサイクルのサイクル数は、リカバリサイクル
挿入数選択ビット（5F16番地のビット6）で選択できます。読み出し時の出力ディスエーブル時間が
長いデバイスを、バスバッファ等を使用することなく接続できます。
リカバリサイクルの間、アドレスは保持されますので、アドレスホールド時間を長く要求する
デバイスも接続できます。また、リカバリサイクル挿入数を2サイクルにした場合は、書き込み時の
データホールド時間がφ1の1サイクル分延びますので、データホールド時間を長く要求するデバイス
も接続できます（「3.2.2 外部バス動作」参照）。

______

■CSj出力選択ビット（ビット7）
______

このビットを“1”にすると、CSj領域アクセス時、チップセレクト信号を出力します。
______ ______

このビットを“0”にして、CSj出力を禁止していても、CSj領域ブロックサイズ指定ビット（8316、
______ ______

8516、8716番地のビット2～0）を“0002”（CSj領域無効）にしていなければ、CSj領域の各機能（表3.2.1
参照）の設定は有効です。

______ ______

また、CSj領域無効の場合でも、このビットを“1”にすると、CSj端子に切り替わります（“H”レベル
を出力）。
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_______

図3.2.6　CS1制御レジスタHのレジスタ構成

_______

■CS1領域ブロックサイズ指定ビット（ビット2～0）
______ ______

CS1領域のブロックの大きさを指定するビットです。これらのビットを“0002”にすると、CS1領域
______ ______

が無効になります。ブロックサイズを指定すると、CS1領域が有効になり、CS1出力選択ビット（8216
______

番地のビット7）の内容にかかわらず、CS1領域の各機能（表3.2.1参照）の設定が有効になります。

______

■CS1領域バスサイクル選択ビット1（ビット3）
______ ______

このビットとCS1領域バスサイクル選択ビット0（8216番地のビット0, 1）によって、CS1領域アクセス
時のバスサイクルを選択できます（「3.2.2 外部バス動作」参照）。

______

■CS1領域設定モード指定ビット（ビット7）
ブロックサイズの設定モードを指定するビットです。

______

CS1領域については、図3.2.10、図3.2.12を参照してください。

0：モード0（16Mバイト空間内にブロックを設定）
1：モード1（バンク0内にブロックを設定）

______

（6）CS1制御レジスタH
______

図3.2.6にCS1制御レジスタHのレジスタ構成を示します。

0

0

0

0

0

0

0

0

RW

RW

RW

RW

－

RW

－

RW

______

CS1制御レジスタH【8316番地】

0

1

2

3

4

5

6

7

ビット名ビット 機　能 リセット時 R/W
______

CS1領域ブロックサイズ指定
ビット

______

CS1領域バスサイクル選択
ビット1

読み出し時の値は“0”

“0”に固定してください

読み出し時の値は“0”
______

CS1領域設定モード指定ビット

______

0 0 0：0バイト（CS1領域無効）
0 0 1：128Kバイト
0 1 0：256Kバイト
0 1 1：512Kバイト
1 0 0：1Mバイト
1 0 1：2Mバイト
1 1 0：4Mバイト
1 1 1：8Mバイト

b2 b1b0

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

（モード0選択時） ______

0バイト（CS1領域無効）
選択禁止
選択禁止
選択禁止
4Kバイト
8Kバイト
選択禁止
選択禁止

（モード1選択時）

0

______

CS1領域バスサイクル選択ビット0との組み合わせで
バスサイクルを選択する
0：バスサイクル1φ+1φ、1φ+2φ、1φ+3φ、

2φ+2φのいずれか
1：バスサイクル2φ+3φ、2φ+4φ、3φ+3φ、

3φ+4φのいずれか
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______

（7）CS2制御レジスタH
______

図3.2.7にCS2制御レジスタHのレジスタ構成を示します。

0

0

0

0

0

0

0

0

RW

RW

RW

RW

－

RW

－

RW

______

CS2制御レジスタH【8516番地】

0

1

2

3

4

5

6

7

ビット名ビット 機　能 リセット時 R/W
______

CS2領域ブロックサイズ指定
ビット

______

CS2領域バスサイクル選択
ビット1

読み出し時の値は“0”

マルチプレックスバス選択
ビット

読み出し時の値は“0”
______

CS2領域設定モード指定ビット

______

0 0 0：0バイト（CS2領域無効）
0 0 1：128Kバイト
0 1 0：256Kバイト
0 1 1：512Kバイト
1 0 0：1Mバイト
1 0 1：2Mバイト
1 1 0：4Mバイト
1 1 1：8Mバイト

b2 b1b0

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

（モード0選択時） ______

0バイト（CS2領域無効）
選択禁止
選択禁止
選択禁止
4Kバイト
8Kバイト
選択禁止
選択禁止

（モード1選択時）

______

図3.2.7　CS2制御レジスタHのレジスタ構成

______

■CS2領域ブロックサイズ指定ビット（ビット2～0）
______ ______

CS2領域のブロックの大きさを指定するビットです。これらのビットを“0002”にすると、CS2領域
______ ______

が無効になります。ブロックサイズを指定すると、CS2領域が有効になり、CS2出力選択ビット（8416
______

番地のビット7）の内容にかかわらず、CS2領域の各機能（表3.2.1参照）の設定が有効になります。

______

■CS2領域バスサイクル選択ビット1（ビット3）
______ ______

このビットとCS2領域バスサイクル選択ビット0（8416番地のビット0, 1）によって、CS2領域アクセス
時のバスサイクルを選択できます（「3.2.2 外部バス動作」参照）。

■マルチプレックスバス選択ビット（ビット5）
______

このビットを“1”にすると、CS2領域を外部データバス幅8ビット（注）でアクセスしたときだけ、
D0～D7端子からアドレス（LA0～LA7）の出力とデータ（D0～D7）の入出力を時分割で行います。

注．BYTE＝VCCレベル、又は外部データバス幅選択ビット（8416番地のビット2）＝1時。

______

■CS2領域設定モード指定ビット（ビット7）
ブロックサイズの設定モードを指定するビットです。

______

CS2領域については、図3.2.10、図3.2.12を参照してください。

0：分離バス（D0～D7入出力）
1：マルチプレックスバス（外部データバス幅8ビット______

（8416番地のビット2＝1）、かつCS2領域アクセス
時、LA0/D0～LA7/D7を入出力）

0：モード0（16Mバイト空間内にブロックを設定）
1：モード1（バンク0内にブロックを設定）

______

CS2領域バスサイクル選択ビット0との組み合わせで
バスサイクルを選択する
0：バスサイクル1φ+1φ、1φ+2φ、1φ+3φ、

2φ+2φのいずれか
1：バスサイクル2φ+3φ、2φ+4φ、3φ+3φ、

3φ+4φのいずれか
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______

図3.2.8　CS3制御レジスタHのレジスタ構成

______

■CS3領域ブロックサイズ指定ビット（ビット2～0）
______ ______

CS3領域のブロックの大きさを指定するビットです。これらのビットを“0002”にすると、CS3領域
______ ______

が無効になります。ブロックサイズを指定すると、CS3領域が有効になり、CS3出力選択ビット（8616
______

番地のビット7）の内容にかかわらず、CS3領域の各機能（表3.2.1参照）の設定が有効になります。

______

■CS3領域バスサイクル選択ビット1（ビット3）
______ ______

このビットとCS3領域バスサイクル選択ビット0（8616番地のビット0, 1）によって、CS3領域アクセス
時のバスサイクルを選択できます（「3.2.2 外部バス動作」参照）。

______

CS3領域については、図3.2.10を参照してください。

______

（9）CSi領域先頭アドレスレジスタ
______

図3.2.9にCSi領域先頭アドレスレジスタ（i＝0～3）のレジスタ構成を示します。
______

各レジスタに設定できるアドレスは、CSi領域ブロックサイズ指定ビットで指定されるブロックサイズ
によって異なります（図3.2.10～図3.2.12参照）。

______

（8）CS3制御レジスタH
______

図3.2.8にCS3制御レジスタHのレジスタ構成を示します。

0

0

0

0

0

ビット名ビット 機　能 リセット時 R/W
______

CS3領域ブロックサイズ指定
ビット

______

CS3領域バスサイクル選択
ビット1

読み出し時の値は“0”

______

0 0 0：0バイト（CS3領域無効）
0 0 1：128Kバイト
0 1 0：256Kバイト
0 1 1：512Kバイト
1 0 0：1Mバイト
1 0 1：2Mバイト
1 1 0：4Mバイト
1 1 1：8Mバイト

b2 b1b0

______

CS3制御レジスタH【8716番地】
b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0

1

2

3

7～4

______

CS3領域バスサイクル選択ビット0との組み合わせで
バスサイクルを選択する
0：バスサイクル1φ+1φ、1φ+2φ、1φ+3φ、

2φ+2φのいずれか
1：バスサイクル2φ+3φ、2φ+4φ、3φ+3φ、

3φ+4φのいずれか

RW

RW

RW

RW

－
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______

図3.2.9　CSi領域先頭アドレスレジスタのレジスタ構成

ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

______

CS0領域先頭アドレスレジスタ【8A16番地】

機　能 リセット時 R/W

●モード0選択時
　先頭アドレスのA16～A23を設定する

●モード1選択時
　先頭アドレスのA8～A15を設定する
　1016、2016、4016、8016のいずれかの値が設定できる

（読み出し時、ビット0は常に“0”）

0

1

1

1

1

1

1

0

－

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

______

CS1領域先頭アドレスレジスタ【8C16番地】
______

CS2領域先頭アドレスレジスタ【8E16番地】

機　能 リセット時 R/W

●モード0選択時
　先頭アドレスのA16～A23を設定する

●モード1選択時
　先頭アドレスのA8～A15を設定する
　
（読み出し時、ビット0は常に“0”）

0

0

0

0

0

0

0

0

－

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

______

CS3領域先頭アドレスレジスタ【9016番地】

機　能 リセット時 R/W

先頭アドレスのA16～A23を設定する
（読み出し時、ビット0は常に“0”）

0

0

0

0

0

0

0

0

－

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

______

注．CS0領域ブロックサイズ指定ビット（8116番地のビット0～2）で指定したブロックサイズによって、設定できる先頭アドレスが
異なります（図3.2.10、図3.2.11参照）。

______ ______

注．CS1、CS2領域ブロックサイズ指定ビット（8316、8516番地のビット0～2）で指定したブロックサイズによって、設定できる先頭
アドレスが異なります（図3.2.10、図3.2.12参照）。

______

注．CS3領域ブロックサイズ指定ビット（8716番地のビット0～2）で指定したブロックサイズによって、設定できる先頭アドレスが
異なります（図3.2.10参照）。



7911グループユーザーズマニュアル

外部デバイス接続
3

3-20

3.2　チップセレクトウエイトコントローラ

______ ______ ______ ______

図3.2.10　CS0、CS1、CS2領域（モード0）、及びCS3領域
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______

図3.2.11　CS0領域（モード1）
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______ ______

図3.2.12　CS1、CS2領域（モード1）
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 また、ここで示す番地以外は指定しないで
 ください。
　2．内部領域と重なった領域をアクセスすると、 
 内部領域がアクセスされます。このとき、 
 CS1、CS2は“H”レベル出力になります。
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3.2.2　外部バス動作
______

ソフトウエアで以下の機能を選択することによって、CSi領域ごとに外部バスの動作を変えることができます。

　　・バスサイクル
　　・バーストROMアクセス
　　・リカバリサイクル

______

　　・CS2領域マルチプレックスバスアクセス
________

　　・RDY制御　

________

以下に、各機能を選択した場合の動作について説明します。RDY制御については「3.3 レディー機能」を参照
してください。
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（1）バスサイクル
______

各CSi領域ごとに、以下のバスサイクルを任意に設定できます。表3.2.2にバスサイクル（通常アクセス時）
を示します。

表3.2.2　バスサイクル（通常アクセス時）

１０

０１

００

0

バスサイクル
選択ビット0

（注）

RD
BLW,BHW

RD
BLW,BHW

φ1

外部アドレス
バス

外部データ
バス

CSi

RD
BLW,BHW

ALE

アドレス

1バスサイクル＝2φ

φ1

外部アドレス
バス

外部データ
バス

CSi

ALE

アドレス

1バスサイクル＝3φ

φ1

外部アドレス
バス

外部データ
バス

CSi

ALE

アドレス

1バスサイクル＝4φ

φ1

外部アドレス
バス

外部データ
バス

CSi

ALE

アドレス

1バスサイクル＝4φ

データ

データ

データ

データ

RD
BLW,BHW

１１

1

RD
BLW,BHW

1バスサイクル＝5φ

φ1

外部アドレス
バス

外部データ
バス

CSi

ALE

アドレス

3φ

RD
BLW,BHW

1バスサイクル＝6φ

φ1

外部アドレス
バス

外部データ
バス

CSi

ALE

アドレス

4φ2φ

2φ

RD
BLW,BHW

1バスサイクル＝6φ

φ1

外部アドレス
バス

外部データ
バス

CSi

ALE

アドレス

3φ3φ

RD
BLW,BHW

1バスサイクル＝7φ

φ1

外部アドレス
バス

外部データ
バス

CSi

ALE

アドレス

4φ3φ

データ

データ

データ

データ

バスサイクル1φ+1φ

バスサイクル1φ+2φ

バスサイクル1φ+3φ

バスサイクル2φ+2φ

バスサイクル2φ+3φ

バスサイクル2φ+4φ

バスサイクル3φ+3φ

バスサイクル3φ+4φ

バスサイクル選択ビット1 （注）

注．バスサイクルは以下のビットによって選択します。
______

CSi領域外：外部バスサイクル選択ビット0（5E16番地のビット3、2）
　　　　　　　 ：外部バスサイクル選択ビット1（5F16番地のビット0）

______

CSi領域
______

：CSi領域バスサイクル選択ビット0（8016、8216、8416、8616番地のビット1、0）
　　　　　　　

______

：CSi領域バスサイクル選択ビット1（8116、8316、8516、8716番地のビット3）
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図3.2.13　バーストROMアクセス時の動作波形

注． 上記波形はバスサイクル1φ+1φの場合です。バスサイクルについては「（1）バスサイクル」 
 を参照してください。
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（命令）

外部データバス
 (D8～D15)

データ
（命令）

データ
（命令）

データ
（命令）

φ1

アドレス アドレス

（a） 

外部アドレスバス
 (A0～A23)

RD

外部データバス
 (D0～D7)

データ
（命令）

外部データバス
 (D8～D15)

データ
（命令）

データ
（命令）

データ
（命令）

φ1

アドレス アドレス アドレス アドレス

データ
（命令）

データ
（命令）

データ
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データ
（命令）

（2）バーストROMアクセス
______

バーストアクセスをサポートしているROMなどをCSi領域に配置した場合、バーストROMアクセスを
指定（バーストROMアクセス指定ビット＝1）すると、最大8バイトのバーストアクセスができます。
バーストROMアクセスは、外部データバス幅16ビット、かつ命令の先取り時だけ有効です。それ以外の
場合は、バーストROMアクセス指定ビットの内容にかかわらず、通常アクセスになります。
図3.2.13にバーストROMアクセス時の動作波形を示します。
なお、命令の先取りについては「2.2.1 命令の先取り」を併せて参照してください。

バーストROMアクセスで命令の先取りを行う場合は、8バイト境界から8バイト取り込みます（図3.2.13
（a）：4回連続アクセス）。
分岐時は、分岐先番地の下位2ビット（A1、A0）の状態にかかわらず、4バイト境界から4バイト取り込み
ます（図3.2.13（b）：2回連続アクセス）。このとき取り込むバイト数は、分岐先番地によって異なります
（表2.2.3参照）。
その次に取り込む番地によって、以降の動作は以下のようになります。
　・8バイト境界の時は、次からは8バイト取り込みます（図3.2.13（a）：4回連続アクセス）。
　・4バイト境界の時は、4バイト取り込みます（図3.2.13（b）：2回連続アクセス）。その次からは8バイト

取り込みます（図3.2.13（a）：4回連続アクセス）。
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表3.2.3に各バスサイクル選択時のバーストROMアクセス波形例を示します。

表3.2.3　各バスサイクル選択時のバーストROMアクセス波形例

1バスサイクル＝9φ

2φ 2φ 2φ3φ

1バスサイクル＝5φ

００

０１

１０

１１

バーストROMアクセス指定ビット＝1CSi領域バスサイクル
選択ビット0

φ1

外部アドレス
バス

外部データ
バス

CSi

RD

ALE

アドレス アドレス アドレス アドレス

データ データ データ

φ1

外部アドレス
バス

外部データ
バス

CSi

RD

ALE

アドレス

データ データ データ

アドレス アドレス アドレス

φ1

外部アドレス
バス

外部データ
バス

CSi

RD

ALE

アドレス

データ データ データ

アドレス アドレス アドレス

選択禁止

データ

データ

データ

1φ 1φ 1φ2φ

1バスサイクル＝13φ

3φ 3φ 3φ4φ

アドレス アドレス アドレス アドレス

選択禁止

選択禁止

RD

1バスサイクル＝14φ

φ1

外部アドレス
バス

外部データ
バス

CSi

ALE

アドレス

3φ5φ 3φ 3φ

アドレス アドレス アドレス

データ データ データデータ

RD

1バスサイクル＝18φ

φ1

外部アドレス
バス

外部データ
バス

CSi

ALE

4φ6φ 4φ 4φ

データ データ データデータ

００

０１

１０

１１

０

１

CSi領域バスサイクル
選択ビット1

______

CSi領域バスサイクル選択ビット0 ：8016、8216、8416、8616番地のビット1、0
______

CSi領域バスサイクル選択ビット1 ：8116、8316、8516、8716番地のビット3
バーストROMアクセス指定ビット：8016、8216、8416、8616番地のビット5
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（3）リカバリサイクル

リカバリサイクルは、リカバリサイクル挿入選択ビット及びリカバリサイクル挿入数選択ビット（図
3.2.2、図3.2.3、図3.2.5参照）によって、φ1の1サイクル分、又は2サイクル分を選択できます。リカバリ
サイクルを挿入すると、読み出し時の出力ディスエーブル時間が長いデバイスを、バスバッファ等を使用
することなく接続できます。
リカバリサイクルの間、アドレスは保持されますので、アドレスホールド時間を長く要求するデバイスも
接続できます。また、リカバリサイクル挿入数を2サイクルにした場合は、書き込み時のデータホールド
時間がφ1の1サイクル分延びますので、データホールド時間を長く要求するデバイスも接続できます。
図3.2.14、図3.2.15にリカバリサイクル挿入時の動作波形を示します。

図3.2.14　リカバリサイクル挿入時の動作波形（1）
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注1．外部データバス幅16ビットの場合です。外部データバス幅8ビット時は1ずつインクリメントされます。
　2．同一CSi領域への連続アクセス時、CSiは連続して“L”レベルを出力します。

A0～A23
（注1）

φ1

CSi（注2）

ALE

A A+2 A+6

＜リカバリサイクル1サイクル挿入＞

A+4

リカバリ
サイクル（次のバスサイクル）

A0～A23
（注1）

＊

φ1

CSi（注2）

ALE

A A+2 A+6

＜リカバリサイクル2サイクル挿入＞

A+4

リカバリ
サイクル （次のバスサイクル）

A0～A23
（注1）

＊

ライトData Data Data Data Data

ライトData Data Data Data

DataData

RD
BLW,BHW

RD

RD



7911グループユーザーズマニュアル

外部デバイス接続
3

3-28

3.2　チップセレクトウエイトコントローラ

図3.2.15　リカバリサイクル挿入時の動作波形（2）
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注1．外部データバス幅16ビットの場合です。外部データバス幅8ビット時は1ずつインクリメントされます。
　2．同一CSi領域への連続アクセス時、CSiは連続して“L”レベルを出力します。
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＜リカバリサイクル2サイクル挿入＞
リカバリ
サイクル （次のバスサイクル）

A0～A23

＊
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______

（4）CS2領域マルチプレックスバスアクセス
______

マルチプレックスバス選択ビット（8516番地のビット5）を“1”にすると、CS2領域を外部データバス幅
8ビット（注）でアクセスしたときだけ、D0～D7端子からアドレス（LA0～LA7）の出力とデータ（D0～D7）の
入出力を時分割で行います（表3.2.4参照）。
表3.2.4に各バスサイクル選択時のマルチプレックスバスアクセス波形例を示します。

注．BYTE＝VCCレベル、又は外部データバス幅選択ビット（8416番地のビット2）＝1時。

表3.2.4　各バスサイクル選択時のマルチプレックスバスアクセス波形例

RD：読み出しデータ、WD：書き込みデータ
______

CS2領域バスサイクル選択ビット0：8416番地のビット1、0
______

CS2領域バスサイクル選択ビット1：8516番地のビット3
マルチプレックスバス選択ビット ：8516番地のビット5

RD

WDLA0～LA7

2φ

RD
BLW

φ1

LA0/D0～LA7/D7

CS2

ALE

LA0/D0～LA7/D7

外部アドレス
バス

アドレス

００

０１

１０

１１

マルチプレックスバス選択ビット＝1CS2領域バスサイクル
選択ビット0

選択禁止

選択禁止

選択禁止００

０１

１０

１１

０

１

CS2領域バスサイクル
選択ビット1

選択禁止

選択禁止

RD
BLW

1バスサイクル＝6φ

φ1

CS2

ALE

3φ3φ

RD
BLW

1バスサイクル＝7φ

φ1

CS2

ALE

4φ3φ

外部アドレス
バス アドレス

外部アドレス
バス アドレス

1バスサイクル＝4φ

2φ

LA0～LA7 RD

LA0/D0～LA7/D7 WDLA0～LA7

LA0～LA7LA0/D0～LA7/D7

LA0/D0～LA7/D7 WDLA0～LA7

LA0～LA7LA0/D0～LA7/D7 RD
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3.2.3　設定方法

図3.2.16にCSWC関連レジスタの初期設定例を示します。

図3.2.16　CSWC関連レジスタの初期設定例

AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA

AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA

b7 b0

CS0制御レジスタL【8016番地】

CS0領域バスサイクル選択ビット0
　表3.2.2参照

RDY制御ビット（注1）
　０：RDY制御有効
　１：RDY制御無効

リカバリサイクル挿入選択ビット
　０：リカバリサイクルなし
　１：リカバリサイクル挿入
CS0出力選択ビット
　０：CS0出力禁止
　１：CS0出力許可

b7 b0 CS1制御レジスタL【8216 番地】
CS2制御レジスタL【8416 番地】
CS3制御レジスタL【8616 番地】

CSj領域バスサイクル選択ビット0（j＝1～3）
　表3.2.2参照

注1．RDY入力選択ビット（5F16番地
 のビット2）が“1”のとき有効。
　2．外部データバス幅8ビット時は、
 このビットの内容にかかわらず
 「通常アクセス」になります。
　3．BYTE端子にVCCレベルを印加して
 いるときは、“1”（8ビット幅）
 に固定されます。

バーストROMアクセス指定ビット（注2）
　０：通常アクセス
　１：バーストROMアクセス

RDY制御ビット（注1）
　０：RDY制御有効
　１：RDY制御無効

外部データバス幅選択ビット（注3）
　０：16ビット幅
　１：8ビット幅

リカバリサイクル挿入選択ビット
　０：リカバリサイクルなし
　０：リカバリサイクル挿入

CSj出力選択ビット
　０：CSj出力禁止
　１：CSj出力許可

バーストROMアクセス指定ビット（注2）
　０：通常アクセス
　１：バーストROMアクセス

b7 b0

CS0制御レジスタH【8116番地】

b2 b1 b0

ブロックサイズの設定

b7 b0

CS1制御レジスタH【8316番地】

CS1領域ブロックサイズ指定ビット
モード0選択時

　００１：128Kバイト
　０１０：256Kバイト
　０１１：512Kバイト
　１００：1Mバイト
　１０１：2Mバイト
　１１０：4Mバイト
　１１１：8Mバイト

b2 b1 b0

モード1選択時

　１００：4Kバイト
　１０１：8Kバイト
　

b2 b1 b0

b7 b0

CS3制御レジスタH【8716番地】

CS3領域ブロックサイズ指定ビット

　００１：128Kバイト
　０１０：256Kバイト
　０１１：512Kバイト
　１００：1Mバイト
　１０１：2Mバイト
　１１０：4Mバイト
　１１１：8Mバイト

b2 b1 b0

CSWC動作開始AAA
AAA
AAA
AAA

CS1領域設定モード指定ビット
　０：モード0
　１：モード1

AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA

b7 b0

CS0領域先頭アドレスレジスタ【8A16番地】

先頭アドレスの設定

b7 b0
CS1領域先頭アドレスレジスタ【8C16 番地】
CS2領域先頭アドレスレジスタ【8E16 番地】

図3.2.10、図3.2.12参照

b7 b0

CS3領域先頭アドレスレジスタ【9016番地】

図3.2.10参照

図3.2.10、図3.2.11参照

CS0領域ブロックサイズ指定ビット

　００１：128Kバイト
　０１０：256Kバイト
　０１１：512Kバイト
　１００：1Mバイト
　１０１：2Mバイト
　１１０：4Mバイト
　１１１：8Mバイト

CS0領域設定モード指定ビット
　０：モード0
　１：モード1

b7 b0

CS2制御レジスタH【8516番地】

CS2領域ブロックサイズ指定ビット
モード0選択時

　００１：128Kバイト
　０１０：256Kバイト
　０１１：512Kバイト
　１００：1Mバイト
　１０１：2Mバイト
　１１０：4Mバイト
　１１１：8Mバイト

b2 b1 b0
モード1選択時

　１００：4Kバイト
　１０１：8Kバイト
　

b2 b1 b0

CS2領域設定モード指定ビット
　０：モード0
　１：モード1

マルチプレックスバス選択ビット
　０：分離バス
　１：マルチプレックスバス

b7 b0

CS0制御レジスタH【8116番地】

CS0領域バスサイクル選択ビット1
　表3.2.2参照

b7 b0

CS1制御レジスタH【8316番地】

CS1領域バスサイクル選択ビット1
　表3.2.2参照

b7 b0

CS2制御レジスタH【8516番地】

CS2領域バスサイクル選択ビット1
　表3.2.2参照

b7 b0

CS3制御レジスタH【8716番地】

CS3領域バスサイクル選択ビット1
　表3.2.2参照 0

0



7911グループユーザーズマニュアル

外部デバイス接続
3

3-31

3.2　チップセレクトウエイトコントローラ

3.2.4　アドレス出力選択

内部領域アクセス時は、アドレス出力が不定です。アドレス出力選択ビット（図3.2.17参照）を“1”にすると、
内部領域アクセス時は、その前の外部領域アクセス時のアドレス出力を保持するため、アドレス出力を固定
できます。
図3.2.17に特殊機能選択レジスタ1のレジスタ構成を、図3.2.18にアドレス出力選択ビットとアドレス出力
波形を示します。

図3.2.17　特殊機能選択レジスタ1のレジスタ構成

0

1

2

3

4

5

6

7
注1．パワーオンリセット時は“0”になります。ハードウエアリセット時、及びソフトウエアリセット時はリセット直前の値を保持

します。
　2．“1”を書き込んでもビットの状態は変化しません。
　3．“1”にする場合は、WIT命令の直前で“1”を設定してください。また、ウエイトモード解除後、直ちに“0”にしてください。

RW
（注2）
RW

（注2）

RW

RW

RW

－

RW

－

0：外部バス
1：プログラマブル入出力ポート

ビット名ビット

特殊機能選択レジスタ1【6316番地】

機　能 リセット時 R/W

STP命令実行ステータスフラグ

WIT命令実行ステータスフラグ

スタンバイ状態選択ビット

WIT時システムクロック停止
選択ビット （注3）

アドレス出力選択ビット

読み出し時の値は“0”
________

RDY解除タイミング選択ビット

読み出し時の値は“0”

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0：通常動作中
1：STP命令実行中

0：通常動作中
1：WIT命令実行中

0：ウエイトモード時、fsys動作
1：ウエイトモード時、fsys停止

0：内部領域アクセス時、外部領域アクセス時共
アドレス出力が変化

1：外部領域アクセス時のみアドレス出力が変化

________

0：RDY解除時ウエイトなし________

1：RDY解除時ウエイトあり

（注1）

（注1）

0

0

0

0

0

0
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図3.2.18　アドレス出力選択ビットとアドレス出力波形

外部領域
アクセス

φ1

RD
BLW,BHW

A0～A23

A0～A23

外部領域
アクセス

アドレス出力選択ビット＝0

アドレス出力選択ビット＝1

内部領域
アクセス

■通常アクセス時

アドレス アドレス不定 不定

アドレス アドレス

外部領域アクセス

φ1

RD

A0～A23

A0～A23

外部領域アクセス

アドレス出力選択ビット＝0

アドレス出力選択ビット＝1

内部領域
アクセス

■バーストROMアクセス時

アドレス 不定アドレス アドレス アドレス 不定 アドレス

アドレス アドレス アドレス アドレス アドレス



7911グループユーザーズマニュアル

外部デバイス接続
3

3-33

【CSWC使用上の注意】

【CSWC使用上の注意】

1．
______

CSi（i＝0～3）領域と内部領域が重なった領域をアクセスすると、内部領域がアクセスされます。このとき、
______ ______

CSiは出力されません（CSi＝“H”レベル出力）。また、データバス幅、バスサイクルなどは、内部領域アクセス
時のものになります（表2.2.4参照）。

2．
______

各CSi領域は、互いに重ならないように設定してください。

3．32ビット演算命令（注）を使用してメモリをアクセスするときは、データバス幅が異なる領域をまたいで
アクセスしないでください。すなわち、データバス幅16ビットの領域（内部領域を含む）と、データバス幅
8ビットの領域が連続して配置されているとき、データバス幅が異なる領域の境界前3バイトに対しては
ダブルワード（32ビット）アクセスをしないでください。

注．ADCD, ADDD, ADDMD, ANDMD, CMPD, CMPMD, EORMD, LDAD, ORAMD, SBCD, STAD,
SUBD, SUBMD

図3.2.19　データバス幅が異なる領域をまたぐアクセス例

　　で示す番地からダブルワード
アクセスすると、データバス幅の
異なる領域をまたぐので、これら
の番地に対してダブルワード
アクセスをしないでください。

j+1

j+2

j+3

j-4

j-3

j-2

j-1

j
（境界）

データバス幅16ビット＊の領域

データバス幅8ビット＊の領域

＊：データバス幅8ビットの領域とデータバス幅16ビットの
　　領域が逆の場合も同様



7911グループユーザーズマニュアル

外部デバイス接続
3

3-34

3.3　レディー機能

注1．外部領域へのアクセス（命令の先取りを含む）が必要になると、CPU及びBIUは停止します。内部領域への
アクセスが続く限り、CPU及びBIUは動作を続けます。

　2．プログラマブル入出力ポート、又は表中に示した以外の内蔵周辺装置の入出力端子として機能している場合。

3.3　レディー機能

レディー機能は、アクセス時間が長い外部デバイスへのアクセスを容易にするために使用します。
________

メモリ拡張モード、及びマイクロプロセッサモード時、RDY端子に“L”レベルを入力するとマイクロコンピュータ
________

はレディー状態になり、RDY端子のレベルが“L”の期間、その状態を保持します。表3.3.1にレディー状態に
おけるマイクロコンピュータの状態を示します。
レディー機能を使用する場合は、以下のように設定してください。

______

CSi（i＝0～3）領域
________

：RDY入力選択ビット（5F16番地のビット2）＝1
________

　RDY制御ビット（8016、8216、8416、8616番地のビット3）＝0
______

CSi領域以外の外部領域
________

：RDY入力選択ビット（5F16番地のビット2）＝1
________ ________

また、RDY解除タイミング選択ビット（6316番地のビット6）を“1”にすると、RDYの解除タイミングを選択
できます。

________

なお、MD0＝VCCで使用する場合、この端子はリセット後、RDY端子の機能になります。したがって、この
端子をポートとして使用する場合も、リセット時にはVCCレベルを印加してください。

表3.3.1　レディー状態におけるマイクロコンピュータの状態
項　目 状　態

発振、fsys

CPU、BIU
______ _________ _________ __________

A0～A23、D0～D7、D8～D15、RD、BLW、BHW、ALE、HLDA、
______ ______

CS0～CS3端子

φ1端子
P0、P2、P33、P4～P8、P11端子 （注2）
監視タイマ

動作

動作（注1）
レディー要求受付時の状態を保持

クロックφ1を出力
動作
動作
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3.3.1　特殊機能選択レジスタ1

図3.3.1に特殊機能選択レジスタ1のレジスタ構成を示します。

図3.3.1　特殊機能選択レジスタ1のレジスタ構成

________

（1）RDY解除タイミング選択ビット（ビット6）
________

このビットによって、RDYの解除タイミング（図3.3.2、図3.3.3参照）を選択できます。

0

1

2

3

4

5

6

7
注1．パワーオンリセット時は“0”になります。ハードウエアリセット時、及びソフトウエアリセット時はリセット直前の値を保持

します。
　2．“1”を書き込んでもビットの状態は変化しません。
　3．“1”にする場合は、WIT命令の直前で“1”を設定してください。また、ウエイトモード解除後、直ちに“0”にしてください。

RW
（注2）
RW

（注2）

RW

RW

RW

－

RW

－

0：外部バス
1：プログラマブル入出力ポート

ビット名ビット

特殊機能選択レジスタ1【6316番地】

機　能 リセット時 R/W

STP命令実行ステータスフラグ

WIT命令実行ステータスフラグ

スタンバイ状態選択ビット

WIT時システムクロック停止
選択ビット （注3）

アドレス出力選択ビット

読み出し時の値は“0”
________

RDY解除タイミング選択ビット

読み出し時の値は“0”

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0：通常動作中
1：STP命令実行中

0：通常動作中
1：WIT命令実行中

0：ウエイトモード時、fsys動作
1：ウエイトモード時、fsys停止

0：内部領域アクセス時、外部領域アクセス時共
アドレス出力が変化

1：外部領域アクセス時のみアドレス出力が変化

________

0：RDY解除時ウエイトなし________

1：RDY解除時ウエイトあり

（注1）

（注1）

0

0

0

0

0

0
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________

図3.3.2　レディー要求受付、及びレディー状態解除タイミング（RDY解除タイミング選択ビット＝0時）

注1．これらのタイミングを満たすRDY信号を入力してください。
　2．バーストROMアクセス時は、4回（又は2回）連続アクセスが終了するまで、RDが“H”になり
 ません。
　3．CSi、RD、BLW、BHWの破線は、RDY端子の入力レベルが“H”（レディー要求がない）の場合
 の波形です。

：レディー機能によって延ばされた部分

※バスサイクル1φ+3φの場合の波形です。

φ1

RD
BLW
BHW

RDY

tsu(RDY-φ1)

（注1）

CSi

バスサイクル

th(φ1-RDY)

（注1）

（注2）

tsu(RDY-φ1)

（注1）

3.3.2　動作説明
________

RDY端子の入力レベルの判定は、各バスサイクルの最後のクロックφ1の立ち下がり時に行われます（バス
________

を使用していない期間は、RDY端子の入力レベル判定を行いません）。このとき、“L”レベルを検出すると、
マイクロコンピュータはレディー状態になります（レディー要求受付）。

________

レディー状態では、RDY端子の入力レベルの判定は、クロックφ1の立ち下がりごとに行われます。このとき、
“H”レベルを検出すると、次のクロックφ1の立ち上がりで、マイクロコンピュータはレディー状態を解除
します。
図3.3.2、図3.3.3にレディー要求受付、及びレディー状態解除タイミングを示します。
レディー機能の使用方法については、「3.5 応用」を併せて参照してください。
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3.3　レディー機能

________

図3.3.3　レディー要求受付、及びレディー状態解除タイミング（RDY解除タイミング選択ビット＝1時）

φ1

RD
BLW
BHW

RDY

tsu(RDY-φ1)

（注1）

CSi

バスサイクル

th(φ1-RDY)

（注1）

（注2）

注1．これらのタイミングを満たすRDY信号を入力してください。
　2．バーストROMアクセス時は、4回（又は2回）連続アクセスが終了するまで、RDが“H”になり
 ません。
　3．CSi、RD、BLW、BHWの破線は、RDY端子の入力レベルが“H”（レディー要求がない）の場合
 の波形です。

：レディー機能によって延ばされた部分

※バスサイクル1φ+3φの場合の波形です。

tsu(RDY-φ1)

（注1）
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3.4　ホールド機能

3.4　ホールド機能

ホールド機能は、外部デバイスに外部バスを解放するために使用します。
__________

メモリ拡張モード、及びマイクロプロセッサモード時、HOLD端子に“L”レベルを入力するとマイクロコンピュータ
__________

はホールド状態になり、HOLD端子のレベルが“L”の期間、その状態を保持します。表3.4.1にホールド状態に
おけるマイクロコンピュータの状態を示します。

__________ __________

ホールド機能を使用する場合は、HOLD入力, HLDA出力選択ビット（5F16番地のビット5）を“1”にしてください。
__________

なお、MD0＝VCCで使用する場合、この端子はリセット後、HOLD端子の機能になります。したがって、この
端子をポートとして使用する場合も、リセット時にはVCCレベルを印加してください。

表3.4.1　ホールド状態におけるマイクロコンピュータの状態

項　目 状　態

発振、fsys

CPU、BIU
______ _________ _________

A0～A23、D0～D7、D8～D15、RD、BLW、BHW、ALE、
______ ______

CS0～CS3端子
__________

HLDA端子

φ1端子

P0、P2、P30、P33、P40～P42、P5～P8、P11端子 （注2）

監視タイマ

動作

動作（注1）

フローティング

“L”レベルを出力

クロックφ1を出力

動作

動作（注1）

注1．外部領域へのアクセス（命令の先取りを含む）が必要になると、CPU、BIU、及び監視タイマは停止します。
内部領域へのアクセスが続く限り、CPU、BIU、及び監視タイマは動作を続けます。

　2．プログラマブル入出力ポート、又は表中に示した以外の内蔵周辺装置の入出力端子として機能している場合。
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3.4　ホールド機能

3.4.1　動作説明
__________

HOLD端子の入力レベルの判定タイミングは、バスの使用状態によって異なります。バスを使用していない
期間では、クロックφ1の立ち上がりごとに判定されます。バスを使用している期間では、バスサイクルの
最後から1サイクル前のクロックφ1の立ち上がり時に判定されます。
入力レベルの判定時、“L”レベル（ホールド要求）を検出すると、現在のバスサイクル終了後、マイクロ
コンピュータはホールド状態になります（ホールド要求受付）。

__________

ホールド要求が受け付けられると、次のクロックφ1の立ち上がりでHLDA端子のレベルが“H”から“L”に変化
_____ ________ ________ ______

します。同時に、RD、BLW、BHW、ALE、CSi（i＝0～3）、及び外部バスがフローティングになります。
__________

ホールド状態では、HOLD端子の入力レベルの判定は、クロックφ1の立ち上がりごとに行われます。この
__________

とき、“H”レベルを検出すると、次のφ1の立ち上がりでHLDA端子のレベルが“L”から“H”に変化します。
__________

HLDA端子のレベルが“H”になった後、クロックφ1の1サイクル後にマイクロコンピュータはホールド状態を
解除します。
図3.4.1にホールド要求受付、及びホールド状態解除タイミングを示します。

図3.4.1　ホールド要求受付、及びホールド状態解除タイミング

φ1

RD
BLW
BHW

HOLD

CSi

バスサイクル
（バスを使用している期間）

ホールド状態 バスサイクル

①
②

③

不定

不　定

A0～A23

D0～D15

HLDA

①HOLD端子の入力レベルを判定

②ホールド要求サンプリング、及び優先順位判定（ホールド要求受け付け）

③HOLD端子の入力レベルを判定（→ホールド解除要求発生）

アドレス

データ

アドレス

データ

ALE
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3.5　応　用

3.5　応　用

レディー機能使用例及びメモリ接続例を以下に示します。ここで説明する内容は一例です。ご使用に際しては、
ユーザアプリケーションに対応して、適宜変更、及び十分な評価をしてください。
タイミング特性については、「付録9．M37911FGCHP電気的特性」、「付録10．M37911FGMHP電気的特性」、
又は最新のデータシートを参照してください。
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※1

φ1

M37911

RD

BLW

BHW

φ1

CSi

RDY

1D 1Q
PR

2D 2Q
PR

3D

3Q

PR

※2
※4

※3

回路条件：f(fsys)=26MHz、バスサイクル1φ+3φ選択

D-TYPE FLIP FLOP

1CK 2CK 3CK

φ1

CSi

RD
BLW
BHW

1Q

2Q

3Q

RDY

バスサイクル1φ+3φ レディー

tc=1/f(fsys)A B

tsu(RDY-φ1)＜tc=38nstsu(RDY-φ1)

※2, ※3, ※4の伝搬遅延時間の合計

＜動作説明＞
　RDY端子の入力レベル判定タイミング A で、レディー要求を受け付ける。
　RDY端子の入力レベル判定タイミング C で、レディー状態の解除要求を受け付ける。
　※f(fsys)=26MHz時は、判定タイミング B に対するtsu(RDY-φ1)（レディー解除のためのセットアップ時間）が不足するため、
　　次の判定タイミング C で解除要求を受け付けます。

＜デバイス条件（f(fsys)=26MHz時）＞
　上記波形のようにレディー機能を使用する場合は、以下の条件を満たすようにしてください。

　　（ ※1の伝搬遅延時間（最大）－ ※2の伝搬遅延時間（最小）＋ ※3のセットアップ時間 ）≦ 19ns（注）

　　（ ※1の伝搬遅延時間（最小）－ ※2の伝搬遅延時間（最大）＋ ※3のセットアップ時間 ）＞ 1ns

　　（ ※2, ※3, ※4の伝搬遅延時間（最大）の合計 ）≦ 36ns

 注．この条件を満たせない場合は、上記RDY信号の立ち上がりがφ1の1サイクル遅れます。
 　　これにより、CSi、RD、BLW、BHW信号の立ち上がりがφ1の1サイクル遅れます。

C

td(φ1-RDH)= ｰ18～0ns

tsu(RDY-φ1)

不足

td(φ1-RDL)= ｰ18～0ns

3.5.1　レディー機能使用例

（1）バスサイクル1φ+3φ選択時のレディー機能使用例

図3.5.1、図3.5.2にバスサイクル1φ+3φ選択時のレディー機能使用例を示します。

図3.5.1　バスサイクル1φ+3φ選択時のレディー機能使用例（1）
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1
2×f(fsys)

＜デバイス条件＞
　上記波形のようにレディー機能を使用する場合は、以下の条件を満たすようにf(fsys)を調整してください。

　　（ ※1の伝搬遅延時間（最大）－ ※2の伝搬遅延時間（最小）＋ ※3のセットアップ時間 ）≦　　　　　  ns

　　（ ※1の伝搬遅延時間（最小）－ ※2の伝搬遅延時間（最大）＋ ※3のセットアップ時間 ）＞　　　　　 ー18  ns

　　（ ※2, ※3, ※4の伝搬遅延時間（最大）の合計 ）≦ 　　　　 ー40  ns
1

f(fsys)

1
2×f(fsys)

※1

M37911

RD

BLW

BHW

φ1

CSi

RDY

1D 1Q
PR

2D 2Q
PR

3D

3Q

PR

※2
※4

※3

回路条件：バスサイクル1φ+3φ選択

D-TYPE FLIP FLOP

1CK 2CK 3CK

＜動作説明＞
　RDY端子の入力レベル判定タイミング A で、レディー要求を受け付ける。
　RDY端子の入力レベル判定タイミング B で、レディー状態の解除要求を受け付ける。

φ1

φ1

CSi

RD
BLW
BHW

1Q

2Q

3Q

RDY

バスサイクル1φ+3φ レディー

tc=1/f(fsys)A B

tsu(RDY-φ1)tsu(RDY-φ1)

※2, ※3, ※4の伝搬遅延時間の合計

td(φ1-RDL)= ｰ18～0ns td(φ1-RDH)= ｰ18～0ns

図3.5.2　バスサイクル1φ+3φ選択時のレディー機能使用例（2）
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（2）バスサイクル2φ+2φ選択時のレディー機能使用例

図3.5.3にバスサイクル2φ+2φ選択時のレディー機能使用例を示します。

図3.5.3　バスサイクル2φ+2φ選択時のレディー機能使用例

M37911
D-TYPE FLIP FLOP

＜デバイス条件＞
　上記波形のようにレディー機能を使用する場合は、以下の条件を満たすようにf(fsys)を調整してください。

　　（ ※1の伝搬遅延時間（最大）－ ※2の伝搬遅延時間（最小）＋ ※3のセットアップ時間 ）≦　　　　 　 ns

　　（ ※1の伝搬遅延時間（最小）－ ※2の伝搬遅延時間（最大）＋ ※3のセットアップ時間 ）＞　　　　　 ー18  ns

　　（ ※2, ※3, ※4の伝搬遅延時間（最大）の合計 ） ≦ 　　 　   ー40  ns

　　（ ※1, ※4の伝搬遅延時間（最大）の合計 ） ≧ 　　　　 　ー40  ns

※2

1D 1Q
PR

2D

2Q

PR

1CK 2CK

φ1

φ1

CSi

RD
BLW
BHW

1Q

2Q

RDY

バスサイクル2φ+2φ レディー

A B

tsu(RDY-φ1)tsu(RDY-φ1)

RD

BLW

BHW

φ1

CSi

RDY

※4

回路条件：バスサイクル2φ+2φ選択

tc=1/f(fsys)

＜動作説明＞
　RDY端子の入力レベル判定タイミング A で、レディー要求を受け付ける。
　RDY端子の入力レベル判定タイミング B で、レディー状態の解除要求を受け付ける。

1
2×f(fsys)

1
f(fsys)

※2, ※3, ※4の伝搬遅延時間の合計

※1

1
2×f(fsys)

3
2×f(fsys)

td(φ1-RDH)= ｰ18～0nstd(φ1-RDL)= ｰ18～0ns

※3
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3.5.2　メモリ接続例

図3.5.4、図3.5.5にメモリ接続例を、表3.5.1～表3.5.5に使用できる各メモリのタイミング条件を示します。
なお、表3.5.1～表3.5.5に示す以外のタイミングについても、各メモリのデータシートを参照して確認して
ください。

図3.5.4　メモリ接続例（1）

D0～D15

A1～

D0～D15

A1～

M37911

MD0

MD1

BYTE

CS0

RD

BLW

BHW

A1～A23

D0～D15

CS1

フラッシュメモリ(×16)

CE

OE

W

BC1

BC2

A0～

DQ1～DQ16

SRAM(×16)

CE

OE

WE

A0～

D0～D15

回路条件：f(fsys)=26MHz
※1, ※2 ：表3.5.3参照

※1

※2
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図3.5.5　メモリ接続例（2）

D0～D15

A1～

D8～D15

A1～

D0～D7

A1～

M37911

MD0

MD1

BYTE

CS0

RD

BLW

BHW

A0～A23

D0/LA0～D7/LA7

D8～D15

CS1

CS2

ALE

RDY

マスクROM(×16)

CE

OE

W

A0～

DQ1～DQ8

SRAM(×8)

CE

OE

W

A0～

DQ1～DQ8

SRAM(×8)

CE

OE

A0～

D0～D15

回路条件： f(fsys)=26MHz
 CS2領域は外部データバス幅8ビット、マルチプレックスバス選択

D0/LA0～D7/LA7

A8～

CE

OE

WE

A8～

DA0～DA7

AS

MRDY

CD-ROMデコーダ
（マルチプレックスバスタイプのデバイス）
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表3.5.1　使用できるフラッシュメモリのタイミング条件（f（fsys）＝26MHz時）

アドレスアクセス時間
_____

OEアクセス時間
_____

CEアクセス時間
出力ディスエーブル時間
データセットアップ時間
データホールド時間

_____

ライト前CEセットアップ時間

読み出し時

書き込み時

バスサイクル2φ+2φ選択時
107ns以内
46ns以内
98ns以内
0ns以上

56ns以内
9ns以内

38ns以内

145ns以内
84ns以内

136ns以内
0ns以上

94ns以内
9ns以内

38ns以内

アドレスアクセス時間
_____

OEアクセス時間
_____

CEアクセス時間
出力ディスエーブル時間

読み出し時 107ns以内
84ns以内
98ns以内
0ns以上

183ns以内
122ns以内
174ns以内

0ns以上

条　件
項　目

アドレスアクセス時間
_____

OEアクセス時間
_____

CEアクセス時間
BC1／BC2アクセス時間
_____

OEイネーブル後出力イネーブル時間
出力ディスエーブル時間
データセットアップ時間
データホールド時間

読み出し時

書き込み時

（8ns–※2の伝搬遅延時間）以内

（18ns+※1の伝搬遅延時間）以内
（9ns–※1の伝搬遅延時間）以内

（46ns–※2の伝搬遅延時間）以内

（56ns+※1の伝搬遅延時間）以内
（9ns–※1の伝搬遅延時間）以内

バスサイクル2φ+3φ選択時

バスサイクル1φ+1φ選択時
条　件

項　目
バスサイクル1φ+2φ選択時

バスサイクル1φ+3φ選択時
条　件

項　目
バスサイクル2φ+4φ選択時

（注1）

（注2）

（注1）

（注2）

注1．アドレス出力選択ビット（6316番地のビット4）＝0の場合。
2．リカバリサイクルを2サイクル挿入することで、更に38ns延ばせます。

表3.5.2　使用できるマスクROMのタイミング条件（f（fsys）＝26MHz時）

（注） （注）

注．アドレス出力選択ビット（6316番地のビット4）＝0の場合。

表3.5.3　使用できるSRAM（×16）のタイミング条件（f（fsys）＝26MHz時）

注1．アドレス出力選択ビット（6316番地のビット4）＝0の場合。
2．リカバリサイクルを1サイクル挿入することで、0ns以上にできます。
3．リカバリサイクルを2サイクル挿入することで、更に38ns延ばせます。

（注1）

（注2）

　　（注3）

（注1）

（注2）

　　（注3）

31ns以内
8ns以内

22ns以内

6ns以上
0ns以上

69ns以内
46ns以内
60ns以内

6ns以上
0ns以上
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注1．アドレス出力選択ビット（6316番地のビット4）＝0の場合。
2．リカバリサイクルを1サイクル挿入することで、0ns以上にできます。
3．リカバリサイクルを2サイクル挿入することで、更に38ns延ばせます。

表3.5.5　使用できるCD-ROMデコーダのタイミング条件（f（fsys）＝26MHz時）

ASパルス幅
_____

ASに対するCEセットアップ時間
ASに対するアドレスセットアップ時間
ASに対するアドレスホールド時間
レディー入力セットアップ時間
レディー解除セットアップ時間
_____

OEアクセス時間
______

WEパルス幅
データセットアップ時間
データホールド時間

読み出し時
／書き込み時

読み出し時
書き込み時

バスサイクル2φ+2φ選択時
18ns以内
38ns以内
18ns以内
0ns以内

40ns以上
40ns以上

5～46ns以内
61ns以内
56ns以内
9ns以内

37ns以内
53ns以内
37ns以内
23ns以内
40ns以上
40ns以上

5～84ns以内
99ns以内
94ns以内
9ns以内

条　件
項　目

バスサイクル3φ+3φ選択時

（注） （注）

注．リカバリサイクルを2サイクル挿入することで、更に38ns延ばせます。

アドレスアクセス時間
_____

OEアクセス時間
_____

CEアクセス時間
_____

OEイネーブル後出力イネーブル時間
出力ディスエーブル時間
データセットアップ時間
データホールド時間

読み出し時

書き込み時

31ns以内
8ns以内

22ns以内
6ns以上
0ns以上

18ns以内
9ns以内

69ns以内
46ns以内
60ns以内
6ns以上
0ns以上

56ns以内
9ns以内

バスサイクル1φ+1φ選択時
条　件

項　目
バスサイクル1φ+2φ選択時

（注1）

（注2）

（注3）

（注1）

（注2）

（注3）

表3.5.4　使用できるSRAM（×8）のタイミング条件（f（fsys）＝26MHz時）
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MemoMemo



第　　4　　章
リセット

4.1　リセット動作
4.2　端子の状態
4.3　内部領域の状態
4.4　リセット後の内部処理シーケンス
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リセット
4 4.1　リセット動作

マイクロコンピュータをリセットする方法は、以下の3種類です。
　・ハードウエアリセット…

____________

電源電圧（VCC）が推奨動作条件を満たしている状態で、RESET端子に“L”レベル
を印加する

　・ソフトウエアリセット… 電源電圧（VCC）が推奨動作条件を満たしている状態で、ソフトウエアリセット
ビット（5E16番地のビット6）に“1”を書き込む

　・パワーオンリセット …
____________

RESET端子に“L”レベルを印加している状態で、電源投入後、VCC端子に印加
する電圧を推奨動作条件を満たすレベルまで上昇させる

4.1　リセット動作

ハードウエアリセット、ソフトウエアリセット、及びパワーオンリセットの動作について、以下に説明します。

4.1.1　ハードウエアリセット

図4.1.1にハードウエアリセットタイミング例を示します。

図4.1.1　ハードウエアリセットタイミング例

図中①～④の期間のマイクロコンピュータの動作を説明します。

①
____________

RESET端子に“L”レベルが印加された後、fsysの数十サイクル以内の期間に、端子を初期化します。
：「4.2 端子の状態」参照

②
____________

RESET端子のレベルが“L”の期間、及び“L”から“H”になった後、fsysの8～9サイクルの期間に、中央
演算処理装置（CPU）及びSFR領域を初期化します。 ：「4.3 内部領域の状態」参照

③②の後、リセット後の内部処理シーケンスを行います。：「4.4 リセット後の内部処理シーケンス」
　 　参照

④リセットのベクトル番地（7FFFFE16、7FFFFF16番地）に設定された番地から、プログラムを実行
します。

RESET

リセット後の内部
処理シーケンス プログラム実行

fsysの
8～9サイクル

①

② ③ ④

20μs以上

注．発振子が安定発振している、又はXIN端子から安定したクロックを入力している場合です。
　　発振子が安定発振していない場合（ストップモード（「16.3 ストップモード」参照）解除
　　時を含む）は、発振安定後、更に20μs以上“L”レベルを印加してください。

（注）
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4.1.2　ソフトウエアリセット

ソフトウエアリセットビット（図4.1.2参照）に“1”を書き込むと、マイクロコンピュータは、ハードウエア
リセット時と同様に、端子、CPU、SFR領域を初期化します（「4.2 端子の状態」、「4.3 内部領域の状態」参照）。
初期化終了後、マイクロコンピュータはリセット後の内部処理シーケンス（「4.4 リセット後の内部処理
シーケンス」参照）を行い、その後、リセットのベクトル番地（7FFFFE16、7FFFFF16番地）に設定された番地
から、プログラムを実行します。

図4.1.2　プロセッサモードレジスタ0のレジスタ構成

プロセッサモードレジスタ0【5E16番地】

注1．MD0端子にVSSレベルを印加しているときは“0”、VCCレベルを印加しているときは“1”になります（“1”に固定される）。
　2．

______ ______ ______

CSi領域以外の外部領域に対して有効です。CSi領域のバスサイクルは、これらのビットの内容にかかわらず、対応するCSi

領域バスサイクル選択ビット0、1（8016、8216、8416、8616番地のビット0, 1、8116、8316、8516、8716番地のビット3）によって
決まります。

　3．MD0端子にVSSレベルを印加しているときは“0”、VCCレベルを印加しているときは“1”になります。

ビット名ビット 機　能 リセット時 R/W

プロセッサモードビット

外部バスサイクル選択ビット0
（注2）

割り込み優先順位判定時間
選択ビット

ソフトウエアリセットビット

クロックφ1出力選択ビット

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0 0：シングルチップモード
0 1：メモリ拡張モード
1 0：マイクロプロセッサモード
1 1：選択禁止

b1 b0

0 0：fsysの7サイクル
0 1：fsysの4サイクル
1 0：fsysの2サイクル
1 1：選択禁止

b5 b4

このビットに“1”を書き込むと、マイクロ
コンピュータはリセットされる
読み出し時の値は“0”

0：φ1出力禁止（P41はプログラマブル入出力ポート
として機能）

1：φ1出力許可（P41はクロックφ1出力端子として
機能）

0

1

2

3

4

5

6

7

0

（注1）

0

1

0

0

0

（注3）

RW

RW

RW

RW

RW

RW

WO

RW

0 0：バスサイクル1φ+1φ
0 1：バスサイクル1φ+2φ
1 0：バスサイクル1φ+3φ
1 1：バスサイクル2φ+2φ

b2b3
0 0：バスサイクル2φ+3φ
0 1：バスサイクル2φ+4φ
1 0：バスサイクル3φ+3φ
1 1：バスサイクル3φ+4φ

b2b3

（外部バスサイクル選択
ビット1＝0時）

（外部バスサイクル選択
ビット1＝1時）
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4.1.3　パワーオンリセット

パワーオンリセット時のマイクロコンピュータの動作を説明します。

①
____________

電源投入後、RESET端子のレベルが“L”の状態で、VCC端子のレベルが推奨動作条件を満たした後、
fsysの数十サイクル以内の期間に、端子を初期化します。：「4.2 端子の状態」参照

②
____________

RESET端子のレベルが“L”から“H”になった後、fsysの8～9サイクルの期間に、CPU及びSFR領域を
初期化します（内部RAM領域の内容は不定になります）。：「4.3 内部領域の状態」参照

③②の後、リセット後の内部処理シーケンスを行います。 ：「4.4 リセット後の内部処理シーケンス」参照
④リセットのベクトル番地（7FFFFE16、7FFFFF16番地）に設定された番地から、プログラムを実行
します。

図4.1.3　パワーオンリセット条件

図4.1.4　パワーオンリセット回路例

VCC

RESET

電源投入

VCCレベル

0.2VCCレベル

発振安定

20μs

XIN

0V

0V

0V

1

VCC

IN OUT

GND

遅延容量

RESET

VCC

VSS

47Ω

SWCd

GND

3

2 5

5V

M51957AL
M37911

27kΩ

10kΩ 4

※Cd=0.033µFのとき遅延時間tdは約11msです。
　td≈0.34✕ Cd [ µs ]、Cd：[ pF ]

図4.1.3にパワーオンリセット条件を、図4.1.4に
パワーオンリセット回路例を示します。
図4.1.3に示すように、VCC端子のレベルが推奨
動作条件を満たし、かつ発振子の発振が安定した後、

____________

更に20μs以上の期間、RESET端子に“L”レベルを
印加してください。
なお、発振子を使用した場合、発振が安定する
までの時間は、発振子によって異なります。発振子
メーカへお問い合わせください。
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4.2　端子の状態

_____________

表4.2.1にRESET端子のレベルが“L”の期間の端子の状態を示します。

_____________

表4.2.1　RESET端子のレベルが“L”の期間の端子の状態

注1．
________ __________

MD1＝VSS、MD0＝VCCでリセットする場合は、RDY、HOLD端子にVCCレベルを印加してください。
　2．

_________

ただし、BYTE＝VCC時、BHW端子はフローティングになります。
　3．「第18章 フラッシュメモリ内蔵版」参照。
　4．ただし、VCONT端子に“H”レベル、P54及びP55端子に“L”レベルを印加している場合、P1及びP2は“H”又は

“L”レベルを出力します。

VSS

VCC（注1）

VCC（注1）

VSS

（シリアル入出力

　　　  モード時）

VCC

（パラレル入出力
　　　  モード時）

VSS

VSS

VCC

P0～P3、P40～P43、P5～P8、
P10、P11

_______

P44～P47、NMI
P0～P3、P40、P42、P43、
P5～P8、P10、P11

_______

P44～P47、NMI
φ1

A0～A23
________ __________

RDY、HOLD、D0～D7、
P20/D8～P27/D15、P5～P8

_______

P45～P47、NMI
_____ ________ _________ __________ ______

RD、BLW、BHW、HLDA、CS0

ALE
φ1

P0～P3、P40～P43、P5～P8、
P10、P11

_______

P44～P47、NMI
P0～P3、P40、P41、P43～P47、

_______

P5～P8、P10、P11、NMI
P42

マスクROM内蔵版
フラッシュメモリ

内蔵版

ROM外付け版

フラッシュメモリ
内蔵版（注3）

フローティング

プルアップ
フローティング

プルアップ
φ1出力
“H”又は“L”レベルを出力
フローティング

プルアップ
“H”レベルを出力（注2）
“L”レベルを出力
φ1出力
フローティング

プルアップ
フローティング（注4）

“H”レベルを出力

端子の状態端子（バス、ポート）名MD1端子のレベル MD0端子のレベル



4-6 7911グループユーザーズマニュアル

リセット
4 4.3　内部領域の状態

4.3　内部領域の状態

図4.3.1にリセット直後のCPUレジスタの状態を、図4.3.2～図4.3.8にリセット直後のSFR領域、及び内部
RAM領域の状態を示します。

図4.3.1　リセット直後のCPUレジスタの状態

 0
 1
？

：リセット直後は“0”
：リセット直後は“1”
：リセット直後は不定

AA
AA0 ：リセット直後は“0”

 “0”に固定してください。

データバンクレジスタ（DT）

プログラムカウンタ（PC）

プログラムバンクレジスタ（PG）

リセット直後の状態

0016
b7 b0

7F16
b7 b0

FFFE16番地の内容
b7 b0

FFFF16番地の内容
b15 b8

レジスタ名

アキュムレータA（A） ？
b7 b0

？
b15 b8

アキュムレータB（B） ？
b7 b0

？
b15 b8

インデックスレジスタX（X） ？
b7 b0

？
b15 b8

インデックスレジスタY（Y） ？
b7 b0

？
b15 b8

スタックポインタ（S） FF16
b7 b0

2716
b15 b8

b15

AA
AA
AA
AA
AA
AA0 0 0

AAA
AAA
AA
AA0 0 0 0 0 ？ ？ 0 0 0 1 ？ ？プロセッサステータスレジスタ（PS）

ダイレクトページレジスタi（DPRi） ？
b7 b0

？
b15 b8

b7 b0b8

N V m x D I Z CIPL

（i＝1～3）

ダイレクトページレジスタ0（DPR0） 0016
b7 b0

0016
b15 b8
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図4.3.2　リセット直後のSFR領域、及び内部RAM領域の状態（1）

■SFR領域（016～FF16番地）

0 1 10 00？0

？

：読み出すとビットの状態が読み出せる。書き込んだ値は有効データになる。
：読み出すとビットの状態が読み出せる。書き込んだ値は無効になる。
：書き込んだ値は有効データになる。ビットの状態は読み出せない。
：何も配置されていない。ビットの状態は読み出せない。書き込んだ値は無効になる。

RW
RO
WO

アクセス特性

 0
 1
？

：リセット直後は“0”
：リセット直後は“1”
：リセット直後は不定

：読み出し時は常に“0”0

？

A
A0

：読み出し時は常に不定

：リセット直後は“0”
　“0”に固定してください。

：読み出し時は常に“1”1

リセット直後の状態

1016
1116
1216
1316
1416
1516
1616
1716
1816
1916
1A16

1C16
1B16

1D16
1E16
1F16

016
116
216
316
416
516
616
716
816
916

B16
C16
D16
E16
F16

A16

番地

ポートP8方向レジスタ

ポートP4レジスタ

ポートP5レジスタ

ポートP4方向レジスタ

ポートP5方向レジスタ

ポートP6レジスタ

ポートP7レジスタ
ポートP6方向レジスタ

ポートP7方向レジスタ

ポートP8レジスタ

A-D制御レジスタ0

A-D制御レジスタ1

レジスタ名

ポートP10レジスタ

ポートP10方向レジスタ

ポートP0レジスタ

ポートP1レジスタ

ポートP0方向レジスタ

ポートP1方向レジスタ

ポートP2レジスタ

ポートP3レジスタ

ポートP2方向レジスタ

ポートP3方向レジスタ

ポートP11レジスタ

ポートP11方向レジスタ

？

0016

？

アクセス特性 リセット直後の状態

RW
RW
RW
RW
RW

RW

RW

RW
RW

RW

？
？

0016

？
？

？
？
0016

？

？
？

b7 b0 b7 b0

？

RW

RW

RW

RW

0016
0016
？

？
0016

？

RW
RW
RW
RW
RW

RW

RW

RW
RW

RW 0 0 00

0 0 00 0 0 0 0

？ ？0 0 ？00 0

AA0

（注）
（注）

注．読み出し及び書き込み禁止。

？

？
？

？

0016

0016

0016

0016

A
A
1 ：リセット直後は“1”

　“1”に固定してください。
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図4.3.3　リセット直後のSFR領域、及び内部RAM領域の状態（2）

リセット直後の状態

？
？0 0 0 0 0 0

A-Dレジスタ4
RO

RORO

？0 0 0 0 0 0
？A-Dレジスタ5 RO

RORO

？0 0 0 0 0 0
？A-Dレジスタ6 RO

RORO

？0 0 0 0 0 0
？A-Dレジスタ7 RO

RORO

RW

RW

？0 0 0 0 0 0

？0 0 0 0 0 0

？0 0 0 0 0 0

UART0送受信制御レジスタ0

2016
2116
2216
2316
2416
2516
2616
2716
2816
2916

3016
3116
3216
3316
3416
3516
3616
3716
3816
3916
3A16
3B16
3C16
3D16
3E16
3F16

2B16
2C16
2D16
2E16
2F16

2A16

番地

UART0送受信モードレジスタ
UART0転送速度レジスタ

UART0送信バッファレジスタ

UART1受信バッファレジスタ

レジスタ名

UART0送受信制御レジスタ1

UART0受信バッファレジスタ

UART1送受信モードレジスタ

UART1転送速度レジスタ

UART1送信バッファレジスタ

UART1送受信制御レジスタ0
UART1送受信制御レジスタ1

アクセス特性

RW
WO
WO

RO
RO

b7 b0

WO
RWRO

RO RORW RW
RO

RO
RW
WO
WO

WO
RWRO

RO RORW RW

？

？

？

？

0 1 0 0 0

？
？

？

0016

？
？
？

？
0 0 0 0 0 0 0 ？

？
b7 b0

0016

0 0 0 0 0 0 1 0

0 0 0 0 0 0 0 ？

1 0 0 0
0 0 0 0 0 0 1 0

A-Dレジスタ1

A-Dレジスタ3

A-Dレジスタ2

A-Dレジスタ0
RO

RO

RO

RO

0 0 0

0 0 0 0

？RORO

RORO

RORO

RORO

0 0 0 0 0 0
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図4.3.4　リセット直後のSFR領域、及び内部RAM領域の状態（3）

アクセス特性

0 0

AA
AA
AA
AA

0

(注4)

0
00

0

0 0

注1．4616～4F16番地のアクセス特性は、タイマAの動作モードによって異なります（「第9章 タイマA」参照）。
　2．5016～5516番地のアクセス特性は、タイマBの動作モードによって異なります（「第10章 タイマB」参照）。
　3．5B16～5D16番地のビット5のアクセス特性は、タイマBの動作モードによって異なります（「第10章 タイマB」参照）。
　4．MD0端子にVSSレベルを印加しているときは“0”、VCCレベルを印加しているときは“1”になります。
　5．ROM外付け版では、ビット7には何も配置されていません。読み出し時の値は“0”です。
　6．リセット後、一度だけ“1”にできます。“1”から“0”にすると、それ以降“1”にできません（“0”に固定される）。
　7．リセット後、一度だけ内容を変更できます（ソフトウエアの途中で切り替えないでください）。

1

0 0 ？ ？ 0 0 0
0 0 ？ ？ 0 0 0

タイマB2レジスタ

4016
4116
4216
4316
4416
4516
4616
4716
4816
4916

5016
5116
5216
5316
5416
5516
5616
5716
5816
5916
5A16
5B16
5C16
5D16
5E16
5F16

4B16
4C16
4D16
4E16
4F16

4A16

番地

タイマA2レジスタ

タイマA3レジスタ

タイマA4レジスタ

タイマB0レジスタ

タイマB1レジスタ

プロセッサモードレジスタ0

ワンショット開始フラグ

タイマA0レジスタ

アップダウンフラグ

タイマA1レジスタ

レジスタ名

カウント開始フラグ

タイマA1モードレジスタ

タイマA2モードレジスタ

タイマA3モードレジスタ

タイマB0モードレジスタ

タイマB1モードレジスタ

タイマB2モードレジスタ

WO

RW

b7 b0
RW

RW
RW
RW
RW
RW

RW
RWWO

リセット直後の状態

？
？

？
？

？
？
？
？
？
？
？

？
？
？

0016

0016

0016

？
0016

b7 b0

？

？

0

WO RW

RW
RW

タイマA0モードレジスタ

タイマA4モードレジスタ

プロセッサモードレジスタ1

RW
RW
RW

(注3)

0 0 0 0 0 0 0

？
？

0 0 ？ ？ 0 0 0 0

(注4) 0 0 0RW

0 0 0

(注3)

(注3)

0

（注1）
（注1）
（注1）
（注1）
（注1）
（注1）
（注2）
（注2）
（注2）
（注2）

（注1）
（注1）
（注1）
（注1）

（注2）
（注2）

00 0 000 0 0

0016

0016

（注4）

RWRWタイマAクロック分周指定レジスタ

(注6) (注6) RW 0RW (注7)（注5）

RW

RWRW
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図4.3.5　リセット直後のSFR領域、及び内部RAM領域の状態（4）

注1． 6016番地に対して書き込み命令を実行すると、監視タイマに“FFF16”が設定されます。書き込んだ値はどこにも
 残りません。
　2． 監視タイマには“FFF16”が設定されます（「第15章 監視タイマ」参照）。
　3． 6216番地に対して“5516”を書き込んだ後、各ビットに対して設定してください。
　4． 3.3V版では、ビット2は無効です（“0”又は“1”いずれでもよい）。
　5． 読み出すとビットの状態が読み出せます。“0”を書き込むと“0”になります。“1”を書き込んでも変化しません。
　6． パワーオンリセット時は“0”になります。ハードウエアリセット時、及びソフトウエアリセット時はリセット直前
 の値を保持します。
　7． 書き込み禁止。

AA
AA
AA
AA

？

00

？
？

AA
AA

10
AA
AA
AA
AA

0
00AA

AA
AA
AA

0
0 0

0

？
？

？
？

0

RW

UART1受信割り込み制御レジスタ

6016
6116
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図4.3.6　リセット直後のSFR領域、及び内部RAM領域の状態（5）

リセット直後の状態
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8E16
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番地

CS0制御レジスタH

レジスタ名

CS0制御レジスタL
b7 b0 b7

注1． MD0端子にVSSレベルを印加しているときは“0”、VCCレベルを印加しているときは“1”になります。
　2． BYTE端子にVSSレベルを印加しているときは“0”、VCCレベルを印加しているときは“1”になります。
　3． “0”を書くと“1”になります。“1”を書いても変化しません。これらのビットを“1”にする場合は、対応する
 ビットに“0”を書き込んでください。
　4． 書き込み禁止。
　5． フラッシュメモリ内蔵版（「第18章 フラッシュメモリ内蔵版」参照）にだけ配置されています。
 マスクROM内蔵版、ROM外付け版では書き込み禁止です。
　6． MD1＝VSSレベル時、このビットの内容は無効です（“0”又は“1”いずれでもよい）。
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0016
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0RW
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？0 0
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図4.3.7　リセット直後のSFR領域、及び内部RAM領域の状態（6）
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番地 レジスタ名

リアルタイム出力制御レジスタ
b7 b0 b7

アクセス特性

WO

b0
リセット直後の状態

パルス出力データレジスタ0

パルス出力データレジスタ1

シリアルI/O端子制御レジスタ

RW

WO

RW

？

？

0
？
？
？
？

？

？
？
？
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注 1．書き込み禁止。
 2．これらのビットはリセット後、1回だけ変更できます。

（注1）

0 0000

？

RWRWRW

？
？
？
？
？
？

クロック制御レジスタ0 RW RW RORW(注2)
クロック制御レジスタ1 RW RWRWRWRW 0 000 0

0016

（注1）

（注1）
（注1）

RWRW
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図4.3.8　リセット直後のSFR領域、及び内部RAM領域の状態（7）
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C016
C116
C216
C316
C416
C516
C616
C716
C816
E916

F016
F116
F216
F316
F416
F516
F616
F716
F816
F916
FA16
FB16
FC16
FD16
FE16
FF16

EB16
EC16
ED16
EE16
EF16

EA16

番地 レジスタ名
b7 b0 b7

アクセス特性
b0

リセット直後の状態

注 1．書き込み禁止。

（注1）

■内部RAM領域

●ハードウエアリセット時・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ リセット直前の状態を保持 （注2）
●ソフトウエアリセット時・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ リセット直前の状態を保持
●ストップモード解除時、及びウエイトモード解除時（ハードウエアリセットによって解除した場合）
 ・・・・・・・・・・STP命令、又はWIT命令実行前の状態を保持
●パワーオンリセット時・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 不　定

注2． 内部RAM領域に書き込みを行っているときにリセットすると、書き込みの終了を待たずにマイクロコンピュータが
 リセットされるため、書き込みを行っていた領域の内容は不定になります。

（注1）

？

？
？
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4.4　リセット後の内部処理シーケンス

図4.4.1にリセット後の内部処理シーケンスを示します。

図4.4.1　リセット後の内部処理シーケンス

(1) MD0=VSS（シングルチップモード）時

000016

0016

FFFE16 AD15～AD0

AD15～AD0IPL、リセットのベクトル番地

7F16 0016

不定 次のオペコード

 fsys ：システムクロック（図5.2.1参照）
 AD0～AD15 ：内部アドレスバス
 IPL ：プロセッサ割り込み優先レベル

※：内部信号です。外部には出力されません。

fsys

AH(CPU)

ALAM(CPU)

DATA(CPU)

※

※

※

※

(2) MD0=VCC（マイクロプロセッサモード）時

次のオペコード

000016

0016

FFFE16 AD15～AD0

AD15～AD0IPL、リセットのベクトル番地

7F16 0016

不定

フローティング

H

φ1

A23～A16

A15～A0

DATA(CPU)

RD

ALE

BLW
BHW

D0～D15

※1

CS0

 AD0～AD15 ：内部アドレスバス
 IPL ：プロセッサ割り込み優先レベル

※1： 内部信号です。外部には出力されません。
※2： M37911FGCHPでは不定になります。それ以外のM37911では“H”レベルが出力されます。

注．スタック領域が内部領域の場合は、上記信号は外部に出力されません。
　　スタック領域が外部領域の場合は、A0～A23、RD、BLW、及びBHWが外部に出力されます。
　　なお、上記波形は外部データバス幅16ビットの場合です。外部データバス幅8ビットの場合、
 　　D8～D15、BHWはフローティングになります。

※2

不定

不定

不定

不定



第　　5　　章
クロック発生回路

5.1　発振回路例
5.2　クロック
5.3　システムクロックの設定
【クロック発生回路使用上の注意】
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5.1　発振回路例

発振回路には発振子（セラミック共振子、又は水晶発振子）を接続、又は外部で生成されたクロックを入力
してください。発振回路例を以下に示します。

5.1.1　発振子の接続例

図5.1.1にXIN端子とXOUT端子の間に発振子を接続した例を示します。図中のRf、Rd、CIN、COUTなどの回路
定数は、発振子によって異なります。発振子メーカの推奨する値に設定してください。
発振子を接続する場合は、発振周波数を26MHz以下にしてください。また、クロック外部入力選択ビット

（6216番地のビット1）を“0”にしてください。
なお、5V版の発振回路は3.3Vで動作します。したがって、5V版はXIN入力レベル選択ビット（6216番地の
ビット2）を“0”にしてください。

5.1.2　外部で生成されたクロックの入力例

図5.1.2に外部で生成されたクロックの入力例を示します。この場合、XIN端子に外部で生成されたクロック
を入力し、XOUT端子は開放してください。また、クロック外部入力選択ビット（6216番地のビット1）を“1”に
してください。このとき、XIN端子とXOUT端子の間の内部回路が停止するため消費電流が低減します（「第17章
低消費電力機能」参照）。

M37911

XIN XOUT

Rf

Rd

CIN COUT

M37911

XIN XOUT

開放

外部で生成されたクロック

VCC

VSS

図5.1.2　外部で生成されたクロックの入力例

図5.1.1　発振子の接続例
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5.1.3　フィルタ回路接続例

PLL周波数逓倍回路を使用する場合は、VCONT端子にフィルタ回路を接続してください。
図5.1.3にフィルタ回路接続例を示します。

M37911

VCONT

R1

C1

C2

図5.1.3　フィルタ回路接続例

5V版
3.3V版

R1 C1 C2

1kΩ
1kΩ

0.1μF
0.022μF

220pF
390pF

注．最短の配線で接続し、回路の周囲をVSSパターン
にしてください。



5-4 7911グループユーザーズマニュアル

クロック発生回路
5 5.2　クロック

5.2　クロック

図5.2.1にクロック発生回路のブロック図を示します。

図5.2.1　クロック発生回路ブロック図
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5.2.1　クロック発生回路で発生するクロック

（1）fXIN

XIN端子からの入力クロックです。

（2）fDIV

クロック分周回路からの出力クロックです。

（3）fPLL

PLL周波数逓倍回路からの出力クロックです。

（4）fsys

CPU、BIU及び内蔵周辺装置のクロック源となるシステムクロックです。
fDIVをfsysとするか、fPLLをfsysとするかを、ソフトウエアで選択できます。

（5）φCPU

CPUの動作クロックです。

（6）φBIU

BIUの動作クロックです。

（7）クロックφ1

fsysと同じ周期のクロックです。このクロックはP41/φ1端子から外部に出力されます。

（8）f1、f2、f16、f64、f512、f4096

内蔵周辺装置の動作クロックです。

（9）Wf32、Wf512

監視タイマの動作クロックです。f2をクロック源とします。

（10）fDIV16、fDIV32、fDIV64、fDIV128

STP解除時の監視タイマクロック源になります。
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5.2.2　特殊機能選択レジスタ0

図5.2.2に特殊機能選択レジスタ0のレジスタ構成を、図5.2.3に特殊機能選択レジスタ0への書き込み手順を
示します。

図5.2.2　特殊機能選択レジスタ0のレジスタ構成

注1．これらのビットに書き込むときは、このレジスタに“5516”を書き込んだ後、続けて各ビットに対して“0”又は“1”を書き込んで
ください（“5516”の書き込みでは、ビットの状態は変化しません）。また、このレジスタへの書き込みには、MOVMB命令、
STAB命令、又はm＝1でMOVM命令、STA命令を使用してください。
“5516”の書き込みと、次の“0”又は“1”の書き込みの間で割り込みが発生すると、“0”又は“1”の書き込みが無効になる場合が
あります。このようなタイミングで割り込みが発生する可能性のある場合は、“0”又は“1”を書き込んだ後、このビットの内容を
読み出して、正しく書き込まれたかどうかを確認してください。

2．外部で生成されたクロックをXIN端子に入力する場合は、このビットを“1”にしてください。
3．3.3V版では、このビットは無効です（“0”又は“1”いずれでもよい）。
4．XIN端子に入力される外部クロックのレベルに合わせて、このビットを設定してください。発振子を接続する場合は“0”に固定

してください。
5．“1”設定後は“0”を書き込めません。このビットを“1”に変更する場合は、クロック制御レジスタ0、1（BC16, BD16番地）を設定

する前に、このビットを設定してください。

RW
（注1）

RW
（注1､2）

RW
（注1､5）

RW

RW

－

RW

0

0

0

1

0

0

0

ビット名ビット

0

1

2

3

5、4

6

7

特殊機能選択レジスタ0【6216番地】

機　能 リセット時 R/W

STP命令無効選択ビット

クロック外部入力選択ビット

XIN入力レベル選択ビット
（注3）

“1”に固定してください

“0”に固定してください

読み出し時の値は“0”

“0”に固定してください

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0：STP命令有効
1：STP命令無効

0：発振回路動作（発振子を接続）
ストップモード解除時、監視タイマを使用する

1：発振回路停止（外部で生成されたクロックを入力）
システムクロック選択ビット（BC16番地のビット5）＝0の場合
　ストップモード解除時、監視タイマを使用しない
システムクロック選択ビット（BC16番地のビット5）＝1の場合
　ストップモード解除時、監視タイマを使用する

0 1

0：VIH=0.43VCC, VIL=0.16VCC

1：VIH=0.8VCC, VIL=0.16VCC　（注4）

00
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図5.2.3　特殊機能選択レジスタ0への書き込み手順

AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA

0 0

AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA

0

“5516”を書き込む
b0

特殊機能選択レジスタ0【6216番地】
b7

1

設定完了AAA
AAA
AAA

10

ビット0～2に書き込む
b0

特殊機能選択レジスタ0【6216番地】
b7

クロック外部入力選択ビット
　0：発振回路動作（発振子を接続）
 ストップモード解除時、
 監視タイマを使用する
　1：発振回路停止（外部で生成
 されたクロックを入力）
 システムクロック選択ビット
 （BC16番地のビット5）＝0の場合
 　ストップモード解除時、
 　監視タイマを使用しない
 システムクロック選択ビット
 （BC16番地のビット5）＝1の場合
 　ストップモード解除時、
 　監視タイマを使用する

STP命令無効選択ビット
　0：STP命令有効
　1：STP命令無効

次の命令注．“5516”の書き込みでは、
　　ビットの状態は変化しません。

0

11

1

XIN入力レベル選択ビット（注）
　0：VIH＝0.43VCC, VIL＝0.16VCC

　1：VIH＝0.8VCC, VIL＝0.16VCC

00

注．3.3V版では、このビットは無効です
　 （“0”又は“1”いずれでもよい）。

（1）クロック外部入力選択ビット（ビット1）

このビットを“1”にすると、XIN端子とXOUT端子の間の発振用ドライバ回路が停止し、XOUT端子の出力
レベルが“H”に固定されます（「17.4 発振回路停止」参照）。発振子を接続する場合は“0”に、外部で生成
されたクロックをXIN端子に入力する場合は“1”にしてください。

（2）XIN入力レベル選択ビット（ビット2）

このビットにより、XIN端子のVIH、VILを選択できます。このビットに“1”を設定した後は、“0”を書き込む
ことはできません。必ずXIN端子に入力される外部クロックのレベルに合わせて、このビットを設定して
ください。発振子を接続する場合は“0”に固定してください。クロック制御レジスタ0、1（BC16, BD16番地）
は、このビットの設定後に行ってください。
なお、3.3V版では、このビットは無効です（“0”又は“1”いずれでもよい）。

これらのビットに書き込むときは、6216番地に“5516”を書き込んだ後、続けて“0”又は“1”を書き込んで
ください（図5.2.3参照）。
また、“5516”の書き込みと、次の“0”又は“1”の書き込みの間で割り込みが発生すると、“0”又は“1”の書き
込みが無効になる場合があります。このようなタイミングで割り込みが発生する可能性のある場合は、“0”
又は“1”を書き込んだ後、このビットの内容を読み出して、正しく書き込まれたかどうかを確認してください。
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5.2.3　クロック制御レジスタ0

図5.2.4にクロック制御レジスタ0のレジスタ構成を示します。

図5.2.4　クロック制御レジスタ0のレジスタ構成

0

0

0

0

0

0

0

0

クロック制御レジスタ0【BC16番地】

ビット名ビット 機　能 リセット時 R/W

PLL回路ロック検出フラグ
（注1）

PLL回路動作許可ビット（注2）

PLL逓倍率選択ビット （注3）

システムクロック選択ビット
（注4）

XIN入力クロック分周比
選択ビット （注5）

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0：PLL周波数逓倍回路停止、VCONT端子無効
（フローティング）

1：PLL周波数逓倍回路動作、VCONT端子有効

0 0 0：2逓倍
0 0 1：3逓倍
0 1 0：選択禁止
0 1 1：選択禁止
1 0 0：選択禁止
1 0 1：選択禁止
1 1 0：選択禁止
1 1 1：選択禁止

b4b3

0：fDIV
1：fPLL

注1．PLL回路動作許可ビット（ビット1）が“1”、かつシステムクロック選択ビット（ビット5）が“0”のときだけ、読み出せます（それ
以外の読み出し時の値は“0”）。

2．PLL周波数逓倍回路を使用しない場合は、“0”にしてください。
ストップモード時及びパラレル入出力モード時は、ビットの内容にかかわらずPLL周波数逓倍回路は停止し、VCONT端子は無効
になります。

3．fPLLの周波数が16～26MHzとなるように設定してください（「5.3 システムクロックの設定」参照）。
これらのビットの変更は、ビット5が“0”のときに行ってください。
これらのビットはリセット後、1回だけ変更できます。

4．PLL回路動作許可ビット（ビット1）を“0”にすると、同時に“0”になります。また、ビット1＝0のときはこのビットに書き込め
ません（“0”に固定される）。
このビットを“1”にする場合は、ビット1～4、6、7を変更後2ms待ってから、又はPLL回路ロック検出フラグ（ビット0）が
“1”になったことを確認した後に設定してください。

5．fDIVの周波数が2～26MHz（ただし、システムクロックfsysにfPLLを選択する場合は8～13MHz）となるように設定してください
（「5.3 システムクロックの設定」参照）。
これらのビットの変更は、ビット5が“0”のときに行ってください。
また、f（XIN）≧20MHzの場合は、“112”（分周なし）以外を設定してください。

0

1

2

3

4

5

6

7

RO

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

0：非ロック状態
1：ロック状態

b2

0 0：8分周
0 1：4分周
1 0：2分周
1 1：分周なし

b7 b6
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（1）PLL回路ロック検出フラグ（ビット0）

PLL周波数逓倍回路の動作状況を示すビットです。PLL回路動作許可ビット（ビット1）に“1”を設定した
後、PLL周波数逓倍回路が安定するまでは“0”、PLL周波数逓倍回路の安定後は“1”になります。
このビットは、PLL回路動作許可ビット（ビット1）＝1、かつシステムクロック選択ビット（ビット5）＝0
のときだけ読み出せます。それ以外で読み出しを行った場合、ビットの値は“0”になります。

（2）PLL回路動作許可ビット（ビット1）

このビットを“1”にするとPLL周波数逓倍回路が動作し、VCONT端子が有効になります。
なお、ストップモード時（「16.3 ストップモード」参照）及びパラレル入出力モード時（「18.4 パラレル
入出力モード」参照）は、このビットの内容にかかわらずPLL周波数逓倍回路は停止し、VCONT端子は無効
になります。
このビットを“0”にすると、システムクロック選択ビット（ビット5）も“0”になります。
PLL周波数逓倍回路を使用しない場合は、このビットを“0”にしてください。

（3）PLL逓倍率選択ビット（ビット2～4）

これらのビットでPLL周波数逓倍回路の逓倍率を選択できます（「5.3 システムクロックの設定」参照）。
これらのビットの変更は、システムクロック選択ビット（ビット5）が“0”のときに行ってください。
なお、これらのビットはリセット後、1回だけ変更できます。また、これらのビットは、fPLLの周波数が

16～26MHzとなるように設定してください。

（4）システムクロック選択ビット（ビット5）

fsysのクロック源を選択するビットです。このビットが“0”のときfDIVがfsysに、このビットが“1”のとき
fPLLがfsysになります（「5.3 システムクロックの設定」参照）。
PLL回路動作許可ビット（ビット1）を“0”にすると、このビットも“0”になります。また、PLL回路動作
許可ビットが“0”のときは、このビットに書き込めません（“0”に固定されます）。
このビットを“1”にする場合は、ビット1～4、6、7を変更後2ms待ってから、又はPLL回路ロック検出
フラグ（ビット0）が“1”になったことを確認した後に設定してください。

（5）XIN入力クロック分周比選択ビット（ビット7、6）

これらのビットでクロック分周回路の分周比を選択できます（「5.3 システムクロックの設定」参照）。
これらのビットの変更は、システムクロック選択ビット（ビット5）が“0”のときに行ってください（図5.3.1
参照）。
なお、これらのビットは、fDIVの周波数が2～26MHz（ただし、システムクロックfsysにfPLLを選択する
場合は8～13MHz）となるように設定してください。
また、f（XIN）≧20MHzの場合は、これらのビットに“112”（分周なし）以外を設定してください。
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図5.2.5　クロック制御レジスタ1のレジスタ構成

（1）周辺装置用クロック選択ビット1、0（ビット1、0）

これらのビットにより、表5.2.1に示す内蔵周辺装置の動作クロックの周波数が選択できます。

表5.2.1　内蔵周辺装置動作クロックの周波数

fsysの2分周

fsysの4分周

fsysの32分周

fsysの128分周

fsysの1024分周

fsysの8192分周

選択禁止

内蔵周辺装置
動作クロック 00

周辺装置用クロック選択ビット1、0

f1

f2

f16

f64

f512

f4096

fsys

fsysの2分周

fsysの16分周

fsysの64分周

fsysの512分周

fsysの4096分周

01 10 11

fsys

fsys

fsysの8分周

fsysの32分周

fsysの256分周

fsysの2048分周

（注）

注．周辺装置用クロック選択ビット1、0＝“012”を選択する場合は、fsysの周波数が13MHz以下となるように設定
してください。

5.2.4　クロック制御レジスタ1

図5.2.5にクロック制御レジスタ1のレジスタ構成を示します。

0

0

0

0

0

クロック制御レジスタ1【BD16番地】

ビット名ビット 機　能 リセット時 R/W

周辺装置用クロック選択ビット0

周辺装置用クロック選択ビット1

“0”に固定してください

読み出し時の値は“0”

“0”に固定してください

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0

1

3、2

6～4

7

RW

RW

RW

－

RW

表5.2.1参照

00 0
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000（2逓倍）

001（3逓倍）

f（fDIV）×2

f（fDIV）×3

注．f（fPLL）が16～26MHzとなるように設定してください。

5.3　システムクロックの設定

システムクロックfsysには、fDIV又はfPLLのどちらかを選択できます。
表5.3.1にfsysの選択を、表5.3.2にfDIVの選択を、表5.3.3にfPLLの選択を示します。また、図5.3.1にクロック
制御関連レジスタ設定手順を示します。

表5.3.1　fsysの選択
システムクロック選択ビット

（BC16番地のビット5） fsys

0

1

fDIV

fPLL

表5.3.2　fDIVの選択

00（8分周）

01（4分周）

10（2分周）

11（分周なし）

XIN入力クロック分周比選択ビット
（BC16番地のビット7、6）

fDIVの周波数
f（fDIV）（注1）

f（XIN）/8

f（XIN）/4

f（XIN）/2

f（XIN）

注1．f（fDIV）が2～26MHz（ただし、システムクロックfsysに
fPLLを選択する場合は8～13MHz）となるように設定
してください。

2．XIN入力クロックfXINの周波数f（XIN）は、外部方形波
入力の場合52MHz以下、発振子接続の場合26MHz
以下にしてください。

3．f（XIN）≧20MHzの場合は、“112”（分周なし）以外を
設定してください。

表5.3.3　fPLLの選択
PLL逓倍率選択ビット

（BC16番地のビット4、3、2）
fPLLの周波数
f（fPLL）（注）
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図5.3.1　クロック制御関連レジスタ設定手順

AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA

0 00

“5516”を書き込む
b0

特殊機能選択レジスタ0【6216番地】
b7

1 1011

b0

クロック制御レジスタ0【BC16番地】
b7

0

PLL回路動作許可ビット
　０： PLL周波数逓倍回路停止、 
 VCONT端子無効
　１： PLL周波数逓倍回路動作、 
 VCONT端子有効

PLL逓倍率選択ビット

　０００：2逓倍
　００１：3逓倍

2ms経過？

AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA

b0

クロック制御レジスタ0【BC16番地】
b7

1

システムクロック選択ビット
　１：fPLL

システムクロック選択ビットを“1”にする

N

Y

1

b4 b3 b2

PLL回路ロック
検出フラグ＝1

N

Y

XIN入力クロック分周比選択ビット

　００：8分周
　０１：4分周
　１０：2分周
 １１：分周なし

b7 b6

システムクロック選択ビット
　０：fDIV

PLL周波数逓倍回路使用時 PLL周波数逓倍回路未使用時

AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA

b0

クロック制御レジスタ1【BD16番地】
b7

周辺装置用クロック選択ビット1, 0
　表5.2.1参照

0 0

内蔵周辺装置動作クロックの周波数の選択

0

AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA

b0

特殊機能選択レジスタ0【6216番地】
b7

クロック外部入力選択ビット
　0：発振回路動作（発振子を接続）
 ストップモード解除時、
 監視タイマを使用する
　1：発振回路停止（外部で生成
 されたクロックを入力）
 システムクロック選択ビット
 （BC16番地のビット5）＝0の場合
 　ストップモード解除時、
 　監視タイマを使用しない
 システムクロック選択ビット
 （BC16番地のビット5）＝1の場合
 　ストップモード解除時、
 　監視タイマを使用する

0 1

XIN入力レベル選択ビット（注）
　0：VIH＝0.43VCC, VIL＝0.16VCC

　1：VIH＝0.8VCC, VIL＝0.16VCC

00

注．3.3V版では、このビットは無効です
　 （“0”又は“1”いずれでもよい）。
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【クロック発生回路使用上の注意】

1．PLL周波数逓倍回路を使用しない場合は、PLL回路動作許可ビット（BC16番地のビット1）＝0にしてください。

2．PLL逓倍率選択ビット（BC16番地のビット2～4）はリセット後、1回だけ変更できます。
また、これらのビットを変更する場合は、同時にシステムクロック選択ビット（BC16番地のビット5）＝0に
してください。
fsysにfPLLを選択する場合は、PLL逓倍率選択ビット（BC16番地のビット2～4）を書き換えた後、2ms待って
から、又はPLL回路ロック検出フラグ（ビット0）が“1”になったことを確認してから設定してください。

3．発振子を接続する場合は、クロック外部入力選択ビット（6216番地のビット1）とXIN入力レベル選択ビット
（6216番地のビット2）を“0”にしてください。
外部で生成されたクロックをXIN端子に入力する場合は、クロック外部入力選択ビットを“1”にしてください。

4．XIN入力クロックfXINの周波数は、外部方形波入力の場合52MHz以下、発振子接続の場合26MHz以下と
なるように設定してください。

5．XIN入力レベル選択ビットは、XIN端子に入力される外部クロックのレベルに合わせて設定してください。

6． f（XIN）≧20MHzの場合は、XIN入力クロック分周比選択ビット（BC16番地のビット7、6）に“112”（分周なし）
以外を設定してください。
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6.1　概　要

入出力端子はプログラマブル入出力、内蔵周辺装置の入出力、外部バスなどの機能を持ちます。
各入出力端子の基本機能については「1.3 端子の機能説明」を、内蔵周辺装置の入出力機能については各内蔵
周辺装置の章を、外部アドレスバス・外部データバス・バス制御信号などについては、「第3章 外部デバイス
接続」を参照してください。
この章では、プログラマブル入出力ポート、及び未使用端子の処理例について説明します。

6.2　プログラマブル入出力ポート

プログラマブル入出力ポートは、SFR領域に方向レジスタ、及びポートレジスタを持ちます。図6.2.1に方向
レジスタ、及びポートレジスタのメモリ配置図を示します。

図6.2.1　方向レジスタ、及びポートレジスタのメモリ配置図

ポートP3方向レジスタ

1716

1816

A16

B16

C16

D16

E16

F16

1016

1116

1216

1316

1416

番地

1516

1616

ポートP10方向レジスタ

ポートP4レジスタ

ポートP5レジスタ

ポートP4方向レジスタ

ポートP5方向レジスタ

ポートP6レジスタ

ポートP7レジスタ

ポートP6方向レジスタ

ポートP7方向レジスタ

ポートP8レジスタ

ポートP8方向レジスタ

ポートP10レジスタ

ポートP0レジスタ

ポートP1レジスタ

ポートP0方向レジスタ

ポートP1方向レジスタ

ポートP2レジスタ

ポートP3レジスタ

ポートP2方向レジスタ

1916 ポートP11方向レジスタ

216

316

416

516

616

716

816

916

ポートP11レジスタ
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6.2.1　方向レジスタ

プログラマブル入出力ポートの入出力方向を選択するためのレジスタです。このレジスタの各ビットは
それぞれ端子1本ずつに対応しています。図6.2.2にポートPi（i＝0～8、10、11）方向レジスタのレジスタ構成
を示します。

図6.2.2　ポートPi（i＝0～8、10、11）方向レジスタのレジスタ構成

ビット名ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

ポートPi方向レジスタ（i＝0～8、10、11）
【416、516、816、916、C16、D16、1016、1116、1416、1816、1916番地】

機　能 リセット時 R/W

ポートPi0方向レジスタ

ポートPi1方向レジスタ

ポートPi2方向レジスタ

ポートPi3方向レジスタ

ポートPi4方向レジスタ

ポートPi5方向レジスタ

ポートPi6方向レジスタ

ポートPi7方向レジスタ

0

0

0

0

0

0

0

0

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

注．ポートP3方向レジスタのビット4～7には何も配置されていません。また、読み出し時の値は“0”です。

0：入力モード（入力ポートとして機能）
1：出力モード（出力ポートとして機能）
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6.2.2　ポートレジスタ

外部とのデータの入出力は、ポートレジスタにデータを書き込む、又はポートレジスタからデータを読み
出すことによって行います。ポートレジスタは出力データを保持するポートラッチ、及び端子の状態を読み
込む回路で構成されています。ポートレジスタの各ビットは、それぞれ端子1本ずつに対応しています。
図6.2.3にポートPi（i＝0～8、10、11）レジスタのレジスタ構成を示します。

●出力モードに設定したプログラマブル入出力ポートからデータを出力する場合
① ポートレジスタの対応ビットにデータを書き込むと、そのデータはポートラッチに書き込まれます。
② ポートラッチの内容に従って、端子からデータが出力されます。

出力モードに設定したポートのポートレジスタを読み出した場合は、端子の状態ではなく、ポート
ラッチの内容が読み込まれます。したがって、出力データを、外部負荷などの影響を受けずに、正しく
読み込めます（図6.2.4、図6.2.5参照）。

●入力モードに設定したプログラマブル入出力ポートからデータを入力する場合
① 入力モードに設定した端子はフローティングになります。
② ポートレジスタの対応ビットを読み出すと、端子から入力されるデータが読み込めます。

入力モードに設定したポートのポートレジスタに書き込んだ場合は、そのデータはポートラッチに書き
込まれるだけで、外部には出力されません（注）。端子はフローティング状態を保ちます。

注．入力モードに設定したポートのポートレジスタに対してリードモディファイライト命令を実行した場合
は、端子から入力されたデータに対して命令を実行し、その結果をポートレジスタに書き込むことに
なります。

図6.2.3　ポートPi（i＝0～8、10、11）レジスタのレジスタ構成

ビット名ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

ポートPiレジスタ（i＝0～8、10、11）
【216、316、616、716、A16、B16、E16、F16、1216、1616、1716番地】

機　能 リセット時 R/W

ポートPi0端子

ポートPi1端子

ポートPi2端子

ポートPi3端子

ポートPi4端子

ポートPi5端子

ポートPi6端子

ポートPi7端子

不定

不定

不定

不定

不定

不定

不定

不定

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

注．ポートP3レジスタのビット4～7には何も配置されていません。また、読み出し時の値は“0”です。

対応ビットの読み出し及び書き込みで、対応する
端子のデータ入出力を行う

　0：Lレベル
　1：Hレベル
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図6.2.4、図6.2.5にポート周辺回路を示します。

図6.2.4　ポート周辺回路（1）

【破線枠内なし】
　P00～P07、P10～P17、P20～P27、
　P31～P33、P100～P107、
　P110～P117

【破線枠内あり】
　P30/RDY、P43/HOLD、
　P61/TA4IN、
　P62/INT0、P63/INT1、P64/INT2、
　P65/TB0IN、P66/TB1IN、P67/TB2IN、
　P82/RXD0、P86/RXD1

【一点鎖線枠内なし】
　P51/TA0IN/RTP01、
　P53/TA1IN/RTP03

【一点鎖線枠内あり】
　P55/TA2IN/RTP11/KI1、
　P57/TA3IN/RTP13/KI3

【破線枠内なし】
　P40/ALE、P41/φ1、P42/HLDA、
　P83/TXD0、P87/TXD1

【破線枠内あり】
　P60/TA4OUT

【一点鎖線枠内あり】
　P44/CS0、P45/CS1、
　P46/CS2、P47/CS3

【一点鎖線枠内なし】
　P50/TA0OUT/RTP00、
　P52/TA1OUT/RTP02 

【一点鎖線枠内あり】
　P54/TA2OUT/RTP10/KI0、
　P56/TA3OUT/RTP12/KI2

データバス ポートラッチ

方向レジスタ

出力

1

データバス ポートラッチ

方向レジスタ

（内蔵周辺装置）

プルアップ選択
プルアップ
トランジスタ

データバス ポートラッチ

方向レジスタ

ラッチ T    Q 

CK
タイマ
アンダフロー信号

プルアップ選択
プルアップ
トランジスタ

出力
（内蔵周辺装置）

データバス ポートラッチ

方向レジスタ

ラッチ T    Q 

CK
タイマ
アンダフロー信号

1

プルアップ選択
プルアップ
トランジスタ
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図6.2.5　ポート周辺回路（2）

P81/CTS0/CLK0、
P84/CTS1/RTS1/INT4、
P85/CTS1/CLK1

【破線枠内なし】
　P70/AN0、P71/AN1、
　P72/AN2、P73/AN3

【破線枠内あり】
　P74/AN4/(INT3)、
　P75/AN5/(INT4)

P80/CTS0/RTS0/DA2/INT3

【破線枠内なし】
　P76/AN6/DA0

【破線枠内あり】
　P77/AN7/ADTRG/DA1/(INT2)

データバス ポートラッチ

方向レジスタ

アナログ入力

アナログ出力

D-A出力許可

出力

1

データバス ポートラッチ

方向レジスタ

0

（内蔵周辺装置）

出力

1

データバス ポートラッチ

方向レジスタ

0

（内蔵周辺装置）

アナログ出力

D-A出力許可

データバス ポートラッチ

方向レジスタ

アナログ入力

NMI

プルアップ選択
プルアップ
トランジスタ
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6.2.3　選択機能

プログラマブル入出力ポートを使用する場合、以下の機能が選択できます。
　●ポートP44～P47プルアップ選択

図6.2.6にポート機能制御レジスタのレジスタ構成を示します。

図6.2.6　ポート機能制御レジスタのレジスタ構成

（1）P44～P47プルアップ選択ビット（ビット4）
____________

RESET端子のレベルが“L”の期間及びリセット後、このビットは“0”で、P44～P47はプルアップされます。
したがって、外部にプルアップ抵抗を接続する必要がありません。
このビットを“1”にすると、プルアップは解除されます。
次のいずれかを設定すると、このビットの内容にかかわらず、プルアップが解除されます（ビットの内容
は変化しません）。

・対応するP44～P47方向レジスタを“1”（出力モード）にする
・

______ ______ ______ ______

対応するCS0～CS3出力選択ビット（8016、8216、8416、8616番地のビット7）を“1”（CS0～CS3出力許可）
にする

また、このビットの内容にかかわらず、パラレル入出力モード（MD1＝VCC、MD0＝VCC）時はP44～P47が、
______

マイクロプロセッサモード（MD1＝VSS、MD0＝VCC）時はCS0（P44）がプルアップされません。
パラレル入出力モードについては、「18.4 パラレル入出力モード」を参照してください。

0

0

0

0

0

0

0

RW

RW

RW

RW

RW

－

RW

ポート機能制御レジスタ【9216番地】
b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0

1

2

3

4

6、5

7

ビット名ビット 機　能 リセット時 R/W

アドレス／ポート切り替え
ビット

“0”に固定してください

P44～P47プルアップ選択ビット

読み出し時の値は“0”
_______

NMI端子プルアップ選択ビット

0 0 0：A0～A23（16Mバイト）
0 0 1：A0～A21、P06、P07（4Mバイト）
0 1 0：A0～A19、P04～P07（1Mバイト）
0 1 1：A0～A17、P02～P07（256Kバイト）
1 0 0：A0～A15、P00～P07（64Kバイト）
1 0 1：選択禁止
1 1 0：A0～A11、P00～P07、P114～P117（4Kバイト）
1 1 1：A0～A7、P00～P07、P110～P117（256バイト）

b2 b1b0

_______

注1．パラレル入出力モード（MD1＝VCC、MD0＝VCC）時は、これらのビットの内容にかかわらず、P44～P47及びNMI端子はプルアップ
されません。 ______

　2．マイクロプロセッサモード（MD1＝VSS、MD0＝VCC）時は、このビットの内容にかかわらず、CS0（P44）はプルアップされません。

0：P44～P47をプルアップする
1：P44～P47をプルアップしない （注1、2）

_______

0：NMI端子をプルアップする_______

1：NMI端子をプルアップしない （注1）

0
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図6.3.1　シングルチップモード時の未使用端子の処理例

6.3　未使用端子の処理例

入出力端子を使用しない場合は、各端子ごとに処理が必要です。未使用端子の処理例を以下に示します。
ここで説明する例は一例です。ご使用に際しては、ユーザアプリケーションに対応して適宜変更、及び十分な
評価をしてください。

6.3.1　シングルチップモード時

表6.3.1　シングルチップモード時の未使用端子の処理例

端　子　名
P0～P3、P40～P43、P5～P8、P10、P11

P44～P47
______

NMI（注2､4）、XOUT（注5）、VCONT（注6）
AVCC

AVSS、VREF、BYTE

注1．出力モードに設定し開放する場合、リセットからソフトウエアによってポートを出力モードに切り替える
までは、ポートは入力モードになっています。そのため、端子の電圧レベルが不定となり、ポートが入力
モードになっている間、電源電流が増加する場合があります。
また、ノイズやノイズによって引き起こされる暴走などによって、方向レジスタの内容が変化する場合を
考慮し、定期的に方向レジスタの内容を再設定した方が、ソフトウエアの信頼度が高くなります。
未使用端子の処理は、マイクロコンピュータの端子からできるだけ短い配線（2cm以内）で処理してください。

　2． VSSに接続しないでください。
　3． P44～P47プルアップ選択ビット（9216番地のビット4）＝0にしてください。
　4．

_______

NMI端子プルアップ選択ビット（9216番地のビット7）＝0にしてください。
　5． XIN端子に外部で生成したクロックを入力しているとき。
　6． PLL回路動作許可ビット（BC16番地のビット1）＝0にしてください。

処　理　例
入力モードに設定し各端子ごとに抵抗を介してVCC又はVSSに接続、
あるいは出力モードに設定し開放（注1）
入力モードに設定し開放（注2､3）
開放
VCCに接続
VSSに接続

P0～P3, P40～P43, 
P5～P8, P10, P11

M
37911

開放

■ポートを入力モードに設定する場合

VCC VCC

VSS

P0～P8, P10, P11

M
37911

■ポートを出力モードに設定する場合（注）

開放

AVCC

AVSS

VREF

BYTE

P44～P47
NMI
XOUT

VCONT

AVCC

AVSS

VREF

BYTE

開放
NMI
XOUT

VCONT

注．P44～P47は入力モードに設定してください。

VSS
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6.3.2　メモリ拡張モード時及びマイクロプロセッサモード時

表6.3.2　メモリ拡張モード時及びマイクロプロセッサモード時の未使用端子の処理例

図6.3.2　メモリ拡張モード時及びマイクロプロセッサモード時の未使用端子の処理例

端　子　名
P2（注1）、P30、P33（注1）、P40～P43、
P5～P8
P44～P47
_______

NMI（注3､5）、XOUT（注6）、VCONT（注7）
AVCC

AVSS、VREF
__________

φ1（注8）、ALE（注8）、HLDA（注8）
_______ __________

RDY（注8）、HOLD（注8）

処　理　例
入力モードに設定し各端子ごとに抵抗を介してVCC又はVSSに接続、
あるいは出力モードに設定し開放（注2）
入力モードに設定し開放（注3､4）
開放
VCCに接続
VSSに接続
開放
抵抗を介してVCCに接続

注1． BYTE端子にVCCレベルを入力しているとき。
　2．出力モードに設定し開放する場合、リセットからソフトウエアによってポートを出力モードに切り替える

までは、ポートは入力モードになっています。そのため、端子の電圧レベルが不定となり、ポートが入力
モードになっている間、電源電流が増加する場合があります。
また、ノイズやノイズによって引き起こされる暴走などによって、方向レジスタの内容が変化する場合を
考慮し、定期的に方向レジスタの内容を再設定した方が、ソフトウエアの信頼度が高くなります。
未使用端子処理は、マイクロコンピュータの端子からできるだけ短い配線（2cm以内）で処理してください。

　3． VSSに接続しないでください。
　4． P44～P47プルアップ選択ビット（9216番地のビット4）＝0にしてください。
　5．

_______

NMI端子プルアップ選択ビット（9216番地のビット7）＝0にしてください。
　6． XIN端子に外部で生成したクロックを入力しているとき。
　7． PLL回路動作許可ビット（BC16番地のビット1）＝0にしてください。
　8．MD0端子にVCCレベルを印加しているとき（ソフトウエアによってこれらの機能を禁止し、プログラマブル

入出力ポートとして使用することもできます）。

P2, P30, P33,
P40～P43, P5～P8

M
37911

開放

VCC VCC

VSS

P2, P30, P33, P4～P8

M
37911

開放

AVCC

AVSS

VREF

P44～P47
NMI
XOUT

VCONT

AVCC

AVSS

VREF

開放

注．P44～P47は入力モードに設定してください。

VSS

φ1

ALE
HLDA

RDY
HOLD

VCC

開放
φ1

ALE
HLDA

開放

RDY
HOLD

■ポートを入力モードに設定する場合 ■ポートを出力モードに設定する場合（注）

NMI
XOUT

VCONT

VCC
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6.4　I/O拡張例

図6.4.1にM66010FPを用いたポート拡張例を示します。M66010FPのCLKパルス幅を満たすため、シリアル
I/Oの転送クロックは1.923MHz以下にしてください。
以下に、この拡張例におけるシリアルI/Oの制御について説明します。
この拡張例では、UART0を使用して8ビットデータの送受信を3回行い、24ビットのポート拡張を実現して
います。UART0の設定は以下のとおりです。

　●クロック同期形シリアルI/Oモード。送受信許可状態。
　●内部クロック選択。転送クロックの周波数は1.625MHz
　●LSBファースト

以下に制御手順を示します。

　①ポートP51から“L”レベルを出力（この信号によって、M66010FPの拡張入出力ポートがフローティング
になる）。

　②ポートP51から“H”レベルを出力。
　③ポートP50から“L”レベルを出力
　④ UART0を使用して、24ビットデータを送受信。
　⑤ポートP50から“H”レベルを出力。

図6.4.2にM37911-M66010FP間のシリアル転送タイミングを示します。
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回路条件： f(fsys)=26MHz

 UART0をクロック同期形シリアルI/Oモードで使用

　　　　　内部クロック選択

　　　　　転送クロックの周波数=　　　　=1.625MHz

 （周辺装置用クロック選択ビット1, 0 (BD16番地のビット1, 0) =“002”の場合）

M37911
TXD0

RXD0

CLK0

P50

P51

RTS0

CSi

A0～A23

D0～D15

RD

BLW

BHW

φ1

MD0
MD1
BYTE

DI

DO

CLK

CS

S

VCC

GND

M66010FP
D1
D2
D3
D4
D5
D6
D7
D8
D9
D10
D11
D12
D13
D14
D15
D16
D17
D18
D19
D20
D21
D22
D23
D24

開放

拡張入出力ポート

f2     
2(3+1)

図6.4.1　M66010FPを用いたポート拡張例
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図6.4.2　M37911-M66010FP間のシリアル転送タイミング
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第　　7　　章
割り込み

7.1　概　要
7.2　割り込み要因
7.3　割り込み制御
7.4　割り込み優先順位
7.5　割り込み優先レベル判定回路
7.6　割り込み優先順位判定時間
7.7　割り込み要求受付から割り込み
　　 ルーチン実行まで
7.8　割り込みルーチンからの復帰
7.9　多重割り込み
7.10　外部割り込み
【割り込み使用上の注意】
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7
割り込み

7.1　概　要

7.1　概　要

M37911は22の要因（リセットを含む）から、割り込み要求を発生できます。
図7.1.1に割り込みについて示します。
割り込み要求を受け付けると、インタラプトベクタテーブル（7FFFB016～7FFFFF16番地）内に設定されている、
割り込みルーチンの先頭番地へ分岐します。インタラプトベクタテーブルの各割り込みのベクトル番地には、
各割り込みルーチンの先頭番地を設定してください。

割り込み要求を受け付けると、次に示すレジスタ
の割り込み要求受付直前の内容を①→②→③の順に
自動的にスタック領域に退避します。その他の内容
の保持が必要なレジスタは、ソフトウエアによって
退避又は復帰してください。

① プログラムバンクレジスタ（PG）
② プログラムカウンタ（PCL、PCH）
③ プロセッサステータスレジスタ（PSL、PSH）

図7.1.2に割り込みルーチンに入る前のスタック領域
の状態を示します。
割り込みルーチンの最後では、RTI命令（割り込み
要求受付前に実行していたルーチンへの復帰命令）を
実行してください。RT I命令の実行によって、
スタック領域に退避していた上記のレジスタの内容
を③→②→①の順に復帰し、割り込み要求受付前に
実行していたルーチンに戻って処理を継続します。

図7.1.1　割り込み

割り込み要求の受付

処理の継続

処理の中断

RTI命令

割り込み処理

元のルーチンへ復帰

実行中のルーチン
割り込みルーチン

割り込みルーチンの
先頭番地に分岐

プロセッサステータスレジスタの下位バイト（PSL）

プログラムカウンタの下位バイト（PCL）

プログラムカウンタの上位バイト（PCH）

プログラムバンクレジスタ（PG）

[S]ー4

[S]ー3

[S]ー2

[S]ー1

[S]

注．[S]は割り込み要求受付時点でのスタックポインタ(S)の初期値です。
　　レジスタ退避終了後、Sの内容は[S]ー5となります。

プロセッサステータスレジスタの上位バイト（PSH）

番地

スタック領域

[S]ー5

図7.1.2 割り込みルーチンに入る前のスタック領域の
状態

※命令については、「7900シリーズソフトウエアマニュアル」を参照してください。
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7.2　割り込み要因

リセット
0除算 　      　
BRK命令（注）
_______

DBC （注）
監視タイマ
_______

NMI
_______

INT0
_______

INT1
_______

INT2

タイマA0
タイマA1
タイマA2
タイマA3
タイマA4
タイマB0
タイマB1
タイマB2
UART0受信
UART0送信
UART1受信
UART1送信
A-D変換
_______

INT3
_______

INT4

予約領域
　　

7FFFFE16
7FFFFC16
7FFFFA16
7FFFF816
7FFFF616
7FFFF416
7FFFF216
7FFFF016
7FFFEE16
7FFFEC16
7FFFEA16
7FFFE816
7FFFE616
7FFFE416
7FFFE216
7FFFE016
7FFFDE16
7FFFDC16
7FFFDA16
7FFFD816
7FFFD616
7FFFD416
7FFFD216
7FFFD016
7FFFCE16

…

7FFFB016

「第4章 リセット」

「7900シリーズ ソフトウエアマニュアル」

「第15章 監視タイマ」
「7.10 外部割り込み」

「第9章 タイマA」

「第10章 タイマB」

「第12章 シリアルI/O」

「第13章 A-D変換器」
「7.10 外部割り込み」

7FFFFF16
7FFFFD16
7FFFFB16
7FFFF916
7FFFF716
7FFFF516
7FFFF316
7FFFF116
7FFFEF16
7FFFED16
7FFFEB16
7FFFE916
7FFFE716
7FFFE516
7FFFE316
7FFFE116
7FFFDF16
7FFFDD16
7FFFDB16
7FFFD916
7FFFD716
7FFFD516
7FFFD316
7FFFD116
7FFFCF16

…

7FFFB116

ノンマスカブル
ノンマスカブルソフトウエア割り込み
使用禁止

ノンマスカブル内部割り込み
ノンマスカブル外部割り込み
マスカブル外部割り込み

マスカブル内部割り込み

マスカブル内部割り込み

マスカブル内部割り込み

マスカブル内部割り込み
マスカブル外部割り込み

使用禁止

割り込み要因

表7.2.1　割り込み要因とベクトル番地

7.2　割り込み要因

表7.2.1に各割り込みの割り込み要因とベクトル番地を示します。プログラミングの際は、この表に示す
ベクトル番地に各割り込みルーチンの先頭番地を設定してください。

参照先
上位番地

ベクトル番地

下位番地
備　　　考

注．デバッガ専用割り込みです。

■マスカブル割り込み・・・・・・ソフトウエアによって、割り込み要求の受付を禁止できる割り込み。
_______

■ノンマスカブル割り込み（0除算、監視タイマ、NMI割り込み）
・・・・・・割り込み要求が発生すると必ず受け付けられる割り込み。割り込み

制御レジスタを持たず、割り込み禁止フラグ（I）の影響を受けない。
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7.3　割り込み制御

7.3　割り込み制御

マスカブル割り込みの制御は、以下のビット又はフラグで行います。
●割り込み要求ビット
●割り込み優先レベル選択ビット
●プロセッサ割り込み優先レベル（IPL）
●割り込み禁止フラグ（I）

図7.3.1に割り込み制御レジスタのメモリ配置図を、図7.3.2に割り込み制御レジスタのレジスタ構成を示します。

各割り込みの割り込み制御レジスタに配置

プロセッサステータスレジスタ（PS）に配置

図7.3.1　割り込み制御レジスタのメモリ配置図

7016

7116

ＡーＤ変換　割り込み制御レジスタ

ＡーＤ変換　割り込み制御レジスタ

7216

7416

7516

7616

7716

7816

7916

7A16

7B16

7C16

7D16

7E16

7F16

7316

番地

6F16

6E16

A-D変換割り込み制御レジスタ

UART0送信割り込み制御レジスタ

UART1送信割り込み制御レジスタ

UART0受信割り込み制御レジスタ

UART1受信割り込み制御レジスタ

タイマA0割り込み制御レジスタ

タイマA1割り込み制御レジスタ

タイマA2割り込み制御レジスタ

タイマA3割り込み制御レジスタ

タイマA4割り込み制御レジスタ

タイマB0割り込み制御レジスタ

タイマB1割り込み制御レジスタ

タイマB2割り込み制御レジスタ

INT2割り込み制御レジスタ

INT1割り込み制御レジスタ

INT0割り込み制御レジスタ

INT4割り込み制御レジスタ

INT3割り込み制御レジスタ
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7.3　割り込み制御

A-D変換、UART0送信、UART0受信、UART1送信、UART1受信、
タイマA0～タイマA4、タイマB0～タイマB2
割り込み制御レジスタ【7016～ 7C16番地】

0

1

2

3

4

5

7、6

ビット名ビット

_______ _______ _______ _______

INT3、INT4、INT0～INT2割り込み制御レジスタ【6E16、6F16、7D16～7F16番地】

機　能 リセット時 R/W

割り込み優先レベル選択ビット

割り込み要求ビット （注1）

極性切り替えビット

レベルセンス／エッジセンス
切り替えビット

何も配置されていない

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

注1．
_______

INTi割り込み要求ビットは、レベルセンス選択時無効です。
　2．このビットへの書き込みにはMOVM（MOVMB）命令、又はSTA（STAB, STAD）命令を使用してください。

0 0 0：レベル0（割り込み禁止）
0 0 1：レベル1
0 1 0：レベル2
0 1 1：レベル3
1 0 0：レベル4
1 0 1：レベル5
1 1 0：レベル6
1 1 1：レベル7

b2 b1b0

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

0：レベルセンス選択時は“H”レベル、エッジセンス
選択時は立ち下がりで、割り込み要求ビットを
“1”にする

1：レベルセンス選択時は“L”レベル、エッジセンス
選択時は立ち上がりで、割り込み要求ビットを
“1”にする

0：エッジセンス
1：レベルセンス

0

0

0

0

0

0

不定

RW

RW

RW

RW
（注2）

RW

RW

－

図7.3.2　割り込み制御レジスタのレジスタ構成

割り込み優先レベル選択ビット

割り込み要求ビット

何も配置されていない
注1． A-D変換割り込み要求ビットは、リセット後不定です。
　2．このビットへの書き込みにはMOVM（MOVMB）命令、又はSTA（STAB, STAD）命令を使用してください。

RW

RW

RW

RW
（注2）

－

0

1

2

3

7～4

0 0 0：レベル0（割り込み禁止）
0 0 1：レベル1
0 1 0：レベル2
0 1 1：レベル3
1 0 0：レベル4
1 0 1：レベル5
1 1 0：レベル6
1 1 1：レベル7

b2 b1b0

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

0

0

0

0
（注1）

不定

b0b1b2b3b4b5b6b7

ビット ビット名 機　能 リセット時 R/W
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7.3　割り込み制御

7.3.1　割り込み禁止フラグ（I）

このフラグによってすべてのマスカブル割り込みを禁止できます。このフラグを“1”にするとすべての
マスカブル割り込みは禁止され、“0”にすると許可されます。このフラグはリセット時“1”になりますので、
割り込みを許可する場合はこのフラグを“0”にしてください。

7.3.2　割り込み要求ビット

割り込み要求が発生すると、このビットが“1”になります。その後、割り込み要求が受け付けられるまで
“1”の状態を保持し、割り込み要求が受け付けられると“0”になります。
また、このビットはソフトウエアによって“0”、又は“1”にできます。

_______ _______

なお、INTi割り込み要求ビットはINTi割り込みをレベルセンスで使用した場合、無効になります。

7.3.3　割り込み優先レベル選択ビットとプロセッサ割り込み優先レベル（IPL）

割り込み優先レベル選択ビットは、各割り込みの割り込み優先レベルを設定するためのビットです。
割り込み要求発生時、割り込み優先レベルはプロセッサ割り込み優先レベル（IPL）と比較され、比較結果が
下記の場合にだけ、その割り込みは許可されます。したがって、割り込み優先レベルをレベル0に設定する
と、その割り込みを禁止できます。

　各割り込み優先レベル　＞　プロセッサ割り込み優先レベル（IPL）

表7.3.1に割り込み優先レベルの設定を、表7.3.2にプロセッサ割り込み優先レベル（IPL）の内容による割り
込み許可レベルを示します。

割り込み禁止フラグ（I）、割り込み要求ビット、割り込み優先レベル選択ビット、及びプロセッサ割り込み
優先レベル（IPL）はそれぞれ独立しており、互いに影響を与えることはありません。割り込み要求は

●割り込み禁止フラグ（I）＝　0
●割り込み要求ビット ＝　1
●割り込み優先レベル ＞　プロセッサ割り込み優先レベル（IPL）

の３条件が満たされたときだけ受け付けられます。

表7.3.1　割り込み優先レベルの設定

b2 b1 b0

0 0 0 レベル0（割り込み禁止）
  　
0 0 1 レベル1 低い
  　
0 1 0 レベル2                              　
　      　
0 1 1 レベル3
  　
1 0 0 レベル4

1 0 1 レベル5                              　
　      　
1 1 0 レベル6                              　
　      　
1 1 1 レベル7 高い

割り込み優先レベル選択ビット
割り込み優先レベル 優先順位

表7.3.2  プロセッサ割り込み優先レベル（IPL）の内容に
よる割り込み許可レベル

IPL0････プロセッサステータスレジスタ（PS）のビット8
IPL1････プロセッサステータスレジスタ（PS）のビット9
IPL2････プロセッサステータスレジスタ（PS）のビット10

レベル1以上を許可

レベル2以上を許可

レベル3以上を許可

レベル4以上を許可

レベル5以上を許可

レベル6以上を許可

レベル7だけを許可

すべてのマスカブル割り込みを禁止

0

0

1

1

0

0

1

1

0

1

0

1

0

1

0

1

0

0

0

0

1

1

1

1

IPL0IPL1IPL2 許可される割り込み優先レベル
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7.4　割り込み優先順位

7.4　割り込み優先順位

割り込み禁止フラグ（I）が“0”（割り込み許可状態）のとき、同一サンプリング時点（割り込みの要求があるか
どうかを調べるタイミング）で2つ以上の割り込み要求が存在した場合は、優先順位の高い割り込みから要求が
受け付けられます。
マスカブル割り込みでは、割り込み優先レベル選択ビットによって任意の優先順位を設定できます。また、

_______

リセット、NMI割り込み、及び監視タイマ割り込みの優先順位はハードウエアで設定されています。図7.4.1に
ハードウエアで設定されている割り込み優先順位を示します。

ソフトウエア割り込みは、割り込み優先順位の影響を受けません。命令が実行されると必ず割り込みルーチン
へ分岐します。

図7.4.1　ハードウエアで設定されている割り込み優先順位

監視タイマ
割り込み

NMI
割り込み

マスカブル割り込み

マスカブル割り込みは優先順位を任意に設定可能

高い 優先順位 低い

リセット ＞ ＞ ＞ ＞

ハードウエアで優先順位が設定されている

＞
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7.5　割り込み優先レベル判定回路

7.5　割り込み優先レベル判定回路

割り込み優先レベル判定回路は、同一サンプリング時点で要求のある割り込みから、最も優先順位の高い
割り込みを選択するための回路です。図7.5.1に割り込み優先レベル判定回路を示します。

図7.5.1　割り込み優先レベル判定回路

IPL

プロセッサ割り込み優先レベル

優先順位の一番高い割り込み

割り込み要求受付監視タイマ割り込み
リセット

割り込み禁止フラグ(I)

レベル0（初期値）

NMI割り込み

各割り込みの優先レベル

A-D変換

UART1送信

UART1受信

UART0送信

UART0受信

INT4

INT3

タイマA2

タイマA1

タイマA0

INT2

INT1

INT0

各割り込みの優先レベル

タイマA4

タイマA3

タイマB2

タイマB1

タイマB0
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7.5　割り込み優先レベル判定回路

図7.5.2に、割り込み優先順位判定モデルを示します。
割り込み要求のある割り込みの優先レベル（図7.5.2のY）と、前段のコンパレータでの比較の結果送られて
きた優先レベル（図7.5.2のX）を比較し（比較値の初期値はレベル0）、高い優先レベルを次のコンパレータへ
送ります（図7.5.2のZ）。割り込み要求がない割り込みについては比較を行わず、前段のコンパレータから
送られた優先レベルをそのまま次のコンパレータへ送ります。また、比較の結果、優先レベルが同じで
あれば、前段のコンパレータから送られた優先レベルを次のコンパレータへ送ります。したがって、ソフト
ウエアで同じ優先レベルを設定した場合の優先順位は、下記のようになります。

　
_______ _______

INT4 ＞ INT3 ＞ A-D変換 ＞ UART1送信 ＞ UART1受信 ＞ UART0送信 ＞ UART0受信 ＞ タイマB2 ＞ タイマB1
_______ _______ _______

＞ タイマB0 ＞ タイマA4 ＞ タイマA3 ＞ タイマA2 ＞ タイマA1 ＞タイマA0 ＞ INT2 ＞ INT1 ＞ INT0

上記の比較の結果、同一サンプリング時点で割り込み要求が存在する複数の割り込みのうち、一番高い優先
順位を持つ割り込みを判定します。

この後、一番高い優先順位の割り込み優先レベルはプロセッサ割り込み優先レベル（IPL）と比較されます。
このとき、IPLより優先レベルが高く、かつ割り込み禁止フラグ（I）が“0”であれば、その割り込み要求は受け
付けられます。また、ここで受け付けられなかった割り込み要求は、その割り込み要求が受け付けられる、
又は割り込み要求ビットをソフトウエアで“0”にするまで保持されます。
割り込み優先順位の判定は、CPUがオペコードを取り込むとき（オペコードフェッチサイクル）に行われ
ます。ただし、割り込み優先順位の判定中には、オペコードフェッチサイクルが来ても新たに判定を始める
ことはありません（図7.6.2参照）。割り込み優先順位の判定中は、割り込み要求ビットの状態、及び割り込み優先
レベルをラッチしていますので、これらの内容が変化しても、判定は変化する前の状態に対して行われます。
割り込み優先順位の判定は、CPUがオペコードを取り込むときに行われますので、次の場合はその動作が終了
した後CPUが次の命令のオペコードを取り込むまで、割り込み要求を受け付けません。

●MVN、MVP命令など、サイクル数の多い命令の実行中

図7.5.2　割り込み優先順位判定モデル

Ｙ Ｘ

Ｚ

優先レベルの比較

Ｘ≧Ｙのとき　Ｚ＝Ｘ
Ｘ＜Ｙのとき　Ｚ＝Ｙ

割り込み要因Ｙ

時
間

コンパレータ
Ｘ：前段のコンパレータでの比較の結果送られてきた優先レベル
　　（この時点では1番高い優先レベル）

Ｙ：割り込み要因Ｙの優先レベル

Ｚ：この時点で1番高い優先レベル
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7.6　割り込み優先順位判定時間

7.6　割り込み優先順位判定時間

割り込み要求は、サンプリング開始から割り込み優先順位判定時間経過後に受け付けられます。割り込み
優先順位判定時間は割り込み優先順位判定時間選択ビット（図7.6.1参照）で選択できます。割り込み優先順位
判定時間には、通常「fsysの2サイクル」を選択してください。
図7.6.2に割り込み優先順位判定時間について示します。

図7.6.2　割り込み優先順位判定時間

図7.6.1　プロセッサモードレジスタ0のレジスタ構成

fsys

オペコードフェッチサイクル

サンプリングパルス

fsysの7サイクル

fsysの4サイクル

fsysの2サイクル

（注）

割り込み
優先順位
判定時間

注．「fsysの2サイクル」を選択した場合はパルスあり。

注 1．MD0端子にVSSレベルを印加しているときは“0”、VCCレベルを印加しているときは“1”になります（“1”に固定される）。
2．

_____ _____ _____

CSi領域以外の外部領域に対して有効です。CSi領域のバスサイクルは、これらのビットの内容にかかわらず、対応するCSi

領域バスサイクル選択ビット0、1（8016、8216、8416、8616番地のビット0, 1、8116、8316、8516、8716番地のビット3）によって
決まります。

3．MD0端子にVSSレベルを印加しているときは“0”、VCCレベルを印加しているときは“1”になります。

ビット名ビット

プロセッサモードレジスタ0【5E16番地】

機　能 リセット時 R/W

プロセッサモードビット

外部バスサイクル選択ビット0
（注2）

割り込み優先順位判定時間
選択ビット

ソフトウエアリセットビット

クロックφ1出力選択ビット

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0 0：シングルチップモード
0 1：メモリ拡張モード
1 0：マイクロプロセッサモード
1 1：選択禁止

b1 b0

0 0：fsysの7サイクル
0 1：fsysの4サイクル
1 0：fsysの2サイクル
1 1：選択禁止

b5 b4

このビットに“1”を書き込むと、マイクロ
コンピュータはリセットされる
読み出し時の値は“0”

0：φ1出力禁止（P41はプログラマブル入出力ポート
として機能）

1：φ1出力許可（P41はクロックφ1出力端子として
機能）

0

1

2

3

4

5

6

7

0

（注1）

0

1

0

0

0

（注3）

RW

RW

RW

RW

RW

RW

WO

RW

0 0：バスサイクル1φ+1φ
0 1：バスサイクル1φ+2φ
1 0：バスサイクル1φ+3φ
1 1：バスサイクル2φ+2φ

b2b3
0 0：バスサイクル2φ+3φ
0 1：バスサイクル2φ+4φ
1 0：バスサイクル3φ+3φ
1 1：バスサイクル3φ+4φ

b2b3

（外部バスサイクル選択
ビット1＝0時）

（外部バスサイクル選択
ビット1＝1時）
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7.7　割り込み要求受付から割り込みルーチン実行まで

7.7　割り込み要求受付から割り込みルーチン実行まで

割り込み要求が受け付けられてから割り込みルーチンを実行するまでの過程について説明します。
割り込み要求が受け付けられると、 受け付けられた割り込みの割り込み要求ビットを“0”にし、その時点で
実行していた命令が終了した次のサイクルから、割り込み処理を行います。図7.7.1に割り込み要求発生から
割り込みルーチン実行までを示します。割り込み要求が受け付けられた時点の命令が終了すると、INTACK
（Interrupt Acknowledge）シーケンスを実行し、7F000016～7FFFFF16番地に設定された割り込みルーチンの
先頭番地に分岐します。INTACKシーケンスでは、次の動作を自動的に順次行います。

① INTACKシーケンス直前のプログラムバンクレジスタ（PG）の内容をスタック領域に退避する。
② INTACKシーケンス直前のプログラムカウンタ（PC）の内容をスタック領域に退避する。
③ INTACKシーケンス直前のプロセッサステータスレジスタ（PS）の内容をスタック領域に退避する。
④ 割り込み禁止フラグ（I）を“1”にする。
⑤ プロセッサ割り込み優先レベル（IPL）に、受け付けられた割り込みの割り込み優先レベルを設定する。
⑥  “7F16”をプログラムバンクレジスタ（PG）に、割り込みベクトル番地の内容をプログラムカウンタ（PC）
に設定する。

INTACKシーケンスの実行には、最短でfsysの15サイクルが必要です。図7.7.2にINTACKシーケンスのタイミング
を示します。
INTACKシーケンス終了後は、割り込みルーチンの先頭番地から命令を実行します。

図7.7.1　割り込み要求発生から割り込みルーチン実行まで

①

命令1 命令2 INTACKシーケンス 割り込みルーチン内の命令

時間
@

@：割り込み優先順位の判定期間割り込み応答時間

@

② ③

割り込み要求受付

割り込み要求発生

① 割り込み要求発生時点からそのとき実行している命令が終了するまでの時間
② ①の次の命令（割り込み優先順位判定開始）から判定終了時に実行している
 命令が終了するまでの時間
③ INTACKシーケンスを実行する時間（最短でfsysの15サイクル）
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7.7　割り込み要求受付から割り込みルーチン実行まで

図7.7.2　INTACKシーケンスのタイミング（最短）

7.7.1　割り込み要求受付時のプロセッサ割り込み優先レベル（IPL）の変化

割り込み要求が受け付けられると、プロセッサ割り込み優先レベル（IPL）には受け付けられた割り込みの
割り込み優先レベルが設定されます。これは、この後の多重割り込み処理を容易にするためです（「7.9 多重
割り込み」参照）。

_______

リセット時、NMI割り込み要求、監視タイマ割り込み要求、0除算割り込み要求が受け付けられたときは、
表7.7.1に示す値がIPLに設定されます。

表7.7.1　割り込み要求受付時のプロセッサ割り込み優先レベル（IPL）の変化

リセット                     　
_______

NMI割り込み
監視タイマ割り込み
0除算割り込み
上記以外の割り込み

割り込み
レベル0（0002）が設定される
レベル7（1112）が設定される
レベル7（1112）が設定される
変化しない
受け付けられた割り込みの割り込み優先レベルが設定される

●バスサイクル1φ+1φ、割り込み要求受付時のスタックポインタ(S)の内容が偶数のとき

不定 00 00 00

DB7～DB0

AD23～AD16

AD15～AD0

PG

DB15～DB8

φCPU

fsys

007F

不定 [S] [S]–2 [S]–4 FFXX16 AD15～AD0

不定 PSH 次の命令

PSL 次の命令

AD15～AD8

AD7～AD0

PCH

PCL

INTACKシーケンス

        [S] ：スタックポインタ(S)の内容
 FFXX16 ：ベクトル番地

 fsys、φCPU ：内部クロック（図5.2.1参照）
 AD0～AD23 ：内部アドレスバス
 DB0～DB15 ：内部データバス

注．スタック領域が内部領域の場合は、上記信号は外部に出力されません。
　　スタック領域が外部領域の場合は、AD0～AD23(A0～A23)、DB0～DB15(D0～D15)、RD、BLW、及びBHWが外部に出力されます。
　  （いずれの場合も、fsysはφ1として出力できます。）

RD

BLW
BHW

00

0000

IPL

ベクトル番地
（下位）不定

IPLの変化
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7.7　割り込み要求受付から割り込みルーチン実行まで

7.7.2　レジスタ退避

INTACKシーケンスで行うレジスタ退避動作は、割り込み要求受付時のスタックポインタ（S）の内容が偶数
の場合と、奇数の場合で異なります。
スタックポインタ（S）の内容が偶数のとき、プログラムカウンタ（PC）及びプロセッサステータスレジスタ

（PS）の内容はそれぞれ16ビット同時に退避されます。奇数のときは、それぞれ8ビットずつ2回に分けて
退避されます。図7.7.3にレジスタ退避動作を示します。

INTACKシーケンスではプログラムバンクレジスタ（PG）、プログラムカウンタ（PC）、及びプロセッサ
ステータスレジスタ（PS）の内容だけをスタック領域に退避します。その他の必要なレジスタの内容は、割り
込みルーチンの最初でソフトウエアによって退避してください。PSH命令を用いると、1命令でスタック
ポインタ（S）を除くすべてのCPUレジスタを退避できます。

図7.7.3　レジスタ退避動作

注．[S]は割り込み要求受付時点のスタックポインタ(S)の初期値です。
　　レジスタ退避終了後、Sの内容は[S]ー5となります。

（1）スタックポインタ(S)の内容が偶数のとき

[S]（偶数）

[S]ー1（奇数）

[S]ー2（偶数）

[S]ー3（奇数）

[S]ー4（偶数）

番地 退避順序

③16ビット同時に退避

①

②16ビット同時に退避

3回で退避を完了

プロセッサステータスレジスタの下位バイト（PSL）

プロセッサステータスレジスタの上位バイト（PSH）

プログラムカウンタの下位バイト（PCL）

プログラムカウンタの上位バイト（PCH）

プログラムバンクレジスタ（PG）

（2）スタックポインタ(S)の内容が奇数のとき

[S]（奇数）

[S]ー1（偶数）

[S]ー2（奇数）

[S]ー3（偶数）

[S]ー4（奇数）

番地 退避順序

③

①

②

5回で退避を完了

⑤

④

8ビットずつ退避

[S]ー5（奇数）

[S]ー5（偶数）

　 

プロセッサステータスレジスタの下位バイト（PSL）

プロセッサステータスレジスタの上位バイト（PSH）

プログラムカウンタの下位バイト（PCL）

プログラムカウンタの上位バイト（PCH）

プログラムバンクレジスタ（PG）
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7.8　割り込みルーチンからの復帰

割り込みルーチンの最後でRTI命令が実行されると、スタック領域に退避していたINTACKシーケンス直前の
プログラムバンクレジスタ（PG）、プログラムカウンタ（PC）、及びプロセッサステータスレジスタ（PS）の内容
を自動的に復帰し、割り込み要求受付前に実行していたルーチンに戻って中断していた処理を継続します。
割り込みルーチン内でソフトウエアによって退避したレジスタ類は、RTI命令実行前に、退避したときと
同じデータ長／レジスタ長でPUL命令などを使用して復帰してください。

7.9　多重割り込み

割り込みルーチンへ分岐した直後は、

　●割り込み禁止フラグ（I）は“1”（割り込み禁止状態）
　●受け付けられた割り込みの割り込み要求ビットは“0”
　●プロセッサ割り込み優先レベル（IPL）＝受け付けられた割り込みの割り込み優先レベル

になります。
したがって、IPLを変更しない限り、割り込みルーチン内で割り込み禁止フラグ（I）を“0”にすることに
よって、実行中の割り込みより高い優先順位を持つ割り込み要求を受け付けることができます。これが多重割り込み
です。
図7.9.1に多重割り込みについて示します。
なお、優先順位が低いために受け付けられなかった割り込み要求は保持されます。また、RTI命令を実行
すると、割り込み要求受付前に実行していたルーチンの割り込み優先レベルがIPLへ復帰されますので、次に
割り込み優先順位の判定が行われたとき、以下の状態であれば保持されていた割り込み要求が受け付けられます。

　　　保持されていた割り込み要求の 　　　プロセッサ割り込み優先レベル
　　　割り込み優先レベル         　　　  （IPL）

注．
_______

すべての割り込みルーチン実行中に、0除算、監視タイマ、NMI割り込みの割り込み要求が発生した場合
は、それらの割り込み要求はすぐに受け付けられます。

＞

7.8　割り込みルーチンからの復帰　7.9　多重割り込み



7911グループユーザーズマニュアル 7-15

7
割り込み

7.9　多重割り込み

図7.9.1　多重割り込み

メインルーチンリセット

I = 1

IPL = 0

I = 0

割り込み1

I = 1

IPL = 3

I = 0

割り込み2

I = 1

IPL = 5

RTI

I = 0

IPL = 3

割り込み3

RTI

I = 0

IPL = 0

割り込み3

I = 1

IPL = 2

RTI

I = 0

IPL = 0

割り込み1

割り込み優先レベル = 3

割り込み2

割り込み3

割り込み優先レベル = 5

割り込み優先レベル = 2

割り込み優先レベルが低い
ために受け付けられない

割り込み要求発生 ネスチング

時間

: 自動的に実行されます。
: ソフトウエアで設定してください。

I : 割り込み禁止フラグ

IPL : プロセッサ割り込み優先レベル

メインルーチンの命令は
実行されない

多重割り込み
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7.10　外部割り込み

7.10　外部割り込み

_______ _______

外部割り込みには、NMI割り込み及びINTi割り込みがあります。

______

7.10.1　NMI割り込み
______ ______ ______

NMI割り込み要求は、NMI端子の入力信号の立ち下がりで発生します。NMI割り込みはノンマスカブル割り込み
のため、割り込み禁止フラグ（I）の内容にかかわらず、割り込み要求が発生すると必ず受け付けられます。

_______ _______ _______

また、NMI割り込み実行中に、再度NMI割り込み要求が発生すると、そのNMI割り込みも受け付けられます
（多重割り込み）。

_______ _______

ノイズやチャタリングがNMI端子に入力されると、何度もNMI割り込み要求が発生する可能性があります。
この場合、多重割り込みのネスチングが深くなり、スタック領域の増大により必要なデータを破壊する可能性
もありますので注意してください。

_______ _______ ____________

NMI読み出しビット（図7.10.1参照）を読み出すとNMI端子の状態を読み込めます。また、RESET端子のレベル
_______

が“L”の期間及びリセット後、NMI端子はプルアップされます。したがって、外部にプルアップ抵抗を接続する
必要がありません。

_______

NMI端子プルアップ選択ビット（図7.10.2参照）を“1”にすると、プルアップは解除されます。
_______

NMI端子に入力する信号には、fsysに関係なく、250ns以上の“L”レベル幅が必要です。

_______

7.10.2　INTi割り込み
_______ _______ _______

INTi（i＝0～4）割り込み要求は、INTi端子の入力信号によって発生します。表7.10.1にINTi割り込み要求発生
要因を示します。

_______ _______ _______ _______

INT2～INT4端子は、INT2～INT4端子選択ビット（図7.10.3参照）によって端子の配置を変更できます。
_______ _______ _______ _______ _______

P62/INT0、P63/INT1、P64（P77）/INT2、P80（P74）/INT3、及びP84（P75）/INT4端子を外部割り込みの入力端子
として使用する場合は、共用となっているポートの方向レジスタを“0”にしてください（図7.10.4参照）。

_______

また、INTi端子に入力する信号には、fsysに関係なく、250ns以上の“H”レベル幅、又は“L”レベル幅が必要
です（注）。

_______ _______ _______ _______ _______

なお、P62/INT0、P63/INT1、P64（P77）/INT2、P80（P74）/INT3、及びP84（P75）/INT4端子を外部割り込みの入力
端子として使用する場合にも、E16番地（ポートP6レジスタ）、F16番地（ポートP7レジスタ）、及び1216番地
（ポートP8レジスタ）の対応ビットを読み出すと端子の状態を読み込めます。

注.　割り込み要求発生要因として、
・立ち下がり又は“L”レベルを選択している場合は“L”レベル幅を250ns以上
・立ち上がり又は“H”レベルを選択している場合は“H”レベル幅を250ns以上

にしてください。

___

表7.10.1　INTi割り込み要求発生要因

___ ___ ___

INTi割り込みは、常にINTi端子の状態を検出して割り込み要求を発生しますので、INTi割り込みを使用しない
___

場合は、INTi割り込みの優先レベルをレベル0にしてください。

レベルセンス／エッジセンス
切り替えビット

（6E16､6F16､7D16～7F16番地のビット5）

極性切り替えビット
（6E16､6F16､7D16～7F16番地のビット4）

割り込み要求発生要因
_______

（INTi端子の入力信号が以下の状態のとき割り込み要求が発生）

0
0
1
1

0
1
0
1

立ち下がり＜エッジセンス＞
立ち上がり＜エッジセンス＞
 “H”レベル＜レベルセンス＞
 “L”レベル＜レベルセンス＞
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図7.10.1　外部割り込み入力読み出しレジスタのレジスタ構成

不定

不定

不定

不定

0

不定

0

不定

RW(注)

RW(注)

RW(注)

RW(注)

－

RO

－

－

ビット名ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

外部割り込み入力読み出しレジスタ【9516番地】

機　能 リセット時 R/W
_____

KI0入力検出ビット
_____

KI1入力検出ビット
_____

KI2入力検出ビット
_____

KI3入力検出ビット

読み出し時の値は“0”
_______

NMI読み出しビット

読み出し時の値は“0”

何も配置されていない

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

____

対応するKIi端子への立ち下がりエッジ入力を示す
　0：立ち下がり入力あり
　1：立ち下がり入力なし

0：Lレベル
1：Hレベル

注．“0”を書くと“1”になります。“1”を書いても変化しません。
これらのビットへの書き込みにはMOVM（MOVMB）命令、又はSTA（STAB, STAD）命令を使用してください。

図7.10.2　ポート機能制御レジスタのレジスタ構成

0

0

0

0

0

0

0

RW

RW

RW

RW

RW

－

RW

ポート機能制御レジスタ【9216番地】
b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0

1

2

3

4

6、5

7

ビット名ビット 機　能 リセット時 R/W

アドレス／ポート切り替え
ビット

“0”に固定してください

P44～P47プルアップ選択ビット

読み出し時の値は“0”
_______

NMI端子プルアップ選択ビット

0 0 0：A0～A23（16Mバイト）
0 0 1：A0～A21、P06、P07（4Mバイト）
0 1 0：A0～A19、P04～P07（1Mバイト）
0 1 1：A0～A17、P02～P07（256Kバイト）
1 0 0：A0～A15、P00～P07（64Kバイト）
1 0 1：選択禁止
1 1 0：A0～A11、P00～P07、P114～P117（4Kバイト）
1 1 1：A0～A7、P00～P07、P110～P117（256バイト）

b2 b1b0

_______

注1．パラレル入出力モード（MD1＝VCC、MD0＝VCC）時は、これらのビットの内容にかかわらず、P44～P47及びNMI端子はプルアップ
されません。

______

　2．マイクロプロセッサモード（MD1＝VSS、MD0＝VCC）時は、このビットの内容にかかわらず、CS0（P44）はプルアップされません。

0：P44～P47をプルアップする
1：P44～P47をプルアップしない （注1、2）

_______

0：NMI端子をプルアップする_______

1：NMI端子をプルアップしない （注1）

0
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図7.10.3　外部割り込み入力制御レジスタのレジスタ構成

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

0

0

0

0

0

0

0

0

_______

0：INT2端子をP64に配置する_______

1：INT2端子をP77に配置する （注2）

ビット名ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

外部割り込み入力制御レジスタ【9416番地】

機　能 リセット時 R/W

キー入力割り込み選択ビット

キー入力割り込み端子
プルアップ選択ビット

キー入力割り込み端子
選択ビット

_______

INT2端子選択ビット

_______

INT3端子選択ビット

_______

INT4端子選択ビット

“0”に固定してください

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

_______

0：INT3割り込み
1：キー入力割り込み

_____ _____

0：KI0～KI3端子をプルアップしない_____ _____

1：KI0～KI3端子をプルアップする

0

_____ _____

0 0：KI0～KI3を選択_____ _____

0 1：KI0～KI2を選択_____ _____

1 0：KI0、KI1を選択_____

1 1：KI0を選択 （注1）

b3 b2

_______

0：INT3端子をP80に配置する （注3）_______

1：INT3端子をP74に配置する
_______

0：INT4端子をP84に配置する_______

1：INT4端子をP75に配置する （注4）

注1．
____

KIi端子を使用するときは、共用となっているタイマAの出力端子、及びパルス出力端子を選択しないでください（「第9章
タイマA」、「第11章 リアルタイム出力」参照）。

2．
_______ _________

INT2端子をP77に配置する場合は、AN7/ADTRG端子は使用しないでください。また、D-A1出力許可ビット（9616番地のビット1）
＝0（出力禁止）にしてください。

3．
_______

INT3端子をP80に配置する場合は、D-A2出力許可ビット（9616番地のビット2）＝0（出力禁止）にしてください。_______

INT3端子をP74に配置する場合は、AN4端子を使用しないでください。
4．

_______

INT4端子をP75に配置する場合は、AN5端子を使用しないでください。
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0

0

0

0

0

0

0

0

図7.10.4　ポートP6方向レジスタ、ポートP7方向レジスタ及びポートP8方向レジスタと外部割り込みの入力端子の対応

対応する端子名ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

ポートP6方向レジスタ【1016番地】

機　能 リセット時 R/W

TA4OUT端子

TA4IN端子
_______

INT0端子
_______

INT1端子
_______

INT2端子 （注）

TB0IN端子

TB1IN端子

TB2IN端子

0

0

0

0

0

0

0

0

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

_______

注．INT2端子選択ビット（9416番地のビット4）＝0の場合。

0：入力モード
1：出力モード

外部割り込みの入力端子として使用する場合
は、対応するビットを“0”にしてください。

対応する端子名ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

ポートP7方向レジスタ【1116番地】

機　能 リセット時 R/W

AN0端子

AN1端子

AN2端子

AN3端子
_______

INT3端子（AN4端子） （注1）
_______

INT4端子（AN5端子） （注1）

AN6/DA0端子
_______ _________

INT2端子（AN7/ADTRG/DA1端子） （注1）

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

注1．
_______ _______

INT2～INT4端子選択ビット（9416番地のビット4～6）＝1の場合。
2．（　）内は、共用となっている他の内蔵周辺装置の入出力端子を示します。

0：入力モード
1：出力モード

外部割り込みの入力端子として使用する場合
は、対応するビットを“0”にしてください。

対応する端子名ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

ポートP8方向レジスタ【1416番地】

機　能 リセット時 R/W

0

0

0

0

0

0

0

0

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

注1．
_______ _______

INT3、INT4端子選択ビット（9416番地のビット5、6）＝0の場合。
2．（　）内は、共用となっている他の内蔵周辺装置の入出力端子を示します。

0：入力モード
1：出力モード

外部割り込みの入力端子として使用する場合
は、対応するビットを“0”にしてください。

_______ ________ ________

INT3端子（CTS0/RTS0/DA2端子）（注1）
________

CTS0/CLK0端子

RXD0端子

TXD0端子
_______ ________ ________

INT4端子（CTS1/RTS1端子） （注1）
________

CTS1/CLK1端子

RXD1端子

TXD1端子
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_______

7.10.3　INTi割り込み要求ビットの機能
_______

図7.10.5にINTi割り込み要求を示します。

（1）エッジセンス選択時

割り込み要求ビットは、内部割り込みの割り込み要求ビットと同じ機能を持ちます。したがって、
割り込み要求が発生すると、割り込み要求ビットは“1”になり、割り込み要求が受け付けられるまで、
“1”の状態を保持します。また、ソフトウエアで割り込み要求ビットを“0”にして割り込み要求を消す、
又は“1”にして割り込み要求を発生させることができます。

（2）レベルセンス選択時

割り込み要求ビットは無効です。
_______

この場合、INTi端子が有効レベル＊1の期間には、割り込み要求が連続して発生します。また、割り込み
_______

要求が受け付けられないまま、INTi端子が無効レベル＊2に変化した場合も、割り込み要求は保持されません
（図7.10.6参照）。

有効レベル＊1：極性切り替えビット（6E16、6F16、7D16～7F16番地のビット4）で選択したレベル
無効レベル＊2：有効レベルと逆のレベル

_______

図7.10.6　INTi割り込み要求（レベルセンス選択時）

_______

図7.10.5　INTi割り込み要求

割り込み要求が受け付けられる前にINTi端子の
レベルが無効レベルに変化した場合、
その割り込み要求は保持されません。

割り込み要求受付

メインルーチンへの復帰

メインルーチン

INTi端子のレベル
有効レベル

無効レベル

割り込みルーチン　
1回目

割り込みルーチン　
2回目

割り込みルーチン　
3回目

メインルーチン

データバス

AAA
AAA

エッジ検出回路
割り込み要求

0

1

割り込み要求ビットINTi端子

レベルセンス／エッジセンス
切り替えビット
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_______

7.10.4　INTi割り込み要求発生要因の切り替え
_______

INTi割り込み要求発生要因をレベルセンスからエッジセンスに切り替えるとき、及び極性を切り替える
ときに、割り込み要求ビットが“1”になることがあります。それぞれ切り替えを行った後に、割り込み要求

_______

ビットを“0”にしてください。図7.10.7にINTi割り込み要求発生要因の切り替え手順例を示します。
　

レベルセンス／エッジセンス切り替え
ビットを“０”にする
（エッジセンスを選択）

割り込み要求ビットを“０”にする

割り込み優先レベルをレベル0にする
又は割り込み禁止フラグ（I）を“1”にする

（INTi 割り込み禁止）

割り込み優先レベルをレベル1～7にする
又は割り込み禁止フラグ（I）を“0”にする

（INTi割り込み要求受付可能）

極性切り替えビットを設定

割り込み要求ビットを“０”にする

割り込み優先レベルをレベル0にする
又は割り込み禁止フラグ（I）を“1”にする

（INTi 割り込み禁止）

割り込み優先レベルをレベル1～7にする
又は割り込み禁止フラグ（I）を“0”にする

（INTi割り込み要求受付可能）

(1) レベルセンスからエッジセンスへの切り替え時 (2) 極性切り替え時

注．上記の設定は個々に実行してください。2つ以上の設定を同時に（1命令で）実行しないでください。

_______

図7.10.7　INTi割り込み要求発生要因の切り替え手順例
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【割り込み使用上の注意】

1．割り込み優先レベル選択ビット（6E16～7F16番地のビット0～2）の内容を変更する場合、書き込み命令の実行
から割り込み優先レベルが変更されるまでに、fsysの2～7サイクルの時間を要します。このため、数命令間
の非常に短い時間内に同一割り込み要因の割り込み優先レベルを変更する場合、変更に必要となる時間を
ソフトウエアで確保する必要があります。図7.10.8に割り込み優先レベルの変更に必要な時間を確保する
場合のプログラム例を示します。なお、変更に必要な時間は、割り込み優先順位判定時間選択ビット
（5E16番地のビット4、5）の内容によって異なります。表7.10.2に図7.10.8のプログラム例で挿入する命令
数と割り込み優先順位判定時間選択ビットの関係を示します。

図7.10.8　割り込み優先レベルの変更に必要な時間を確保する場合のプログラム例

表7.10.2　図7.10.8のプログラム例で挿入する命令数と割り込み優先順位判定時間選択ビットの関係

割り込み優先レベルの変更に
必要な時間b4

挿入する命令数
b5

割り込み優先順位判定時間選択ビット（注）

0
0
1
1

0
1
0
1

fsysの7サイクル
fsysの4サイクル
fsysの2サイクル
選択禁止

NOP命令7個以上
NOP命令4個以上
NOP命令2個以上

注．できる限り［b5＝1、b4＝0］にしてください。

2．
_______ __________

INT2端子をP77に配置する場合は、AN7/ADTRG端子は使用しないでください。また、D-A1出力許可ビット
（9616番地のビット1）＝0（出力禁止）にしてください。

　
_______

INT3端子をP80に配置する場合は、D-A2出力許可ビット（9616番地のビット2）＝0（出力禁止）にしてください。
_______

INT3端子をP74に配置する場合は、AN4端子を使用しないでください。
　

_______

INT4端子をP75に配置する場合は、AN5端子を使用しないでください。

MOVMB 00XXH, #0XH   ;  割り込み優先レベル選択ビットへの書き込み命令
NOP                ;  NOP命令挿入（注）
NOP                 ; 
NOP                 ;
MOVMB 00XXH, #0XH   ;  割り込み優先レベル選択ビットへの書き込み命令

注． NOP命令のサイクル数に相当する他の命令（XX16番地への書き込み命令を除く）を挿入
 することもできます。挿入するNOP命令数については、表7.10.2を参照してください。

XX：6E～7Fの対象となる番地
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8.1　概　要

キー入力割り込みは4本の端子のいずれかの入力信号の立ち下がりで、割り込み要求を発生する機能です。
ストップモード、又はウエイトモード解除時、この機能を利用するとキーオンウエイクアップを実現できます。
ストップモード、ウエイトモードについては｢第16章 ストップモード、ウエイトモード」を参照してください。

8.1　概　要

____

キー入力割り込み要求は、KIi（i＝0～3）端子のいずれかへの入力信号の立ち下がりで発生します。したがって、
外部に図8.1.1に示すようなキーマトリクスを構成すると、キーを押すだけで割り込み要求を発生させることが
できます。

____

KIi端子のうち何本をキー入力割り込み端子として使用するかを、ソフトウエアで選択できます。また、キー
入力割り込み端子として選択した端子は、ソフトウエアでプルアップできます。

_______

なお、キー入力割り込みのベクトル番地、及び割り込み制御レジスタは、INT3割り込みと共用です。キー入力
_______

割り込みを選択した場合、INT3割り込みは使用できません。

図8.1.1　キー入力割り込み機能を使用するキーマトリクス例

KI3

KI2

KI1

KI0

P67

P66

P65

P64

キーマトリクスM37911
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8.2　ブロック説明

8.2　ブロック説明

キー入力割り込み機能のブロック図を図8.2.1に示し、キー入力割り込み関連レジスタについて以下に説明
します。

図8.2.1　キー入力割り込み機能ブロック図

プルアップ
トランジスタ

プルアップ
トランジスタ

プルアップ
トランジスタ

P54/KI0

P56方向レジスタ

キー入力割り込み端子
プルアップ選択ビット

P56/KI2

KI2許可信号（注）

INT3割り込み要求

INT3割り込み制御レジスタ

0

1

キー入力割り込み端子
プルアップ選択ビット

P57/KI3

P57方向レジスタ

KI3許可信号（注）

P57/KI3

割り込み制御回路

注．KIi許可信号（i＝0～3）：キー入力割り込み選択ビット＝1、
 かつキー入力割り込み端子選択ビットでKIiを選択したときに
 “1”となる信号

ポートP5j方向レジスタ ：D16番地のビットj（j＝4～7）
INT3割り込み制御レジスタ ：6E16番地
キー入力割り込み選択ビット ：9416番地のビット0
キー入力割り込み端子プルアップ選択ビット
  ：9416番地のビット1
INT3端子選択ビット ：9416番地のビット5
KIi入力検出ビット（i＝0～3） ：9516番地のビット0～3

0

1
P74/(INT3)

P80/INT3
INT3端子
選択ビット キー入力割り込み

選択ビット

P55方向レジスタ

キー入力割り込み端子
プルアップ選択ビット

P55/KI1

KI1許可信号（注）

P54方向レジスタ

キー入力割り込み端子
プルアップ選択ビット

KI0許可信号（注）

プルアップ
トランジスタ

KI2入力
検出ビット

KI1入力
検出ビット

S

R
Q

KI3入力検出
ビットへの
“0”書き込み

KI3入力
検出ビット

S

R
Q

KI2入力検出
ビットへの
“0”書き込み

S

R
Q

KI1入力検出
ビットへの
“0”書き込み

S

R
Q

KI0入力検出
ビットへの
“0”書き込み

KI0入力
検出ビット

入力エッジ検出回路

入力エッジ検出回路

入力エッジ検出回路

入力エッジ検出回路
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8.2.1　外部割り込み入力制御レジスタ

図8.2.2に外部割り込み入力制御レジスタのレジスタ構成を示します。

図8.2.2　外部割り込み入力制御レジスタのレジスタ構成

（1）キー入力割り込み選択ビット（ビット0）
________

キー入力割り込みはINT3割り込みと共用です。このビットを“1”にすると、キー入力割り込みが選択
_______

されます。キー入力割り込みを選択した場合、INT3割り込みは使用できません。

（2）キー入力割り込み端子プルアップ選択ビット（ビット1）
____

このビットを“1”にすると、キー入力割り込み端子として選択されたKIi端子がプルアップされます。
____

キーマトリクスを構成する際、これらのビットを“1”にしてKIi端子をプルアップすると、外部にプルアップ
抵抗を接続する必要がありません。
なお、プログラマブル入出力ポートとして機能している場合は、このビットの内容にかかわらず、
プルアップされません。

（3）キー入力割り込み端子選択ビット（ビット2、3）
____

KIi端子のうち何本をキー入力割り込み端子として使用するかを選択するビットです。キー入力割り込み
端子として使用しない端子は、プログラマブル入出力ポートとして使用できます。

____

KIi端子に入力する信号には、f（XIN）に関係なく、250ns以上の“L”レベル幅が必要です。

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

0

0

0

0

0

0

0

0

_______

0：INT2端子をP64に配置する_______

1：INT2端子をP77に配置する （注2）

ビット名ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

外部割り込み入力制御レジスタ【9416番地】

機　能 リセット時 R/W

キー入力割り込み選択ビット

キー入力割り込み端子
プルアップ選択ビット

キー入力割り込み端子
選択ビット

_______

INT2端子選択ビット

_______

INT3端子選択ビット

_______

INT4端子選択ビット

“0”に固定してください

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

_______

0：INT3割り込み
1：キー入力割り込み

_____ _____

0：KI0～KI3端子をプルアップしない_____ _____

1：KI0～KI3端子をプルアップする

0

_____ _____

0 0：KI0～KI3を選択_____ _____

0 1：KI0～KI2を選択_____ _____

1 0：KI0、KI1を選択_____

1 1：KI0を選択 （注1）

b3 b2

_______

0：INT3端子をP80に配置する （注3）_______

1：INT3端子をP74に配置する
_______

0：INT4端子をP84に配置する_______

1：INT4端子をP75に配置する （注4）

注1．
____

KIi端子を使用するときは、共用となっているタイマAの出力端子、及びパルス出力端子を選択しないでください（「第9章
タイマA」、「第11章 リアルタイム出力」参照）。

2．
_______ _________

INT2端子をP77に配置する場合は、AN7/ADTRG端子は使用しないでください。また、D-A1出力許可ビット（9616番地のビット1）
＝0（出力禁止）にしてください。

3．
_______

INT3端子をP80に配置する場合は、D-A2出力許可ビット（9616番地のビット2）＝0（出力禁止）にしてください。_______

INT3端子をP74に配置する場合は、AN4端子を使用しないでください。
4．

_______

INT4端子をP75に配置する場合は、AN5端子を使用しないでください。
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8.2.2　外部割り込み入力読み出しレジスタ
____ ____

図8.2.1に示すように、キー入力割り込み機能はKIi端子ごとに入力エッジ検出回路を持っています。KIi端子
____

への入力信号の立ち下がりで、対応するKIi入力検出ビット（図8.2.3参照）が“0”になります。これらのビットの
内容を読み出すことにより、どの端子に入力があったかを判断できます。これらのビットを“1”にする場合は、
“0”を書き込んでください。
図8.2.3に外部割り込み入力読み出しレジスタのレジスタ構成を示します。

図8.2.3　外部割り込み入力読み出しレジスタのレジスタ構成

不定

不定

不定

不定

0

不定

0

不定

RW(注)

RW(注)

RW(注)

RW(注)

－

RO

－

－

ビット名ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

外部割り込み入力読み出しレジスタ【9516番地】

機　能 リセット時 R/W
_____

KI0入力検出ビット
_____

KI1入力検出ビット
_____

KI2入力検出ビット
_____

KI3入力検出ビット

読み出し時の値は“0”
_______

NMI読み出しビット

読み出し時の値は“0”

何も配置されていない

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

____

対応するKIi端子への立ち下がりエッジ入力を示す
　0：立ち下がり入力あり
　1：立ち下がり入力なし

0：Lレベル
1：Hレベル

注．“0”を書くと“1”になります。“1”を書いても変化しません。
これらのビットへの書き込みにはMOVM（MOVMB）命令、又はSTA（STAB, STAD）命令を使用してください。
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_______

8.2.3　INT3割り込み制御レジスタ
_______

キー入力割り込みはINT3割り込みと共用です。割り込みベクトル番地には、7FFFD216、7FFFD316番地
_______ _______

（INT3割り込みのベクトル番地）を、割り込み制御レジスタには6E16番地（INT3割り込み制御レジスタ）を使用
_______

してください。キー入力割り込みを選択した場合、INT3割り込みは使用できません。
_______

キー入力割り込み要求受付時の動作は、INT3割り込み要求を受け付けた場合と同じです（「第7章 割り込み」
参照）。

________

図8.2.4にキー入力割り込み選択時のINT3割り込み制御レジスタのレジスタ構成を示します。各ビットの
詳細については、「第7章 割り込み」を参照してください。

_______

図8.2.4　キー入力割り込み選択時のINT3割り込み制御レジスタのレジスタ構成

0

1

2

3

4

7～5

ビット名ビット

_______

INT3割り込み制御レジスタ【6E16番地】

機　能 リセット時 R/W

割り込み優先レベル選択ビット

割り込み要求ビット

極性切り替えビット

何も配置されていない

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

注．このビットへの書き込みにはMOVM（MOVMB）命令、又はSTA（STAB, STAD）命令を使用してください。

0 0 0：レベル0（割り込み禁止）
0 0 1：レベル1
0 1 0：レベル2
0 1 1：レベル3
1 0 0：レベル4
1 0 1：レベル5
1 1 0：レベル6
1 1 1：レベル7

b2 b1b0

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

0：立ち下がりで割り込み要求ビットを“1”にする

0

0

0

0

0

不定

RW

RW

RW

RW
（注）

RW

－

0
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8.2.4　ポートP5方向レジスタ

キー入力割り込み端子はポートP5と共用です。これらの端子をキー入力割り込み端子として使用する場合
は、ポートP5方向レジスタの対応するビットを“0”にして入力モードに設定してください。図8.2.5にポート
P5方向レジスタとキー入力割り込み端子の対応を示します。

____

キー入力割り込み選択時、ポートP5レジスタ（B16番地）のビット4～7を読み出すと、対応するKIi端子の状態
を読むことができます。

0

0

0

0

0

0

0

0

TA0OUT/RTP00端子

TA0IN/RTP01端子

TA1OUT/RTP02端子

TA1IN/RTP03端子
_____

KI0端子（TA2OUT/RTP10端子）
_____

KI1端子（TA2IN/RTP11端子）
_____

KI2端子（TA3OUT/RTP12端子）
_____

KI3端子（TA3IN/RTP13端子）

図8.2.5　ポートP5方向レジスタとキー入力割り込み端子の対応

対応する端子名ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

ポートP5方向レジスタ【D16番地】

機　能 リセット時 R/W

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0：入力モード
1：出力モード

キー入力割り込み端子として使用する場合は、
対応するビットを“0”にしてください

注．（　）内は、共用となっている他の内蔵周辺装置の入出力端子を示します。
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8.3　関連レジスタの初期設定例

8.3　関連レジスタの初期設定例

図8.3.1にキー入力割り込み機能関連レジスタの初期設定例を示します。

図8.3.1　キー入力割り込み機能関連レジスタの初期設定例

AAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAA

AAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAA

b7 b0

割り込み優先レベルの設定

 INT3割り込み制御レジスタ【6E16番地】

割り込み優先レベル選択ビット
　レベル1～7に設定

割り込み要求ビット

0

AAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAA

b7 b0

ポートP5方向レジスタの設定

 ポートP5方向レジスタ【D16番地】

 KI0端子
 KI1端子
 KI2端子
 KI3端子

使用するキー入力割り込み端子に
対応するビットを“0”にする

b7 b0

　０：KI0～KI3端子をプルアップしない
　１：KI0～KI3端子をプルアップする（注）

キー入力割り込みの設定

 外部割り込み入力制御レジスタ【9416番地】

キー入力割り込み端子プルアップ選択ビット

0

キー入力割り込みの選択

1

　００：KI0～KI3を選択
　０１：KI0～KI2を選択
　１０：KI0、KI1を選択
　１１：KI0を選択

キー入力割り込み端子選択ビット
b3 b2

注．極性切り替えビット（6E16番地のビット4）
　　＝1の場合は、“0”にしてください。

極性切り替えビット
　０：立ち下がりで割り込み要求ビットを“1”にする

0

AAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAA

b7 b0

Kli入力検出ビットの初期化

 外部割り込み入力読み出しレジスタ【9516番地】

Kli入力検出ビット
　“0”を書き込む

0000
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9.1　概　要
9.2　ブロック説明
9.3　タイマモード
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9.1　概　要

9.1　概　要

タイマAは16ビットのリロード機能付きカウンタ5本（タイマA0～A4）で構成されています。タイマA0～A4
はそれぞれ独立して動作します。
タイマAi（ i＝0～4）には以下に示す4つの動作モードがあります。イベントカウンタモードを除いて、
タイマA0～A4は同一の機能を持ちます。

（1）タイマモード

内部で生成されたカウントソースをカウントするモードです。このモードでは、次の機能を使用できます。
・ゲート機能
・パルス出力機能

（2）イベントカウンタモード

外部信号をカウントするモードです。このモードでは、次の機能を使用できます。
・パルス出力機能
・二相パルス信号処理機能（タイマA2、A3、A4）

（3）ワンショットパルスモード

任意のパルス幅のパルスを1回出力するモードです。

（4）パルス幅変調（PWM）モード

任意のパルス幅のパルスを連続して出力するモードです。このモードでは、カウンタが以下に示すいずれかの
パルス幅変調器として動作します。
・16ビットパルス幅変調器
・8ビットパルス幅変調器
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9.2　ブロック説明

9.2　ブロック説明

タイマAのブロック図を図9.2.1に示し、タイマA関連レジスタについて以下に説明します。

図9.2.1　タイマAブロック図

データバス　(奇数)

データバス　(偶数)

タイマモード
ワンショットパルスモード
PWMモード

極性
切り替え

タイマモード
(ゲート機能)

イベントカウンタモード

トリガ

カウント開始フラグ

ダウンカウント

アップダウンフラグ

(下位8ビット) (上位8ビット)

タイマAi リロードレジスタ（16）

タイマAi カウンタ（16）
タイマAi 
割り込み
要求ビット

アップカウント／
ダウンカウント切り替え
イベントカウンタモード
以外では常にダウンカウント

トグル
F.F.

パルス出力
機能選択ビット

TAi IN

TAi OUT

f4096

カウントソース
選択ビットf2

f16

f512

f1

f64

タイマAクロック
分周指定ビット
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9.2　ブロック説明

9.2.1　カウンタ及びリロードレジスタ（タイマAiレジスタ）

タイマAiカウンタ、及びリロードレジスタは16ビットで構成されています。
カウンタはカウントソースを入力するごとにダウンカウントします。イベントカウンタモード時はアップ
カウンタとしても動作できます。
リロードレジスタはカウンタの初期値を記憶しておくレジスタです。カウンタがアンダフロー、又は
オーバフローするとき、リロードレジスタの内容はカウンタへリロードされます。
カウンタ及びリロードレジスタへの値の設定は、タイマAiレジスタへの書き込みによって行います。
表9.2.1にタイマAiレジスタのメモリ配置を示します。
カウント停止中にタイマAiレジスタに書き込んだ値は、カウンタ及びリロードレジスタに設定されます。
カウント中にタイマAiレジスタに書き込んだ値は、リロードレジスタにだけ設定されます。この場合、更新
されたリロードレジスタの内容が次のリロード時にカウンタへ転送されます。タイマAiレジスタを読み
出したとき読み出される値は、動作モードによって異なります。表9.2.2にタイマAiレジスタの読み出し、及び
書き込みについて示します。

表9.2.1　タイマAiレジスタのメモリ配置

4716番地
4916番地
4B16番地
4D16番地
4F16番地

4616番地
4816番地
4A16番地
4C16番地
4E16番地

上位バイト

注．リセット時、タイマAiレジスタは不定になります。

注1．【タイマモード使用上の注意】及び【イベントカウンタモード使用上の注意】を併せて参照してください。
2．読み出し、及び書き込みは16ビット単位で行ってください。

表9.2.2　タイマAiレジスタの読み出し、及び書き込み

書き込み
〈カウント中〉
リロードレジスタに書き込む
〈カウント停止中〉
カウンタ及びリロードレジスタに書き込む

カウンタの値を読み出す（注1）

不定値を読み出す

タイマモード
イベントカウンタモード
ワンショットパルスモード
パルス幅変調（PWM）モード

タイマA0レジスタ
タイマA1レジスタ
タイマA2レジスタ
タイマA3レジスタ
タイマA4レジスタ

タイマAiレジスタ 下位バイト

動作モード 読み出し
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f1
f64
f512
f4096

9.2.2　タイマAクロック分周指定レジスタ

タイマモード、ワンショットパルスモード、及びパルス幅変調（PWM）モードでは、カウントソース選択
ビット（5616～5A16番地のビット6、7）、及びタイマAクロック分周指定ビット（4516番地のビット0、1）によって、
カウントソースを選択できます。図9.2.2にタイマAクロック分周指定レジスタのレジスタ構成を、表9.2.3に
カウントソース（タイマモード、ワンショットパルスモード、及びパルス幅変調（PWM）モード時）を示します。

図9.2.2　タイマAクロック分周指定レジスタのレジスタ構成

表9.2.3　カウントソース（タイマモード、ワンショットパルス
モード、及びパルス幅変調（PWM）モード時）

00
01
10
11

f2
f16
f64
f512

カウントソース選択ビット
（5616 ～ 5A16 番地のビット 7, 6）

00 01 10 11

タイマAクロック分周指定ビット
（4516番地のビット1, 0）

選択禁止

ビット名ビット

0

1

7～2

タイマAクロック分周指定レジスタ【4516番地】

機　能 リセット時 R/W

タイマAクロック分周指定ビット

読み出し時の値は“0”

0

0

0

RW

RW

－

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

表9.2.3参照

f1
f16
f64
f4096
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図9.2.3　カウント開始フラグのレジスタ構成

9.2.4　タイマAiモードレジスタ

図9.2.4にタイマAiモードレジスタのレジスタ構成を示します。動作モード選択ビットは、タイマAiの動作
モードを選択するためのビットです。動作モードによって機能が異なるビット2～7については、各動作モード
の節で説明します。

図9.2.4　タイマAiモードレジスタのレジスタ構成

9.2.3　カウント開始フラグ

カウントを開始、又は停止させるためのレジスタです。各ビットがそれぞれ各タイマに対応しています。
図9.2.3にカウント開始フラグのレジスタ構成を示します。

ビット名ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

カウント開始フラグ【4016番地】

機　能 リセット時 R/W

タイマA0カウント開始フラグ

タイマA1カウント開始フラグ

タイマA2カウント開始フラグ

タイマA3カウント開始フラグ

タイマA4カウント開始フラグ

タイマB0カウント開始フラグ

タイマB1カウント開始フラグ

タイマB2カウント開始フラグ

0

0

0

0

0

0

0

0

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0：カウント停止
1：カウント開始

ビット名ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

タイマAiモードレジスタ（i＝0～4）【5616～5A16番地】

機　能 リセット時 R/W

動作モード選択ビット

動作モードによって機能が異なる

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0 0：タイマモード
0 1：イベントカウンタモード
1 0：ワンショットパルスモード
1 1：パルス幅変調（PWM）モード

b1 b0 0

0

0

0

0

0

0

0

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW
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9.2.5　タイマAi割り込み制御レジスタ

図9.2.5にタイマAi割り込み制御レジスタのレジスタ構成を示します。割り込みについての詳細は「第7章
割り込み」を参照してください。

図9.2.5　タイマAi割り込み制御レジスタのレジスタ構成

（1）割り込み優先レベル選択ビット（ビット2～0）

タイマAi割り込みの優先レベルを選択するためのビットです。タイマAi割り込みを使用する場合は
レベル1～7を選択してください。タイマAi割り込み要求が発生すると、優先レベルとプロセッサ割り込み
優先レベル（IPL）が比較され、優先レベルの方がIPLより大きい場合だけ、割り込みが許可されます
（ただし、割り込み禁止フラグ（I）が“0”の場合）。タイマAi割り込みを禁止する場合は、このビットを
“0002”（レベル0）に設定してください。

（2）割り込み要求ビット（ビット3）

タイマAi割り込み要求が発生したとき、このビットは“1”になります。その後、タイマAi割り込み要求
が受け付けられると、このビットは自動的に“0”になります。また、このビットはソフトウエアによって
“1”又は“0”にできます。

タイマAi割り込み制御レジスタ（i＝0～4）【7516～ 7916番地】
b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0

1

2

3

7～4

ビット名ビット 機　能 リセット時 R/W

割り込み優先レベル選択ビット

割り込み要求ビット

何も配置されていない

注．このビットへの書き込みにはMOVM（MOVMB）命令、又はSTA（STAB, STAD）命令を使用してください。

0 0 0：レベル0（割り込み禁止）
0 0 1：レベル1
0 1 0：レベル2
0 1 1：レベル3
1 0 0：レベル4
1 0 1：レベル5
1 1 0：レベル6
1 1 1：レベル7

b2 b1b0

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

0

0

0

0

不定

RW

RW

RW

RW
（注）

－



7911グループユーザーズマニュアル9-8

9
タイマA

9.2　ブロック説明

0

0

0

0

0

0

0

0

TA4OUT端子

TA4IN端子
_______

INT0端子
_______

INT1端子
_______

INT2端子 （注）

TB0IN端子

TB1IN端子

TB2IN端子

0

0

0

0

0

0

0

0

TA0OUT端子（RTP00端子）

TA0IN端子（RTP01端子）

TA1OUT端子（RTP02端子）

TA1IN端子（RTP03端子）
_____

TA2OUT端子（RTP10/KI0端子）
_____

TA2IN端子（RTP11/KI1端子）
_____

TA3OUT端子（RTP12/KI2端子）
_____

TA3IN端子（RTP13/KI3端子）

9.2.6　ポートP5方向レジスタ、ポートP6方向レジスタ

タイマA0～A3の入出力端子はポートP5、タイマA4の入出力端子はポートP6と共用です。これらの端子を
タイマAiの入力端子として使用する場合は、ポートP5方向レジスタ、ポートP6方向レジスタの対応するビット
を“0”にして入力モードに設定してください。タイマAiの出力端子として使用する場合は、方向レジスタの内容
にかかわらず、強制的にタイマAiの出力端子になります。図9.2.6にポートP5方向レジスタ及びポートP6方向
レジスタとタイマAiの入出力端子の対応を示します。

図9.2.6　ポートP5方向レジスタ及びポートP6方向レジスタとタイマAiの入出力端子の対応

対応する端子名ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

ポートP5方向レジスタ【D16番地】

機　能 リセット時 R/W

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0：入力モード
1：出力モード

タイマAiの入力端子として使用する場合は、
対応するビットを“0”にしてください

注．（　）内は、共用となっている他の内蔵周辺装置の入出力端子を示します。

対応する端子名ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

ポートP6方向レジスタ【1016番地】

機　能 リセット時 R/W

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

_______

注．INT2端子選択ビット（9416番地のビット4）＝0の場合。

0：入力モード
1：出力モード

タイマAiの入力端子として使用する場合は、
対応するビットを“0”にしてください。
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9.3　タイマモード

内部で生成されたカウントソースをカウントするモードです。表9.3.1にタイマモードの仕様を、図9.3.1に
タイマモード時のタイマAiレジスタ及びタイマAiモードレジスタのレジスタ構成を示します。

表9.3.1　タイマモードの仕様

カウントソース fi
カウント動作

分周比

カウント開始条件
カウント停止条件
割り込み要求発生タイミング
TAiIN端子の機能
TAiOUT端子の機能
タイマの読み出し
タイマの書き込み

項　　目 仕　　様

f1、f2、f16、f64、f512、又はf4096
●ダウンカウント
●アンダフロー時はリロードレジスタの内容をリロードしてカウントを継続

カウント開始フラグへの“1”書き込み
カウント開始フラグへの“0”書き込み
アンダフロー時
プログラマブル入出力ポート、又はゲート入力
プログラマブル入出力ポート、又はパルス出力
タイマAiレジスタを読み出すと、カウンタの値が読み出される
■カウント停止中
　タイマAiレジスタに書き込むと、リロードレジスタ及びカウンタの両方に
　書き込まれる
■カウント中
　タイマAiレジスタに書き込むと、リロードレジスタにだけ書き込まれる
　 （カウンタには次のリロード時に転送される）

1
（n＋1）

n：タイマAiレジスタ設定値
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0 0：
0 1：

1 0：ゲート機能あり
　　（TAiIN端子の入力信号が“L”レベルの期間だけ

カウンタはカウントを行う）
1 1：ゲート機能あり
　　（TAiIN端子の入力信号が“H”レベルの期間だけ

カウンタはカウントを行う）

図9.3.1　タイマモード時のタイマAiレジスタ及びタイマAiモードレジスタのレジスタ構成

注．このレジスタの読み出し、及び書き込みは、16ビット単位で行ってください。

タイマA0レジスタ【4716、4616 番地】
タイマA1レジスタ【4916、4816 番地】
タイマA2レジスタ【4B16、4A16番地】
タイマA3レジスタ【4D16、4C16番地】
タイマA4レジスタ【4F16、4E16番地】

不定15～0

ビット 機　能 リセット時 R/W

000016～FFFF16を設定可能
設定値をnとすると、カウンタはカウントソースをn＋1分周する
読み出し時はカウンタの値を読み出す

RW

b0b7b0b7
（b15） （b8）

ビット名ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

タイマAiモードレジスタ（i＝0～4）【5616～ 5A16番地】

機　能 リセット時 R/W

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0 0：タイマモード
b1 b0

0 0

b4 b3

0：パルス出力なし
（TAiOUT端子はプログラマブル入出力ポートと
して機能）

1：パルス出力あり
（TAiOUT端子はパルス出力端子として機能）（注）

ゲート機能なし
（TAiIN端子はプログラマブル入出力
ポートとして機能）

0

0

0

0

0

0

0

0

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

表9.2.3参照

0

動作モード選択ビット

パルス出力機能選択ビット

ゲート機能選択ビット

タイマモードでは“0”に固定してください

カウントソース選択ビット

____ ____

注．TA2OUT、TA3OUT端子をパルス出力端子として機能させるときは、共用となっているキー入力割り込み端子（KI0、KI2端子）を選択
しないでください（「第8章 キー入力割り込み」参照）。
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9.3.1　タイマモード設定方法

図9.3.2にタイマモード関連レジスタの初期設定例を示します。
なお、割り込みを使用する場合は割り込みを許可するための設定が必要です。詳細は「第7章 割り込み」を
参照してください。

図9.3.2　タイマモード関連レジスタの初期設定例

※カウンタはカウントソースを n＋1 分周します。

AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA

b7 b0

パルス出力機能選択ビット
　０：パルス出力なし
　１：パルス出力あり

0 0

タイマモードの選択及び各機能の選択

 タイマAiモードレジスタ（i＝0～4）【5616～5A16番地】

　表9.2.3参照

　００：
　０１：
　１０：ゲート機能あり
 （TAiIN端子の入力信号が“L”レベルの期間だけカウンタはカウントを行う）
　１１：ゲート機能あり
 （TAiIN端子の入力信号が“H”レベルの期間だけカウンタはカウントを行う）

b4 b3

タイマモードの選択

AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA

分周比の設定 

b7 b0

000016～FFFF16 (n)を設定可能

(b15) (b8)
b7 b0

タイマA0レジスタ【4716、 4616 番地】
タイマA1レジスタ【4916、 4816 番地】
タイマA2レジスタ【4B16、 4A16 番地】
タイマA3レジスタ【4D16、 4C16番地】
タイマA4レジスタ【4F16、 4E16 番地】

ゲート機能選択ビット

カウントソース選択ビット

　ゲート機能なし

0

AAAA
AAAA
AAAA

カウント開始

AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA

カウント開始フラグを“1”にする
b7 b0

カウント開始フラグ 【4016番地】

タイマA0カウント開始フラグ

タイマA1カウント開始フラグ

タイマA2カウント開始フラグ

タイマA3カウント開始フラグ

タイマA4カウント開始フラグ

AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA

割り込み優先レベルの設定

b7 b0 タイマAi割り込み制御レジスタ（i＝0～4）
【7516～7916番地】

割り込み優先レベル選択ビット
割り込み使用時は、レベル1～7に設定
割り込み禁止時は、レベル0に設定

ポートP5方向レジスタ、ポートP6方向レジスタの設定

b7 b0

ポートP5方向レジスタ【D16番地】

TA0IN端子
TA1IN端子

ゲート機能選択時はTAiIN端子に対応するビットを“0”にする

b7 b0

ポートP6方向レジスタ【1016番地】

TA4IN端子

TA2IN端子

TA3IN端子
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9.3.2　タイマモード動作説明

① カウント開始フラグを“1”にすると、カウンタはカウントソースのカウントを開始します。
② アンダフローすると、リロードレジスタの内容をリロードして、カウントを続けます。
③ ②のアンダフロー時、タイマAi割り込み要求ビットが“1”になります。
この後、割り込み要求ビットは、割り込み要求を受け付けるまで、又はソフトウエアで“0”にするまで、
“1”の状態を保持します。

図9.3.3にタイマモード動作例を示します。

図9.3.3　タイマモード動作例（パルス出力機能、及びゲート機能なし）

カウント停止

カウント再開

FFFF16

n

000016

時間

カウント開始フラグ

　タイマAi割り込み
要求ビット

カ
ウ
ン
タ
の
内
容
（
16
進
）

fi ：カウントソースの周波数
n ：リロードレジスタの内容

割り込み要求の受付、又はソフトウエアによって“0”にする

ソフトウエアによって
“１”にする

カウント開始

ソフトウエアによって
“１”にする

ソフトウエアによって
“０”にする

(1 / fi) ✕ (n+1)
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9.3.3　選択機能

ゲート機能、及びパルス出力機能について以下に説明します。

（1）ゲート機能

ゲート機能選択ビット（5616～5A16番地のビット4、3）を“102”、又は“112”にするとゲート機能が選択
されます。ゲート機能では、TAiIN端子の入力信号によってカウントを開始、又は停止させることが
できます。表9.3.2にカウント有効レベルを、図9.3.4にゲート機能選択時の動作例を示します。
ゲート機能選択時は、TAiIN端子に対応するポートP5、P6方向レジスタのビットを入力モードに設定
してください。また、TAiIN端子に入力する信号のパルス幅は、カウントソースの2サイクル以上にして
ください。

表9.3.2　カウント有効レベル

ゲート機能選択ビット
カウント有効レベル（カウンタがカウントを行う期間）

注．TAiIN端子の入力信号がカウント有効レベルでない期間は、カウンタはカウントを行いません。

TAiIN端子の入力信号が“L”レベルの期間
TAiIN端子の入力信号が“H”レベルの期間

b3
0
1

b4
1
1

図9.3.4　ゲート機能選択時の動作例

FFFF16

n

000016
時間

カウント開始フラグ

　タイマAi割り込み
　　　　　要求ビット

カ
ウ
ン
タ
の
内
容
（
16
進
）

割り込み要求の受付、
又はソフトウエアに
よって“0”にする

TAiIN端子の
入力信号

カウント
有効レベル

②　カウント停止

①　カウント開始

①カウンタはカウント開始フラグが“1”で、TAiIN端子の入力信号がカウント有効レベルで
　あるとき、カウントを行います。
②TAiIN端子の入力信号がカウント有効レベルでない期間は、カウンタは停止し、カウント値を
　保持します。

n：リロードレジスタの内容

ソフトウエアによって
“１”にする
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（2）パルス出力機能

パルス出力機能選択ビット（5616～5A16番地のビット2）を“1”にすると、パルス出力機能が選択されます。
パルス出力機能が選択されると、TAiOUT端子はポートP5、P6方向レジスタの対応するビットの内容に
かかわらず、強制的にパルス出力端子となり、アンダフローするごとに極性の反転する信号を出力します。
カウント開始フラグ（4016番地）が“0”のとき（カウント停止時）は、TAiOUT端子は“L”レベルを出力します。
図9.3.5にパルス出力機能選択時の動作例を示します。

なお、TA2OUT、TA3OUT端子をパルス出力端子として機能させるときは、共用となっているキー入力
_____ _____

割り込み端子（KI0、KI2端子）を選択しないでください（「第8章 キー入力割り込み」参照）。

図9.3.5　パルス出力機能選択時の動作例

FFFF16

n

000016

時間

カウント開始
フラグ

タイマAi割り込み
要求ビット

カ
ウ
ン
タ
の
内
容
（
16
進
）

n：リロードレジスタの内容

割り込み要求の受付、又はソフトウエアによって“0”にする

ソフトウエアによって
“１”にする

カウント開始

TAiOUT端子からの
パルス出力

ソフトウエアによって
“１”にする

ソフトウエアによって
“0”にする

カウント停止

カウント
再開
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【タイマモード使用上の注意】

【タイマモード使用上の注意】

1．カウント中のカウンタの値は、タイマAiレジスタを読み出すことによって任意のタイミングで読み出せ
ます。ただし、図9.3.6に示すリロードタイミングで読み出した場合は、“FFFF16”が読み出されます。
カウント停止中にタイマAiレジスタに値を設定した後、カウンタがカウントを開始するまでの期間に
読み出した場合は、設定値が正しく読み出されます。

2 1 0 n n - 1
カウンタの値

（16進）

2 1 0 FFFF n - 1
読み出し値
（16進）

リロード

時間n：リロードレジスタの内容

図9.3.6　タイマAiレジスタの読み出し

2．TA2OUT、TA3OUT端子をパルス出力端子として機能させるときは、共用となっているキー入力割り込み端子
_____ _____

（KI0、KI2端子）を選択しないでください（「第8章 キー入力割り込み」参照）。
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カウントソース

カウント動作

分周比

カウント開始条件
カウント停止条件
割り込み要求発生タイミング
TAiIN端子の機能
TAiOUT端子の機能

タイマの読み出し
タイマの書き込み

●TAiIN端子に入力された外部信号
●カウントソースの有効エッジには立ち下がり、又は立ち上がりをソフトウエア
　によって選択可
●アップカウント又はダウンカウントを、外部信号又はソフトウエアによって
　切り替え可
●オーバフロー及びアンダフロー時は、リロードレジスタの内容をリロードして
　カウントを継続

カウント開始フラグへの“1”書き込み
カウント開始フラグへの“0”書き込み
オーバフロー、及びアンダフロー時
カウントソース入力
プログラマブル入出力ポート、パルス出力、又はアップカウント／ダウンカウント
切り替え信号入力
タイマAiレジスタを読み出すと、カウンタの値が読み出される
■カウント停止中
　タイマAiレジスタに書き込むと、リロードレジスタ及びカウンタの両方に
　書き込まれる
■カウント中
　タイマAiレジスタに書き込むと、リロードレジスタにだけ書き込まれる
　 （カウンタには次のリロード時に転送される）

9.4　イベントカウンタモード

外部信号をカウントするモードです。表9.4.1、表9.4.2にイベントカウンタモードの仕様を、図9.4.1にイベント
カウンタモード時のタイマAiレジスタ及びタイマAiモードレジスタのレジスタ構成を示します。

表9.4.1　イベントカウンタモードの仕様（二相パルス信号処理機能を使用しない場合）

1
（FFFF16－n＋1）

仕　　様

アップカウント時

項　　目

n：タイマAiレジスタ設定値
ダウンカウント時

1
（n＋1）
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カウントソース
カウント動作

分周比

カウント開始条件
カウント停止条件
割り込み要求発生タイミング
TAjIN、TAjOUT（j＝2～4）
端子の機能
タイマの読み出し
タイマの書き込み

仕　　様項　　目
表9.4.2　イベントカウンタモードの仕様（タイマA2～A4で二相パルス信号処理機能を使用する場合）

TAjIN、TAjOUT（j＝2～4）端子に入力された外部信号（二相パルス）
●アップカウント又はダウンカウントを、外部信号（二相パルス）によって
　切り替え可
●オーバフロー及びアンダフロー時は、リロードレジスタの内容をリロードして
　カウントを継続

　ダウンカウント時
n：タイマAjレジスタ設定値

　アップカウント時

カウント開始フラグへの“1”書き込み
カウント開始フラグへの“0”書き込み
オーバフロー、及びアンダフロー時
二相パルス入力

タイマAjレジスタを読み出すと、カウンタの値が読み出される
■カウント停止中
　タイマAjレジスタに書き込むと、リロードレジスタ及びカウンタの両方に
　書き込まれる
■カウント中
　タイマAjレジスタに書き込むと、リロードレジスタにだけ書き込まれる
　（カウンタには次のリロード時に転送される）

1
（n＋1）

1
（FFFF16－n＋1）
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図9.4.1　イベントカウンタモード時のタイマAiレジスタ及びタイマAiモードレジスタのレジスタ構成

注．このレジスタの読み出し、及び書き込みは、16ビット単位で行ってください。

不定15～0

ビット 機　能 リセット時 R/W

000016～FFFF16を設定可能
設定値をnとすると、ダウンカウント時カウンタはカウントソースをn＋1分周する
アップカウント時はカウントソースをFFFF16－n＋1分周する
読み出し時はカウンタの値を読み出す

RW

b0b7

タイマA0レジスタ【4716、4616 番地】
タイマA1レジスタ【4916、4816 番地】
タイマA2レジスタ【4B16、4A16番地】
タイマA3レジスタ【4D16、4C16番地】
タイマA4レジスタ【4F16、4E16番地】

b0b7
（b15） （b8）

ビット名ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

タイマAiモードレジスタ（i＝0～4）【5616～ 5A16番地】

機　能 リセット時 R/W

動作モード選択ビット

パルス出力機能選択ビット

カウント極性選択ビット

アップ／ダウン切り替え要因
選択ビット

イベントカウンタモードでは“0”に固定してください

イベントカウンタモードでは無効

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0 1：イベントカウンタモード
b1 b0

0 1

0：パルス出力なし
（TAiOUT端子はプログラマブル入出力ポートと
して機能）

1：パルス出力あり
（TAiOUT端子はパルス出力端子として機能）（注）

X：“0”又は“1”いずれでもよい。
____ ____

注．TA2OUT、TA3OUT端子をパルス出力端子として機能させるときは、共用となっているキー入力割り込み端子（KI0、KI2端子）を選択
しないでください（「第8章 キー入力割り込み」参照）。

X X 0

0：外部信号の立ち下がりをカウント
1：外部信号の立ち上がりをカウント

0：アップダウンフラグの内容
1：TAiOUT端子の入力信号

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

0

0

0

0

0

0

0

0
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9.4.1　イベントカウンタモード設定方法

図9.4.2、図9.4.3にイベントカウンタモード関連レジスタの初期設定例を示します。
なお、割り込みを使用する場合は割り込みを許可するための設定が必要です。詳細は「第7章 割り込み」を
参照してください。

図9.4.2　イベントカウンタモード関連レジスタの初期設定例（1）

※カウンタは、ダウンカウント時はカウントソースを n＋1 分周、
　アップカウント時は FFFF16－n＋1 分周します。

次ページ
「イベントカウンタモード関連レジスタの初期設定例（２）」

へ続く

b7 b0

0 10

イベントカウンタモードの選択及び各機能の選択

 タイマAiモードレジスタ（i＝0～4）
【5616～5A16番地】

パルス出力機能選択ビット
   ０：パルス出力なし
   １：パルス出力あり

カウント極性選択ビット
   ０：外部信号の立ち下がりをカウント
   １：外部信号の立ち上がりをカウント

アップ／ダウン切り替え要因選択ビット
   ０：アップダウンフラグの内容
   １：TAiOUT端子の入力信号

イベントカウンタモードの選択

分周比の設定 

b7 b0

000016～FFFF16 (n)を設定可能

(b15) (b8)
b7 b0

タイマA0レジスタ【4716、 4616 番地】
タイマA1レジスタ【4916、 4816 番地】
タイマA2レジスタ【4B16、 4A16 番地】
タイマA3レジスタ【4D16、 4C16 番地】
タイマA4レジスタ【4F16、 4E16 番地】

×：“0”又は“1”いずれでもよい  

× ×

b7 b0

アップダウンフラグの設定

 アップダウンフラグ【4416番地】

タイマA1アップダウンフラグ
タイマA0アップダウンフラグ

タイマA3アップダウンフラグ

タイマA2アップダウンフラグ

タイマA4アップダウンフラグ

タイマA3二相パルス信号処理機能選択ビット
タイマA2二相パルス信号処理機能選択ビット

タイマA4二相パルス信号処理機能選択ビット

アップ／ダウン切り替え要因にアップダウンフラグの内容
を選択した場合は対応するアップダウンフラグを設定する

０：ダウンカウント
１：アップカウント

０：二相パルス信号処理機能禁止
１：二相パルス信号処理機能許可

タイマA2～A4で二相パルス信号処理機能を選択
するときは対応するビットを“1”にする
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図9.4.3　イベントカウンタモード関連レジスタの初期設定例（2）

AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAb7 Ab0
AAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAA

カウント開始フラグを“1”にする

AAAAA
AAAAAカウント開始フラグ 

【4016番地】

AAAAAA
タイマA0カウント開始フラグ

AAAAAA
AAAAAAタイマA1カウント開始フラグ

AAAAAAタイマA2カウント開始フラグ

AAAAAA
AAAAAAタイマA3カウント開始フラグ

AAAAAAタイマA4カウント開始フラグ

A
A

AAAA
AAAA
AAAA
AAAA

AAA
AAA
AAA

カウント開始

前ページ
「イベントカウンタモード関連レジスタの初期設定例（１）」

より

AAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAA

ポートP5方向レジスタ、ポートP6方向レジスタの設定

b7 b0

ポートP5方向レジスタ【D16番地】

TA0OUT端子
TA0IN端子

AAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAA
AAAAAA割り込み優先レベルの設定

AAb7 AAb0 タイマAi割り込み制御レジスタ（i＝0～4）
【7516～7916番地】

AAAA
A
AA
AA
A
A
AA
AA
AAA

AAA
AAA
AAA

AA
AA
AA
AA
AA

割り込み優先レベル選択ビット
割り込み使用時は、レベル1～7に設定
割り込み禁止時は、レベル0に設定

b7 b0

ポートP6方向レジスタ【1016番地】

TAiIN端子に対応するビットを“0”にする
アップ／ダウン切り替え要因にTAiOUT端子の入力信号を選択した場合はTAiOUT端子
に対応するビットを“0”にする
二相パルス信号処理機能選択時はTAjOUT（j＝2～4）端子に対応するビットを“0”
にする

TA4OUT端子

TA1OUT端子
TA1IN端子

TA4IN端子

TA2OUT端子
TA2IN端子
TA3OUT端子
TA3IN端子
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9.4.2　イベントカウンタモード動作説明

① カウント開始フラグを“1”にすると、カウンタはカウントソースの有効エッジのカウントを開始します。
② アンダフロー及びオーバフローすると、リロードレジスタの内容をリロードして、カウントを続け
ます。

③ ②のアンダフロー及びオーバフロー時、タイマAi割り込み要求ビットが“1”になります。
 　この後、割り込み要求ビットは、割り込み要求を受け付けるまで、又はソフトウエアで“0”にする
まで、“1”の状態を保持します。

図9.4.4にイベントカウンタモード動作例を示します。

図9.4.4　イベントカウンタモード動作例（パルス出力機能、及び二相パルス信号処理機能なし）

タイマAi割り込み
要求ビット

FFFF16

n

000016

時間

カウント開始
フラグ

カ
ウ
ン
タ
の
内
容
（
16

進
）

割り込み要求の受付、又はソフトウエアによって“0”にする

ソフトウエアによって
“１”にする

カウント開始

アップダウン
フラグ

 n ：リロードレジスタの内容

※アップ／ダウン切り替え要因にアップダウンフラグの内容を選択した（アップ／ダウン切り替え要因選択
　ビット＝0）場合

ソフトウエアによって
“１”にする
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9.4.3　アップカウント又はダウンカウントの切り替え

図9.4.5にアップダウンフラグのレジスタ構成を示します。
アップカウント又はダウンカウントの切り替えは、アップダウンフラグ、又はTAiOUT端子の入力信号によって
行います。アップ／ダウン切り替え要因選択ビット（5616～5A16番地のビット4）が“0”のときはアップダウン
フラグの内容によって、“1”のときはTAiOUT端子の入力信号によって、アップカウント／ダウンカウントが
切り替わります。
カウント中にアップカウント／ダウンカウントを切り替えた場合は、次のカウントソースの有効エッジから
アップカウント／ダウンカウントが切り替わります。

（1）アップダウンフラグの内容で切り替えを行う場合

アップダウンフラグが“0”のときダウンカウントを、“1”のときアップカウントを行います。図9.4.5に
アップダウンフラグのレジスタ構成を示します。

（2）TAiOUT端子の入力信号で切り替えを行う場合

TAiOUT端子の入力信号が“L”レベルのときダウンカウントを、“H”レベルのときアップカウントを
行います。
TAiOUT端子の入力信号でアップダウンの切り替えを行う場合は、TAiOUT端子に対応するポートP5、P6
方向レジスタのビットを入力モードに設定してください。

図9.4.5　アップダウンフラグのレジスタ構成

ビット名ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

アップダウンフラグ【4416番地】

機　能 リセット時 R/W

タイマA0アップダウンフラグ

タイマA1アップダウンフラグ

タイマA2アップダウンフラグ

タイマA3アップダウンフラグ

タイマA4アップダウンフラグ

タイマA2二相パルス信号処理
機能選択ビット

タイマA3二相パルス信号処理
機能選択ビット

タイマA4二相パルス信号処理
機能選択ビット

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0：ダウンカウント
1：アップカウント

アップ／ダウン切り替え要因にアップダウンフラグ
の内容を選択すると有効になる

0：二相パルス信号処理機能禁止
1：二相パルス信号処理機能許可

二相パルス信号処理機能を使用しない場合は必ず
“0”にしてください
読み出し時の値は“0”

0

0

0

0

0

0

0

0

RW

RW

RW

RW

RW

WO
（注）

WO
（注）

WO
（注）

注．ビット5～7への書き込みにはMOVM（MOVMB）命令、又はSTA（STAB, STAD）命令を使用してください。
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9.4.4　選択機能

パルス出力機能、及び二相パルス信号処理機能について以下に説明します。

（1）パルス出力機能

パルス出力機能選択ビット（5616～5A16番地のビット2）を“1”にすると、パルス出力機能が選択されます。
パルス出力機能が選択されると、TAiOUT端子はポートP5、P6方向レジスタの対応するビットの内容に
かかわらず、強制的にパルス出力端子となり、アンダフロー又はオーバフローするごとに極性の反転する
信号を出力します（図9.3.5参照）。
カウント開始フラグ（4016番地）が“0”のとき（カウント停止時）は、TAiOUT端子は“L”レベルを出力します。

なお、TA2OUT、TA3OUT端子をパルス出力端子として機能させるときは、共用となっているキー入力
_____ _____

割り込み端子（KI0、KI2端子）を選択しないでください（「第8章 キー入力割り込み」参照）。

（2）二相パルス信号処理機能（タイマA2～A4）

タイマA2～A4では、タイマA2～A4二相パルス信号処理機能選択ビット（4416番地のビット5～7）を“1”
にすると、二相パルス信号処理機能が選択されます。二相パルス信号処理機能選択ビットについては、
図9.4.5を参照してください。図9.4.6に二相パルス信号処理機能選択時のタイマA2～A4モードレジスタ
の設定を示します。
二相パルス信号処理機能が選択されたタイマは、位相が90度ずれた二相パルスをカウントします。二相
パルス信号処理動作には、通常処理動作と4逓倍処理動作の2種類があります。タイマA2、及びタイマA3
は通常処理動作を、タイマA4は4逓倍処理動作を行います。
二相パルスの入力に使用する端子に対応するポートP5、P6方向レジスタのビットは、入力モードに設定
してください。

図9.4.6　二相パルス信号処理機能選択時のタイマA2～A4モードレジスタの設定

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 タイマA2モードレジスタ 【5816 番地】
タイマA3モードレジスタ 【5916 番地】
タイマA4モードレジスタ 【5A16 番地】

✕ ✕ 0 1 0 0 0 1

✕ ：“0”又は“1”いずれでもよい
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〈通常処理動作〉
TAkOUT（k=2､3）端子の入力信号が“H”
レベルの期間にTAkIN端子の入力信号が“L”
レベルから“H”レベルになる位相関係の
場合、TAkIN端子の入力信号の立ち上がり
をアップカウントします。
TAkOUT端子の入力信号が“H”レベルの
期間にTAkIN端子の入力信号が“H”レベル
から“L”レベルになる位相関係の場合、
TAkIN端子の入力信号の立ち下がりをダウン
カウントします（図9.4.7参照）。

 〈4逓倍処理動作〉
TA4OUT端子の入力信号が“H”レベルの
期間にTA4IN端子の入力信号が“L”レベルから
“H”レベルになる位相関係の場合、TA4OUT､
TA4IN端子の入力信号の立ち上がり、及び
立ち下がりをアップカウントします。
TA4OUT端子の入力信号が“H”レベルの
期間にTA4IN端子の入力信号が“H”レベルから
“L”レベルになる位相関係の場合、TA4OUT､
TA4IN端子の入力信号の立ち上がり、及び
立ち下がりをダウンカウントします（図
9.4.8参照）。
表9.4.3に4逓倍処理動作選択時のTA4OUT、

TA4IN端子の入力信号を示します。

TAkOUT

TAkIN
  (k=2、3)

アップ
カウント

+1 +1 +1 –1 –1 –1

アップ
カウント

アップ
カウント

ダウン
カウント

ダウン
カウント

ダウン
カウント

図9.4.7　通常処理動作

TA4OUT

TA4IN

+1

+1

+1

+1

+1

+1

+1

+1

+1

+1

すべてのエッジをアップカウント

すべてのエッジをアップカウント

–1

–1

–1

–1

–1

–1

–1

–1

–1

–1

すべてのエッジをダウンカウント

すべてのエッジをダウンカウント

図9.4.8　4逓倍処理動作

アップカウント

ダウンカウント

TA4OUT端子の入力信号 TA4IN端子の入力信号
立ち上がり
立ち下がり
 “L”レベル
 “H”レベル
立ち下がり
立ち上がり
 “H”レベル
 “L”レベル

 “H”レベル
 “L”レベル
立ち上がり
立ち下がり
 “H”レベル
 “L”レベル
立ち上がり
立ち下がり

表9.4.3　4逓倍処理動作選択時のTA4OUT、TA4IN端子の入力信号
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【イベントカウンタモード使用上の注意】

1．カウント中のカウンタの値は、タイマAiレジスタを読み出すことによって任意のタイミングで読み出せ
ます。ただし、図9.4.9に示すリロードタイミングで読み出した場合は、アンダフロー時は“FFFF16”が、
オーバフロー時は“000016”が読み出されます。カウント停止中にタイマAiレジスタに値を設定した後、
カウンタがカウントを開始するまでの期間に読み出した場合は、設定値が正しく読み出されます。

図9.4.9　タイマAiレジスタの読み出し

2．以下の機能ではすべてTAiOUT端子を使用します。したがって、各タイマごとにこれらの機能のうち
いずれか一つだけを使用できます。

　
●TAiOUT端子の入力信号による、アップカウント又はダウンカウントの切り替え
●パルス出力機能
●二相パルス信号処理機能（タイマA2～A4）

3．TA2OUT、TA3OUT端子をパルス出力端子として機能させるときは、共用となっているキー入力割り込み端子
_____ _____

（KI0、KI2端子）を選択しないでください（「第8章 キー入力割り込み」参照）。

2 1 0 n n – 1
カウンタの値

（16進）

2 1 0 FFFF n – 1読み出し値
（16進）

リロード

時間
n ：リロードレジスタの内容

（１）ダウンカウント時

FFFD FFFE FFFF n n + 1カウンタの値
（16進）

FFFD FFFE FFFF 0000 n + 1
読み出し値
（16進）

リロード

時間
n ：リロードレジスタの内容

（２）アップカウント時
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9.5　ワンショットパルスモード

任意のパルス幅のパルスを1回出力するモードです。トリガが発生すると、その時点から任意の期間、TAiOUT
端子から“H”レベルを出力します。表9.5.1にワンショットパルスモードの仕様を、図9.5.1にワンショットパルス
モード時のタイマAiレジスタ及びタイマAiモードレジスタのレジスタ構成を示します。

表9.5.1　ワンショットパルスモードの仕様

項　　目 仕　　様
カウントソース fi
カウント動作

出力パルス幅（“H”）

カウント開始条件

カウント停止条件

割り込み要求発生タイミング
TAiIN端子の機能
TAiOUT端子の機能
タイマの読み出し
タイマの書き込み

f1、f2、f16、f64、f512、又はf4096
●ダウンカウント
●カウンタの値が“000016”になるタイミングでリロードレジスタの内容をリロード
　してカウントを停止
●カウント中にトリガが発生した場合は、リロードレジスタの内容をリロード
　してカウントを継続

［S］ 　　n：タイマAiレジスタ設定値

●トリガ発生（注）
●内部トリガ、又は外部トリガをソフトウエアによって選択可
●カウンタの値が“000016”になる
●カウント開始フラグへの“0”書き込み
カウント停止時
プログラマブル入出力ポート、又はトリガ入力
ワンショットパルス出力
タイマAiレジスタを読み出すと、不定値が読み出される
■カウント停止中
　タイマAiレジスタに書き込むと、リロードレジスタ及びカウンタの両方に
　書き込まれる
■カウント中
　タイマAiレジスタに書き込むと、リロードレジスタにだけ書き込まれる
　（カウンタには次のリロード時に転送される）

n
fi

注．トリガはカウント開始フラグが“1”のときに発生します。
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図9.5.1　ワンショットパルスモード時のタイマAiレジスタ及びタイマAiモードレジスタのレジスタ構成

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

ビット名ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

タイマAiモードレジスタ（i＝0～4）【5616～5A16番地】

機　能 リセット時 R/W

動作モード選択ビット

ワンショットパルスモードでは“1”に固定してください

トリガ選択ビット

ワンショットパルスモードでは“0”に固定してください

カウントソース選択ビット

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

1 0：ワンショットパルスモード
b1 b0

1 00

0 0：
0 1：

1 0：TAiIN端子の入力信号の立ち下がり
1 1：TAiIN端子の入力信号の立ち上がり

b4 b3 ワンショット開始フラグへの“1”書き込み
（TAiIN端子はプログラマブル入出力ポート
として機能）

1

0

0

0

0

0

0

0

0

表9.2.3参照

不定15～0

ビット 機　能 リセット時 R/W

000016～FFFF16を設定可能
設定値をnとすると、TAiOUT端子から出力するワンショットパルスの“H”レベル幅は

　  となる

WO

b0b7

タイマA0レジスタ【4716、4616 番地】
タイマA1レジスタ【4916、4816 番地】
タイマA2レジスタ【4B16、4A16番地】
タイマA3レジスタ【4D16、4C16番地】
タイマA4レジスタ【4F16、4E16番地】

b0b7
（b15） （b8）

fi：カウントソースの周波数
注．このレジスタへの書き込みはMOVM命令、又はSTA（STAD）命令を使用し、16ビット単位で行ってください。

n
fi
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9.5.1　ワンショットパルスモード設定方法

図9.5.2、図9.5.3にワンショットパルスモード関連レジスタの初期設定例を示します。
なお、割り込みを使用する場合は、割り込みを許可するための設定が必要です。詳細は「第7章 割り込み」を
参照してください。

図9.5.2　ワンショットパルスモード関連レジスタの初期設定例（1）

AAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAA
AAAAAAAA割り込み優先レベルの設定

b7 b0
タイマAi割り込み制御レジスタ（i＝0～4）
【7516～7916番地】

AAA
AAA
AA
AA
A
A

次ページ
「ワンショットパルスモード関連レジスタの初期設定例（２）」

へ続く

AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA

b7 b0

1 00

ワンショットパルスモードの選択及び各機能の選択

 タイマAiモードレジスタ（i＝0～4）【5616～5A16番地】1

トリガ選択ビット

　００ ：
　０１ ：
　１０ ：TAiIN端子の入力信号の立ち下がり
　１１ ：TAiIN端子の入力信号の立ち上がり ：外部トリガ

b4 b3

カウントソース選択ビット
　表9.2.3参照

ワンショットパルスモードの選択

AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA

ワンショットパルスの“H”レベル幅の設定 

b7 b0

000016～FFFF16 (n)を設定可能

(b15) (b8)
b7 b0

タイマA0レジスタ【4716、 4616 番地】
タイマA1レジスタ【4916、 4816 番地】
タイマA2レジスタ【4B16、 4A16 番地】
タイマA3レジスタ【4D16、 4C16 番地】
タイマA4レジスタ【4F16、 4E16 番地】

※“H”レベル幅＝　  （fi：カウントソースの周波数）

　ただし、n ＝000016のときは、カウンタは動作せず、
　TAiOUT端子は“L”レベルを出力し、タイマAi割り込み
　要求は発生しません。

ワンショット開始フラグへの“1”書き込み：内部トリガ

n
fi

割り込み優先レベル選択ビット
割り込み使用時は、レベル1～7に設定
割り込み禁止時は、レベル0に設定
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AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA

AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA

AAAA
AAAA
AAAA

カウント開始

トリガ発生

b7 b0

AAAAA
AAAAA ポートP5方向レジスタ
【D16番地】  

AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA ポートP5方向レジスタ、ポートP6方向レジスタの設定

AA
AATA0IN端子

AATA1IN端子

AAAAAA対応するビットを“0”にする

AAAAA
AAAAA
AAAAA

TAiIN端子への
トリガ入力

内部トリガ選択時外部トリガ選択時

前ページ
「ワンショットパルスモード関連レジスタの初期設定例（１）」

より

AA
AAb7

A
Ab0

AAAA
AAAA
AAAA
AAAA

 ワンショット開始フラグ
【4216番地】

AAAAAAAA
AAAAAAAA

 ワンショット開始フラグを“1”にする

タイマA0ワンショット開始フラグ

タイマA1ワンショット開始フラグ

タイマA2ワンショット開始フラグ

タイマA3ワンショット開始フラグ

タイマA4ワンショット開始フラグAAA
AAA
AAA
AAA

AA
AA
AA
AA
AA
A
AAAAAAAAAAAA

AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAA
AAAAAAAカウント開始フラグを“1”にする

b7 b0

AAAAAA
AAAAAA

タイマA0カウント開始フラグ

AAAAAAタイマA1カウント開始フラグ

AAAAAA
タイマA2カウント開始フラグ

AAAAAA
AAAAAAタイマA3カウント開始フラグ

AAAAAAタイマA4カウント開始フラグ

A
A

AAAA
AAAA
AAAA
AAAA

AAA
AAA
AAA

AA
AA
AA
AA
AAAAAAA
AAAAAカウント開始フラグ

【4016番地】

AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAA
カウント開始フラグを“1”にする
b7 b0

AAAAA
タイマA0カウント開始フラグ

AAAAA
AAAAAタイマA1カウント開始フラグ

AAAAAタイマA2カウント開始フラグ

AAAAA
AAAAA
タイマA3カウント開始フラグ

AAAAAタイマA4カウント開始フラグ

A
A

AAA
AAA
AAA
AAA

AAA
AAA
AAA
AAA

AA
AA
AA
A
AAAAA
AAAAカウント開始フラグ
【4016番地】

AAAAA
AAAAA ポートP6方向レジスタ
【1016番地】  

AATA4IN端子

b7 b0

AAA

AA
AA
TA2IN端子

AATA3IN端子

図9.5.3　ワンショットパルスモード関連レジスタの初期設定例（2）
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9.5.2　トリガ

カウンタは、カウント開始フラグ（4016番地）を“1”にするとカウント許可状態になり、その後トリガが発生
するとカウントを開始します。トリガには内部トリガ、又は外部トリガを選択できます。
トリガ選択ビット（5616～5A16番地のビット4、3）が“002”又は“012”のときは内部トリガが選択されます。
このビットが“102”又は“112”のときは外部トリガが選択されます。
なお、カウント中にトリガが発生した場合は、リロードレジスタの内容をリロードして、カウンタは
カウントを続けます。カウント中にトリガを発生させる場合は、前回のトリガの発生からタイマのカウント
ソースの1サイクル以上経過した後に、再トリガを発生させてください。

　　　　　　
（1）内部トリガ選択時

ワンショット開始フラグ（4216番地）に“1”を書き込むと、トリガが発生します。図9.5.4にワンショット
開始フラグのレジスタ構成を示します。

（2）外部トリガ選択時

5616～5A16番地のビット3が“0”のときはTAiIN端子の入力信号の立ち下がりで、ビット3が“1”のときは
TAiIN端子の入力信号の立ち上がりで、トリガが発生します。
外部トリガを使用するときは、TAiIN端子に対応するポートP5、P6方向レジスタのビットを入力モード
に設定してください。

図9.5.4　ワンショット開始フラグのレジスタ構成

WO

WO

WO

WO

WO

－

RW

0

0

0

0

0

不定

0

ビット名ビット

0

1

2

3

4

6、5

7

ワンショット開始フラグ【4216番地】

機　能 リセット時 R/W

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

1：ワンショットパルス出力開始
　（内部トリガ選択時有効）
読み出し時の値は“0”

0

タイマA0ワンショット開始フラグ

タイマA1ワンショット開始フラグ

タイマA2ワンショット開始フラグ

タイマA3ワンショット開始フラグ

タイマA4ワンショット開始フラグ

何も配置されていない

“0”に固定してください　
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9.5.3　ワンショットパルスモード動作説明

① 動作モード選択ビットでワンショットパルスモードを選択すると、TAiOUT端子は“L”レベルを出力
します。

② カウント開始フラグを“1”にすると、カウンタはカウント許可状態になり、その後トリガが発生
すると、カウントを開始します。

③ カウンタがカウントを開始すると、TAiOUT端子の出力レベルは“H”になります（ただし、タイマAi
レジスタに“000016”を設定した場合は、カウンタは動作せず、TAiOUT端子の出力レベルは“L”の
ままで、タイマAi割り込み要求も発生しません）。

④ カウンタの値が“000016”になるとき、TAiOUT端子の出力レベルは“L”になり、カウンタはリロード
レジスタの内容をリロードしてカウントを停止します。

⑤ ④と同時に、タイマAi割り込み要求ビットが“1”になります。
　 この後、割り込み要求ビットは、割り込み要求を受け付けるまで、又はソフトウエアで“0”にするまで、
“1”の状態を保持します。

図9.5.5にワンショットパルスモード動作例を示します。
上記④の後にトリガが発生すると、カウンタ、及びTAiOUT端子は、再び②から同じ動作を行います。また、
カウント中にトリガが発生した場合は、カウンタは再トリガ発生後1回ダウンカウントした後、リロード
レジスタの内容をリロードして、カウントを続けます。カウント中にトリガを発生させる場合は、前回の
トリガの発生からタイマのカウントソースの1サイクル以上経過した後に、再トリガを発生させてください。

TAiOUT端子からのワンショットパルスの出力は、タイマAiモードレジスタのビット2を“0”にすると禁止
されます。したがって、タイマAiをパルス出力を伴わない内部ワンショットタイマとして使用できます
（このとき、TAiOUT端子はプログラマブル入出力ポートとして機能します）。

なお、TA2OUT、TA3OUT端子からワンショットパルスを出力する場合は、共用となっているキー入力割り込み
_____ _____

端子（KI0、KI2端子）を選択しないでください（「第8章 キー入力割り込み」参照）。
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図9.5.5　ワンショットパルスモード動作例（外部トリガ選択時）

 fi  ： カウントソースの周波数
 n  ： リロードレジスタの内容

①カウント開始フラグが“0”のとき（カウント停止時）は、TAiOUT端子は“L”レベルを出力します。
②カウント中にトリガが発生した場合は、再トリガ発生後、カウンタはカウントソースを n+1 回カウントします。

※外部トリガ（TAiIN端子の入力信号の立ち上がり）選択時

カウント停止
カウント開始

FFFF16

n

000116

時間

①　カウント　　
開始フラグ

　タイマAi割り込
み要求ビット

カ
ウ
ン
タ
の
内
容
（
16

進
）

割り込み要求の受付、又はソフトウエアによって“0”にする

ソフトウエアによって
“１”にする

カウント開始

リロードリロード

TAiIN端子の
入力信号

TAiOUT端子から
のワンショット

パルス出力

カウント停止

②　カウント中の
　　トリガ

(1 / fi) ✕  (n) (1 / fi) ✕  (n+1)  
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【ワンショットパルスモード使用上の注意】

1．カウント中にカウント開始フラグを“0”にすると、次のようになります。
・カウンタはカウントを停止し、リロードレジスタの内容をリロードします。
・TAiOUT端子の出力レベルは“L”になります。
・タイマAi割り込み要求ビットが“1”になります。

2．ワンショットパルスの出力は内部で生成されたカウントソースに同期しているため、外部トリガを選択
している場合、TAiIN端子へのトリガ入力からワンショットパルスの出力までに、最大カウントソースの
1サイクル分の遅延が生じます（図9.5.6参照）。

図9.5.6　ワンショットパルス出力の遅延

3．以下に示すいずれかの手順でタイマの動作モードを設定した場合、タイマAi割り込み要求ビットが“1”に
なります。

●リセット後、ワンショットパルスモードを選択したとき
●動作モードをタイマモードからワンショットパルスモードに変更したとき
●動作モードをイベントカウンタモードからワンショットパルスモードに変更したとき

したがって、タイマAi割り込み（割り込み要求ビット）を使用する場合は、上記の設定を行った後、タイマ
Ai割り込み要求ビットを“0”にしてください。

4．TA2OUT、TA3OUT端子からワンショットパルスを出力する場合は、共用となっているキー入力割り込み端子
_____ _____

（KI0、KI2端子）を選択しないでください（「第8章 キー入力割り込み」参照）。

※外部トリガ（TAiIN端子の入力信号の立ち下がり）選択時

TAiIN端子の
入力信号

カウント
ソース

トリガ入力

ワンショットパルスの出力開始
TAiOUT端子から
のワンショット

パルス出力
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カウントソース fi
カウント動作

PWM周期／“H”レベル幅

カウント開始条件

カウント停止条件
割り込み要求発生タイミング
TAiIN端子の機能
TAiOUT端子の機能
タイマの読み出し
タイマの書き込み

9.6　パルス幅変調（PWM）モード

任意のパルス幅のパルスを連続して出力するモードです。表9.6.1にPWMモードの仕様を、図9.6.1にPWM
モード時のタイマAiレジスタ及びタイマAiモードレジスタのレジスタ構成を示します。

表9.6.1　PWMモードの仕様

項　　目 仕　　様
f1、f2、f16、f64、f512、又はf4096
●ダウンカウント（8ビット、又は16ビットパルス幅変調器として動作）
●PWMパルスの立ち上がりでリロードレジスタの内容をリロードしてカウント
　を継続
●カウント中に発生したトリガはカウントに影響しない
〈16ビットパルス幅変調器〉

〈8ビットパルス幅変調器〉

●トリガ発生（注）
●内部トリガ、又は外部トリガをソフトウエアによって選択可
カウント開始フラグへの“0”書き込み
PWMパルスの立ち下がり時
プログラマブル入出力ポート、又はトリガ入力
PWMパルス出力
タイマAiレジスタを読み出すと、不定値が読み出される
■カウント停止中
　タイマAiレジスタに書き込むと、リロードレジスタ及びカウンタの両方に
　書き込まれる
■カウント中
　タイマAiレジスタに書き込むと、リロードレジスタにだけ書き込まれる
　（カウンタには次のリロード時に転送される）

周期＝　　　　　　［S］
（216－1）

fi

fi

“H”レベル幅＝　　　　［S］
fi
n

“H”レベル幅＝　　　　    ［S］
n（m＋1）

周期＝　　　　　　　　　［S］（m＋1）（28－1）
fi

n : タイマAiレジスタ設定値

m : タイマAiレジスタ下位8ビット設定値
n : タイマAiレジスタ上位8ビット設定値

注. トリガはカウント開始フラグが“1”のときに発生します。
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000016～FFFE16を設定可能
設定値をnとすると、TAiOUT端子から出力するPWMパルスの“H”レベル幅は

　  となる（PWMパルスの周期は　　　　）
n
fi

216－ 1
fi

図9.6.1　PWMモード時のタイマAiレジスタ及びタイマAiモードレジスタのレジスタ構成

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

ビット名ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

タイマAiモードレジスタ（i＝0～4）【5616～5A16番地】

機　能 リセット時 R/W

動作モード選択ビット

PWMモードでは“1”に固定してください

トリガ選択ビット

16/8ビットPWMモード
選択ビット

カウントソース選択ビット

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

1 1：PWMモード
b1 b0

1 1

0 0：
0 1：

1 0：TAiIN端子の入力信号の立ち下がり
1 1：TAiIN端子の入力信号の立ち上がり

b4 b3 カウント開始フラグへの“1”書き込み
（TAiIN端子はプログラマブル入出力ポート
として機能）

1

0：16ビットパルス幅変調器として動作
1：8ビットパルス幅変調器として動作

0

0

0

0

0

0

0

0

表9.2.3参照

タイマA0レジスタ【4716、4616 番地】
タイマA1レジスタ【4916、4816 番地】
タイマA2レジスタ【4B16、4A16番地】
タイマA3レジスタ【4D16、4C16番地】
タイマA4レジスタ【4F16、4E16番地】

不定15～0

ビット 機　能 リセット時 R/W

WO

b0b7b0b7
（b15） （b8）

fi：カウントソースの周波数
注．このレジスタへの書き込みはMOVM命令、又はSTA（STAD）命令を使用し、16ビット単位で行ってください。

《16ビットパルス幅変調器として動作しているとき》

タイマA0レジスタ【4716、4616 番地】
タイマA1レジスタ【4916、4816 番地】
タイマA2レジスタ【4B16、4A16番地】
タイマA3レジスタ【4D16、4C16番地】
タイマA4レジスタ【4F16、4E16番地】

不定

不定

7～0

15～8

ビット 機　能 リセット時 R/W

0016～FF16を設定可能
設定値をmとすると、TAiOUT端子から出力するPWMパルスの周期は

　 　　　　　　　となる

WO

WO

b0b7b0b7
（b15） （b8）

（m＋1）（28－1）
fi

《8ビットパルス幅変調器として動作しているとき》

0016～FE16を設定可能
設定値をnとすると、TAiOUT端子から出力するPWMパルスの“H”レベル幅は

　 　　　　となる
n（m＋1）

fi
fi：カウントソースの周波数
注．このレジスタへの書き込みはMOVM命令、又はSTA（STAD）命令を使用し、16ビット単位で行ってください。



7911グループユーザーズマニュアル9-36

9
タイマA

9.6　パルス幅変調（PWM）モード

9.6.1　PWMモード設定方法

図9.6.2、図9.6.3にPWMモード関連レジスタの初期設定例を示します。
なお、割り込みを使用する場合は、割り込みを許可するための設定が必要です。詳細は「第7章 割り込み」を
参照してください。

図9.6.2　PWMモード関連レジスタの初期設定例（1）

b7 b0

カウントソース選択ビット
　表9.2.3参照

1

PWMモードの選択及び各機能の選択

 タイマAiモードレジスタ（i＝0～4）【5616～5A16番地】1

16/8ビットPWMモード選択ビット
　０：16ビットパルス幅変調器として動作
　１：8ビットパルス幅変調器として動作

次ページ
「PWMモード関連レジスタの初期設定例（２）」

へ続く

トリガ選択ビット

　００ ：
　０１ ：
　１０ ：TAiIN端子の入力信号の立ち下がり
　１１ ：TAiIN端子の入力信号の立ち上がり

：外部トリガ

PWMモードの選択

PWMパルスの周期及び“H”レベル幅の設定 

b7 b0

000016～FFFE16 (n)を設定可能

(b15) (b8)
b7 b0

タイマA0レジスタ【4716、 4616 番地】
タイマA1レジスタ【4916、 4816 番地】
タイマA2レジスタ【4B16、 4A16 番地】
タイマA3レジスタ【4D16、 4C16 番地】
タイマA4レジスタ【4F16、 4E16 番地】

　ただし、n＝000016のときは、パルス幅変調器は
　動作せず、TAiOUT端子は“L”レベルを出力し、
　タイマAi割り込み要求は発生しません。

■16ビットパルス幅変調器として動作しているとき

b7 b0

0016～FF16 (m)を設定可能

(b15) (b8)
b7 b0

タイマA0レジスタ【4716、 4616 番地】
タイマA1レジスタ【4916、 4816 番地】
タイマA2レジスタ【4B16、 4A16 番地】
タイマA3レジスタ【4D16、 4C16 番地】
タイマA4レジスタ【4F16、 4E16 番地】

■8ビットパルス幅変調器として動作しているとき

0016～FE16 (n)を設定可能

2   －1
fi

16　

　ただし、n＝0016のときは、パルス幅変調器は
　動作せず、TAiOUT端子は“L”レベルを出力し、
　タイマAi割り込み要求は発生しません。

b4 b3

カウント開始フラグへの“1”書き込み　　：内部トリガ

“H”レベル幅＝

周期＝

※16ビットパルス幅変調器として動作しているとき

n
fi

(m＋1)(2 －1)
fi

※8ビットパルス幅変調器として動作しているとき

“H”レベル幅＝

周期＝
8

n(m＋1)
fi

（ fi：カウントソース
     の周波数）

（ fi：カウントソース
     の周波数）

1
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図9.6.3　PWMモード関連レジスタの初期設定例（2）

AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA

AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAA
カウント開始フラグを“1”にする
b7 b0

AAAAA
AAAAAカウント開始フラグ 
【4016番地】

AAAAAタイマA0カウント開始フラグ

AAAAA
AAAAAタイマA1カウント開始フラグ

AAAAAタイマA2カウント開始フラグ

AAAAA
AAAAA
タイマA3カウント開始フラグ

AAAAA
AAAAAタイマA4カウント開始フラグ

AA
AA

AAAA
AAAA
AAAA
AAAA

AAAA
AAAA
AAAA
AAAA

AAA
AAA
AAA
AA
AA

AAA
AAA
AAA

カウント開始

外部トリガ選択時 内部トリガ選択時

前ページ
「PWMモード関連レジスタの初期設定例（１）」

より

トリガ発生

AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA

b7 b0

AAAAA
AAAAA ポートP5方向レジスタ
【D16番地】  

AAAAAAAAAA
 ポートP5方向レジスタ、ポートP6方向レジスタの設定

AAAAAA対応するビットを“0”にする

AAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAA割り込み優先レベルの設定

b7 b0
タイマAi割り込み制御レジスタ （i＝0～4）
【7516～7916番地】
割り込み優先レベル選択ビット
割り込み使用時は、レベル1～7に設定
割り込み禁止時は、レベル0に設定

AAAAAAA
カウント開始フラグを“1”にする
b7 b0

AAAAA
AAAAA
カウント開始フラグ 
【4016番地】

AAAAAタイマA0カウント開始フラグ

AAAAA
AAAAAタイマA1カウント開始フラグ

AAAAAタイマA2カウント開始フラグ

AAAAA
AAAAA
タイマA3カウント開始フラグ

AAAAA
AAAAAタイマA4カウント開始フラグ

AA
AA

AAAA
AAAA
AAAA
AAAA

AAAA
AAAA
AAAA
AAAA

AAA
AAA
AAA
AA
AA

AAAAA
AAAAA
AAAAA

TAiIN端子への
トリガ入力

AAA
TA0IN端子

AAATA1IN端子

AAA
AAATA4IN端子

b7 b0

AAAAAAA
AAAAA ポートP6方向レジスタ
【1016番地】  

AAA
TA2IN端子

AAATA3IN端子
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9.6.2　トリガ

TAiOUT端子は、トリガが発生するとPWMパルスの出力を開始します。トリガには内部トリガ、又は外部
トリガを選択できます。
トリガ選択ビット（5616～5A16番地のビット4、3）が“002”又は“012”のときは内部トリガが選択されます。
このビットが“102”又は“112”のときは外部トリガが選択されます。
なお、PWMパルスの出力中に発生したトリガは無効となり、パルス出力動作には影響しません。

（1）内部トリガ選択時

カウント開始フラグ（4016番地）に“1”を書き込むと、トリガが発生します。

（2）外部トリガ選択時

5616～5A16番地のビット3が“0”のときはTAiIN端子の入力信号の立ち下がりで、ビット3が“1”のときは
TAiIN端子の入力信号の立ち上がりで、トリガが発生します。ただし、トリガ入力は、カウント開始フラグ
が“1”のときだけ受け付けられます。
外部トリガを使用するときは、TAiIN端子に対応するポートP5、P6方向レジスタのビットを入力モード
に設定してください。
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9.6.3　PWMモード動作説明

① 動作モード選択ビットでPWMモードを選択すると、TAiOUT端子は“L”レベルを出力します。
② トリガが発生すると、カウンタ（パルス幅変調器）はカウントを開始し、TAiOUT端子からPWMパルス
を出力します（注1、注2）。

③ PWMパルスのレベルが“H”から“L”になるごとに、タイマAi割り込み要求ビットが“1”になります。
この後、割り込み要求ビットは、割り込み要求を受け付けるまで、又はソフトウエアで“0”にする
まで、“1”の状態を保持します。

④ PWMパルスを1周期出力するごとに、カウンタはリロードレジスタの内容をリロードして、カウント
を続けます。

　パルス幅変調器の動作について以下に説明します。
　　　　

（1）16ビットパルス幅変調器

16/8ビットPWMモード選択ビットを“0”にすると、カウンタは16ビットパルス幅変調器として動作
します。図9.6.4、図9.6.5に16ビットパルス幅変調器の動作例を示します。

（2）8ビットパルス幅変調器

16/8ビットPWMモード選択ビットを“1”にすると、カウンタは8ビット長に2分割され、カウンタの
上位8ビットは8ビットパルス幅変調器、下位8ビットは8ビットプリスケーラとして動作します。
図9.6.6、図9.6.7に8ビットパルス幅変調器の動作例を示します。

注1． 16ビットパルス幅変調器として動作しているとき、タイマAiレジスタに“000016”を設定した
場合は、パルス幅変調器は動作せず、TAiOUT端子の出力レベルは“L”のままで、タイマAi割り込み
要求も発生しません。また、8ビットパルス幅変調器として動作しているとき、タイマAiレジスタの
上位8ビットに“0016”を設定した場合も同じです。

　2． 8ビットパルス幅変調器として動作している場合、トリガ発生後、TAiOUT端子は（1 / fi）×（m+1）×
（n+1）の期間“L”レベルを出力し、その後、PWMパルスの出力を開始します。

なお、タイマA2、タイマA3をPWMモードで使用する場合、TA2OUT、TA3OUT端子はPWMパルス出力端子
_____ _____

となるため、共用となっているキー入力割り込み端子（KI0、KI2端子）を選択しないでください（「第8章 キー
入力割り込み」参照）。
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図9.6.4　16ビットパルス幅変調器の動作例

図9.6.5　16ビットパルス幅変調器の動作例（パルス出力中にカウンタの値を更新した場合）

(1 / fi) ✕  (2   –1) 

(1 / fi) ✕  (n)  

16

カウントソース 

TAiIN端子の入力信号

TAiOUT端子からの
PWMパルス出力

fi ：カウントソースの周波数

n ：リロードレジスタ

※n＝000316、外部トリガ（TAiIN端子の入力信号の立ち上がり）選択時

この信号ではトリガは発生しない

タイマAi割り込み
要求ビット

割り込み要求の受付、又はソフトウエアによって“0”にする

fi ：カウントソースの周波数

n ：リロードレジスタの内容

①タイマAiレジスタに“000016”を設定した後、任意の値を再設定した場合のPWMパルスの立ち上がりタイミングは、
　再設定のタイミングに依存します。

※外部トリガ（TAiIN端子の入力信号の立ち上がり）選択時

FFFE16

n

000116

TAiIN端子の
入力信号

カ
ウ
ン
タ
の
内
容
（
16

進
）

(1 / fi) ✕  (2   –1)  16

(2   –1) – n16

(1 / fi) ✕  (2   –1) 16 (1 / fi) ✕  (2    –1)  16

TAiOUT端子からの
PWMパルス出力

カウント停止

①

“000016”をタイマAi
レジスタに設定

“200016”をタイマAi
レジスタに設定

200016

“FFFE16”をタイマAi
レジスタに設定

カウント再開
時間
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図9.6.6　8ビットパルス幅変調器の動作例

①　カウントソース

TAiIN端子の
入力信号

(1 / fi) ✕  (m+1) ✕ (2  –1) 8

(1 / fi) ✕  (m+1) ✕ (n) 

②　8ビットプリス
　   ケーラのアンダ

       フロー信号

TAiOUT端子からの
PWMパルス出力

(1 / fi) ✕  (m+1) 

タイマAi割り込み
要求ビット

割り込み要求の受付、又はソフトウエアによって“0”にするfi ：カウントソースの周波数
n ：リロードレジスタの上位8ビット
m ：リロードレジスタの下位8ビット

①8ビットプリスケーラはカウントソースをカウントします。
②8ビットパルス幅変調器は8ビットプリスケーラのアンダフロー信号をカウントします。

※n ＝0216、m＝0216、外部トリガ（TAiIN端子の入力信号の立ち下がり）選択時
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図9.6.7　8ビットパルス幅変調器の動作例(パルス出力中にカウンタの値を更新した場合）
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、
再
設
定
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
依
存
し
ま
す
。

※
外
部
ト
リ
ガ
（
T
A
i IN
端
子
の
入
力
信
号
の
立
ち
下
が
り
）
選
択
時
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【パルス幅変調（PWM）モード使用上の注意】

1．PWMパルスを出力中にカウント開始フラグを“0”にすると、カウンタはカウントを停止します。
このときTAiOUT端子が“H”レベルを出力している場合は、出力レベルは“L”になり、タイマAi割り込み要求
ビットが“1”になります。“L”レベルを出力している場合は、出力レベルは変化せず、タイマAi割り込み
要求も発生しません。

2．次に示すいずれかの手順でタイマの動作モードを設定した場合、タイマAi割り込み要求ビットが“1”に
なります。

●リセット後、PWMモードを選択したとき
●動作モードをタイマモードからPWMモードに変更したとき
●動作モードをイベントカウンタモードからPWMモードに変更したとき

したがって、タイマAi割り込み（割り込み要求ビット）を使用する場合は、上記の設定を行った後、タイマ
Ai割り込み要求ビットを“0”にしてください。

3．タイマA2、タイマA3をPWMモードで使用する場合、TA2OUT、TA3OUT端子はPWMパルス出力端子となる
_____ _____

ため、共用となっているキー入力割り込み端子（KI0、KI2端子）を選択しないでください（「第8章 キー入力
割り込み」参照）。
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【パルス幅変調（PWM）モード使用上の注意】

MemoMemo
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10.1　概　要

タイマBは16ビットのリロード機能付きカウンタ3本（タイマB0～B2）で構成されています。タイマB0～B2は
同一の機能を持ち、それぞれ独立して動作します。
タイマBi（i＝0～2）には以下に示す3つの動作モードがあります。

（1）タイマモード

内部で生成されたカウントソースをカウントするモードです。

（2）イベントカウンタモード

外部信号をカウントするモードです。

（3）パルス周期測定／パルス幅測定モード

外部信号のパルス周期、又はパルス幅を測定するモードです。

10.2　ブロック説明

タイマBのブロック図を図10.2.1に示し、タイマB関連レジスタについて以下に説明します。

図10.2.1　タイマBブロック図

（下位8ビット）

A
A

AAAAAAAA
AAAAAAAA
AAAAAAAA

AA
AA

A
A

AA
AA
A
A
A
A

AA
AA
AA
AAAA
AA

AAAAAAAA
AAAAAAAAf2

f16
f64
f512

カウントソース選択ビット

タイマモード
パルス周期測定/パルス幅測定モード

イベントカウンタ
モード

カウント開始フラグ

カウンタリセット回路

データバス（奇数）

（上位8ビット）

タイマBiリロードレジスタ(16)

タイマBiカウンタ(16)
タイマBi
割り込み
要求ビット

タイマBi
オーバフロー
フラグ
（パルス周期測定/
　パルス幅測定モード時有効）

A
極性切り替え

エッジパルス発生TBi IN

データバス（偶数）
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10.2.1　カウンタ及びリロードレジスタ（タイマBiレジスタ）

タイマBiカウンタ、及びリロードレジスタは16ビットで構成され、以下に示す機能を持ちます。

（1）タイマモード、イベントカウンタモードにおける機能

カウンタはカウントソースを入力するごとにダウンカウントします。リロードレジスタはカウンタの
初期値を記憶しておくレジスタです。カウンタがアンダフローするとき、リロードレジスタの内容は
カウンタへリロードされます。
カウンタ及びリロードレジスタへの値の設定は、タイマBiレジスタへの書き込みによって行います。
表10.2.1にタイマBiレジスタのメモリ配置を示します。
カウント停止中にタイマBiレジスタに書き込んだ値は、カウンタ及びリロードレジスタに設定されます。
カウント中にタイマBiレジスタに書き込んだ値は、リロードレジスタにだけ設定されます。この場合、
更新されたリロードレジスタの内容が、次のアンダフロー時にカウンタへ転送されます。タイマBiレジスタ
を読み出したときは、カウンタの値が読み出されます。

注．タイマBiレジスタの読み出し、及び書き込みは16ビット単位で行ってください。また、タイマBi
レジスタを読み出したときの読み出し値については【タイマモード使用上の注意】及び【イベント
カウンタモード使用上の注意】を併せて参照してください。

（2）パルス周期測定／パルス幅測定モードにおける機能

カウンタはカウントソースを入力するごとにアップカウントします。リロードレジスタはパルス周期、
又はパルス幅の測定結果を保持するレジスタとなります。TBi IN端子に有効エッジが入力されると、
カウンタの値がリロードレジスタへ転送されます。このモードでは、タイマBiレジスタを読み出すと、
リロードレジスタの内容が読み出され、測定結果を得ることができます。

注．タイマBiレジスタの読み出しは16ビット単位で行ってください。

タイマBiレジスタ
タイマB0レジスタ
タイマB1レジスタ
タイマB2レジスタ

注．リセット時、タイマBiレジスタは不定になります。

表10.2.1　タイマBiレジスタのメモリ配置

下位バイト
5016番地
5216番地
5416番地

上位バイト
5116番地
5316番地
5516番地
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図10.2.2　カウント開始フラグのレジスタ構成

10.2.3　タイマBiモードレジスタ

図10.2.3にタイマBiモードレジスタのレジスタ構成を示します。動作モード選択ビットは、タイマBiの動作
モードを選択するためのビットです。動作モードによって機能が異なるビット2、3、5～7については、各動作
モードの節で説明します。

10.2.2　カウント開始フラグ

カウントを開始、又は停止させるためのレジスタです。各ビットがそれぞれ各タイマに対応しています。
図10.2.2にカウント開始フラグのレジスタ構成を示します。

図10.2.3　タイマBiモードレジスタのレジスタ構成

ビット名ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

カウント開始フラグ【4016番地】

機　能 リセット時 R/W

タイマA0カウント開始フラグ

タイマA1カウント開始フラグ

タイマA2カウント開始フラグ

タイマA3カウント開始フラグ

タイマA4カウント開始フラグ

タイマB0カウント開始フラグ

タイマB1カウント開始フラグ

タイマB2カウント開始フラグ

0

0

0

0

0

0

0

0

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0：カウント停止
1：カウント開始

ビット名ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

タイマBiモードレジスタ（i＝0～2）【5B16～ 5D16番地】

機　能 リセット時 R/W

動作モード選択ビット

動作モードによって機能が異なる

何も配置されていない

動作モードによって機能が異なる

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0 0：タイマモード
0 1：イベントカウンタモード
1 0：パルス周期測定／パルス幅測定モード
1 1：選択禁止

b1 b0

注．タイマモード及びイベントカウンタモード時、ビット5は無効で読み出し時の値は不定です。

0

0

0

0

不定

不定

0

0

RW

RW

RW

RW

－

RO
（注）

RW

RW
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10.2.4　タイマBi割り込み制御レジスタ

図10.2.4にタイマBi割り込み制御レジスタのレジスタ構成を示します。割り込みについての詳細は「第7章
割り込み」を参照してください。

図10.2.4　タイマBi割り込み制御レジスタのレジスタ構成

（1）割り込み優先レベル選択ビット（ビット2～0）

タイマBi割り込みの優先レベルを選択するためのビットです。タイマBi割り込みを使用する場合は
レベル1～7を選択してください。タイマBi割り込み要求が発生すると、優先レベルとプロセッサ割り込み
優先レベル（IPL）が比較され、優先レベルの方がIPLより大きい場合だけ、割り込みが許可されます
（ただし、割り込み禁止フラグ（I）が “0” の場合）。タイマBi割り込みを禁止する場合は、このビットを
“0002”（レベル0）に設定してください。

（2）割り込み要求ビット（ビット3）

タイマBi割り込み要求が発生したとき、このビットは “1” になります。その後、タイマBi割り込み要求
が受け付けられると、このビットは自動的に “0” になります。また、このビットはソフトウエアによって
“1” 、又は “0” にできます。

タイマBi割り込み制御レジスタ（i＝0～2）【7A16～ 7C16番地】
b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0

1

2

3

7～4

ビット名ビット 機　能 リセット時 R/W

割り込み優先レベル選択ビット

割り込み要求ビット

何も配置されていない

注．このビットへの書き込みにはMOVM（MOVMB）命令、又はSTA（STAB, STAD）命令を使用してください。

0 0 0：レベル0（割り込み禁止）
0 0 1：レベル1
0 1 0：レベル2
0 1 1：レベル3
1 0 0：レベル4
1 0 1：レベル5
1 1 0：レベル6
1 1 1：レベル7

b2 b1b0

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

0

0

0

0

不定

RW

RW

RW

RW
（注）

－
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TA4OUT端子

TA4IN端子
_______

INT0端子
_______

INT1端子
_______

INT2端子 （注）

TB0IN端子

TB1IN端子

TB2IN端子

10.2.5　ポートP6方向レジスタ

タイマBiの入力端子はポートP6と共用です。これらの端子をタイマBiの入力端子として使用する場合は、
ポートP6方向レジスタの対応するビットを “0” にして入力モードに設定してください。図10.2.5にポートP6
方向レジスタとタイマBiの入力端子の対応を示します。

図10.2.5　ポートP6方向レジスタとタイマBiの入力端子の対応

10.2.6　カウントソース（タイマモード及びパルス周期測定／パルス幅測定モード時）

タイマモード、及びパルス周期測定／パルス幅測定モードでは、カウントソース選択ビット（5B16～5D16番地
のビット6、7）によって、カウントソース（f2、f16、f64、又はf512）を選択できます（図10.3.1、図10.5.1参照）。

対応する端子名ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

ポートP6方向レジスタ【1016番地】

機　能 リセット時 R/W

0

0

0

0

0

0

0

0

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

_______

注．INT2端子選択ビット（9416番地のビット4）＝0の場合。

0：入力モード
1：出力モード

タイマBiの入力端子として使用する場合は、
対応するビットを“0”にしてください。
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10.3　タイマモード

内部で生成されたカウントソースをカウントするモードです。表10.3.1にタイマモードの仕様を、図10.3.1
にタイマモード時のタイマBiレジスタ及びタイマBiモードレジスタのレジスタ構成を示します。

表10.3.1　タイマモードの仕様

仕　　様項　　目
カウントソース fi
カウント動作

分周比

カウント開始条件
カウント停止条件
割り込み要求発生タイミング
TBiIN端子の機能
タイマの読み出し
タイマの書き込み

f2、f16、f64、又はf512
●ダウンカウント
●アンダフロー時はリロードレジスタの内容をリロードしてカウントを継続

カウント開始フラグへの “1” 書き込み
カウント開始フラグへの “0” 書き込み
アンダフロー時
プログラマブル入出力ポート
タイマBiレジスタを読み出すと、カウンタの値が読み出される
■カウント停止中
　タイマBiレジスタに書き込むと、リロードレジスタ及びカウンタの両方に
　書き込まれる
■カウント中
　タイマBiレジスタに書き込むと、リロードレジスタにだけ書き込まれる
　（カウンタには次のリロード時に転送される）

1
（n＋1）

n：タイマBiレジスタ設定値
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図10.3.1　タイマモード時のタイマBiレジスタ及びタイマBiモードレジスタのレジスタ構成

不定15～0

ビット 機　能 リセット時 R/W

000016～FFFF16を設定可能
設定値をnとすると、カウンタはカウントソースをn＋1分周する
読み出し時はカウンタの値を読み出す

RW

b0b7b0b7
（b15） （b8）タイマB0レジスタ【5116、5016 番地】

タイマB1レジスタ【5316、5216 番地】
タイマB2レジスタ【5516、5416 番地】

ビット名ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

タイマBiモードレジスタ（i＝0～2）【5B16～ 5D16番地】

機　能 リセット時 R/W

動作モード選択ビット

タイマモードでは無効

何も配置されていない

タイマモードでは無効
読み出した場合その内容は不定

カウントソース選択ビット

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0 0：タイマモード
b1 b0

0 0

0 0：f2
0 1：f16
1 0：f64
1 1：f512

b7 b6

X：“0”又は“1”いずれでもよい。

X XX

0

0

0

0

不定

不定

0

0

RW

RW

RW

RW

－

RO

RW

RW

注．このレジスタの読み出し、及び書き込みは、16ビット単位で行ってください。
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10.3.1　タイマモード設定方法

図10.3.2にタイマモード関連レジスタの初期設定例を示します。
なお、割り込みを使用する場合は割り込みを許可するための設定が必要です。詳細は「第7章 割り込み」を
参照してください。

図10.3.2　タイマモード関連レジスタの初期設定例

AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA

AAA
AAA
AAA

カウント開始

b7 b0

カウントソース選択ビット

　0 0 : f2
　0 1 : f16
　1 0 : f64
　1 1 : f512

タイマモードの選択及びカウントソースの選択

 タイマBiモードレジスタ（i＝0～2）【5B16～5D16番地】

AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAカウント開始フラグを“1”にする

b7 b0

カウント開始フラグ 【4016番地】

タイマB0カウント開始フラグ

タイマB1カウント開始フラグ

タイマB2カウント開始フラグ

b7 b6

AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA割り込み優先レベルの設定

b7 b0

タイマBi割り込み制御レジスタ（i＝0～2）【7A16～7C16番地】

割り込み優先レベル選択ビット
割り込み使用時は、レベル1～7に設定
割り込み禁止時は、レベル0に設定

0 0× ××

×：“0”又は“1”いずれでもよい

タイマモードの選択

※カウンタはカウントソースを n＋1 分周します。AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA

分周比の設定 

b7 b0

000016～FFFF16 (n)を設定可能

(b15) (b8)
b7 b0 タイマB0レジスタ【5116、5016番地】

タイマB1レジスタ【5316、5216番地】
タイマB2レジスタ【5516、5416番地】
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10.3.2　タイマモード動作説明

① カウント開始フラグを “1” にすると、カウンタはカウントソースのカウントを開始します。
② アンダフローすると、リロードレジスタの内容をリロードして、カウントを続けます。
③ ②のアンダフロー時、タイマBi割り込み要求ビットが “1” になります。
この後、割り込み要求ビットは、割り込み要求を受け付けるまで、又はソフトウエアで“0”にする
まで “1” の状態を保持します。

図10.3.3にタイマモード動作例を示します。

図10.3.3　タイマモード動作例

カウント停止

カウント再開

FFFF16

n

000016

時間

カウント開始フラグ

　タイマBi 割り込み
要求ビット

カ
ウ
ン
タ
の
内
容
（
16

進
）

割り込み要求の受付、又はソフトウエアによって“０”にする

ソフトウエアによって
“１”にする

カウント開始

ソフトウエアによって
“１”にする

ソフトウエアによって
“０”にする

fi  ： カウントソースの周波数
n  ： リロードレジスタの内容

(1 / fi) ✕ (n+1)
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【タイマモード使用上の注意】

　カウント中のカウンタの値は、タイマBiレジスタを読み出すことによって任意のタイミングで読み出せます。
ただし、図10.3.4に示すリロードタイミングで読み出した場合は、“FFFF16”が読み出されます。カウント停止中
にタイマBiレジスタに値を設定した後、カウンタがカウントを開始するまでの期間に読み出した場合は、
設定値が正しく読み出されます。

図10.3.4　タイマBiレジスタの読み出し

2 1 0 n n - 1カウンタの値
（16進）

2 1 0 FFFF n - 1
読み出し値
（16進）

リロード

時間n：リロードレジスタの内容
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カウントソース

カウント動作

分周比

カウント開始条件
カウント停止条件
割り込み要求発生タイミング
TBiIN端子の機能
タイマの読み出し
タイマの書き込み

10.4　イベントカウンタモード

外部信号をカウントするモードです。表10.4.1にイベントカウンタモードの仕様を、図10.4.1にイベント
カウンタモード時のタイマBiレジスタ及びタイマBiモードレジスタのレジスタ構成を示します。

表10.4.1　イベントカウンタモードの仕様

仕　　様項　　目
●TBiIN端子に入力された外部信号
●カウントソースの有効エッジには立ち下がり、立ち上がり、又は
　立ち下がり及び立ち上がりをソフトウエアによって選択できる
●ダウンカウント
●アンダフロー時はリロードレジスタの内容をリロードしてカウントを継続

カウント開始フラグへの “1” 書き込み
カウント開始フラグへの “0” 書き込み
アンダフロー時
カウントソース入力
タイマBiレジスタを読み出すと、カウンタの値が読み出される
■カウント停止中
　タイマBiレジスタに書き込むと、リロードレジスタ及びカウンタの両方に
　書き込まれる
■カウント中
　タイマBiレジスタに書き込むと、リロードレジスタにだけ書き込まれる
　（カウンタには次のリロード時に転送される）

1
（n＋1）

n：タイマBiレジスタ設定値
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図10.4.1　イベントカウンタモード時のタイマBiレジスタ及びタイマBiモードレジスタのレジスタ構成

RW

RW

RW

RW

－

RO

RW

RW

不定15～0

ビット 機　能 リセット時 R/W

000016～FFFF16を設定可能
設定値をnとすると、カウンタはカウントソースをn＋1分周する
読み出し時はカウンタの値を読み出す

RW

ビット名ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

タイマBiモードレジスタ（i＝0～2）【5B16～ 5D16番地】

機　能 リセット時 R/W

動作モード選択ビット

カウント極性選択ビット

何も配置されていない

イベントカウンタモードでは無効
読み出した場合その内容は不定

イベントカウンタモードでは無効

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0 1：イベントカウンタモード
b1 b0

0 1

0 0：外部信号の立ち下がりをカウント
0 1：外部信号の立ち上がりをカウント
1 0：外部信号の立ち下がり及び立ち上がりを

カウント
1 1：選択禁止

b3 b2

X：“0”又は“1”いずれでもよい。

タイマB0レジスタ【5116、5016番地】
タイマB1レジスタ【5316、5216番地】
タイマB2レジスタ【5516、5416番地】

XX X

0

0

0

0

不定

不定

0

0

注．このレジスタの読み出し、及び書き込みは、16ビット単位で行ってください。

b0b7b0b7
（b15） （b8）



7911グループユーザーズマニュアル10-14

タイマB
10 10.4　イベントカウンタモード

10.4.1　イベントカウンタモード設定方法

図10.4.2にイベントカウンタモード関連レジスタの初期設定例を示します。
なお、割り込みを使用する場合は割り込みを許可するための設定が必要です。詳細は「第7章 割り込み」を
参照してください。

図10.4.2　イベントカウンタモード関連レジスタの初期設定例

AAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAA

b7 b0

　００：外部信号の立ち下がりをカウント
　０１：外部信号の立ち上がりをカウント
　１０：外部信号の立ち下がり及び立ち上がりをカウント
　１１：選択禁止

0 1

イベントカウンタモードの選択及びカウント極性の選択

 タイマBiモードレジスタ（i＝0～2）【5B16～5D16番地】

b3 b2

×

カウント極性選択ビット

×：“0”又は“1”いずれでもよい

イベントカウンタモードの選択

× ×

AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA

※カウンタはカウントソースを n＋1 分周します。
AAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAA

分周比の設定 

b7 b0

000016～FFFF16 (n)を設定可能

(b15) (b8)
b7 b0 タイマB0レジスタ【5116、5016番地】

タイマB1レジスタ【5316、5216番地】
タイマB2レジスタ【5516、5416番地】

AAA
AAA
AAA
AAA

カウント開始

AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA

カウント開始フラグを“1”にする
b7 b0

カウント開始フラグ 【4016番地】

タイマB0カウント開始フラグ

タイマB1カウント開始フラグ

タイマB2カウント開始フラグ

AAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAA

割り込み優先レベルの設定

b7 b0

タイマBi割り込み制御レジスタ （i＝0～2）【7A16～7C16番地】

割り込み優先レベル選択ビット
割り込み使用時は、レベル1～7に設定
割り込み禁止時は、レベル0に設定

ポートP6方向レジスタの設定

b7 b0

ポートP6方向レジスタ【1016番地】

対応するビットを“0”にする

TB0IN端子

TB1IN端子

TB2IN端子
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10.4.2　イベントカウンタモード動作説明

① カウント開始フラグを “1” にすると、カウンタはカウントソースの有効エッジのカウントを開始
します。

② アンダフローすると、リロードレジスタの内容をリロードして、カウントを続けます。
③ ②のアンダフロー時、タイマBi割り込み要求ビットが “1 ” になります。
この後、割り込み要求ビットは、割り込み要求を受け付けるまで、又はソフトウエアで“0”にする
まで “1” の状態を保持します。

図10.4.3にイベントカウンタモード動作例を示します。

図10.4.3　イベントカウンタモード動作例

カウント停止

カウント再開

FFFF16

n

000016

時間

カウント開始フラグ

　タイマBi 割り込み
要求ビット

カ
ウ
ン
タ
の
内
容
（
16

進
）

n ：リロードレジスタの内容 割り込み要求の受付、又はソフトウエアによって“０”にする

ソフトウエアによって
“１”にする

カウント開始

ソフトウエアによって
“１”にする

ソフトウエアによって
“０”にする
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【イベントカウンタモード使用上の注意】

　カウント中のカウンタの値は、タイマBiレジスタを読み出すことによって任意のタイミングで読み出せます。
ただし、図10.4.4に示すリロードタイミングで読み出した場合は、“FFFF16”が読み出されます。カウント停止
中にタイマBiレジスタに値を設定した後、カウンタがカウントを開始するまでの期間に読み出した場合
は、設定値が正しく読み出されます。

図10.4.4　タイマBiレジスタの読み出し

2 1 0 n n - 1カウンタの値
（16進）

2 1 0 FFFF n - 1
読み出し値
（16進）

リロード

時間n：リロードレジスタの内容
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カウントソース fi
カウント動作

カウント開始条件
カウント停止条件
割り込み要求発生タイミング

TBiIN端子の機能
タイマの読み出し

タイマの書き込み

10.5　パルス周期測定／パルス幅測定モード

外部信号のパルス周期、又はパルス幅を測定するモードです。表10.5.1にパルス周期測定／パルス幅測定
モードの仕様、図10.5.1にパルス周期測定／パルス幅測定モード時のタイマBiレジスタ及びタイマBiモード
レジスタのレジスタ構成を示します。

（1）パルス周期測定

TBiIN端子に入力された外部信号のパルス周期を測定

（2）パルス幅測定

TBiIN端子に入力された外部信号のパルス幅（ “L” レベル幅、及び “H” レベル幅）を測定

表10.5.1　パルス周期測定／パルス幅測定モードの仕様

項　　目 仕　　様
f2、f16、f64、又はf512
●アップカウント
●測定パルスの有効エッジで、リロードレジスタにカウンタの値を転送し、
　カウンタの値を “000016” にしてカウントを継続
カウント開始フラグへの “1” 書き込み
カウント開始フラグへの “0” 書き込み
●測定パルスの有効エッジ入力時（注1）
●オーバフロー時（同時にオーバフローフラグが “1” になる）
測定パルス入力
タイマBiレジスタを読み出すと、リロードレジスタの内容（測定結果）が
読み出される（注2）
無効

オーバフローフラグ：割り込み要求発生要因の判別用フラグ
注1．カウント開始後1回目の有効エッジ入力時は、割り込み要求は発生しません。
　2．カウント開始後2回目の有効エッジ入力までは、タイマBiレジスタからの読み出し値は不定です。
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図10.5.1　パルス周期測定／パルス幅測定モード時のタイマBiレジスタ及びタイマBiモードレジスタのレジスタ構成

注．このレジスタの読み出しは、16ビット単位で行ってください。

不定15～0

ビット 機　能 リセット時 R/W

パルス周期、又はパルス幅の測定結果を読み出す RO

タイマB0レジスタ【5116、5016番地】
タイマB1レジスタ【5316、5216番地】
タイマB2レジスタ【5516、5416番地】

ビット名ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

タイマBiモードレジスタ（i＝0～2）【5B16～ 5D16番地】

機　能 リセット時 R/W

動作モード選択ビット

測定モード選択ビット

何も配置されていない

タイマBiオーバフローフラグ
　　　　　　　　　　　（注）

カウントソース選択ビット

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

1 0：パルス周期測定／パルス幅測定モード
b1 b0

1 0

0 0：パルス周期測定
　　（測定パルスの立ち下がり－立ち下がり間）
0 1：パルス周期測定
　　（測定パルスの立ち上がり－立ち上がり間）
1 0：パルス幅測定
　　（測定パルスの立ち下がり－立ち上がり間、

及び立ち上がり－立ち下がり間）
1 1：選択禁止

b3 b2

0 0：f2
0 1：f16
1 0：f64
1 1：f512

b7 b6

注．タイマBiオーバフローフラグは、カウント開始フラグが“1”の状態で、次のカウントソースのカウントタイミング以降にタイマ
Biモードレジスタに書き込みを行うと、“0”になります。このフラグをソフトウエアで“1”にすることはできません。

0：オーバフローなし
1：オーバフローあり

0

0

0

0

不定

不定

0

0

RW

RW

RW

RW

－

RO

RW

RW

b0b7b0b7
（b15） （b8）
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10.5.1　パルス周期測定／パルス幅測定モード設定方法

図10.5.2にパルス周期測定／パルス幅測定モード関連レジスタの初期設定例を示します。
なお、割り込みを使用する場合は割り込みを許可するための設定が必要です。詳細は「第7章 割り込み」を
参照してください。

図10.5.2　パルス周期測定／パルス幅測定モード関連レジスタの初期設定例

AAA
AAA
AAA
AAA

カウント開始

AAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAA

b7 b0

測定モード選択ビット

1 0

パルス周期測定／パルス幅測定モードの選択及び各機能の選択

 タイマBiモードレジスタ（i＝0～2）【5B16～5D16番地】

AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA

カウント開始フラグを“1”にする

b7 b0

カウント開始フラグ【4016番地】

タイマB0カウント開始フラグ

タイマB1カウント開始フラグ

タイマB2カウント開始フラグ

b3 b2

AAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAA

割り込み優先レベルの設定

b7 b0

タイマBi割り込み制御レジスタ（i＝0～2）【7A16～7C16番地】

割り込み優先レベル選択ビット
割り込み使用時は、レベル1～7に設定
割り込み禁止時は、レベル0に設定

カウントソース選択ビット
b7 b6

タイマBiオーバフローフラグ（注）
　０：オーバフローなし
　１：オーバフローあり

AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA

ポートP6方向レジスタの設定

b7

ポートP6方向レジスタ【1016番地】

対応するビットを“0”にする

TB0IN端子

TB1IN端子

TB2IN端子

　００：パルス周期測定（立ち下がり－立ち下がり間）
　０１：パルス周期測定（立ち上がり－立ち上がり間）
　１０：パルス幅測定
　１１：選択禁止

　００：f2
　０１：f16
　１０：f64
　１１：f512

注．タイマBiオーバフローフラグは読み出し専用のフラグです。このフラグはリセット後、不定です。
　　カウント開始フラグが“1”の状態で、次のカウントソースのカウントタイミング以降に
　　タイマBiモードレジスタに書き込みを行うと、このフラグは“0”になります。

パルス周期測定／パルス幅測定モードの選択

b0
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10.5.2　パルス周期測定／パルス幅測定モード動作説明

① カウント開始フラグを “1” にすると、カウンタはカウントソースのカウントを開始します。
② 測定パルスの有効エッジで、カウンタの値はリロードレジスタに転送されます（「（1）パルス周期測定
／ パルス幅測定」参照）。

③ ②の転送後、カウンタの値は“000016”になり、カウンタはカウントを続けます。
④ ③でカウンタの値が“000016”になると、タイマBi割り込み要求ビットが “1” になります（注）。
　 この後、割り込み要求ビットは、割り込み要求を受け付けるまで、又はソフトウエアで “0” にする
　　 まで “1” の状態を保持します。
⑤ ②～④を繰り返します。

注．カウント開始後1回目の有効エッジの入力時は、タイマBi割り込み要求は発生しません。

（1）パルス周期測定／パルス幅測定

外部信号のパルス周期を測定するか、パルス幅を測定するかは測定モード選択ビット（5B16～5D16番地
のビット2、3）によって選択できます。表10.5.2に測定モード選択ビットとパルス周期測定／パルス幅測定
の選択を示します。
測定パルスの立ち下がりから立ち上がりまでの期間、及び立ち上がりから立ち下がりまでの期間は、
カウントソースの2サイクル以上にしてください。また、測定結果が “H” レベル幅であるか、“L”レベル
幅であるかはソフトウエアによって判別してください。

表10.5.2　測定モード選択ビットとパルス周期測定／パルス幅測定の選択

パルス周期測定／パルス幅測定 測定期間（有効エッジ）

パルス周期測定

パルス幅測定

立ち下がりから立ち下がり（立ち下がり）
立ち上がりから立ち上がり（立ち上がり）
立ち下がりから立ち上がり、及び立ち上がりから
立ち下がり（立ち下がり、及び立ち上がり）

b3　　b2
0 0
0 1

1 0

（2）タイマBiオーバフローフラグ

タイマBi割り込み要求は、測定パルスの有効エッジの入力、及びオーバフローによって発生します。
タイマBiオーバフローフラグは、割り込み要求の発生要因が、オーバフローであるか、有効エッジの
入力であるかを判別するために使用します。
オーバフロー時、タイマBiオーバフローフラグは “1” になります。したがって、割り込み要求発生
要因の判別は割り込みルーチン内で、タイマBiオーバフローフラグを確認することによって行えます。
タイマBiオーバフローフラグは、カウント開始フラグが “1” の状態で、次のカウントソースのカウント
タイミング以降にタイマBiモードレジスタに書き込みを行うと、 “0” になります。
タイマBiオーバフローフラグは読み出し専用です。
なお、オーバフローのタイミング検出には、タイマBi割り込み要求フラグを使用し、タイマBiオーバ
フローフラグは使用しないでください。

図10.5.3にパルス周期測定時の動作例を、図10.5.4にパルス幅測定時の動作例を示します。
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測定パルス

カウントソース

転送タイミング
リロードレジスタ　　カウンタ

カウント開始
フラグ

タイマBi割り込み
要求ビット

カウンタを“000016”に
するタイミング

転送
（不定値）

転送
（測定値）

転送
（測定値）

タイマBiオーバフロー
フラグ

割り込み要求の受付、又はソフトウエアによって“0”にする

➀ 測定完了によるカウンタの初期化
➁ オーバフロー

➀ ➁➀ ➀➀

転送
（測定値）

図10.5.4　パルス幅測定時の動作例

転送
（不定値）

転送
（測定値）

カウントソース

測定パルス

AAAAAAAAAAA
カウント開始

フラグ

タイマBi割り込み
要求ビット

転送タイミング

カウンタを“000016”に
するタイミング

※測定パルスの立ち下がりから立ち下がりまでを測定した場合

リロードレジスタ　　カウンタ

タイマBiオーバフロー
フラグ

➀ 測定完了によるカウンタの初期化
➁ オーバフロー

➀ ➁➀

割り込み要求の受付、又はソフトウエアによって“0”にする

図10.5.3　パルス周期測定時の動作例
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【パルス周期測定／パルス幅測定モード使用上の注意】

1．タイマBi割り込み要求は次の2つの要因によって発生します。

●測定パルスの有効エッジ入力
●オーバフロー

割り込み要求の発生要因がオーバフローである場合、タイマBiオーバフローフラグが “1” になります。

2．リセット後、タイマBiオーバフローフラグは不定です。このフラグは、カウント開始フラグが “1” の
状態で、次のカウントソースのカウントタイミング以降にタイマBiモードレジスタに書き込みを行うと、
“0” になります。

3．カウント開始後、1回目の有効エッジの入力時は、不定値がリロードレジスタに転送されます。また、
このとき、タイマBi割り込み要求は発生しません。

4．カウント開始時のカウンタの値は不定です。したがって、カウント開始直後に、オーバフローによって
タイマBi割り込み要求が発生することがあります。

5．カウント開始後に測定モード選択ビットを変更すると、タイマBi割り込み要求ビットが “1” になります。
測定モード選択ビットに以前と同じ値を書き込んだ場合は、割り込み要求ビットは変化しません。

6．TBiIN端子の入力信号がノイズなどの影響を受けると、正確な測定を行えない場合があります。測定値が
一定の範囲内にあることを、ソフトウエアで確認することを推奨します。
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11.1　概　要

11.1　概　要

リアルタイム出力は、タイマの周期ごとに複数の端子の出力レベルを同時に変化させる機能です。図11.1.1
にリアルタイム出力の1ビットのブロック図を示します。リアルタイム出力には、以下に示す2つの動作モード
があります。

（1）パルスモード0

8ビットのパルス出力端子を4ビットずつに分けて制御します。図11.1.2にパルスモード0時のリアルタイム
出力構成を示します。

（2）パルスモード1

8ビットのパルス出力端子を2ビットと6ビットに分けて制御します。図11.1.3にパルスモード1時のリアル
タイム出力構成を示します。

デ
ー
タ
バ
ス

パルス出力データレジスタj

 ポートP5iラッチ

 波形出力選択ビットj

 ポートP5方向レジスタのビットi

T
D　Q

タイマAj
アンダフロー信号

1

0

P5i/RTP0k、P5i/RTP1k

・i  = 0～7
・j  = 0、2
・k = 0～3

フリップフロップ

図11.1.1　リアルタイム出力の1ビットのブロック図
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11.1　概　要
デ
ー
タ
バ
ス
（
偶
）

ポートP5i方向レジスタ

ポートP5iラッチ
(i=0～7)

1

0

a

a
a

a
a

P54/RTP10
P55/RTP11
P56/RTP12
P57/RTP13

波形出力選択ビットのビット1

タイマA2

  T  D Q
  T  D Q
  T  D Q
  T  D Q

b7 b0

パルス出力データレジスタ1

パルス出力データレジスタ0

波形出力選択ビットのビット0

P50/RTP00
P51/RTP01
P52/RTP02
P53/RTP03

a

a
a
a

  T  D Q
  T  D Q
  T  D Q
  T  D Q

b7 b0

タイマA0

図11.1.2　パルスモード0時のリアルタイム出力構成

図11.1.3　パルスモード1時のリアルタイム出力構成

デ
ー
タ
バ
ス
（
偶
）

a ポートP5i方向レジスタ

ポートP5iラッチ
(i=0～7)

1

0

パルス出力データレジスタ0

波形出力選択ビットのビット0

P50/RTP00
P51/RTP01

a
a

  T  D Q
  T  D Q

b7 b0

タイマA0

a

P52/RTP02
P53/RTP03
P54/RTP10
P55/RTP11
P56/RTP12
P57/RTP13

波形出力選択ビットのビット1

  T  D Q
  T  D Q
  T  D Q
  T  D Q

a

a
a
a

a  T  D Q
  T  D Q

タイマA2

パルス出力データレジスタ1
b7 b0
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11.2　ブロック説明

11.2　ブロック説明

リアルタイム出力関連レジスタについて以下に説明します。

11.2.1　リアルタイム出力制御レジスタ

図11.2.1にリアルタイム出力制御レジスタのレジスタ構成を示します。

図11.2.1　リアルタイム出力制御レジスタのレジスタ構成

RW

RW

RW

－

0

0

0

0

ビット名ビット

0

1

2

7～3

リアルタイム出力制御レジスタ【A016番地】

機　能 リセット時 R/W

波形出力選択ビット

パルス出力モード選択ビット

読み出し時の値は“0”

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

下表参照

注．P50～P57端子をリアルタイム出力のパルス出力端子として使用するときは、ポートP5方向レジスタ（D16番地）の対応するビット
____ ____

を“1”にしてください。また、RTP10～RTP13端子を使用するときは、共用となっているキー入力割り込み端子（KI0～KI3端子）
を選択しないでください（「第8章 キー入力割り込み」参照）。

0：パルスモード0
1：パルスモード1

－○ P57/RTP13
－○ P56/RTP12
－○ P55/RTP11
－○ P54/RTP10
－○ P53/RTP03
－○ P52/RTP02

－○ P57/RTP13
－○ P56/RTP12
－○ P55/RTP11
－○ P54/RTP10
－○ P53/RTP03
－○ P52/RTP02

－○ P57/RTP13
－○ P56/RTP12
－○ P55/RTP11
－○ P54/RTP10
－○ P53/RTP03
－○ P52/RTP02

－○ P57/RTP13
－○ P56/RTP12
－○ P55/RTP11
－○ P54/RTP10
－○ P53/RTP03
－○ P52/RTP02

－○ P51/RTP01
－○ P50/RTP00

－○ P57/RTP13
－○ P56/RTP12
－○ P55/RTP11
－○ P54/RTP10

－○ P57/RTP13
－○ P56/RTP12
－○ P55/RTP11
－○ P54/RTP10
－○ P53/RTP03
－○ P52/RTP02
－○ P51/RTP01
－○ P50/RTP00

00

パルスモード0
選択時

パルスモード1
選択時

01 10 11b1 b0

ポート

－○ P53/RTP03
－○ P52/RTP02
－○ P51/RTP01
－○ P50/RTP00

ポート

－○ P57/RTP13
－○ P56/RTP12
－○ P55/RTP11
－○ P54/RTP10
－○ P53/RTP03
－○ P52/RTP02
－○ P51/RTP01
－○ P50/RTP00

RTP

－○ P57/RTP13
－○ P56/RTP12
－○ P55/RTP11
－○ P54/RTP10
－○ P53/RTP03
－○ P52/RTP02
－○ P51/RTP01
－○ P50/RTP00

RTP

ポート RTP ポート RTP

－○ P51/RTP01
－○ P50/RTP00

ポート

ポート －○ P51/RTP01
－○ P50/RTP00

ポート

RTP －○ P51/RTP01
－○ P50/RTP00

RTP

ポート

RTP

RTP

ポート：プログラマブル入出力ポートとして機能します。
RTP ：パルス出力端子として機能します。
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11.2　ブロック説明

11.2.2　パルス出力データレジスタ0、1

図11.2.2にパルス出力データレジスタ0、1のレジスタ構成を示します。パルス出力データレジスタ0、1に
書き込まれたデータは、タイマA0、A2のアンダフローごとに、対応するパルス出力端子から出力されます。
RTP02、RTP03のパルス出力データビットは、パルスモードによって使用するビット位置が違います。パルス
出力モード選択ビット（A016番地のビット2）を設定した後、パルス出力データレジスタ0、1を設定してください。

図11.2.2　パルス出力データレジスタ0、1のレジスタ構成

WO

WO

WO

WO

－

不定

不定

不定

不定

不定

ビット名ビット

0

1

2

3

7～4

パルス出力データレジスタ0【A216番地】

機　能 リセット時 R/W

RTP00パルス出力データビット

RTP01パルス出力データビット

RTP02パルス出力データビット
（パルスモード0時有効）

RTP03パルス出力データビット
（パルスモード0時有効）

何も配置されていない

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0：Lレベル出力
1：Hレベル出力

注．このレジスタへの書き込みにはMOVM（MOVMB）命令、又はSTA（STAB, STAD）命令を使用してください。

ビット名ビット

1、0

2

3

4

5

6

7

パルス出力データレジスタ1【A416番地】

機　能 リセット時 R/W

何も配置されていない

RTP02パルス出力データビット
（パルスモード1時有効）

RTP03パルス出力データビット
（パルスモード1時有効）

RTP10パルス出力データビット

RTP11パルス出力データビット

RTP12パルス出力データビット

RTP13パルス出力データビット

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0：Lレベル出力
1：Hレベル出力

注．このレジスタへの書き込みにはMOVM（MOVMB）命令、又はSTA（STAB, STAD）命令を使用してください。

不定

不定

不定

不定

不定

不定

不定

－

WO

WO

WO

WO

WO

WO
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11.2　ブロック説明

11.2.3　ポートP5方向レジスタ

パルス出力端子はポートP5と共用です。これらの端子をリアルタイム出力のパルス出力端子として使用する
場合は、ポートP5方向レジスタの対応するビットを“1”にして出力モードに設定してください。図11.2.3に
ポートP5方向レジスタとパルス出力端子の対応を示します。

図11.2.3　ポートP5方向レジスタとパルス出力端子の対応

対応する端子名ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

ポートP5方向レジスタ【D16番地】

機　能 リセット時 R/W

RTP00端子（TA0OUT端子）

RTP01端子（TA0IN端子）

RTP02端子（TA1OUT端子）

RTP03端子（TA1IN端子）
_____

RTP10端子（TA2OUT/KI0端子）
_____

RTP11端子（TA2IN/KI1端子）
_____

RTP12端子（TA3OUT/KI2端子）
_____

RTP13端子（TA3IN/KI3端子）

0

0

0

0

0

0

0

0

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

注1．これらのビットを“0”にすると、波形出力選択ビット（A016番地のビット0、1）の状態にかかわらず、端子は入力ポート（フローティング）
になります。

　2．（　）内は、共用となっている他の内蔵周辺装置の入出力端子を示します。

0：入力モード
1：出力モード

パルス出力端子として使用する場合は、対応する
ビットを“1”にしてください

リセット後、ポートP5は入力モードになっているため、端子の状態はフローティングです。また、リセット
後、パルス出力データレジスタ0、1は不定になっているため、データを書き込んでからタイマA0、A2が最初
にアンダフローするまでは、パルス出力端子の出力レベルは不定です。これらの状態を回避する必要がある
場合は、図11.3.1、図11.3.2の「パルス出力開始以前の不定出力を避けるための処理」を実施してください。
なお、ポートP5レジスタ（B16番地）を読み出すと、パルス出力端子の出力値が読み出せます。

11.2.4　タイマA0、A2

パルス出力データレジスタ0、1に書き込まれたデータは、タイマA0、A2のアンダフローごとにパルス出力
端子から出力されます。タイマA0、A2の設定については「9.3 タイマモード」を参照してください。
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11.3　リアルタイム出力設定方法

次ページ
「リアルタイム出力関連レジスタの初期設定例（2）」

へ続く

パルス出力開始以前の不定出力を避けるための処理（注）

b7 b0

リアルタイム出力の
初期出力レベル設定
0：Lレベル
1：Hレベル

RTP00
RTP01
RTP02
RTP03
RTP10
RTP11
RTP12
RTP13

ポートP5レジスタ【B16番地】

AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAポートP5方向レジスタの設定

b7 b0

選択したパルス出力端子に
対応するビットを“1”にする

RTP00
RTP01
RTP02
RTP03
RTP10
RTP11
RTP12
RTP13

ポートP5方向レジスタ【D16番地】

注.  不定出力でも影響ない 
 システムの場合は省略 
 できます。

P60～P67端子はプログラマブル入出力ポート

AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA

パルス出力モードの設定

b7 b0
リアルタイム出力制御レジスタ【A016番地】0

パルス出力モード選択ビット
 0：パルスモード0
 1：パルスモード1

パルスモード0使用時

AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA出力データの設定

b0

0：Lレベル
1：Hレベル

RTP00
RTP01
RTP02
RTP03

パルス出力データレジスタ0
【A216番地】

b7

0：Lレベル
1：Hレベル

b0

RTP10
RTP11
RTP12
RTP13

パルス出力データレジスタ1
【A416番地】

b7

×

×：“0”又は“1”いずれでもよい AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA出力データの設定

b0

0：Lレベル
1：Hレベル

RTP00
RTP01

パルス出力データレジスタ0
【A216番地】

b7

0：Lレベル
1：Hレベル

b0

RTP02
RTP03
RTP10
RTP11
RTP12
RTP13

パルス出力データレジスタ1
【A416番地】

b7

×：“0”又は“1”いずれでもよい

パルスモード1使用時

P50～P57端子はプログラマブル入出力ポート

×

× ×

0

11.3　リアルタイム出力設定方法

図11.3.1～図11.3.3にリアルタイム出力関連レジスタの初期設定例を示します。なお、割り込みを使用する
場合は割り込みを許可するための設定が必要です。詳細は「第7章 割り込み」を参照してください。

図11.3.1　リアルタイム出力関連レジスタの初期設定例（1）
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11.3　リアルタイム出力設定方法

図11.3.2　リアルタイム出力関連レジスタの初期設定例（2）

前ページ「リアルタイム出力関連レジスタの初期設定例（1）」より

AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAA
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA

A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A

AA

AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA

次ページ「リアルタイム出力関連レジスタの初期設定例（3）」へ続く

注.  不定出力でも影響ないシステムの場合は省略できます。

b0
タイマA0モードレジスタ【5616番地】
タイマA2モードレジスタ【5816番地】

b7

0

カウントソース選択ビット
　表9.2.3参照

0 0 0 0 0

タイマA0レジスタ【4716、 4616 番地】
タイマA2レジスタ【4B16、 4A16 番地】

b7

000016～FFFF16（n）を設定

b0 b7 b0
（b15） （b8）

b0
タイマA0割り込み制御レジスタ【7516番地】
タイマA2割り込み制御レジスタ【7716番地】

b7

割り込み優先レベル選択ビット
割り込み使用時は、レベル1～7に設定
割り込み禁止時は、レベル0に設定

0

タイマA0、A2の設定
b0

タイマAクロック分周指定レジスタ【4516番地】
b7

タイマAクロック分周指定ビット
　表9.2.3参照

b0
タイマA0モードレジスタ【5616番地】
タイマA2モードレジスタ【5816番地】

b7

0

カウントソースf2選択

0 0 0 0 0

タイマA0レジスタ【4716、 4616 番地】
タイマA2レジスタ【4B16、 4A16 番地】

b7

000016を設定

b0 b7 b0
（b15） （b8）

0016 0016

b0
タイマA0割り込み制御レジスタ【7516番地】
タイマA2割り込み制御レジスタ【7716番地】

b7

0

割り込み禁止

0 0

割り込み要求ビット

b0
カウント開始フラグ【4016番地】

b7

タイマA0カウント開始フラグ

タイマA2カウント開始フラグ
1：カウント開始

＊タイマA0、A2がアンダフローすると、パルス出力データレジスタ0、1の内容が、フリップフロップから出力される。

b0
カウント開始フラグ【4016番地】

b7

タイマA0カウント開始フラグ

タイマA2カウント開始フラグ
0：カウント停止

パルス出力開始以前の不定出力を避けるための処理（注）

b0

タイマAクロック分周指定レジスタ【4516番地】

b7

0 0

0 0

0

割り込み要求ビット
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11.3　リアルタイム出力設定方法

図11.3.3　リアルタイム出力関連レジスタの初期設定例（3）

パルスモード0使用時 パルスモード1使用時

前ページ「リアルタイム出力関連レジスタの初期設定例（2）」より

AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAリアルタイム出力ポートの選択

b0

0 1：RTP00～RTP03
1 0：RTP10～RTP13
1 1：RTP00～RTP03　及び

   RTP10～RTP13

リアルタイム出力制御レジスタ
【A016番地】

b7

0

b1 b0

パルスモード0

波形出力選択ビット

AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAリアルタイム出力ポートの選択

b0

0 1：RTP00、RTP01
1 0：RTP02、RTP03　及び

   RTP10～RTP13
1 1：RTP00～RTP03　及び

   RTP10～RTP13

リアルタイム出力制御レジスタ
【A016番地】

b7

1

b1 b0

パルスモード1

波形出力選択ビット

AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA

カウント開始フラグを“1”にする
b0

カウント開始フラグ【4016番地】
b7

タイマA0カウント開始フラグ

タイマA2カウント開始フラグ

タイマA0、A2アンダフロー後、パルス出力開始AAA
AAA
AAA
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11.4　リアルタイム出力動作説明

11.4　リアルタイム出力動作説明

① タイマAi（i＝0、2）カウント開始フラグを“1”にすると、カウンタはカウントソースのカウントを
開始します。

② タイマAiのアンダフローごとに、パルス出力データレジスタiの内容が、パルス出力端子から出力
されます。タイマはリロードレジスタの内容をリロードしてカウントを続けます。

③ ②のアンダフロー時、タイマAi割り込み要求ビットが“1”になります。割り込み要求ビットは、
割り込み要求を受け付けるまで、又はソフトウエアで“0”にするまで“1”の状態を保持します。

④ タイマAi割り込みルーチン内で（又はタイマAi割り込み要求発生確認後）、次の出力データをパルス
出力データレジスタiに書き込んでください。

図11.4.1にリアルタイム出力動作例を示します。

図11.4.1　リアルタイム出力動作例

パルス出力データレジスタ0の
ビット3～0の内容

RTP03出力

RTP02出力

RTP01出力

RTP00出力

タイマA0割り込み
要求ビット

000316

000016

不定 ＊2

不定 ＊2

不定 ＊2

不定 ＊2

00112 01102 11002 10012 00112
＊1 ＊1 ＊1 ＊1＊1

不定

＊3 ＊3 ＊3

カウント開始 パルス出力開始
＊1

カ
ウ
ン
タ
の
内
容

（
16
進
）

＊1：ソフトウエアによる書き込み。
＊2：この期間の出力レベルを不定にしたくない（確定したい）場合は、 
  図11.3.1、図11.3.2 に示した「パルス出力開始以前の不定出力を
  避けるための処理」を実施してください。
＊3：割り込み要求の受付、又はソフトウエアによって“0”にする。

この図は次の条件の場合の例です。
 ・パルスモード0選択
 ・RTP00～RTP03選択
 ・タイマA0レジスタ設定値 n=000316

＊1

＊3＊3
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12.1　概　要

シリアルI/OはUART0、及びUART1の2チャネルで構成されています。UART0、UART1はそれぞれ専用
の転送クロック発生用タイマを持ち、独立して動作します。
UARTi（i＝0、1）には以下に示す2つの動作モードがあります。

（1）クロック同期形シリアルI/Oモード

転送クロックに送受信間で同一のクロックを使用するモードです。転送データ長は8ビットです。

（2）クロック非同期形シリアルI/O（UART）モード

任意の転送速度、転送データフォーマットを設定できるモードです。転送データ長には7ビット、
8ビット、又は9ビットのいずれかを選択できます。

図12.1.1に各動作モード時の転送データフォーマットを示します。

図12.1.1　各動作モード時の転送データフォーマット

●クロック同期形シリアルI/Oモード 転送データ長8ビット（LSBファースト）

転送データ長8ビット（MSBファースト）

転送データ長7ビット

転送データ長8ビット

転送データ長9ビット

●UARTモード
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12 12.2　ブロック説明

12.2　ブロック説明

シリアルI/Oのブロック図を図12.2.1に示し、シリアルI/O関連レジスタについて以下に説明します。

図12.2.1　シリアルI/Oブロック図

AA
AAAA
AA
AA

AA
AA
AA

AA

AA
AA
AA
AA

AAAAAAAAAAAAA

AA
AA

AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA

A
A
A

AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA

RxDi

AAAAAAAAAAAAAデータバス（奇数）

AAAAAA
AAAAAA
AAAAAAA
データバス（偶数）

0 0 0 0 0 0 0

UARTi受信レジスタ

UARTi受信バッファレジスタ

UARTi送信バッファレジスタ

受信制御回路

送信制御回路
1 / (n+1)

1/16

1/16

1/2

BRGi

ｸﾛｯｸ同期形（内部ｸﾛｯｸ選択時）

UART

ｸﾛｯｸ同期形

UART

ｸﾛｯｸ同期形
　ｸﾛｯｸ同期形
（内部ｸﾛｯｸ選択時）

ｸﾛｯｸ同期形
（外部ｸﾛｯｸ選択時）

AAAAAA
AAAAAA
AAAAAAA
AAAAAAAデータバス（奇数）

AAAAAAAAAAAAAデータバス（偶数）

TxDi

転送クロック

転送クロック

BRGｶｳﾝﾄｿｰｽ選択ﾋﾞｯﾄ

CTSi/RTSi

f2
f16
f64
f512

UARTi送信レジスタ

ｎ：UARTi 転送速度レジスタ（BRGi）に設定した値

D8 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

D8 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

CTSi/CLKi

CTSi

CLKi ビット変換器

ビット変換器
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12.2.1　UARTi送受信モードレジスタ

図12.2.2にUARTi送受信モードレジスタのレジスタ構成を示します。

図12.2.2　UARTi送受信モードレジスタのレジスタ構成

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

2

3

4

5

6

7

ビット名ビット

UART0送受信モードレジスタ【3016番地】
UART1送受信モードレジスタ【3816番地】

機　能 リセット時 R/W

シリアルI/Oモード選択ビット

内／外部クロック選択ビット

ストップビット長選択ビット
（UARTモード時有効） （注）
パリティ奇／偶選択ビット
（UARTモードでパリティ許可
 ビットが“1”の時有効）（注）
パリティ許可ビット
（UARTモード時有効） （注）

スリープ選択ビット
（UARTモード時有効） （注）

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

注．クロック同期形シリアルI/Oモード時、ビット4～6は無効です（“0”又は“1”いずれでもよい）。
　　また、ビット7は“0”に固定してください。

0 0 0：シリアルI/Oは無効（P8はプログラマブル　
　　 入出力ポートとして機能）
0 0 1：クロック同期形シリアルI/Oモード
0 1 0：
0 1 1：
1 0 0：UARTモード（転送データ長7ビット）
1 0 1：UARTモード（転送データ長8ビット）
1 1 0：UARTモード（転送データ長9ビット）
1 1 1：選択禁止

b2 b1b0

0：内部クロック
1：外部クロック

0：1ストップビット
1：2ストップビット

0：奇数パリティ
1：偶数パリティ

0：パリティ禁止
1：パリティ許可

0：スリープモード解除（無効）
1：スリープモード選択

選択禁止
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（1）シリアルI/Oモード選択ビット（ビット0～2）

UARTiの動作モードを選択するためのビットです。

（2）内／外部クロック選択ビット（ビット3）

■クロック同期形シリアルI/Oモード時
このビットを“0”にして内部クロックを選択すると、BRGカウントソース選択ビット（3416、3C16番地
のビット0、1）で選択したクロックがBRGi（「12.2.6 UARTi転送速度レジスタ（BRGi）」参照）のカウント
ソースになり、BRGiの出力の2分周クロックが転送クロックになります。また、CLKi端子から転送
クロックが出力されます。
このビットを“1”にして外部クロックを選択すると、CLKi端子に入力するクロックが転送クロック
になります。

■UARTモード時
このビットを“0”にして内部クロックを選択すると、BRGカウントソース選択ビット（3416、3C16番地
のビット0、1）で選択したクロックがBRGi（「12.2.6 UARTi転送速度レジスタ（BRGi）」参照）のカウント
ソースになります。このとき、CLKi端子はプログラマブル入出力ポートとして機能します。
このビットを“1”にして外部クロックを選択すると、CLKi端子に入力するクロックがBRGiのカウント
ソースになります。
なお、UARTモードでは、常にBRGiの出力の16分周クロックが転送クロックになります。

（3）ストップビット長選択ビット、パリティ奇／偶選択ビット、パリティ許可ビット（ビット4～6）

「12.4.2 転送データフォーマット」を参照してください。

（4）スリープ選択ビット（ビット7）

「12.4.8 スリープモード」を参照してください。
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12.2.2　UARTi送受信制御レジスタ0

図12.2.3にUARTi送受信制御レジスタ0のレジスタ構成を示します。

図12.2.3　UARTi送受信制御レジスタ0のレジスタ構成

UART0送受信制御レジスタ0【3416 番地】
UART1送受信制御レジスタ0【3C16番地】

0

1

2

3

4

5

6

7

ビット名ビット 機　能 リセット時 R/W

BRGカウントソース選択ビット

_______ _______

CTS/RTS機能選択ビット
　　　　　　　 （注1）

送信レジスタ空フラグ

_______ _______

CTS/RTS許可ビット

UARTi受信割り込みモード
選択ビット

CLK極性選択ビット
（クロック同期形シリアルI/O
モード時使用） （注2）

転送フォーマット選択ビット
（クロック同期形シリアルI/O
モード時使用） （注2）

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0 0：f2
0 1：f16
1 0：f64
1 1：f512

b1 b0

_______

0：CTS機能を選択_______

1：RTS機能を選択

0：送信レジスタにデータあり（送信中）
1：送信レジスタにデータなし（送信完了）

0：LSB（最下位ビット）ファースト
1：MSB（最上位ビット）ファースト

_______ _______

0：CTS/RTS機能許可_______ _______

1：CTS/RTS機能禁止

0：受信割り込み
1：受信エラー割り込み

0：転送クロックの立ち下がりで送信データ出力、
立ち上がりで受信データ入力
非転送時、CLKi端子は“H”レベル

1：転送クロックの立ち上がりで送信データ出力、
立ち下がりで受信データ入力
非転送時、CLKi端子は“L”レベル

注1．
_______ _______ ________ ________

CTS/RTS許可ビット（ビット4）が“0”、かつCTSi/RTSi分離選択ビット（AC16番地のビット0又は1）が“0”のとき有効。
2．UARTモード時、及びシリアルI/Oが無効のときは“0”に固定してください。

0

0

0

1

0

0

0

0

RW

RW

RW

RO

RW

RW

RW

RW
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（1）BRGカウントソース選択ビット（ビット0、1）

「12.2.1 （2）内／外部クロック選択ビット」を参照してください。

________

（2）CTS/RTS機能選択ビット（ビット2）
_______ _______

「12.2.10 CTS/RTS機能」を参照してください。

（3）送信レジスタ空フラグ（ビット3）

UARTi送信バッファレジスタの内容がUARTi送信レジスタに転送されたとき、このフラグは“0”に
なります。送信を完了し、UARTi送信レジスタが空になったとき、このフラグは“1”になります。

________

（4）CTS/RTS許可ビット（ビット4）
_______ _______

「12.2.10 CTS/RTS機能」を参照してください。

（5）UARTi受信割り込みモード選択ビット（ビット5）

「12.2.7 （2）割り込み要求ビット」を参照してください。

（6）CLK極性選択ビット（ビット6）

「12.3.1 （3）転送クロックの極性」を参照してください。

（7）転送フォーマット選択ビット（ビット7）

「12.3.2 転送データフォーマット」を参照してください。
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図12.2.4　UARTi送受信制御レジスタ1のレジスタ構成

UART0送受信制御レジスタ1【3516 番地】
UART1送受信制御レジスタ1【3D16番地】

0

1

2

3

4

5

6

7

ビット名ビット 機　能 リセット時 R/W

送信許可ビット

送信バッファ空フラグ

受信許可ビット

受信完了フラグ

オーバランエラーフラグ

フレーミングエラーフラグ
（UARTモード時有効） （注）

パリティエラーフラグ
（UARTモード時有効） （注）

エラーサムフラグ
（UARTモード時有効） （注）

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0：受信禁止
1：受信許可

0：受信バッファレジスタにデータなし
1：受信バッファレジスタにデータあり

注．クロック同期形シリアルI/Oモード時、ビット5～7は無効です。

0：送信禁止
1：送信許可

0：送信バッファレジスタにデータあり
1：送信バッファレジスタにデータなし

0：パリティエラーなし
1：パリティエラー発生

0：エラーなし
1：エラー発生

0：オーバランエラーなし
1：オーバランエラー発生

0：フレーミングエラーなし
1：フレーミングエラー発生

0

1

0

0

0

0

0

0

RW

RO

RW

RO

RO

RO

RO

RO

12.2.3　UARTi送受信制御レジスタ1

図12.2.4にUARTi送受信制御レジスタ1のレジスタ構成を示します。
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（1）送信許可ビット（ビット0）

このビットを“1”にすると、UARTiは送信許可状態になります。送信中にこのビットを“0”にすると、
その時点で行っている送信終了後に、送信禁止状態になります。

（2）送信バッファ空フラグ（ビット1）

UARTi送信バッファレジスタにデータを設定したとき、このフラグは“0”になります。UARTi送信バッファ
レジスタに設定したデータが、UARTi送信バッファレジスタからUARTi送信レジスタに転送されたとき、
このフラグは“1”になります。

（3）受信許可ビット（ビット2）

このビットを“1”にすると、UARTiは受信許可状態になります。受信中にこのビットを“0”にすると、
その時点で受信を中止し、受信禁止状態になります。

（4）受信完了フラグ（ビット3）

UARTi受信レジスタにデータが揃い、そのデータがUARTi受信バッファレジスタに転送されたとき
（受信完了時）、このフラグは“1”になります。UARTi受信バッファレジスタの下位バイトを読み出した
とき、又は受信許可ビット（ビット2）を“0”にしたとき、このフラグは“0”になります。

（5）オーバランエラーフラグ（ビット4）

「12.3.7 オーバランエラー検出時の処理」、「12.4.7 エラー検出時の処理」を参照してください。

（6）フレーミングエラーフラグ、パリティエラーフラグ、エラーサムフラグ（ビット5～7）

「12.4.7 エラー検出時の処理」を参照してください。
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12.2.4　UARTi送信レジスタ、UARTi送信バッファレジスタ

図12.2.5に送信部のブロック図を、図12.2.6にUARTi送信バッファレジスタのレジスタ構成を示します。

図12.2.5　送信部のブロック図

図12.2.6　UARTi送信バッファレジスタのレジスタ構成

SP SP PAR

2SP

1SP

UART

UART(7ビット)

UART(7ビット)
UART(9ビット)
クロック同期形

データバス（偶数）

TxDi
UARTi送信レジスタ

PAR許可

PAR禁止

D8 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0
SP：ストップビット
PAR：パリティビット

UARTi
送信バッファレジスタ

UART(8ビット)
UART(9ビット)

データバス（奇数）

クロック同期形

クロック
　　同期形

UART(8ビット)

0

UART0送信バッファレジスタ【3316、3216 番地】
UART1送信バッファレジスタ【3B16、3A16番地】

8～0

15～9

ビット 機　能 リセット時 R/W

b0

注．このレジスタへの書き込みにはMOVM（MOVMB）命令、又はSTA（STAB, STAD）命令を使用してください。

b7b0b7
（b15） （b8）

送信データを設定

何も配置されていない

不定

不定

WO

－
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UARTi送信バッファレジスタは送信データを設定するためのレジスタです。クロック同期形シリアルI/O
モード時、及びUARTモードで転送データ長7ビット、又は8ビットを選択したときは、このレジスタの下位
バイトに送信データを設定します。UARTモードで転送データ長9ビットを選択したときは、このレジスタの
上位バイトのビット0に送信データのビット8を、下位バイトに送信データのビット7～0を設定します。
UARTi送信バッファレジスタに設定した送信データは、送信条件が満たされると、UARTi送信レジスタに
転送され、転送クロックに同期してTxDi端子から出力されます。UARTi送信バッファレジスタに設定した
データがUARTi送信レジスタに転送されると、UARTi送信バッファレジスタは空になりますので、次の送信
データを設定できます。
なお、クロック同期形シリアルI/OモードでMSBファーストを選択した場合は、設定したデータの、各ビット
の位置を反転したデータが、送信データとしてUARTi送信バッファレジスタに書き込まれます（「12.3.2 転送
データフォーマット」参照）。送信動作は、LSBファースト／MSBファーストのいずれかを選択した場合も同じ
です。
実行中の送信を中断してUARTi送信バッファレジスタを再設定する場合は、以下の手順で行ってください。

① シリアルI/Oモード選択ビット（3016、3816番地のビット2～0）を“0002”（シリアルI/Oは無効）にする。
② シリアルI/Oモード選択ビットを再設定する。
③ 送信許可ビット（3516、3D16番地のビット0）を“1”（送信許可）にして、UARTi送信バッファレジスタ
に送信データを設定する。
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12.2.5　UARTi受信レジスタ、UARTi受信バッファレジスタ

図12.2.7に受信部のブロック図を、図12.2.8にUARTi受信バッファレジスタのレジスタ構成を示します。

図12.2.7　受信部のブロック図

図12.2.8　UARTi受信バッファレジスタのレジスタ構成

UART0受信バッファレジスタ【3716、3616 番地】
UART1受信バッファレジスタ【3F16、3E16番地】

不定

0

8～0

15～9

ビット 機　能 リセット時 R/W

受信データを読み出す

読み出し時の値は“0”

RO

－

b0b7b0b7
（b15） （b8）

AA
AA
AA
AA

AAA
AAA
AAA
AAA
AAA
AAA

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA

SP PAR

2SP

1SP

UART

UART(7ビット)
UART(8ビット)

UART(7ビット)

UART(9ビット)

クロック同期形

データバス（偶数）

RxDi
UARTi受信レジスタ

PAR許可

PAR禁止

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

SP：ストップビット
PAR：パリティビット

UARTi
受信バッファ
レジスタ

UART(8ビット)
UART(9ビット)

データバス（奇数）

クロック同期形

クロック
　　同期形

0 D80 0 0 0 0 0

SP



7911グループユーザーズマニュアル 12-13

シリアルI/O
12 12.2　ブロック説明

UARTi受信レジスタはRxDi端子に入力される直列データを、並列データに変換するレジスタです。この
レジスタは、転送クロックに同期してRxDi端子の入力信号を1ビットずつ取り込みます。
UARTi受信バッファレジスタは受信データを読み出すためのレジスタです。受信が完了すると、UARTi
受信レジスタに取り込まれた受信データは、自動的にUARTi受信バッファレジスタに転送されます。UARTi
受信バッファレジスタにデータが転送され、この内容を読み出す前に、次の受信データがUARTi受信レジスタ
に揃った（オーバランエラーが発生した）場合、UARTi受信バッファレジスタの内容は更新されますので注意
してください。
なお、クロック同期形シリアルI/OモードでMSBファーストを選択した場合は、UARTi受信バッファレジスタ
のデータの、各ビットの位置を反転したデータが、受信データとして読み出されます（「12.3.2 転送データ
フォーマット」参照）。受信動作は、LSBファースト／MSBファーストのいずれかを選択した場合も同じです。
UARTi受信バッファレジスタは、受信許可ビット（3516、3D16番地のビット2）を“0”にした後、再度“1”に
すると初期化されます。
図12.2.9に受信完了時のUARTi受信バッファレジスタの内容を示します。

図12.2.9　受信完了時のUARTi受信バッファレジスタの内容

b7 b0 b7 b0

0 0 0 0 0 0 0

クロック同期形シリアルI/Oモード時
UARTモード時（転送データ長8ビット） 0 0 0 0 0 0 0

UARTモード時（転送データ長7ビット） 0 0 0 0 0 0 0

受信データ（9ビット）

受信データ（8ビット）

受信データ（7ビット）

UARTモード時（転送データ長9ビット）

下位バイトのb7と
同じ値

下位バイトのb6と
同じ値

上位バイト（3716、3F16番地） 下位バイト（3616、3E16番地）
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12.2.6　UARTi転送速度レジスタ（BRGi）

UARTi転送速度レジスタ（BRGi）は、UARTi専用の転送クロック発生用8ビットタイマで、リロードレジスタ
を持ちます。BRGiに設定された値をn（0016～FF16）とすると、BRGiはカウントソースをn＋1分周します。
クロック同期形シリアルI/Oモードでは、内部クロック選択時にBRGiが有効になり、BRGiの出力を2分周
したクロックが転送クロックになります。UARTモードでは、BRGiは常に有効で、BRGiの出力を16分周した
クロックが転送クロックになります。
なお、BRGiに書き込むと、送受信中か停止中かにかかわらず、タイマとリロードレジスタの両方に書き
込まれます。したがって、これらのレジスタへの書き込みは送受信停止中に行ってください。
図12.2.10にUARTi転送速度レジスタ（BRGi）のレジスタ構成を、図12.2.11に転送クロック発生部のブロック
図を示します。

図12.2.11　転送クロック発生部のブロック図

図12.2.10　UARTi転送速度レジスタ（BRGi）のレジスタ構成

BRGi 1/2
送信制御回路

受信制御回路

送信用転送クロック

受信用転送クロック

送信制御回路

受信制御回路

送信用転送クロック

受信用転送クロック

BRGi

1/16

《クロック同期形シリアルI/Oモード時》

《UARTモード時》

fi ：BRGカウントソース選択ビットで選択されたクロック（f2、f16 、f64 、f512）
fEXT：CLKi 端子に入力されたクロック（外部クロック）

1/16

fi

fEXT

fi

fEXT

不定7～0

ビット

UART0転送速度レジスタ（BRG0）【3116番地】
UART1転送速度レジスタ（BRG1）【3916番地】

機　能 リセット時 R/W

0016～FF16を設定可能
設定値をnとすると、BRGiはカウントソースをn＋1分周する

WO

b0

注．このレジスタへの書き込みは、送受信停止中に行ってください。また、このレジスタへの書き込みにはMOVM（MOVMB）命令、
又はSTA（STAB, STAD）命令を使用してください。

b7
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12.2.7　UARTi送信割り込み制御レジスタ、UARTi受信割り込み制御レジスタ

UARTi使用時は2種類の割り込み（UARTi送信割り込み、UARTi受信割り込み）を使用できます。各割り込み
はそれぞれ対応する割り込み制御レジスタを持ちます。図12.2.12にUARTi送信割り込み制御レジスタ、及び
UARTi受信割り込み制御レジスタのレジスタ構成を示します。
割り込みについての詳細は「第7章 割り込み」を参照してください。
なお、UARTi受信割り込みは、UARTi受信割り込みモード選択ビット（3416、3C16番地のビット5）によって、
受信割り込み、又は受信エラー割り込みが選択できます（「（2）割り込み要求ビット」参照）。

図12.2.12　UARTi送信割り込み制御レジスタ､及びUARTi受信割り込み制御レジスタのレジスタ構成

UART0送信割り込み制御レジスタ【7116番地】
UART0受信割り込み制御レジスタ【7216番地】
UART1送信割り込み制御レジスタ【7316番地】
UART1受信割り込み制御レジスタ【7416番地】

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0

1

2

3

7～4

ビット名ビット 機　能 リセット時 R/W

割り込み優先レベル選択ビット

割り込み要求ビット

何も配置されていない

注．このビットへの書き込みにはMOVM（MOVMB）命令、又はSTA（STAB, STAD）命令を使用してください。

0 0 0：レベル0（割り込み禁止）
0 0 1：レベル1
0 1 0：レベル2
0 1 1：レベル3
1 0 0：レベル4
1 0 1：レベル5
1 1 0：レベル6
1 1 1：レベル7

b2 b1b0

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

0

0

0

0

不定

RW

RW

RW

RW
（注）

－



7911グループユーザーズマニュアル12-16

シリアルI/O
12 12.2　ブロック説明

（1）割り込み優先レベル選択ビット（ビット2～0）

UARTi送信割り込み、UARTi受信割り込みの優先レベルを選択するためのビットです。UARTi送信／
受信割り込みを使用する場合は、レベル1～7を選択してください。UARTi送信／受信割り込み要求が発生
すると、優先レベルとプロセッサ割り込み優先レベル（IPL）が比較され、優先レベルの方がIPLより大きい
場合だけ、割り込みが許可されます（ただし、割り込み禁止フラグ（I）が“0”の場合）。UARTi送信／受信
割り込みを禁止する場合は、このビットを“0002”（レベル0）に設定してください。

（2）割り込み要求ビット（ビット3）

UARTi送信割り込み要求ビットは、UARTi送信バッファレジスタからUARTi送信レジスタにデータが
転送されたとき“1”になります。
UARTi受信割り込み要求ビットは、以下のように動作します。

■受信割り込み選択（3416、3C16番地のビット5＝0）時
　UARTi受信レジスタからUARTi受信バッファレジスタにデータが転送されたとき“1”になります
（ただし、オーバランエラー発生時は変化しません）。

■受信エラー割り込み選択（3416、3C16番地のビット5＝1）時
　エラー（クロック同期形シリアルI/Oモード時はオーバランエラー、UARTモード時はオーバラン
エラー、フレーミングエラー、パリティエラー）が発生したとき“1”になります。

その後、各割り込み要求が受け付けられると、このビットは自動的に“0”になります。また、このビットは
ソフトウエアによって“1”、又は“0”にできます。
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12.2.8　シリアルI/O端子制御レジスタ

図12.2.13にシリアルI/O端子制御レジスタのレジスタ構成を示します。

図12.2.13　シリアルI/O端子制御レジスタのレジスタ構成

________ ________

（1）CTS0/RTS0分離選択ビット（ビット0）
_______ _______

「12.2.10 CTS/RTS機能」を参照してください。

________ ________

（2）CTS1/RTS1分離選択ビット（ビット1）
_______ _______

「12.2.10 CTS/RTS機能」を参照してください。

（3）TxD0/P83切り替えビット（ビット2）

このビットを“1”にするとTxD0端子がプログラマブル入出力ポートP83として機能します。受信だけを
行うときは、このビットを“1”にすることで、TxD0端子をP83として使用できます。送信を行うときは、
このビットを“0”にしてください。

（4）TxD1/P87切り替えビット（ビット3）

このビットを“1”にするとTxD1端子がプログラマブル入出力ポートP87として機能します。受信だけを
行うときは、このビットを“1”にすることで、TxD1端子をP87として使用できます。送信を行うときは、
このビットを“0”にしてください。

シリアル I/O端子制御レジスタ【AC16番地】

0

1

2

3

7～4

ビット名ビット 機　能 リセット時 R/W
________ ________

CTS0/RTS0分離選択ビット（注）

________ ________

CTS1/RTS1分離選択ビット（注）

TxD0/P83切り替えビット

TxD1/P87切り替えビット

読み出し時の値は“0”

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0：TxD0として機能
1：P83として機能

0：TxD1として機能
1：P87として機能

________ ________

0：CTS0/RTS0共用________ ________

1：CTS0/RTS0分離
________ ________

0：CTS1/RTS1共用________ ________

1：CTS1/RTS1分離

0

0

0

0

0

RW

RW

RW

RW

－
_______ _______

注．CTS/RTS許可ビット（3416、3C16番地のビット4）が“0”のとき有効。
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図12.2.14　ポートP8方向レジスタとシリアルI/Oの入出力端子の対応

12.2.9　ポートP8方向レジスタ

シリアルI/Oの入出力端子はポートP8と共用です。P81、P82、P85、P86端子をシリアルI/Oの入力端子
________

（CTSi、RxDi）として使用する場合は、ポートP8方向レジスタの対応するビットを“0”にして入力モードに
________ ________

設定してください。それ以外の端子（CTSi/RTSi、CLKi、TxDi）として使用する場合は、方向レジスタの内容に
かかわらず、強制的にシリアルI/Oの入出力端子になります。図12.2.14にポートP8方向レジスタとシリアル
I/Oの入出力端子の対応を示します。詳細については各動作モードの節を参照してください。

対応する端子名ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

ポートP8方向レジスタ【1416番地】

機　能 リセット時 R/W
________ ________ _______

CTS0/RTS0端子（DA2/INT3端子）
________

CTS0/CLK0端子

RxD0端子

TxD0端子
________ ________ _______

CTS1/RTS1端子（INT4端子）
_______

CTS1/CLK1端子

RxD1端子

TxD1端子

0

0

0

0

0

0

0

0

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0：入力モード
1：出力モード

P81、P82、P85、P86端子をシリアルI/Oの入力端子
________ ________

（CTS0、RxD0、CTS1、RxD1）として使用する場合は、
対応するビットを“0”にしてください。

注．（　）内は、共用となっている他の内蔵周辺装置の入出力端子を示します。
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0
1
×
×

0

1
×

_______ _______

12.2.10　CTS/RTS機能
_______ ________

CTS機能を選択すると、CTSi端子の入力信号が“L”レベルであることが送信条件の一つになります。
_______ ________

RTS機能を選択すると、RTSi端子からは以下の信号が出力されます。

　（1）クロック同期形シリアルI/Oモード時

受信許可ビット（3516、3D16番地のビット2）が“0”（受信禁止）のとき、“H”レベルを出力します。
受信許可ビットが“0”（受信禁止）のときは、受信許可ビットを“1”にする、又はUARTi受信バッファ
レジスタの下位バイトを読み出すと“L”になります。
受信許可ビットが“1”（連続受信）のときは、UARTi受信バッファレジスタの下位バイトを読み出すと

“L”になります。
受信が開始されると“H”になります。

_______

なお、内部クロックを選択している場合（3016、3816番地のビット3が“0”のとき）は、RTS出力は不定
_______

になりますので、RTS機能を選択しないでください。

　（2）UARTモード時

受信許可ビット（3516、3D16番地のビット2）が“0”（受信禁止）のとき、“H”レベルを出力します。
受信許可ビットが“0”（受信禁止）のときは、受信許可ビットを“1”にする、又はUARTi受信バッファ
レジスタの下位バイトを読み出すと“L”になります。
受信許可ビットが“1”（連続受信）のときは、UARTi受信バッファレジスタの下位バイトを読み出すと

“L”になります。
受信が開始されると“H”になります。

_______ _______

CTS機能、RTS機能は以下のビットによって選択できます。
_______ _______

・CTS/RTS機能選択ビット（3416、3C16番地のビット2：図12.2.3参照）
_______ _______

・CTS/RTS許可ビット（3416、3C16番地のビット4：図12.2.3参照）
________ ________

・CTS0/RTS0分離選択ビット（AC16番地のビット0：図12.2.13参照）
________ ________

・CTS1/RTS1分離選択ビット（AC16番地のビット1：図12.2.13参照）

_______ _______

表12.2.1にCTS/RTS機能の選択を示します。

_______ _______

表12.2.1　CTS/RTS機能の選択
_______ _______

CTS/RTS
許可ビット

機　　能

0

1

________ ________

CTSi/RTSi

分離選択ビット

_______ _______

CTS/RTS
機能選択ビット

×：“0”又は“1”いずれでもよい。
注1．

________ ________

CTS0/RTS0端子を使用するときは、D-A2出力許可ビット（9616番地のビット2）＝0（出力禁止）にしてください。
　2．

________

P81又はP85端子をCTSi端子として使用する場合は、ポートP8方向レジスタの対応するビットを“0”にして
ください。

　3．
________ ________

CTSi/RTSi分離を選択した場合は、CLKi端子を使用できません。したがって、クロック同期形シリアルI/O
________ ________ ________ ________

モードでは、CTSi/RTSiを分離できません。また、UARTモードでCTSi/RTSiを分離する場合は、内部クロック
を選択してください。

________ ________

P80/CTS0/RTS0端子（注1）
________

CTS0
________

RTS0
________

RTS0

P80

P81又はCLK0

P81又はCLK0
________

CTS0（注2､3）
P81又はCLK0

________

P81/CTS0/CLK0端子
________ ________

P84/CTS1/RTS1端子
________

CTS1
________

RTS1
________

RTS1

P84

P85又はCLK1

P85又はCLK1
________

CTS1（注2､3）
P85又はCLK1

________

P85/CTS1/CLK1端子
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シリアルデータ出力
プログラマブル入出力ポート
シリアルデータ入力

転送クロック出力
転送クロック入力
_______

CTS入力
_______

RTS出力
プログラマブル入出力ポート

TxDi（P83、P87）
　　　  　
RxDi（P82、P86）

CLKi（P81、P85）
　　　  　
________ ________

CTSi、RTSi

（P80、P81、P84、
P85）

転送データフォーマット

転送速度　 内部クロック選択時
　　　　　 外部クロック選択時
送信制御／受信制御

転送クロックの周波数＝

12.3　クロック同期形シリアルI/Oモード

表12.3.1にクロック同期形シリアルI/Oモード時の性能概要を、表12.3.2に入出力端子の機能を示します。

表12.3.1　クロック同期形シリアルI/Oモード時の性能概要

項　　目 機　　能
転送データ長8ビット
LSBファースト、又はMSBファーストをソフトウエアによって選択できる
BRGiの出力の2分周クロック
最大 5Mbps
_______ _______

CTS機能、又はRTS機能をソフトウエアによって選択できる

表12.3.2　クロック同期形シリアルI/Oモード時の入出力端子の機能

端　子　名

－（受信だけを行うときはダミーデータを出力）    （注）
TxD0/P83、TxD1/P87切り替えビット＝1
ポートP8方向レジスタの対応するビット＝0
（送信だけを行うときは入出力ポートとして使用できる）
内／外部クロック選択ビット＝0
内／外部クロック選択ビット＝1
表12.2.1参照

機　　能 選択方法

ポートP8方向レジスタ：1416番地
内／外部クロック選択ビット：3016、3816番地のビット3
TxD0/P83切り替えビット：AC16番地のビット2
TxD1/P87切り替えビット：AC16番地のビット3
注．UARTiの動作モード選択後、送信開始までは、TxDi端子は“H”レベルを出力します。

12.3.1　転送クロック（同期クロック）

データ転送は転送クロックに同期して行われます。転送クロックについては、以下の選択ができます。

●転送クロックを内部で生成するか、外部から入力するかの選択
●転送クロックの極性の選択

なお、転送クロックは送信制御回路の動作によって発生します。受信だけを行う場合も、送信許可ビット
を“1”にし、UARTi送信バッファレジスタにダミーデータを設定して、送信制御回路を動作させてください。

（1）転送クロックを内部で生成する

BRGカウントソース選択ビットで選択したカウントソースが、BRGiで分周され、その出力が更に
2分周されて転送クロックになります。また、CLKi端子から転送クロックが出力されます。

fi：BRGiのカウントソースの周波数（f2、f16、f64、f512）
n：BRGiの設定値

fi

2（n＋1）
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図12.3.1　転送クロックの極性

■CLK極性選択ビット＝0のとき

CLKi

TxDi

RxDi

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

※転送クロックの立ち下がりで送信データをTxDiに出力し、立ち上がりで受信データをRxDi端子から
　入力します。
　転送を行っていないときのCLKi端子のレベルは“H”です。

■CLK極性選択ビット＝1のとき

CLKi

TxDi

RxDi

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

※転送クロックの立ち上がりで送信データをTxDiに出力し、立ち下がりで受信データをRxDi端子から
　入力します。
　転送を行っていないときのCLKi端子のレベルは“L”です。

（2）転送クロックを外部から入力する

CLKi端子に入力したクロックが転送クロックになります。

（3）転送クロックの極性

図12.3.1に示すように、CLK極性選択ビット（3416、3C16番地のビット6）によって転送クロックの極性
を選択できます。
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12.3.2　転送データフォーマット

LSBファースト、又はMSBファーストを選択できます。表12.3.3に転送データフォーマットとUARTi送信
／受信バッファレジスタの書き込み、読み出しを示します。
転送データフォーマットの選択は、転送フォーマット選択ビット（3416、3C16番地のビット7）によって
行います。このビットを“0”にすると、設定したデータがそのまま、送信データとしてUARTi送信バッファ
レジスタに書き込まれます。また、UARTi受信バッファレジスタのデータがそのまま、受信データとして読み
出されます（表12.3.3上段参照）。このビットを“1”にすると、設定したデータの各ビットの位置を反転した
データが、送信データとしてUARTi送信バッファレジスタに書き込まれます。また、UARTi受信バッファレジスタ
のデータの、各ビットの位置を反転したデータが、受信データとして読み出されます（表12.3.3下段参照）。
なお、転送データフォーマットの選択によって変化するのは、UARTi送信／受信バッファレジスタの書き
込み、及び読み出し方法だけで、送受信動作は変化しません。

表12.3.3　転送データフォーマットとUARTi送信／受信バッファレジスタの書き込み、読み出し

UARTi 送信バッファレジスタ
への書き込み

UARTi 受信バッファレジスタ
からの読み出し

データバス UARTi 送信
バッファレジスタ

DB7

DB6

DB5

DB4

DB3

DB2

DB1

DB0

データバス UARTi 受信
バッファレジスタ

DB7

DB6

DB5

DB4

DB3

DB2

DB1

DB0

LSB（最下位ビット）
ファースト

データバス UARTi 送信
バッファレジスタ

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

データバス UARTi 受信
バッファレジスタ

MSB（最上位ビット）
ファースト

転送データ
フォーマット

転送フォーマット
選択ビット

0

1

DB7

DB6

DB5

DB4

DB3

DB2

DB1

DB0

DB7

DB6

DB5

DB4

DB3

DB2

DB1

DB0

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0

D7

D6

D5

D4

D3

D2

D1

D0
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12.3.3　送信方法

図12.3.2に送信時の関連レジスタの初期設定例を示します。送信は、次の①～③の条件がすべて満たされた
とき開始されます。外部クロック選択時は、以下の《前提条件》を満たしている状態で①～③の条件を満たす
ようにしてください。

《前提条件》
CLKi端子の入力が“H”レベル（外部クロック選択、CLK極性選択ビット＝0のとき）
CLKi端子の入力が“L”レベル（外部クロック選択、CLK極性選択ビット＝1のとき）
注．内部クロック選択時、この条件は無視されます。

① UARTi送信バッファレジスタに送信データあり（送信バッファ空フラグ＝0）
② 送信許可状態（送信許可ビット＝1）

________ _______

③ CTSi端子の入力が“L”レベル（CTS機能選択時）
 注．

________

CTS機能を選択していない場合、この条件は無視されます。

________ ________

なお、RTSi端子（受信側）とCTSi端子（送信側）を結線すると、送受信のタイミングを合わせることができます。
詳細については、「12.3.6 受信動作」を参照してください。
割り込みを使用する場合は割り込みを許可するための設定が必要です。詳細は「第7章 割り込み」を参照
してください。
図12.3.3に送信開始後のデータの書き込みを、図12.3.4に送信完了の検出を示します。
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図12.3.2　送信時の関連レジスタの初期設定例

AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA

0

UART0送受信モードレジスタ【3016番地】
UART1送受信モードレジスタ【3816番地】
b7 b0

内／外部クロック選択ビット
　０：内部クロック
　１：外部クロック

×× ×

：“0”又は“1”いずれでもよい×

クロック同期形シリアルI/Oモードの選択

AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAUART0送受信制御レジスタ0【3416 番地】

UART1送受信制御レジスタ0【3C16 番地】
b7 b0

BRGカウントソース選択ビット

CTS/RTS機能選択ビット
　０：CTS機能を選択
　１：RTS機能を選択

AA
AA
AA
AA
A
A
AA
AA

００：f2
０１：f16
１０：f64
１１：f512

b1 b0

AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA

送信開始
（CTS機能選択時は、CTSi端子の入力が

“L”レベルのとき送信開始）

UART0送信バッファレジスタ【3216 番地】
UART1送信バッファレジスタ【3A16 番地】
b7 b0

送信データを設定

AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA

1

UART0送受信制御レジスタ 1【3516 番地】
UART1送受信制御レジスタ 1【3D16 番地】
b7 b0

送信許可ビット
　１：送信許可

AAA
AAA

AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAUART0転送速度レジスタ(BRG0)【3116番地】

UART1転送速度レジスタ(BRG1)【3916番地】
b7 b0

0016～FF16 の値を設定

AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA

UART0送信割り込み制御レジスタ【7116番地】
UART1送信割り込み制御レジスタ【7316番地】
b7 b0

割り込み優先レベル選択ビット
割り込み使用時は、レベル1～7に設定
割り込み禁止時は、レベル0に設定

CTS/RTS許可ビット
　０：CTS/RTS機能許可
　１：CTS/RTS機能禁止

CLK極性選択ビット
　０：転送クロックの立ち下がりで
　　　送信データ出力
　１：転送クロックの立ち上がりで
　　　送信データ出力

転送フォーマット選択ビット
　０：LSBファースト
　１：MSBファースト

AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAシリアルI/O端子制御レジスタ【AC16番地】

b7 b0

AA
AA
A
A
AA
AA

CTS0/RTS0分離選択ビット
　０：CTS0/RTS0共用（注）

注．クロック同期形シリアルI/Oモード
 では、CTSi/RTSi分離を選択
 できません（【クロック同期形
 シリアルI/Oモード使用上の注意】
 参照）。

外部クロック選択時

内部クロック選択時100

CTS1/RTS1分離選択ビット
　０：CTS1/RTS1共用（注）

TxD0/P83切り替えビット
　０：TxD0として機能

TxD1/P87切り替えビット
　０：TxD1として機能
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図12.3.4　送信完了の検出

［割り込みを使用しないとき］ ［割り込みを使用するとき］

送信開始時（UARTi送信バッファレジスタが空になったとき）
UARTi送信割り込み要求が発生

AAA
AAA

UARTi送信割り込み

注．この図は処理に必要なビット、又はレジスタを
　　示すものです。フラグの変化、又は割り込み
　　要求発生のタイミングについては図12.3.6、
　　図12.3.7を参照してください。

AAAAAAAAAA
AAAAAAAAAA
AAAAAAAAAA
AAAAAAAAAA
AAAAAAAAAA

UART0送信バッファレジスタ【3216 番地】
UART1送信バッファレジスタ【3A16 番地】
b7 b0

次の送信データの書き込み

送信データを設定

AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA

UART0送受信制御レジスタ1【3516 番地】
UART1送受信制御レジスタ1【3D16 番地】
b7 b0

送信バッファ空フラグ
　０：送信バッファレジスタにデータあり
　１：送信バッファレジスタにデータなし
　　　（次の送信データの書き込み可）

UARTi送信バッファレジスタの状態をチェック

1

図12.3.3　送信開始後のデータの書き込み

AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA

AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA

［割り込みを使用しないとき］ ［割り込みを使用するとき］

送信開始時、UARTi送信割り込み要求が発生

AAA
AAA
AAA

UARTi送信割り込み

注．この図は処理に必要なビット、又はレジスタを
　　示すものです。フラグの変化、又は割り込み
　　要求発生のタイミングについては図12.3.6、
　　図12.3.7を参照してください。UART0送受信制御レジスタ0【3416 番地】

UART1送受信制御レジスタ0【3C16 番地】
b7 b0

送信完了をチェック

送信レジスタ空フラグ
　０：送信中
　１：送信完了

UART0送信割り込み制御レジスタ【7116番地】
UART1送信割り込み制御レジスタ【7316番地】
b7 b0

割り込み要求ビット
　０：割り込み要求なし
　１：割り込み要求あり
　　　（送信が始まっている）

送信開始をチェック

AAAAAAAAAA
AAAAAAAAAA送信完了時の処理
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12.3.4　送信動作

内部クロック選択時は、「12.3.3 送信方法」に示す送信条件（①～③）が満たされると転送クロックが生成され、
転送クロックの最大1サイクル後に次の動作が自動的に行われます。外部クロック選択時は送信条件が
満たされた後、CLKi端子に外部クロックが入力されると、次の動作が自動的に行われます。

●UARTi送信バッファレジスタの内容がUARTi送信レジスタに転送される
●送信バッファ空フラグが“1”になる
●送信レジスタ空フラグが“0”になる
●8個の転送クロックが発生する（内部クロック選択時）
●UARTi送信割り込み要求が発生し、割り込み要求ビットが“1”になる

以下に送信動作を説明します。

① CLKi端子から出力、又はCLKi端子に入力されるクロックの有効エッジ＊に同期して、UARTi送信
レジスタ内のデータをTXDi端子から送信します。

② データは、下位ビットから順に1ビットずつ送信されます。
③ 1バイトのデータの送信が完了すると、送信レジスタ空フラグが“1”になり、送信が完了したことを
示します。

有効エッジ＊：CLK極性選択ビット＝0のとき立ち下がり、1のとき立ち上がり

図12.3.5に送信動作を示します。
内部クロック選択時は、送信完了時に次のデータの送信条件が満たされていれば、転送クロックが続けて
発生します。したがって、連続して送信を行う場合は、送信中（送信レジスタ空フラグ＝0のとき）にUARTi
送信バッファレジスタに次の送信データを設定してください。次のデータの送信条件が満たされていない
場合、転送クロックは“H”レベル（CLK極性選択ビット＝0のとき）、又は“L”レベル（CLK極性選択ビット＝1
のとき）で停止します。
図12.3.6、図12.3.7に送信タイミング例を示します。

図12.3.5　送信動作

UARTi送信バッファレジスタ

UARTi送信レジスタ

…

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1

D7 D6 D5 D4 D3 D2

D7 D6 D5 D4 D3

送信データ

…

MSB

b7 b0

D0

D1

D2

D7

LSB
CLKi端子から出力、又は
CLKi端子に入力される
転送クロック（注）

注．CLK極性選択ビット＝0のとき。
　　CLK極性選択ビット＝1のときは、転送クロックの立ち上がりでシフトします。
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____

図12.3.7　送信タイミング例（内部クロック選択、CTS機能非選択時）

____

図12.3.6　送信タイミング例（内部クロック選択、CTS機能選択時）

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

Tc

TCLK 
送信許可ビットが“０”のため停止

UARTi 送信バッファレジスタにデータを設定

UARTi 送信レジスタ← UARTi 送信バッファレジスタ

Tc = TCLK = 2(n+1) / fi 
　　fi ：BRGiのカウントソースの周波数
　　n：BRGiに設定した値

転送クロック

送信許可ビット

送信バッファ
空フラグ

CTSi

CLKi

TENDi

TxDi

送信レジスタ
空フラグ

上記タイミング図は次の設定条件の場合です。
　●内部クロック選択
　●CTS機能選択
　●CLK極性選択ビット＝0

TENDi：この信号のレベルが“H”になったとき、次の送信条件を調べます。
　　　（TENDi信号は内部信号です。外部から読むことはできません。）

UARTi送信
割り込み要求ビット

割り込み要求の受付、又はソフトウエアで“0”にする

CTSiが“H”のため停止

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

Tc

TCLK 
送信許可ビットが“０”のため停止

UARTi 送信バッファレジスタにデータを設定

UARTi 送信レジスタ← UARTi 送信バッファレジスタ

Tc = TCLK = 2(n+1) / fi 
　　fi ：BRGiのカウントソースの周波数
　　n：BRGiに設定した値

転送クロック

送信許可ビット

送信バッファ
空フラグ

CLKi

TENDi

TxDi

送信レジスタ
空フラグ

上記タイミング図は次の設定条件の場合です。
　●内部クロック選択
　●CTS機能非選択
　●CLK極性選択ビット＝0

TENDi：この信号のレベルが“H”になったとき、次の送信条件を調べます。
　　　（TENDi信号は内部信号です。外部から読むことはできません。）

UARTi送信
割り込み要求ビット

割り込み要求の受付、又はソフトウエアで“0”にする
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12.3.5　受信方法

図12.3.8に受信時の関連レジスタの初期設定例を示します。受信は、次の①～③の条件がすべて満たされた
とき開始されます。外部クロック選択時は、以下の《前提条件》を満たしている状態で①～③の条件を満たすよう
にしてください。

《前提条件》
CLKi端子の入力が“H”レベル（外部クロック選択、CLK極性選択ビット＝0のとき）
CLKi端子の入力が“L”レベル（外部クロック選択、CLK極性選択ビット＝1のとき）
注．内部クロック選択時、この条件は無視されます。

① UARTi送信バッファレジスタにダミーデータあり （送信バッファ空フラグ＝0）
② 受信許可状態（受信許可ビット＝1）
③ 送信許可状態（送信許可ビット＝1）

________ ________

なお、RTSi端子（受信側）とCTSi端子（送信側）を結線すると、送受信のタイミングを合わせることができます。
詳細については、「12.3.6 受信動作」を参照してください。
割り込みを使用する場合は割り込みを許可するための設定が必要です。詳細は「第7章 割り込み」を参照
してください。
図12.3.9に受信完了後の処理について示します。
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図12.3.8　受信時の関連レジスタの初期設定例

AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA

AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA

0

UART0送受信モードレジスタ【3016番地】
UART1送受信モードレジスタ【3816番地】
b7 b0

内／外部クロック選択ビット
　０：内部クロック
　１：外部クロック

×× ×

：“0”又は“1”いずれでもよい×

クロック同期形シリアルI/Oモードの選択

AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAUART0送受信制御レジスタ0【3416 番地】

UART1送受信制御レジスタ0【3C16 番地】
b7 b0

BRGカウントソース選択ビット

CTS/RTS機能選択ビット
　０：CTS機能を選択
　１：RTS機能を選択

AA
AA
AA
AA
A
A
AA
AA

００：f2
０１：f16
１０：f64
１１：f512

b1 b0

受信開始

UART0送信バッファレジスタ【3216 番地】
UART1送信バッファレジスタ【3A16 番地】
b7 b0

ダミーデータを設定

1

UART0送受信制御レジスタ 1【3516 番地】
UART1送受信制御レジスタ 1【3D16 番地】
b7 b0

送信許可ビット
　１：送信許可

AAA
AAA
AAA

AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAUART0転送速度レジスタ(BRG0)【3116番地】

UART1転送速度レジスタ(BRG1)【3916番地】
b7 b0

0016～FF16 の値を設定

AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAUART0受信割り込み制御レジスタ【7216番地】

UART1受信割り込み制御レジスタ【7416番地】
b7 b0

割り込み優先レベル選択ビット
割り込み使用時は、レベル1～7に設定
割り込み禁止時は、レベル0に設定

CTS/RTS許可ビット
　０：CTS/RTS機能許可
　１：CTS/RTS機能禁止

CLK極性選択ビット
　０：転送クロックの立ち上がりで
　　　受信データ入力
　１：転送クロックの立ち下がりで
　　　受信データ入力

転送フォーマット選択ビット
　０：LSBファースト
　１：MSBファースト

外部クロック選択時

内部クロック選択時

UARTi受信割り込みモード選択ビット
　０：受信割り込み
　１：受信エラー割り込み

AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA

0

ポートP8方向レジスタ【1416番地】

b7 b0

RxD0端子

0

RxD1端子

1

受信許可ビット
　１：受信許可

注．受信許可ビット、送信許可
　　ビットを同時に“1”に
　　してください。

100

AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAシリアルI/O端子制御レジスタ【AC16番地】

b7 b0

A
A
AA
AA
AA
AA

注1．クロック同期形シリアルI/Oモード
 では、CTSi/RTSi分離を選択
 できません（【クロック同期形
 シリアルI/Oモード使用上の注意】
 参照）。
　2．受信だけを行う場合は、これらの
 ビットを“1”にすると、TxDi端子
 をプログラマブル入出力ポート
 として使用できます。

TxD0/P83切り替えビット（注2）
　０：TxD0として機能
　１：P83として機能

TxD1/P87切り替えビット（注2）
　０：TxD1として機能
　１：P87として機能

CTS1/RTS1分離選択ビット
　０：CTS1/RTS1共用（注1）

CTS0/RTS0分離選択ビット
　０：CTS0/RTS0共用（注1）



7911グループユーザーズマニュアル12-30

シリアルI/O
12 12.3　クロック同期形シリアルI/Oモード

図12.3.9　受信完了後の処理

AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA

［割り込みを使用しないとき］ ［割り込みを使用するとき］

受信完了時、UARTi受信割り込み要求が発生

AAA
AAA
AAA

UARTi受信割り込み

注1． 割り込みを使用して受信完了後の処理を行う場合は、受信割り込み（UARTi受信割り込みモード 
 選択ビット＝0）を選択してください。
　2． 外部クロック選択時、RTS機能を選択した場合は、UARTi受信バッファレジスタを読み出した 
 ときRTS出力が“L”になります。したがって、続けて受信を行うときは、UARTi受信バッファ 
 レジスタを読み出す前に、UARTi送信バッファレジスタにダミーデータを書き込んでください。
　3． この図は処理に必要なビット、又はレジスタを示すものです。フラグの変化、又は割り込み要求 
 発生のタイミングについては図12.3.12を参照してください。

AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA受信データ読み出し後の処理

AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA

UART0受信バッファレジスタ【3616 番地】
UART1受信バッファレジスタ【3E16 番地】
b7 b0

受信データの読み出し（注2）

受信データを読み出す

UART0送受信制御レジスタ1【3516 番地】
UART1送受信制御レジスタ1【3D16 番地】
b7 b0

受信完了フラグ
　０：受信未完了
　１：受信完了

受信完了をチェック

11

AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA

UART0送受信制御レジスタ1【3516 番地】
UART1送受信制御レジスタ1【3D16 番地】
b7 b0

エラーチェック

オーバランエラーフラグ
　０：エラーなし
　１：エラー発生

11

（注1）
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12.3.6　受信動作

内部クロック選択時は、「12.3.5 受信方法」に示す受信条件（①～③）が満たされると転送クロックが生成され、
転送クロックの最大1サイクル後に受信が開始されます。外部クロック選択時は受信条件が満たされると
UARTiは受信可能状態になり、CLKi端子に外部クロックが入力されると、受信を開始します。

________ ________

外部クロック選択時、RTSi端子を送信側のCTSi端子に結線すると、送受信のタイミングを合わせることが
_______ _______

できます。なお、内部クロック選択時はRTS出力が不定のため、RTS機能を使用しないでください。
_______ ________

外部クロック選択時、RTS機能を選択した場合は、RTSi端子の出力レベルは以下のようになります。

受信許可ビットが“0”のときは、受信許可ビットを“1”にする、又はUARTi受信バッファレジスタの下位
バイトを読み出すと“L”になり、受信が可能になったことを送信側に知らせます。
受信許可ビットが“1”のときは、UARTi受信バッファレジスタの下位バイトを読み出すと“L”になります。

_______

したがって、続けて受信を行うときは、受信データを読み出すまでRTS出力が“L”にならないため、オーバ
ランエラーを防ぐことができます。
受信が開始されると、“H”になります。
図12.3.10に結線例を示します。

AAAAA
AAAAA
AAAAA
AAAAA
AAAAA
AAAAA

TxDi

RxDi

CLKi

CTSi

AAAAA
AAAAA
AAAAA
AAAAA
AAAAA
AAAAA

TxDi

RxDi

CLKi

RTSi

送信側 受信側　

図12.3.10　結線例

以下に受信動作を説明します。

① CLKi端子から出力、又はCLKi端子に入力されるクロックの有効エッジ＊に同期して、RxDi端子の
入力信号をUARTi受信レジスタの最上位ビットに取り込みます。

② UARTi受信レジスタの内容を1ビット右にシフトします。
③ ①、②をCLKi端子から出力、又はCLKi端子に入力されるクロックの有効エッジごとに繰り返します。
④ UARTi受信レジスタに1バイトのデータが揃うと、UARTi受信レジスタの内容はUARTi受信バッファ
レジスタに転送されます。

⑤ ④と同時に受信完了フラグが“1”になります。また、受信割り込み選択（UARTi受信割り込みモード
選択ビット＝0）時は、UARTi受信割り込み要求が発生し、割り込み要求ビットが“1”になります。

有効エッジ＊：CLK極性選択ビット＝0のとき立ち上がり、1のとき立ち下がり

受信完了フラグはUARTi受信バッファレジスタの下位バイトを読み出したとき、“0”になります。図12.3.11
に受信動作を、図12.3.12に受信タイミング例（外部クロック選択時）を示します。
なお、転送フォーマット選択ビットが“1”（MSBファースト）のときは、UARTi受信バッファレジスタを読み
出すと、このレジスタの内容の各ビットの位置を反転したデータが読み出されます。
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図12.3.12　受信タイミング例（外部クロック選択時）

図12.3.11　受信動作

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 D0 D1 D2 D3 D4 D5

1/fEXT

UARTi 送信バッファレジスタにダミーデータを設定

UARTi 送信レジスタ← UARTi 送信バッファレジスタ

送信許可ビット

送信バッファ
空フラグ

RTSi

CLKi

RxDi

受信完了フラグ

上記タイミング図は次の設定条件の場合です。
　●外部クロック選択
　●RTS機能選択
　●CLK極性選択ビット＝0

●UARTi送信バッファレジスタへのダミーデータ
　の書き込み
●送信許可ビット＝1
●受信許可ビット＝1

CLKi端子の入力が“H”レベルのときに、
以下の条件が揃うようにしてください。

UARTi受信割り込み
要求ビット

割り込み要求の受付、又はソフトウエアで“0”にする

受信許可ビット

fEXT：外部クロックの周波数

UARTi 受信バッファレジスタの読み出しUARTi 受信レジスタ→ UARTi 受信バッファレジスタ

受信データの取り込み

UARTi受信バッファレジスタ

UARTi受信レジスタ

…

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0

D0

D1 D0

受信データ

…

MSB

b7 b0

LSB

D2 D1 D0

CLKi端子から出力、又は
CLKi端子に入力される
転送クロック（注）

注．CLK極性選択ビット＝0のとき。
　　CLK極性選択ビット＝1のときは、転送クロックの立ち下がりでシフトします。
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12.3.7　オーバランエラー検出時の処理

クロック同期形シリアルI/Oモードでは、オーバランエラーを検出できます。
オーバランエラーは、受信完了フラグが“1”（UARTi受信バッファレジスタにデータあり）の状態で、UARTi
受信レジスタに次のデータが揃い、UARTi受信バッファレジスタに転送されたとき、すなわち、UARTi受信
バッファレジスタの内容を読み出す前に次の受信データが揃ったとき、発生します。オーバランエラーが
発生した場合、UARTi受信バッファレジスタには次のデータが書き込まれます。また、受信エラー割り込み
選択（UARTi受信割り込みモード選択ビット＝1）時は、UARTi受信割り込み要求が発生し、割り込み要求ビット
が“1”になります。受信割り込み選択（UARTi受信割り込みモード選択ビット＝0）時は、UARTi受信割り込み
要求ビットは変化しません。
オーバランエラーは、UARTi受信レジスタからUARTi受信バッファレジスタにデータが転送されるとき検出
され、オーバランエラーフラグが“1”になります。オーバランエラーフラグは受信許可ビットを“0”にする
と、“0”になります。

受信時、オーバランエラーが発生した場合は、オーバランエラーフラグ、及びUARTi受信バッファレジスタ
を初期化した後、再度受信を行ってください。また、送信時、受信側のオーバランエラー発生によって再送信
を行う必要がある場合は、UARTi送信バッファレジスタを再設定した後に、再送信を行ってください。
UARTi受信バッファレジスタを初期化する方法、UARTi送信バッファレジスタを再設定する方法を以下に
示します。

（1） UARTi受信バッファレジスタを初期化する方法

① 受信許可ビットを“0”（受信禁止）にする。
② 受信許可ビットを再度“1”（受信許可）にする。

（2） UARTi送信バッファレジスタを再設定する方法

① シリアルI/Oモード選択ビットを“0002”（シリアルI/Oは無効）にする。
② シリアルI/Oモード選択ビットに“0012”を再設定する。
③ 送信許可ビットを“1”（送信許可）にし、UARTi送信バッファレジスタに送信データを設定する。
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【クロック同期形シリアルI/Oモード使用上の注意】

1．転送クロックは送信制御回路の動作によって発生します。したがって、受信だけを行う場合も、送信動作
（送信のための設定）を行う必要があります。このとき、以下のように設定してください。また、この場合、
TxDi端子からはダミーデータが外部に出力されます。
　・受信を行うときは、UARTi送信バッファレジスタの下位バイトへダミーデータを設定した後、受信を
　　許可してください。また、1バイトデータの受信ごとにダミーデータを設定してください。
　・受信時、受信許可ビットと送信許可ビットは同時に“1”にしてください。
なお、受信だけを行う場合は、TxD0/P83、TxD1/P87切り替えビット（AC16番地のビット2、3）を“1”にすると、
TxDi端子をプログラマブル入出力端子として使用できます。

2．外部クロック選択時は、CLKi端子の入力が“H”レベル（CLK極性選択ビット＝0のとき）、又は“L”レベル
（CLK極性選択ビット＝1のとき）の状態で、以下の３条件が揃うようにしてください。

《送信時》
　① UARTi送信バッファレジスタへの送信データの書き込み
　② 送信許可ビットを“1”に設定

________ ____

　③ CTSi端子への“L”レベルの入力（CTS機能選択時）

《受信時》
　① UARTi送信バッファレジスタへのダミーデータの書き込み
　② 受信許可ビットを“1”に設定
　③ 送信許可ビットを“1”に設定

3．
________ ________

CTS0/RTS0端子を使用するときは、D-A2出力許可ビット（9616番地のビット2）＝0（出力禁止）にしてください。

4．
________ ________

CTSi/RTSi分離を選択した場合は、CLKi端子を使用できません。したがって、クロック同期形シリアル
________ ________

I/OモードではCTSi/RTSiを分離できません。

5．UARTi転送速度レジスタ（BRGi）への書き込みは、送受信停止中に行ってください。

6．
_______ _______

内部クロック選択時は、RTS出力が不定のため、RTS機能を使用しないでください。

7．送信を行うときは、TxD0/P83、TxD1/P87切り替えビット（AC16番地のビット2、3）を“0”にしてください。
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12.4　クロック非同期形シリアルI/O（UART）モード

表12.4.1にUARTモード時の性能概要を、表12.4.2に入出力端子の機能を示します。

表12.4.1　UARTモード時の性能概要

転送データ
フォーマット

転送速度

エラー検出

機　　能項　　目

1ビット
7ビット、8ビット、又は9ビット
0ビット、又は1ビット（奇数、又は偶数を選択できる）
1ビット、又は2ビット
BRGiの出力の16分周クロック
最大 312.5kbps
エラーフラグ4種類（オーバラン、フレーミング、パリティ、
エラーサム）
エラーの有無はエラーサムフラグの判定だけで可能

スタートビット
キャラクタビット（転送データ）
パリティビット
ストップビット
内部クロック選択時
外部クロック選択時

端　子　名

ポートP8方向レジスタ：1416番地
内／外部クロック選択ビット：3016、3816番地のビット3
TxD0/P83切り替えビット：AC16番地のビット2
TxD1/P87切り替えビット：AC16番地のビット3
注．UARTiの動作モード選択後、送信を行っていないときは、TxDi端子は“H”レベルを出力します。

表12.4.2　UARTモード時の入出力端子の機能

TxDi（P83､P87）
　　　
RxDi（P82､P86）

CLKi（P81､P85）

________ ________

CTSi、RTSi

（P80､P81､P84､
P85）

シリアルデータ出力
プログラマブル入出力ポート
シリアルデータ入力

BRGiのカウントソース入力
プログラマブル入出力ポート
________

CTS入力
_______

RTS出力
プログラマブル入出力ポート

機　　能 選択方法
－ （注）
TxD0/P83、TxD1/P87切り替えビット＝1
ポートP8方向レジスタの対応するビット＝0
（送信だけを行うときは入出力ポートとして使用できる）
内／外部クロック選択ビット＝1
内／外部クロック選択ビット＝0
表12.2.1参照
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35（2316）
71（4716）
35（2316）
18（1216）
71（4716）
35（2316）
23（1816）
17（1116）
11（0B16）
10（0A16）
8（0816）
5（0516）
3（0316）

63（3F16）
127（7F16）
63（3F16）
31（1F16）

127（7F16）
63（3F16）
42（2A16）
31（1F16）

15（0F16）

84（5416）
168（A816）
84（5416）
41（2916）

168（A816）
84（5416）
55（3716）
41（2916）
27（1B16）
25（1916）
20（1416）
13（0D16）
6（0616）

f64
f16
f16
f16
f2
f2
f2
f2
f2
f2
f2
f2
f2

300.00
600.00

1200.00
2400.00
4800.00
9600.00

14400.00
19200.00
28800.00
31418.18
38400.00
57600.00

115200.00

12.4.1　転送速度（転送クロックの周波数）

転送速度は、BRGi（3116、3916番地）によって設定できます。
BRGiにnを設定すると、BRGiはカウントソースをn＋1分周します。BRGiで分周されたクロックは更に

16分周されて、転送クロックになります。したがって、nは次式で表されます。

BRGiのカウントソースには、内／外部クロック選択ビット（3016、3816番地のビット3）によって内部
クロック、又は外部クロックのいずれかを選択できます。内部クロック選択時は、BRGカウントソース選択
ビット（3416、3C16番地のビット0、1）によって選択したクロックが、BRGiのカウントソースになります。
外部クロック選択時は、CLKi端子に入力したクロックが、BRGiのカウントソースになります。
転送速度は送受信間で同じ値に設定してください。表12.4.3、表12.4.4に転送速度設定例を示します。
この設定例は、実現したい転送速度に対する誤差が±1％以内の速度（実時間）を実現できる設定値だけを示して
います。

表12.4.3　転送速度設定例（1）

n＝　　　　　－1　
　　　　　　

F

16×B

n：BRGiの設定値（0016～FF16）
F：BRGiのカウントソースの周波数［Hz］
B：転送速度［bps］

300
600

1200
2400
4800
9600

14400
19200
31250
38400

f64
f16
f16
f16
f2
f2
f2
f2

f2

300.00
600.00

1200.00
2400.00
4800.00
9600.00

14288.37
19200.00

38400.00

f64
f16
f16
f16
f2
f2
f2
f2
f2
f2
f2
f2
f2

298.71
600.96

1194.85
2418.15
4807.69
9558.82

14508.93
19345.24
29017.86
31250.00
38690.48
58035.71

116071.42

転送速度
(bps) BRGiの

カウントソース
BRGiの

設定値:n（注）

BRGiの
カウントソース

BRGiの
設定値:n（注） 実時間(bps)

実時間(bps)

fsys=19.6608MHz

fsys=26MHz転送速度
(bps) BRGiの

カウントソース
BRGiの

設定値:n（注） 実時間(bps)

fsys=11.0592MHz

300
600

1200
2400
4800
9600

14400
19200
28800
31250
38400
57600

115200

表12.4.4　転送速度設定例（2）

注．周辺装置用クロック選択ビット1、0（BD16番地のビット1、0）＝“002”の場合です。

注．周辺装置用クロック選択ビット1、0（BD16番地のビット1、0）＝“002”の場合です。
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図12.4.1　転送クロックと受信データの関係

■転送速度の誤差許容範囲

受信時、RxDi端子に入力される受信データは、転送クロックの立ち上がりで取り込まれます（「12.4.6
受信動作」参照）。したがって、データを正しく受信するためには、一組の受信データの最後の転送クロック
が立ち上がるときに、ストップビットが入力されている必要があります。図12.4.1に転送クロックと
受信データの関係を示します。

なお、上式の関係を満たした上で、十分余裕を持って設定してください。また、ユーザアプリケーション
において十分な評価をしてください。

Br：受信側の転送速度［bps］
Bt：送信側の転送速度［bps］
F ：受信側のBRGiのカウントソースの周波数［Hz］
b ：一組のデータの全ビット数
　　（例：1ST-8DATA-1PAR-2SPの場合、12ビット；図12.4.2参照）

1
Bt

＜1ST-8DATA-1SPの場合＞

ST D0 D7 SP

D0ST D7 SP
STの立ち下がりで転送クロックが
発生し、受信開始

受信側の転送クロックより
受信データの転送速度が速いとき

受信側の転送クロックより
受信データの転送速度が遅いとき

 RxDi

（受信データ）

転送クロック
（受信側）

1クロック 8クロック 1クロック

9.5クロック

ST ：スタートビット
SP ：ストップビット

※BRGiのカウントソースの1周期分（最大）
　…STの入力タイミングによっては、最大これだけずれる。

※

この最後の転送クロックの
立ち上がり時に、SPを検出
できればよい

1
F

1
F

1
Br

1
Bt

したがって、データを正しく受信するためには、受信側／送信側の転送速度が次式の関係を満たして
いる必要があります。

　×（b－1） ＋　    ＜ 　　 ×（b－0.5）＋　    ＜  　　×b
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12.4.2　転送データフォーマット

転送データフォーマットには図12.4.2に示すいずれかを選択できます。転送データフォーマットの選択は、
3016、3816番地のビット4～6によって行います（図12.2.2参照）。送信側と受信側の転送データフォーマットは、
同一に設定してください。
図12.4.3に転送データフォーマット例を示します。また、表12.4.5に送信データの各ビットの機能を示します。

表12.4.5　送信データの各ビットの機能

機　　能
ST
スタートビット
DATA
キャラクタビット
PAR
パリティビット

SP
ストップビット

キャラクタビットの直前に付加するキャラクタビット1ビット分の“L”信号。データの送信
開始を示す。
UARTi送信バッファレジスタに設定された送信データ。

データの信頼性を向上させるために、キャラクタビットの直後に付加する信号。この信号の
レベルは、パリティ奇／偶の選択に従ってこのビットとキャラクタビット中の“1”の総数が
常に奇数、又は偶数になるように変化する。
キャラクタビット（パリティ許可時はパリティビット）の直後に付加するキャラクタビット
1ビット分、又は2ビット分の“H”信号。データの送信終了を示す。

名　　称

図12.4.3　転送データフォーマット例

図12.4.2　転送データフォーマット

ST     ：スタートビット

DATA：キャラクタビット（転送データ）
PAR  ：パリティビット
SP　 ：ストップビット

転送データ長7ビット時　　　1ST　7DATA　　　　  1SP
　　　　　　　　　　　　　  1ST　7DATA　　　　  2SP

　　　　　　　　　　　　 1ST　7DATA　1PAR　1SP
　　　　　　　　　　　　　  1ST　7DATA　1PAR　2SP

転送データ長8ビット時　　　1ST　8DATA　　　　  1SP
　　　　　　　　　　　　　  1ST　8DATA　　　　  2SP
　　　　　　　　　　　　　  1ST　8DATA　1PAR　1SP

　　　　　　　　　　　　　  1ST　8DATA　1PAR　2SP

転送データ長9ビット時　　　1ST　9DATA　　　　  1SP

　　　　　　　　　　　　　  1ST　9DATA　　　　  2SP
　　　　　　　　　　　　　  1ST　9DATA　1PAR　1SP

　　　　　　　　　　　　　  1ST　9DATA　1PAR　2SP

DATA (8ビット)

時間

次の送受信データ
    (連続転送時)

1ST―8DATA―1PAR―1SPの場合

ST LSB MSB PAR SP ST

送受信データ
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12.4.3　送信方法

図12.4.4に送信時の関連レジスタの初期設定例を示します。
転送データ長の選択（7ビット、8ビット、又は9ビット）による違いは、送信するデータ長だけです。7ビット、
又は8ビット長のときはUARTi送信バッファレジスタの下位バイトに、9ビット長のときは上位バイトの
ビット0、及び下位バイトに、送信データを設定してください。
送信は、次の①～③の条件がすべて満たされたとき開始されます。

① UARTi送信バッファレジスタに送信データあり（送信バッファ空フラグ＝0）
② 送信許可状態（送信許可ビット＝1）

________ _______

③ CTSi端子の入力が“L”レベル（CTS機能選択時）
 注．

_______

CTS機能を選択していない場合、この条件は無視されます。

________ ________

なお、RTSi端子（受信側）とCTSi端子（送信側）を結線すると、送受信のタイミングを合わせることができます。
詳細については、「12.4.6 受信動作」を参照してください。
割り込みを使用する場合は割り込みを許可するための設定が必要です。詳細は「第7章 割り込み」を参照
してください。
図12.4.5に送信開始後のデータの書き込みを、図12.4.6に送信完了の検出を示します。
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図12.4.4　送信時の関連レジスタの初期設定例

AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA

1

UART0送受信制御レジスタ 1 【3516 番地】
UART1送受信制御レジスタ 1 【3D16 番地】
b7 b0

送信許可ビット
　１：送信許可

AAAA
AAAA
AAAA

送信開始

AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA

UART0転送速度レジスタ(BRG0) 【3116番地】
UART1転送速度レジスタ(BRG1) 【3916番地】
b7 b0

0016～FF16 の値を設定

AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAUART0送信割り込み制御レジスタ 【7116番地】

UART1送信割り込み制御レジスタ 【7316番地】
b7 b0

割り込み優先レベル選択ビット
割り込み使用時は、レベル1～7に設定
割り込み禁止時は、レベル0に設定

AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA

b7 b0

送信データを設定

b8

UART0送信バッファレジスタ 【3316、 3216 番地】
UART1送信バッファレジスタ 【3B16、 3A16 番地】

AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAUART0送受信モードレジスタ 【3016番地】

UART1送受信モードレジスタ 【3816番地】
b7 b0

内／外部クロック選択ビット
　０：内部クロック
　１：外部クロック

１００：UARTモード（7ビット）
１０１：UARTモード（8ビット）
１１０：UARTモード（9ビット）

ストップビット長選択ビット
　０：1ストップビット
　１：2ストップビット

パリティ奇／偶選択ビット
　０：奇数パリティ
　１：偶数パリティ

パリティ許可ビット
　０：パリティ禁止
　１：パリティ許可

スリープ選択ビット
　０：スリープモード解除（無効）
　１：スリープモード選択

1

b2 b1 b0

AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAUART0送受信制御レジスタ0 【3416 番地】

UART1送受信制御レジスタ0 【3C16 番地】
b7 b0

BRGカウントソース選択ビットAA
AA

CTS/RTS機能選択ビット
　０：CTS機能を選択
　１：RTS機能を選択

００：f2
０１：f16
１０：f64
１１：f512

b1 b0

（CTS機能選択時は、CTSi端子の入力が“L”レベル
　のとき送信開始）

b15

00

CTS/RTS許可ビット
　０：CTS/RTS機能許可
　１：CTS/RTS機能禁止

シリアルI/Oモード選択ビット

AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA

シリアルI/O端子制御レジスタ【AC16番地】
b7 b0

AAAAA
CTS0/RTS0分離選択ビット
　０：CTS0/RTS0共用
　１：CTS0/RTS0分離（注）

注．CTSi/RTSi分離を選択した場合は、 
 CLKi端子を使用できません
 （【クロック非同期形シリアルI/O
 (UART)モード使用上の注意】参照）。

CTS1/RTS1分離選択ビット
　０：CTS1/RTS1共用
　１：CTS1/RTS1分離（注）

TxD0/P83切り替えビット
　０：TxD0として機能

TxD1/P87切り替えビット
　０：TxD1として機能

CTSi/RTSi共用選択時

CTSi/RTSi分離選択時

0

ポートP8方向レジスタ【1416番地】

b7 b0

CTS0端子

0

CTS1端子
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図12.4.6　送信完了の検出

図12.4.5　送信開始後のデータの書き込み

［割り込みを使用しないとき］ ［割り込みを使用するとき］

送信開始時（UARTi送信バッファレジスタが空になったとき）
UARTi送信割り込み要求が発生

AAAA
AAAA
AAAA

UARTi送信割り込み

AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA

UART0送信バッファレジスタ【3316、 3216 番地】
UART1送信バッファレジスタ【3B16、 3A16 番地】
b15 b8

次の送信データの書き込み

送信データを設定

b7 b0

注．この図は処理に必要なビット、又は　　
　　レジスタを示すものです。フラグの　　
　　変化、又は割り込み要求発生の
　　タイミングについては図12.4.7～
　　図12.4.9を参照してください。

AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA

UART0送受信制御レジスタ1【3516 番地】
UART1送受信制御レジスタ1【3D16 番地】
b7 b0

送信バッファ空フラグ
　０：送信バッファレジスタにデータあり
　１：送信バッファレジスタにデータなし
　　　（次の送信データの書き込み可）

UARTi送信バッファレジスタの状態をチェック

1

［割り込みを使用しないとき］ ［割り込みを使用するとき］

送信開始時、UARTi送信割り込み要求が発生

AAAA
AAAA
AAAA

UARTi送信割り込み

注．この図は処理に必要なビット、又は　　　　
　　レジスタを示すものです。フラグの　　
　　変化、又は割り込み要求発生の
　　タイミングについては図12.4.7～
　　図12.4.9を参照してください。

AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA

UART0送信割り込み制御レジスタ【7116番地】
UART1送信割り込み制御レジスタ【7316番地】
b7 b0

割り込み要求ビット
　０：割り込み要求なし
　１：割り込み要求あり
　　　（送信が始まっている）

送信開始をチェック

AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA送信完了時の処理

AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA

UART0送受信制御レジスタ0【3416 番地】
UART1送受信制御レジスタ0【3C16 番地】
b7 b0

A
A
AA
AA
A
A
AA
AA

送信完了をチェック

送信レジスタ空フラグ
　０：送信中
　１：送信完了

0 0



12-42 7911グループユーザーズマニュアル

シリアルI/O
12 12.4　クロック非同期形シリアルI/O（UART）モード

12.4.4　送信動作

「12.4.3 送信方法」に示す送信条件（①～③）が満たされると転送クロックが生成され、転送クロックの最大
1サイクル後に次の動作が自動的に行われます。

●UARTi送信バッファレジスタの内容がUARTi送信レジスタに転送される
●送信バッファ空フラグが“1”になる
●送信レジスタ空フラグが“0”になる
●UARTi送信割り込み要求が発生し、割り込み要求ビットが“1”になる

以下に送信動作を説明します。

① UARTi送信レジスタ内のデータをTxDi端子から送信します。
② データは、設定された転送データフォーマットで、ST→DATA(LSB)→･･→DATA(MSB)→PAR→

SPの順に1ビットずつ送信されます。
③ ストップビット（2ストップビット選択時は2つ目のストップビット）の中央で、送信レジスタ空
フラグが“1”になり、送信が完了したことを示します。また、次のデータの送信条件が満たされて
いるかどうかを調べます。

③で次のデータの送信条件が満たされていれば、ストップビットに続いてスタートビットが発生し、次の
データの送信を行います。連続して送信を行う場合は、送信中（送信レジスタ空フラグが“0”のとき）にUARTi
送信バッファレジスタに次の送信データを設定してください。次のデータの送信条件が満たされていない場合、
TxDi端子は“H”レベルを出力し、転送クロックは停止します。
図12.4.7、図12.4.8に転送データ長8ビット時の送信タイミング例を、図12.4.9に転送データ長9ビット時
の送信タイミング例を示します。
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____

図12.4.8　転送データ長8ビット時の送信タイミング例（パリティ許可、1ストップビット、CTS機能選択時）

____

図12.4.7　転送データ長8ビット時の送信タイミング例（パリティ許可、1ストップビット、CTS機能非選択時）

送信許可ビット

送信バッファ
空フラグ

送信レジスタ
空フラグ

Tc

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7ST P SP D0 D1D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7ST P ST

UARTi 送信バッファレジスタにデータを設定

転送クロック

TENDi

TxDi

 TENDi：この信号のレベルが“H”になったとき、次の送信条件を調べます。
　　　（TENDi信号は内部信号です。外部から読むことはできません。）

上記タイミング図は次の設定条件の場合です。
　●パリティ許可
　●1ストップビット
　●CTS機能非選択

Tc = 16(n+1) / fi 又は 16(n+1) / fEXT
　　　　  fi ：BRGiのカウントソースの周波数（内部クロック）
　　　　fEXT ：BRGiのカウントソースの周波数（外部クロック）
　　　　　n ：BRGiに設定した値

SP

送信許可ビットが　“０”のため停止

UARTi送信
割り込み要求

ビット

割り込み要求の受付、又はソフトウエアで“0”にする

UARTi 送信レジスタ←UARTi 送信バッファレジスタ

 ST ：スタートビット
 D0～D7 ：転送データ
 P ：パリティビット
 SP ：ストップビット

 ST ：スタートビット
 D0～D7 ：転送データ
 P ：パリティビット
 SP ：ストップビット

送信許可ビット

送信バッファ
空フラグ

送信レジスタ
空フラグ

Tc

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7ST P SP D0 D1D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7ST P SP ST

UARTi 送信バッファレジスタにデータを設定

転送クロック

TENDi

TxDi

CTSi

 TENDi：この信号のレベルが“H”になったとき、次の送信条件を調べます。
　　　（TENDi信号は内部信号です。外部から読むことはできません。）

上記タイミング図は次の設定条件の場合です。
　●パリティ許可
　●1ストップビット
　●CTS機能選択

Tc = 16(n+1) / fi 又は 16(n+1) / fEXT
　　　　  fi ：BRGiのカウントソースの周波数（内部クロック）
　　　　fEXT ：BRGiのカウントソースの周波数（外部クロック）
　　　　　n ：BRGiに設定した値

送信許可ビットが　“０”のため停止

UARTi送信
割り込み要求

ビット

割り込み要求の受付、又はソフトウエアで“0”にする

UARTi 送信レジスタ←UARTi 送信バッファレジスタ

CTSiが“H”のため停止 
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____

図12.4.9　転送データ長9ビット時の送信タイミング例（パリティ禁止、2ストップビット、CTS機能非選択時）

転送クロック

送信許可
ビット

送信バッファ
空フラグ

TENDi

TxDi

送信レジスタ
空フラグ

UARTi 送信バッファレジスタにデータを設定

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7ST D8D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7ST SP D0 D1STD8 SP SP SP

Tc

UARTi 送信レジスタ←UARTi 送信バッファレジスタ

送信許可ビットが　“０”のため停止

UARTi送信
割り込み要求

ビット

割り込み要求の受付、又はソフトウエアで“0”にする

上記タイミング図は次の設定条件の場合です。
　●パリティ禁止
　●2ストップビット
　●CTS機能非選択

 TENDi：この信号のレベルが“H”になったとき、次の送信条件を調べます。
　　　（TENDi信号は内部信号です。外部から読むことはできません。）

Tc = 16(n+1) / fi 又は 16(n+1) / fEXT
　　　　    fi：BRGiのカウントソースの周波数（内部クロック）
　　　  fEXT：BRGiのカウントソースの周波数（外部クロック）
　　　　   n：BRGiに設定した値

 ST ：スタートビット
 D0～D8 ：転送データ
 P ：パリティビット
 SP ：ストップビット
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12.4.5　受信方法

図12.4.10に受信時の関連レジスタの初期設定例を示します。受信は、次の①、②の条件がすべて満たされた
とき開始されます。

① 受信許可状態（受信許可ビット＝1）
② スタートビット（の立ち下がり）の検出

________ ________

なお、RTSi端子（受信側）とCTSi端子（送信側）を結線すると、送受信のタイミングを合わせることができます。
詳細については、「12.4.6 受信動作」を参照してください。
割り込みを使用する場合は割り込みを許可するための設定が必要です。詳細は「第7章 割り込み」を参照
してください。
図12.4.11に受信完了後の処理を示します。
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図12.4.10　受信時の関連レジスタの初期設定例

この後、スタートビット（の立ち下がり）が

検出されると、受信開始

AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA

AAA
AAA
AAA
AAA

ポートP8方向レジスタ 【1416番地】
b7 b0

00

RxD0端子

RxD1端子

AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA

UART0転送速度レジスタ(BRG0) 【3116番地】
UART1転送速度レジスタ(BRG1) 【3916番地】
b7 b0

0016～FF16 の値を設定

AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA

UART0受信割り込み制御レジスタ 【7216番地】
UART1受信割り込み制御レジスタ 【7416番地】
b7 b0

割り込み優先レベル選択ビット
割り込み使用時は、レベル1～7に設定
割り込み禁止時は、レベル0に設定

※転送データフォーマットは送信側と
　同一に設定してください。

AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA

1

UART0送受信制御レジスタ 1【3516 番地】
UART1送受信制御レジスタ 1【3D16 番地】
b7 b0

受信許可ビット
　１：受信許可

AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAUART0送受信モードレジスタ 【3016番地】

UART1送受信モードレジスタ 【3816番地】
b7 b0

内／外部クロック選択ビット
　０：内部クロック
　１：外部クロック

１００：UARTモード（7ビット）
１０１：UARTモード（8ビット）
１１０：UARTモード（9ビット）

ストップビット長選択ビット
　０：1ストップビット
　１：2ストップビット

パリティ奇／偶選択ビット
　０：奇数パリティ
　１：偶数パリティ

パリティ許可ビット
　０：パリティ禁止
　１：パリティ許可

スリープ選択ビット
　０：スリープモード解除（無効）
　１：スリープモード選択

1

b2 b1 b0

AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA

UART0送受信制御レジスタ0 【3416 番地】
UART1送受信制御レジスタ0 【3C16 番地】
b7 b0

BRGカウントソース選択ビット

AA

CTS/RTS機能選択ビット
　０：CTS機能を選択
　１：RTS機能を選択

００：f2
０１：f16
１０：f64
１１：f512

b1 b0

00

CTS/RTS許可ビット
　０：CTS/RTS機能許可
　１：CTS/RTS機能禁止

UARTi受信割り込みモード選択ビット
　０：受信割り込み
　１：受信エラー割り込み

シリアルI/Oモード選択ビット

AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA

シリアルI/O端子制御レジスタ【AC16番地】
b7 b0

A
A
AA
AA
A
A

CTS0/RTS0分離選択ビット
　０：CTS0/RTS0共用
　１：CTS0/RTS0分離（注1）

注1．CTSi/RTSi分離を選択した場合は、  
 CLKi端子を使用できません
 （【クロック非同期形シリアルI/O
 (UART)モード使用上の注意】参照）。
　2．受信だけを行う場合は、これらの
 ビットを“1”にすると、TxDi端子
 をプログラマブル入出力ポート
 として使用できます。

CTS1/RTS1分離選択ビット
　０：CTS1/RTS1共用
　１：CTS1/RTS1分離（注1）

TxD0/P83切り替えビット（注2）
　０：TxD0として機能
　１：P83として機能

TxD1/P87切り替えビット（注2）
　０：TxD1として機能
　１：P87として機能
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図12.4.11　受信完了後の処理

［割り込みを使用しないとき］ ［割り込みを使用するとき］

受信完了時、UARTi受信割り込み要求が発生

AAAA
AAAA
AAAA

UARTi受信割り込み

注1． 割り込みを使用して受信完了後の処理を行う場合は、受信割り込み（UARTi受信割り込みモード
 選択ビット＝0）を選択してください。
　2． この図は処理に必要なビット、又はレジスタを示すものです。フラグの変化、又は割り込み要求
 発生のタイミングについては図12.4.13を参照してください。

AAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAA

受信データ読み出し後の処理

AAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAA

UART0受信バッファレジスタ【3716、 3616 番地】
UART1受信バッファレジスタ【3F16、 3E16 番地】
b15 b8

受信データの読み出し

受信データを読み出す

b7 b0

0000000

AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA

UART0送受信制御レジスタ1【3516 番地】
UART1送受信制御レジスタ1【3D16 番地】
b7 b0

受信完了フラグ
　０：受信未完了
　１：受信完了

受信完了をチェック

1

AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA

UART0送受信制御レジスタ1【3516 番地】
UART1送受信制御レジスタ1【3D16 番地】
b7 b0

エラーチェック

フレーミングエラーフラグ

パリティエラーフラグ

エラーサムフラグ
 　0：エラーなし
 　1：エラー発生

1

AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA

UART0送受信制御レジスタ1【3516 番地】
UART1送受信制御レジスタ1【3D16 番地】
b7 b0

エラーチェック

オーバランエラーフラグ
　 0：エラーなし
　 1：エラー発生

1

（注1）
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12.4.6　受信動作

受信許可ビットを“1”にすると、UARTiは受信可能状態になり、スタートビット（の立ち下がり）を検出すると、
転送クロックが発生して受信を開始します。

____ ________ ________

 RTS機能選択時、RTSi端子を送信側のCTSi端子に結線すると、送受信のタイミングを合わせることができ
_______ ________

ます。RTS機能選択時、RTSi端子の出力レベルは以下のようになります。

受信許可ビットが“0”のときは、受信許可ビットを“1”にする、又はUARTi受信バッファレジスタの下位
バイトを読み出すと“L”になり、受信が可能になったことを送信側に知らせます。
受信許可ビットが“1”のときは、UARTi受信バッファレジスタの下位バイトを読み出すと“L”になります。

_______

したがって、続けて受信を行うときは、受信データを読み出すまでRTS出力が“L”にならないため、オーバ
ランエラーを防ぐことができます。
受信が開始されると、“H”になります。
図12.4.12に結線例を示します。

AAAA
AAAA
AAAA
AAAA
AAAA
AAAA

TxDi

RxDi

CTSi

AAAA
AAAA
AAAA
AAAA
AAAA
AAAATxDi

RxDi

RTSi

送信側 受信側

図12.4.12　結線例

以下に受信動作を説明します。

① 転送クロックの立ち上がりに同期して、RxDi端子の入力信号をUARTi受信レジスタの最上位ビット
に取り込みます。

② UARTi受信レジスタの内容を1ビット右にシフトします。
③ ①、②を転送クロックの立ち上がりごとに繰り返します。
④ 一組のデータが揃う（選択したデータフォーマットに見合う回数シフトする）と、UARTi受信レジスタ
の内容はUARTi受信バッファレジスタに転送されます。

⑤ ④と同時に受信完了フラグが“1”になります。また、受信割り込み選択（UARTi受信割り込みモード
選択ビット＝0）時は、UARTi受信割り込み要求が発生し、割り込み要求ビットが“1”になります。

受信完了フラグは、UARTi受信バッファレジスタの下位バイトを読み出したとき“0”になります。図12.4.13
に転送データ長8ビット時の受信タイミング例を示します。
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_______

図 12.4.13　転送データ長8ビット時の受信タイミング例（パリティ禁止、1ストップビット、RTS機能選択時）

D0 D1 D7スタートビット

“L”レベルで
あることを検査 受信データの取り込み

BRGiの
カウントソース

受信許可ビット

RxDi

転送クロック

受信完了フラグ

RTSi

ストップビット

上記タイミング図は次の設定条件の場合です。
　●パリティ禁止
　●1ストップビット
　●RTS機能選択

UARTi受信
割り込み要求

ビット

割り込み要求の受付、又はソフトウエアで“0”にする

UARTi受信レジスタ→UARTi受信バッファレジスタスタートビットの立ち下がりで
転送クロック発生、受信開始

UARTi受信バッファレジスタの読み出し
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オーバランエラー
フラグ

フレーミングエラー
フラグ

パリティエラー
フラグ

エラーサムフラグ

注．UARTi受信バッファレジスタには次のデータが書き込まれます。

受信時、エラーが発生した場合は、エラーフラグ、及びUARTi受信バッファレジスタを初期化した後、再度
受信を行ってください。また、送信時、受信側のエラー発生によって再送信を行う必要がある場合は、UARTi
送信バッファレジスタを再設定した後に、再送信を行ってください。
UARTi受信バッファレジスタを初期化する方法、UARTi送信バッファレジスタを再設定する方法を以下に
示します。

（1）UARTi受信バッファレジスタを初期化する方法

① 受信許可ビットを“0”（受信禁止）にする。
② 受信許可ビットを再度“1”（受信許可）にする。

（2）UARTi送信バッファレジスタを再設定する方法

① シリアルI/Oモード選択ビットを“0002”（シリアルI/Oは無効）にする。
② シリアルI/Oモード選択ビットを再設定する。
③ 送信許可ビットを“1”（送信許可）にし、UARTi送信バッファレジスタに送信データを設定する。

12.4.7　エラー検出時の処理

UARTモードでは、受信時、3種類のエラーを検出できます。各エラーは、UARTi受信レジスタからUARTi
受信バッファレジスタにデータが転送されるとき検出され、対応するエラーフラグが“1”になります。また、
いずれか1つでもエラーが発生すると、エラーサムフラグが“1”になります。したがって、エラーの有無は、
エラーサムフラグによって判定できます。
表12.4.6に各エラーフラグが“1”になる条件、及びエラーフラグを“0”にする方法を示します。
なお、受信エラー割り込み選択（UARTi受信割り込みモード選択ビット＝1）時は、各エラーが発生したとき
だけUARTi受信割り込み要求ビットが“1”になります。受信割り込み選択（UARTi受信割り込みモード選択
ビット＝0）時は、受信完了時、フレーミングエラー発生時、及びパリティエラー発生時に、UARTi受信割り
込み要求ビットが“1”になります（オーバランエラー発生時は変化しません）。

表12.4.6　各エラーフラグが“1”になる条件、及びエラーフラグを“0”にする方法

エラーフラグが“1”になる条件エラーフラグ エラーフラグを“0”にする方法
・受信許可ビットを“0”にする

・受信許可ビットを“0”にする
・UARTi受信バッファレジスタの下位バイト
　の内容を読み出す
・受信許可ビットを“0”にする
・UARTi受信バッファレジスタの下位バイト
　の内容を読み出す
・オーバラン、フレーミング、パリティの
　すべてのエラーフラグをクリアする

受信完了フラグが“1”（UARTi受信バッファレジスタ
にデータあり）の状態で、UARTi受信レジスタに
次のデータが揃ったとき
（UARTi受信バッファレジスタの内容を読み出す
前に次の受信データが揃ったとき）　　　　（注）
設定した個数のストップビットが検出され
なかったとき　

パリティ許可時に、パリティビットとキャラクタ
ビット中の“1”の総数が設定した個数でなかった
とき

上記の3つのエラーのうち、1つ以上が発生した

とき
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12.4.8　スリープモード

UARTiを使用して接続した複数のマイクロコンピュータのうち、特定のマイクロコンピュータ間で転送を
行う場合に使用します。受信時、スリープ選択ビット（3016、3816番地のビット7）を“1”にすると、スリープ
モードが選択されます。
スリープモードでは、受信データの最上位ビット（転送データ長9ビット時はD8、8ビット時はD7、7ビット
時はD6）が“1”のときに、受信動作を行います。“0”のときは、受信動作を行いません（UARTi受信レジスタの
内容はUARTi受信バッファレジスタへ転送されません。また、受信完了フラグ、及び各エラーフラグも変化
せず、UARTi受信割り込み要求も発生しません）。
以下に、転送データ長8ビット時のスリープモードの使用例を示します。

① 主、従となるマイクロコンピュータでは、転送データフォーマットを同一に設定してください。
また、従のマイクロコンピュータでは、スリープモードを選択してください。

② 主のマイクロコンピュータから、ビット7を“1”、ビット6～0を通信したい従のマイクロコンピュータ
の番地とするデータを送信してください。

③ すべての従のマイクロコンピュータは、②のデータを受信します（このときUARTi受信割り込み要求
が発生します）。

④ すべての従のマイクロコンピュータでは、割り込みルーチンの中で受信したデータのビット6～0が
自分の番地かどうかを調べてください。

⑤ 受信したデータのビット6～0が自分の番地である従のマイクロコンピュータでは、スリープモード
を解除してください（この他の従のマイクロコンピュータでは、スリープモードを解除しないで
ください）。
②～⑤の操作によって「転送を行うマイクロコンピュータの特定」が行えます。

⑥ 主のマイクロコンピュータから、ビット7が“0”であるデータを送信してください（②～⑤で特定した
マイクロコンピュータだけがこのデータを受信します。この他のマイクロコンピュータは受信
しません）。

⑦ ⑥を繰り返すと、同じマイクロコンピュータ間で連続して転送を行うことができます。従の
マイクロコンピュータを替えるときは、②～⑤の操作によって従のマイクロコンピュータを特定
できます。

図12.4.14　スリープモード

従A 従B 従C 従D

主 複数の従のマイクロコンピュータのうち、
特定の1つと転送を行う
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【クロック非同期形シリアルI/O（UART）モード使用上の注意】

1．
________ ________

CTS0/RTS0端子を使用するときは、D-A2出力許可ビット（9616番地のビット2）＝0（出力禁止）にしてください。

2．
________ ________ ________ ________

CTSi/RTSi分離を選択した場合は、CLKi端子を使用できません。したがって、UARTモードでCTSi/RTSi

を分離する場合は、内部クロックを選択してください。

3．UARTi転送速度レジスタ（BRGi）への書き込みは、送受信停止中に行ってください。

4．送信を行うときは、TxD0/P83、TxD1/P87切り替えビット（AC16番地のビット2、3）を“0”にしてください。
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13.1　概　要

13.1　概　要

分解能8ビット、又は分解能10ビットのA-D変換ができます。表13.1.1にA-D変換器の性能を示します。

表13.1.1　A-D変換器の性能
項　　目 性　　能

A-D変換方式
分解能
絶対精度

アナログ入力端子
アナログ入力端子1本あたりの変換速度

逐次比較変換方式
8ビット、又は10ビットをソフトウエアで選択できる
分解能8ビットモード時 ：±2LSB
分解能10ビットモード時：±3LSB
8本（AN0～AN7）
分解能8ビットモード時 ：49φADサイクル
分解能10ビットモード時：59φADサイクル

φAD：A-D変換器の動作クロック

（1）分解能8ビットモード

ANi（i＝0～7）端子からの入力電圧をA-D変換し、8ビットのA-D変換結果をA-Dレジスタiに格納します（「13.3
A-D変換方式」、「13.5 分解能8ビットモード時の比較電圧」参照）。

（2）分解能10ビットモード

ANi端子からの入力電圧をA-D変換し、10ビットのA-D変換結果をA-Dレジスタiに格納します（「13.3 A-D
変換方式」参照）。

（3）動作モード

A-D変換器には以下に示す4つの動作モードがあります。

■単発モード

選択された1本のアナログ入力端子からの入力電圧を1回だけA-D変換するモードです。

■繰り返しモード

選択された1本のアナログ入力端子からの入力電圧を繰り返しA-D変換するモードです。

■単掃引モード

選択された複数のアナログ入力端子からの入力電圧を1回ずつA-D変換するモードです。

■繰り返し掃引モード

選択された複数のアナログ入力端子からの入力電圧を繰り返しA-D変換するモードです。
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13.2　ブロック説明

  A-D変換器のブロック図を図13.2.1に示し、A-D変換器関連レジスタについて以下に説明します。

図13.2.1　A-D変換器ブロック図

比
較
器

ラダー抵抗

セレクタ

AN0

AN1

AN2

AN3

AN4

AN5

AN6

AN7/ADTRG

Vref

逐次比較レジスタ

A-Dレジスタ 0 

A-Dレジスタ 1  

A-Dレジスタ 2 

A-Dレジスタ 3 

データバス(奇数)

A-D制御レジスタ1

A-D制御レジスタ0

φAD

A-D変換周波数(φAD)
選択フラグ1, 0

(1,1)
A-D変換周波数選択

f2

(1,0)

(0,1)

(0,0)

1/2

1/2

f1

データバス(偶数)

AVSS

VREF
0

1

VREF接続選択ビット

A-Dレジスタ 4 

A-Dレジスタ 5 

A-Dレジスタ 6

A-Dレジスタ 7

デ
コ
｜
ダ
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13.2.1　A-D制御レジスタ0 、1

図13.2.2にA-D制御レジスタ0、図13.2.3にA-D制御レジスタ1のレジスタ構成を示します。

図13.2.2　A-D制御レジスタ0のレジスタ構成

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW
（注7）

RW
注1．単掃引モード、及び繰り返し掃引モードでは無効です（“0”又は“1”いずれでもよい）。
2．

_______

AN4端子を使用するときは、INT3端子選択ビット（9416番地のビット5）＝0にしてください。
3．

_______

AN5端子を使用するときは、INT4端子選択ビット（9416番地のビット6）＝0にしてください。
4．AN6端子を使用するときは、D-A0出力許可ビット（9616番地のビット0）＝0（出力禁止）にしてください。
5．

_______

AN7端子を使用するときは、INT2端子選択ビット（9416番地のビット4）＝0、D-A1出力許可ビット（9616番地のビット1）＝0に
してください。外部トリガ選択時は、AN7端子をアナログ入力端子として使用できません。

6．
_______

外部トリガを使用するときは、INT2端子選択ビット（9416番地のビット4）＝0、D-A1出力許可ビット（9616番地のビット1）＝0
にしてください。

7．このビットへの書き込みには、MOVM(MOVMB）命令、又はSTA（STAB, STAD）命令を使用してください。
8．A-D制御レジスタ0の各ビットに対する書き込みは、A-D変換器の動作モードに関係なく、A-D変換器停止時に行ってください
（ビット6への“0”書き込みを除く）。

0

1

2

3

4

5

6

7

ビット名ビット

A-D制御レジスタ0【1E16番地】

機　能 リセット時 R/W

アナログ入力端子選択ビット
（単発モード、繰り返しモード時
有効） （注1）

A-D動作モード選択ビット

トリガ選択ビット

A-D変換開始フラグ

A-D変換周波数（φAD）選択フラグ0

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0 0 0：AN0を選択
0 0 1：AN1を選択
0 1 0：AN2を選択
0 1 1：AN3を選択
1 0 0：AN4を選択 （注2）
1 0 1：AN5を選択 （注3）
1 1 0：AN6を選択 （注4）
1 1 1：AN7を選択 （注5）

b2 b1b0

0 0：単発モード
0 1：繰り返しモード
1 0：単掃引モード
1 1：繰り返し掃引モード

b4 b3

0：内部トリガ
1：外部トリガ （注6）

0：A-D変換停止
1：A-D変換開始

表13.2.1参照

不定

不定

不定

0

0

0

0

0
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0

1

2

3

4

5

6

7

注1．単発モード、及び繰り返しモードでは無効です（“0”又は“1”いずれでもよい）。
2．

_______

AN4端子を使用するときは、INT3端子選択ビット（9416番地のビット5）＝0にしてください。
3．

_______

AN5端子を使用するときは、INT4端子選択ビット（9416番地のビット6）＝0にしてください。
4．AN6端子を使用するときは、D-A0出力許可ビット（9616番地のビット0）＝0（出力禁止）にしてください。
5．

_______

AN7端子を使用するときは、INT2端子選択ビット（9416番地のビット4）＝0、D-A1出力許可ビット（9616番地のビット1）＝0に
してください。外部トリガ選択時は、AN7端子をアナログ入力端子として使用できません。

6．このビットはA-D変換器を使用する場合のみ有効です。
このビットを“1”から“0”にしたときは、1μs以上経過した後に、A-D変換を開始させてください。

7．A-D制御レジスタ1の各ビットに対する書き込みは、A-D変換器の動作モードに関係なく、A-D変換器停止時に行ってください。

1

1

0

0

0

0

0

0

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

－

ビット名ビット

A-D制御レジスタ1【1F16番地】

機　能 リセット時 R/W

A-D掃引端子選択ビット
（単掃引モード、繰り返し掃引モード
時有効） （注1）

“0”に固定してください

分解能選択ビット

A-D変換周波数（φAD）選択フラグ1

外部トリガ極性選択ビット
（外部トリガ選択時有効）

VREF接続選択ビット （注6）

読み出し時の値は“0”

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0 0：AN0、AN1（2端子）
0 1：AN0～AN3（4端子）
1 0：AN0～AN5（6端子） （注2、3）
1 1：AN0～AN7（8端子） （注2、3、4、5）

b1 b0

0：8ビットモード
1：10ビットモード

表13.2.1参照

0

__________

0：ADTRG端子への入力信号の立ち下がり__________

1：ADTRG端子への入力信号の立ち上がり

0：VREF接続
1：VREF切断

図13.2.3　A-D制御レジスタ1のレジスタ構成
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18.154
9.077
4.538

（1）アナログ入力端子選択ビット（1E16番地のビット0～2）

単発モード、及び繰り返しモードにおいて、アナログ入力端子を選択するために使用します。このビット
でアナログ入力端子として選択していない端子は、プログラマブル入出力ポートとして機能します。
なお、単掃引モード、又は繰り返し掃引モードでA-D変換を実行した後、単発モード、又は繰り返し
モードに切り替える場合は、再度、このビットを設定してください。

（2）A-D動作モード選択ビット（1E16番地のビット3、4）

A-D変換器の動作モードを選択するためのビットです。

（3）トリガ選択ビット（1E16番地のビット5）

このビットによって、トリガ発生要因を選択できます（「（4）A-D変換開始フラグ」参照）。

（4）A-D変換開始フラグ（1E16番地のビット6）

■内部トリガ選択時
このビットを“1”にするとトリガが発生し、A-D変換器が動作を開始します。このビットを“0”に
すると、A-D変換器は停止します。
単発モード及び単掃引モードでは、A-D変換終了時、このビットは“0”になります。繰り返しモード、
及び繰り返し掃引モードでは、ソフトウエアでこのビットを“0”にするまで、A-D変換器は動作を
続けます。

■外部トリガ選択時
_____

このビットが“1”のときに、ADTRG端子のレベルが“H”から“L”（外部トリガ極性選択ビットが0の
とき）、又は“L”から“H”（外部トリガ極性選択ビットが1のとき）になるとトリガが発生し、A-D変換器
が動作を開始します。このビットを“0”にすると、A-D変換器は停止します。
単発モード及び単掃引モードでは、A-D変換終了後も、このビットは“1”の状態を保持します。
繰り返しモード、及び繰り返し掃引モードでは、ソフトウエアでこのビットを“0”にするまで、A-D
変換器は動作を続けます。

（5）A-D変換周波数（φAD）選択フラグ0（1E16番地のビット7）、A-D変換周波数（φAD）選択フラグ1（1F16番地のビット4）

これらのビットによって、A-D変換器の動作クロック（φAD）を選択できます。表13.2.1にアナログ入力
端子1本あたりの変換時間を示します。
A-D変換器の比較器は容量結合増幅器で構成されていますので、A-D変換器動作中はφAD≧250kHzに
してください。

表13.2.1　アナログ入力端子1本あたりの変換時間

0
0
1
1

分解能8ビットモード時 分解能10ビットモード時
fsys＝26MHz

変換時間（単位：μs）
φAD

0
1
0
1

f2の4分周
f2の2分周

f2
f1

15.077
7.538
3.769
1.885

A-D変換周波数
(φAD)選択フラグ1

A-D変換周波数
(φAD)選択フラグ0

注．周辺装置用クロック選択ビット1、0（BD16番地のビット1、0）＝“002”の場合です。

（注）

選択禁止
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（6）A-D掃引端子選択ビット（1F16番地のビット0、1）

単掃引モード、及び繰り返し掃引モードにおいて、アナログ入力端子を選択するために使用します。
このビットでアナログ入力端子として選択していない端子は、プログラマブル入出力ポートとして機能
します。

（7）分解能選択ビット（1F16番地のビット3）

分解能を選択するためのビットです。

（8）外部トリガ極性選択ビット（1F16番地のビット5）

外部トリガを選択した場合、このビットでトリガの極性を選択します（「（4）A-D変換開始フラグ」参照）。

（9）VREF接続選択ビット（1F16番地のビット6）

A-D変換器を使用しないときに、A-D変換器のラダー抵抗と基準電圧入力端子（VREF）を切り離すための
ビットです。
ラダー抵抗とVREF端子を切り離すと、VREF端子からラダー抵抗には電流が流れなくなり、消費電流を
低減できます。
このビットを“1”（VREF切断）から“0”（VREF接続）にしたときは、1μs以上経過した後に、A-D変換を開始
させてください。
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13.2.2　A-Dレジスタi（i＝0～7）

図13.2.4にA-Dレジスタiのレジスタ構成を示します。A-D変換終了時、変換結果（逐次比較レジスタの内容）
はこのレジスタに格納されます。各A-Dレジスタiは、それぞれアナログ入力端子（ANi）に対応しています。

図13.2.4　A-Dレジスタiのレジスタ構成

不定

0

RO

－

ビット

7～0

15～8

機　能 リセット時 R/W

A-D変換結果を読み出す

読み出し時の値は“0”

b0b7

A-Dレジスタ0【2116、2016 番地】
A-Dレジスタ1【2316、2216 番地】
A-Dレジスタ2【2516、2416 番地】
A-Dレジスタ3【2716、2616 番地】
A-Dレジスタ4【2916、2816 番地】
A-Dレジスタ5【2B16、2A16番地】
A-Dレジスタ6【2D16、2C16番地】
A-Dレジスタ7【2F16、2E16番地】

b0b7
（b15） （b8）

■分解能8ビットモード時

不定

0

RO

－

ビット

9～0

15～10

機　能 リセット時 R/W

A-D変換結果を読み出す

読み出し時の値は“0”

b0b7

A-Dレジスタ0【2116、2016 番地】
A-Dレジスタ1【2316、2216 番地】
A-Dレジスタ2【2516、2416 番地】
A-Dレジスタ3【2716、2616 番地】
A-Dレジスタ4【2916、2816 番地】
A-Dレジスタ5【2B16、2A16番地】
A-Dレジスタ6【2D16、2C16番地】
A-Dレジスタ7【2F16、2E16番地】

b0b7
（b15） （b8）

■分解能10ビットモード時
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13.2.3　A-D変換割り込み制御レジスタ

図13.2.5にA-D変換割り込み制御レジスタのレジスタ構成を示します。割り込みについての詳細は「第7章
割り込み」を参照してください。

図13.2.5　A-D変換割り込み制御レジスタのレジスタ構成

（1）割り込み優先レベル選択ビット（ビット2～0）

A-D変換割り込みの優先レベルを選択するためのビットです。A-D変換割り込みを使用する場合は
レベル1～7を選択してください。A-D変換割り込み要求が発生すると、優先レベルとプロセッサ割り込み
優先レベル（IPL）が比較され、優先レベルの方がIPLより大きい場合だけ、割り込みが許可されます
（ただし、割り込み禁止フラグ（I）が“0”の場合）。A-D変換割り込みを禁止する場合は、このビットを
“0002”（レベル0）に設定してください。

（2）割り込み要求ビット（ビット3）

A-D変換割り込み要求が発生したとき、このビットは“1”になります。その後、A-D変換割り込み要求が
受け付けられると、このビットは自動的に“0”になります。また、このビットはソフトウエアによって
“1”、又は“0”にできます。

A-D変換割り込み制御レジスタ【7016番地】
b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0

1

2

3

7～4

ビット名ビット 機　能 リセット時 R/W

割り込み優先レベル選択ビット

割り込み要求ビット

何も配置されていない

注1． A-D変換割り込みを使用する前に、必ずソフトウエアで“0”にしてください。
　2．このビットへの書き込みにはMOVM（MOVMB）命令、又はSTA（STAB, STAD）命令を使用してください。

0 0 0：レベル0（割り込み禁止）
0 0 1：レベル1
0 1 0：レベル2
0 1 1：レベル3
1 0 0：レベル4
1 0 1：レベル5
1 1 0：レベル6
1 1 1：レベル7

b2 b1b0

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

0

0

0

不定
（注1）

不定

RW

RW

RW

RW
（注2）

－
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AN0端子

AN1端子

AN2端子

AN3端子
_______

AN4端子（INT3端子）
_______

AN5端子（INT4端子）

AN6端子（DA0端子）
_________ _______

AN7/ADTRG端子（DA1/INT2端子）

13.2.4　ポートP7方向レジスタ

A-D変換器の入力端子はポートP7と共用です。これらの端子をA-D変換器の入力端子として使用する場合は、
ポートP7方向レジスタの対応するビットを“0”にして入力モードに設定してください。図13.2.6にポートP7
方向レジスタとA-D変換器の入力端子の対応を示します。

図13.2.6　ポートP7方向レジスタとA-D変換器の入力端子の対応

対応する端子名ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

ポートP7方向レジスタ【1116番地】

機　能 リセット時 R/W

0

0

0

0

0

0

0

0

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

注．（　）内は、共用となっている他の内蔵周辺装置の入出力端子を示します。

0：入力モード
1：出力モード

A-D変換器の入力端子として使用する場合は、
対応するビットを“0”にしてください。
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13.3　A-D変換方式

A-D変換器は、逐次比較レジスタの内容に従って内部で生成される比較電圧（Vref）と、アナログ入力端子から
入力されるアナログ入力電圧（VIN）を比較し、その結果を逐次比較レジスタに反映することによって、VINを
デジタル値に変換します。トリガが発生すると、A-D変換器は以下の処理を行います。

① 逐次比較レジスタのビット9の確定
VrefとVINを比較します。このときの逐次比較レジスタの内容は“10000000002”（初期値）です。
比較結果によって逐次比較レジスタのビット9は以下のように変化します。

Vref ＜ VIN  ならば、ビット9は“1”
Vref ＞ VIN  ならば、ビット9は“0”

② 逐次比較レジスタのビット8の確定
逐次比較レジスタのビット8を“1”にした後、VrefとVINを比較します。
比較結果によってビット8は以下のように変化します。

Vref ＜ VIN  ならば、ビット8は“1”
Vref ＞ VIN  ならば、ビット8は“0”

 ③ 逐次比較レジスタのビット7～最下位ビットの確定
分解能10ビットモード時は、②の動作をビット7～0に対して行います。
分解能8ビットモード時は、②の動作をビット7～2に対して行います。
最下位ビットが確定すると、逐次比較レジスタの内容（変換結果）はA-Dレジスタiに転送されます。

Vrefは最新の逐次比較レジスタの内容に従って生成されます。表13.3.1に逐次比較レジスタの内容とVrefの
関係を示します。また、表13.3.2、表13.3.3にA-D変換中の逐次比較レジスタとVrefの変化を、図13.3.1に分解能
10ビットモード時の理論的A-D変換特性を示します。

Vref（V）

 表13.3.1　逐次比較レジスタの内容とVrefの関係

逐次比較レジスタの内容：n

1～1023

0 0

× （n－0.5）

VREF：基準電圧

VREF

1024
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表13.3.2　A-D変換中の逐次比較レジスタとVrefの変化（分解能8ビットモード時）

 ±

1

1

n9

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 0 0 0 0 0 0 0 0

n9 n8 1 0 0 0 0 0 0 0

n9 n8 n7 n6 n5 n4 n3 1 0 0

n9 n8 n7 n6 n5 n4 n3 n2 0 0

b9 b0

1回目の比較結果

2回目の比較結果

逐次比較レジスタの変化 Vref の変化
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表13.3.3　A-D変換中の逐次比較レジスタとVrefの変化（分解能10ビットモード時）
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0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 0 0 0 0 0 0 0 0

n9 n8 1 0 0 0 0 0 0 0

n9 n8 n7 n6 n5 n4 n3 n2 n1 1

n9 n8 n7 n6 n5 n4 n3 n2 n1 n0

b9 b0

1回目の比較結果

2回目の比較結果
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逐次比較レジスタの変化
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13.3　A-D変換方式

00016

00116

00216

00316

3FE16

3FF16

アナログ入力電圧

VREF

1024
×1 VREF

1024
×2 VREF

1024
×3 ×1021VREF

1024
VREF

1024
×1022 VREF

1024
×1023 VREF

VREF

1024
×0.5

理論的A-D変換特性

0

A-D変換結果

3FD16

図13.3.1　分解能10ビットモード時の理論的A-D変換特性



13-14

13
A-D変換器

7911グループユーザーズマニュアル

13.4　絶対精度と微分非直線性誤差

13.4　絶対精度と微分非直線性誤差

A-D変換器の精度について以下に説明します。なお、「付録11．4. A-D変換器標準特性」も併せて参照して
ください。

13.4.1　絶対精度

絶対精度は、理論的A-D変換特性における出力コードと実際のA-D変換結果の差を示すものです（図13.4.1
参照）。絶対精度測定時は、理論的A-D変換特性において同じ出力コードを期待できるアナログ入力電圧の幅
（1LSB幅）の中点の電圧を、アナログ入力電圧として使用します。例えば、分解能10ビットモード、基準電圧
（VREF）＝5.12Vの場合、1LSB幅は5mVで、アナログ入力電圧には0mV、5mV、10mV、15mV、20mV････を
使用します。絶対精度＝±3LSBとは、アナログ入力電圧が25mVの場合、理論的A-D変換特性では出力コード
“00516”を期待できますが、実際のA-D変換結果は“00216”～“00816”になることを意味します。絶対精度には
ゼロ誤差、フルスケール誤差を含みます。
なお、VREFを下げると絶対精度は悪くなります。また、VREF～VCC間のアナログ入力電圧に対する出力
コードは、すべて“3FF16”となります。

図13.4.1　絶対精度（分解能10ビットモード時）

00016

00116

00216

00316

00416

00516

00616

0

アナログ入力電圧（mV）

理論的A-D変換特性

5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55

00716

00816

00916

00A16

00B16

+3LSB

-3LSB

出力コード
(A-D変換結果)
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13.4　絶対精度と微分非直線性誤差

13.4.2　微分非直線性誤差

微分非直線性誤差は、理論的A-D変換特性における1LSB幅（同じ出力コードを期待できるアナログ入力電圧の
幅）と、実測定される1LSB幅（同じコードを出力するアナログ入力電圧の幅）の差を示すものです（図13.4.2参照）。
分解能10ビットモード、基準電圧（VREF）＝5.12Vの場合、理論的A-D変換特性における1LSB幅は5mVですが、
微分非直線性誤差＝±1LSBならば、実測定される1LSB幅は0～10mVになります。

図13.4.2　微分非直線性誤差（分解能10ビットモード時）

00016

00116

00216

00316

00416

00516

00616

0

アナログ入力電圧（mV）

微分非直線性誤差

5 10 15 20 25 30 35 40 45

00716

00816

00916

出力コード
(A-D変換結果)

理論的A-D変換特性に
おける1LSB幅
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13.5　分解能8ビットモード時の比較電圧

13.5　分解能8ビットモード時の比較電圧

分解能選択ビットで8ビットモードを選択した場合は、10ビット逐次比較レジスタの上位8ビットがA-D変換
結果となります。このため、8ビットA-D変換器と比較すると、比較電圧が3VREF/2048（表13.5.1の下線部参照）
異なり、図13.5.1に示す出力コードの変化点の差が生じます。

表13.5.1　比較電圧
M37911の分解能8ビットモード時  8ビットA-D変換器

VREF

 28

VREF

 210×n  －
VREF

 28

VREF

 28×n  －  ×0.5
比較電圧
 Vref

VREF：基準電圧
n：逐次比較レジスタの値

図13.5.1　出力コードの変化点の差

 ×0.5

07

05
06

03

00

02

8ビットA-D変換器の理論的A-D変換特性（VREF＝5.12Vの場合）

アナログ入力電圧（mV）

出力コード
（A-D変換結果）

02

01

00

アナログ入力電圧（mV）

04

02

01

00
01

M37911のA-D変換器の理論的A-D変換特性（VREF＝5.12Vの場合）

分解能
10ビット
モード時

分解能
8ビット
モード時

分解能8ビットモード時

分解能10ビットモード時
08
09

10 30

17.5 37.5

※

※

※：出力コードの変化点の差
VREF：基準電圧

出力コード
（A-D変換結果）
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13.6　単発モード

13.6　単発モード

選択された1本のアナログ入力端子からの入力電圧を1回だけA-D変換するモードです。A-D変換終了時にA-D
変換割り込み要求が発生します。

13.6.1　単発モード設定方法

図13.6.1に単発モード関連レジスタの初期設定例を示します。
なお、割り込みを使用する場合は割り込みを許可するための設定が必要です。詳細は「第7章 割り込み」を
参照してください。

図13.6.1　単発モード関連レジスタの初期設定例

AｰD制御レジスタ0、AｰD制御レジスタ1の設定

b7 b0

 A-D制御レジスタ0【1E16番地】0 00

０００：AN0を選択
００１：AN1を選択
０１０：AN2を選択
０１１：AN3を選択
１００：AN4を選択
１０１：AN5を選択
１１０：AN6を選択
１１１：AN7を選択

b1 b0b2

トリガ選択ビット
　０：内部トリガ
　１：外部トリガ

A-D変換開始フラグ
　０：A-D変換停止

アナログ入力端子選択ビット

A-D変換周波数(φAD)選択フラグ0
　表13.2.1参照

単発モードの選択

b7

 A-D制御レジスタ1【1F16番地】

×：“0”又は“1”いずれでもよい

b0

××0

分解能選択ビット
　０：8ビットモード
　１：10ビットモード 

A-D変換周波数(φAD)選択フラグ1
　表13.2.1参照

外部トリガ極性選択ビット
　０：ADTRG端子への入力信号の立ち下がり
　１：ADTRG端子への入力信号の立ち上がり

注．A-D制御レジスタ0及びA-D制御レジスタ1の各ビットに対する書き込みは、
　　A-D変換器の動作モードに関係なく、A-D変換器停止時（トリガ発生前）に
　　行ってください（A-D変換開始フラグへの“0”書き込みを除く）。

AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA

ポートP7方向レジスタの設定
b7 b0

ポートP7方向レジスタ【1116番地】

AN0

AN1

AN2

AN3

AN4

AN5

AN6

AN7

AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA割り込み優先レベルの設定

b7 b0

A-D変換割り込み制御レジスタ 【7016番地】

割り込み優先レベル選択ビット
割り込み使用時は、レベル1～7に設定
割り込み禁止時は、レベル0に設定

割り込み要求ビット
“0”（割り込み要求なし）にする

0

選択したアナログ入力端子に
対応するビットを“0”にする 
外部トリガ選択時はビット7を
“0”にする　　　　　　　　

AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA-D変換開始フラグを“1”にする

b7 b0

A-D制御レジスタ0【1E16番地】

A-D変換開始フラグ

1

動作開始
トリガ発生

AAAAAA
AAAAAA
AAAAAA

ADTRG端子への外部トリガ
（立ち下がり/立ち上がり）

入力

外部トリガ選択時

内部トリガ選択時

AAAA
AAAA

VREF接続選択ビット
　０：VREF接続

0
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13.6　単発モード

図13.6.2　単発モード時の動作

13.6.2　単発モード動作説明

（1）内部トリガ選択時

① A-D変換開始フラグを“1”にすると、A-D変換器は動作を開始します。
②分解能8ビットモード時はφADの49サイクル後、10ビットモード時はφADの59サイクル後にA-D変換
が終了し、逐次比較レジスタの内容（変換結果）はA-Dレジスタiに転送されます。

③②と同時にA-D変換割り込み要求ビットが“1”になります。
④ A-D変換開始フラグが“0”になり、A-D変換器は停止します。

（2）外部トリガ選択時

①
_____

A-D変換開始フラグが“1”のとき、ADTRG端子のレベルが“H”から“L”（外部トリガ極性選択ビットが
“0”のとき）、又は“L”から“H”（外部トリガ極性選択ビットが“1”のとき）になると、A-D変換器は動作
を開始します。

②分解能8ビットモード時はφADの49サイクル後、10ビットモード時はφADの59サイクル後にA-D変換
が終了し、逐次比較レジスタの内容（変換結果）はA-Dレジスタiに転送されます。

③②と同時にA-D変換割り込み要求ビットが“1”になります。
④ A-D変換器は停止します。

_____

A-D変換開始フラグは、この後も“1”の状態を保持します。したがって、トリガが発生する（ADTRG端子の
レベルが“H”から“L”、又は“L”から“H”になる）と、A-D変換器は再度①から動作します。また、A-D
変換器動作中にトリガが発生すると、その時点で行っている処理を中止し、再度①から動作します。

図13.6.2に単発モード時の動作を示します。

トリガ発生

ANi端子の入力電圧を変換

A-D変換器停止

A-D変換割り込み要求発生

変換結果
A-Dレジスタi
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13.7　繰り返しモード

図13.7.1　繰り返しモード関連レジスタの初期設定例

13.7　繰り返しモード

選択された1本のアナログ入力端子からの入力電圧を繰り返しA-D変換するモードです。このモードではA-D
変換割り込み要求は発生しません。また、A-D変換開始フラグ（1E16番地のビット6）は、ソフトウエアで“0”に
するまで“1”の状態を保持します。A-D変換開始フラグが“1”の間、A-D変換器は停止せず、動作を繰り返します。

13.7.1　繰り返しモード設定方法

図13.7.1に繰り返しモード関連レジスタの初期設定例を示します。

AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAポートP7方向レジスタの設定

b7 b0

ポートP7方向レジスタ【1116番地】

AN0

AN1

AN2

AN3

AN4

AN5

AN6

AN7

選択したアナログ入力端子に
対応するビットを“0”にする 
外部トリガ選択時はビット7を
“0”にする　　　　　　　　 AAAAAAAAAAAA

AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA-D変換開始フラグを“1”にする

b7 b0

A-D制御レジスタ0【1E16番地】

A-D変換開始フラグ

1

注．A-D制御レジスタ0及びA-D制御レジスタ1の各ビットに対する書き込みは、
　　A-D変換器の動作モードに関係なく、A-D変換器停止時（トリガ発生前）に
　　行ってください（A-D変換開始フラグへの“0”書き込みを除く）。

動作開始
トリガ発生

外部トリガ選択時

内部トリガ選択時

AAAA
AAAA
AAAA

０００：AN0を選択
００１：AN1を選択
０１０：AN2を選択
０１１：AN3を選択
１００：AN4を選択
１０１：AN5を選択
１１０：AN6を選択
１１１：AN7を選択

AｰD制御レジスタ0、AｰD制御レジスタ1の設定

b7 b0

 A-D制御レジスタ0【1E16番地】0 10

b1 b0b2

トリガ選択ビット
　０：内部トリガ
　１：外部トリガ

A-D変換開始フラグ
　０：A-D変換停止

アナログ入力端子選択ビット

b7

 A-D制御レジスタ1【1F16番地】

×：“0”又は“1”いずれでもよい

A-D変換周波数(φAD)選択フラグ0
　表13.2.1参照

繰り返しモードの選択

b0

××0

分解能選択ビット
　０：8ビットモード 
　１：10ビットモード 

A-D変換周波数(φAD)選択フラグ1
　表13.2.1参照

外部トリガ極性選択ビット
　０：ADTRG端子への入力信号の立ち下がり
　１：ADTRG端子への入力信号の立ち上がり

VREF接続選択ビット
　０：VREF接続

0

AAAAAA
AAAAAA
AAAAAA
ADTRG端子への外部トリガ
（立ち下がり/立ち上がり）

入力
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13.7　繰り返しモード

13.7.2　繰り返しモード動作説明

（1）内部トリガ選択時

① A-D変換開始フラグを“1”にすると、A-D変換器は動作を開始します。
②分解能8ビットモード時はφADの49サイクル後、10ビットモード時はφADの59サイクル後に1回目の

A-D変換が終了し、逐次比較レジスタの内容（変換結果）はA-Dレジスタiに転送されます。
③ソフトウエアでA-D変換開始フラグを“0”にするまで、A-D変換器は動作を続けます。変換結果は、
変換終了ごとにA-Dレジスタiに転送されます。

（2）外部トリガ選択時

①
_____

A-D変換開始フラグが“1”のとき、ADTRG端子のレベルが“H”から“L”（外部トリガ極性選択ビットが
“0”のとき）、又は“L”から“H”（外部トリガ極性選択ビットが“1”のとき）になると、A-D変換器は
動作を開始します。

②分解能8ビットモード時はφADの49サイクル後、10ビットモード時はφADの59サイクル後に1回目の
A-D変換が終了し、逐次比較レジスタの内容（変換結果）はA-Dレジスタiに転送されます。

③ソフトウエアでA-D変換開始フラグを“0”にするまで、A-D変換器は動作を続けます。変換結果は、
変換終了ごとにA-Dレジスタiに転送されます。

_____

なお、A-D変換器動作中にトリガが発生する（ADTRG端子のレベルが“H”から“L”、又は“L”から“H”になる）
と、その時点で行っている処理を中止し、再度①から動作します。

図13.7.2に繰り返しモード時の動作を示します。

図13.7.2　繰り返しモード時の動作

トリガ発生

ANi端子の入力電圧を変換
変換結果

A-Dレジスタi
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13.8　単掃引モード

図13.8.1　単掃引モード関連レジスタの初期設定例

13.8　単掃引モード

選択された複数のアナログ入力端子からの入力電圧を1回ずつA-D変換するモードです。A-D変換は、AN0、
AN1、AN2、…の順に行われます。選択された全アナログ入力端子に対するA-D変換終了時にA-D変換割り込み
要求が発生します。

13.8.1　単掃引モード設定方法

図13.8.1に単掃引モード関連レジスタの初期設定例を示します。
なお、割り込みを使用する場合は割り込みを許可するための設定が必要です。詳細は「第7章 割り込み」を
参照してください。

動作開始
トリガ発生AAAA
AAAA
AAAA

AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA

ADTRG端子への外部トリガ
（立ち下がり/立ち上がり）

入力

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAｰD制御レジスタ0、AｰD制御レジスタ1の設定

b7 b0

 A-D制御レジスタ0【1E16番地】1 00

単掃引モードの選択

× ×

トリガ選択ビット
　０：内部トリガ
　１：外部トリガ

A-D変換開始フラグ
　０：A-D変換停止

A-D変換周波数(φAD)選択フラグ0
　表13.2.1参照

AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA

A-D変換開始フラグを“1”にする
b7 b0

A-D制御レジスタ0【1E16番地】

A-D変換開始フラグ

1

注．A-D制御レジスタ0及びA-D制御レジスタ1の各ビットに対する書き込みは、
　　A-D変換器の動作モードに関係なく、A-D変換器停止時（トリガ発生前）に
　　行ってください（A-D変換開始フラグへの“0”書き込みを除く）。

AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA

割り込み優先レベルの設定
b7 b0

A-D変換割り込み制御レジスタ 【7016番地】

割り込み優先レベル選択ビット
割り込み使用時は、レベル1～7に設定
割り込み禁止時は、レベル0に設定

割り込み要求ビット
“0”（割り込み要求なし）にする

0

外部トリガ選択時

内部トリガ選択時

×

ポートP7方向レジスタの設定
b7 b0

ポートP7方向レジスタ【1116番地】

AN0

AN1

AN2

AN3

AN4

AN5

AN6

AN7

選択したアナログ入力端子に
対応するビットを“0”にする 
外部トリガ選択時はビット7を
“0”にする　　　　　　　　

 ×：“0”又は“1”いずれでもよい

A-D掃引端子選択ビット
b1 b0

　０ ０：AN0、AN1（2端子）
　０ １：AN0～AN3（4端子）
　１ ０：AN0～AN5（6端子）
　１ １：AN0～AN7（8端子）

b7

 A-D制御レジスタ1【1F16番地】

b0

0

分解能選択ビット
　０：8ビットモード
　１：10ビットモード 

A-D変換周波数(φAD)選択フラグ1
　表13.2.1参照

外部トリガ極性選択ビット
　０：ADTRG端子への入力信号の立ち下がり
　１：ADTRG端子への入力信号の立ち上がり

0

VREF接続選択ビット
　０：VREF接続
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13.8　単掃引モード

ANi端子の入力電圧を変換

A-D変換器停止

A-D変換割り込み要求発生

トリガ発生

変換結果
A-Dレジスタ0AN0端子の入力電圧を変換

変換結果
A-Dレジスタ1

変換結果
A-Dレジスタi

AN1端子の入力電圧を変換

図13.8.2　単掃引モード時の動作

13.8.2　単掃引モード動作説明

（1）内部トリガ選択時

① A-D変換開始フラグを“1”にすると、A-D変換器はAN0端子の入力電圧に対してA-D変換を開始します。
②分解能8ビットモード時はφADの49サイクル後、10ビットモード時はφADの59サイクル後にAN0端子
に対するA-D変換が終了し、逐次比較レジスタの内容（変換結果）はA-Dレジスタ0に転送されます。

③選択されたすべてのアナログ入力端子に対してA-D変換を行います。
変換結果は、1端子の変換終了ごとに各端子に対応するA-Dレジスタiに転送されます。

④③が終了すると、A-D変換割り込み要求ビットが“1”になります。
⑤ A-D変換開始フラグが“0”になり、A-D変換器は停止します。

（2）外部トリガ選択時

①
_____

A-D変換開始フラグが“1”のとき、ADTRG端子のレベルが“H”から“L”（外部トリガ極性選択ビットが
“0”のとき）、又は“L”から“H”（外部トリガ極性選択ビットが“1”のとき）になると、A-D変換器はAN0

端子の入力電圧に対してA-D変換を開始します。
②分解能8ビットモード時はφADの49サイクル後、10ビットモード時はφADの59サイクル後にAN0端子
に対するA-D変換が終了し、逐次比較レジスタの内容（変換結果）はA-Dレジスタ0に転送されます。

③選択されたすべてのアナログ入力端子に対してA-D変換を行います。
変換結果は、1端子の変換終了ごとに各端子に対応するA-Dレジスタiに転送されます。

④③が終了すると、A-D変換割り込み要求ビットが“1”になります。
⑤ A-D変換器は停止します。

_____

A-D変換開始フラグは、この後も“1”の状態を保持します。したがって、トリガが発生する（ADTRG端子の
レベルが“H”から“L”、又は“L”から“H”になる）と、A-D変換器は再度①から動作します。また、A-D
変換器動作中にトリガが発生すると、その時点で行っている処理を中止し、再度①から動作します。

図13.8.2に単掃引モード時の動作を示します。
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13.9　繰り返し掃引モード

図13.9.1　繰り返し掃引モード関連レジスタの初期設定例

13.9　繰り返し掃引モード

選択された複数のアナログ入力端子からの入力電圧を繰り返しA-D変換するモードです。A-D変換は、AN0、
AN1、AN2、…の順に行われます。このモードではA-D変換割り込み要求は発生しません。また、A-D変換開始
フラグ（1E16番地のビット6）はソフトウエアで“0”にするまで“1”の状態を保持します。A-D変換開始フラグが
“1”の間、A-D変換器は停止せず、動作を繰り返します。

13.9.1　繰り返し掃引モード設定方法

図13.9.1に繰り返し掃引モード関連レジスタの初期設定例を示します。

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA

AｰD制御レジスタ0、AｰD制御レジスタ1の設定
b7 b0

 A-D制御レジスタ0【1E16番地】1 10

繰り返し掃引モードの選択

× ×

 ×：“0”又は“1”いずれでもよい

トリガ選択ビット
　０：内部トリガ
　１：外部トリガ

A-D変換開始フラグ
　０：A-D変換停止

A-D変換周波数(φAD)選択フラグ0
　表13.2.1参照

A-D掃引端子選択ビット
b1 b0

　０ ０：AN0、AN1（2端子）
　０ １：AN0～AN3（4端子）
　１ ０：AN0～AN5（6端子）
　１ １：AN0～AN7（8端子）

b7

 A-D制御レジスタ1【1F16番地】

b0

0

分解能選択ビット
　０：8ビットモード 
　１：10ビットモード

A-D変換周波数(φAD)選択フラグ1
　表13.2.1参照

外部トリガ極性選択ビット
　０：ADTRG端子への入力信号の立ち下がり
　１：ADTRG端子への入力信号の立ち上がり

注．A-D制御レジスタ0及びA-D制御レジスタ1の各ビットに対する書き込みは、
　　A-D変換器の動作モードに関係なく、A-D変換器停止時（トリガ発生前）に
　　行ってください（A-D変換開始フラグへの“0”書き込みを除く）。

動作開始
トリガ発生

外部トリガ選択時

内部トリガ選択時

AAAA
AAAA
AAAA

AAAAAA
AAAAAA
AAAAAAADTRG端子への外部トリガ

（立ち下がり/立ち上がり）
入力

AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA-D変換開始フラグを“1”にする

b7 b0

A-D制御レジスタ0【1E16番地】

A-D変換開始フラグ

1

× 0

VREF接続選択ビット
　０：VREF接続

ポートP7方向レジスタの設定
b7 b0

ポートP7方向レジスタ【1116番地】

AN0

AN1

AN2

AN3

AN4

AN5

AN6

AN7

選択したアナログ入力端子に
対応するビットを“0”にする 
外部トリガ選択時はビット7を
“0”にする　　　　　　　　
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13.9　繰り返し掃引モード

13.9.2　繰り返し掃引モード動作説明

（1）内部トリガ選択時

① A-D変換開始フラグを“1”にすると、A-D変換器はAN0端子の入力電圧に対してA-D変換を開始します。
②分解能8ビットモード時はφADの49サイクル後、10ビットモード時はφADの59サイクル後にAN0端子
に対するA-D変換が終了し、逐次比較レジスタの内容（変換結果）はA-Dレジスタ0に転送されます。

③選択されたすべてのアナログ入力端子に対してA-D変換を行います。
変換結果は、1端子の変換終了ごとに各端子に対応するA-Dレジスタiに転送されます。

④再度、選択されたすべてのアナログ入力端子に対してA-D変換を行います。
⑤ソフトウエアでA-D変換開始フラグを“0”にするまで、A-D変換器は動作を続けます。

（2）外部トリガ選択時

①
_____

A-D変換開始フラグが“1”のとき、ADTRG端子のレベルが“H”から“L”（外部トリガ極性選択ビットが
“0”のとき）、又は“L”から“H”（外部トリガ極性選択ビットが“1”のとき）になると、A-D変換器はAN0

端子の入力電圧に対してA-D変換を開始します。
②分解能8ビットモード時はφADの49サイクル後、10ビットモード時はφADの59サイクル後にAN0端子
に対するA-D変換が終了し、逐次比較レジスタの内容（変換結果）はA-Dレジスタ0に転送されます。

③選択されたすべてのアナログ入力端子に対してA-D変換を行います。
変換結果は、1端子の変換終了ごとに各端子に対応するA-Dレジスタiに転送されます。

④再度、選択されたすべてのアナログ入力端子に対してA-D変換を行います。
⑤ソフトウエアでA-D変換開始フラグを“0”にするまで、A-D変換器は動作を続けます。

_____

なお、動作中にADTRG端子のレベルが“H”から“L”、又は“L”から“H”になると、その時点で行っている
処理を中止し、再度①から動作します。

図13.9.2に繰り返し掃引モード時の動作を示します。

図13.9.2　繰り返し掃引モード時の動作

ANi端子の入力電圧を変換

トリガ発生

変換結果
A-Dレジスタ0

AN1端子の入力電圧を変換

AN0端子の入力電圧を変換

変換結果
A-Dレジスタ1

変換結果
A-Dレジスタi
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【A-D変換器使用上の注意】

【A-D変換器使用上の注意】

1．VREF接続選択ビットは必ず“0”にしてください。

2．次に示すレジスタ及びビットに対する書き込みは、A-D変換器の動作モードに関係なく、トリガ発生前
（A-D変換器停止時）に行ってください。
・A-D制御レジスタ0（ビット6への“0”書き込みを除く）
・A-D制御レジスタ1
特にVREF接続選択ビットを“1”から“0”にする（ラダー抵抗とVREF端子を接続する）命令を実行したときは、
1μs以上経過した後にトリガを発生させてください。

3．
__________

外部トリガ選択時、AN7/ADTRG端子は比較器と切り離されますので、アナログ入力端子として使用
できません。
外部トリガ選択時、アナログ入力端子としてAN7端子を選択すると、A-D変換器は動作しますが、A-D
レジスタ7には不定値が格納されます。

4．
_______

AN4端子を使用するときは、INT3端子選択ビット（9416番地のビット5）＝0にしてください。
_______

AN5端子を使用するときは、INT4端子選択ビット（9416番地のビット6）＝0にしてください。
AN6端子を使用するときは、D-A0出力許可ビット（9616番地のビット0）＝0（出力禁止）にしてください。

__________ _______

AN7/ADTRG端子を使用するときは、INT2端子選択ビット（9416番地のビット4）＝0、D-A1出力許可ビット
（9616番地のビット1）＝0にしてください。

　
5．A-D変換器使用時には「付録7. ノイズに関する参考資料」を併せて参照してください。
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【A-D変換器使用上の注意】

MemoMemo
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14.1　概　要

8ビットの分解能を持つR-2R方式のD-A変換器は3回路あり、それぞれ独立して動作します。D-A変換器は、
D-Aレジスタi（i＝0～2）に設定された値をアナログ電圧に変換して、DAi端子から出力します。

14.2　ブロック説明

D-A変換器のブロック図を図14.2.1に示し、D-A変換器関連レジスタについて以下に説明します。

A
A
A データバス

AVSS

VREF
R-2Rラダー抵抗

D-Aレジスタi（i＝0～2）
（9816～9A16番地）

DAi

D-Ai出力許可ビット

D-Aバッファレジスタi

（9616番地）

（9716番地）

注．D-A変換器を使用しない場合は、対応するD-A変換器のD-Aレジスタi、D-Ai出力許可ビット、
　　及びD-Ai変換タイミング選択ビットをすべて“0”にしてください。

D-Aバッファレジスタi

AA
AA

セレクタ

タイマA3

タイマB0

タイマA4

セレクタ

D-Aレジスタi D-A制御レジスタ0

D-A制御レジスタ1

リード ライト

リード

タイマ割り込み信号

図14.2.1　D-A変換器ブロック図
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14.2　ブロック説明

14.2.1　D-A制御レジスタ0

図14.2.2にD-A制御レジスタ0のレジスタ構成を示します。
DAi端子（i＝0～2）はD-A変換器のアナログ電圧出力端子です。DAi端子はバッファアンプを内蔵していません
ので、インピーダンスの低い負荷に接続する場合は、外部にバッファアンプを接続してください。
DAi端子はアナログ入力端子、シリアルI/O入出力端子、及び外部割り込み入力端子と共用です。D-Ai出力
許可ビットを“1”（出力許可）にすると、共用となっている他の入出力端子（プログラマブル入出力ポートを含む）
としては使用できません。

図14.2.2　D-A制御レジスタ0のレジスタ構成

（1）D-Ai出力許可ビット（ビット0～2）

D-Ai出力許可ビットを“1”（出力許可）にすると、ポートP7、P8方向レジスタの対応するビットの内容に
かかわらず、DAi端子からD-A変換されたアナログ電圧が出力されます。

0

1

2

7～3

ビット名ビット 機　能 リセット時 R/W

D-A0出力許可ビット

D-A1出力許可ビット

D-A2出力許可ビット

読み出し時の値は“0”

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0：出力禁止
1：出力許可　　（注1､2）

0：出力禁止
1：出力許可　　（注1､2）

0：出力禁止
1：出力許可　　（注1､2）

0

0

0

0

RW

RW

RW

－

D-A制御レジスタ0【9616番地】

注1．DAi端子はアナログ入力端子、シリアルI/O入出力端子、及び外部割り込み入力端子と共用です。D-Ai出力許可ビットを“1”（出力
許可）にすると、共用となっている他の入出力端子（プログラマブル入出力ポートを含む）としては使用できません。

2．D-A変換器を使用しない場合は、必ず“0”にしてください。
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14.2.2　D-A制御レジスタ1

図14.2.3にD-A制御レジスタ1のレジスタ構成を示します。

図14.2.3　D-A制御レジスタ1のレジスタ構成

（1）D-Ai変換タイミング選択ビット（ビット5～0）

このビットでD-Aiの変換タイミングを選択できます。
“002”を設定した場合は、D-Aレジスタiへの書き込み完了と同時に、設定値がアナログ電圧に変換され
ます。
“012”、“102”、又は“112”を設定した場合、D-Aレジスタiへ書き込んだ値は、選択したタイマ（タイマ
A3、タイマA4、又はタイマB0）の割り込み要求が発生すると、D-Aバッファレジスタiに格納され、
同時にアナログ電圧に変換されます。

14.2.3　D-Aレジスタi（i＝0～2）

D-Aレジスタiに書き込んだ値に対応するアナログ電圧がDAi端子から出力されます。
図14.2.4にD-Aレジスタiのレジスタ構成を示します。

0

0

0

0

0

0

0

RW

RW

RW

RW

RW

RW

－

D-A制御レジスタ1【9716番地】
b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0

1

2

3

4

5

7、6

ビット名ビット 機　能 リセット時 R/W

D-A0変換タイミング選択ビット

D-A1変換タイミング選択ビット

D-A2変換タイミング選択ビット

読み出し時の値は“0”

0 0：D-Aレジスタ0書き込み時
0 1：タイマA3アンダフロー時
1 0：タイマA4アンダフロー時
0 1：タイマB0アンダフロー時　　（注1､2）

0 0：D-Aレジスタ1書き込み時
0 1：タイマA3アンダフロー時
1 0：タイマA4アンダフロー時
0 1：タイマB0アンダフロー時　　（注1､2）

0 0：D-Aレジスタ2書き込み時
0 1：タイマA3アンダフロー時
1 0：タイマA4アンダフロー時
0 1：タイマB0アンダフロー時　　（注1､2）

b1 b0

注1．D-Ai変換タイミングとして選択したタイマは、必ずタイマモードで使用してください。
2．D-A変換器を使用しない場合は、必ず“002”にしてください。

b3 b2

b5 b4

図14.2.4　D-Aレジスタiのレジスタ構成

07～0

ビット

D-Aレジスタ i（i＝ 0～2）【9816～ 9A16番地】

機　能 リセット時 R/W

0016～FF16を設定可能 （注）
設定値がD-A変換され、出力される

RW

b0b7

注．D-A変換器を使用しない場合は、必ず“0016”にしてください。
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14.3　D-A変換方式

14.3　D-A変換方式

D-A変換器は、D-Aレジスタiの設定値に従って基準電圧VREFを分圧し、アナログ電圧に変換します。D-Ai出力
許可ビット（9616番地のビット0～2）を“1”にすると、DAi端子から出力されます。
図14.3.1にD-A変換器等価接続図を示します。

図14.3.1　D-A変換器等価接続図

注1．D-A制御レジスタ1の設定により変わります。
　2．上図はD-Aレジスタiの値が“2A16”の場合です。

2RR R R R RR R

2R2R 2R 2R 2R 2R2R 2R

LSBMSB

AVSS

VREF

D-Aレジスタi／
D-Aバッファレジスタi

（注1）

D-Ai出力許可ビット

DAi

0

1

0 1
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14.4　設定方法

（1）D-Ai変換タイミングにD-Aレジスタi書き込み時を選択する場合

図14.4.1に、D-Ai変換タイミングにD-Aレジスタi書き込み時を選択する場合のD-A変換器関連レジスタの
初期設定例を示します。

図14.4.1　D-Ai変換タイミングにD-Aレジスタi書き込み時を選択する場合のD-A変換器関連レジスタの初期設定例

（2）D-Ai変換タイミングにタイマA3、タイマA4、又はタイマB0アンダフロー時を選択する場合

図14.4.2、図14.4.3に、D-Ai変換タイミングにタイマA3、タイマA4、又はタイマB0アンダフロー時を選択
する場合のD-A変換器関連レジスタの初期設定例を示します。
D-Ai変換タイミングにタイマを選択し、D-Ai出力許可直後から任意のアナログ電圧を出力したい場合は、
図14.4.2、図14.4.3のように使用するタイマのダミーカウントを行ってください。
ダミーカウントを行わない場合は、1回目のアンダフローまで0Vが出力されます。

アナログ電圧出力開始

AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA

D-Ai出力許可ビットを“1”にする
b7 b0

D-A制御レジスタ0【9616番地】

D-A0出力許可ビット
D-A1出力許可ビット
D-A2出力許可ビット

AAA
AAA

AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA

D-Aレジスタiに値を設定
b7 b0 D-Aレジスタ0【9816 番地】

D-Aレジスタ1【9916 番地】
D-Aレジスタ2【9A16 番地】

D-A変換する値（0016～FF16）を設定

D-Ai変換タイミング選択ビットに“002”を設定
b7 b0

D-A制御レジスタ1【9716番地】

D-A0変換タイミング選択ビット
D-A1変換タイミング選択ビット
D-A2変換タイミング選択ビット
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図14.4.2 D-Ai変換タイミングにタイマA3、タイマA4、又はタイマB0アンダフロー時を選択する場合のD-A変換器
関連レジスタの初期設定例（1）

AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA

b7 b0

パルス出力機能選択ビット
　０：パルス出力なし
　１：パルス出力あり

0 0

タイマA3、タイマA4、タイマB0のタイマモード及び各機能の選択

タイマA3モードレジスタ【5916 番地】
タイマA4モードレジスタ【5A16 番地】

　表9.2.3参照

　００：
　０１：
　１０：ゲート機能あり
 （TAiIN端子の入力信号が“L”レベルの期間だけカウンタはカウントを行う）
　１１：ゲート機能あり
 （TAiIN端子の入力信号が“H”レベルの期間だけカウンタはカウントを行う）

b4 b3

タイマモードの選択

AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAAA

分周比の設定 （注）

b7 b0

000116を設定

(b15) (b8)
b7 b0 タイマA3レジスタ【4D16､ 4C16 番地】

タイマA4レジスタ【4F16､ 4E16 番地】
タイマB0レジスタ【5116､ 5016 番地】

ゲート機能選択ビット

カウントソース選択ビット

　ゲート機能なし

0

AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA割り込み優先レベルの設定（注）

b7 b0 タイマA3割り込み制御レジスタ【7816番地】
タイマA4割り込み制御レジスタ【7916番地】
タイマB0割り込み制御レジスタ【7A16番地】

割り込み禁止

D-Ai変換タイミング選択ビットの設定
b7 b0

D-A制御レジスタ1【9716番地】

D-A0変換タイミング選択ビット

　００：D-Aレジスタ0書き込み時
　０１：タイマA3アンダフロー時
　１０：タイマA4アンダフロー時
　１１：タイマB0アンダフロー時

b7 b0

カウントソース選択ビット

　0 0 : f2
　0 1 : f16
　1 0 : f64
　1 1 : f512

 タイマB0モードレジスタ【5B16番地】

b7 b6

0 0× ××

×：“0”又は“1”いずれでもよい

タイマモードの選択

次ページ
「D-Ai変換タイミングにタイマA3、タイマA4、又はタイマB0アンダフロー時を選択する場合の

D-A変換器関連レジスタの初期設定例（2）」
へ続く

0 0 0

b1 b0

D-A1変換タイミング選択ビット

　００：D-Aレジスタ1書き込み時
　０１：タイマA3アンダフロー時
　１０：タイマA4アンダフロー時
　１１：タイマB0アンダフロー時

b3 b2

D-A2変換タイミング選択ビット

　００：D-Aレジスタ2書き込み時
　０１：タイマA3アンダフロー時
　１０：タイマA4アンダフロー時
　１１：タイマB0アンダフロー時

b5 b4

注．初期出力が0Vでも
　　影響ないシステムの
　　場合は省略できます。
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図14.4.3 D-Ai変換タイミングにタイマA3、タイマA4、又はタイマB0アンダフロー時を選択する場合のD-A変換器
関連レジスタの初期設定例（2）

注．初期出力が0Vでも影響ない
　　システムの場合は省略できます。

AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA

カウント開始フラグを“1”にする（注）
b7 b0

カウント開始フラグ【4016番地】

タイマA3カウント開始フラグ
タイマA4カウント開始フラグ
タイマB0カウント開始フラグ

ポートP5方向レジスタ、ポートP6方向レジスタの設定

b7 b0

ポートP5方向レジスタ【D16番地】

b7 b0

ポートP6方向レジスタ【1016番地】

TA4IN端子

TA3IN端子

タイマA3割り込み要求ビット＝1
又は

タイマA4割り込み要求ビット＝1
又は

タイマB0割り込み要求ビット＝1
（注）

AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAカウント開始フラグを“0”にする（注）

b7 b0

カウント開始フラグ【4016番地】

タイマA3カウント開始フラグ
タイマA4カウント開始フラグ

タイマB0カウント開始フラグ

AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA割り込み優先レベル、割り込み要求ビットの設定

b7 b0 タイマA3割り込み制御レジスタ【7816 番地】
タイマA4割り込み制御レジスタ【7916 番地】
タイマB0割り込み制御レジスタ【7A16 番地】

割り込み優先レベル選択ビット
　割り込み使用時は、レベル1～7に設定
　割り込み禁止時は、レベル0に設定

※カウンタはカウントソースを n＋1 分周します。AAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAAAAA分周比の設定 

b7 b0

000016～FFFF16 (n)を設定可能

(b15) (b8)
b7 b0 タイマA3レジスタ【4D16､ 4C16 番地】

タイマA4レジスタ【4F16､ 4E16 番地】
タイマB0レジスタ【5116､ 5016 番地】

YES

NO

　　　　　　　　　　　　前ページ　　　　　
「D-Ai変換タイミングにタイマA3、タイマA4、又はタイマB0アンダフロー時を
　選択する場合のD-A変換器関連レジスタの初期設定例（1）」
　　　　　　　　　　　　　より　　　　　

AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAAカウント開始フラグを“1”にする

b7 b0

カウント開始フラグ【4016番地】

タイマA3カウント開始フラグ
タイマA4カウント開始フラグ
タイマB0カウント開始フラグ

アナログ電圧出力開始

AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAA

D-Ai出力許可ビットを“1”にする
b7 b0

D-A制御レジスタ0【9616番地】

D-A0出力許可ビット
D-A1出力許可ビット
D-A2出力許可ビット

AAAA
AAAA

0

割り込み要求ビット

AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAAD-Aレジスタiに値を設定

b7 b0 D-Aレジスタ0【9816 番地】
D-Aレジスタ1【9916 番地】
D-Aレジスタ2【9A16 番地】

D-A変換する値（0016～FF16）を設定

ゲート機能選択時はTAiIN端子に対応するビットを“0”にする
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14.5　動作説明

D-Ai出力許可ビットを“1”にすると、変換されたアナログ電圧がDAi端子から出力されます。
出力されるアナログ電圧VとD-Aレジスタiに設定した値nの関係は、以下の式で表されます。

D-A変換のタイミングは、D-Ai変換タイミング選択ビット（9716番地のビット0～5）の内容により、以下の
ようになります。

（1）D-Ai変換タイミングにD-Aレジスタi書き込み時を選択する場合

D-Ai変換タイミング選択ビットに“002”を設定した場合、D-Aレジスタiに値を書き込むと同時に、アナログ
電圧に変換されます。

（2）D-Ai変換タイミングにタイマA3、タイマA4、又はタイマB0アンダフロー時を選択する場合

D-Ai変換タイミング選択ビットに“012”、“102”、又は“112”を設定した場合、D-Aレジスタiに設定した値は、
選択したタイマ（タイマA3、タイマA4、又はタイマB0）の割り込み要求が発生すると、D-Aバッファレジスタi
に格納され、同時にアナログ電圧に変換されます。
図14.5.1にD-Ai変換タイミングにタイマA3、タイマA4、又はタイマB0アンダフロー時を選択した場合の
動作例を示します。

256
n
（n=0～255）　VREF：基準電圧V=VREF×

図14.5.1　D-Ai変換タイミングにタイマA3、タイマA4、又はタイマB0アンダフロー時を選択した場合の動作例

a b c d e

FFFF16

000116
000016

e
d
c
b

a Hi-Z

D-Ai端子からの
アナログ電圧出力

D-Aレジスタi／
D-Aバッファレジスタi

タイマA3､タイマA4､タイマB0の 　
カウンタの内容（16進）

D-Aレジスタiに
データa設定

タイマダミーカウント実行

タイマ停止

タイマカウント開始

D-Ai出力許可

データb設定
データc設定

データd設定
データe設定

n

n：タイマのリロードレジスタの内容

注．タイマAの設定については「9.3 タイマモード」、タイマBの設定については
 「10.3 タイマモード」を参照してください。
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AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA出力停止するD-Ai変換タイミング選択ビットを“002”にする

b7 b0

D-A制御レジスタ1【9716番地】

D-A0変換タイミング選択ビット
D-A1変換タイミング選択ビット
D-A2変換タイミング選択ビット

AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA

D-Ai出力許可ビットを“0”にする
b7 b0

D-A制御レジスタ0【9616番地】

D-A0出力許可ビット
D-A1出力許可ビット
D-A2出力許可ビット

AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA

D-Aレジスタiに値を設定
b7 b0 D-Aレジスタ0【9816 番地】

D-Aレジスタ1【9916 番地】
D-Aレジスタ2【9A16 番地】

出力停止するD-Aレジスタiに“0016”を設定

D-Ai変換タイミングにタイマA3、タイマA4、
又はタイマB0アンダフロー時を選択した場合

D-Ai変換タイミングにD-Aレジスタi
書き込み時を選択した場合

14.6　アナログ電圧出力停止後の設定手順

図14.6.1にアナログ電圧出力停止後のD-A変換器関連レジスタ設定手順を示します。
図14.6.1の手順で設定すると、ラダー抵抗に電流が流れなくなるため、消費電流を低減できます。

図14.6.1　アナログ電圧出力停止後のD-A変換器関連レジスタ設定手順
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【D-A変換器使用上の注意】

1．DAi端子は、アナログ入力端子、シリアルI/O入出力端子、及び外部割り込み入力端子と共用です。D-Ai

出力許可ビットを“1”（出力許可）にすると、共用となっている他の入出力端子（プログラマブル入出力ポート
を含む）としては使用できません。

2．D-Ai変換タイミングにタイマを選択し、D-Ai出力許可直後から任意のアナログ電圧を出力したい場合は、
図14.4.2、図14.4.3のように使用するタイマのダミーカウントを行ってください。
ダミーカウントを行わない場合は、1回目のアンダフローまで0Vが出力されます。

3．アナログ電圧出力を停止する場合は、図14.6.1に示す手順でD-A変換器関連レジスタを設定してください。
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第　　15　　章
監視タイマ

15.1　ブロック説明
15.2　動作説明
【監視タイマ使用上の注意】
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監視タイマは以下の機能を持ちます。

●プログラムの暴走を検知する
●ストップモード（「16.3 ストップモード」参照）解除時、発振開始から一定時間を計測する

15.1　ブロック説明

監視タイマのブロック図を図15.1.1に示し、監視タイマ関連レジスタについて以下に説明します。

図15.1.1　監視タイマブロック図

1/32

監視タイマ周波数
選択ビット

“FFF16”を
設定する

監視タイマレジスタ
への書き込み

STP命令

監視タイマ割り込み要求

Wf32 

Wf512 監視タイマ

f2

ウエイトモード

外部領域アクセス
　HLDA

AA
AA1/8

1

0

監視タイマレジスタ ：6016番地
監視タイマ周波数選択ビット ：6116番地のビット0
STP解除時監視タイマクロック源選択ビット ：6116番地のビット6, 7

※：監視タイマの最上位ビットが“0”になると発生する信号です。

注．ストップモード中～ストップモード解除までの期間は、監視タイマの禁止は無効となります
 （「15.1.3 特殊機能選択レジスタ2」参照）。

リセット

※

監視タイマの禁止（注）

ストップモード

（f(XIN)の分周クロック）

STP解除時監視タイマ
クロック源選択ビット

1/2

ストップモード

1/2fDIV fDIV128
fDIV64
fDIV32
fDIV16
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15.1.1　監視タイマ

監視タイマは、監視タイマ周波数選択ビット（6116番地のビット0）によって選択されたカウントソースを
ダウンカウントする、12ビットのカウンタです。監視タイマには、以下に示す場合に自動的に “FFF16” が設定
されます。監視タイマに任意の値を設定することはできません。

●監視タイマレジスタに書き込みを行ったとき（図15.1.2参照）
●監視タイマの最上位ビットが “0” になったとき
●STP命令（「16.3 ストップモード」参照）実行時
●リセット時

図15.1.2　監視タイマレジスタのレジスタ構成

15.1.2　監視タイマ周波数選択レジスタ

図15.1.3に監視タイマ周波数選択レジスタのレジスタ構成を示します。

図15.1.3　監視タイマ周波数選択レジスタのレジスタ構成

（1）監視タイマ周波数選択ビット（ビット0）

監視タイマのカウントソースを選択するためのビットです。

（2）STP解除時監視タイマクロック源選択ビット（ビット6、7）

ストップモード解除時の監視タイマのカウントソースを選択するためのビットです（表16.2.1参照）。
ストップモード解除動作については、「16.3 ストップモード」を参照してください。

RW

－

RW

RW

ビット名ビット

0

5～1

6

7

監視タイマ周波数選択レジスタ【6116番地】

機　能 リセット時 R/W

監視タイマ周波数選択ビット

何も配置されていない

STP解除時監視タイマ
クロック源選択ビット

0

不定

0

0

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0：Wf512
1：Wf32

0 0：fDIV32
0 1：fDIV16
1 0：fDIV128
1 1：fDIV64

b7 b6

不定7～0

ビット 機　能 リセット時 R/W

監視タイマの初期化
ダミーデータを書き込むと、監視タイマの値が“FFF16”に初期化される
（ダミーデータ：0016～FF16）

－

b0b7
監視タイマレジスタ【6016番地】
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図15.1.4　特殊機能選択レジスタ2のレジスタ構成

なお、このレジスタで監視タイマを禁止していても、以下の場合は監視タイマが動作します。

●ストップモード解除時
監視タイマを使用する場合（注）は、ストップモード解除時、発振安定時間計測のため、監視タイマが
動作します。ただし、監視タイマ割り込みは発生しません（「16.3 ストップモード」参照）。

　注．クロック外部入力選択ビット（6216番地のビット1）＝0、
又はシステムクロック選択ビット（BC16番地のビット5）＝1の場合

15.1.3　特殊機能選択レジスタ2

監視タイマを使用しない場合、このレジスタで監視タイマを禁止できます。図15.1.4に特殊機能選択レジスタ2
のレジスタ構成を示します。

不定7～0

ビット 機　能 リセット時 R/W

監視タイマの禁止
“7916”、“5016”を連続して書き込むと、監視タイマが停止する

－

b0b7
特殊機能選択レジスタ2【6416番地】

注．リセット後、一度だけ設定できます。このレジスタへ書き込む場合は、MOVMB命令、STAB命令、又はm＝1でMOVM命令、
STA命令を使用し、“7916”、“5016”を連続して書き込んでください。
“7916”の書き込みと、次の“5016”の書き込みの間で割り込みが発生すると、監視タイマが停止しませんので、注意してください。
リセット後、このレジスタを読み出す、又は上記以外の手順で書き込むと、それ以降、このレジスタに書き込むことはできません。
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図15.2.1　監視タイマによるプログラムの暴走検知例

15.2　動作説明

監視タイマの動作について、以下に説明します。

15.2.1　基本動作

①監視タイマは “FFF16” からダウンカウント
を始めます。

② 監視タイマの最上位ビットが “0” になる
（2048回カウントする）と、監視タイマ割り
込み要求が発生します（表15.2.1参照）。

③ ②の割り込み要求発生時、監視タイマに
 “FFF16” が設定されます。

監視タイマ割り込みはノンマスカブル割り込みです。監視タイマ割り込み要求が受け付けられると、
プロセッサ割り込み優先レベル（IPL）は “1112” になります。

監視タイマレジスタ（6016番地）には、監視タイマの最上位ビットが“0”になる前に書き込みを行ってください。
プログラムの暴走によって、監視タイマレジスタへの書き込みが実行されず、監視タイマの最上位ビットが
“0” になった場合、監視タイマ割り込み要求が発生し、プログラムの暴走を検知できます。
プログラムの暴走を検知したとき、マイクロコンピュータをリセットする場合は、監視タイマ割り込み
ルーチン内で、ソフトウエアリセットビット（5E16番地のビット6）に “1” を書き込んでください。
図15.2.1に監視タイマによるプログラムの暴走検知例を示します。

監視タイマレジスタ　　   8ビットのダミーデータ
（6016番地）

メインルーチン

監視タイマの初期化
（監視タイマの値は“FFF16”に
　初期化される）（注1）

監視タイマ割り込みルーチン

ソフトウエアリセットビット　　  　1
（5E16番地のビット6）

RTI

監視タイマ割り込み
要求発生

（プログラムの暴走検知）

（注2） マイクロコンピュータを
リセットする

注1．監視タイマは、監視タイマの最上位ビットが“0”になる（監視タイマ割り込み要求発生）前に、
　　　必ず初期化して（監視タイマレジスタに書き込みを行って）ください。
　2．プログラム暴走時は、データバンクレジスタ(DT)、ダイレクトページレジスタi(DPRi)などの値が
　　　変化している可能性があります。DT、DPRiなどを使用するアドレッシングモードによってソフト
　　　ウエアリセットビットに“1”を書き込む場合は、DT、DPRiなどの値を再度設定してください。

f（fsys）=26MHz
 カウントソース 発生間隔（注）

監視タイマ周波数

選択ビット

0
1

40.33ms
2.52ms

Wf512
Wf32

表15.2.1　監視タイマ割り込み要求の発生間隔

注．周辺装置用クロック選択ビット1、0（BD16番地の
ビット1、0）＝“002”の場合です。
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15.2.2　停止期間

次に示す期間、監視タイマは停止します。

① ホールド状態で外部領域アクセス発生時（「3.4 ホールド機能」参照）
② ウエイトモード時（「16.4 ウエイトモード」参照）
③ ストップモード時（「16.3 ストップモード」参照）

①、②の状態が解除されると、監視タイマは停止前の状態からカウントを再開します。③の状態が解除
されたときの監視タイマの動作は、「15.2.3 ストップモード時の動作」を参照してください。

15.2.3　ストップモード時の動作

STP命令実行時、監視タイマには“FFF16”が設定され、ストップモード中、監視タイマは停止します。ストップ
モード解除直後は、監視タイマは以下のように動作します。

（1）ハードウエアリセットによってストップモードを解除した場合

解除直後からφCPU、φBIUの供給が開始され、マイクロコンピュータがリセット後の動作（「第4章
リセット」参照）を行います。監視タイマ周波数選択ビット（6116番地のビット0）は “0” になり、監視
タイマは“FFF16”からWf512をカウントします。

（2）割り込み要求の発生によってストップモードを解除した場合（監視タイマを使用する場合（注））

解除直後、監視タイマ周波数選択ビットの内容にかかわらず、監視タイマは“FFF16”からSTP解除時
監視タイマクロック源選択ビット（6116番地のビット6、7）で選択されたカウントソースのカウントを
始めます。監視タイマの最上位ビットが“0”になると、φCPU、φBIUの供給が開始されます（このとき、
監視タイマ割り込み要求は発生しません）。
φCPU、φBIUの供給が開始されると、マイクロコンピュータがストップモードを解除するために使用した
割り込みの、割り込みルーチンを実行します。監視タイマは、“FFF16”から、STP命令実行前にカウント
していたカウントソース（Wf32、又はWf512）のカウントを再開します。

注．ストップモード解除時、監視タイマを使用する、しないの設定については、「16.3 ストップモード」
を参照してください。

（3）割り込み要求の発生によってストップモードを解除した場合（監視タイマを使用しない場合（注））

表16.3.2に示す時間後にφCPU、φBIUの供給が開始され、マイクロコンピュータがストップモードを解除
するために使用した割り込みの、割り込みルーチンを実行します。監視タイマは“FFF16”から、STP命令
実行前にカウントしていたクロック（Wf32、又はWf512）のカウントを再開します。

注．ストップモード解除時、監視タイマを使用する、しないの設定については、「16.3 ストップモード」
を参照してください。
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【監視タイマ使用上の注意】

1．16ビットデータ長で6016番地にダミーデータを書き込むと、6116番地にも同時に書き込みが行われます。
このとき、監視タイマ周波数選択ビット（6116番地のビット0）、及びSTP解除時監視タイマクロック源
選択ビット（6116番地のビット6、7）の内容を変更しない場合は、設定されている値と同じ値を書き込んで
ください。

2．STP命令を実行すると監視タイマは停止します。プログラムが暴走し、偶然STP命令のコード（3116、3016）
を実行してしまうと、監視タイマが停止しますので、監視タイマをプログラムの暴走検知に使用する
システムでは、STP命令無効選択ビット（6216番地のビット0）＝1（STP命令無効）にすることをお奨め
します（「16.3 ストップモード」参照）。
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ストップモード

割り込み要求発生

による解除時

ハードウエアリセット

による解除時
ハードウエアリセット後の動作

A0～A23

D0～D15
_____ ________

RD、BLW、
________ __________

BHW、HLDA、
______ ______

CS0～CS3

ALE

φ1

上記以外

停止

停止

停止

停止

停止

5V版：停止（注2）

3.3V版：イベントカウンタモードでだけ動作できる

5V版：停止（注2）

3.3V版：外部クロック選択時だけ動作できる

停止

停止

停止

STP命令実行時の状態を保持（注3）

フローティング（注3）

“H”レベルを出力（注3）

“L”レベルを出力（注3）

“L”レベルを出力（注3）

STP命令実行時の状態を保持

端
　
子

動作

動作（注1）

停止

動作

停止

動作

動作

動作

動作

停止

WIT命令実行時の状態を保持（注3）

フローティング（注3）

“H”レベルを出力（注3）

“L”レベルを出力（注3）

クロックφ1を出力（注3）

WIT命令実行時の状態を保持

タイマA

タイマB

シリアルI/O

A-D変換器

D-A変換器

監視タイマ

状
　
　
態

16.1　概　要

ストップモード及びウエイトモードは、中央演算処理装置（CPU）を動作させる必要がないとき、発振、又は
内部クロックを停止させて消費電力を低減する機能です。STP命令を実行すると、マイクロコンピュータは
ストップモードになります。WIT命令を実行すると、マイクロコンピュータはウエイトモードになります。
ストップモード及びウエイトモードは、割り込み要求発生、又はハードウエアリセットによって解除されます。
表16.1.1にストップモード及びウエイトモード時の状態、及び解除後の動作を示します。

※命令については、「7900シリーズソフトウエアマニュアル」を参照してください。

表16.1.1　ストップモード及びウエイトモード時の状態、及び解除後の動作

発振

PLL周波数逓倍回路

φCPU、φBIU

fsys、クロックφ1、

f1～f4096

Wf32、Wf512

解
除
後
の
動
作

ウエイトモード

システムクロック動作
（6316番地のビット3＝0）

システムクロック停止
（6316番地のビット3＝1）

停止

イベントカウンタモード

でだけ動作できる

外部クロック選択時だけ

動作できる

停止

停止

“L”レベルを出力（注3）

ハードウエアリセット後の動作

解除直後から、φCPU、φBIUを供給

注1． PLL回路動作許可ビット（BC16番地のビット1）＝1の場合。
　2． 5V版では、ストップモード中は、タイマA、タイマB、及びシリアルI/Oを停止してください。
　3．外部バス、及びバス制御信号の入出力端子については、ソフトウエアでプログラマブル入出力ポートに切り

替えることができます（「17.2 ストップモード、ウエイトモード時のバス固定」参照）。
　4．表16.3.2参照。

項　目

内
蔵
周
辺
装
置

解除時、監視タイマを使用する
（図16.3.1参照）

解除時、監視タイマを使用しない
（図16.3.1参照）

監視タイマで一定時間

計測後、φCPU、φBIUを

供給

解除直後（注4）から、

φCPU、φBIUを供給
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16.2　ブロック説明

STP命令、WIT命令とクロック発生回路を図16.2.1に示し、ストップモード及びウエイトモード関連レジスタ
について以下に説明します。

図16.2.1　STP命令、WIT命令とクロック発生回路
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16.2.1　特殊機能選択レジスタ0

図16.2.2に特殊機能選択レジスタ0のレジスタ構成を、図16.2.3に特殊機能選択レジスタ0への書き込み手順
を示します。

図16.2.2　特殊機能選択レジスタ0のレジスタ構成

（1）STP命令無効選択ビット（ビット0）

このビットを“1”にすると、STP命令が無効になります。ストップモードを使用する場合は、この
ビットを“0”にしてください。
このビットに書き込むときは、6216番地に“5516”を書き込んだ後、続けて“0”又は“1”を書き込んで
ください（図16.2.3参照）。
また、“5516”の書き込みと、次の“0”又は“1”の書き込みの間で割り込みが発生すると、“0”又は“1”の
書き込みが無効になる場合があります。このようなタイミングで割り込みが発生する可能性のある場合は、
“0”又は“1”を書き込んだ後、このビットの内容を読み出して、正しく書き込まれたかどうかを確認して
ください。

注1．これらのビットに書き込むときは、このレジスタに“5516”を書き込んだ後、続けて各ビットに対して“0”又は“1”を書き込んで
ください（“5516”の書き込みでは、ビットの状態は変化しません）。また、このレジスタへの書き込みには、MOVMB命令、
STAB命令、又はm＝1でMOVM命令、STA命令を使用してください。
“5516”の書き込みと、次の“0”又は“1”の書き込みの間で割り込みが発生すると、“0”又は“1”の書き込みが無効になる場合が
あります。このようなタイミングで割り込みが発生する可能性のある場合は、“0”又は“1”を書き込んだ後、このビットの内容を
読み出して、正しく書き込まれたかどうかを確認してください。

2．外部で生成されたクロックをXIN端子に入力する場合は、このビットを“1”にしてください。
3．3.3V版では、このビットは無効です（“0”又は“1”いずれでもよい）。
4．XIN端子に入力される外部クロックのレベルに合わせて、このビットを設定してください。発振子を接続する場合は“0”に固定

してください。
5．“1”設定後は“0”を書き込めません。このビットを“1”に変更する場合は、クロック制御レジスタ0、1（BC16, BD16番地）を設定

する前に、このビットを設定してください。

RW
（注1）
RW

（注1､2）

RW
（注1､5）

RW

RW

－

RW

0

0

0

1

0

0

0

ビット名ビット

0

1

2

3

5、4

6

7

特殊機能選択レジスタ0【6216番地】

機　能 リセット時 R/W

STP命令無効選択ビット

クロック外部入力選択ビット

XIN入力レベル選択ビット
（注3）

“1”に固定してください

“0”に固定してください

読み出し時の値は“0”

“0”に固定してください

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0：STP命令有効
1：STP命令無効

0：発振回路動作（発振子を接続）
ストップモード解除時、監視タイマを使用する

1：発振回路停止（外部で生成されたクロックを入力）
システムクロック選択ビット（BC16番地のビット5）＝0の場合
　ストップモード解除時、監視タイマを使用しない
システムクロック選択ビット（BC16番地のビット5）＝1の場合
　ストップモード解除時、監視タイマを使用する

0 1

0：VIH=0.43VCC, VIL=0.16VCC

1：VIH=0.8VCC, VIL=0.16VCC　（注4）

00
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図16.2.3　特殊機能選択レジスタ0への書き込み手順

AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA

0 0

AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA

0

“5516”を書き込む
b0

特殊機能選択レジスタ0【6216番地】
b7

1

設定完了AAA
AAA
AAA

10

ビット0～2に書き込む
b0

特殊機能選択レジスタ0【6216番地】
b7

クロック外部入力選択ビット
　0：発振回路動作（発振子を接続）
 ストップモード解除時、
 監視タイマを使用する
　1：発振回路停止（外部で生成
 されたクロックを入力）
 システムクロック選択ビット
 （BC16番地のビット5）＝0の場合
 　ストップモード解除時、
 　監視タイマを使用しない
 システムクロック選択ビット
 （BC16番地のビット5）＝1の場合
 　ストップモード解除時、
 　監視タイマを使用する

STP命令無効選択ビット
　0：STP命令有効
　1：STP命令無効

次の命令注．“5516”の書き込みでは、
　　ビットの状態は変化しません。

0

11

1

XIN入力レベル選択ビット（注）
　0：VIH＝0.43VCC, VIL＝0.16VCC

　1：VIH＝0.8VCC, VIL＝0.16VCC

00

注．3.3V版では、このビットは無効です
　 （“0”又は“1”いずれでもよい）。

（2）クロック外部入力選択ビット（ビット1）

このビットを“1”にすると、XIN端子とXOUT端子の間の発振用ドライバ回路が停止し、XOUT端子の出力
レベルが“H”に固定されます（「17.4 発振回路停止」参照）。発振子を接続する場合は“0”に、外部で生成
されたクロックをXIN端子に入力する場合は“1”にしてください。
このビットに書き込むときは、6216番地に“5516”を書き込んだ後、続けて“0”又は“1”を書き込んで
ください（図16.2.3参照）。
また、“5516”の書き込みと、次の“0”又は“1”の書き込みの間で割り込みが発生すると、“0”又は“1”の
書き込みが無効になる場合があります。このようなタイミングで割り込みが発生する可能性のある場合は、
“0”又は“1”を書き込んだ後、このビットの内容を読み出して、正しく書き込まれたかどうかを確認して
ください。
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16.2.2　特殊機能選択レジスタ1

図16.2.4に特殊機能選択レジスタ1のレジスタ構成を示します。

図16.2.4　特殊機能選択レジスタ1のレジスタ構成

（1）STP命令実行ステータスフラグ（ビット0）

マイクロコンピュータがストップモードになると、このビットは“1”になり、STP命令が実行されたこと
を示します。
このビットは、パワーオンリセット時は“0”になります。ハードウエアリセット時、及びソフトウエア
リセット時はリセット直前の値を保持します。したがって、システムをリセットするためにパワーオン
リセット又はハードウエアリセットを行ったか、ストップモードの解除にハードウエアリセットを使用
したかを、このフラグで判定できます。
このビットは“0”を書き込むと“0”になりますが、“1”を書き込んでも変化しません。
このビットはストップモード解除時にソフトウエアで“0”にしてください。

（2）WIT命令実行ステータスフラグ（ビット1）

マイクロコンピュータがウエイトモードになると、このビットは“1”になり、WIT命令が実行されたこと
を示します。
このビットは、パワーオンリセット時は“0”になります。ハードウエアリセット時、及びソフトウエア
リセット時はリセット直前の値を保持します。したがって、システムをリセットするためにパワーオン
リセット又はハードウエアリセットを行ったか、ウエイトモードの解除にハードウエアリセットを使用
したかを、このフラグで判定できます。
このビットは“0”を書き込むと“0”になりますが、“1”を書き込んでも変化しません。
このビットはウエイトモード解除時にソフトウエアで“0”にしてください。

0

1

2

3

4

5

6

7
注1．パワーオンリセット時は“0”になります。ハードウエアリセット時、及びソフトウエアリセット時はリセット直前の値を保持

します。
　2．“1”を書き込んでもビットの状態は変化しません。
　3．“1”にする場合は、WIT命令の直前で“1”を設定してください。また、ウエイトモード解除後、直ちに“0”にしてください。

RW
（注2）

RW
（注2）

RW

RW

RW

－

RW

－

0：外部バス
1：プログラマブル入出力ポート

ビット名ビット

特殊機能選択レジスタ1【6316番地】

機　能 リセット時 R/W

STP命令実行ステータスフラグ

WIT命令実行ステータスフラグ

スタンバイ状態選択ビット

WIT時システムクロック停止
選択ビット （注3）

アドレス出力選択ビット

読み出し時の値は“0”
________

RDY解除タイミング選択ビット

読み出し時の値は“0”

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0：通常動作中
1：STP命令実行中

0：通常動作中
1：WIT命令実行中

0：ウエイトモード時、fsys動作
1：ウエイトモード時、fsys停止

0：内部領域アクセス時、外部領域アクセス時共
アドレス出力が変化

1：外部領域アクセス時のみアドレス出力が変化

________

0：RDY解除時ウエイトなし________

1：RDY解除時ウエイトあり

（注1）

（注1）

0

0

0

0

0

0
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16.2.3　監視タイマ周波数選択レジスタ

図16.2.5に監視タイマ周波数選択レジスタのレジスタ構成を示します。

図16.2.5　監視タイマ周波数選択レジスタのレジスタ構成

（1）監視タイマ周波数選択ビット（ビット0）

監視タイマのカウントソースを選択するためのビットです。

（2）STP解除時監視タイマクロック源選択ビット（ビット6、7）

ストップモード解除時の監視タイマのカウントソースを選択するためのビットです（表16.2.1参照）。
ストップモード解除時の動作については、「16.3 ストップモード」を参照してください。

表16.2.1 ストップモード解除時の監視タイマのカウント
ソースの選択

RW

－

RW

RW

ビット名ビット

0

5～1

6

7

監視タイマ周波数選択レジスタ【6116番地】

機　能 リセット時 R/W

監視タイマ周波数選択ビット

何も配置されていない

STP解除時監視タイマ
クロック源選択ビット

0

不定

0

0

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0：Wf512
1：Wf32

0 0：fDIV32
0 1：fDIV16
1 0：fDIV128
1 1：fDIV64

b7 b6

STP解除時監視タイマ
クロック源選択ビット

（ビット7、6）

ストップモード解除時の
監視タイマのカウントソース

00（fDIV32）

01（fDIV16）

 10（fDIV128）

11（fDIV64）

f（fDIV）/32

f（fDIV）/16

  f（fDIV）/128

f（fDIV）/64

クロック源 周波数（注）

fDIV

fDIV

fDIV

fDIV

注．f（fDIV）はfDIVの周波数を示します。
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注1．複数の割り込みを許可した場合、最初に発生した割り込み要求によってストップモードが解除されます。
　2．割り込みについては「第7章 割り込み」、及び各内蔵周辺装置の章を参照してください。

16.3　ストップモード

STP命令を実行すると、発振、及びPLL周波数逓倍回路が停止します。この状態をストップモードと呼びます
（表16.1.1参照）。
ストップモードでは、発振が停止しても、VCC（電源電圧）がRAM保持電圧（VRAM）以上であれば、内部RAMの
内容を保持できます。また、CPU、及びf1～f4096、Wf32、Wf512を使用するすべての内蔵周辺装置が停止するため、
消費電力が低減します。さらに、ストップモード時、外部バス及びバス制御信号の入出力端子の状態を任意に
設定できるため、システム全体の消費電力も低減できます（「17.2 ストップモード、ウエイトモード時のバス
固定」参照）。
ストップモードは割り込み要求発生、又はハードウエアリセットによって解除されます。
割り込み要求による解除時、以下の場合は、監視タイマで発振安定時間を計測した後、命令を実行します

（「16.3.1 割り込み要求発生時の解除動作（監視タイマを使用する場合）」参照）。
・発振子を使用する場合（クロック外部入力選択ビット（6216番地のビット1）＝0）

又は、・PLL周波数逓倍回路を使用する場合（システムクロック選択ビット（BC16番地のビット5）＝1）
割り込み要求による解除時、以下の場合は、解除後直ちに命令を実行できます（「16.3.2 割り込み要求発生時
の解除動作（監視タイマを使用しない場合）」参照）。

・外部から安定したクロックを供給（クロック外部入力選択ビット（6216番地のビット1）＝1）
かつ、・PLL周波数逓倍回路を使用しない（システムクロック選択ビット（BC16番地のビット5）＝0）

16.3.1　割り込み要求発生時の解除動作（監視タイマを使用する場合）

ストップモード解除時、監視タイマで一定時間を計測した後、命令を実行します（図16.3.1参照）。

①割り込み要求が発生すると、発振子が発振を開始します。PLL回路動作許可ビット（BC16番地の
ビット1）＝1時はPLL周波数逓倍回路も動作を開始します。同時に、fsys、クロックφ1、f1～f4096、
Wf32、Wf512の供給が開始されます。

②発振開始によって監視タイマが動作を開始します。監視タイマ周波数選択ビット（6116番地のビット0）
の内容にかかわらず、監視タイマは“FFF16”からSTP解除時監視タイマクロック源選択ビット（6116

番地のビット6、7）で選択されたカウントソース（fDIV16～fDIV128）をカウントします。
③監視タイマの最上位ビットが “0” になると、φCPU、φBIUの供給が開始されます（このとき、監視
タイマ割り込み要求は発生しません）。また、監視タイマのカウントソースは、監視タイマ周波数
選択ビットで選択されたカウントソース（Wf32、Wf512）に戻ります。

④①で発生した割り込み要求が受け付けられます。

監視タイマについては、「第15章 監視タイマ」を参照してください。
表16.3.1にストップモードの解除に使用できる割り込みを示します。

表16.3.1　ストップモードの解除に使用できる割り込み

割り込み要求を発生する各機能の使用条件
－
_______

INT3割り込みはキー入力割り込みが無効のとき
キー入力割り込み選択時
イベントカウンタモード時（3.3V版のみ使用できます）

外部クロック選択時（3.3V版のみ使用できます）

割り込み
_______

NMI割り込み
_______

INTi 割り込み（i＝0～4）
キー入力割り込み
タイマAi割り込み（i＝0～4）
タイマBi割り込み（i＝0～2）
UARTi送信割り込み（i＝0、1）
UARTi受信割り込み（i＝0、1）
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STP命令実行前には、次の設定を行ってください。

■ストップモードの解除に使用する割り込みを許可状態にしてください。
また、解除に使用する割り込みの割り込み優先レベルは、STP命令を実行するルーチンのプロセッサ割り
込み優先レベル（IPL）より大きい値にしてください。
なお、①の発振開始後、③のφCPU、φBIUの供給開始までに、すべての割り込み要求が発生する可能性を
持ちます。このとき発生した割り込み要求は、監視タイマの最上位ビットが “0” になった後、優先順位

_______

の高い順に受け付けられます（ただし、INTi割り込みのレベルセンス使用時、割り込み要求は保持されない
_______

ため、監視タイマの最上位ビットが“0”になった時点でINTi端子が無効レベルになっていると受け付け
られません）。受け付ける必要のない割り込みについては、STP命令実行前に割り込み優先レベルをレベル0
（割り込み禁止）に設定してください。

16.3.2　割り込み要求発生時の解除動作（監視タイマを使用しない場合）

ストップモード解除時、監視タイマを使用せずに、命令を実行します（図16.3.1参照）。

①割り込み要求が発生すると、XIN端子からのクロック入力が開始されます。同時に、fsys、クロック
φ1、f1～f4096、Wf32、Wf512の供給が開始されます。

②表16.3.2に示す時間後、φCPU、φBIUの供給が開始されます。
③①で発生した割り込み要求が受け付けられます。

表16.3.2　ストップモード解除後、φCPU、φBIUの供給が開始されるまでの時間

STP命令実行前には、次の設定を行ってください。

■ストップモードの解除に使用する割り込みを許可状態にしてください。
また、解除に使用する割り込みの割り込み優先レベルは、STP命令を実行するルーチンのプロセッサ割り
込み優先レベル（IPL）より大きい値にしてください。

■クロック外部入力選択ビット（6216番地のビット1）＝1（注）

■システムクロック選択ビット（BC16番地のビット5）＝0

注．同時にXIN端子とXOUT端子の間の発振用ドライバ回路が停止し、XOUT端子からの出力レベルが“H”に
　　固定されます（「17.4 発振回路停止」参照）。

STP解除時監視タイマクロック源
選択ビット（6116番地のビット7、6）

φCPU、φBIU供給開始までの時間

00（fDIV32）
01（fDIV16）
 10（fDIV128）
11（fDIV64）

20μs＋fDIV×19サイクル
20μs＋fDIV×11サイクル
20μs＋fDIV×67サイクル

20μs＋fDIV×35サイクル

5V版 3.3V版

fDIV×19サイクル
fDIV×11サイクル
fDIV×67サイクル
fDIV×35サイクル



16-10 7911グループユーザーズマニュアル

ストップモード、ウエイトモード
16 16.3　ストップモード

図16.3.1　割り込み要求発生によるストップモード解除シーケンス

φ1

●解除に使用
　する割り込み
　要求発生
●XIN端子からのクロックの入力開始
●監視タイマカウント開始

φBIU

動作 停止 動作

動作 停止 動作

CPU

内蔵周辺装置

●STP
命令実行

監視タイマの値
7FF16

ストップモードの解除に
使用する割り込み要求
(割り込み要求ビット)

FFF16

●φCPU、φBIU 供給開始
●解除に使用した割り込み要求受付

（注）

停止

動作

ストップモード

fXIN

■監視タイマを使用しない場合

動作 停止 停止 動作

動作 停止 動作 動作

CPU

内蔵周辺装置

●解除に使用する割り込み　  
　要求発生
●発振開始
 （XIN端子から外部で生成された
　 クロックを入力する場合、
  クロックの入力開始）
●PLL周波数逓倍回路動作開始
●監視タイマカウント開始

監視タイマの値
7FF16

ストップモードの解除に
使用する割り込み要求
(割り込み要求ビット)

FFF16

●監視タイマの最上位ビット＝0
  （ただし監視タイマ割り込み要求は

発生しない）
●φCPU、φBIU 供給開始
●解除に使用した割り込み要求受付

ストップモード

φBIU

fXIN

φ1

●STP
命令実行

■監視タイマを使用する場合

fPLL

fDIVi ×2048カウント

（注）

注．PLL回路動作許可ビット（BC16番地のビット1）＝1の場合
fDIVi：STP解除時監視タイマクロック源選択ビット（6116番地のビット6、7）で選択されるクロック（fDIV16, fDIV32, fDIV64, fDIV128）

注．表16.3.2に示す時間
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16.3.3　ハードウエアリセット時の解除動作

CPU、及びSFR領域は初期化されますが、内部RAM領域にはSTP命令実行前の内容が保持されます。解除
シーケンスは、リセット後の内部処理シーケンスと同じです。
リセットについては「第4章 リセット」を参照してください。
なお、システムをリセットするためにパワーオンリセット又はハードウエアリセットを行ったか、ストップ
モードの解除にハードウエアリセットを使用したかは、リセット後、STP命令実行ステータスフラグで判定
してください。
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16.4　ウエイトモード

WIT命令を実行すると、φCPU、φBIUが停止します（発振は停止しません）。この状態をウエイトモードと呼び
ます（表16.1.1参照）。
ウエイトモードでは、VCC（電源電圧）を保持した状態で消費電力を低減できます。ウエイトモード時に内蔵
周辺装置を使用しない場合は、fsys及び内蔵周辺装置の動作クロックを停止できるため、さらに消費電力を低減
できます（「17.3 ウエイトモード時のシステムクロック停止」参照）。また、ウエイトモード時、外部バス及び
バス制御信号の入出力端子の状態を任意に設定できるため、システム全体の消費電力も低減できます（「17.2
ストップモード、ウエイトモード時のバス固定」参照）。
ウエイトモードは、割り込み要求発生、又はハードウエアリセットによって解除されます。
以下にウエイトモード解除動作について説明します。

16.4.1　割り込み要求発生時の解除動作

① 割り込み要求が発生すると、φCPU、φBIUの供給が開始されます。
② ①で発生した割り込み要求が受け付けられます。

表16.4.1にウエイトモードの解除に使用できる割り込みを示します。

表16.4.1　ウエイトモードの解除に使用できる割り込み

－
_______

INT3割り込みはキー入力割り込みが無効のとき
キー入力割り込み選択時
－ イベントカウンタモード時

－ 外部クロック選択時

－ 使用できない

_______

NMI割り込み
_______

INTi 割り込み（i＝0～4）
キー入力割り込み
タイマAi割り込み（i＝0～4）
タイマBi割り込み（i＝0～2）
UARTi送信割り込み（i＝0、1）
UARTi受信割り込み（i＝0、1）
A-D変換割り込み

注1．複数の割り込みを許可した場合、最初に発生した割り込み要求によってウエイトモードが解除されます。
　2．割り込みについては「第7章 割り込み」、及び各内蔵周辺装置の章を参照してください。

WIT命令実行前には、解除に使用する割り込みを許可状態にしてください。
また、解除に使用する割り込みの割り込み優先レベルは、WIT命令を実行するルーチンのプロセッサ割り
込み優先レベル（IPL）より大きい値にしてください。
なお、上記の割り込みを複数許可状態にしている場合は、最初に発生した割り込み要求によってウエイト
モードを解除します。

16.4.2　ハードウエアリセット時の解除動作

CPU、及びSFR領域は初期化されますが、内部RAM領域にはWIT命令実行前の内容が保持されます。解除
シーケンスは、リセット後の内部処理シーケンスと同じです。
リセットについては「第4章 リセット」を参照してください。
なお、システムをリセットするためにパワーオンリセット又はハードウエアリセットを行ったか、ウエイト
モードの解除にハードウエアリセットを使用したかは、リセット後、WIT命令実行ステータスフラグで判定
してください。

割り込み
システムクロック動作

割り込み要求を発生する各機能の使用条件

システムクロック停止
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「第16章 ストップモード、
ウエイトモード」

「第5章 クロック発生回路」
「16.3 ストップモード」

「第13章 A-D変換器」
「第14章 D-A変換器」

この章では、マイクロコンピュータ、及びマイクロコンピュータを含むシステム全体の消費電力を低減する
ための機能について説明します。

17.1　概　要

表17.1.1に低消費電力機能の概要を示します。各機能を選択することにより、システム全体の消費電力を低減
できます。また、低消費電力機能関連レジスタについて以下に説明します。

表17.1.1　低消費電力機能の概要
項　目

ストップモード、ウエイト
モード時のバス固定

ウエイトモード時のシステム
クロック停止
発振回路停止

VREF切断
D-A変換器停止後の設定

ストップモード、及びウエイトモード時、外部バス及びバス
制御信号の入出力端子をプログラマブル入出力ポートに切り
替えることにより、入出力端子の状態を任意に設定できる
ウエイトモード時、fsys及び内蔵周辺装置用の動作クロック
を停止できる
外部で生成された安定したクロックを使用する場合は、
XIN端子とXOUT端子の間の発振用ドライバ回路を停止できる
（XOUT端子の出力は“H”レベル固定）
A-D変換器を使用しない場合は、VREF入力を切断できる

アナログ電圧出力停止時は、D-Aレジスタiに“0016”を設定

することにより、消費電力を低減できる

機　能 関連機能参照先
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注1．これらのビットに書き込むときは、このレジスタに“5516”を書き込んだ後、続けて各ビットに対して“0”又は“1”を書き込んで
ください（“5516”の書き込みでは、ビットの状態は変化しません）。また、このレジスタへの書き込みには、MOVMB命令、
STAB命令、又はm＝1でMOVM命令、STA命令を使用してください。
“5516”の書き込みと、次の“0”又は“1”の書き込みの間で割り込みが発生すると、“0”又は“1”の書き込みが無効になる場合
があります。このようなタイミングで割り込みが発生する可能性のある場合は、“0”又は“1”を書き込んだ後、このビットの内容
を読み出して、正しく書き込まれたかどうかを確認してください。

2．外部で生成されたクロックをXIN端子に入力する場合は、このビットを“1”にしてください。
3．3.3V版では、このビットは無効です（“0”又は“1”いずれでもよい）。
4．XIN端子に入力される外部クロックのレベルに合わせて、このビットを設定してください。発振子を接続する場合は“0”に固定

してください。
5．“1”設定後は“0”を書き込めません。このビットを“1”に変更する場合は、クロック制御レジスタ0、1（BC16, BD16番地）を設定

する前に、このビットを設定してください。

17.1.1　特殊機能選択レジスタ0

図17.1.1に特殊機能選択レジスタ0のレジスタ構成を、図17.1.2に特殊機能選択レジスタ0への書き込み手順
を示します。

図17.1.1　特殊機能選択レジスタ0のレジスタ構成

RW
（注1）

RW
（注1､2）

RW
（注1､5）

RW

RW

－

RW

0

0

0

1

0

0

0

ビット名ビット

0

1

2

3

5、4

6

7

特殊機能選択レジスタ0【6216番地】

機　能 リセット時 R/W

STP命令無効選択ビット

クロック外部入力選択ビット

XIN入力レベル選択ビット
（注3）

“1”に固定してください

“0”に固定してください

読み出し時の値は“0”

“0”に固定してください

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0：STP命令有効
1：STP命令無効

0：発振回路動作（発振子を接続）
ストップモード解除時、監視タイマを使用する

1：発振回路停止（外部で生成されたクロックを入力）
システムクロック選択ビット（BC16番地のビット5）＝0の場合
　ストップモード解除時、監視タイマを使用しない
システムクロック選択ビット（BC16番地のビット5）＝1の場合
　ストップモード解除時、監視タイマを使用する

0 1

0：VIH=0.43VCC, VIL=0.16VCC

1：VIH=0.8VCC, VIL=0.16VCC　（注4）

00
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図17.1.2　特殊機能選択レジスタ0への書き込み手順

AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA

0 0

AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA

0

“5516”を書き込む
b0

特殊機能選択レジスタ0【6216番地】
b7

1

設定完了AAA
AAA
AAA

10

ビット0～2に書き込む
b0

特殊機能選択レジスタ0【6216番地】
b7

クロック外部入力選択ビット
　0：発振回路動作（発振子を接続）
 ストップモード解除時、
 監視タイマを使用する
　1：発振回路停止（外部で生成
 されたクロックを入力）
 システムクロック選択ビット
 （BC16番地のビット5）＝0の場合
 　ストップモード解除時、
 　監視タイマを使用しない
 システムクロック選択ビット
 （BC16番地のビット5）＝1の場合
 　ストップモード解除時、
 　監視タイマを使用する

STP命令無効選択ビット
　0：STP命令有効
　1：STP命令無効

次の命令注．“5516”の書き込みでは、
　　ビットの状態は変化しません。

0

11

1

XIN入力レベル選択ビット（注）
　0：VIH＝0.43VCC, VIL＝0.16VCC

　1：VIH＝0.8VCC, VIL＝0.16VCC

00

注．3.3V版では、このビットは無効です
　 （“0”又は“1”いずれでもよい）。

（1）クロック外部入力選択ビット（ビット1）

このビットを“1”にすると、XIN端子とXOUT端子の間の発振用ドライバ回路が停止し、XOUT端子の出力
レベルが“H”に固定されます（「17.4 発振回路停止」参照）。発振子を接続する場合は“0”に、外部で生成
されたクロックをXIN端子に入力する場合は“1”にしてください。
このビットに書き込むときは、6216番地に“5516”を書き込んだ後、続けて“0”又は“1”を書き込んで
ください（図17.1.2参照）。
また、“5516”の書き込みと、次の“0”又は“1”の書き込みの間で割り込みが発生すると、“0”又は“1”の
書き込みが無効になる場合があります。このようなタイミングで割り込みが発生する可能性のある場合は、
“0”又は“1”を書き込んだ後、このビットの内容を読み出して、正しく書き込まれたかどうかを確認して
ください。
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17.1.2　特殊機能選択レジスタ1

図17.1.3に特殊機能選択レジスタ1のレジスタ構成を示します。

図17.1.3　特殊機能選択レジスタ1のレジスタ構成

（1）スタンバイ状態選択ビット（ビット2）

このビットを“1”にすると、ストップモード、及びウエイトモード時、外部バス、及びバス制御信号の
入出力端子が、プログラマブル入出力ポートに切り替わります（「17.2 ストップモード、ウエイトモード
時のバス固定」参照）。

（2）WIT時システムクロック停止選択ビット（ビット3）

このビットを“1”にすると、ウエイトモード時、fsys及び内蔵周辺装置の動作クロックが停止します
（「17.3 ウエイトモード時のシステムクロック停止」参照）。

0

1

2

3

4

5

6

7
注1．パワーオンリセット時は“0”になります。ハードウエアリセット時、及びソフトウエアリセット時はリセット直前の値を保持

します。
　2．“1”を書き込んでもビットの状態は変化しません。
　3．“1”にする場合は、WIT命令の直前で“1”を設定してください。また、ウエイトモード解除後、直ちに“0”にしてください。

RW
（注2）

RW
（注2）

RW

RW

RW

－

RW

－

0：外部バス
1：プログラマブル入出力ポート

ビット名ビット

特殊機能選択レジスタ1【6316番地】

機　能 リセット時 R/W

STP命令実行ステータスフラグ

WIT命令実行ステータスフラグ

スタンバイ状態選択ビット

WIT時システムクロック停止
選択ビット （注3）

アドレス出力選択ビット

読み出し時の値は“0”
________

RDY解除タイミング選択ビット

読み出し時の値は“0”

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0：通常動作中
1：STP命令実行中

0：通常動作中
1：WIT命令実行中

0：ウエイトモード時、fsys動作
1：ウエイトモード時、fsys停止

0：内部領域アクセス時、外部領域アクセス時共
アドレス出力が変化

1：外部領域アクセス時のみアドレス出力が変化

________

0：RDY解除時ウエイトなし________

1：RDY解除時ウエイトあり

（注1）

（注1）

0

0

0

0

0

0
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17.2　ストップモード、ウエイトモード時のバス固定

スタンバイ状態選択ビット

A0～A7

A8～A15

A16～A23

D0～D7

D8～D15
_____ ________

RD、BLW、
________

BHW
______

CS0（注2）

A0～A7

A8～A15

A16～A23

D0～D7

D8～D15（注1）
_____ ________

RD、BLW、
________

BHW（注1）
______

CS0

P100～P107

P110～P117

P00～P07

P10～P17

P20～P27

P31、P32、

P33

P44

0 1

外部バス及び
バス制御信号

注1．外部データバス幅8ビット（BYTE＝VCCレベル）時は、
スタンバイ状態選択ビットの内容にかかわらず、
プログラマブル入出力ポートになります。

　2．マイクロプロセッサモード時だけ、スタンバイ状態
選択ビットによってプログラマブル入出力ポート
に切り替えられます。メモリ拡張モード時は、
_______

CS0出力選択ビット（8016番地のビット7）を“0”に
して、プログラマブル入出力ポートに切り替えて
ください。

スタンバイ状態選択ビット（図17.1.3参照）を“1”に
すると、ストップモード、及びウエイトモード時、
外部バス、及びバス制御信号の入出力端子が、プロ
グラマブル入出力ポートに切り替わります。
マイクロコンピュータと外部デバイスとの間で
不要な電流が発生しないような端子の状態を、対応
するポートレジスタ及びポート方向レジスタに設定
することで、ストップモード及びウエイトモード時
のシステム全体の消費電力を低減できます。
表17.2.1に外部バス、及びバス制御信号の入出力
端子とプログラマブル入出力ポートの対応を、図
17.2.1にバス固定の設定例を示します。

表17.2.1 外部バス、及びバス制御信号の入出力端子と
プログラマブル入出力ポートの対応

______ ______

なお、ALE、φ1、CS1～CS3端子については、以下のビットを“0”にして、プログラマブル入出力ポートに
切り替えてください。
　・ALE ：ALE出力選択ビット（5F16番地のビット3）
　・φ1 ：クロックφ1出力選択ビット（5E16番地のビット7）

______ ______

　・CS1～CS3

______ ______

：CS1～CS3出力選択ビット（8216、8416、8616番地のビット7）
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図17.2.1　バス固定の設定例

AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA

AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA

AAA
AAA
AAA

b7 b0

特殊機能選択レジスタ1【6316番地】

スタンバイ状態選択ビット
　１：プログラマブル入出力ポート

1

スタンバイ状態選択ビットを“1”にする

b7 b0

ポートP0方向
レジスタ

【416番地】
b0b0 b7 b7

A23～A0

　０：入力モード（注1）
　１：出力モード

ポートP11方向
レジスタ

【1916番地】

ポートP10方向
レジスタ

【1816番地】

b7

ポートP2方向
レジスタ

【816番地】
b0b0 b7

D15～D0

　０：入力モード（注1）
　１：出力モード

ポートP1方向
レジスタ

【516番地】

b7 b0

ポートP3方向レジスタ【916番地】

RD
BLW
BHW

外部バス、及びバス制御信号入出力端子の状態を設定

b7 b0

ポートP4方向レジスタ【C16番地】

CS0（注2）
　０：入力モード（注1）
　１：出力モード

b7 b0

ポートP0
レジスタ

【216番地】
b0b0 b7 b7

A23～A0

　０：Ｌレベル出力
　１：Ｈレベル出力

ポートP11
レジスタ

【1716番地】

ポートP10
レジスタ

【1616番地】

b7

ポートP2
レジスタ

【616番地】
b0b0 b7

D15～D0

　０：Ｌレベル出力
　１：Ｈレベル出力

ポートP1
レジスタ

【316番地】

b7 b0

ポートP3レジスタ【716番地】

RD
BLW
BHW

外部バス、及びバス制御信号入出力端子の出力レベルを設定

b7 b0

ポートP4レジスタ【A16番地】

CS0（注2）
　０：Ｌレベル出力
　１：Ｈレベル出力

０：Ｌレベル出力
１：Ｈレベル出力

０：入力モード（注1）
１：出力モード

STP命令又はWIT命令実行

注1．入力モードに設定した端子はフローティングになりますので、抵抗を介してVCC、又はVSSに接続してください。
　2．マイクロプロセッサモード時だけ、スタンバイ状態選択ビットによってプログラマブル入出力ポートに切り替えられます。
　 メモリ拡張モード時は、CS0出力選択ビット（8016番地のビット7）を“0”にして、プログラマブル入出力ポートに切り替えて
 ください。
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動作

動作（注1）

停止

動作

停止

動作

動作

動作

動作

停止

WIT命令実行時の状態を保持（注2）

フローティング（注2）

“H”レベルを出力（注2）

“L”レベルを出力（注2）

クロックφ1を出力（注2）

WIT命令実行時の状態を保持

システムクロック停止（6316番地のビット3＝1）

停止

イベントカウンタモードでだけ動作できる

外部クロック選択時だけ動作できる

停止

停止

“L”レベルを出力（注2）

項　目

割り込み要求発生に

よる解除時

ハードウエアリセットに

よる解除時

タイマA、タイマB

シリアルI/O

A-D変換器

D-A変換器

監視タイマ

端子 A0～A23

D0～D15
_____ ________

RD、BLW、
________ __________

BHW、HLDA、
______ ______

CS0～CS3

ALE

φ1

上記以外

17.3　ウエイトモード時のシステムクロック停止

ウエイトモード時、内蔵周辺装置を動作させる必要がない場合、WIT時システムクロック停止選択ビット
（図17.1.3参照）を“1”にすると、fsys及び内蔵周辺装置の動作クロックが停止し、マイクロコンピュータの消費
電力を低減できます。
表17.3.1にウエイトモード時、及びウエイトモード解除後のマイクロコンピュータの状態及び動作を示します。

表17.3.1　ウエイトモード時、及びウエイトモード解除後のマイクロコンピュータの状態及び動作

内
蔵
周
辺
装
置

状
　
　
態

発振

PLL周波数逓倍回路

φCPU、φBIU

fsys、クロックφ1、

f1～f4096

Wf32、Wf512

解
除
後
の
動
作

システムクロック動作（6316番地のビット3＝0）

ハードウエアリセット後の動作

解除直後から、φCPU、φBIUを供給

注1． PLL回路動作許可ビット（BC16番地のビット1）＝1の場合。
　2．外部バス、及びバス制御信号の入出力端子については、ソフトウエアでプログラマブル入出力ポートに切り

替えることができます（「17.2 ストップモード、ウエイトモード時のバス固定」参照）。
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17 17.4　発振回路停止　17.5　VREF切断

図17.5.1　A-D制御レジスタ1のレジスタ構成

17.4　発振回路停止

外部で生成された安定クロックをXIN端子に入力する場合、クロック外部入力選択ビット（図17.1.1参照）を“1”
にしてください。このとき、XIN端子とXOUT端子の間の発振用ドライバ回路が停止するため、消費電力が低減
されます。また、このとき、XOUT端子の出力レベルは“H”に固定されます。

17.5　VREF切断

A-D変換器を使用しない場合は、VREF接続選択ビット（図17.5.1参照）を“1”にすると、A-D変換器のラダー抵抗
と基準電圧入力端子（VREF）が切り離され、VREF端子からラダー抵抗に電流が流れなくなるため、消費電流を低減
できます。
VREF接続選択ビットを“1”（VREF切断）から“0”（VREF接続）にしたときは、1μs以上経過した後に、A-D変換を
開始させてください。

0

1

2

3

4

5

6

7

注1．単発モード、及び繰り返しモードでは無効です（“0”又は“1”いずれでもよい）。
2．

_______

AN4端子を使用するときは、INT3端子選択ビット（9416番地のビット5）＝0にしてください。
3．

_______

AN5端子を使用するときは、INT4端子選択ビット（9416番地のビット6）＝0にしてください。
4．AN6端子を使用するときは、D-A0出力許可ビット（9616番地のビット0）＝0（出力禁止）にしてください。
5．

_______

AN7端子を使用するときは、INT2端子選択ビット（9416番地のビット4）＝0、D-A1出力許可ビット（9616番地のビット1）＝0に
してください。外部トリガ選択時は、AN7端子をアナログ入力端子として使用できません。

6．このビットはA-D変換器を使用する場合のみ有効です。
このビットを“1”から“0”にしたときは、1μs以上経過した後に、A-D変換を開始させてください。

7．A-D制御レジスタ1の各ビットに対する書き込みは、A-D変換器の動作モードに関係なく、A-D変換器停止時に行ってください。

1

1

0

0

0

0

0

0

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

－

ビット名ビット

A-D制御レジスタ1【1F16番地】

機　能 リセット時 R/W

A-D掃引端子選択ビット
（単掃引モード、繰り返し掃引モード
時有効） （注1）

“0”に固定してください

分解能選択ビット

A-D変換周波数（φAD）選択フラグ1

外部トリガ極性選択ビット
（外部トリガ選択時有効）

VREF接続選択ビット （注6）

読み出し時の値は“0”

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0 0：AN0、AN1（2端子）
0 1：AN0～AN3（4端子）
1 0：AN0～AN5（6端子） （注2、3）
1 1：AN0～AN7（8端子） （注2、3、4、5）

b1 b0

0：8ビットモード
1：10ビットモード

表13.2.1参照

0

_________

0：ADTRG端子への入力信号の立ち下がり_________

1：ADTRG端子への入力信号の立ち上がり

0：VREF接続
1：VREF切断
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17 17.6　D-A変換器停止後の設定手順

AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAA出力停止するD-Ai変換タイミング選択ビットを“002”にする

b7 b0

D-A制御レジスタ1【9716番地】

D-A0変換タイミング選択ビット
D-A1変換タイミング選択ビット
D-A2変換タイミング選択ビット

AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA

D-Ai出力許可ビットを“0”にする
b7 b0

D-A制御レジスタ0【9616番地】

D-A0出力許可ビット
D-A1出力許可ビット
D-A2出力許可ビット

AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA
AAAAAAAAAAAAA

D-Aレジスタiに値を設定
b7 b0 D-Aレジスタ0【9816 番地】

D-Aレジスタ1【9916 番地】
D-Aレジスタ2【9A16 番地】

出力停止するD-Aレジスタiに“0016”を設定

D-Ai変換タイミングにタイマA3、タイマA4、
又はタイマB0アンダフロー時を選択した場合

D-Ai変換タイミングにD-Aレジスタi
書き込み時を選択した場合

17.6　D-A変換器停止後の設定手順

図17.6.1にD-A変換器停止後のD-A変換器関連レジスタ設定手順を示します。
図17.6.1の手順で設定すると、ラダー抵抗に電流が流れなくなるため、消費電流を低減できます。

図17.6.1　D-A変換器停止後のD-A変換器関連レジスタ設定手順
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フラッシュメモリ

内蔵版
18.1　概　要
18.2　CPU書き換えモード
【CPU書き換えモード使用上の注意】
18.3　シリアル入出力モード
【シリアル入出力モード使用上の注意】
18.4　パラレル入出力モード
【パラレル入出力モード使用上の注意】
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18.1　概　要

フラッシュメモリ内蔵版では、CPU書き換えモード、シリアル入出力モード、及びパラレル入出力モードの
3つの書き換えモードで内蔵フラッシュメモリを操作できます。
表18.1.1にフラッシュメモリ内蔵版の性能概要を示します（表18.1.1に示す以外の項目は表1.1.1を参照して
ください）。

表18.1.1　フラッシュメモリ内蔵版の性能概要

フラッシュメモリ内蔵版では、3つのプロセッサモードに加えて、MD1端子に印加する電圧によって、
表18.1.2に示す動作モードを選択できます。また、表18.1.3にフラッシュメモリ書き換えモードの概要を示します。

注．MD0、MD1端子に印加する電圧は、マイクロコンピュータ動作中に切り替えないでください。

表18.1.2 MD0、MD1端子に印加する電圧による動作
モードの選択

項　目 性　能
電源電圧 M37911FGCHP

M37911FGMHP
プログラム／イレーズ電圧 M37911FGCHP

M37911FGMHP
プログラム
イレーズ
フラッシュメモリ書き換えモード

プログラム／イレーズ回数

5V±0.5V
3.3V±0.3V
5V±0.5V
3.3.V±0.3V
1ワード（2バイト）単位
ブロック単位、又は一括消去
CPU書き換えモード
シリアル入出力モード
パラレル入出力モード
100回

シングルチップモード
メモリ拡張モード
マイクロプロセッサモード（注1）
マイクロプロセッサモード（注1）
ブートモード（注2）
パラレル入出力モード（注3）

VSS

VCC

VSS

VCC

MD1

注1．「2.5 プロセッサモード」参照。
　2．「18.1.2 ブートモード」参照。
　3．「18.4 パラレル入出力モード」参照。

VSS

VSS

VCC

VCC

MD0 動作モード
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フラッシュメモリ
書き換えモード

機能概要

書き換えできる
領域
使用できる
動作モード

使用できる
ROMライタ

CPU書き換えモード シリアル入出力モード パラレル入出力モード

専用シリアルライタを使用して、
ユーザROM領域を書き換える

ユーザROM領域

ブートモード

シリアルライタ（注）
・（株）彗星電子システム製
・（株）ワイ・ディ・シー製

専用パラレルライタを使用して、
ブートROM領域及びユーザ
ROM領域を書き換える

ユーザROM領域
ブートROM領域
パラレル入出力モード

パラレルライタ（注）
・（株）彗星電子システム製

表18.1.3　フラッシュメモリ書き換えモードの概要

中央演算処理装置（CPU）が
ソフトウエアコマンドを実行
することにより、ユーザROM
領域を書き換える
ユーザROM領域

シングルチップモード
メモリ拡張モード
ブートモード
（必要なし）

注．シリアルライタ及びパラレルライタについては、最新のカタログ類を参照してください。
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図18.1.1　フラッシュメモリ内蔵版のメモリ配置（M37911FG）

注 1． 内蔵フラッシュメモリ領域、及び内部RAM領域の最後の8バイトにはプログラムを配置
  しないでください。
 2． この領域はアクセスしないでください。

外部領域：この領域をアクセスすると、外部に接続したデバイスをアクセスできます。

マイクロプロセッサモード

016
SFR領域

シングルチップモード

SFR領域

メモリ拡張モード

FEFFFF16

FFFFFF16

内部RAM領域
（6Kバイト）

（注1）

SFR領域

内蔵フラッシュ
メモリ領域

（ユーザROM領域）

（256Kバイト）
（注1）

未使用領域

FF16

予約領域
（注2）

予約領域
（注2）

FF000016

10016

FFF16
100016

7FFFFF16

内蔵フラッシュ
メモリ領域

（ユーザROM領域）

（256Kバイト）
（注1）

80000016

37FF16
380016

未使用領域

7BFFFF16
7C000016

1FFF16
200016

内蔵フラッシュ
メモリ領域

（ユーザROM領域）
(4Kバイト) (注1)

内蔵フラッシュ
メモリ領域

（ユーザROM領域）
(4Kバイト) (注1)

内部RAM領域
（6Kバイト）

（注1）

内部RAM領域
（6Kバイト）

（注1）

18.1.1　メモリ配置

フラッシュメモリ内蔵版は、以下の容量のフラッシュメモリを内蔵しています。
　・M37911FGCHP、M37911FGMHP（以下M37911FGと称す）：260Kバイト
図18.1.1にフラッシュメモリ内蔵版のメモリ配置を示します。
なお、M37911FG以外の機種については、最新のデータシート又はカタログ類を参照してください。
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フラッシュメモリ内蔵版は、図18.1.1に示す内蔵フラッシュメモリ領域（これをユーザROM領域と呼びます）
とは別に、8KバイトのブートROM領域を持ちます。
図18.1.2にM37911FGの内蔵フラッシュメモリのメモリ配置を示します。
ユーザROM領域はいくつかのブロックに分割されており、各ブロックごとにプログラム／イレーズを禁止
する（ロックする）こともできます。ユーザROM領域は、CPU書き換えモード、シリアル入出力モード、及び
パラレル入出力モードで書き換えられます。
ブートROM領域は、ユーザROM領域と重なったアドレスに配置されており、パラレル入出力モード（「18.4
パラレル入出力モード」参照）でだけ書き換えられます。また、MD1端子にVCCレベル、MD0端子にVSSレベル
を印加してリセットすると、リセット後、ブートROM領域のプログラムが実行されます（「18.1.2 ブートモード」
参照）。MD1＝VSSレベル時は、ブートROM領域の内容は読み出せません。

図18.1.2　M37911FGの内蔵フラッシュメモリのメモリ配置

ブートROM領域

8Kバイト

（ブートモード時）

00000016

001FFF16

バイトアドレス

（パラレル入出力モード時）

注1． ユーザROM領域の最後の8バイトにはプログラムを
 配置しないでください。
　2． 7FFFA016～7FFFAF16番地（バイトアドレス）は
 シリアル及びパラレルライタ用の予約領域です。
 この領域にはプログラムしないでください。

ユーザROM領域

7EFFFF16
7F000016

7C000016

7CFFFF16
7D000016

7DFFFF16
7E000016

4Kバイト (注1､2)

4Kバイト

56Kバイト

64Kバイト

64Kバイト

64Kバイト

7FFFFF16
7FF00016
7FEFFF16
7FE00016
7FDFFF16

00100016
001FFF16 4Kバイト(注1)

バイトアドレス

7FE00016

7FFFFF16

バイトアドレス
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18.1.2　ブートモード

MD1端子にVCCレベル、MD0端子にVSSレベルを印加してリセットすると、ブートモードになります。ブート
モードでは、リセット後、ブートROM領域のプログラムを実行します。
ブートモード時、ブートROM領域とユーザROM領域は、ユーザROM領域選択ビット（9E16番地のビット5）
で切り替えられます。また、ブートモード時、ブートROM領域は7FE00016～7FFFFF16番地（バイトアドレス）
になります。
ブートROM領域には、出荷時、シリアル入出力モード（「18.3 シリアル入出力モード」参照）用の制御
プログラムが格納されています。したがって、フラッシュメモリ内蔵版をブートモードでリセットすると、
シリアル入出力モードになり、（株）彗星電子システム製シリアルライタを使用して、ユーザROM領域を書き
換えられます。
また、ブートROM領域は、パラレル入出力モードで書き換えられます。CPU書き換えモードを使用した任意
の書き換え制御プログラムをブートROM領域に書き込んでおくと、システムに合わせた書き換えができます。
なお、パラレル入出力モードでブートROM領域の内容を書き換えた場合、シリアル入出力モードは使用
できなくなります。
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ライト
ライト
ライト
ライト
ライト
ライト
ライト

X
X
WA
X
X
X
X

xxFF16

xx5016

xx4016

xx2016

xxA716

xx7716

xx7116

－
－

ライト
ライト
ライト
ライト
リード

－
－
WD

xxD016

xxD016

xxD016

D6

18.2　CPU書き換えモード

CPU書き換えモードでは、中央演算処理装置（CPU）がソフトウエアコマンドを実行することにより、ユーザ
ROM領域を書き換えることができます。したがって、ROMライタなどを使用せずに、マイクロコンピュータ
を基板に実装した状態で、ユーザROM領域の内容を書き換えることができます。
書き換え制御プログラムは、あらかじめユーザROM領域又はブートROM領域に書き込んでください。ただし、

CPU書き換えモードでは、内蔵フラッシュメモリに対するオペコードフェッチができません。したがって、
書き換え制御プログラムは、内蔵フラッシュメモリ以外の領域（内部RAM領域など）に転送した後、その領域上
で実行してください。
CPU書き換えモードはシングルチップモード、メモリ拡張モード、及びブートモードで使用できます。

CPU書き換えモードでは表18.2.1に示すソフトウエアコマンドが使用できます。各コマンドの詳細について
は、「18.2.5 ソフトウエアコマンド」を参照してください。
なお、コマンド及びデータの読み出し／書き込みは、16ビット単位で、ユーザROM領域内の偶数番地に対して
行ってください。コマンドコード書き込み時、上位8ビット（D15～D8）は無視されます。

リードアレイ
クリアステータス
プログラム
ブロックイレーズ
イレーズ全アンロックブロック
ロックビットプログラム
リードロックビットステータス

－
－
WA
BA
X
BA
BA

モード アドレス
データ

（D15～D0） モード アドレス

第1バスサイクル 第2バスサイクル

WA ：書き込み番地
WD：書き込みデータ（16ビット）
BA ：ブロックの最上位番地（ただし、A0＝0）
D6 ：ロックビットの状態（D6＝1：非ロック状態、D6＝0：ロック状態）
X ：ユーザROM領域内の任意の偶数番地（A0＝0）
　（ただし、プログラムコマンドの次に実行する場合は、直前に実行したプログラムコマンドの第2バスサイクル
　 のアドレスと同じアドレス）

xx ：コマンドコード上位8ビット（任意の値）

ソフトウエアコマンド

表18.2.1　ソフトウエアコマンド

データ
（D15～D0）
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18.2.1　フラッシュメモリ制御レジスタ

図18.2.1にフラッシュメモリ制御レジスタのレジスタ構成を示します。

図18.2.1　フラッシュメモリ制御レジスタのレジスタ構成

_____

（1）RY／BYステータスフラグ（ビット0）

自動書き込み及び自動消去の動作状況を示すビットです。自動書き込み及び自動消去中は“0”、自動
書き込み及び自動消去が終了すると“1”になります。プログラム、ブロックイレーズ、イレーズ全アン
ロックブロック、及びロックビットプログラムのコマンド実行中に変化します。それ以外のコマンドで
は変化しません。
リセット時は“1”になります。

（2）CPU書き換えモード選択ビット（ビット1）

このビットを“1”にするとCPU書き換えモードになり、コマンドの受付が可能になります。このビット
を“1”にするときは、“0”を書き込んだ後、続けて“1”を書き込んでください。“0”にするときは、“0”を
書き込んでください。
なお、ブートモードでCPU書き換えモードのコマンドを実行する場合は、ユーザROM領域選択ビット

（ビット5）も“1”にしてください。

0

1

2

3

4

5

6

7

_____

RY／BYステータスフラグ

CPU書き換えモード選択
ビット

ロックビット無効選択ビット

フラッシュメモリリセット
ビット （注5）

読み出し時の値は“0”

ユーザROM領域選択ビット
（ブートモード時有効）（注7）

プログラムステータスフラグ

イレーズステータスフラグ

RO

RW
（注1､2）

RW
（注1､4）

RW
（注6）

RO

RW
（注2）

RO

RO

1

0
　

0

0

0

0

0

0

0：ロックビット有効
1：ロックビット無効　　（注3）

0：通常動作
1：リセット

ビット名ビット

フラッシュメモリ制御レジスタ【9E16番地】

機　能 リセット時 R/W

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0：BUSY（自動書き込み／自動消去中）
1：READY（自動書き込み／自動消去終了）

0：CPU書き換えモード無効
1：CPU書き換えモード有効

注1．“1”にするときは、“0”を書き込んだ後、続けて“1”を書き込んでください。
“0”にするときは、“0”を書き込んでください。

2．このビットへの書き込みは、内蔵フラッシュメモリ以外の領域上で行ってください。
3．CPU書き換えモード選択ビット（ビット1）が“0”になると、同時に“0”になります。
4．CPU書き換えモード選択ビット（ビット1）が“1”のときだけ書き込めます。
5．CPU書き換えモード選択ビット（ビット1）が“1”のとき有効です。CPU書き換えモード選択ビットが“0”のときは“0”に固定して

ください。
このビットのデータ操作は、CPU書き換えモード選択ビットが“1”の状態で行ってください。

6．このビットへの書き込みは、図18.2.2の手順で行ってください。
7．MD1＝VSSレベル時、このビットの内容は無効です（“0”又は“1”いずれでもよい）。
8. “0”にするときは、クリアステータスコマンドを実行してください。

0：ブートROM領域アクセス
1：ユーザROM領域アクセス

0：正常終了
1：エラー　　（注8）

0：正常終了
1：エラー　　（注8）
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（3）ロックビット無効選択ビット（ビット2）

このビットを“1”にすると、各ブロックごとに設定したロックビット（「18.2.4 データ保護機能」参照）
を無効にできます。“0”にすると、設定したロックビットが有効になります。このビットに対する書き込み
は、CPU書き換えモード選択ビット（ビット1）が“1”のとき有効です。このビットを“1”にするときは、
“0”を書き込んだ後、続けて“1”を書き込んでください。“0”にするときは、“0”を書き込んでください。

（4）フラッシュメモリリセットビット（ビット3）

このビットに“1”を書き込むと、ユーザROM領域に対するアクセスが中断され、内蔵フラッシュメモリ
制御回路がリセットされます。“0”を書き込むとリセットが解除されます。“0”を書き込むときは、RY／
_____

BYステータスフラグ（ビット0）が“1”になったことを確認してください。図18.2.2のようにこれらの操作
を行っている間は、内蔵フラッシュメモリをアクセスしないでください。
図18.2.2にフラッシュメモリリセットビットの設定手順を示します。
自動書き込み又は自動消去中にフラッシュメモリリセットビットでリセットした場合は、プログラム
／イレーズ動作が中断され、そのブロックのデータは無効になります。

図18.2.2　フラッシュメモリリセットビットの設定手順

フラッシュメモリリセットビット←1

RY／BYステータスフラグ＝1

フラッシュメモリリセットビット←0

この期間は、内蔵フラッシュメモリ
をアクセスしないでください。
監視タイマを禁止していない場合は、
監視タイマレジスタに定期的に書き
込みを行い、監視タイマ割り込みが
発生しないようにしてください。YES

NO

（5）ユーザROM領域選択ビット（ビット5）

ブートモード時、ブートROM領域とユーザROM領域を切り替えるビットです。ブートROM領域を
アクセス（読み出し）するときは“0”に、ユーザROM領域をアクセス（読み出し、書き込み、消去）するときは
“1”にしてください。このビットへ書き込む命令は、内蔵フラッシュメモリ以外の領域上（内部RAM領域など）
で実行してください。
MD1＝VSSレベル時は、このビットの内容にかかわらずユーザROM領域をアクセス（読み出し）します。

（6）プログラムステータスフラグ（ビット6）

プログラム及びロックビットプログラムの実行結果を示すフラグです。プログラムエラーが発生すると
“1”になります。“0”にするときはクリアステータスコマンドを実行してください。エラーの詳細について
は、「18.2.6 フルステータスチェック」を参照してください。

（7）イレーズステータスフラグ（ビット7）

ブロックイレーズ及びイレーズ全アンロックブロックの実行結果を示すフラグです。イレーズエラーが
発生すると“1”になります。“0”にするときはクリアステータスコマンドを実行してください。エラーの
詳細については、「18.2.6 フルステータスチェック」を参照してください。
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18.2.2　プロセッサモードレジスタ1

図18.2.3にプロセッサモードレジスタ1のレジスタ構成を示します。

図18.2.3　プロセッサモードレジスタ1のレジスタ構成

（1）内部ROMバスサイクル選択ビット（ビット7）

内部ROM領域のバスサイクルを選択するビットです。CPU書き換えモードで内蔵フラッシュメモリを
書き換えるときは、バスサイクル3φを選択してください。

プロセッサモードレジスタ1【5F16番地】

注1．
______ ______ ______

CSi領域以外の外部領域に対して有効です。CSi領域のバスサイクルは、これらのビットの内容にかかわらず、対応するCSi

領域バスサイクル選択ビット0、1（8016、8216、8416、8616番地のビット0, 1、8116、8316、8516、8716番地のビット3）によって
決まります。

2．リセット後、一度だけ内容を変更できます（ソフトウエアの途中で切り替えないでください）。
　3．シングルチップモード時は、これらのビットの内容にかかわらず、各機能が「禁止」になります。
　4．MD0端子にVSSレベルを印加しているときは“0”、VCCレベルを印加しているときは“1”になります。
　5．リセット後、一度だけ“1”にできます。“1”から“0”にすると、それ以降“1”にできません（“0”に固定される）。
6．このビットの内容を変更するプログラムは、内部領域に配置してください。又は、リセット後、XIN入力クロック分周比選択

ビット（BC16番地のビット7、6）が“002”の状態で変更してください。
7．マイクロプロセッサモード時、このビットの内容は無効です。また、ROM外付け版には配置されていません（読み出し時の

値は“0”）。
CPU書き換えモードで内蔵フラッシュメモリを書き換えるときは、このビットを“0”にしてください（「18.2 CPU書き換えモード」
参照）。

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

0

0

（注4）

（注4）

（注4）

（注4）

0

0

0

1

2

3

4

5

6

7

ビット名ビット 機　能 リセット時 R/W

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0：DPR0のみ使用
1：DPR0～DPR3を使用

________

0：RDY入力禁止（P30はプログラマブル入出力ポート
として機能）________

1：RDY入力許可
________

（P30はRDY端子として機能）

0：ALE出力禁止（P40はプログラマブル入出力ポート
として機能）

1：ALE出力許可（P40はALE端子として機能）

0：外部領域アクセス時リカバリサイクルなし
1：外部領域アクセス時リカバリサイクル挿入

0：
__________ __________

HOLD入力, HLDA出力禁止（P43、P42はプログラマブル
入出力ポートとして機能）

1：
__________ __________ __________

HOLD入力, HLDA出力許可（P43、P42はHOLD端子、__________

HLDA端子として機能）

0：1サイクル
1：2サイクル

0：バスサイクル3φ
1：バスサイクル2φ

（注5）

（注5）

外部バスサイクル選択ビット0との組み合わせで
バスサイクルを選択する
0：バスサイクル1φ+1φ、1φ+2φ、1φ+3φ、

2φ+2φのいずれか
1：バスサイクル2φ+3φ、2φ+4φ、3φ+3φ、

3φ+4φのいずれか

（注2）

外部バスサイクル選択ビット1
（注1）

ダイレクトページレジスタ
切り替えビット
________

RDY入力選択ビット （注3）

ALE出力選択ビット （注3）

リカバリサイクル挿入
選択ビット （注3）
__________ __________

HOLD入力, HLDA出力
選択ビット （注3）

リカバリサイクル挿入数
選択ビット （注6）

内部ROMバスサイクル
選択ビット （注7）
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18.2.3　データ保護機能

内蔵フラッシュメモリの各ブロックは、不揮発性のロックビットを持っています。ロックビットの状態に
より、各ブロックごとにプログラム／イレーズを禁止する（ロックする）ことができます。したがって、データ
の誤書き込み／消去を防ぐことができます。ロックビットの内容によるブロックの状態を以下に示します。

・ロックビットが“0”のとき：ロック状態（そのブロックはプログラム／イレーズできない）
・ロックビットが“1”のとき：非ロック状態（そのブロックはプログラム／イレーズできる）

ロックビットは、ロックビットプログラムコマンドを実行すると、“0”（ロック状態）に、ブロックを消去する
と“1”（非ロック状態）になります。ロックビットをロックビットプログラムコマンドで“1”にすることはでき
ません。
また、ロックビットの状態は、リードロックビットステータスコマンドにより読み出すことができます。
なお、ロックビット無効選択ビット（9E16番地のビット2）を“1”にすると、ロックビットの機能が無効になり、
全ブロックが非ロック状態になります（各ロックビットの内容は変化しません）。ロックビット無効選択ビット
を“0”にすると、ロックビットの機能が有効になります（ロックビットの内容は保持されています）。
ロックビット無効選択ビット＝1の状態で、ブロックイレーズコマンド又はイレーズ全アンロックブロック
コマンドを実行すると、ロックビットの内容にかかわらず、対象となるブロック又は全ブロックが消去されます。
消去終了後、各ブロックのロックビットは“1”（非ロック状態）になります。
各コマンドの詳細については、「18.2.5 ソフトウエアコマンド」を参照してください。

18.2.4　CPU書き換えモード設定／解除方法

図18.2.4にCPU書き換えモードの設定／解除手順を示します。
CPU書き換えモードでは、内蔵フラッシュメモリに対するオペコードフェッチができません。したがって、
書き換え制御プログラムは、内蔵フラッシュメモリ以外の領域に転送した後、その領域で実行してください。
また、CPU書き換えモード中に割り込みが発生しないように、CPU書き換えモードを選択する前に、以下
の処理を実施してください。

・割り込み禁止フラグ（I）＝1、又は割り込み優先レベル＝0002（割り込み禁止）にする
_______ _______

・NMI端子にVCCレベルを印加する、又はNMI端子プルアップ選択ビット（9216番地のビット7）＝0に
_______

設定してNMI端子を開放する

特殊機能選択レジスタ2（6416番地）で監視タイマを禁止していない場合は、CPU書き換えモード中も、監視
タイマレジスタには定期的に書き込みを行い、監視タイマ割り込みが発生しないようにしてください。

なお、CPU書き換えモード時に、割り込み及びリセットが発生した場合は、以下のようになります。また
この場合、対象ブロックの内容は無効になります。

_______

・マスカブル割り込み、NMI割り込み、監視タイマ割り込み
　プログラムが暴走します。この場合は、パワーオンリセットを実行してください。
・ハードウエアリセット、ソフトウエアリセット
　内蔵フラッシュメモリ制御回路及びフラッシュメモリ制御レジスタがリセットされ、マイクロ
　　コンピュータがリセットされます（「第4章 リセット」参照）。
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図18.2.4　CPU書き換えモードの設定／解除手順

“FF16”データが4バイト連続して配置されて
  いる内蔵フラッシュメモリの任意の領域に
  対して、ダミー読み出しを実行
（2回：4バイト分）　　　　　　　（注1）

シングルチップモード、
メモリ拡張モード、
又はブートモード

転送した内蔵フラッシュメモリ以外の領域上
の制御プログラムへジャンプ
（以下の処理は内蔵フラッシュメモリ以外の
　領域上の書き換え制御プログラムで実行）

ユーザROM領域選択ビット←1
（ブートモードのみ）

CPU書き換えモード選択ビット←0

ユーザROM領域選択ビット←0
（ブートモードのみ）（注2）

内蔵フラッシュメモリ領域の
任意の番地へジャンプ

CPU書き換えモード制御プログラムを
内蔵フラッシュメモリ以外の領域に転送

ソフトウエアコマンド実行

リードアレイコマンド実行
又はフラッシュメモリリセットビット←1
　　RY／BYステータスフラグ＝1確認後
　　フラッシュメモリリセットビット←0

（図18.2.2参照）　　　　　　（注1）

CPU書き換えモード選択ビット←0
CPU書き換えモード選択ビット←1

注1． CPU書き換えモードの解除は、これらの処理を実行してから行ってください。
　2． ユーザROM領域選択ビット＝1のままCPU書き換えモードを解除すると、
 ユーザROM領域アクセスになります。

書き換え制御プログラム

割り込み禁止フラグ(I)＝1
又は各割り込みの割り込み優先レベル＝0002

NMI端子プルアップ選択ビット←0
（9216番地のビット7）

割り込み禁止フラグ(I)＝0
各割り込みの割り込み優先レベル
及びNMI端子プルアップ選択ビットの再設定

内部ROMバスサイクル選択ビット←0
（5F16番地のビット7）
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図18.2.5 プログラムフローチャート

フルステータス
チェック

スタート

書き込み番地に
コマンドコード

“xx4016”を書き込む

n＝0

書き込み番地に
データを書き込む

プログラム完了

YES

…図18.2.10参照

RY/BYステータスフラグ＝1？
　（9E16番地のビット0） NO

18.2.5　ソフトウエアコマンド

ソフトウエアコマンドについて、以下に説明します。
ソフトウエアコマンド及びデータの読み出し／書き込みは、16ビット単位で、ユーザROM領域内の偶数
番地に対して行ってください。コマンドコード書き込み時、上位8ビット（D15～D8）は無視されます。

（1）リードアレイ

内蔵フラッシュメモリの内容を読み出すコマンドです。
第1バスサイクルでコマンドコード“xxFF16”を書き込むと、リードアレイモードになります。次のバス
サイクル以降で読み出す番地を入力すると、指定した番地の内容が16ビット単位でデータバス（D15～D0）
に読み出されます。
リードアレイモードは、他のコマンドが書き込まれるまで保持されます。

（2）クリアステータス

ステータスフラグを“0”にするコマンドです。
第1バスサイクルでコマンドコード“xx5016”を書き込むと、プログラムステータスフラグ（9E16番地の
ビット6）とイレーズステータスフラグ（9E16番地のビット7）が“0”になります。

（3）プログラム

1ワード（2バイト）単位でプログラムを実行
するコマンドです。
第1バスサイクルで“xx4016”を書き込み、
第2バスサイクルで書き込みデータを16ビット
単位で書き込んでください。
1ワードのデータ書き込みが完了すると、自動
書き込み（データのプログラム及びベリファイ）
を開始します。自動書き込みの終了は、RY／
____

BYステータスフラグ（9E16番地のビット0）で
確認できます。必ず自動書き込みの終了を確認
してから、次のコマンド処理を行うようにして
ください。フラッシュメモリの内容を読み出す
場合は、自動書き込みの終了を確認してから、
リードアレイコマンドを実行してください。
自動書き込み終了後は、プログラムステータス
フラグ（9E16番地のビット6）を読み出すことに
より自動書き込みの結果を確認できます
（「18.2.6 フルステータスチェック」参照）。
図18.2.5にプログラムフローチャートを
示します。
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フルステータス
チェック

スタート

コマンドコード
“xx2016”を書き込む

ブロックの最上位番地に
“xxD016”を書き込む

ブロックイレーズ完了

YES

…図18.2.10参照

RY/BYステータスフラグ＝1？
　（9E16番地のビット0） NO

ロックビット無効選択ビット←0
ロックビット無効選択ビット←1

ロック状態のブロックを消去 非ロック状態のブロックを消去

（注）

注．ロックビットを無効（ロックビット無効選択ビット＝1）にして
 イレーズした場合は、自動消去終了後、イレーズ対象ブロックの
 ロックビットが“1”（非ロック状態）になります。

ロックビット無効選択ビット←0

ロック状態のブロックを消去 非ロック状態のブロックを消去

図18.2.6　ブロックイレーズフローチャート

（4）ブロックイレーズ

ブロック単位でイレーズを実行するコマンドです。
第1バスサイクルで“xx2016”を書き込み、第2バスサイクルでイレーズするブロックの最上位番地（ただし、

A0＝0）に“xxD016”を書き込むと、指定されたブロックの自動消去（イレーズ及びイレーズベリファイ）を
_____

開始します。自動消去の終了は、RY／BYステータスフラグ（9E16番地のビット0）で確認できます。必ず
自動消去の終了を確認してから、次のコマンド処理を行うようにしてください。
自動消去終了後は、イレーズステータスフラグ（9E16番地のビット7）を読み出すことにより自動消去の
結果を確認できます（「18.2.6 フルステータスチェック」参照）。
図18.2.6にブロックイレーズフローチャートを示します。
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（5）イレーズ全アンロックブロック

ロックビットが“1”（非ロック状態）のブロックに対してイレーズを実行するコマンドです。
第1バスサイクルで“xxA716”、第2バスサイクルで“xxD016”を書き込むと、ロックビット無効選択ビット
＝0の場合、ロックビットが“1”（非ロック状態）の全ブロックに対して自動消去（イレーズ及びイレーズ

_____

ベリファイ）を開始します。自動消去の終了は、RY／BYステータスフラグ（9E16番地のビット0）で確認
できます。必ず自動消去終了を確認してから、次のコマンド処理を行うようにしてください。
自動消去終了後は、イレーズステータスフラグ（9E16番地のビット7）を読み出すことにより自動消去の
結果を確認できます（「18.2.6 フルステータスチェック」参照）。
図18.2.7にイレーズ全アンロックブロックフローチャートを示します。

図18.2.7 イレーズ全アンロックブロックフローチャート

（注）

注．ロックビットを無効（ロックビット無効選択ビット＝1）にして
 イレーズした場合は、自動消去終了後、全ブロックのロックビットが
 “1”（非ロック状態）になります。

YES

RY/BYステータスフラグ＝1？
　（9E16番地のビット0） NO

フルステータス
チェック

スタート

コマンドコード
“xxA716”を書き込む

“xxD016”を書き込む

イレーズ全アンロック
ブロック完了

…図18.2.10参照

ロックビット無効選択ビット←0
ロックビット無効選択ビット←1

全ブロック消去 非ロック状態のブロックだけを消去

ロックビット無効選択ビット←0

全ブロック消去 非ロック状態のブロックだけを消去

（注）ロックビット無効選択ビット←0
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図18.2.9　リードロックビットステータスフローチャート

ロック状態

D6＝0？
NO

YES

非ロック状態

スタート

コマンドコード
“xx7116”を書き込む

ブロックの最上位番地を
読み出す

YES

RY/BYステータスフラグ＝1？
　（9E16番地のビット0） NO

ロックビット
プログラム完了

スタート

コマンドコード
“xx7716”を書き込む

ブロックの最上位番地に
“xxD016”を書き込む

フルステータス
チェック

図18.2.8 ロックビットプログラムフローチャート

（6）ロックビットプログラム

任意のブロックのロックビットを“0”（ロック
状態）にするコマンドです。
第1バスサイクルで“xx7716”を書き込み、
第2バスサイクルでブロックの最上位番地
（ただし、A0＝0）に“xxD016”を書き込むと、
指定されたブロックのロックビットに“0”
（ロック状態）が書き込まれます。

_____

書き込みの終了は、RY／BYステータスフラグ
（9E16番地のビット0）で確認できます。必ず
書き込みの終了を確認してから、次のコマンド
処理を行うようにしてください。
書き込み終了後は、プログラムステータス
フラグ（9E16番地のビット6）を読み出すことに
より書き込みの結果を確認できます（「18.2.6
フルステータスチェック」参照）。
図18.2.8にロックビットプログラムフロー
チャートを示します。

（7）リードロックビットステータス

任意のブロックのロックビットの状態を読み
出すコマンドです。
第1バスサイクルで“xx7116”を書き込み、
第2バスサイクルでブロックの最上位番地
（ただし、A0＝0）を読み出すと、指定された
ブロックのロックビットの状態がデータバス
（D6）へ読み出されます。
図18.2.9にリードロックビットステータス
フローチャートを示します。
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18.2.6　フルステータスチェック

プログラム／イレーズ終了時、エラーが発生すると、プログラムステータスフラグ（9E16番地のビット6）、
イレーズステータスフラグ（9E16番地のビット7）が“1”になり、各エラーの発生を示します。したがって、
プログラム／イレーズ終了時、これらのステータスをチェック（フルステータスチェック）することにより、
実行結果を確認できます。
表18.2.2にエラー及びステータス（9E16番地のビット6、7）の状態を、図18.2.10にフルステータスチェック
フローチャート及び各エラー発生時の対処方法を示します。

表18.2.2　エラー及びステータスの状態

コマンドシーケンス
エラー

イレーズエラー

プログラムエラー

・コマンドを正しく書き込まなかったとき
・ロックビットプログラムコマンド、ブロックイレーズコマンド、イレーズ
　全アンロックブロックコマンドの第2バスサイクルのデータに、“xxD016”
　又は“xxFF16”以外のデータを書き込んだとき（注1）
・ロックされたブロックに対してブロックイレーズを実行したとき（注2）
・ロックされていないブロックに対してブロックイレーズ又はイレーズ
　全アンロックブロックを実行し、正しくイレーズされなかったとき
・ロックされたブロック内のワードに対してプログラムを実行したとき
　（注2）
・ロックされていないブロック内のワードに対してプログラムを実行し、
　正しくプログラムされなかったとき
・ロックビットプログラムを実行し、正しくプログラムされなかったとき

エラー発生条件
ステータス

イレーズ
ステータス

プログラム
ステータス

1

1

0

1

0

1

エラー

注1．これらのコマンドの第2バスサイクルで“xxFF16”を書き込むと、リードアレイモードになり、同時に、第1
バスサイクルで書き込んだコマンドコードはキャンセルされます。

　2．ロックビットが無効（ロックビット無効選択ビット＝1）の場合は、これらの条件でもエラーは発生しません。



18-18 7911グループユーザーズマニュアル

フラッシュメモリ内蔵版
18 18.2　CPU書き換えモード

図18.2.10　フルステータスチェックフローチャート及び各エラー発生時の対処方法

フルステータス
チェック

イレーズステータス＝0？

終　了

NO

NO

YES

イレーズエラー

YES
コマンドシーケンス

エラー
プログラムステータス＝1

and
イレーズステータス＝1

？

①クリアステータスを実行し、プログラムステータスフラグ及びイレーズ 
　ステータフラグを“0”にする。
②再度、正しいコマンドを実行する。

・・・

・・・

・・・

注．イレーズステータスフラグ、プログラムステータスフラグのどちらかが“1”のときは、プログラム、ブロックイレーズ、
　　イレーズ全アンロックブロック、及びロックビットプログラムの各コマンドは受け付けられません。
　　クリアステータスコマンドを実行した後、各コマンドを実行してください。

①クリアステータスを実行し、イレーズステータスフラグを“0”にする。
②リードロックビットステータスを実行し、エラーが発生したブロックの
　ロックビットが“0”であれば、ロックビット無効選択ビット（9E16番地
　のビット2）を“1”にする。
③再度、ブロックイレーズ又はイレーズ全アンロックブロックを実行する。
　注．同様のエラーが発生する場合は、そのブロックは使用できません。
　　　また、上記②でロックビットが“1”である場合も、そのブロックは
　　　使用できません。

①クリアステータスを実行し、プログラムステータスフラグを“0”にする。
②リードロックビットステータスを実行し、エラーが発生したブロックの
　ロックビットが“0”であれば、ロックビット無効選択ビット（9E16番地
　のビット2）を“1”にする。
③再度、プログラムを実行する。
　注．同様のエラーが発生する場合は、そのブロックは使用できません。
　　　また、上記②でロックビットが“1”である場合も、そのブロックは
　　　使用できません。

①クリアステータスを実行し、プログラムステータスフラグを“0”にする。
②ロックビット無効選択ビット（9E16番地のビット2）を“1”にする。
③ブロックイレーズを実行し、エラーが発生したブロックをイレーズする。
④再度、ロックビットプログラムを実行する。
　注．同様のエラーが発生する場合は、そのブロックは使用できません。

［ロックビットプログラム実行時］

プログラムステータス＝0？
NO

YES

プログラムエラー ［プログラム実行時］
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18.2.7　CPU書き換えモード状態遷移

図18.2.11にCPU書き換えモードの状態遷移を示します。

図18.2.11　CPU書き換えモードの状態遷移

注．プログラム、ロックビットプログラム、ブロックイレーズ、イレーズ全アンロック
　　ブロックコマンド実行後、エラーが発生した場合は、クリアステータスコマンドを
　　実行してください。

コマンド発行
・プログラム
・ロックビットプログラム
・ブロックイレーズ
・イレーズ全アンロックブロック
・リードロックビットステータス
・クリアステータス（エラー終了時(注)）

コマンド待ち状態

マイコンモード

CPU書き換えモード

リードアレイモード
コマンド発行
・プログラム
・ロックビットプログラム
・ブロックイレーズ
・イレーズ全アンロックブロック
・リードロックビットステータス

CPU書き換えモード移行 CPU書き換えモード解除

正常終了時
コマンド発行
・リードアレイ



18-20 7911グループユーザーズマニュアル

フラッシュメモリ内蔵版
18 18.2　CPU書き換えモード

18.2.8　電気的特性

（1）M37911FGCHP

直流電気的特性（VCC=5V±0.5V, Ta=0～60℃, f（fsys）=26MHz）

VCC電源電流（プログラム時）
VCC電源電流（イレーズ時）

ICC1

ICC2

mA

mA

規　格　値
項　目 最　大最　小 単位記　号

54

54

標　準

ワードプログラム時間
4Kブロックイレーズ時間
56Kブロック、64Kブロックイレーズ時間
イレーズ全アンロックブロック時間
ロックビットプログラム時間

µs

s

s

s

µs

規　格　値
項　目 最　大最　小 単位

160

6

8

8×n

400

標　準

交流電気的特性（VCC=5V±0.5V, Ta=0～60℃, f（fsys）=26MHz）

n：イレーズするブロック数

上記項目以外の規格値は、「付録9．M37911FGCHP電気的特性」を参照してください。

（2）M37911FGMHP

直流電気的特性（VCC=3.3V±0.3V, Ta=0～60℃, f（fsys）=26MHz）

12

0.2

0.3

0.3×n

20

VCC電源電流（プログラム時）
VCC電源電流（イレーズ時）

ICC1

ICC2

mA

mA

規　格　値
項　目 最　大最　小 単位記　号

54

54

標　準

ワードプログラム時間
4Kブロックイレーズ時間
56Kブロック、64Kブロックイレーズ時間
イレーズ全アンロックブロック時間
ロックビットプログラム時間

µs

s

s

s

µs

規　格　値
項　目 最　大最　小 単位

160

6

8

8×n

400

標　準

交流電気的特性（VCC=3.3V±0.3V, Ta=0～60℃, f（fsys）=26MHz）

n：イレーズするブロック数

上記項目以外の規格値は、「付録10．M37911FGMHP電気的特性」を参照してください。

12

0.2

0.3

0.3×n

20
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【CPU書き換えモード使用上の注意】

1．CPU書き換えモードでは、内蔵フラッシュメモリに対するオペコードフェッチができません。したがって、
書き換え制御プログラムは、内蔵フラッシュメモリ以外の領域に転送した後、その領域上で実行して
ください（図18.2.4参照）。
また、内蔵フラッシュメモリ以外の領域で実行するため、書き換え制御プログラム中の命令の記述（指定
番地、アドレッシングモードなど）に注意してください。

2．CPU書き換えモード中に割り込みが発生しないように、CPU書き換えモードを選択する前に、以下の
処理を実施してください。
　・割り込み禁止フラグ（I）＝1、又は割り込み優先レベル＝0002（割り込み禁止）にする

_______ _______

　・NMI端子にVCCレベルを印加する、又はNMI端子プルアップ選択ビット（9216番地のビット7）＝0に
_______

　　設定してNMI端子を開放する
特殊機能選択レジスタ2（6416番地）で監視タイマを禁止していない場合は、CPU書き換えモード中も、
監視タイマレジスタには定期的に書き込みを行い、監視タイマ割り込みが発生しないようにしてください。

3．コマンド及びデータの読み出し／書き込みは、16ビット単位で、ユーザROM領域内の偶数番地に対して
行ってください。

4．7FFFA016～7FFFAF16番地（ユーザROM領域）はシリアル及びパラレルライタ用の予約領域です。この領域
にはプログラムしないでください。

5．CPU書き換えモードの解除は、以下の処理を実行してから行ってください。
　・リードアレイコマンド実行、又はフラッシュメモリリセットビットの設定（図18.2.2参照）
　・“FF16”データが4バイト連続して配置されている内蔵フラッシュメモリ領域に対するダミー読み出し
　　実行（2回：4バイト分）
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18.3　シリアル入出力モード

シリアル入出力モードでは、（株）彗星電子システム製、又は（株）ワイ・ディ・シー製シリアルライタを使用
して、マイクロコンピュータを基板に実装した状態で、ユーザROM領域の内容を書き換えることができます。
シリアルライタについては、各メーカにお問い合わせください。また、シリアルライタの操作方法については、
シリアルライタのユーザーズマニュアルを参照してください。
なお、パラレル入出力モード（「18.4 パラレル入出力モード」参照）でブートROM領域の内容を書き換えた
場合、シリアル入出力モードは使用できなくなります。
また、7FFFA016～7FFFAF16番地（ユーザROM領域）はシリアル及びパラレルライタ用の予約領域です。この
領域にはプログラムしないでください。

18.3.1　端子の機能説明

表18.3.1にシリアル入出力モード時の端子の機能説明を、図18.3.1にシリアル入出力モード時の端子の
結線図を示します。
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VCCレベルを印加してください。
VSSレベルを印加してください。
VSSに接続してください。
抵抗（10kΩ～100kΩ程度）を介してVSSに接続してください。
BYTE端子（シリアル入出力モード時は使用しません）

リセット入力端子です（注1）。
XIN端子とXOUT端子の間にはセラミック共振子、又は水晶発振子を
接続してください。外部で生成したクロックを入力する場合は、XIN

端子から外部で生成したクロックを入力し、XOUT端子は開放して
ください。
VCCに接続、又は開放してください。
VCONT端子（シリアル入出力モード時は使用しません）

VCCに接続してください。
VSSに接続してください。
VREF端子（シリアル入出力モード時は使用しません）
入力ポート（シリアル入出力モード時は使用しません）

シリアルクロックの入力端子です。
シリアルデータの入出力端子です。この端子は、抵抗（1kΩ程度）を
介してVCCに接続してください。

BUSY信号の出力端子です。

入力ポート（シリアル入出力モード時は使用しません）

VCC

VSS

MD0
MD1
BYTE

____________

RESET
XIN

XOUT

_______

NMI
VCONT

AVCC

AVSS

VREF

P00～P07

P10～P17

P20～P27

P30～P33

P40、
P44～P47

P41

P42

P43

P50～P57

P60～P67

P70～P77

P80～P87

P100～P107

P110～P117

表18.3.1　シリアル入出力モード時の端子の機能説明

入　力
入　力
入　力

入　力
入　力

出　力

入　力

入　力
入　力
入　力
入　力
入　力
入　力

入　力
入出力

出　力
入　力
入　力
入　力
入　力
入　力
入　力

端子名 名　称 入出力 機　能

電源入力

MD0
MD1
外部データバス幅
切り替え入力
リセット入力
クロック入力

クロック出力

_______

NMI割り込み入力
フィルタ回路接続
アナログ電源入力

基準電圧入力
入力ポートP0
入力ポートP1
入力ポートP2
入力ポートP3
入力ポートP4

SCLK入力
SDA入出力

BUSY出力
入力ポートP5
入力ポートP6
入力ポートP7
入力ポートP8
入力ポートP10
入力ポートP11

注1．ユーザリセット信号がシリアル入出力モード中に“L”になる可能性のある場合は、ジャンパスイッチなどを
____________

使用してユーザリセット信号とRESET端子との結線を遮断してください（「18.3.2 シリアル入出力モード
使用時の制御端子処理例」参照）。

2．シリアル入出力モードで使用しない端子は、ユーザシステム上で必要に応じて接続してください。ユーザ
システムで使用しない端子については、「6.3 未使用端子の処理例」を参考に処理してください。
シリアル入出力モードで使用する端子については、「18.3.2 シリアル入出力モード使用時の制御端子処理例」
を参考に処理してください。
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図18.3.1　シリアル入出力モード時の端子の結線図（外形：100P6Q-A）

　＊：発振回路を接続
＊＊：VCCに接続、又は開放
 ：シリアルライタに接続
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18.3.2　シリアル入出力モード使用時の制御端子処理例

シリアル入出力モードでは、P41～P43、MD0、及びMD1端子が制御信号入出力端子になります。また、
_______

シリアル入出力モード中に割り込みが発生しないように、NMI端子を処理する必要があります。以下にこれら
____________

の端子、及びRESET端子の基板上での処理例を示します。

（1）制御信号がユーザシステム回路に影響しない場合

シリアル入出力モード時の制御信号が、ユーザシステム回路で使用されない、又はユーザシステム回路
_______

に影響しない場合は、図18.3.2に示すように結線できます。ただし、NMI端子をユーザシステム回路で
使用する場合は、図18.3.3、図18.3.4を参照してください。

図18.3.2　制御信号がユーザシステム回路に影響しない場合の端子処理例

M37911F

ユーザシステム基板

RESET

MD1

SDA(P42)

BUSY(P43)

SCLK(P41)

XIN XOUT

ユーザリセット信号（注）

未使用、又はユーザシステム回路へ

注． シリアル入出力モード中に“L”になる可能性のある場合は、ジャンパスイッチなどを使用して、 
 ユーザリセットとの結線を遮断してください。

VSS

VCC

MD0シリアル
　ライタへ

NMI 開放

＊：7911グループフラッシュメモリ内蔵版

＊
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（2）制御信号がユーザシステム回路に影響する場合

シリアル入出力モード時の制御信号をユーザシステム回路で使用している場合は、シリアル入出力モード
時、ユーザシステム回路との結線を遮断する必要があります。図18.3.3にジャンパスイッチを使用した
端子処理例を、図18.3.4にアナログスイッチを使用した端子処理例を示します。

図18.3.3　ジャンパスイッチを使用した端子処理例

M37911F

RESET

ユーザリセット信号（注）

ユーザシステム基板

ユーザシステム回路へ

MD1

SDA(P42)

BUSY(P43)

SCLK(P41)

XIN XOUT

NMI

VSS

VCC

MD0シリアル
　ライタへ

注． シリアル入出力モード中に“L”になる可能性のある場合は、ジャンパスイッチなどを使用して、 
 ユーザリセットとの結線を遮断してください。

＊：7911グループフラッシュメモリ内蔵版

＊

図18.3.4　アナログスイッチを使用した端子処理例

M37911F＊

RESET

ユーザリセット信号（注）
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ユーザシステム回路へ
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BUSY(P43)
SCLK(P41)

XIN XOUT

NMI
VSS
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MD0シリアル
　ライタへ

74HC4066

注． シリアル入出力モード中に“L”になる可能性のある場合は、ジャンパスイッチなどを使用して、 
 ユーザリセットとの結線を遮断してください。

＊：7911グループフラッシュメモリ内蔵版
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【シリアル入出力モード使用上の注意】

1．パラレル入出力モードでブートROM領域の内容を書き換えた場合、シリアル入出力モードは使用できなく
なります。

2．
_______ _______

シリアル入出力モードでは、NMI割り込みが発生しないよう、NMI端子をVCCに接続、又は開放してください
（「18.3.2 シリアル入出力モード使用時の制御端子処理例」参照）。

3．ユーザリセット信号がシリアル入出力モード中に“L”になる可能性のある場合は、ジャンパスイッチなどを
____________

使用してユーザリセット信号とRESET端子との結線を遮断してください（「18.3.2 シリアル入出力モード
使用時の制御端子処理例」参照）。

4．7FFFA016～7FFFAF16番地（ユーザROM領域）はシリアル及びパラレルライタ用の予約領域です。この領域
にはプログラムしないでください。
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18.4　パラレル入出力モード

パラレル入出力モードでは、（株）彗星電子システム製パラレルライタを使用して、ユーザROM領域及びブート
ROM領域（図18.1.2参照）の内容を書き換えることができます。パラレルライタについては、メーカにお問い
合わせください。また、パラレルライタの操作方法については、パラレルライタのユーザーズマニュアルを
参照してください。
パラレル入出力モード時、ブートROM領域は00000016～001FFF16番地（バイトアドレス）になります。
なお、パラレル入出力モードでブートROM領域の内容を書き換えた場合、シリアル入出力モード（「18.3
シリアル入出力モード」参照）は使用できなくなります。

※機能の詳細については、最新のデータシートを参照してください。
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【パラレル入出力モード使用上の注意】

1．パラレル入出力モードでブートROM領域の内容を書き換えた場合、シリアル入出力モード（「18.3 シリアル
入出力モード」参照）は使用できなくなります。

2．7FFFA016～7FFFAF16番地（ユーザROM領域：バイトアドレス）はシリアル及びパラレルライタ用の予約
領域です。この領域にはプログラムしないでください。

3．ブートROM領域を消去する場合は、ブロックイレーズコマンドを使用し、イレーズ全アンロックブロック
コマンドは使用しないでください。
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付録1．SFR領域のメモリ配置
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：読み出すとビットの状態が読み出せる。書き込んだ値は有効データになる。
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：書き込んだ値は有効データになる。ビットの状態は読み出せない。
：何も配置されていない。ビットの状態は読み出せない。書き込んだ値は無効になる。
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　“1”に固定してください。
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：読み出し時は常に“0”0

？ ：読み出し時は常に不定

：読み出し時は常に“1”1

リセット直後の状態

AA0 ：リセット直後は“0”
　“0”に固定してください。

AA
AA1 ：リセット直後は“1”

　“1”に固定してください。
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注1． 6016番地に対して書き込み命令を実行すると、監視タイマに“FFF16”が設定されます。書き込んだ値はどこにも
 残りません。
　2． 監視タイマには“FFF16”が設定されます（「第15章 監視タイマ」参照）。
　3． 6216番地に対して“5516”を書き込んだ後、各ビットに対して設定してください。
　4． 3.3V版では、ビット2は無効です（“0”又は“1”いずれでもよい）。
　5． 読み出すとビットの状態が読み出せます。“0”を書き込むと“0”になります。“1”を書き込んでも変化しません。
　6． パワーオンリセット時は“0”になります。ハードウエアリセット時、及びソフトウエアリセット時はリセット直前
 の値を保持します。
　7． 書き込み禁止。

AAAA

？

00

？
？

AA10 AAAA0
00

AAAA0
0 0

0

？
？

？
？

0

RW

UART1受信割り込み制御レジスタ

6016
6116
6216
6316
6416
6516
6616
6716
6816
6916

7016
7116
7216
7316
7416
7516
7616
7716
7816
7916
7A16
7B16
7C16
7D16
7E16
7F16

6B16
6C16
6D16
6E16
6F16

6A16

番地

A-D変換割り込み制御レジスタ

UART0送信割り込み制御レジスタ

UART1送信割り込み制御レジスタ

INT2割り込み制御レジスタ

監視タイマ周波数選択レジスタ

レジスタ名

監視タイマレジスタ

タイマA0割り込み制御レジスタ

タイマA2割り込み制御レジスタ
タイマA3割り込み制御レジスタ
タイマA4割り込み制御レジスタ

タイマB1割り込み制御レジスタ
タイマB2割り込み制御レジスタ

INT0割り込み制御レジスタ

b7 b0 b7

UART0受信割り込み制御レジスタ

タイマA1割り込み制御レジスタ

タイマB0割り込み制御レジスタ

INT1割り込み制御レジスタ

INT4割り込み制御レジスタ

アクセス特性

RW

RW

（注1）

RW
RW
RW
RW

RW
RW
RW
RW
RW

RW

RW

RW

RW

b0
リセット直後の状態

？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？

？
？
？

？（注2）
0

0 0 0 0
0 0 0 0
？ 0 0 0
0 0 0 0
0 0 0 0
0 0 0 0
0 0 0 0
0 0 0 0
0 0 0 0
0 0 0 0
0 0 0 0
0 0 0 0
0 0 0 0
0 0 0 0
0 0 0 0
0 0 0 0
0 0 0 0
0 0 0 0

0 0
0 0
0 0

RW

RW
RW

INT3割り込み制御レジスタ

？
？

？

特殊機能選択レジスタ0

特殊機能選択レジスタ1 0 （注6）（注5）RWRW
RW 0

（注7）
特殊機能選択レジスタ2

RWRW

RWRW 00

0
0

0
0

RW

？
？

（注7）
（注7）
（注7）
（注7）
（注7）
（注7）
（注7）
（注7）

（注3､4）
？

：読み出すとビットの状態が読み出せる。書き込んだ値は有効データになる。
：読み出すとビットの状態が読み出せる。書き込んだ値は無効になる。
：書き込んだ値は有効データになる。ビットの状態は読み出せない。
：何も配置されていない。ビットの状態は読み出せない。書き込んだ値は無効になる。

RW
RO
WO

アクセス特性

 0
 1
？

：リセット直後は“0”
：リセット直後は“1”
：リセット直後は不定

：読み出し時は常に“0”0

？ ：読み出し時は常に不定

：読み出し時は常に“1”1

リセット直後の状態

AA0 ：リセット直後は“0”
　“0”に固定してください。

AA
AA1 ：リセット直後は“1”

　“1”に固定してください。
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リセット直後の状態

？

0
AA
AA
AA
AA

AA
AA
AA
AA0

RO

RWRWRW
RO

AA
AA
AA
AA0

RW(注3)

0

？

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

1

1

1

RW

RW

0

0

0

？

？
10 1 1 1 1 0

0 00 0 0 1 0
00 0 0 0 0
0 00 0 0 1 0
00 0 0 0 0

00 0 0 0 0 1
0(注1) 1 0 1 08016

8116
8216
8316
8416
8516
8616
8716
8816
8916

9016
9116
9216
9316
9416
9516
9616
9716
9816
9916
9A16
9B16
9C16
9D16
9E16
9F16

8B16
8C16
8D16
8E16
8F16

8A16

番地

CS0制御レジスタH

レジスタ名

CS0制御レジスタL
b7 b0 b7

注1． MD0端子にVSSレベルを印加しているときは“0”、VCCレベルを印加しているときは“1”になります。
　2． BYTE端子にVSSレベルを印加しているときは“0”、VCCレベルを印加しているときは“1”になります。
　3． “0”を書くと“1”になります。“1”を書いても変化しません。これらのビットを“1”にする場合は、対応する
 ビットに“0”を書き込んでください。
　4． 書き込み禁止。
　5． フラッシュメモリ内蔵版（「第18章 フラッシュメモリ内蔵版」参照）にだけ配置されています。
 マスクROM内蔵版、ROM外付け版では書き込み禁止です。
　6． MD1＝VSSレベル時、このビットの内容は無効です（“0”又は“1”いずれでもよい）。

アクセス特性

RW
RW

b0

RW

RW

？

？

CS1制御レジスタH

CS1制御レジスタL

CS2制御レジスタH

CS2制御レジスタL

CS3制御レジスタH

CS3制御レジスタL

CS0領域先頭アドレスレジスタ

CS1領域先頭アドレスレジスタ

CS2領域先頭アドレスレジスタ

CS3領域先頭アドレスレジスタ

RWRWRORWRW

RW

RW

RW

RW

RW

0 00 0 0 1 0
00 0 0 0 0 0

00 0 0 0 0 0

？
00 0 0 0 0 0

？
00 0 0 0 0 0

？

？

？
？

？

(注2)

RW

RW

（注4）
（注4）

フラッシュメモリ制御レジスタ 00 0 0 00 1RO

RW

RW

RW

RW

000 0 0

0000 0 0

00

ポート機能制御レジスタ

外部割り込み入力制御レジスタ

外部割り込み入力読み出しレジスタ

D-A制御レジスタ0

D-Aレジスタ0

D-Aレジスタ1

D-Aレジスタ2

RW

RW

RW
RW
RW

RW

0016

0016

0016

RW

0RW

D-A制御レジスタ1 RWRWRWRWRWRW 0 0 0000 0 0

(注6) RO RWRWRWRO

？0 0
0 0 000

（注5）

：読み出すとビットの状態が読み出せる。書き込んだ値は有効データになる。
：読み出すとビットの状態が読み出せる。書き込んだ値は無効になる。
：書き込んだ値は有効データになる。ビットの状態は読み出せない。
：何も配置されていない。ビットの状態は読み出せない。書き込んだ値は無効になる。

RW
RO
WO

アクセス特性

 0
 1
？

：リセット直後は“0”
：リセット直後は“1”
：リセット直後は不定

：読み出し時は常に“0”0

？ ：読み出し時は常に不定

：読み出し時は常に“1”1

リセット直後の状態

AA0 ：リセット直後は“0”
　“0”に固定してください。

AA
AA1 ：リセット直後は“1”

　“1”に固定してください。
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AA
AA
AA
AA

AAA
AAA
AAA
AAA

0 00

？

？

0

？

？
0 00 0 0 0 0
？

0 0A016
A116
A216
A316
A416
A516
A616
A716
A816
A916

B016
B116
B216
B316
B416
B516
B616
B716
B816
B916
BA16
BB16
BC16
BD16
BE16
BF16

AB16
AC16
AD16
AE16
AF16

AA16

番地 レジスタ名

リアルタイム出力制御レジスタ
b7 b0 b7

アクセス特性

WO

b0
リセット直後の状態

パルス出力データレジスタ0

パルス出力データレジスタ1

シリアルI/O端子制御レジスタ

RW

WO

RW

？

？

0
？
？
？
？

？

？
？
？
？
？
？

？
？

？

？

注 1．書き込み禁止。
 2．これらのビットはリセット後、1回だけ変更できます。

（注1）

0 0000

？

RWRWRW

？
？
？
？
？
？

クロック制御レジスタ0 RW RW RORW(注2)
クロック制御レジスタ1 RW RWRWRWRW 0 000 0

0016

（注1）

（注1）
（注1）

RWRW

：読み出すとビットの状態が読み出せる。書き込んだ値は有効データになる。
：読み出すとビットの状態が読み出せる。書き込んだ値は無効になる。
：書き込んだ値は有効データになる。ビットの状態は読み出せない。
：何も配置されていない。ビットの状態は読み出せない。書き込んだ値は無効になる。

RW
RO
WO

アクセス特性

 0
 1
？

：リセット直後は“0”
：リセット直後は“1”
：リセット直後は不定

：読み出し時は常に“0”0

？ ：読み出し時は常に不定

：読み出し時は常に“1”1

リセット直後の状態

AA0 ：リセット直後は“0”
　“0”に固定してください。

AA
AA1 ：リセット直後は“1”

　“1”に固定してください。
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：読み出すとビットの状態が読み出せる。書き込んだ値は有効データになる。
：読み出すとビットの状態が読み出せる。書き込んだ値は無効になる。
：書き込んだ値は有効データになる。ビットの状態は読み出せない。
：何も配置されていない。ビットの状態は読み出せない。書き込んだ値は無効になる。

RW
RO
WO

アクセス特性

 0
 1
？

：リセット直後は“0”
：リセット直後は“1”
：リセット直後は不定

：読み出し時は常に“0”0

？ ：読み出し時は常に不定

：読み出し時は常に“1”1

リセット直後の状態

AA0 ：リセット直後は“0”
　“0”に固定してください。

AA
AA1 ：リセット直後は“1”

　“1”に固定してください。

？

？
？

？

？
？

？
？
？
？
？
？

？
？
？
？
？
？

？
？

？

？
？
？
？
？

？
？

？

（注1）
（注1）

C016
C116
C216
C316
C416
C516
C616
C716
C816
E916

F016
F116
F216
F316
F416
F516
F616
F716
F816
F916
FA16
FB16
FC16
FD16
FE16
FF16

EB16
EC16
ED16
EE16
EF16

EA16

番地 レジスタ名
b7 b0 b7

アクセス特性
b0

リセット直後の状態

注 1．書き込み禁止。

（注1）
（注1）

？

？
？
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SFR領域に配置されている、制御レジスタのレジスタ構成を以下に示します。
レジスタ構成は次のように参照してください。

XXXレジスタ【XX 16番地】

0

1

2

3

4

5

6

7

ビット名ビット 機　能 リセット時 R/W

・・・選択ビット

・・・選択ビット

・・・フラグ

“0”に固定してください

・・・モードでは無効

何も配置されていない

読み出し時の値は“0”

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0：・・・
1：・・・

＊1 空白 ：用途に応じて“0”又は“1”を設定してください。
0 ：書き込み時は“0”にしてください。
1 ：書き込み時は“1”にしてください。
X ：特定のモード又は状態で、使用しないビット。“0”又は“1”いずれでもよい。

：何も配置されていない。

＊2 0 ：リセット直後“0”になる。
1 ：リセット直後“1”になる。
不定 ：リセット直後、不定になる。

＊3 RW ：読み出すとビットの状態が読み出せる。
書き込んだ値は有効データになる。

RO ：読み出すとビットの状態が読み出せる。
書き込んだ値は無効になる。したがって、書き込む値は“0”又は“1”いずれでもよい。

WO ：書き込んだ値は有効データになる。
ビットの状態は読み出せない。読み出し時の値は不定。
ただし、機能欄又は注に「読み出し時の値は“0”」と書いてあるビットは、読み出し時の
値が必ず“0”になる（上図＊5参照）。

－ ：ビットの状態は読み出せない。読み出し時の値は不定。
ただし、機能欄又は注に「読み出し時の値は“0”」と書いてあるビットは、読み出し時の
値が必ず“0”になる（上図＊6参照）。
書き込んだ値は無効になる。したがって、書き込む値は“0”又は“1”いずれでもよい。

＊4 各ビットの参照ページ。

0：・・・
1：・・・
読み出し時の値は“0”

0X

0 0：・・・
0 1：・・・
1 0：・・・
1 1：・・・

b2 b1

＊ 1＊2

＊4＊5

不定

0

0

0

0

0

不定

0

＊6

WO

RW

RW

RO

RW

RW

－

－

＊3

参照先

3-10

3-11

2-6
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ビット名ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

ポートPiレジスタ（i＝0～8、10、11）
【216、316、616、716、A16、B16、E16、F16、1216、1616、1716番地】

機　能 リセット時 R/W

ポートPi0端子

ポートPi1端子

ポートPi2端子

ポートPi3端子

ポートPi4端子

ポートPi5端子

ポートPi6端子

ポートPi7端子

不定

不定

不定

不定

不定

不定

不定

不定

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

注．ポートP3レジスタのビット4～7には何も配置されていません。また、読み出し時の値は“0”です。

ビット名ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

ポートPi方向レジスタ（i＝0～8、10、11）
【416、516、816、916、C16、D16、1016、1116、1416、1816、1916番地】

機　能 リセット時 R/W

ポートPi0方向レジスタ

ポートPi1方向レジスタ

ポートPi2方向レジスタ

ポートPi3方向レジスタ

ポートPi4方向レジスタ

ポートPi5方向レジスタ

ポートPi6方向レジスタ

ポートPi7方向レジスタ

0

0

0

0

0

0

0

0

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

注．ポートP3方向レジスタのビット4～7には何も配置されていません。また、読み出し時の値は“0”です。

対応ビットの読み出し及び書き込みで、対応する
端子のデータ入出力を行う

　0：Lレベル
　1：Hレベル

0：入力モード（入力ポートとして機能）
1：出力モード（出力ポートとして機能）

参照先

6-4

参照先

6-3

ポートP5
8-7
9-8
11-6

ポートP6
7-16
9-8
10-6

ポートP7
7-16
13-10

ポートP8
7-16
12-18
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RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW
（注7）

RW

注1．単掃引モード、及び繰り返し掃引モードでは無効です（“0”又は“1”いずれでもよい）。
2．

_______

AN4端子を使用するときは、INT3端子選択ビット（9416番地のビット5）＝0にしてください。
3．

_______

AN5端子を使用するときは、INT4端子選択ビット（9416番地のビット6）＝0にしてください。
4．AN6端子を使用するときは、D-A0出力許可ビット（9616番地のビット0）＝0（出力禁止）にしてください。
5．

_______

AN7端子を使用するときは、INT2端子選択ビット（9416番地のビット4）＝0、D-A1出力許可ビット（9616番地のビット1）＝0に
してください。外部トリガ選択時は、AN7端子をアナログ入力端子として使用できません。

6．
_______

外部トリガを使用するときは、INT2端子選択ビット（9416番地のビット4）＝0、D-A1出力許可ビット（9616番地のビット1）＝0
にしてください。

7．このビットへの書き込みには、MOVM(MOVMB）命令、又はSTA（STAB, STAD）命令を使用してください。
8．A-D制御レジスタ0の各ビットに対する書き込みは、A-D変換器の動作モードに関係なく、A-D変換器停止時に行ってください
（ビット6への“0”書き込みを除く）。

0

1

2

3

4

5

6

7

ビット名ビット

A-D制御レジスタ0【1E16番地】

機　能 リセット時 R/W

アナログ入力端子選択ビット
（単発モード、繰り返しモード時
有効） （注1）

A-D動作モード選択ビット

トリガ選択ビット

A-D変換開始フラグ

A-D変換周波数（φAD）選択フラグ0

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0 0 0：AN0を選択
0 0 1：AN1を選択
0 1 0：AN2を選択
0 1 1：AN3を選択
1 0 0：AN4を選択 （注2）
1 0 1：AN5を選択 （注3）
1 1 0：AN6を選択 （注4）
1 1 1：AN7を選択 （注5）

b2 b1b0

0 0：単発モード
0 1：繰り返しモード
1 0：単掃引モード
1 1：繰り返し掃引モード

b4 b3

0：内部トリガ
1：外部トリガ （注6）

0：A-D変換停止
1：A-D変換開始

表13.2.1参照

不定

不定

不定

0

0

0

0

0

参照先

13-6
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0

1

2

3

4

5

6

7

注1．単発モード、及び繰り返しモードでは無効です（“0”又は“1”いずれでもよい）。
2．

_______

AN4端子を使用するときは、INT3端子選択ビット（9416番地のビット5）＝0にしてください。
3．

_______

AN5端子を使用するときは、INT4端子選択ビット（9416番地のビット6）＝0にしてください。
4．AN6端子を使用するときは、D-A0出力許可ビット（9616番地のビット0）＝0（出力禁止）にしてください。
5．

_______

AN7端子を使用するときは、INT2端子選択ビット（9416番地のビット4）＝0、D-A1出力許可ビット（9616番地のビット1）＝0に
してください。外部トリガ選択時は、AN7端子をアナログ入力端子として使用できません。

6．このビットはA-D変換器を使用する場合のみ有効です。
このビットを“1”から“0”にしたときは、1μs以上経過した後に、A-D変換を開始させてください。

7．A-D制御レジスタ1の各ビットに対する書き込みは、A-D変換器の動作モードに関係なく、A-D変換器停止時に行ってください。

1

1

0

0

0

0

0

0

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

－

ビット名ビット

A-D制御レジスタ1【1F16番地】

機　能 リセット時 R/W

A-D掃引端子選択ビット
（単掃引モード、繰り返し掃引モード
時有効） （注1）

“0”に固定してください

分解能選択ビット

A-D変換周波数（φAD）選択フラグ1

外部トリガ極性選択ビット
（外部トリガ選択時有効）

VREF接続選択ビット （注6）

読み出し時の値は“0”

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0 0：AN0、AN1（2端子）
0 1：AN0～AN3（4端子）
1 0：AN0～AN5（6端子） （注2、3）
1 1：AN0～AN7（8端子） （注2、3、4、5）

b1 b0

0：8ビットモード
1：10ビットモード

表13.2.1参照

0

_________

0：ADTRG端子への入力信号の立ち下がり_________

1：ADTRG端子への入力信号の立ち上がり

0：VREF接続
1：VREF切断

参照先

13-6
13-7

13-7
17-9
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不定

0

RO

－

ビット

7～0

15～8

機　能 リセット時 R/W

A-D変換結果を読み出す

読み出し時の値は“0”

b0b7

A-Dレジスタ0【2116、2016 番地】
A-Dレジスタ1【2316、2216 番地】
A-Dレジスタ2【2516、2416 番地】
A-Dレジスタ3【2716、2616 番地】
A-Dレジスタ4【2916、2816 番地】
A-Dレジスタ5【2B16、2A16番地】
A-Dレジスタ6【2D16、2C16番地】
A-Dレジスタ7【2F16、2E16番地】

b0b7
（b15） （b8）

■分解能8ビットモード時

不定

0

RO

－

ビット

9～0

15～10

機　能 リセット時 R/W

A-D変換結果を読み出す

読み出し時の値は“0”

b0b7

A-Dレジスタ0【2116、2016 番地】
A-Dレジスタ1【2316、2216 番地】
A-Dレジスタ2【2516、2416 番地】
A-Dレジスタ3【2716、2616 番地】
A-Dレジスタ4【2916、2816 番地】
A-Dレジスタ5【2B16、2A16番地】
A-Dレジスタ6【2D16、2C16番地】
A-Dレジスタ7【2F16、2E16番地】

b0b7
（b15） （b8）

■分解能10ビットモード時

参照先

13-8

参照先

13-8
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UART0送信バッファレジスタ【3316、3216 番地】
UART1送信バッファレジスタ【3B16、3A16番地】

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

2

3

4

5

6

7

ビット名ビット

UART0送受信モードレジスタ【3016番地】
UART1送受信モードレジスタ【3816番地】

機　能 リセット時 R/W

シリアルI/Oモード選択ビット

内／外部クロック選択ビット

ストップビット長選択ビット
（UARTモード時有効） （注）
パリティ奇／偶選択ビット
（UARTモードでパリティ許可
ビットが“1”の時有効）（注）
パリティ許可ビット
（UARTモード時有効） （注）

スリープ選択ビット
（UARTモード時有効） （注）

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

注．クロック同期形シリアルI/Oモード時、ビット4～6は無効です（“0”又は“1”いずれでもよい）。
　　また、ビット7は“0”に固定してください。

0 0 0：シリアルI/Oは無効（P8はプログラマブル　
　　 入出力ポートとして機能）
0 0 1：クロック同期形シリアルI/Oモード
0 1 0：
0 1 1：
1 0 0：UARTモード（転送データ長7ビット）
1 0 1：UARTモード（転送データ長8ビット）
1 1 0：UARTモード（転送データ長9ビット）
1 1 1：選択禁止

b2 b1b0

0：内部クロック
1：外部クロック

0：1ストップビット
1：2ストップビット

0：奇数パリティ
1：偶数パリティ

0：パリティ禁止
1：パリティ許可

0：スリープモード解除（無効）
1：スリープモード選択

不定7～0

ビット

UART0転送速度レジスタ（BRG0）【3116番地】
UART1転送速度レジスタ（BRG1）【3916番地】

機　能 リセット時 R/W

0016～FF16を設定可能
設定値をnとすると、BRGiはカウントソースをn＋1分周する

WO

b0

注．このレジスタへの書き込みは、送受信停止中に行ってください。また、このレジスタへの書き込みにはMOVM（MOVMB）命令、
又はSTA（STAB, STAD）命令を使用してください。

b7

8～0

15～9

ビット 機　能 リセット時 R/W

b0

注．このレジスタへの書き込みにはMOVM（MOVMB）命令、又はSTA（STAB, STAD）命令を使用してください。

b7b0b7
（b15） （b8）

選択禁止

送信データを設定

何も配置されていない

不定

不定

WO

－

参照先

12-5

参照先

12-14

参照先

12-11
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UART0送受信制御レジスタ1【3516 番地】
UART1送受信制御レジスタ1【3D16番地】

0

1

2

3

4

5

6

7

ビット名ビット 機　能 リセット時 R/W

送信許可ビット

送信バッファ空フラグ

受信許可ビット

受信完了フラグ

オーバランエラーフラグ

フレーミングエラーフラグ
（UARTモード時有効） （注）

パリティエラーフラグ
（UARTモード時有効） （注）

エラーサムフラグ
（UARTモード時有効） （注）

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0：受信禁止
1：受信許可

0：受信バッファレジスタにデータなし
1：受信バッファレジスタにデータあり

注．クロック同期形シリアルI/Oモード時、ビット5～7は無効です。

0：送信禁止
1：送信許可

0：送信バッファレジスタにデータあり
1：送信バッファレジスタにデータなし

0：パリティエラーなし
1：パリティエラー発生

0：エラーなし
1：エラー発生

0：オーバランエラーなし
1：オーバランエラー発生

0：フレーミングエラーなし
1：フレーミングエラー発生

0

1

0

0

0

0

0

0

RW

RO

RW

RO

RO

RO

RO

RO

UART0送受信制御レジスタ0【3416 番地】
UART1送受信制御レジスタ0【3C16番地】

0

1

2

3

4

5

6

7

ビット名ビット 機　能 リセット時 R/W

BRGカウントソース選択ビット

_______ _______

CTS/RTS機能選択ビット
　　　　　　　 （注1）

送信レジスタ空フラグ

_______ _______

CTS/RTS許可ビット

UARTi受信割り込みモード
選択ビット

CLK極性選択ビット
（クロック同期形シリアルI/O
モード時使用） （注2）

転送フォーマット選択ビット
（クロック同期形シリアルI/O
モード時使用） （注2）

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0 0：f2
0 1：f16
1 0：f64
1 1：f512

b1 b0

_______

0：CTS機能を選択_______

1：RTS機能を選択

0：送信レジスタにデータあり（送信中）
1：送信レジスタにデータなし（送信完了）

0：LSB（最下位ビット）ファースト
1：MSB（最上位ビット）ファースト

_______ _______

0：CTS/RTS機能許可_______ _______

1：CTS/RTS機能禁止

0：受信割り込み
1：受信エラー割り込み

0：転送クロックの立ち下がりで送信データ出力、
立ち上がりで受信データ入力
非転送時、CLKi端子は“H”レベル

1：転送クロックの立ち上がりで送信データ出力、
立ち下がりで受信データ入力
非転送時、CLKi端子は“L”レベル

注1．
_______ _______ ________ ________

CTS/RTS許可ビット（ビット4）が“0”、かつCTSi/RTSi分離選択ビット（AC16番地のビット0又は1）が“0”のとき有効。
2．UARTモード時、及びシリアルI/Oが無効のときは“0”に固定してください。

0

0

0

1

0

0

0

0

RW

RW

RW

RO

RW

RW

RW

RW

参照先

12-7

参照先

12-9
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UART0受信バッファレジスタ【3716、3616 番地】
UART1受信バッファレジスタ【3F16、3E16番地】

不定

0

8～0

15～9

ビット 機　能 リセット時 R/W

受信データを読み出す

読み出し時の値は“0”

RO

－

b0b7b0b7
（b15） （b8）

参照先

12-13



付録 付録2．制御レジスタ一覧

7911グループユーザーズマニュアル 19-17

WO

WO

WO

WO

WO

－

RW

0

0

0

0

0

不定

0

ビット名ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

カウント開始フラグ【4016番地】

機　能 リセット時 R/W

タイマA0カウント開始フラグ

タイマA1カウント開始フラグ

タイマA2カウント開始フラグ

タイマA3カウント開始フラグ

タイマA4カウント開始フラグ

タイマB0カウント開始フラグ

タイマB1カウント開始フラグ

タイマB2カウント開始フラグ

0

0

0

0

0

0

0

0

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0：カウント停止
1：カウント開始

ビット名ビット

0

1

2

3

4

6、5

7

ワンショット開始フラグ【4216番地】

機　能 リセット時 R/W

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

1：ワンショットパルス出力開始
　（内部トリガ選択時有効）
読み出し時の値は“0”

ビット名ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

アップダウンフラグ【4416番地】

機　能 リセット時 R/W

タイマA0アップダウンフラグ

タイマA1アップダウンフラグ

タイマA2アップダウンフラグ

タイマA3アップダウンフラグ

タイマA4アップダウンフラグ

タイマA2二相パルス信号処理
機能選択ビット

タイマA3二相パルス信号処理
機能選択ビット

タイマA4二相パルス信号処理
機能選択ビット

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0：ダウンカウント
1：アップカウント

アップ／ダウン切り替え要因にアップダウンフラグ
の内容を選択すると有効になる

0：二相パルス信号処理機能禁止
1：二相パルス信号処理機能許可

二相パルス信号処理機能を使用しない場合は必ず
“0”にしてください
読み出し時の値は“0”

0

0

0

0

0

0

0

0

RW

RW

RW

RW

RW

WO
（注）

WO
（注）

WO
（注）

注．ビット5～7への書き込みにはMOVM（MOVMB）命令、又はSTA（STAB, STAD）命令を使用してください。

0

タイマA0ワンショット開始フラグ

タイマA1ワンショット開始フラグ

タイマA2ワンショット開始フラグ

タイマA3ワンショット開始フラグ

タイマA4ワンショット開始フラグ

何も配置されていない

“0”に固定してください　

参照先

9-6

10-4

参照先

9-30

参照先

9-22

9-23
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タイマA0レジスタ【4716、4616 番地】
タイマA1レジスタ【4916、4816 番地】
タイマA2レジスタ【4B16、4A16番地】
タイマA3レジスタ【4D16、4C16番地】
タイマA4レジスタ【4F16、4E16番地】

不定15～0

ビット 機　能 リセット時 R/W

動作モードによって機能が異なる RW

b0b7b0b7
（b15） （b8）

ビット名ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

タイマAiモードレジスタ（i＝0～4）【5616～ 5A16番地】

機　能 リセット時 R/W

動作モード選択ビット

動作モードによって機能が異なる

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0 0：タイマモード
0 1：イベントカウンタモード
1 0：ワンショットパルスモード
1 1：パルス幅変調（PWM）モード

b1 b0 0

0

0

0

0

0

0

0

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

注．このレジスタの読み出し、及び書き込みは、16ビット単位で行ってください。

ビット名ビット

0

1

7～2

タイマAクロック分周指定レジスタ【4516番地】

機　能 リセット時 R/W

タイマAクロック分周指定ビット

読み出し時の値は“0”

0

0

0

RW

RW

－

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

表9.2.3参照

参照先

9-5

参照先

9-6

参照先

9-4
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タイマA0レジスタ【4716、4616 番地】
タイマA1レジスタ【4916、4816 番地】
タイマA2レジスタ【4B16、4A16番地】
タイマA3レジスタ【4D16、4C16番地】
タイマA4レジスタ【4F16、4E16番地】

不定15～0

ビット 機　能 リセット時 R/W

000016～FFFF16を設定可能
設定値をnとすると、カウンタはカウントソースをn＋1分周する
読み出し時はカウンタの値を読み出す

RW

b0b7b0b7
（b15） （b8）

ビット名ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

タイマAiモードレジスタ（i＝0～4）【5616～5A16番地】

機　能 リセット時 R/W

動作モード選択ビット

パルス出力機能選択ビット

ゲート機能選択ビット

タイマモードでは“0”に固定してください

カウントソース選択ビット

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0 0：タイマモード
b1 b0

■タイマモード

0 0

0 0：
0 1：

1 0：ゲート機能あり
　　（TAiIN端子の入力信号が“L”レベルの期間だけ

カウンタはカウントを行う）
1 1：ゲート機能あり
　　（TAiIN端子の入力信号が“H”レベルの期間だけ

カウンタはカウントを行う）

b4 b3

0：パルス出力なし
（TAiOUT端子はプログラマブル入出力ポートと
して機能）

1：パルス出力あり
（TAiOUT端子はパルス出力端子として機能）（注）

ゲート機能なし
（TAiIN端子はプログラマブル入出力
ポートとして機能）

0

0

0

0

0

0

0

0

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

表9.2.3参照

0

注．このレジスタの読み出し、及び書き込みは、16ビット単位で行ってください。

____ ____

注．TA2OUT、TA3OUT端子をパルス出力端子として機能させるときは、共用となっているキー入力割り込み端子（KI0、KI2端子）を選択
しないでください（「第8章 キー入力割り込み」参照）。

参照先

9-10

9-14

9-13

9-5

参照先

9-10
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■イベントカウンタモード

注．このレジスタの読み出し、及び書き込みは、16ビット単位で行ってください。

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

0

0

0

0

0

0

0

0

不定15～0

ビット 機　能 リセット時 R/W

000016～FFFF16を設定可能
設定値をnとすると、ダウンカウント時カウンタはカウントソースをn＋1分周する
アップカウント時はカウントソースをFFFF16－n＋1分周する
読み出し時はカウンタの値を読み出す

RW

b0b7

タイマA0レジスタ【4716、4616 番地】
タイマA1レジスタ【4916、4816 番地】
タイマA2レジスタ【4B16、4A16番地】
タイマA3レジスタ【4D16、4C16番地】
タイマA4レジスタ【4F16、4E16番地】

b0b7
（b15） （b8）

ビット名ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

タイマAiモードレジスタ（i＝0～4）【5616～ 5A16番地】

機　能 リセット時 R/W

動作モード選択ビット

パルス出力機能選択ビット

カウント極性選択ビット

アップ／ダウン切り替え要因
選択ビット

イベントカウンタモードでは“0”に固定してください

イベントカウンタモードでは無効

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0 1：イベントカウンタモード
b1 b0

0 1

0：パルス出力なし
（TAiOUT端子はプログラマブル入出力ポートと
して機能）

1：パルス出力あり
（TAiOUT端子はパルス出力端子として機能）（注）

X：“0”又は“1”いずれでもよい。
____ ____

注．TA2OUT、TA3OUT端子をパルス出力端子として機能させるときは、共用となっているキー入力割り込み端子（KI0、KI2端子）を選択
しないでください（「第8章 キー入力割り込み」参照）。

X X 0

0：外部信号の立ち下がりをカウント
1：外部信号の立ち上がりをカウント

0：アップダウンフラグの内容
1：TAiOUT端子の入力信号

参照先

9-18

9-23

9-18

9-22

参照先

9-18
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RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

ビット名ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

タイマAiモードレジスタ（i＝0～4）【5616～5A16番地】

機　能 リセット時 R/W

動作モード選択ビット

ワンショットパルスモードでは“1”に固定してください

トリガ選択ビット

ワンショットパルスモードでは“0”に固定してください

カウントソース選択ビット

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

1 0：ワンショットパルスモード
b1 b0

1 00

0 0：
0 1：

1 0：TAiIN端子の入力信号の立ち下がり
1 1：TAiIN端子の入力信号の立ち上がり

b4 b3 ワンショット開始フラグへの“1”書き込み
（TAiIN端子はプログラマブル入出力ポート
として機能）

1

0

0

0

0

0

0

0

0

表9.2.3参照

不定15～0

ビット 機　能 リセット時 R/W

000016～FFFF16を設定可能
設定値をnとすると、TAiOUT端子から出力するワンショットパルスの“H”レベル幅は

　  となる

WO

b0b7

タイマA0レジスタ【4716、4616 番地】
タイマA1レジスタ【4916、4816 番地】
タイマA2レジスタ【4B16、4A16番地】
タイマA3レジスタ【4D16、4C16番地】
タイマA4レジスタ【4F16、4E16番地】

b0b7
（b15） （b8）

■ワンショットパルスモード

fi：カウントソースの周波数
注．このレジスタへの書き込みはMOVM命令、又はSTA（STAD）命令を使用し、16ビット単位で行ってください。

n
fi

参照先

9-27

9-30

9-5

参照先

9-27
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RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

ビット名ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

タイマAiモードレジスタ（i＝0～4）【5616～ 5A16番地】

機　能 リセット時 R/W

動作モード選択ビット

PWMモードでは“1”に固定してください

トリガ選択ビット

16/8ビットPWMモード
選択ビット

カウントソース選択ビット

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

1 1：PWMモード
b1 b0

1 1

0 0：
0 1：

1 0：TAiIN端子の入力信号の立ち下がり
1 1：TAiIN端子の入力信号の立ち上がり

b4 b3 カウント開始フラグへの“1”書き込み
（TAiIN端子はプログラマブル入出力ポート
として機能）

1

0：16ビットパルス幅変調器として動作
1：8ビットパルス幅変調器として動作

0

0

0

0

0

0

0

0

表9.2.3参照

タイマA0レジスタ【4716、4616 番地】
タイマA1レジスタ【4916、4816 番地】
タイマA2レジスタ【4B16、4A16番地】
タイマA3レジスタ【4D16、4C16番地】
タイマA4レジスタ【4F16、4E16番地】

不定15～0

ビット 機　能 リセット時 R/W

000016～FFFE16を設定可能
設定値をnとすると、TAiOUT端子から出力するPWMパルスの“H”レベル幅は

　  となる（PWMパルスの周期は　　　　）

WO

b0b7b0b7
（b15） （b8）

■パルス幅変調（PWM）モード

fi：カウントソースの周波数
注．このレジスタへの書き込みはMOVM命令、又はSTA（STAD）命令を使用し、16ビット単位で行ってください。

n
fi

216－1
fi

《16ビットパルス幅変調器として動作しているとき》

タイマA0レジスタ【4716、4616 番地】
タイマA1レジスタ【4916、4816 番地】
タイマA2レジスタ【4B16、4A16番地】
タイマA3レジスタ【4D16、4C16番地】
タイマA4レジスタ【4F16、4E16番地】

不定

不定

7～0

15～8

ビット 機　能 リセット時 R/W

0016～FF16を設定可能
設定値をmとすると、TAiOUT端子から出力するPWMパルスの周期は

　 　　　　　　　となる

WO

WO

b0b7b0b7
（b15） （b8）

（m＋1）（28－ 1）
fi

《8ビットパルス幅変調器として動作しているとき》

0016～FE16を設定可能
設定値をnとすると、TAiOUT端子から出力するPWMパルスの“H”レベル幅は

　 　　　　となる
n（m＋1）

fi
fi：カウントソースの周波数
注．このレジスタへの書き込みはMOVM命令、又はSTA（STAD）命令を使用し、16ビット単位で行ってください。

参照先

9-35

参照先

9-35

参照先

9-35

9-38

9-39

9-5
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不定15～0

ビット 機　能 リセット時 R/W

動作モードによって機能が異なる RW

タイマB0レジスタ【5116、5016 番地】
タイマB1レジスタ【5316、5216 番地】
タイマB2レジスタ【5516、5416 番地】

b0b7b0b7
（b15） （b8）

注．このレジスタの読み出し、及び書き込みは、16ビット単位で行ってください。

ビット名ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

タイマBiモードレジスタ（i＝0～2）【5B16～ 5D16番地】

機　能 リセット時 R/W

動作モード選択ビット

動作モードによって機能が異なる

何も配置されていない

動作モードによって機能が異なる

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0 0：タイマモード
0 1：イベントカウンタモード
1 0：パルス周期測定／パルス幅測定モード
1 1：選択禁止

b1 b0

注．タイマモード及びイベントカウンタモード時、ビット5は無効で読み出し時の値は不定です。

0

0

0

0

不定

不定

0

0

RW

RW

RW

RW

－

RO
（注）

RW

RW

参照先

10-4

参照先

10-3
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不定15～0

ビット 機　能 リセット時 R/W

000016～FFFF16を設定可能
設定値をnとすると、カウンタはカウントソースをn＋1分周する
読み出し時はカウンタの値を読み出す

RW

b0b7b0b7
（b15） （b8）

■タイマモード

タイマB0レジスタ【5116、5016 番地】
タイマB1レジスタ【5316、5216 番地】
タイマB2レジスタ【5516、5416 番地】

ビット名ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

タイマBiモードレジスタ（i＝0～2）【5B16～ 5D16番地】

機　能 リセット時 R/W

動作モード選択ビット

タイマモードでは無効

何も配置されていない

タイマモードでは無効
読み出した場合その内容は不定

カウントソース選択ビット

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0 0：タイマモード
b1 b0

0 0

0 0：f2
0 1：f16
1 0：f64
1 1：f512

b7 b6

X：“0”又は“1”いずれでもよい。

X XX

0

0

0

0

不定

不定

0

0

RW

RW

RW

RW

－

RO

RW

RW

注．このレジスタの読み出し、及び書き込みは、16ビット単位で行ってください。

参照先

10-8

10-6

参照先

10-8
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■イベントカウンタモード

注．このレジスタの読み出し、及び書き込みは、16ビット単位で行ってください。

RW

RW

RW

RW

－

RO

RW

RW

不定15～0

ビット 機　能 リセット時 R/W

000016～FFFF16を設定可能
設定値をnとすると、カウンタはカウントソースをn＋1分周する
読み出し時はカウンタの値を読み出す

RW

ビット名ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

タイマBiモードレジスタ（i＝0～2）【5B16～ 5D16番地】

機　能 リセット時 R/W

動作モード選択ビット

カウント極性選択ビット

何も配置されていない

イベントカウンタモードでは無効
読み出した場合その内容は不定

イベントカウンタモードでは無効

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0 1：イベントカウンタモード
b1 b0

0 1

0 0：外部信号の立ち下がりをカウント
0 1：外部信号の立ち上がりをカウント
1 0：外部信号の立ち下がり及び立ち上がりを

カウント
1 1：選択禁止

b3 b2

X：“0”又は“1”いずれでもよい。

タイマB0レジスタ【5116、5016番地】
タイマB1レジスタ【5316、5216番地】
タイマB2レジスタ【5516、5416番地】

XX X

0

0

0

0

不定

不定

0

0

b0b7b0b7
（b15） （b8）

参照先

10-13

参照先

10-13
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■パルス周期測定／パルス幅測定モード

注．このレジスタの読み出しは、16ビット単位で行ってください。

不定15～0

ビット 機　能 リセット時 R/W

パルス周期、又はパルス幅の測定結果を読み出す RO

タイマB0レジスタ【5116、5016番地】
タイマB1レジスタ【5316、5216番地】
タイマB2レジスタ【5516、5416番地】

ビット名ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

タイマBiモードレジスタ（i＝0～2）【5B16～ 5D16番地】

機　能 リセット時 R/W

動作モード選択ビット

測定モード選択ビット

何も配置されていない

タイマBiオーバフローフラグ
　　　　　　　　　　　（注）

カウントソース選択ビット

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

1 0：パルス周期測定／パルス幅測定モード
b1 b0

1 0

0 0：パルス周期測定
　　（測定パルスの立ち下がり－立ち下がり間）
0 1：パルス周期測定
　　（測定パルスの立ち上がり－立ち上がり間）
1 0：パルス幅測定
　　（測定パルスの立ち下がり－立ち上がり間、

及び立ち上がり－立ち下がり間）
1 1：選択禁止

b3 b2

0 0：f2
0 1：f16
1 0：f64
1 1：f512

b7 b6

注．タイマBiオーバフローフラグは、カウント開始フラグが“1”の状態で、次のカウントソースのカウントタイミング以降にタイマ
Biモードレジスタに書き込みを行うと、“0”になります。このフラグをソフトウエアで“1”にすることはできません。

0：オーバフローなし
1：オーバフローあり

0

0

0

0

不定

不定

0

0

RW

RW

RW

RW

－

RO

RW

RW

b0b7b0b7
（b15） （b8）

参照先

10-18

10-20

10-20

10-6

参照先

10-18
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注 1．MD0端子にVSSレベルを印加しているときは“0”、VCCレベルを印加しているときは“1”になります（“1”に固定される）。
2．

______ ______ ______

CSi領域以外の外部領域に対して有効です。CSi領域のバスサイクルは、これらのビットの内容にかかわらず、対応するCSi

領域バスサイクル選択ビット0、1（8016、8216、8416、8616番地のビット0, 1、8116、8316、8516、8716番地のビット3）によって
決まります。

3．MD0端子にVSSレベルを印加しているときは“0”、VCCレベルを印加しているときは“1”になります。

参照先

2-26

3-8

7-10

4-3

3-5

ビット名ビット

プロセッサモードレジスタ0【5E16番地】

機　能 リセット時 R/W

プロセッサモードビット

外部バスサイクル選択ビット0
（注2）

割り込み優先順位判定時間
選択ビット

ソフトウエアリセットビット

クロックφ1出力選択ビット

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0 0：シングルチップモード
0 1：メモリ拡張モード
1 0：マイクロプロセッサモード
1 1：選択禁止

b1 b0

0 0：fsysの7サイクル
0 1：fsysの4サイクル
1 0：fsysの2サイクル
1 1：選択禁止

b5 b4

このビットに“1”を書き込むと、マイクロ
コンピュータはリセットされる
読み出し時の値は“0”

0：φ1出力禁止（P41はプログラマブル入出力ポート
として機能）

1：φ1出力許可（P41はクロックφ1出力端子として
機能）

0

1

2

3

4

5

6

7

0

（注1）

0

1

0

0

0

（注3）

RW

RW

RW

RW

RW

RW

WO

RW

0 0：バスサイクル1φ+1φ
0 1：バスサイクル1φ+2φ
1 0：バスサイクル1φ+3φ
1 1：バスサイクル2φ+2φ

b2b3
0 0：バスサイクル2φ+3φ
0 1：バスサイクル2φ+4φ
1 0：バスサイクル3φ+3φ
1 1：バスサイクル3φ+4φ

b2b3

（外部バスサイクル選択
ビット1＝0時）

（外部バスサイクル選択
ビット1＝1時）
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プロセッサモードレジスタ1【5F16番地】

注1．
______ ______ ______

CSi領域以外の外部領域に対して有効です。CSi領域のバスサイクルは、これらのビットの内容にかかわらず、対応するCSi

領域バスサイクル選択ビット0、1（8016、8216、8416、8616番地のビット0, 1、8116、8316、8516、8716番地のビット3）によって
決まります。

2．リセット後、一度だけ内容を変更できます（ソフトウエアの途中で切り替えないでください）。
　3．シングルチップモード時は、これらのビットの内容にかかわらず、各機能が「禁止」になります。
　4．MD0端子にVSSレベルを印加しているときは“0”、VCCレベルを印加しているときは“1”になります。
　5．リセット後、一度だけ“1”にできます。“1”から“0”にすると、それ以降“1”にできません（“0”に固定される）。
6．このビットの内容を変更するプログラムは、内部領域に配置してください。又は、リセット後、XIN入力クロック分周比選択

ビット（BC16番地のビット7、6）が“002”の状態で変更してください。
7．マイクロプロセッサモード時、このビットの内容は無効です。また、ROM外付け版には配置されていません（読み出し時の

値は“0”）。
CPU書き換えモードで内蔵フラッシュメモリを書き換えるときは、このビットを“0”にしてください（「18.2 CPU書き換えモード」
参照）。

参照先

3-10

2-6

3-5
3-10

3-5

3-10

3-5

3-10

2-14
18-10

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

0

0

（注4）

（注4）

（注4）

（注4）

0

0

0

1

2

3

4

5

6

7

ビット名ビット 機　能 リセット時 R/W

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0：DPR0のみ使用
1：DPR0～DPR3を使用

________

0：RDY入力禁止（P30はプログラマブル入出力ポート
として機能）________

1：RDY入力許可
________

（P30はRDY端子として機能）

0：ALE出力禁止（P40はプログラマブル入出力ポート
として機能）

1：ALE出力許可（P40はALE端子として機能）

0：外部領域アクセス時リカバリサイクルなし
1：外部領域アクセス時リカバリサイクル挿入

0：
__________ __________

HOLD入力, HLDA出力禁止（P43、P42はプログラマブル
入出力ポートとして機能）

1：
__________ __________ __________

HOLD入力, HLDA出力許可（P43、P42はHOLD端子、__________

HLDA端子として機能）

0：1サイクル
1：2サイクル

0：バスサイクル3φ
1：バスサイクル2φ

（注5）

（注5）

外部バスサイクル選択ビット0との組み合わせで
バスサイクルを選択する
0：バスサイクル1φ+1φ、1φ+2φ、1φ+3φ、

2φ+2φのいずれか
1：バスサイクル2φ+3φ、2φ+4φ、3φ+3φ、

3φ+4φのいずれか

（注2）

外部バスサイクル選択ビット1
（注1）

ダイレクトページレジスタ
切り替えビット
________

RDY入力選択ビット （注3）

ALE出力選択ビット （注3）

リカバリサイクル挿入
選択ビット （注3）
__________ __________

HOLD入力, HLDA出力
選択ビット （注3）

リカバリサイクル挿入数
選択ビット （注6）

内部ROMバスサイクル
選択ビット （注7）
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不定7～0

ビット 機　能 リセット時 R/W

監視タイマの初期化
ダミーデータを書き込むと、監視タイマの値が“FFF16”に初期化される
（ダミーデータ：0016～FF16）

－

b0b7
監視タイマレジスタ【6016番地】

RW

－

RW

RW

ビット名ビット

0

5～1

6

7

監視タイマ周波数選択レジスタ【6116番地】

機　能 リセット時 R/W

監視タイマ周波数選択ビット

何も配置されていない

STP解除時監視タイマ
クロック源選択ビット

0

不定

0

0

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0：Wf512
1：Wf32

0 0：fDIV32
0 1：fDIV16
1 0：fDIV128
1 1：fDIV64

b7 b6

参照先

15-3
16-7

参照先

15-3
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注1．これらのビットに書き込むときは、このレジスタに“5516”を書き込んだ後、続けて各ビットに対して“0”又は“1”を書き込んで
ください（“5516”の書き込みでは、ビットの状態は変化しません）。また、このレジスタへの書き込みには、MOVMB命令、
STAB命令、又はm＝1でMOVM命令、STA命令を使用してください。
“5516”の書き込みと、次の“0”又は“1”の書き込みの間で割り込みが発生すると、“0”又は“1”の書き込みが無効になる場合が
あります。このようなタイミングで割り込みが発生する可能性のある場合は、“0”又は“1”を書き込んだ後、このビットの内容を
読み出して、正しく書き込まれたかどうかを確認してください。

2．外部で生成されたクロックをXIN端子に入力する場合は、このビットを“1”にしてください。
3．3.3V版では、このビットは無効です（“0”又は“1”いずれでもよい）。
4．XIN端子に入力される外部クロックのレベルに合わせて、このビットを設定してください。発振子を接続する場合は“0”に固定

してください。
5．“1”設定後は“0”を書き込めません。このビットを“1”に変更する場合は、クロック制御レジスタ0、1（BC16, BD16番地）を設定

する前に、このビットを設定してください。

RW
（注1）

RW
（注1､2）

RW
（注1､5）

RW

RW

－

RW

0

0

0

1

0

0

0

ビット名ビット

0

1

2

3

5、4

6

7

特殊機能選択レジスタ0【6216番地】

機　能 リセット時 R/W

STP命令無効選択ビット

クロック外部入力選択ビット

XIN入力レベル選択ビット
（注3）

“1”に固定してください

“0”に固定してください

読み出し時の値は“0”

“0”に固定してください

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0：STP命令有効
1：STP命令無効

0：発振回路動作（発振子を接続）
ストップモード解除時、監視タイマを使用する

1：発振回路停止（外部で生成されたクロックを入力）
システムクロック選択ビット（BC16番地のビット5）＝0の場合
　ストップモード解除時、監視タイマを使用しない
システムクロック選択ビット（BC16番地のビット5）＝1の場合
　ストップモード解除時、監視タイマを使用する

0

参照先

16-4

5-7
16-5
17-4

5-7

1

0：VIH=0.43VCC, VIL=0.16VCC

1：VIH=0.8VCC, VIL=0.16VCC　（注4）

00
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不定7～0

ビット 機　能 リセット時 R/W

監視タイマの禁止
“7916”、“5016”を連続して書き込むと、監視タイマが停止する

－

b0b7
特殊機能選択レジスタ2【6416番地】

注．リセット後、一度だけ設定できます。このレジスタへ書き込む場合は、MOVMB命令、STAB命令、又はm＝1でMOVM命令、
STA命令を使用し、“7916”、“5016”を連続して書き込んでください。
“7916”の書き込みと、次の“5016”の書き込みの間で割り込みが発生すると、監視タイマが停止しませんので、注意してください。
リセット後、このレジスタを読み出す、又は上記以外の手順で書き込むと、それ以降、このレジスタに書き込むことはできません。

0

1

2

3

4

5

6

7
注1．パワーオンリセット時は“0”になります。ハードウエアリセット時、及びソフトウエアリセット時はリセット直前の値を保持

します。
　2．“1”を書き込んでもビットの状態は変化しません。
　3．“1”にする場合は、WIT命令の直前で“1”を設定してください。また、ウエイトモード解除後、直ちに“0”にしてください。

RW
（注2）

RW
（注2）

RW

RW

RW

－

RW

－

0：外部バス
1：プログラマブル入出力ポート

ビット名ビット

特殊機能選択レジスタ1【6316番地】

機　能 リセット時 R/W

STP命令実行ステータスフラグ

WIT命令実行ステータスフラグ

スタンバイ状態選択ビット

WIT時システムクロック停止
選択ビット （注3）

アドレス出力選択ビット

読み出し時の値は“0”
________

RDY解除タイミング選択ビット

読み出し時の値は“0”

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0：通常動作中
1：STP命令実行中

0：通常動作中
1：WIT命令実行中

0：ウエイトモード時、fsys動作
1：ウエイトモード時、fsys停止

0：内部領域アクセス時、外部領域アクセス時共
アドレス出力が変化

1：外部領域アクセス時のみアドレス出力が変化

________

0：RDY解除時ウエイトなし________

1：RDY解除時ウエイトあり

（注1）

（注1）

0

0

0

0

0

0

参照先

16-6

17-5

3-31

3-35

参照先

15-4



付録 付録2．制御レジスタ一覧

7911グループユーザーズマニュアル19-32

0

1

2

3

4

5

7、6

ビット名ビット

_______ _______ _______ _______

INT3、INT4、INT0～INT2割り込み制御レジスタ【6E16、6F16、7D16～7F16番地】

機　能 リセット時 R/W

割り込み優先レベル選択ビット

割り込み要求ビット （注1）

極性切り替えビット

レベルセンス／エッジセンス
切り替えビット

何も配置されていない

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

注1．
_______

INTi割り込み要求ビットは、レベルセンス選択時無効です。
　2．このビットへの書き込みにはMOVM（MOVMB）命令、又はSTA（STAB, STAD）命令を使用してください。

0 0 0：レベル0（割り込み禁止）
0 0 1：レベル1
0 1 0：レベル2
0 1 1：レベル3
1 0 0：レベル4
1 0 1：レベル5
1 1 0：レベル6
1 1 1：レベル7

b2 b1b0

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

0：レベルセンス選択時は“H”レベル、エッジセンス
選択時は立ち下がりで、割り込み要求ビットを
“1”にする

1：レベルセンス選択時は“L”レベル、エッジセンス
選択時は立ち上がりで、割り込み要求ビットを
“1”にする

0：エッジセンス
1：レベルセンス

0

0

0

0

0

0

不定

RW

RW

RW

RW
（注2）

RW

RW

－

参照先

7-6

_______

INT3

8-6

7-16

A-D変換、UART0送信、UART0受信、UART1送信、UART1受信、
タイマA0～タイマA4、タイマB0～タイマB2
割り込み制御レジスタ【7016～7C16番地】

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0

1

2

3

7～4

ビット名ビット 機　能 リセット時 R/W

割り込み優先レベル選択ビット

割り込み要求ビット

何も配置されていない

注1． A-D変換割り込み要求ビットは、リセット後不定です。
　2．このビットへの書き込みにはMOVM（MOVMB）命令、又はSTA（STAB, STAD）命令を使用してください。

0 0 0：レベル0（割り込み禁止）
0 0 1：レベル1
0 1 0：レベル2
0 1 1：レベル3
1 0 0：レベル4
1 0 1：レベル5
1 1 0：レベル6
1 1 1：レベル7

b2 b1b0

0：割り込み要求なし
1：割り込み要求あり

0

0

0

0
（注1）

不定

RW

RW

RW

RW
（注2）

－

参照先

7-6

ﾀｲﾏAi
9-7

ﾀｲﾏBi
10-5

UART0
UART1
12-16

A-D
13-9
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0

1

（注1）

0

0

0

1

（注5）

0

1

2

3

4

5

6

7

ビット名ビット

______

CS0制御レジスタL【8016番地】

機　能 リセット時 R/W
______

CS0領域バスサイクル選択
ビット0

外部データバス幅選択ビット

________

RDY制御ビット （注2）

読み出し時の値は“0”

バーストROMアクセス
指定ビット （注3）

リカバリサイクル挿入
選択ビット
______

CS0出力選択ビット （注4）

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

注1．BYTE端子にVSSレベルを印加しているときは“0”、VCCレベルを印加しているときは“1”になります。
　2．

________

RDY入力選択ビット（5F16番地のビット2）が“1”のとき有効。
　3．BYTE端子にVCCレベルを印加しているときは、このビットの内容にかかわらず「通常アクセス」になります。
　4.

______

シングルチップモード時、このビットの内容は無効です（CS0出力禁止）。
　5．MD0端子にVSSレベルを印加しているときは“0”、VCCレベルを印加しているときは“1”になります（“1”に固定される）。

BYTE端子の入力レベルを読み出す
0：16ビット幅
1：8ビット幅

________

0：RDY制御有効________

1：RDY制御無効

0：通常アクセス
1：バーストROMアクセス

______

0：CS0領域アクセス時リカバリサイクルなし______

1：CS0領域アクセス時リカバリサイクル挿入
______

0：CS0出力禁止（P44はプログラマブル入出力ポート
として機能）______ ______

1：CS0出力許可（P44はCS0端子として機能）

RW

RW

RO

RW

－

RW

RW

RW

0 0：バスサイクル1φ+1φ
0 1：バスサイクル1φ+2φ
1 0：バスサイクル1φ+3φ
1 1：バスサイクル2φ+2φ

b0b1

______

（CS0領域バスサイクル
選択ビット1＝0時）

0 0：バスサイクル2φ+3φ
0 1：バスサイクル2φ+4φ
1 0：バスサイクル3φ+3φ
1 1：バスサイクル3φ+4φ

b0b1

______

（CS0領域バスサイクル
選択ビット1＝1時）

0：モード0（16Mバイト空間内にブロックを設定）
1：モード1（

______

バンク0内にCS0領域先頭アドレスを
設定）

______

CS0制御レジスタH【8116番地】

0

1

2

3

6～4

7

ビット名ビット 機　能 リセット時 R/W
______

CS0領域ブロックサイズ指定
ビット

______

CS0領域バスサイクル選択
ビット1

読み出し時の値は“0”
______

CS0領域設定モード指定ビット

______

0 0 0：0バイト（CS0領域無効）
0 0 1：128Kバイト
0 1 0：256Kバイト
0 1 1：512Kバイト
1 0 0：1Mバイト
1 0 1：2Mバイト
1 1 0：4Mバイト
1 1 1：8Mバイト

b2 b1b0

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

1

0

0

0

0

0

RW

RW

RW

RW

－

RW

______

CS0領域バスサイクル選択ビット0との組み合わせで
バスサイクルを選択する
0：バスサイクル1φ+1φ、1φ+2φ、1φ+3φ、

2φ+2φのいずれか
1：バスサイクル2φ+3φ、2φ+4φ、3φ+3φ、

3φ+4φのいずれか

参照先

3-12

3-5
3-12

参照先

3-13
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RW

RW

RW

RW

－

RW

RW

RW

______

CS1制御レジスタL【8216番地】
______

CS2制御レジスタL【8416番地】
______

CS3制御レジスタL【8616番地】

0

1

2

3

4

5

6

7

ビット 機　能 リセット時 R/W
______

CSj領域バスサイクル選択
ビット0 （j＝1～3）

外部データバス幅選択ビット

________

RDY制御ビット （注2）

読み出し時の値は“0”

バーストROMアクセス
指定ビット （注3）

リカバリサイクル挿入
選択ビット
______

CSj出力選択ビット（j＝1～3）
（注4）

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0

1

0

0

0

0

1

0

注1．BYTE端子にVCCレベルを印加しているときは、“1”（8ビット幅）に固定されます。
　2．

________

RDY入力選択ビット（5F16番地のビット2）が“1”のとき有効。
　3．外部データバス幅選択ビット（ビット2）が“1”、又はBYTE端子にVCCレベルを印加しているときは、このビットの内容に

かかわらず通常アクセスになります。
　4．

______

シングルチップモード時、このビットの内容は無効です（CSj出力禁止）。

0：16ビット幅
1：8ビット幅 （注1）

________

0：RDY制御有効________

1：RDY制御無効

0：通常アクセス
1：バーストROMアクセス

______

0：CSj領域アクセス時リカバリサイクルなし______

1：CSj領域アクセス時リカバリサイクル挿入
______

0：CSj出力禁止（P45～P47はプログラマブル入出力
ポートとして機能）______ ______

1：CSj出力許可（P45～P47はCSj端子として機能）

0 0：バスサイクル1φ+1φ
0 1：バスサイクル1φ+2φ
1 0：バスサイクル1φ+3φ
1 1：バスサイクル2φ+2φ

b0b1

______

（CSj領域バスサイクル
選択ビット1＝0時）

0 0：バスサイクル2φ+3φ
0 1：バスサイクル2φ+4φ
1 0：バスサイクル3φ+3φ
1 1：バスサイクル3φ+4φ

b0b1

______

（CSj領域バスサイクル
選択ビット1＝1時）

0：モード0（16Mバイト空間内にブロックを設定）
1：モード1（バンク0内にブロックを設定）

0

0

0

0

0

0

0

0

RW

RW

RW

RW

－

RW

－

RW

______

CS1制御レジスタH【8316番地】

0

1

2

3

4

5

6

7

ビット名ビット 機　能 リセット時 R/W
______

CS1領域ブロックサイズ指定
ビット

______

CS1領域バスサイクル選択
ビット1

読み出し時の値は“0”

“0”に固定してください

読み出し時の値は“0”
______

CS1領域設定モード指定ビット

______

0 0 0：0バイト（CS1領域無効）
0 0 1：128Kバイト
0 1 0：256Kバイト
0 1 1：512Kバイト
1 0 0：1Mバイト
1 0 1：2Mバイト
1 1 0：4Mバイト
1 1 1：8Mバイト

b2 b1b0

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

（モード0選択時） ______

0バイト（CS1領域無効）
選択禁止
選択禁止
選択禁止
4Kバイト
8Kバイト
選択禁止
選択禁止

（モード1選択時）

0

______

CS1領域バスサイクル選択ビット0との組み合わせで
バスサイクルを選択する
0：バスサイクル1φ+1φ、1φ+2φ、1φ+3φ、

2φ+2φのいずれか
1：バスサイクル2φ+3φ、2φ+4φ、3φ+3φ、

3φ+4φのいずれか

参照先

3-15

3-5
3-15

参照先

3-16
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0

0

0

0

0

0

0

0

RW

RW

RW

RW

－

RW

－

RW

______

CS2制御レジスタH【8516番地】

0

1

2

3

4

5

6

7

ビット名ビット 機　能 リセット時 R/W
______

CS2領域ブロックサイズ指定
ビット

______

CS2領域バスサイクル選択
ビット1

読み出し時の値は“0”

マルチプレックスバス選択
ビット

読み出し時の値は“0”
______

CS2領域設定モード指定ビット

______

0 0 0：0バイト（CS2領域無効）
0 0 1：128Kバイト
0 1 0：256Kバイト
0 1 1：512Kバイト
1 0 0：1Mバイト
1 0 1：2Mバイト
1 1 0：4Mバイト
1 1 1：8Mバイト

b2 b1b0

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

（モード0選択時） ______

0バイト（CS2領域無効）
選択禁止
選択禁止
選択禁止
4Kバイト
8Kバイト
選択禁止
選択禁止

（モード1選択時）

0：分離バス（D0～D7入出力）
1：マルチプレックスバス（外部データバス幅8ビット______

（8416番地のビット2＝1）、かつCS2領域アクセス
時、LA0/D0～LA7/D7を入出力）

0：モード0（16Mバイト空間内にブロックを設定）
1：モード1（バンク0内にブロックを設定）

______

CS2領域バスサイクル選択ビット0との組み合わせで
バスサイクルを選択する
0：バスサイクル1φ+1φ、1φ+2φ、1φ+3φ、

2φ+2φのいずれか
1：バスサイクル2φ+3φ、2φ+4φ、3φ+3φ、

3φ+4φのいずれか

0

0

0

0

0

ビット名ビット 機　能 リセット時 R/W
______

CS3領域ブロックサイズ指定
ビット

______

CS3領域バスサイクル選択
ビット1

読み出し時の値は“0”

______

0 0 0：0バイト（CS3領域無効）
0 0 1：128Kバイト
0 1 0：256Kバイト
0 1 1：512Kバイト
1 0 0：1Mバイト
1 0 1：2Mバイト
1 1 0：4Mバイト
1 1 1：8Mバイト

b2 b1b0

______

CS3制御レジスタH【8716番地】
b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0

1

2

3

7～4

______

CS3領域バスサイクル選択ビット0との組み合わせで
バスサイクルを選択する
0：バスサイクル1φ+1φ、1φ+2φ、1φ+3φ、

2φ+2φのいずれか
1：バスサイクル2φ+3φ、2φ+4φ、3φ+3φ、

3φ+4φのいずれか

RW

RW

RW

RW

－

参照先

3-17

参照先

3-18
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ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

______

CS0領域先頭アドレスレジスタ【8A16番地】

機　能 リセット時 R/W

●モード0選択時
　先頭アドレスのA16～A23を設定する

●モード1選択時
　先頭アドレスのA8～A15を設定する
　1016、2016、4016、8016のいずれかの値が設定できる

（読み出し時、ビット0は常に“0”）

0

1

1

1

1

1

1

0

－

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

______

CS1領域先頭アドレスレジスタ【8C16番地】
______

CS2領域先頭アドレスレジスタ【8E16番地】

機　能 リセット時 R/W

●モード0選択時
　先頭アドレスのA16～A23を設定する

●モード1選択時
　先頭アドレスのA8～A15を設定する
　
（読み出し時、ビット0は常に“0”）

0

0

0

0

0

0

0

0

－

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

______

CS3領域先頭アドレスレジスタ【9016番地】

機　能 リセット時 R/W

先頭アドレスのA16～A23を設定する
（読み出し時、ビット0は常に“0”）

0

0

0

0

0

0

0

0

－

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

______

注．CS0領域ブロックサイズ指定ビット（8116番地のビット0～2）で指定したブロックサイズによって、設定できる先頭アドレスが
異なります（図3.2.10、図3.2.11参照）。

______ ______

注．CS1、CS2領域ブロックサイズ指定ビット（8316、8516番地のビット0～2）で指定したブロックサイズによって、設定できる先頭
アドレスが異なります（図3.2.10、図3.2.12参照）。

______

注．CS3領域ブロックサイズ指定ビット（8716番地のビット0～2）で指定したブロックサイズによって、設定できる先頭アドレスが
異なります（図3.2.10参照）。

参照先

3-18

参照先

3-18

参照先

3-18
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0

0

0

0

0

0

0

RW

RW

RW

RW

RW

－

RW

ポート機能制御レジスタ【9216番地】
b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0

1

2

3

4

6、5

7

ビット名ビット 機　能 リセット時 R/W

アドレス／ポート切り替え
ビット

“0”に固定してください

P44～P47プルアップ選択ビット

読み出し時の値は“0”
_______

NMI端子プルアップ選択ビット

0 0 0：A0～A23（16Mバイト）
0 0 1：A0～A21、P06、P07（4Mバイト）
0 1 0：A0～A19、P04～P07（1Mバイト）
0 1 1：A0～A17、P02～P07（256Kバイト）
1 0 0：A0～A15、P00～P07（64Kバイト）
1 0 1：選択禁止
1 1 0：A0～A11、P00～P07、P114～P117（4Kバイト）
1 1 1：A0～A7、P00～P07、P110～P117（256バイト）

b2 b1b0

_______

注1．パラレル入出力モード（MD1＝VCC、MD0＝VCC）時は、これらのビットの内容にかかわらず、P44～P47及びNMI端子はプルアップ
されません。 ______

　2．マイクロプロセッサモード（MD1＝VSS、MD0＝VCC）時は、このビットの内容にかかわらず、CS0（P44）はプルアップされません。

0：P44～P47をプルアップする
1：P44～P47をプルアップしない （注1、2）

_______

0：NMI端子をプルアップする_______

1：NMI端子をプルアップしない （注1）

参照先

3-5

3-5
6-7

7-16

0
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不定

不定

不定

不定

0

不定

0

不定

RW(注)

RW(注)

RW(注)

RW(注)

－

RO

－

－

ビット名ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

外部割り込み入力読み出しレジスタ【9516番地】

機　能 リセット時 R/W
_____

KI0入力検出ビット
_____

KI1入力検出ビット
_____

KI2入力検出ビット
_____

KI3入力検出ビット

読み出し時の値は“0”
_______

NMI読み出しビット

読み出し時の値は“0”

何も配置されていない

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

____

対応するKIi端子への立ち下がりエッジ入力を示す
　0：立ち下がり入力あり
　1：立ち下がり入力なし

0：Lレベル
1：Hレベル

参照先

8-5

7-16

注．“0”を書くと“1”になります。“1”を書いても変化しません。
これらのビットへの書き込みにはMOVM（MOVMB）命令、又はSTA（STAB, STAD）命令を使用してください。

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

0

0

0

0

0

0

0

0

_______

0：INT2端子をP64に配置する_______

1：INT2端子をP77に配置する （注2）

ビット名ビット

0

1

2

3

4

5

6

7

外部割り込み入力制御レジスタ【9416番地】

機　能 リセット時 R/W

キー入力割り込み選択ビット

キー入力割り込み端子
プルアップ選択ビット

キー入力割り込み端子
選択ビット

_______

INT2端子選択ビット

_______

INT3端子選択ビット

_______

INT4端子選択ビット

“0”に固定してください

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

_______

0：INT3割り込み
1：キー入力割り込み

_____ _____

0：KI0～KI3端子をプルアップしない_____ _____

1：KI0～KI3端子をプルアップする

0

_____ _____

0 0：KI0～KI3を選択_____ _____

0 1：KI0～KI2を選択_____ _____

1 0：KI0、KI1を選択_____

1 1：KI0を選択 （注1）

b3 b2

_______

0：INT3端子をP80に配置する （注3）_______

1：INT3端子をP74に配置する
_______

0：INT4端子をP84に配置する_______

1：INT4端子をP75に配置する （注4）

注1．
____

KIi端子を使用するときは、共用となっているタイマAの出力端子、及びパルス出力端子を選択しないでください（「第9章
タイマA」、「第11章 リアルタイム出力」参照）。

2．
_______ _________

INT2端子をP77に配置する場合は、AN7/ADTRG端子は使用しないでください。また、D-A1出力許可ビット（9616番地のビット1）
＝0（出力禁止）にしてください。

3．
_______

INT3端子をP80に配置する場合は、D-A2出力許可ビット（9616番地のビット2）＝0（出力禁止）にしてください。
_______

INT3端子をP74に配置する場合は、AN4端子を使用しないでください。
4．

_______

INT4端子をP75に配置する場合は、AN5端子を使用しないでください。

参照先

8-4

7-16
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0

0

0

0

0

0

0

RW

RW

RW

RW

RW

RW

－

D-A制御レジスタ1【9716番地】
b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0

1

2

3

4

5

7、6

ビット名ビット 機　能 リセット時 R/W

D-A0変換タイミング選択ビット

D-A1変換タイミング選択ビット

D-A2変換タイミング選択ビット

読み出し時の値は“0”

0 0：D-Aレジスタ0書き込み時
0 1：タイマA3アンダフロー時
1 0：タイマA4アンダフロー時
0 1：タイマB0アンダフロー時　　（注1､2）

0 0：D-Aレジスタ1書き込み時
0 1：タイマA3アンダフロー時
1 0：タイマA4アンダフロー時
0 1：タイマB0アンダフロー時　　（注1､2）

0 0：D-Aレジスタ2書き込み時
0 1：タイマA3アンダフロー時
1 0：タイマA4アンダフロー時
0 1：タイマB0アンダフロー時　　（注1､2）

b1 b0

注1．D-Ai変換タイミングとして選択したタイマは、必ずタイマモードで使用してください。
2．D-A変換器を使用しない場合は、必ず“002”にしてください。

参照先

14-4

b3 b2

07～0

ビット

D-Aレジスタ i（i＝0～2）【9816～ 9A16番地】

機　能 リセット時 R/W

0016～FF16を設定可能 （注）
設定値がD-A変換され、出力される

RW

b0b7

0

1

2

7～3

ビット名ビット 機　能 リセット時 R/W

D-A0出力許可ビット

D-A1出力許可ビット

D-A2出力許可ビット

読み出し時の値は“0”

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0：出力禁止
1：出力許可　　（注1､2）

0：出力禁止
1：出力許可　　（注1､2）

0：出力禁止
1：出力許可　　（注1､2）

0

0

0

0

RW

RW

RW

－

D-A制御レジスタ0【9616番地】

注1．DAi端子はアナログ入力端子、シリアルI/O入出力端子、及び外部割り込み入力端子と共用です。D-Ai出力許可ビットを“1”（出力
許可）にすると、共用となっている他の入出力端子（プログラマブル入出力ポートを含む）としては使用できません。

2．D-A変換器を使用しない場合は、必ず“0”にしてください。

参照先

14-3

参照先

14-4

注．D-A変換器を使用しない場合は、D-A制御レジスタ1を“0016”に設定した後、必ず“0016”にしてください。

b5 b4
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0

1

2

3

4

5

6

7

_____

RY／BYステータスフラグ

CPU書き換えモード選択
ビット

ロックビット無効選択ビット

フラッシュメモリリセット
ビット （注5）

読み出し時の値は“0”

ユーザROM領域選択ビット
（ブートモード時有効）（注7）

プログラムステータスフラグ

イレーズステータスフラグ

RO

RW
（注1､2）

RW
（注1､4）

RW
（注6）

RO

RW
（注2）

RO

RO

1

0
　

0

0

0

0

0

0

0：ロックビット有効
1：ロックビット無効　　（注3）

0：通常動作
1：リセット

ビット名ビット

フラッシュメモリ制御レジスタ【9E16番地】

機　能 リセット時 R/W

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0：BUSY（自動書き込み／自動消去中）
1：READY（自動書き込み／自動消去終了）

0：CPU書き換えモード無効
1：CPU書き換えモード有効

注1．“1”にするときは、“0”を書き込んだ後、続けて“1”を書き込んでください。
“0”にするときは、“0”を書き込んでください。

2．このビットへの書き込みは、内蔵フラッシュメモリ以外の領域上で行ってください。
3．CPU書き換えモード選択ビット（ビット1）が“0”になると、同時に“0”になります。
4．CPU書き換えモード選択ビット（ビット1）が“1”のときだけ書き込めます。
5．CPU書き換えモード選択ビット（ビット1）が“1”のとき有効です。CPU書き換えモード選択ビットが“0”のときは“0”に固定して

ください。
このビットのデータ操作は、CPU書き換えモード選択ビットが“1”の状態で行ってください。

6．このビットへの書き込みは、図18.2.2の手順で行ってください。
7．MD1＝VSSレベル時、このビットの内容は無効です（“0”又は“1”いずれでもよい）。
8. “0”にするときは、クリアステータスコマンドを実行してください。

0：ブートROM領域アクセス
1：ユーザROM領域アクセス

0：正常終了
1：エラー　　（注8）

0：正常終了
1：エラー　　（注8）

参照先

18-8
18-9
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RW

RW

RW

－

0

0

0

0

ビット名ビット

0

1

2

7～3

リアルタイム出力制御レジスタ【A016番地】

機　能 リセット時 R/W

波形出力選択ビット

パルス出力モード選択ビット

読み出し時の値は“0”

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

下表参照

注．P50～P57端子をリアルタイム出力のパルス出力端子として使用するときは、ポートP5方向レジスタ（D16番地）の対応するビット
____ ____

を“1”にしてください。また、RTP10～RTP13端子を使用するときは、共用となっているキー入力割り込み端子（KI0～KI3端子）
を選択しないでください（「第8章 キー入力割り込み」参照）。

0：パルスモード0
1：パルスモード1

－○ P57/RTP13
－○ P56/RTP12
－○ P55/RTP11
－○ P54/RTP10
－○ P53/RTP03
－○ P52/RTP02

－○ P57/RTP13
－○ P56/RTP12
－○ P55/RTP11
－○ P54/RTP10
－○ P53/RTP03
－○ P52/RTP02

－○ P57/RTP13
－○ P56/RTP12
－○ P55/RTP11
－○ P54/RTP10
－○ P53/RTP03
－○ P52/RTP02

－○ P57/RTP13
－○ P56/RTP12
－○ P55/RTP11
－○ P54/RTP10
－○ P53/RTP03
－○ P52/RTP02

－○ P51/RTP01
－○ P50/RTP00

－○ P57/RTP13
－○ P56/RTP12
－○ P55/RTP11
－○ P54/RTP10

－○ P57/RTP13
－○ P56/RTP12
－○ P55/RTP11
－○ P54/RTP10
－○ P53/RTP03
－○ P52/RTP02
－○ P51/RTP01
－○ P50/RTP00

00

パルスモード0
選択時

パルスモード1
選択時

01 10 11b1 b0

ポート

－○ P53/RTP03
－○ P52/RTP02
－○ P51/RTP01
－○ P50/RTP00

ポート

－○ P57/RTP13
－○ P56/RTP12
－○ P55/RTP11
－○ P54/RTP10
－○ P53/RTP03
－○ P52/RTP02
－○ P51/RTP01
－○ P50/RTP00

RTP

－○ P57/RTP13
－○ P56/RTP12
－○ P55/RTP11
－○ P54/RTP10
－○ P53/RTP03
－○ P52/RTP02
－○ P51/RTP01
－○ P50/RTP00

RTP

ポート RTP ポート RTP

－○ P51/RTP01
－○ P50/RTP00

ポート

ポート －○ P51/RTP01
－○ P50/RTP00

ポート

RTP －○ P51/RTP01
－○ P50/RTP00

RTP

ポート

RTP

RTP

ポート：プログラマブル入出力ポートとして機能します。
RTP ：パルス出力端子として機能します。

参照先

11-4
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WO

WO

WO

WO

－

不定

不定

不定

不定

不定

ビット名ビット

0

1

2

3

7～4

パルス出力データレジスタ0【A216番地】

機　能 リセット時 R/W

RTP00パルス出力データビット

RTP01パルス出力データビット

RTP02パルス出力データビット
（パルスモード0時有効）

RTP03パルス出力データビット
（パルスモード0時有効）

何も配置されていない

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0：Lレベル出力
1：Hレベル出力

注．このレジスタへの書き込みにはMOVM（MOVMB）命令、又はSTA（STAB, STAD）命令を使用してください。

ビット名ビット

1、0

2

3

4

5

6

7

パルス出力データレジスタ1【A416番地】

機　能 リセット時 R/W

何も配置されていない

RTP02パルス出力データビット
（パルスモード1時有効）

RTP03パルス出力データビット
（パルスモード1時有効）

RTP10パルス出力データビット

RTP11パルス出力データビット

RTP12パルス出力データビット

RTP13パルス出力データビット

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0：Lレベル出力
1：Hレベル出力

注．このレジスタへの書き込みにはMOVM（MOVMB）命令、又はSTA（STAB, STAD）命令を使用してください。

不定

不定

不定

不定

不定

不定

不定

－

WO

WO

WO

WO

WO

WO

参照先

11-5

参照先

11-5
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シリアル I/O端子制御レジスタ【AC16番地】

0

1

2

3

7～4

ビット名ビット 機　能 リセット時 R/W
________ ________

CTS0/RTS0分離選択ビット（注）

________ ________

CTS1/RTS1分離選択ビット（注）

TxD0/P83切り替えビット

TxD1/P87切り替えビット

読み出し時の値は“0”

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0：TxD0として機能
1：P83として機能

0：TxD1として機能
1：P87として機能

________ ________

0：CTS0/RTS0共用________ ________

1：CTS0/RTS0分離
________ ________

0：CTS1/RTS1共用________ ________

1：CTS1/RTS1分離

0

0

0

0

0

RW

RW

RW

RW

－

参照先

12-17

_______ _______

注．CTS/RTS許可ビット（3416、3C16番地のビット4）が“0”のとき有効。
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0

0

0

0

0

クロック制御レジスタ1【BD16番地】

ビット名ビット 機　能 リセット時 R/W

周辺装置用クロック選択ビット0

周辺装置用クロック選択ビット1

“0”に固定してください

読み出し時の値は“0”

“0”に固定してください

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0

1

3、2

6～4

7

RW

RW

RW

－

RW

参照先

5-10表5.2.1参照

00

0

0

0

0

0

0

0

0

クロック制御レジスタ0【BC16番地】

ビット名ビット 機　能 リセット時 R/W

PLL回路ロック検出フラグ
（注1）

PLL回路動作許可ビット（注2）

PLL逓倍率選択ビット （注3）

システムクロック選択ビット
（注4）

XIN入力クロック分周比
選択ビット （注5）

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0：PLL周波数逓倍回路停止、VCONT端子無効
（フローティング）

1：PLL周波数逓倍回路動作、VCONT端子有効

0 0 0：2逓倍
0 0 1：3逓倍
0 1 0：選択禁止
0 1 1：選択禁止
1 0 0：選択禁止
1 0 1：選択禁止
1 1 0：選択禁止
1 1 1：選択禁止

b4b3

0：fDIV
1：fPLL

注1．PLL回路動作許可ビット（ビット1）が“1”、かつシステムクロック選択ビット（ビット5）が“0”のときだけ、読み出せます（それ
以外の読み出し時の値は“0”）。

2．PLL周波数逓倍回路を使用しない場合は、“0”にしてください。
ストップモード時及びパラレル入出力モード時は、ビットの内容にかかわらずPLL周波数逓倍回路は停止し、VCONT端子は無効
になります。

3．fPLLの周波数が16～26MHzとなるように設定してください（「5.3 システムクロックの設定」参照）。
これらのビットの変更は、ビット5が“0”のときに行ってください。
これらのビットはリセット後、1回だけ変更できます。

4．PLL回路動作許可ビット（ビット1）を“0”にすると、同時に“0”になります。また、ビット1＝0のときはこのビットに書き込め
ません（“0”に固定される）。
このビットを“1”にする場合は、ビット1～4、6、7を変更後2ms待ってから、又はPLL回路ロック検出フラグ（ビット0）が
“1”になったことを確認した後に設定してください。

5．fDIVの周波数が2～26MHz（ただし、システムクロックfsysにfPLLを選択する場合は8～13MHz）となるように設定してください
（「5.3 システムクロックの設定」参照）。
これらのビットの変更は、ビット5が“0”のときに行ってください。
また、f（XIN）≧20MHzの場合は、“112”（分周なし）以外を設定してください。

0

1

2

3

4

5

6

7

RO

RW

RW

RW

RW

RW

RW

RW

参照先

5-90：非ロック状態
1：ロック状態

b2

0 0：8分周
0 1：4分周
1 0：2分周
1 1：分周なし

b7 b6

0
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付録3．外形寸法図

付録3．外形寸法図

LQFP100-P-1414-0.50
Weight(g)

– 0.63
JEDEC CodeEIAJ Package Code Lead Material

Cu Alloy

100P6Q-A Plastic 100pin 14✕ 14mm body LQFP

–
0.1

–

– –
0.2

––

– –

–
–

––

–

Symbol
Min Nom Max

A

A2

b
c
D
E

HE

L
L1

y

b2

Dimension in Millimeters

HD

A1

0.225
––I2 0.9
––MD 14.4
––ME 14.4

10°0°
0.1

1.0
0.70.50.3

16.216.015.8
16.216.015.8

0.5
14.114.013.9
14.114.013.9
0.1750.1250.105
0.280.180.13

1.4
0

1.7

e

e

E H
E

1

76

75

51

5026

25

HD

D

A

F

y

100

Lp 0.45
–
–

0.6
0.25
–

0.75
–

0.08x
A3

b x M A
1

A
2

L1

L

Detail F Lp

A
3

c

MD

l2

b2

M
E

e

Recommended Mount Pad
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付録4．未使用端子の処理例

図1　シングルチップモード時の未使用端子の処理例

付録4．未使用端子の処理例

入出力端子を使用しない場合は、各端子ごとに処理が必要です。未使用端子の処理例を以下に示します。
ここで説明する例は一例です。ご使用に際しては、ユーザアプリケーションに対応して適宜変更、及び十分な
評価をしてください。

1．シングルチップモード時

表1　シングルチップモード時の未使用端子の処理例

端　子　名
P0～P3、P40～P43、P5～P8、P10、P11

P44～P47
______

NMI（注2､4）、XOUT（注5）、VCONT（注6）
AVCC

AVSS、VREF、BYTE

注1．出力モードに設定し開放する場合、リセットからソフトウエアによってポートを出力モードに切り替える
までは、ポートは入力モードになっています。そのため、端子の電圧レベルが不定となり、ポートが入力
モードになっている間、電源電流が増加する場合があります。
また、ノイズやノイズによって引き起こされる暴走などによって、方向レジスタの内容が変化する場合を
考慮し、定期的に方向レジスタの内容を再設定した方が、ソフトウエアの信頼度が高くなります。
未使用端子の処理は、マイクロコンピュータの端子からできるだけ短い配線（2cm以内）で処理してください。

　2． VSSに接続しないでください。
　3． P44～P47プルアップ選択ビット（9216番地のビット4）＝0にしてください。
　4．

_______

NMI端子プルアップ選択ビット（9216番地のビット7）＝0にしてください。
　5． XIN端子に外部で生成したクロックを入力しているとき。
　6． PLL回路動作許可ビット（BC16番地のビット1）＝0にしてください。

処　理　例
入力モードに設定し各端子ごとに抵抗を介してVCC又はVSSに接続、
あるいは出力モードに設定し開放（注1）
入力モードに設定し開放（注2､3）
開放
VCCに接続
VSSに接続

P0～P3, P40～P43, 
P5～P8, P10, P11

M
37911

開放

■ポートを入力モードに設定する場合

VCC VCC

VSS

P0～P8, P10, P11

M
37911

■ポートを出力モードに設定する場合（注）

開放

AVCC

AVSS

VREF

BYTE

P44～P47
NMI
XOUT

VCONT

AVCC

AVSS

VREF

BYTE

開放
NMI
XOUT

VCONT

注．P44～P47は入力モードに設定してください。

VSS
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付録4．未使用端子の処理例

2．メモリ拡張モード時及びマイクロプロセッサモード時

表2　メモリ拡張モード時及びマイクロプロセッサモード時の未使用端子の処理例

図2　メモリ拡張モード時及びマイクロプロセッサモード時の未使用端子の処理例

端　子　名
P2（注1）、P30、P33（注1）、P40～P43、
P5～P8
P44～P47
_______

NMI（注3､5）、XOUT（注6）、VCONT（注7）
AVCC

AVSS、VREF
__________

φ1（注8）、ALE（注8）、HLDA（注8）
_______ __________

RDY（注8）、HOLD（注8）

処　理　例
入力モードに設定し各端子ごとに抵抗を介してVCC又はVSSに接続、
あるいは出力モードに設定し開放（注2）
入力モードに設定し開放（注3､4）
開放
VCCに接続
VSSに接続
開放
抵抗を介してVCCに接続

注1． BYTE端子にVCCレベルを入力しているとき。
　2．出力モードに設定し開放する場合、リセットからソフトウエアによってポートを出力モードに切り替える

までは、ポートは入力モードになっています。そのため、端子の電圧レベルが不定となり、ポートが入力
モードになっている間、電源電流が増加する場合があります。
また、ノイズやノイズによって引き起こされる暴走などによって、方向レジスタの内容が変化する場合を
考慮し、定期的に方向レジスタの内容を再設定した方が、ソフトウエアの信頼度が高くなります。
未使用端子処理は、マイクロコンピュータの端子からできるだけ短い配線（2cm以内）で処理してください。

　3． VSSに接続しないでください。
　4． P44～P47プルアップ選択ビット（9216番地のビット4）＝0にしてください。
　5．

_______

NMI端子プルアップ選択ビット（9216番地のビット7）＝0にしてください。
　6． XIN端子に外部で生成したクロックを入力しているとき。
　7． PLL回路動作許可ビット（BC16番地のビット1）＝0にしてください。
　8．MD0端子にVCCレベルを印加しているとき（ソフトウエアによってこれらの機能を禁止し、プログラマブル

入出力ポートとして使用することもできます）。

P2, P30, P33,
P40～P43, P5～P8

M
37911

開放

VCC VCC

VSS

P2, P30, P33, P4～P8

M
37911

開放

AVCC

AVSS

VREF

P44～P47
NMI
XOUT

VCONT

AVCC

AVSS

VREF

開放

注．P44～P47は入力モードに設定してください。

VSS

φ1

ALE
HLDA

RDY
HOLD

VCC

開放
φ1

ALE
HLDA

開放

RDY
HOLD

■ポートを入力モードに設定する場合 ■ポートを出力モードに設定する場合（注）

NMI
XOUT

VCONT

VCC
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付録5．16進命令コード対応表

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

A

B

C

D

E

F

0000 0001 0010 0011 0100 0101 0110 0111 1000 1001 1010 1011 1100 1101 1110 1111

0000

0001

0010

0011

0100

0101

0110

0111

1000

1001

1010

1011

1100

1101

1110

1111

D3～D0

D7～D4

 命令コード対応表0 

NOP
IMP

ASL
A

SEC
IMP

NEG
A

LDA
A,IMM

LDX
ABS

LDAB
A,ABS,X

BPL
REL

表2 LDY
DIR

ROL
A

CLC
IMP

ABS
A

LDY
ABS

表3 CPX
DIR

PSH
STK

SEI
IMP

EXTZ
A

ADD
A,IMM

LDXB
IMM

BMI
REL 表4

CPY
DIR

PUL
STK

CLI
IMP

EXTS
A

SUB
A,IMM

LDYB
IMM

BGTU
REL 表5

LSR
A

SEM
IMP

CLRB
A

CMP
A,IMM

BBSB
ABS,b,REL

BVC
REL 表6

BBCB
 DIR,b,REL

ROR
A

CLR
A

ORA
A,IMM

BBCB
ABS,b,REL

CLM
IMP

BLEU
REL 表7 CBEQB

DIR/IMM,REL

PHD
STK

CLV
IMP

XAB
IMP

AND
A,IMM

BRAL
REL

BVS
REL 表8 CBNEB

DIR/IMM,REL

PLD
STK

RTI
IMP

ASR
A

EOR
A,IMM

BGT
REL 表9

INC
DIR

INC
A

RTS
IMP

PHA
STK

MOVM
DIR/IMM

INC
ABS

BCC
REL 表10

DEC
DIR

DEC
A

RTL
IMP

PLA
STK

MOVM
ABS/IMM

DEC
ABS

BCS
REL

表11 CBEQB
A/IMM,REL

SEP
IMM

TXA
IMP

PHP
STK

STK/IMM
表12

CBNEB
A/IMM,REL

CLP
IMM

TYA
IMP

PLP
STK

CBEQ
A/IMM,REL

BLE
REL

LDA
A,ABS,X

ADD
A,ABS,X

SUB
A,ABS,X

CMP
A,ABS,X

ORA
A,ABS,X

AND
A,ABS,X

EOR
A,ABS,X

CLRMB
DIR

STX
DIR

LDAD
E,ABS,X

ADDD
E,ABS,X

SUBD
E,ABS,X

CMPD
E,ABS,X

STAB
A,ABS,X

STA
A,ABS,X

STAD
E,ABS,X

BGE
REL 表13

INX
IMP

TAX
IMP

PHX
STK

CLRMB
ABS

BNE
REL 表14

CLRM
DIR

INY
IMP

TAY
IMP

PLX
STK

LDX
IMM

CLRM
ABS

BLT
REL

DEX
IMP

CLRX
IMP

PHY
STK

CPX
IMM

STX
ABS

BEQ
REL

STY
DIR

DEY
IMP

CLRY
IMP

PLY
STK

CPY
IMM

STY
ABS

BRK
IMP

LDX
DIR

BBSB
 DIR,b,REL

CBNE
A/IMM,REL

LDY
IMM

LDAB
A,ABS

LDA
A,ABS

ADD
A,ABS

SUB
A,ABS

CMP
A,ABS

ORA
A,ABS

AND
A,ABS

EOR
A,ABS

LDAD
E,ABS

ADDD
E,ABS

SUBD
E,ABS

CMPD
E,ABS

STAB
A,ABS

STA
A,ABS

STAD
E,ABS

LDAB
A,ABL,X

LDA
A,ABL,X

ADDD
E,IMM

SUBD
E,IMM

MOVMB
DIR/ABS,X

MOVM
DIR/ABS,X

LDAD
E,ABL,X

JSR
ABS

JSRL
ABL

JSR
(ABS,X)

STAB
A,ABL,X

STA
A,ABL,X

STAD
E,ABL,X

LDAB
A,ABL

LDA
A,ABL

LDAD
E,IMM

CMPD
E,IMM

MOVMB
DIR/ABS

MOVM
DIR/ABS

MOVMB
ABS/ABS

MOVM
ABS/ABS

LDAD
E,ABL

JMP
ABS

JMPL
ABL

JMP
(ABS,X)

STAB
A,ABL

STA
A,ABL

STAD
E,ABL

LDAB
A,DIR,X

LDA
A,DIR,X

ADD
A,DIR,X

SUB
A,DIR,X

CMP
A,DIR,X

ORA
A,DIR,X

AND
A,DIR,X

EOR
A,DIR,X

LDAD
E,DIR,X

ADDD
E,DIR,X

SUBD
E,DIR,X

CMPD
E,DIR,X

STAB
A,DIR,X

STA
A,DIR,X

STAD
E,DIR,X

LDAB
A,DIR

LDA
A,DIR

ADD
A,DIR

SUB
A,DIR

CMP
A,DIR

ORA
A,DIR

AND
A,DIR

EOR
A,DIR

LDAD
E,DIR

ADDD
E,DIR

SUBD
E,DIR

CMPD
E,DIR

STAB
A,DIR

STA
A,DIR

STAD
E,DIR

LDAB
A,L(DIR),Y

LDA
A,L(DIR),Y

ADDB
A,IMM

SUBB
A,IMM

MOVMB
ABS/DIR,X

MOVM
ABS/DIR,X

LDAD
E,L(DIR),Y

BRA
REL

MOVMB
DIR/IMM

MOVMB
ABS/IMM

STAB
A,L(DIR),Y

STA
A,L(DIR),Y

STAD
E,L(DIR),Y

LDAB
A,(DIR),Y

LDA
A,(DIR),Y

LDAB
A,IMM

CMPB
A,IMM

MOVMB
DIR/DIR

MOVM
DIR/DIR

MOVMB
ABS/DIR

MOVM
ABS/DIR

LDAD
E,(DIR),Y

ORAB
A,IMM

ANDB
A,IMM

EORB
A,IMM

STAB
A,(DIR),Y

STA
A,(DIR),Y

STAD
E,(DIR),Y

BSR
REL

表1

16進　
表記

PLD n

/RTSD n
STK

/RTLD n

LDD n

/PHLD n
/PHD n

注．表1～14は、命令コード対応表1～14を示します。第2語目のコードは、命令コード対応表1～14を参照してください。
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 命令コード対応表1 （各命令の第1語目は0116です）

DXBNE
IMM,REL

ADDX
IMM

ADDY
IMM

SUBX
IMM

SUBY
IMM

DYBNE
IMM,REL

BSS
A,b,REL

BSC
A,b,REL

D3～D0

D7～D4
16進　
表記

D3～D0

D7～D4
16進　
表記 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F

0

1
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3
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5

6

7

8

9

A

B

C

D

E

F

0000 0001 0010 0011 0100 0101 0110 0111 1000 1001 1010 1011 1100 1101 1110 1111

0000

0001

0010

0011

0100

0101

0110

0111

1000

1001

1010

1011

1100

1101

1110

1111

 命令コード対応表2 （各命令の第1語目は1116です）

LDAB
A,(DIR)

LDA
A,(DIR)

ADD
A,(DIR)

SUB
A,(DIR)

CMP
A,(DIR)

ORA
A,(DIR)

AND
A,(DIR)

EOR
A,(DIR)

LDAD
E,(DIR)

ADDD
E,(DIR)

SUBD
E,(DIR)

CMPD
E,(DIR)

STAB
A,(DIR)

STA
A,(DIR)

STAD
E,(DIR)

LDAB
A,(DIR,X)

LDA
A,(DIR,X)

ADD
A,(DIR,X)

SUB
A,(DIR,X)

CMP
A,(DIR,X)

ORA
A,(DIR,X)

AND
A,(DIR,X)

EOR
A,(DIR,X)

LDAD
E,(DIR,X)

ADDD
E,(DIR,X)

SUBD
E,(DIR,X)

CMPD
E,(DIR,X)

STAB
A,(DIR,X)

STA
A,(DIR,X)

STAD
E,(DIR,X)

LDAB
A,L(DIR)

LDA
A,L(DIR)

ADD
A,L(DIR)

SUB
A,L(DIR)

CMP
A,L(DIR)

ORA
A,L(DIR)

AND
A,L(DIR)

EOR
A,L(DIR)

LDAD
E,L(DIR)

ADDD
E,L(DIR)

SUBD
E,L(DIR)

CMPD
E,L(DIR)

STAB
A,L(DIR)

STA
A,L(DIR)

STAD
E,L(DIR)

LDAB
A,SR

LDA
A,SR

ADD
A,SR

SUB
A,SR

CMP
A,SR

ORA
A,SR

AND
A,SR

EOR
A,SR

LDAD
E,SR

ADDD
E,SR

SUBD
E,SR

CMPD
E,SR

STAB
A,SR

STA
A,SR

STAD
E,SR

LDAB
A,(SR),Y

LDA
A,(SR),Y

ADD
A,(SR),Y

SUB
A,(SR),Y

CMP
A,(SR),Y

ORA
A,(SR),Y

AND
A,(SR),Y

EOR
A,(SR),Y

LDAD
E,(SR),Y

ADDD
E,(SR),Y

SUBD
E,(SR),Y

CMPD
E,(SR),Y

STAB
A,(SR),Y

STA
A,(SR),Y

STAD
E,(SR),Y

LDAB
A,ABS,Y

LDA
A,ABS,Y

ADD
A,ABS,Y

SUB
A,ABS,Y

CMP
A,ABS,Y

ORA
A,ABS,Y

AND
A,ABS,Y

EOR
A,ABS,Y

LDAD
E,ABS,Y

ADDD
E,ABS,Y

SUBD
E,ABS,Y

CMPD
E,ABS,Y

STAB
A,ABS,Y

STA
A,ABS,Y

STAD
E,ABS,Y

ADD
A,(DIR),Y

SUB
A,(DIR),Y

CMP
A,(DIR),Y

ORA
A,(DIR),Y

AND
A,(DIR),Y

EOR
A,(DIR),Y

ADDD
E,(DIR),Y

SUBD
E,(DIR),Y

CMPD
E,(DIR),Y

ADD
A,L(DIR),Y

SUB
A,L(DIR),Y

CMP
A,L(DIR),Y

ORA
A,L(DIR),Y

AND
A,L(DIR),Y

EOR
A,L(DIR),Y

ADDD
E,L(DIR),Y

SUBD
E,L(DIR),Y

CMPD
E,L(DIR),Y

ADD
A,ABL

SUB
A,ABL

CMP
A,ABL

ORA
A,ABL

AND
A,ABL

EOR
A,ABL

ADDD
E,ABL

SUBD
E,ABL

CMPD
E,ABL

ADD
A,ABL,X

SUB
A,ABL,X

CMP
A,ABL,X

ORA
A,ABL,X

AND
A,ABL,X

EOR
A,ABL,X

ADDD
E,ABL,X

SUBD
E,ABL,X

CMPD
E,ABL,X
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D3～D0

D7～D4
16進　
表記 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F
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 命令コード対応表3 （各命令の第1語目は2116です）

ADC
A,(DIR)

ADCD
E,(DIR)

SBC
A,(DIR)

SBCD
E,(DIR)

MPY
(DIR)

MPYS
(DIR)

DIV
(DIR)

DIVS
(DIR)

ADC
A,(DIR,X)

ADCD
E,(DIR,X)

SBC
A,(DIR,X)

SBCD
E,(DIR,X)

MPY
(DIR,X)

MPYS
(DIR,X)

DIV
(DIR,X)

DIVS
(DIR,X)

ADC
A,L(DIR)

ADCD
E,L(DIR)

SBC
A,L(DIR)

SBCD
E,L(DIR)

MPY
L(DIR)

MPYS
L(DIR)

DIV
L(DIR)

DIVS
L(DIR)

ADC
A,SR

ADCD
E,SR

SBC
A,SR

SBCD
E,SR

MPY
SR

MPYS
SR

DIV
SR

DIVS
SR

ADC
A,(SR),Y

ADCD
E,(SR),Y

SBC
A,(SR),Y

SBCD
E,(SR),Y

MPY
(SR),Y

MPYS
(SR),Y

DIV
(SR),Y

DIVS
(SR),Y

ADC
A,(DIR),Y

ADCD
E,(DIR),Y

SBC
A,(DIR),Y

SBCD
E,(DIR),Y

MPY
(DIR),Y

MPYS
(DIR),Y

DIV
(DIR),Y

DIVS
(DIR),Y

ADC
A,L(DIR),Y

ADCD
E,L(DIR),Y

SBC
A,L(DIR),Y

SBCD
E,L(DIR),Y

MPY
L(DIR),Y

MPYS
L(DIR),Y

DIV
L(DIR),Y

DIVS
L(DIR),Y

ADC
A,DIR

ADCD
E,DIR

SBC
A,DIR

SBCD
E,DIR

MPY
DIR

MPYS
DIR

DIV
DIR

DIVS
DIR

ADC
A,DIR,X

ADCD
E,DIR,X

SBC
A,DIR,X

SBCD
E,DIR,X

MPY
DIR,X

MPYS
DIR,X

DIV
DIR,X

DIVS
DIR,X

ADC
A,ABS,Y

ADCD
E,ABS,Y

SBC
A,ABS,Y

SBCD
E,ABS,Y

MPY
ABS,Y

MPYS
ABS,Y

DIV
ABS,Y

DIVS
ABS,Y

ADC
A,ABS

ADCD
E,ABS

SBC
A,ABS

SBCD
E,ABS

MPY
ABS

MPYS
ABS

DIV
ABS

DIVS
ABS

ADC
A,ABS,X

ADCD
E,ABS,X

SBC
A,ABS,X

SBCD
E,ABS,X

MPY
ABS,X

MPYS
ABS,X

DIV
ABS,X

DIVS
ABS,X

ADC
A,ABL

ADCD
E,ABL

SBC
A,ABL

SBCD
E,ABL

MPY
ABL

MPYS
ABL

DIV
ABL

DIVS
ABL

ADC
A,ABL,X

ADCD
E,ABL,X

SBC
A,ABL,X

SBCD
E,ABL,X

MPY
ABL,X

MPYS
ABL,X

DIV
ABL,X

DIVS
ABL,X

ASL
DIR

ROL
DIR

LSR
DIR

ROR
DIR

ASR
DIR

ASL
DIR,X

ROL
DIR,X

LSR
DIR,X

ROR
DIR,X

ASR
DIR,X

ASL
ABS

ROL
ABS

LSR
ABS

ROR
ABS

ASR
ABS

ASL
ABS,X

ROL
ABS,X

LSR
ABS,X

ROR
ABS,X

ASR
ABS,X
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 命令コード対応表4 （各命令の第1語目は3116です）

WIT
IMP

STP
IMP

PHT
STK

PLT
STK

PHG
STK

NEGD
E

ABSD
E

EXTZD
E

EXTSD
E

TAD,0
IMP

TAD,1
IMP

TAD,2
IMP

TAD,3
IMP

TDA,0
IMP

TDA,1
IMP

TDA,2
IMP

TDA,3
IMP

TAS
IMP

TSA
IMP

TXY
IMP

TYX
IMP

TXS
IMP

ADC
A,IMM

SBC
A,IMM

MOVM
DIR,X/IMM

MOVM
ABS,X/IMM

RLA
A

MPY
IMM

MPYS
IMM

DIV
IMM

ADDS
IMM

ADCB
A,IMM

MVP
BLK

MOVMB
DIR,X/IMM

LDT
IMM

RMPA
積和

TSX
IMP

DIVS
IMM

SUBS
IMM

SBCB
A,IMM

MVN
BLK

MOVMB
ABS,X/IMM

PEI
STK

ADCD
E,IMM

PEA
STK

JMP
(ABS)

SBCD
E,IMM

PER
STK

JMPL
L(ABS)

TDS
IMP

TSD
IMP

D3～D0

D7～D4
16進　
表記
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 命令コード対応表5 （各命令の第1語目は4116です）

BBS
DIR,b,REL

BBC
DIR,b,REL

CBEQ
DIR/IMM,REL

LDY
DIR,X

INC
DIR,X

DEC
DIR,X

CPX
ABS

BBS
ABS,b,REL

BBC
ABS,b,REL

LDY
ABS,X

INC
ABS,X

DEC
ABS,X

LDX
DIR,Y

LDX
ABS,Y

STX
DIR,Y

STY
DIR,X

CPY
ABS

CBNE
DIR/IMM,REL

D3～D0

D7～D4
16進　
表記
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 命令コード対応表6 （各命令の第1語目は5116です）

ADDMD
DIR/IMM

SUBMD
DIR/IMM

CMPMD
DIR/IMM

ORAMD
DIR/IMM

ANDMD
DIR/IMM

EORMD
DIR/IMM

ADDMB
DIR/IMM

SUBMB
DIR/IMM

CMPMB
DIR/IMM

ORAMB
DIR/IMM

ANDMB
DIR/IMM

EORMB
DIR/IMM

ADDM
DIR/IMM

SUBM
DIR/IMM

CMPM
DIR/IMM

ORAM
DIR/IMM

ANDM
DIR/IMM

EORM
DIR/IMM

ADDMD
ABS/IMM

SUBMD
ABS/IMM

CMPMD
ABS/IMM

ORAMD
ABS/IMM

ANDMD
ABS/IMM

EORMD
ABS/IMM

ADDMB
ABS/IMM

SUBMB
ABS/IMM

CMPMB
ABS/IMM

ORAMB
ABS/IMM

ANDMB
ABS/IMM

EORMB
ABS/IMM

ADDM
ABS/IMM

SUBM
ABS/IMM

CMPM
ABS/IMM

ORAM
ABS/IMM

ANDM
ABS/IMM

EORM
ABS/IMM

D3～D0

D7～D4
16進　
表記
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 命令コード対応表7 （各命令の第1語目は6116です）

MOVRB
DIR/ABS

MOVR
DIR/ABS

MOVRB
ABS/ABS

MOVR
ABS/ABS

MOVRB
DIR/IMM

MOVR
DIR/IMM

MOVRB
ABS/IMM

MOVR
ABS/IMM

MOVRB
DIR/DIR

MOVR
DIR/DIR

MOVRB
ABS/DIR

MOVR
ABS/DIR

D3～D0

D7～D4
16進　
表記
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 命令コード対応表8 （各命令の第1語目は7116です）

BSS
DIR,b,REL

BSC
DIR,b,REL

BSC
ABS,b,REL

MOVRB
DIR/ABS,X

BSS
ABS,b,REL

MOVR
DIR/ABS,X

MOVRB
ABS/DIR,X

MOVR
ABS/DIR,X

D3～D0

D7～D4
16進　
表記
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 命令コード対応表9 （各命令の第1語目は8116です）

ASL
B

NEG
B

LDA
B,IMM

LDAB
B,ABS,X

ROL
B

ABS
B

EXTZ
B

ADD
B,IMM

EXTS
B

SUB
B,IMM

LSR
B

CLRB
B

CMP
B,IMM

ROR
B

CLR
B

ORA
B,IMM

AND
B,IMM

ASR
B

EOR
B,IMM

INC
B

PHB
STK

DEC
B

PLB
STK

TXB
IMP

CBNEB
B/IMM,REL

TYB
IMP

CBEQ
B/IMM,REL

LDA
B,ABS,X

ADD
B,ABS,X

SUB
B,ABS,X

CMP
B,ABS,X

ORA
B,ABS,X

AND
B,ABS,X

EOR
B,ABS,X

STAB
B,ABS,X

STA
B,ABS,X

TBX
IMP

TBY
IMP

CBNE
B/IMM,REL

LDAB
B,ABS

LDA
B,ABS

ADD
B,ABS

SUB
B,ABS

CMP
B,ABS

ORA
B,ABS

AND
B,ABS

EOR
B,ABS

STAB
B,ABS

STA
B,ABS

LDAB
B,ABL,X

LDA
B,ABL,X

STAB
B,ABL,X

STA
B,ABL,X

LDAB
B,ABL

LDA
B,ABL

STAB
B,ABL

STA
B,ABL

LDAB
B,DIR,X

LDA
B,DIR,X

ADD
B,DIR,X

SUB
B,DIR,X

CMP
B,DIR,X

ORA
B,DIR,X

AND
B,DIR,X

EOR
B,DIR,X

STAB
B,DIR,X

STA
B,DIR,X

LDAB
B,DIR

LDA
B,DIR

ADD
B,DIR

SUB
B,DIR

CMP
B,DIR

ORA
B,DIR

AND
B,DIR

EOR
B,DIR

STAB
B,DIR

STA
B,DIR

LDAB
B,L(DIR),Y

LDA
B,L(DIR),Y

ADDB
B,IMM

SUBB
B,IMM

STAB
B,L(DIR),Y

STA
B,L(DIR),Y

LDAB
B,(DIR),Y

LDA
B,(DIR),Y

LDAB
B,IMM

CMPB
B,IMM

ORAB
B,IMM

ANDB
B,IMM

EORB
B,IMM

STAB
B,(DIR),Y

STA
B,(DIR),Y

CBEQB
B/IMM,REL

D3～D0

D7～D4
16進　
表記
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 命令コード対応表10 （各命令の第1語目は9116です）

LDAB
B,(DIR)

LDA
B,(DIR)

ADD
B,(DIR)

SUB
B,(DIR)

CMP
B,(DIR)

ORA
B,(DIR)

AND
B,(DIR)

EOR
B,(DIR)

STAB
B,(DIR)

STA
B,(DIR)

LDAB
B,(DIR,X)

LDA
B,(DIR,X)

ADD
B,(DIR,X)

SUB
B,(DIR,X)

CMP
B,(DIR,X)

ORA
B,(DIR,X)

AND
B,(DIR,X)

EOR
B,(DIR,X)

STAB
B,(DIR,X)

STA
B,(DIR,X)

LDAB
B,L(DIR)

LDA
B,L(DIR)

ADD
B,L(DIR)

SUB
B,L(DIR)

CMP
B,L(DIR)

ORA
B,L(DIR)

AND
B,L(DIR)

EOR
B,L(DIR)

STAB
B,L(DIR)

STA
B,L(DIR)

LDAB
B,SR

LDA
B,SR

ADD
B,SR

SUB
B,SR

CMP
B,SR

ORA
B,SR

AND
B,SR

EOR
B,SR

STAB
B,SR

STA
B,SR

LDAB
B,(SR),Y

LDA
B,(SR),Y

ADD
B,(SR),Y

SUB
B,(SR),Y

CMP
B,(SR),Y

ORA
B,(SR),Y

AND
B,(SR),Y

EOR
B,(SR),Y

STAB
B,(SR),Y

STA
B,(SR),Y

LDAB
B,ABS,Y

LDA
B,ABS,Y

ADD
B,ABS,Y

SUB
B,ABS,Y

CMP
B,ABS,Y

ORA
B,ABS,Y

AND
B,ABS,Y

EOR
B,ABS,Y

STAB
B,ABS,Y

STA
B,ABS,Y

ADD
B,(DIR),Y

SUB
B,(DIR),Y

CMP
B,(DIR),Y

ORA
B,(DIR),Y

AND
B,(DIR),Y

EOR
B,(DIR),Y

ADD
B,L(DIR),Y

SUB
B,L(DIR),Y

CMP
B,L(DIR),Y

ORA
B,L(DIR),Y

AND
B,L(DIR),Y

EOR
B,L(DIR),Y

ADD
B,ABL

SUB
B,ABL

CMP
B,ABL

ORA
B,ABL

AND
B,ABL

EOR
B,ABL

ADD
B,ABL,X

SUB
B,ABL,X

CMP
B,ABL,X

ORA
B,ABL,X

AND
B,ABL,X

EOR
B,ABL,X

D3～D0

D7～D4
16進　
表記
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 命令コード対応表11 （各命令の第1語目はA116です）

ADC
B,(DIR)

SBC
B,(DIR)

ADC
B,(DIR,X)

SBC
B,(DIR,X)

ADC
B,L(DIR)

SBC
B,L(DIR)

ADC
B,SR

SBC
B,SR

ADC
B,(SR),Y

SBC
B,(SR),Y

ADC
B,(DIR),Y

SBC
B,(DIR),Y

ADC
B,L(DIR),Y

SBC
B,L(DIR),Y

ADC
B,DIR

SBC
B,DIR

ADC
B,DIR,X

SBC
B,DIR,X

ADC
B,ABS,Y

SBC
B,ABS,Y

ADC
B,ABS

SBC
B,ABS

ADC
B,ABS,X

SBC
B,ABS,X

ADC
B,ABL

SBC
B,ABL

ADC
B,ABL,X

SBC
B,ABL,X

D3～D0

D7～D4
16進　
表記
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 命令コード対応表12 （各命令の第1語目はB116です）

TBD,0
IMP

TBD,1
IMP

TBD,2
IMP

TBD,3
IMP

TDB,0
IMP

TDB,1
IMP

TDB,2
IMP

TDB,3
IMP

TBS
IMP

TSB
IMP

ADC
B,IMM

SBC
B,IMM

ADCB
B,IMM

SBCB
B,IMM

D3～D0

D7～D4
16進　
表記
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 命令コード対応表13 （各命令の第1語目はC116です）

DEBNE
DIR/IMM,REL

D3～D0

D7～D4
16進　
表記
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A
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 命令コード対応表14 （各命令の第1語目はD116です）

DEBNE
ABS/IMM,REL

D3～D0

D7～D4
16進　
表記

ASRD,#n
E

ASLD,#n
E

ROLD,#n
E

LSRD,#n
E

RORD,#n
E
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付録6．機械語命令一覧表

注．演算長（ビット）が16/8の命令は、m=0又はx=0のとき16ビット長、m=1又はx=1のとき8ビット長で演算
します。
演算長（ビット）が8又は32の命令は、mフラグ及びxフラグの内容にかかわらず、8ビット長又は32ビット長
で演算します。
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付録6．機械語命令一覧表付録

→
←

Acc
AccH
AccL
A
AH

AL

B
BH

BL

E
EH

EL

X
XH

XL

Y
YH

YL

S

REL

PC
PCH

PCL

PG
DT

DPR0
DPR0H
DPR0L
DPRn
DPRnH
DPRnL

PS
PSH

PSL

PSL(bit n)

M
M(S)
M(bit n)
Mn

IMM
IMMn
IMMH

IMML

ADH

ADM

ADL

EAR
EARH

EARL

imm
immn

dd

i
i1, i2

source
dest

記　　号内　　　　　容 内　　　　　容

インプライド・アドレッシングモード
イミディエイト・アドレッシングモード
アキュムレータ・アドレッシングモード
ダイレクト・アドレッシングモード
ダイレクト・インデクストX・アドレッシングモード
ダイレクト・インデクストY・アドレッシングモード
ダイレクト・インダイレクト・アドレッシングモード
ダイレクト・インデクストX・インダイレクト・
アドレッシングモード
ダイレクト・インダイレクト・インデクストY・
アドレッシングモード
ダイレクト・インダイレクトロング・アドレッシング
モード
ダイレクト・インダイレクトロング・インデクストY・
アドレッシングモード
アブソリュート・アドレッシングモード
アブソリュート・インデクストX・アドレッシングモード
アブソリュート・インデクストY・アドレッシングモード
アブソリュートロング・アドレッシングモード
アブソリュートロング・インデクストX・
アドレッシングモード
アブソリュート・インダイレクト・アドレッシングモード
アブソリュート・インダイレクトロング・
アドレッシングモード
アブソリュート・インデクストX・インダイレクト・
アドレッシングモード
スタック・アドレッシングモード
レラティブ・アドレッシングモード
ダイレクト・ビット・レラティブ・アドレッシングモード
アブソリュート・ビット・レラティブ・アドレッシング
モード
スタックポインタ・レラティブ・アドレッシングモード
スタックポインタ・レラティブ・インダイレクト・
インデクストY・アドレッシングモード
ブロック転送・アドレッシングモード
積和アドレッシングモード

命令コード（オペコード）
サイクル数
バイト数
キャリーフラグ
ゼロフラグ
割り込み禁止フラグ
10進演算モードフラグ
インデックスレジスタ長選択フラグ
データ長選択フラグ
オーバフローフラグ
ネガティブフラグ
プロセッサ割り込み優先レベル

加　算
減　算
乗　算
除　算
論理積
論理和
排他的論理和
絶対値
否　定
矢印の方向に移動することを示す
矢印の方向に移動することを示す
交　換

アキュムレータ
アキュムレータの上位8ビット
アキュムレータの下位8ビット
アキュムレータA
アキュムレータAの上位8ビット
アキュムレータAの下位8ビット
アキュムレータB
アキュムレータBの上位8ビット
アキュムレータBの下位8ビット
アキュムレータE
アキュムレータEの上位16ビット（アキュムレータB）
アキュムレータEの下位16ビット（アキュムレータA）
インデックスレジスタX
インデックスレジスタXの上位8ビット
インデックスレジスタXの下位8ビット
インデックスレジスタY
インデックスレジスタYの上位8ビット
インデックスレジスタYの下位8ビット

スタックポインタ

相対アドレス

プログラムカウンタ
プログラムカウンタの上位8ビット
プログラムカウンタの下位8ビット
プログラムバンクレジスタ
データバンクレジスタ

ダイレクトページレジスタ0
ダイレクトページレジスタ0の上位8ビット
ダイレクトページレジスタ0の下位8ビット
ダイレクトページレジスタn
ダイレクトページレジスタnの上位8ビット
ダイレクトページレジスタnの下位8ビット

プロセッサステータスレジスタ
プロセッサステータスレジスタの上位8ビット
プロセッサステータスレジスタの下位8ビット
プロセッサステータスレジスタ中のnビット目

メモリの内容
スタックポインタの内容の示す番地のメモリの内容
メモリのnビット目
nビットのメモリの番地、又は内容

イミディエイト値（8ビット又は16ビット）
nビットのイミディエイト値
16ビットのイミディエイト値の上位8ビット
16ビットのイミディエイト値の下位8ビット

24ビットのアドレスの上位A23～A16の値
24ビットのアドレスの中位A15～A8の値
24ビットのアドレスの下位A7～A0の値

実効アドレス（16ビット）
実効アドレスの上位8ビット
実効アドレスの下位8ビット

8ビットイミディエイト値
nビットイミディエイト値

DPRに対する変位（8ビット又は6ビット）

転送バイト数、回転数、又は繰り返し演算回数
退避、又は復帰するレジスタ数

転送元を指定するオペランド（ソース）
転送先を指定するオペランド（デスティネーション）

IMP
IMM
A
DIR
DIR, X
DIR, Y
(DIR)
(DIR, X)

(DIR), Y

L(DIR)

L(DIR), Y

ABS
ABS, X
ABS, Y
ABL
ABL, X

(ABS)
L(ABS)

(ABS, X)

STK
REL
DIR, b, R
ABS, b, R

SR
(SR), Y

BLK
積和

op
n
#
C
Z
I
D
x
m
V
N
IPL

＋
－
×
÷
∧
∨
∀

‾
→
←

記　　号

――



L(DIR), Y

付録6．機械語命令一覧表付録

7911グループユーザーズマニュアル19-58

動　　　作 演算長
（ビット）

ア　ド　レ　ッ　シ　ン　グ　モ　ー　ド

op  n  #
IMP IMM A DIR DIR, X DIR, Y (DIR) (DIR, X) (DIR), Y命令記号 L(DIR)

op  n  #op  n  #op  n  # op  n  # op  n  # op  n  # op  n  #op  n  #op  n  #op  n  #

21 12   3
99　　　

11  9   3
29　　　

91  9   3
29　　　

21 10   3
89　　　

A1 12   3
89　　　

7900シリーズ　機械語命令一覧表

Acc←｜Acc｜ABS
（注1）

E1  3  1

 81  4   2
E1　　　

31  4   6
1C　　　

21  7   3
9A　　　

21  8   3
9B　　　

21  9   3
90　　　

21 10   3
91　　　

21 10   3
98　　　

21 11   3
92　　　

11 7   3
21　　　

11 6   3
20　　　

2B 4   226  1   2 2A  3   2 11  7   3
28　　　

11 8   3
22　　　

91 7   3
21

91 6  3
20

81 5   3
2B

81  2   3
26

81 4   3
2A

91 7   3
28

91 8   3
22

29  1   2

81  2   3
29

16/8

32

16/8

8

16/8 21 8   3
81　　　

21 7   3
80　　　

21 6   3
8B　　　

31  3   3
87　　　

21  5   3
8A　　　

21 8   3
88　　　

21 9   3
82　　　

A1 10  3
81

A1 9  3
80

A1 8  3
8B

B1  3   3
87

A1 7   3
8A

A1 10  3
88

A1 11  3
82

Acc←Acc＋M＋CADC
（注1, 注2）

E←｜E｜ABSD

AccL←AccL＋IMM8＋CADCB
（注1）

 31  5   2
90　　　

31  3   3
1A　　　

B1  3   3
1A

32

8

AccL←AccL＋IMM8

E←E＋M32＋C

ADD
（注1, 注2）

ADDB
（注1）

Acc←Acc＋M

ADCD

11  12   3
99　　　

S←S＋IMM8ADDS

M8←M8＋IMM8ADDMB

M←M＋IMM

E←E＋M32ADDD

ADDM
（注3）

M32←M32＋IMM32ADDMD

11 10   3
91　　　

11 9   3
90　　　

9B 7   22D 3   5

51  7   4
03　　　

11 10   3
98　　　

11 11   3
92　　　

51  7   4
02　　　

51 10   7
83　　　

31  2   3
0A　　　

9A 6   2

Y←Y＋IMM(IMM=0～31)

ADDX

ADDY
（注4）

X←X＋IMM(IMM=0～31) 01 2    2

01  2   2
20　　　
+　　　
imm    　

　

32

16/8

8

32

16

16/8

16/8



7911グループユーザーズマニュアル 19-59

付録6．機械語命令一覧表付録

ABS
op  n  # op  n  #

ABS, X
op  n  #
ABS, Y

op  n  #
ABL

op  n  #
ABL, X

op  n  #
(ABS)

op  n  #
L(ABS)

op  n  #
(ABS, X)

op  n  #
STK

op  n  #
REL

op  n  #
DIR, b, R

op  n  #
ABS, b, R

op  n  #
SR

op  n  #
(SR), Y

op  n  #
BLK

op  n  #
積和 10  9  8   7   6   5   4   3   2   1  0

    IPL     N   V  m  x D  I   Z  C

ア　ド　レ　ッ　シ　ン　グ　モ　ー　ド プロセッサステータスレジスタ

21  7    4
9E　　　

21  8   4
96　　　

21  8   5
 9C　　　

21  9   5
9D　　　

21  8   3
93　　　

21 11   3
94　　　

2E  3   3 2F 4   3 11 5   4
 26　　　

11 6   5
 2D　　　

11 5   5
 2C　　　

11  5   3
23　　　

11  8   3
24　　　

81  4  4
2E　　　

81  5   4
2F　　　

91 5   4
26　　　

91 6   5
2D　　　

91 5   5
2C　　　

91 5   3
23　　　

91  8   3
24　　　

・・ ・ 0 V ・・ ・・ Z 0

・・ ・ N V ・・ ・・ Z C

・・ ・ N V ・・ ・・ Z C

・・ ・ N V ・・ ・・ Z C

21  8   4
9F　　　

・・ ・ N V ・・ ・・ Z C21 5   4
8E　　　

21 6   4
8F　　　

21 6   4
86　　　

21 7   5
8D　　　

21 6   5
8C　　　

21 6   3
83　　　

21 9   3
84　　　

A1 7   4
8E　　　

A1 8   4
8F　　　

A1 8   4
86　　　

A1 9   5
8D　　　

A1 8   5
8C　　　

A1 8   3
83　　　

A1 11   3
84　　　

・・ ・ 0 V ・・ ・・ Z 0

・・ ・ N V ・ ・・・ Z C

・・ ・ N V ・・ ・・ Z C

9E  6   3 9F 7   3 11 8   4
96　　　

11 9   5
9D　　　

11 8   5
9C　　　

11  8   3
93　　　

11  11   3
 94　　　

・・ ・ N V ・・ ・・ Z C

51  7   5
07　　　

・・ ・ N V ・・ ・・ Z C

51  7   5
06　　　

51 10   8
87　　　

・・ ・ N V ・・ ・・ Z C

・・ ・ N V ・・ ・・ Z C

・・ ・ N V ・・ ・・ Z C

・・ ・ N V ・・ ・・ Z C



L(DIR), Y

付録6．機械語命令一覧表付録

7911グループユーザーズマニュアル19-60

動　　　作 演算長
（ビット）

ア　ド　レ　ッ　シ　ン　グ　モ　ー　ド

op  n  #
IMP IMM A DIR DIR, X DIR, Y (DIR) (DIR, X) (DIR), Y命令記号 L(DIR)

op  n  #op  n  #op  n  # op  n  # op  n  # op  n  # op  n  #op  n  #op  n  #op  n  #

　→ b15 … b0 → C

　→ b7 … b0 → C

C ← b15 … b0 ←0

C ← b7 … b0 ←0

C ← b15 … b0 ←0

C ← b7 … b0 ←0

n(n=0～15)ビット算術右シフト

m=0のとき
A

m=1のとき
AL

1ビット算術左シフト

m=0のとき
Acc or M16

m=1のとき
AccL or M8

11   9    3
 69

91   9   3
69

ASL
（注1）

M32←M32∧IMM32

ASL #n
（注4）

ANDMD

M←M∧IMMANDM
（注3）

AccL←AccL∧IMM8ANDB
（注1）

M8←M8∧IMM8ANDMB

81 4   3
6A

Acc←Acc∧M 11  7  3
61    　　

11  6  3
60　　　

 66   1  2 11  7  3
68　   　

11   8  3
62　     　

91  7  3
61

91  6  3
60

81 5   3
6B

81  2  3
66

91  7  3
68

AND
（注1, 注2）

91 8   3
62

 6A  3  2  6B   4  2

 23   1  2

81  2   3
23

51  7  4
63　   　

51  7   4
62　   　

51 10   7
E3　   　

03 1    1

81 2   2
03　   　

21  7   3
0A　   　

21 8    3
0B　   　

C1  6   2
40   +  　
  +  imm　
imm   　

　

ASLD #n
（注4）

64  1   1 21  7   3
4A

21  8   3
4B

81  2   2
64

ASR
（注1）

　→ b15 … b0 → C

　→ b7 … b0 → C

D1  8   2
40   +  　
  +  imm　
imm   　

　

C ← b31 … b0 ←0

ASR #n
（注4）

C1  6   2
80   +  　
  +  imm　
imm   　

　

16/8

8

16/8

8

32

16/8

16/8

32

16/8

16/8

n(n=0～15)ビット算術左シフト

m=0のとき
A

m=1のとき
AL

n(n=0～31)ビット算術左シフト
E

1ビット算術右シフト

m=0のとき
Acc or M16

m=1のとき
AccL or M8



7911グループユーザーズマニュアル 19-61

付録6．機械語命令一覧表付録

ABS
op  n  # op  n  #

ABS, X
op  n  #
ABS, Y

op  n  #
ABL

op  n  #
ABL, X

op  n  #
(ABS)

op  n  #
L(ABS)

op  n  #
(ABS, X)

op  n  #
STK

op  n  #
REL

op  n  #
DIR, b, R

op  n  #
ABS, b, R

op  n  #
SR

op  n  #
(SR), Y

op  n  #
BLK

op  n  #
積和 10  9  8   7   6   5   4   3   2   1  0

    IPL     N   V  m  x D  I   Z  C

ア　ド　レ　ッ　シ　ン　グ　モ　ー　ド プロセッサステータスレジスタ

・・ ・ N ・・・ ・・ Z  ・6E 3   3 6F 4   3 11  5  4
66　　　

11  6   5
 6D　　　

11  5   5
 6C　　　

11  5   3
63　　　

11  8   3
 64　　　

81  4   4
6E

81  5   4
6F

91  5  4
66

91  6   5
6D

91  5   5
6C

91  5   3
63

91  8   3
64

21  7   4
0E　　　

21  8   4
0F　　　

・・ ・ N ・・・ ・ ・ Z C

・・ ・ N ・・・・ ・  Z ・

・・ ・ N ・・・ ・・ Z  ・

・・ ・ N ・・・ ・・ Z  ・

・・ ・ N ・・・ ・ ・ Z C

・・ ・ N ・・・ ・・ Z ・

51  7   5
67　   　

51  7   5
66　   　

 51 10  8
E7　   　

・・ ・ N ・・・ ・ ・ Z C21  7   4
4E

21  8   4
4F

・・ ・ N ・・ ・・ ・ Z C

・・ ・ N ・・・ ・ ・ Z C



L(DIR), Y

付録6．機械語命令一覧表付録

7911グループユーザーズマニュアル19-62

動　　　作 演算長
（ビット）

ア　ド　レ　ッ　シ　ン　グ　モ　ー　ド

op  n  #
IMP IMM A DIR DIR, X DIR, Y (DIR) (DIR, X) (DIR), Y命令記号 L(DIR)

op  n  #op  n  #op  n  # op  n  # op  n  # op  n  # op  n  #op  n  #op  n  #op  n  #

if  C=0
then  PC←PC＋2＋REL(-128～+127)

BCC

if  M(bit n)=0
then  PC←PC＋cnt＋REL(-128～
+127)
(cnt：命令のバイト数)

BBC
（注3）

ASRD #n
（注4）

if  M8(bit n)=0
then  PC←PC＋cnt＋REL(-128～
+127)
(cnt：命令のバイト数)

BBCB

if  M(bit n)=1
then  PC←PC＋cnt＋REL(-128～
+127)
(cnt：命令のバイト数)

BBS
（注3）

if  M8(bit n)=1
then  PC←PC＋cnt＋REL(-128～
+127)
(cnt：命令のバイト数)

BBSB

if  C=1
then  PC←PC＋2＋REL(-128～+127)

BCS

if  Z=1
then  PC←PC＋2＋REL(-128～+127)

BEQ

D1  8   2
80   +  　
  +  imm　
imm   　

　

BGE

BGT

BGTU

BLE

BLEU

if  Z=0  and  N∀V=0
then  PC←PC＋2＋REL(-128～+127)

if  C=1  and  Z=0
then  PC←PC＋2＋REL(-128～+127)

BLT

32

16/8

8

16/8

8

－

－

－

－

－

－

－

－

－

n(n=0～31)ビット算術右シフト
E

　→ b31 … b0 → C

if  N∀V=0
then  PC←PC＋2＋REL(-128～+127)

if  Z=1  or  N∀V=1
then  PC←PC＋2＋REL(-128～+127)

if  C=0  or  Z=1
then  PC←PC＋2＋REL(-128～+127)

if  N∀V=1
then  PC←PC＋2＋REL(-128～+127)



7911グループユーザーズマニュアル 19-63

付録6．機械語命令一覧表付録

ABS
op  n  # op  n  #

ABS, X
op  n  #
ABS, Y

op  n  #
ABL

op  n  #
ABL, X

op  n  #
(ABS)

op  n  #
L(ABS)

op  n  #
(ABS, X)

op  n  #
STK

op  n  #
REL

op  n  #
DIR, b, R

op  n  #
ABS, b, R

op  n  #
SR

op  n  #
(SR), Y

op  n  #
BLK

op  n  #
積和 10  9  8   7   6   5   4   3   2   1  0

    IPL     N   V  m  x D  I   Z  C

ア　ド　レ　ッ　シ　ン　グ　モ　ー　ド プロセッサステータスレジスタ

・・ ・・・ ・・ ・・・・41  9   6
5E　　　

41  9   5
5A　　　

・ ・ ・・・ ・・ ・ ・・・57 8   552  8   4

41  9   6
4E　　　

41  9  5
4A　　　

・・ ・・・ ・・ ・ ・・・

47  8   542  8   4

90  6  2

B0  6  2 ・ ・ ・・・ ・・ ・ ・・・

F0  6   2

・・ ・ N ・・・ ・ ・ Z C

・ ・ ・・・ ・・ ・ ・・・

・ ・ ・・・ ・・ ・ ・・・

・ ・ ・・・ ・・ ・ ・・・

・ ・ ・・・ ・・ ・ ・・・

・ ・ ・・・ ・・ ・ ・・・

C0 6   2

80  6   2

40  6   2 ・ ・ ・・・ ・・ ・ ・・・

・ ・ ・・・ ・・ ・ ・・・A0  6   2

・ ・ ・・・ ・・ ・ ・・・60  6   2

・ ・ ・・・ ・・ ・ ・・・E0  6   2



L(DIR), Y

付録6．機械語命令一覧表付録

7911グループユーザーズマニュアル19-64

動　　　作 演算長
（ビット）

ア　ド　レ　ッ　シ　ン　グ　モ　ー　ド

op  n  #
IMP IMM A DIR DIR, X DIR, Y (DIR) (DIR, X) (DIR), Y命令記号 L(DIR)

op  n  #op  n  #op  n  # op  n  # op  n  # op  n  # op  n  #op  n  #op  n  #op  n  #

BMI

BNE

BPL

PC←PC＋cnt＋REL
(BRA:-128～+127, BRAL:-32768～
+32767)
(cnt：BRA/BRAL命令のバイト数)
PG←PG＋1
（キャリーが生じたとき）
PG←PG－1
（ボローが生じたとき）

BRA/BRAL
（注5）

PC←PC＋2
M(S)←PG
S←S－1
M(S)←PCH

S←S－1
M(S)←PCL

S←S－1
M(S)←PSH

S←S－1
M(S)←PSL

S←S－1
I←1
PCL←ADL

PCH←ADM

PG←0016  or  FF16

BRK
（注6）

 00 15  2
74　　　

BVC

BVS

BSR

BSS
（注7）

BSC
（注7）

 01  7   3
A0　　　
+　　　
n　　　

 71 11  4
A0　　　
+　　　
n　　　

 01  7   3
80　　　
+　　　
n　　　

 71 11  4
80　　　
+　　　
n　　　

(S)←PC＋2
PC←PC＋2＋REL(-1024～+1023)

－

－

－

－

－

16/8

－

16/8

－

－

if  N=1
then  PC←PC＋2＋REL(-128～+127)

if  Z=0
then  PC←PC＋2＋REL(-128～+127)

if  N=0
then  PC←PC＋2＋REL(-128～+127)

if  A(bit n)  or  M(bit n) =0(n=0～15)
then  PC←PC＋cnt＋REL(-128～
+127)
(cnt：命令のバイト数)

if  A(bit n)  or  M(bit n) =1(n=0～15)
then  PC←PC＋cnt＋REL(-128～
+127)
(cnt：命令のバイト数)

if  V=0
then  PC←PC＋2＋REL(-128～+127)

if  V=1
then  PC←PC＋2＋REL(-128～+127)



7911グループユーザーズマニュアル 19-65

付録6．機械語命令一覧表付録

ABS
op  n  # op  n  #

ABS, X
op  n  #
ABS, Y

op  n  #
ABL

op  n  #
ABL, X

op  n  #
(ABS)

op  n  #
L(ABS)

op  n  #
(ABS, X)

op  n  #
STK

op  n  #
REL

op  n  #
DIR, b, R

op  n  #
ABS, b, R

op  n  #
SR

op  n  #
(SR), Y

op  n  #
BLK

op  n  #
積和 10  9  8   7   6   5   4   3   2   1  0

    IPL     N   V  m  x D  I   Z  C

ア　ド　レ　ッ　シ　ン　グ　モ　ー　ド プロセッサステータスレジスタ

・・ ・・・ ・・ ・・・・

D0  6   2 ・・ ・・・ ・・ ・・・・

30  6   2

10  6   2 ・・ ・・・ ・・ ・・・・

・・ ・・・ ・・ ・・・・

A7  5  3

20  5  2

・・ ・・・ ・・ ・ 1 ・・

50  6  2 ・・ ・・・ ・・ ・・・・

70  6  2 ・・ ・・・ ・・ ・・・・

 71 10  5
E0　　　
+　　　
n　　　

 71 10  5
C0　　　
+　　　
n　　　

・・ ・・・ ・・ ・・・・

・・ ・・・ ・・ ・・・・

・・ ・・・ ・・ ・・・・

 F8   7    2
〜　　　
FF　　　
　　　



L(DIR), Y

付録6．機械語命令一覧表付録

7911グループユーザーズマニュアル19-66

動　　　作 演算長
（ビット）

ア　ド　レ　ッ　シ　ン　グ　モ　ー　ド

op  n  #
IMP IMM A DIR DIR, X DIR, Y (DIR) (DIR, X) (DIR), Y命令記号 L(DIR)

op  n  #op  n  #op  n  # op  n  # op  n  # op  n  # op  n  #op  n  #op  n  #op  n  #

C←0CLC

I←0CLI

m←0CLM 45  3  1

14  1   1

15  3   1

CBNE
（注1, 注3）

CBNEB
（注1）

 B6   6  3  41   9   5
7A　　　

 81   7   4
B6　　　

 B2   6   3 72   8   4

 81   7   4
B2　　　

PSL(bit n)←0
(n=0～7。複数ビット指定可)

CLP 98  4  2

Acc←0CLR
（注1）

AccL←0016CLRB
（注1）

 54 1  1

 81  2   2
 54

 44 1 1

 81   2   2
 44

X←0CLRX

Y←0CLRY

 E4 1  1

 F4 1  1

M←0CLRM

M8←0016CLRMB

 D2 5  2

 C2  5  2

 A6   6  3  41   9   5
6A　　　

 81   7   4
A6　　　

CBEQ
（注1, 注3）

CBEQB
（注1）

 A2   6   3  62   8   4

 81   7   4
A2　　　

16/8

8

16/8

8

－

－

－

－

16/8

8

16/8

8

16/8

16/8

if  Acc=IMM  or  M=IMM
then  PC←PC＋cnt＋REL(-128～
+127)
(cnt：命令のバイト数)

if  AccL=IMM8  or  M8=IMM8
then  PC←PC＋cnt＋REL(-128～
+127)
(cnt：命令のバイト数)

if  Acc≠IMM or  M≠IMM
then  PC←PC＋cnt＋REL(-128～
+127)
(cnt：命令のバイト数)

if  AccL≠IMM8 or  M8≠IMM8
then  PC←PC＋cnt＋REL(-128～
+127)
(cnt：命令のバイト数)



7911グループユーザーズマニュアル 19-67

付録6．機械語命令一覧表付録

ABS
op  n  # op  n  #

ABS, X
op  n  #
ABS, Y

op  n  #
ABL

op  n  #
ABL, X

op  n  #
(ABS)

op  n  #
L(ABS)

op  n  #
(ABS, X)

op  n  #
STK

op  n  #
REL

op  n  #
DIR, b, R

op  n  #
ABS, b, R

op  n  #
SR

op  n  #
(SR), Y

op  n  #
BLK

op  n  #
積和 10  9  8   7   6   5   4   3   2   1  0

    IPL     N   V  m  x D  I   Z  C

ア　ド　レ　ッ　シ　ン　グ　モ　ー　ド プロセッサステータスレジスタ

・・ ・・・ ・・ ・・・ 0

・・ ・・・ ・・ ・ 0 ・・

・・ ・・・ 0 ・ ・・・・

・・ ・N  V ・・ ・・ Z C

・・ ・ N  V ・・ ・・ Z C

・・ ・ 指定したフラグ
が“0 ”になり
ます。　　　　

・・ ・ 0 ・ ・・ ・・ 1 ・

・・ ・ 0 ・ ・・ ・・ 1 ・

・・ ・ 0 ・ ・・ ・・ 1 ・

・・ ・ 0 ・ ・・ ・・ 1 ・

 D7 5  3

 C7 5  3

・・ ・・・ ・・ ・・・・

・・ ・・・ ・・ ・・・・

・・ ・N  V ・・ ・・ Z C

・・ ・ N  V ・・ ・・ Z C



L(DIR), Y

付録6．機械語命令一覧表付録

7911グループユーザーズマニュアル19-68

動　　　作 演算長
（ビット）

ア　ド　レ　ッ　シ　ン　グ　モ　ー　ド

op  n  #
IMP IMM A DIR DIR, X DIR, Y (DIR) (DIR, X) (DIR), Y命令記号 L(DIR)

op  n  #op  n  #op  n  # op  n  # op  n  # op  n  # op  n  #op  n  #op  n  #op  n  #

11   9  3
49 　　　

91  9  3
49

11  12 3
B9 　　　

V←0CLV 65 1  1

Acc－MCMP
（注1, 注2）

46  1  2 4A  3  2

81  4  3
4A

4B  4  2

81  5  3
4B

11  6  3
40　　　

91 6  3
40

11  7  3
41　　　

91 7  3
41

11  7  3
48　　　

91  7  3
48

11 8  3
42　　　

91  8 3
42

81  2  3
46

AccL－IMM8CMPB
（注1）

E－M32CMPD

M－IMMCMPM
（注3）

M8－IMM8CMPMB

M32－IMM32CMPMD

 38 1  2

81  2  3
38

3C  3  5 BA  6  2 BB  7  2  11   9   3
 B0　 　　

11  10 3
B1 　　　

11  10  3
 B8 　　　

11  11 3
B2　　 　

51  5  4
23

51  5  4
22

51  7  7
A3

X－MCPX
（注8）

E6 1  2 22  3  2

Y－MCPY
（注8）

F6 1  2 32 3  2

21 21  3
E9

Acc←Acc－1
又は
M←M－1

DEC
（注1）

B3  1  1  41  8  3
9B 　　　

81  2  2
B3

X←X－1DEX E3  1  1

92  6  2

M←M－IMM(IMM=0～31)
if  M≠0
then  PC←PC＋cnt＋REL(-128～
+127)　(cnt：命令のバイト数)

DEBNE
（注4）

 F3 1   1Y←Y－1DEY

31 15  3
E7

21 16  3
EA

21 17  3
EB

21 18  3
E0

21 19  3
E1

 21 19  3
E8　　　

21  20  3
E2

A（商）　←(B, A)÷M
B（剰余）

DIV
（注2, 注9,
　注10）

 C1 12 4
A0  　　　
+ 　　　
imm  　　

－

16/8

8

32

16/8

8

32

16/8

16/8

16/8

16/8

16/8

16/8

16/8



7911グループユーザーズマニュアル 19-69

付録6．機械語命令一覧表付録

ABS
op  n  # op  n  #

ABS, X
op  n  #
ABS, Y

op  n  #
ABL

op  n  #
ABL, X

op  n  #
(ABS)

op  n  #
L(ABS)

op  n  #
(ABS, X)

op  n  #
STK

op  n  #
REL

op  n  #
DIR, b, R

op  n  #
ABS, b, R

op  n  #
SR

op  n  #
(SR), Y

op  n  #
BLK

op  n  #
積和 10  9  8   7   6   5   4   3   2   1  0

    IPL     N   V  m  x D  I   Z  C

ア　ド　レ　ッ　シ　ン　グ　モ　ー　ド プロセッサステータスレジスタ

11 5 4
46　　　

・・ ・・  0 ・・ ・・・・

・・ ・N V ・・ ・・ Z C11 6  5
4D　　　

 11 8  3
 44  　　　

91 8 3
 44

91 5 3
43

91 5 4
46

91 5 5
4C

81 5 4
4F

4F 4 34E 3  3

81 4  4
4E

11  5  5
4C　　　

91 6 5
4D

 11 5   3
43　　　

・・ ・ N V ・・ ・・ Z C

・・ ・ N V ・・ ・・ Z C

・・ ・ N V ・・ ・・ Z C

・・ ・ N V ・・ ・・ Z C

・・ ・ N V ・・ ・・ Z C

11  8 4
B6　 　　

11  9  5
BD　　　

 11 11 3
B4 　　　

BF 7 3BE  6  3 11  8  5
 BC　 　　

 11 8   3
B3　　　

51  5  5
27

51  5  5
26

51  7  8
A7

41  4  4
2E 　　　

・・ ・ N  V ・・ ・・ Z C

 41  4  4
3E 　　　

・・ ・ N  V ・・ ・・ Z C

・・ ・ N・ ・・ ・・ Z ・97  6  3 41  8  4
9F 　　　

・・ ・ N ・・・ ・・ Z ・

・・ ・ N・ ・・ ・・ Z ・

・・ ・ N V ・・ ・  I  Z C21  17   4
EF

21 17  4
E6

21 18  5
ED

21 17  3
E3

21 20  3
E4

21 16  4
EE

21 17  5
EC

・・ ・・・ ・・ ・・・ ・ D1 11 5
E0  　　　
+ 　　　
imm  　　



L(DIR), Y

付録6．機械語命令一覧表付録

7911グループユーザーズマニュアル19-70

動　　　作 演算長
（ビット）

ア　ド　レ　ッ　シ　ン　グ　モ　ー　ド

op  n  #
IMP IMM A DIR DIR, X DIR, Y (DIR) (DIR, X) (DIR), Y命令記号 L(DIR)

op  n  #op  n  #op  n  # op  n  # op  n  # op  n  # op  n  #op  n  #op  n  #op  n  #

21  28  3
F9

A（商）　←(B, A)÷M
B（剰余）　　（符号付き）
　　　　　　

DIVS
（注2, 注9,
　注10）

31  22  3
F7

21  23  3
FA

21  24  3
FB

21  25  3
F0

21  26  3
F1

21  26  3
F8

21  27  3
F2

X←X－IMM(IMM=0～31)
if  X≠0
then  PC←PC＋cnt＋REL(-128～
+127)　(cnt：命令のバイト数)

DXBNE
（注4）

Y←Y－IMM(IMM=0～31)
if  Y≠0
then  PC←PC＋cnt＋REL(-128～
+127)　(cnt：命令のバイト数)

DYBNE
（注4）

01 7   3
C0       　
  + 　　　
imm    　

　
01 7   3
E0       　
  + 　　　
imm    　

　
 11  9  3
79　　　

91  9   3
79

AccL←AccL∀IMM8EORB
（注1）

M←M∀IMMEORM
（注3）

M8←M8∀IMM8EORMB

M32←M32∀IMM32EORMD

33 1   2

81 2  3
33

51 7   4
73

51 7   4
72

51 10   7
F3

91  8  3
72

11  8   3
 72　　　

Acc←Acc∀MEOR
（注1, 注2）

76 1  2 7A  3   2 7B 4  2  11  6   3
70　　　

11  7   3
 71    　　

11  7   3
 78　　　

81 4  3
 7A

 81 5  3
7B

91  6   3
70

91 7  3
71

91 7  3
78

81 2  3
76

EXTZD

EXTZ
（注1）

81  2   2
34

34  1   1

00000000
b15 b8 b7 b0

Acc←AccL　(符号拡張)
(AccLのビット7)=0のとき

EXTS
（注1）

(AccLのビット7)=1のとき

 35  1   1

b15 b7 b0
11111111 1

b15 b7 b0

81  2   2
35

EXTSD 31  5   2
B0

31  3   2
A0

E←EL(=A)　(符号拡張)
(Aのビット15)=0のとき

(Aのビット15)=1のとき

000016 0

b15　　　b0 b15 b0
FFFF16 1

b15　　　b0 b15 b0

000016

b15 b8 b7 b0

EH(B) EL(A)

EH(B) EL(A)

EH(B) EL(A)

16/8

16/8

16/8

16/8

8

16/8

8

32

16

32

16

32

Acc←AccL　(ゼロ拡張)

E←EL(=A)　(ゼロ拡張)

AccH AccL

AccH AccL

AccH AccL

00000000 0



7911グループユーザーズマニュアル 19-71

付録6．機械語命令一覧表付録

ABS
op  n  # op  n  #

ABS, X
op  n  #
ABS, Y

op  n  #
ABL

op  n  #
ABL, X

op  n  #
(ABS)

op  n  #
L(ABS)

op  n  #
(ABS, X)

op  n  #
STK

op  n  #
REL

op  n  #
DIR, b, R

op  n  #
ABS, b, R

op  n  #
SR

op  n  #
(SR), Y

op  n  #
BLK

op  n  #
積和 10  9  8   7   6   5   4   3   2   1  0

    IPL     N   V  m  x D  I   Z  C

ア　ド　レ　ッ　シ　ン　グ　モ　ー　ド プロセッサステータスレジスタ

・・ ・ N V ・・ ・ I   Z  C21  24  4
F6

21 25  5
FD

21  24  3
F3

21 27   3
F4

21  23  4
FE

21 24  5
FC

21  24  4
FF

・・ ・・・ ・・ ・・・ ・

・・ ・・・ ・・ ・・・ ・

・・ ・ N・ ・・ ・・ Z ・

・・ ・ N・ ・・ ・・ Z ・

・・ ・ N・ ・・ ・・ Z ・

・・ ・ N・ ・・ ・・ Z ・

51 7   5
77

51 7   5
76

51 10   8
F7

・・ ・ N・ ・・ ・・ Z ・7E 3   3 7F 4  3 11 5   4
76　　　

11  5    5
 7C　　　

11  6   5
 7D　　　

 11 5  3
73　　　

11 8   3
 74　　　

81 4  4
7E

81 5   4
7F

91 5    4
76

91 5   5
7C

91 6   5
7D

91 5  3
73　　　

91 8   3
 74

・・ ・ 0 ・ ・・ ・・ Z ・

・・ ・ N・ ・・ ・・ Z ・

・・ ・ N・ ・・ ・・ Z ・

・・ ・ 0 ・ ・・ ・・ Z ・



L(DIR), Y

付録6．機械語命令一覧表付録

7911グループユーザーズマニュアル19-72

動　　　作 演算長
（ビット）

ア　ド　レ　ッ　シ　ン　グ　モ　ー　ド

op  n  #
IMP IMM A DIR DIR, X DIR, Y (DIR) (DIR, X) (DIR), Y命令記号 L(DIR)

op  n  #op  n  #op  n  # op  n  # op  n  # op  n  # op  n  #op  n  #op  n  #op  n  #

INC
（注1）

Acc←Acc＋1
又は
M←M＋1

A3  1   1

81  2   2
A3　　　

82  6   2 41  8   3
8B　　　

C3 1   1

D3 1   1

INX X←X＋1

INY Y←Y＋1

JMP/JMPL ABSのとき
PCL←ADL

PCH←ADM

ABLのとき
PCL←ADL

PCH←ADM

PG←ADH

(ABS)のとき
PCL←(ADM, ADL)
PCH←(ADM, ADL＋1)

L(ABS)のとき
PCL←(ADM, ADL)
PCH←(ADM, ADL＋1)
PG←(ADM, ADL＋2)

(ABS, X)のとき
PCL←(ADM, ADL＋X)
PCH←(ADM, ADL＋X＋1)

ABSのとき
PC←PC＋3
M(S)←PCH

S←S－1
M(S)←PCL

S←S－1
PCL←ADL

PCH←ADM

ABLのとき
PC←PC＋4
M(S)←PG
S←S－1
M(S)←PCH

S←S－1
M(S)←PCL

S←S－1
PCL←ADL

PCH←ADM

PG←ADH

(ABS, X)のとき
PC←PC＋3
M(S)←PCH

S←S－1
M(S)←PCL

S←S－1
PCL←(ADM, ADL＋X)
PCH←(ADM, ADL＋X＋1)

JSR/JSRL

 19  8  2

81  9   3
19

81  2  3
16

Acc←MLDA
（注1, 注2）

1A  3  2

81  4  3
1A

 1B  4  2

81  5  3
1B

 11  6  3
10　 　　

91  6  3
10

 11  7  3
11  　　　

91  7  3
11

 18  6 2

81  7 3
18

 11  8  3
12 　　　

91  8  3
12

16  1  2

16/8

16/8

16/8

－

－

16/8



7911グループユーザーズマニュアル 19-73

付録6．機械語命令一覧表付録

ABS
op  n  # op  n  #

ABS, X
op  n  #
ABS, Y

op  n  #
ABL

op  n  #
ABL, X

op  n  #
(ABS)

op  n  #
L(ABS)

op  n  #
(ABS, X)

op  n  #
STK

op  n  #
REL

op  n  #
DIR, b, R

op  n  #
ABS, b, R

op  n  #
SR

op  n  #
(SR), Y

op  n  #
BLK

op  n  #
積和 10  9  8   7   6   5   4   3   2   1  0

    IPL     N   V  m  x D  I   Z  C

ア　ド　レ　ッ　シ　ン　グ　モ　ー　ド プロセッサステータスレジスタ

・・ ・ N・ ・・ ・・ Z ・41  8   4
 8F　　　

・・ ・ N・ ・・ ・・ Z ・

・・ ・ N・ ・・ ・・ Z ・

・・ ・・・ ・・ ・・・・9C 4   3 AC 5   4 31 7   4
5C　　　

31 9   4
5D　　　

BC 7   3

87  6   3

9D  6  3 AD  7  4 BD  8  3 ・・ ・・・ ・・ ・・・ ・

1F  4  3

81  5  4
1F

1E  3  3

81  4  4
 1E

1D  5  4

81  6  5
1D

1C  4  4

81  5  5
1C

11  5  4
16　　　

91  5  4
16

 11   8 3
14 　　　

91 8  3
14

11  5  3
13 　　　

91  5  3
13

・・ ・ N・ ・・ ・・ Z ・



L(DIR), Y

付録6．機械語命令一覧表付録

7911グループユーザーズマニュアル19-74

動　　　作 演算長
（ビット）

ア　ド　レ　ッ　シ　ン　グ　モ　ー　ド

op  n  #
IMP IMM A DIR DIR, X DIR, Y (DIR) (DIR, X) (DIR), Y命令記号 L(DIR)

op  n  #op  n  #op  n  # op  n  # op  n  # op  n  # op  n  #op  n  #op  n  #op  n  #

89  11  2

DT←IMM8LDT 31  4  3
4A

X←MLDX
（注8）

C6  1  2 02  3  2 41  5  3
05 　　　

Y←MLDY
（注8）

 D6  1  2 12  3  2  41  5  3
1B　　　

E←M32LDAD

LDD n
（注11, 注12）

LDXB X←IMM8　(ゼロ拡張)

8A  6  2  8B  7  2  11 9  3
80　 　　

 11 10  3
 81  　　　

 88 9 2  11  11 3
82 　　　

2C  3  5

B8 11 2
 ?0   +    +
        2 i   2 i

B8 13  4
?0 　　　

27  1  2

DPRn←IMM16
(n=0～3。複数指定可)

LDYB Y←IMM8　(ゼロ拡張) 37  1  2

LSR
（注1）

 21  8  3
2B　　　

43  1  1 21  7  3
2A 　　　

81  2  2
43 　　　

0→ b15 … b0 →C

0→ b7 … b0 →C

LSR #n
（注4）

LSRD #n
（注4）

C1  6  2
+

imm

D1  8  2
+

imm

0→ b15 … b0 →C

0→ b7 … b0 →C

32

16

8

16/8

16

16/8

16

16/8

16/8

32n(n=0～31)ビット論理右シフト
E

1ビット論理右シフト

m=0のとき
Acc or M16

m=1のとき
AccL or M8

n(n=0～15)ビット論理右シフト

m=0のとき
A

m=1のとき
AL

0→ b31 … b0 →C

 09  8  2Acc←M8　(ゼロ拡張)LDAB
（注1）

0A 3  2  0B  4  2  11 6  3
00　 　　

 11  7  3
 01  　　　

 08  6 2  11  8  3
02 　　　

28 1  2

81  9  3
09

81  7 3
08

91  7  3
01

81 2  3
28

81 4  3
0A

81  5  3
 0B

91  6  3
00

91  8  3
02

16



7911グループユーザーズマニュアル 19-75

付録6．機械語命令一覧表付録

ABS
op  n  # op  n  #

ABS, X
op  n  #
ABS, Y

op  n  #
ABL

op  n  #
ABL, X

op  n  #
(ABS)

op  n  #
L(ABS)

op  n  #
(ABS, X)

op  n  #
STK

op  n  #
REL

op  n  #
DIR, b, R

op  n  #
ABS, b, R

op  n  #
SR

op  n  #
(SR), Y

op  n  #
BLK

op  n  #
積和 10  9  8   7   6   5   4   3   2   1  0

    IPL     N   V  m  x D  I   Z  C

ア　ド　レ　ッ　シ　ン　グ　モ　ー　ド プロセッサステータスレジスタ

・・ ・・・ ・・ ・・・ ・

07  3  3 ・・ ・ N・ ・・ ・・ Z ・41  5  4
06 　　　

17  3  3 ・・ ・ N・ ・・ ・・ Z ・41  5  4
1F 　　　

8F  7  38E  6  3 8D  8  48C  7  411  8  4
86　　　

 11  11  3
84　　　

11  8  3
83 　　　

・・ ・ N・ ・・ ・・ Z ・

・・ ・・・ ・・ ・・・ ・

・・ ・ 0 ・ ・・ ・・ Z ・

・・ ・ 0 ・ ・・ ・・ Z ・

 21  7  4
2E 　　　

・・ ・ 0 ・ ・・ ・・ Z C21   8   4
2F　　　

・・ ・ 0 ・ ・・ ・・ Z C

・・ ・ 0 ・ ・・ ・・ Z C

0F  4  30E  3  3 0D  5  40C  4  411  5  4
06　　　

 11   8 3
04 　　　

11  5  3
03 　　　

・・ ・ 0 ・ ・・ ・・ Z ・

81  5  5
0C

81  5  4
 0F

81  4  4
 0E

81  6  5
0D

91  5  4
06

91 8  3
04

91  5  3
03



デ　ス　テ　ィ　ネ　ー　シ　ョ　ン

付録6．機械語命令一覧表付録

7911グループユーザーズマニュアル19-76

op  n  #
IMP IMM A DIR命令記号

op  n  #op  n  # op  n  #
DIR, X DIR, Y (DIR) (DIR, X) (DIR), Y L(DIR)

op  n  # op  n  # op  n  #op  n  #op  n  #op  n  # op  n  #

動　　作 演算長
（ビット）

L(DIR), Y

MOVR
（注7, 注13）

MOVRB
（注7）

m=0のとき
M16(dest1)←M16(source1)

･ ･･ ･･ ･
M16(dest n)←M16(source n)

m=1のとき
M8(dest1) ←M8(source1)

･ ･･ ･･ ･
M8(dest n)←M8(source n)

(n=0～15)

M8(dest1) ←M8(source1)
･ ･･ ･･ ･

M8(dest n)←M8(source n)

(n=0～15)

m=0のとき
M16(dest)←M16(source)

m=1のとき
M8(dest)←M8(source)

MOVM
（注2）

M8(dest)←M8(source)MOVMB

86  5  3 31  7  4
47 　　　

58  6  3

5C  6  4

5D  7  4

A9  5  3 31  7  4
3A 　　　

48  6  3

4C  6  4

4D  7  4

61   3   2
 10  +    +
  +   5n  2n
  n

61   3   2
 50  +    +
  +   6n  2n
  n

61   3   2
 90  +    +
  +   6n  3n
  n

71   3   2
 10  +    +
  +   6n  3n
  n

61   3   2
 00  +    +
  +   5n  2n
  n

61   3   2
 40  +    +
  +   6n  2n
  n

61   3   2
 80  +    +
  +   6n  3n
  n

71   3   2
 00  +    +
  +   6n  3n
  n

IMM

DIR

DIR, X

ABS

ABS, X

IMM

DIR

DIR, X

ABS

ABS, X

ソ
　
　
ー
　
　
ス

IMM

DIR

DIR, X

ABS

ABS, X

ソ
　
　
ー
　
　
ス

IMM

DIR

DIR, X

ABS

ABS, X

ソ
　
　
ー
　
　
ス

ソ
　
　
ー
　
　
ス

16/8

8

16/8

8



7911グループユーザーズマニュアル 19-77

付録6．機械語命令一覧表付録

ABS
op  n  # op  n  #

ABS, X
op  n  #
ABS, Y

op  n  #
ABL

op  n  #
ABL, X

op  n  #
(ABS)

op  n  #
L(ABS)

op  n  #
(ABS, X)

op  n  #
STK

op  n  #
REL

op  n  #
DIR, b, R

op  n  #
ABS, b, R

op  n  #
SR

op  n  #
(SR), Y

op  n  #
BLK

op  n  #
積和

    IPL     N   V  m  x D  I   Z  C

デ　ス　テ　ィ　ネ　ー　シ　ョ　ン プロセッサステータスレジスタ

10  9  8   7   6   5   4   3   2   1  0

・・ ・・・ ・・ ・・・・

・・ ・・・ ・・ ・・・・

・・ ・・・ ・・ ・・・・

・・ ・・・ ・・ ・・・・

96  4  4 31  6  5
57 　　　

78  5  4

79  6  4

7C  5  5

B9  4  4 31  6  5
3B 　　　

68  5  4

69  6  4

6C  5  5

61   3   2
 30  +    +
  +   4n  3n
  n

61   3   2
 70  +    +
  +   5n  3n
  n

71   3   2
 70  +    +
  +   6n  3n
  n

61   3   2
 B0  +    +
  +   5n  4n
  n

61   3   2
 20  +    +
  +   4n  3n
  n

61   3   2
 60  +    +
  +   5n  3n
  n

71   3   2
 60  +    +
  +   6n  3n
  n

61   3   2
 A0  +    +
  +   5n  4n
  n



L(DIR), Y

付録6．機械語命令一覧表付録

7911グループユーザーズマニュアル19-78

動　　　作 演算長
（ビット）

ア　ド　レ　ッ　シ　ン　グ　モ　ー　ド

op  n  #
IMP IMM A DIR DIR, X DIR, Y (DIR) (DIR, X) (DIR), Y命令記号 L(DIR)

op  n  #op  n  #op  n  # op  n  # op  n  # op  n  # op  n  #op  n  #op  n  #op  n  #

21 14 3
C9

21 14  3
 D9　

M(Y－k)←M(X－k)
k=0～i－1

MVP
（注16）

(B, A)←A×MMPY
（注2, 注14）

21 10  3
 CB

31  8  3
C7

21  9  3
CA

21 11  3
C0

21 12  3
C1

21 12  3
C8

21 13  3
C2

(B, A)←A×M（符号付き）MPYS
（注2, 注14）

21 10  3
 DB

31  8  3
D7

21 9  3
DA

21 11  3
D0

21 12  3
D1

21 12  3
D8

21 13  3
D2

M(Y＋k)←M(X＋k)
k=0～i－1

MVN
（注15）

PC←PC＋1

PCにキャリーが生じた場合：
PG←PG＋1

NOP 74 1   1

Acc←-AccNEG
（注1）

E←-ENEGD

24 1   1

81 2   2
24　　　

31 4   2
80　　　

　i はアキュムレータAで
　指定する転送バイト数（ ）

　i はアキュムレータAで
　指定する転送バイト数（ ）

11  9    3
 59　　　

91  9    3
59

M(S)←IMMH

S←S－1
M(S)←IMML

S←S－1

PEA

M8←M8∨IMM8ORAMB

M32←M32∨IMM32ORAMD

51 7   4
 32        　

51 10   7
B3    　　

　

M←M∨IMMORAM
（注3）

56  1   2Acc←Acc∨MORA
（注1, 注2）

81  2  3
56

5A  3  2

 81  4  3
5A

5B  4  2

81  5  3
5B

11  6  3
 50　　　

91  6  3
50

11  7  3
51　　　

91  7  3
51

11  7  3
 58　　　

91  7  3
58

11  8   3
 52　　　

91  8   3
52

AccL←AccL∨IMM8ORAB
（注1）

63  1   2

81  2  3
63

51 7   4
 33        　

M(S)←M((DPRn)＋dd＋1)
S←S－1
M(S)←M((DPRn)＋dd)
S←S－1　　　　　　　(n=0～3)

PEI

16/8

16/8

16/8

16/8

16/8

32

－

16/8

8

16/8

8

32

16

16



7911グループユーザーズマニュアル 19-79

付録6．機械語命令一覧表付録

ABS
op  n  # op  n  #

ABS, X
op  n  #
ABS, Y

op  n  #
ABL

op  n  #
ABL, X

op  n  #
(ABS)

op  n  #
L(ABS)

op  n  #
(ABS, X)

op  n  #
STK

op  n  #
REL

op  n  #
DIR, b, R

op  n  #
ABS, b, R

op  n  #
SR

op  n  #
(SR), Y

op  n  #
BLK

op  n  #
積和 10  9  8   7   6   5   4   3   2   1  0

    IPL     N   V  m  x D  I   Z  C

ア　ド　レ　ッ　シ　ン　グ　モ　ー　ド プロセッサステータスレジスタ

・ ・・・・ ・・ ・・・ ・

・・ ・ N・ ・・ ・・ Z 021 9  4
CE　　　

21 10  4
CF

21 10  4
C6

21 10  5
CC

21 11  5
CD

21 10  3
C3

21  13  3
C4

・・ ・ N・ ・・ ・・ Z 021 9  4
 DE

 21 10  4
DF

21 10  4
D6

21 10 5
 DC

21 11  5
 DD

・・ ・・・ ・・ ・・・ ・

21 10  3
 D3

 21 13  3
 D4

31  5  4
 2B  +
       5 i

31  9  4
 2A  +
       5 i

・ ・・・・ ・・ ・・・ ・

・ ・・ N  V ・・ ・・  Z C

・ ・・ N  V ・・ ・・  Z C

・・ ・・・ ・・ ・・・ ・31  5   4
 4C　　　

・ ・・ N・ ・・ ・・ Z ・

・ ・・ N・ ・・ ・・  Z ・

51 7   5
 36        　

51 10   8
B7    　　

　

・ ・・ N・ ・・ ・ ・ Z ・5E  3  3

81  4   4
5E

5F  4  3

81  5   4
5F

 11  5  4
56　　　

91  5  4
56

11  5   5
 5C　　　

91  5  5
5C

11  6   5
 5D　　　

91 6  5
5D

11  8   3
 54　　　

91  8   3
54

11  5   3
 53　　　

91  5   3
53

・ ・・ N・ ・・ ・ ・ Z ・

・ ・・ N・ ・・ ・・ Z ・51 7   5
 37        　

・・ ・・・ ・・ ・・・ ・31 7   3
4B　　　



L(DIR), Y

付録6．機械語命令一覧表付録

7911グループユーザーズマニュアル19-80

動　　　作 演算長
（ビット）

ア　ド　レ　ッ　シ　ン　グ　モ　ー　ド

op  n  #
IMP IMM A DIR DIR, X DIR, Y (DIR) (DIR, X) (DIR), Y命令記号 L(DIR)

op  n  #op  n  #op  n  # op  n  # op  n  # op  n  # op  n  #op  n  #op  n  #op  n  #

EAR←PC＋IMM16
M(S)←EARH

S←S－1
M(S)←EARL

S←S－1

PER

m=0のとき
M(S)←AH

S←S－1
M(S)←AL

S←S－1

m=1のとき
M(S)←AL

S←S－1

PHA

m=0のとき
M(S)←BH

S←S－1
M(S)←BL

S←S－1

m=1のとき
M(S)←BL

S←S－1

PHB

M(S)←DPR0H
S←S－1
M(S)←DPR0L
S←S－1

PHD

PHD n
（注11）

M(S)←PG
S←S－1

PHG

PHLD n
（注11）

M(S)←DPRnH
S←S－1
M(S)←DPRnL
S←S－1 (n=0～3)

複数のDPRを指定した場合、
上記の繰り返し

M(S)←DPRnH
S←S－1
M(S)←DPRnL
S←S－1
DPRn←IMM16 (n=0～3)

複数のDPRを指定した場合、
上記の繰り返し

M(S)←PSH

S←S－1
M(S)←PSL

S←S－1

PHP

M(S)←DT
S←S－1

PHT

16

16/8

16/8

16

16

8

16

16

8



7911グループユーザーズマニュアル 19-81

付録6．機械語命令一覧表付録

ABS
op  n  # op  n  #

ABS, X
op  n  #
ABS, Y

op  n  #
ABL

op  n  #
ABL, X

op  n  #
(ABS)

op  n  #
L(ABS)

op  n  #
(ABS, X)

op  n  #
STK

op  n  #
REL

op  n  #
DIR, b, R

op  n  #
ABS, b, R

op  n  #
SR

op  n  #
(SR), Y

op  n  #
BLK

op  n  #
積和 10  9  8   7   6   5   4   3   2   1  0

    IPL     N   V  m  x D  I   Z  C

ア　ド　レ　ッ　シ　ン　グ　モ　ー　ド プロセッサステータスレジスタ

・・ ・・・ ・・ ・・・・31  6  4
 4D　　　

・・ ・・・ ・・ ・・・ ・ 85  4  1

・・ ・・・ ・・ ・・・ ・81 5  2
85

・・ ・・・ ・・ ・・・ ・83  4  1

 B8 12  2
 01　　　
 〜　　　
 0F 　　

 B8 11  2
01  +  　
 〜  i
 0F

・・ ・・・ ・・ ・・・・31  4  2
60　　　

・・ ・・・ ・・ ・・・ ・

・・ ・・・ ・・ ・・・・

B8 14   4
 01　　　
 〜　　　
 0F 　　

 B8 11   2
 01  +    +
 〜  3 i  2 i
 0F　　　

・・ ・・・ ・・ ・・・ ・A5  4  1

・・ ・・・ ・・ ・・・・31   4   2
 40　　　



L(DIR), Y

付録6．機械語命令一覧表付録

7911グループユーザーズマニュアル19-82

動　　　作 演算長
（ビット）

ア　ド　レ　ッ　シ　ン　グ　モ　ー　ド

op  n  #
IMP IMM A DIR DIR, X DIR, Y (DIR) (DIR, X) (DIR), Y命令記号 L(DIR)

op  n  #op  n  #op  n  # op  n  # op  n  # op  n  # op  n  #op  n  #op  n  #op  n  #

x=0のとき
M(S)←XH

S←S－1
M(S)←XL

S←S－1

x=1のとき
M(S)←XL

S←S－1

PHX

x=0のとき
M(S)←YH

S←S－1
M(S)←YL

S←S－1

x=1のとき
M(S)←YL

S←S－1

PHY

 m=0のとき
S←S＋1
AL←M(S)
S←S＋1
AH←M(S)

m=1のとき
S←S＋1
AL←M(S)

PLA

m=0のとき
S←S＋1
BL←M(S)
S←S＋1
BH←M(S)

m=1のとき
S←S＋1
BL←M(S)

PLB

S←S＋1
DPR0L←M(S)
S←S＋1
DPR0H←M(S)

PLD

PLD n
（注11, 注12）

S←S＋1
DPRnL←M(S)
S←S＋1
DPRnH←M(S) (n=0～3)

複数のDPRを指定した場合、
上記の繰り返し

PLP S←S＋1
PSL←M(S)
S←S＋1
PSH←M(S)

PLT S←S＋1
DT←M(S)

16/8

16/8

16/8

16/8

16

16

16

8



7911グループユーザーズマニュアル 19-83

付録6．機械語命令一覧表付録

ABS
op  n  # op  n  #

ABS, X
op  n  #
ABS, Y

op  n  #
ABL

op  n  #
ABL, X

op  n  #
(ABS)

op  n  #
L(ABS)

op  n  #
(ABS, X)

op  n  #
STK

op  n  #
REL

op  n  #
DIR, b, R

op  n  #
ABS, b, R

op  n  #
SR

op  n  #
(SR), Y

op  n  #
BLK

op  n  #
積和 10  9  8   7   6   5   4   3   2   1  0

    IPL     N   V  m  x D  I   Z  C

ア　ド　レ　ッ　シ　ン　グ　モ　ー　ド プロセッサステータスレジスタ

E5  4   1 ・・ ・・・ ・・ ・・・ ・

C5 4    1 ・・ ・・・ ・・ ・・・・

・・ ・N・ ・・ ・・ Z ・95  4  1

81  5  2
95

・・ ・ N・ ・・ ・・ Z ・

93  5  1 ・・ ・・・ ・・ ・・・・

77  11  2
 ?0    　　

　

・・ ・・・ ・・ ・・・・

B5  5  1

31  6   2
50　　　

・・ ・ N・ ・・ ・・ Z ・

スタックから復帰した
値になります。　　　　

77  8  2
 ?0  +   　

3 i



L(DIR), Y

付録6．機械語命令一覧表付録

7911グループユーザーズマニュアル19-84

動　　　作 演算長
（ビット）

ア　ド　レ　ッ　シ　ン　グ　モ　ー　ド

op  n  #
IMP IMM A DIR DIR, X DIR, Y (DIR) (DIR, X) (DIR), Y命令記号 L(DIR)

op  n  #op  n  #op  n  # op  n  # op  n  # op  n  # op  n  #op  n  #op  n  #op  n  #

x=0のとき
S←S＋1
YL←M(S)
S←S＋1
YH←M(S)

x=1のとき
S←S＋1
YL←M(S)

PLY

PSH
（注17）

M(S～S－i＋1)←A, B, X…
S←S－i
 i：スタックに退避するレジスタの

バイト数（合計）

PUL
（注18）

A, B, X…←M(S＋1～S＋i)
S←S＋i
 i：スタックから復帰するレジスタ

のバイト数（合計）

PLX x=0のとき
S←S＋1
XL←M(S)
S←S＋1
XH←M(S)

x=1のとき　　
S←S＋1
XL←M(S)

RLA
（注3）

   ← b15 … b0 ←

   ← b7 … b0 ←

RMPA
（注19）

m=0のとき
Repeat
　(B, A)←(B, A)＋M(DT: X)

×M(DT: Y) (符号付き)
　X←X＋2
　Y←Y＋2
　i←i－1
Until  i=0

m=1のとき
Repeat
　(BL, AL)←(BL, AL)＋M(DT: X)

×M(DT: Y) (符号付き)
　X←X＋1
　Y←Y＋1
　i←i－1
Until  i=0

i：繰り返し回数。0～255

16/8

16/8

16/8

16/8

16/8

16/8

nビット左回転

m=0のとき(n=0～65535)

A

m=1のとき(n=0～255)

AL

31 5  3
07  +

n



7911グループユーザーズマニュアル 19-85

付録6．機械語命令一覧表付録

ABS
op  n  # op  n  #

ABS, X
op  n  #
ABS, Y

op  n  #
ABL

op  n  #
ABL, X

op  n  #
(ABS)

op  n  #
L(ABS)

op  n  #
(ABS, X)

op  n  #
STK

op  n  #
REL

op  n  #
DIR, b, R

op  n  #
ABS, b, R

op  n  #
SR

op  n  #
(SR), Y

op  n  #
BLK

op  n  #
積和 10  9  8   7   6   5   4   3   2   1  0

    IPL     N   V  m  x D  I   Z  C

ア　ド　レ　ッ　シ　ン　グ　モ　ー　ド プロセッサステータスレジスタ

・・ ・ N・ ・・ ・・ Z ・F5  4  1

・・ ・・・ ・・ ・・・ ・A8 11   2
 +

2i1 +  i2

プロセッサステータス
レジスタの内容を復帰
した場合は復帰した値に
なります。それ以外では
変化しません。　　　　

D5  4   1 ・・ ・ N・ ・・ ・・ Z ・

・・ ・・・ ・・ ・・・・

・・ ・N V ・・ ・・ Z C31  5   3
5A  +
14 imm

67 13  2
 +
3 i1



L(DIR), Y

付録6．機械語命令一覧表付録

7911グループユーザーズマニュアル19-86

動　　　作 演算長
（ビット）

ア　ド　レ　ッ　シ　ン　グ　モ　ー　ド

op  n  #
IMP IMM A DIR DIR, X DIR, Y (DIR) (DIR, X) (DIR), Y命令記号 L(DIR)

op  n  #op  n  #op  n  # op  n  # op  n  # op  n  # op  n  #op  n  #op  n  #op  n  #

1ビット右回転

m=0のとき
Acc or M16

   → C → b15 … b0 →

m=1のとき
AccL or M8

   → C → b7 … b0 →

ROL
（注1）

21  7   3
1A　　　

21 8   3
1B　　　

21 7   3
3A　　　

21 8   3
3B　　　

1ビット左回転

m=0のとき
Acc or M16

   ← b15 … b0 ← C  ←

m=1のとき
AccL or M8

   ← b7 … b0 ← C  ←

ROR
（注1）

13  1   1

81  2   2
13

53  1   1

81  2   2
53

ROL #n
（注4）

ROLD #n
（注4）

ROR #n
（注4）

C1  6   2
60   +  　
  +  imm　
imm　　

D1  8   2
60   +  　
  +  imm　
imm　　

C1  6   2
20   +  　
  +  imm　
imm　　

RORD #n
（注4）

D1  8   2
20   +  　
  +  imm　
imm　　

16/8

16/8

32

16/8

16/8

32

n(n=0～15)ビット左回転

m=0のとき
A

   ← b15 … b0 ← C  ←

m=1のとき
AL

   ← b7 … b0 ← C  ←

   ← b31 … b0 ← C  ←

n(n=0～15)ビット右回転

m=0のとき
A

   → C → b15 … b0 →

m=1のとき
AL

   → C → b7 … b0 →

   → b31 … b0 → C  →

n(n=0～31)ビット右回転

E

n(n=0～31)ビット左回転

E



7911グループユーザーズマニュアル 19-87

付録6．機械語命令一覧表付録

ABS
op  n  # op  n  #

ABS, X
op  n  #
ABS, Y

op  n  #
ABL

op  n  #
ABL, X

op  n  #
(ABS)

op  n  #
L(ABS)

op  n  #
(ABS, X)

op  n  #
STK

op  n  #
REL

op  n  #
DIR, b, R

op  n  #
ABS, b, R

op  n  #
SR

op  n  #
(SR), Y

op  n  #
BLK

op  n  #
積和 10  9  8   7   6   5   4   3   2   1  0

    IPL     N   V  m  x D  I   Z  C

ア　ド　レ　ッ　シ　ン　グ　モ　ー　ド プロセッサステータスレジスタ

・・ ・ N・ ・・ ・・ Z C

・・ ・ N・ ・・ ・・ Z C

21 7   4
1E　　　

21 8   4
1F　　　

21 7   4
3E　　　

21 8   4
3F　　　

・・ ・ N・ ・・ ・・ Z C

・・ ・ N・ ・・ ・・ Z C

・・ ・ N・ ・・ ・・ Z C

・・ ・ N・ ・・ ・・ Z C



L(DIR), Y

付録6．機械語命令一覧表付録

7911グループユーザーズマニュアル19-88

動　　　作 演算長
（ビット）

ア　ド　レ　ッ　シ　ン　グ　モ　ー　ド

op  n  #
IMP IMM A DIR DIR, X DIR, Y (DIR) (DIR, X) (DIR), Y命令記号 L(DIR)

op  n  #op  n  #op  n  # op  n  # op  n  # op  n  # op  n  #op  n  #op  n  #op  n  #

21 10   3
 A9 　

 A1 12   3
A9

S←S＋1
PSL←M(S)
S←S＋1
PSH←M(S)
S←S＋1
PCL←M(S)
S←S＋1
PCH←M(S)
S←S＋1
PG←M(S)

RTI F1 12   1

S←S＋1
PCL←M(S)
S←S＋1
PCH←M(S)
S←S＋1
PG←M(S)

RTL 94 10  1

RTLD n
（注11, 注12）

S←S＋1
DPRnL←M(S)
S←S＋1
DPRnH←M(S)
S←S＋1
PCL←M(S)
S←S＋1
PCH←M(S)
S←S＋1
PG←M(S)
(n=0～3。複数指定可)

B1  3  3
A7

S←S＋1
PCL←M(S)
S←S＋1
PCH←M(S)

RTS 84  7  1

__

Acc←Acc－M－CSBC
（注1, 注2）

31  3 3
A7 　　　

21  5  3
AA 　　　

A1  7  3
AA

21  6  3
AB 　　　

A1  8  3
AB

21  7  3
A0 　　　

A1  9  3
A0

21  8 3
A1 　　　

A1  10 3
A1

21  8  3
A8 　　　

A1 10 3
A8

21  9  3
A2 　　　

A1 11 3
A2

RTSD n
（注11, 注12）

SBCB
（注1）

__

AccL←AccL－IMM8－C

B1  3  3
1B

31  3 3
1B 　　　

S←S＋1
DPRnL←M(S)
S←S＋1
DPRnH←M(S)
S←S＋1
PCL←M(S)
S←S＋1
PCH←M(S)
(n=0～3。複数指定可)

21 12   3
 B9 　

C←1SEC 04  1  1

I←1SEI 05  4  1

SBCD
__

E←E－M32－C 31  4 6
1D 　　　

21  7  3
BA 　　　

21  8  3
BB 　　　

21  9  3
B0 　　　

21  10 3
B1 　　　

21 10 3
B8 　　　

21 11  3
B2 　　　

－

－

16

－

16

16/8

8

32

－

－



7911グループユーザーズマニュアル 19-89

付録6．機械語命令一覧表付録

ABS
op  n  # op  n  #

ABS, X
op  n  #
ABS, Y

op  n  #
ABL

op  n  #
ABL, X

op  n  #
(ABS)

op  n  #
L(ABS)

op  n  #
(ABS, X)

op  n  #
STK

op  n  #
REL

op  n  #
DIR, b, R

op  n  #
ABS, b, R

op  n  #
SR

op  n  #
(SR), Y

op  n  #
BLK

op  n  #
積和 10  9  8   7   6   5   4   3   2   1  0

    IPL     N   V  m  x D  I   Z  C

ア　ド　レ　ッ　シ　ン　グ　モ　ー　ド プロセッサステータスレジスタ

・・ ・・・ ・・ ・・・・

スタックから復帰した値
になります。

・・ ・・・ ・・ ・・・・

77 12  2
 ?C  +
　   3 i

77 15  2
?C

・・ ・・・ ・・ ・・・・

・・ ・ N V ・・ ・・ Z C21  5  4
AE 　　　

A1 7  4
AE

A1  8  4
AF

A1  8  4
A6

A1 9  5
AD

A1 11 3
A4

A1 8 3
A3

A1  8 5
AC

21  6  4
AF

21  6  4
A6

21 7  5
AD

21  6  5
AC

21  6  3
A3

21  9  3
A4

・・ ・・・ ・・ ・・・・

・・ ・N V ・・ ・・ Z C

77 11  2
 ?8  +
　   3 i

77 14  2
 ?8

・・ ・・・ ・・ ・・・ 1

・・ ・・・ ・・ ・ 1 ・・

・・ ・ N V ・・ ・・ Z C21  7  4
BE  　　　

21  8  4
BF

21  8  4
B6

21 9  5
BD

21  8  5
BC

21  8  3
B3

21  11 3
B4



L(DIR), Y

付録6．機械語命令一覧表付録

7911グループユーザーズマニュアル19-90

動　　　作 演算長
（ビット）

ア　ド　レ　ッ　シ　ン　グ　モ　ー　ド

op  n  #
IMP IMM A DIR DIR, X DIR, Y (DIR) (DIR, X) (DIR), Y命令記号 L(DIR)

op  n  #op  n  #op  n  # op  n  # op  n  # op  n  # op  n  #op  n  #op  n  #op  n  #

 81 10 3
 D9

 D9  9 2

 81 10 3
 C9

 C9  9 2

 E9 11   2

 91  9 3
 39

 11   9 3
39　　　

m←1SEM 25  3  1

PSL(bit n)←1
(n=0～7。複数ビット指定可)

SEP 99  3  2

M←AccSTA
（注1）

DA  4  2

81  5  3
DA

 81   6  3
 DB

11  7  3
D0　　　

91  7  3
 D0

11 8  3
D1　　　

91 8 3
D1

D8  7  2

81  8  3
D8

11  9  3
D2 　　　

91 9  3
D2

STAB
（注1）

STAD

M8←AccL

M32←E

DB  5  2

CA  4  2

81  5  3
CA

 81   6  3
 CB

11  7  3
C0　　　

91  7  3
C0

11 8  3
C1　　　

91 8 3
C1

C8  7  2

81  8  3
C8

11  9  3
C2 　　　

91 9  3
C2

 CB  5   2

EA 6  2 11  9  3
E0　　　

11 10  3
E1　　　

E8  9  2 11  11 3
E2 　　　

EB  7 2

STP

M←XSTX E2 4  2 41  6  3
E5 　　　

M←YSTY F2 4  2 41  6  3
FB 　　　

31 –  2
30 　　　

SUB
（注1, 注2）

SUBB
（注1）

Acc←Acc－M

AccL←AccL－IMM8

3A  3  2

81  4  3
 3A

81  5  3
3B

 11  6   3
30　　　

91  6  3
30

11   7   3
31　　　

 91 7   3
 31

11  7  3
38 　　　

91  7  3
38

11  8  3
32 　　　

91 8  3
32

3B  4  236  1  2

81  2  3
36

39  1  2

81  2  3
39

 11 12 3
A9　　　

SUBD

SUBM
（注3）

SUBMB

SUBMD

E←E－M32

M←M－IMM

M8←M8－IMM8

M32←M32－IMM32

AA  6  2  11  9   3
A0　　　

11  10   3
A1　　　

11 10  3
A8 　　　

11 11 3
A2 　　　

AB  7  23D  3  5

 51   7  4
 13 　　　

 51   7  4
 12 　　　

 51 10 7
 93 　　　

－

－

16/8

8

32

－

16/8

16/8

16/8

8

32

16/8

8

32

発振停止



7911グループユーザーズマニュアル 19-91

付録6．機械語命令一覧表付録

ABS
op  n  # op  n  #

ABS, X
op  n  #
ABS, Y

op  n  #
ABL

op  n  #
ABL, X

op  n  #
(ABS)

op  n  #
L(ABS)

op  n  #
(ABS, X)

op  n  #
STK

op  n  #
REL

op  n  #
DIR, b, R

op  n  #
ABS, b, R

op  n  #
SR

op  n  #
(SR), Y

op  n  #
BLK

op  n  #
積和 10  9  8   7   6   5   4   3   2   1  0

    IPL     N   V  m  x D  I   Z  C

ア　ド　レ　ッ　シ　ン　グ　モ　ー　ド プロセッサステータスレジスタ

・・ ・・・ 1 ・ ・・・・

・・・ 指定したフラグ
が“1 ”になり
ます。　　　　

・・ ・・・ ・・ ・・・・

81  5  4
 DE

81  6  4
DF

91  6  4
D6

81  6  5
DC

81  7  5
DD

11  6  3
 D3 　　　

91  6  3
 D3

11  9  3
D4　　　

91  9  3
D4

 DE  4   3  DF  5 3  11  6 4
D6　　　

 DC  5 4  DD  6  4

・・ ・・・ ・・ ・・・・

81  5  4
CE

81  6  4
CF

91  6  4
C6

81  6  5
CC

81  7 5
CD

11  6  3
 C3 　　　

91  6  3
C3

11  9  3
C4　　　

91  9  3
C4

 CE  4   3  CF  5 3  11  6 4
C6　　　

 CC  5 4  CD  6  4

・・ ・・・ ・・ ・・・・11  8  3
E3 　　　

11  11 3
E4　　　

 EE  6  3  EF  7 3  11  8 4
E6　　　

 EC  7 4  ED  8  4

・・ ・・・ ・・ ・・・・

・・ ・・・ ・・ ・ ・・・E7  4  3

・・ ・・・ ・・ ・ ・・・F7  4  3

・・ ・ N  V ・・ ・ ・ Z C

81  4  4
3E

81  5  4
3F

91  5  4
 36

91  5  5
3C

91  6  5
3D

11  5  3
33 　　　

91  5  3
33

11  8  3
34　　　

91  8  3
34

 3E   3   3  3F  4 3  11  5 4
36　　　

11   5 5
3C 　　　

11  6  5
3D 　　　

・・ ・ N  V ・・ ・ ・ Z C

・・ ・ N  V ・・ ・ ・ Z C11  8  3
A3 　　　

11 11 3
A4 　　　

 AE  6   3  AF  7 3  11  8 4
A6　　　

11  8  5
AC 　　　

11  9  5
AD 　　　

・・ ・ N  V ・・ ・ ・ Z C

・・ ・ N  V ・・ ・ ・ Z C

・・ ・ N  V ・・ ・ ・ Z C

51  7  5
17  　　　

 51  7  5
16 　　　

 51 10 8
97 　　　



L(DIR), Y

付録6．機械語命令一覧表付録

7911グループユーザーズマニュアル19-92

動　　　作 演算長
（ビット）

ア　ド　レ　ッ　シ　ン　グ　モ　ー　ド

op  n  #
IMP IMM A DIR DIR, X DIR, Y (DIR) (DIR, X) (DIR), Y命令記号 L(DIR)

op  n  #op  n  #op  n  # op  n  # op  n  # op  n  # op  n  #op  n  #op  n  #op  n  #

SUBS

SUBX
（注4）

S←S－IMM8

X←X－IMM(IMM=0～31)

31  2  3
0B 　　　

SUBY
（注4）

Y←Y－IMM(IMM=0～31)

01  2  2
40 　　　
+ 　　　
 imm  　　

　
01  2  2
60 　　　
+ 　　　
 imm  　　

　
DPRn←A (n=0～3)TAD n

（注20）

S←ATAS

S←B

DPRn←B (n=0～3)

X←ATAX

Y←A

X←B

Y←B

A←DPRn (n=0～3)

TBS

TBD n
（注20）

TBX

TBY

TDA n
（注20）

TAY

31  3  2
n2 　　　

31  2  2
82 　　　

C4  1  1

D4  1  1

B1  3  2
n2　　　

B1  2  2
82 　　　

81  2  2
C4 　　　

81  2  2
D4　　　

B←DPRn (n=0～3)TDB n
（注20）

S←DPR0TDS 31  2  2
73 　　　

B1  2  2
40 　　　
+
n2

31  2  2
40 　　　
+

 n2 　　

16

16/8

16/8

16

16

16/8

16/8

16

16

16/8

16/8

16/8

16/8

16



7911グループユーザーズマニュアル 19-93

付録6．機械語命令一覧表付録

ABS
op  n  # op  n  #

ABS, X
op  n  #
ABS, Y

op  n  #
ABL

op  n  #
ABL, X

op  n  #
(ABS)

op  n  #
L(ABS)

op  n  #
(ABS, X)

op  n  #
STK

op  n  #
REL

op  n  #
DIR, b, R

op  n  #
ABS, b, R

op  n  #
SR

op  n  #
(SR), Y

op  n  #
BLK

op  n  #
積和 10  9  8   7   6   5   4   3   2   1  0

    IPL     N   V  m  x D  I   Z  C

ア　ド　レ　ッ　シ　ン　グ　モ　ー　ド プロセッサステータスレジスタ

・・ ・ N  V ・・ ・ ・ Z C

・・ ・ N  V ・・ ・ ・ Z C

・・ ・ N  V ・・ ・ ・ Z C

・・ ・・・ ・・ ・ ・・・

・・ ・・・ ・・ ・ ・・・

・ ・・ N・ ・・ ・・ Z ・

・ ・・ N・ ・・ ・・ Z ・

・ ・・・・ ・・ ・・・・

・ ・・・・ ・・ ・・・・

・ ・・ N・ ・・ ・・ Z ・

・ ・・ N・ ・・ ・・ Z ・

・ ・・ N・ ・・ ・・ Z ・

・ ・・ N・ ・・ ・・ Z ・

・・ ・・・ ・・ ・・・・



L(DIR), Y

付録6．機械語命令一覧表付録

7911グループユーザーズマニュアル19-94

動　　　作 演算長
（ビット）

ア　ド　レ　ッ　シ　ン　グ　モ　ー　ド

op  n  #
IMP IMM A DIR DIR, X DIR, Y (DIR) (DIR, X) (DIR), Y命令記号 L(DIR)

op  n  #op  n  #op  n  # op  n  # op  n  # op  n  # op  n  #op  n  #op  n  #op  n  #

A　B→←

A←S

B←S

X←S

TSA

TSB

TSX

A←XTXA

B←XTXB

S←XTXS

Y←XTXY

DPR0←STSD

31  2  2
92 　　　

B1  2  2
92 　　　

31  4  2
70 　　　

31  2  2
F2 　　　

A4  1  1

81  2  2
A4 　　　

31  2  2
E2 　　　

31  2  2
C2 　　　

A←YTYA

B←YTYB

X←YTYX

WIT

XAB

B4  1  1

81  2  2
B4 　　　

31  2  2
 D2 　　　

31  － 2
10 　　　

55  2  1

16/8

16/8

16

16/8

16/8

16/8

16/8

16/8

16/8

16/8

16/8

－

16/8

CPUクロック停止



7911グループユーザーズマニュアル 19-95

付録6．機械語命令一覧表付録

ABS
op  n  # op  n  #

ABS, X
op  n  #
ABS, Y

op  n  #
ABL

op  n  #
ABL, X

op  n  #
(ABS)

op  n  #
L(ABS)

op  n  #
(ABS, X)

op  n  #
STK

op  n  #
REL

op  n  #
DIR, b, R

op  n  #
ABS, b, R

op  n  #
SR

op  n  #
(SR), Y

op  n  #
BLK

op  n  #
積和 10  9  8   7   6   5   4   3   2   1  0

    IPL     N   V  m  x D  I   Z  C

ア　ド　レ　ッ　シ　ン　グ　モ　ー　ド プロセッサステータスレジスタ

・ ・・ N・ ・・ ・・ Z ・

・ ・・ N・ ・・ ・・ Z ・

・ ・・ N・ ・・ ・・ Z ・

・ ・・ N・ ・・ ・・ Z ・

・ ・・ N・ ・・ ・・ Z ・

・・ ・・・ ・・ ・・・・

・ ・・ N・ ・・ ・・ Z ・

・・ ・・・ ・・ ・・・・

・ ・・ N・ ・・ ・・ Z ・

・ ・・ N・ ・・ ・・ Z ・

・ ・・ N・ ・・ ・・ Z ・

・ ・・ N・ ・・ ・・ Z ・

・ ・・・・ ・・ ・・・ ・



付録6．機械語命令一覧表付録

7911グループユーザーズマニュアル19-96

【機械語命令一覧表参照時の注意】

表中の命令サイクル数は最短の場合を示しています。サイクル数は以下の条件によって変化します。
・ダイレクトページレジスタの下位バイト（DPRnL）の値

DPRn（n＝0～3）に関するアドレッシングモードのサイクル数は、DPRnL＝0の場合の値です。DPRnL≠0
の場合は、サイクル数を＋1してください。

・命令キューバッファに取り込まれている命令のバイト数
・メモリの読み出し、書き込み時の番地（偶数か奇数か）
・外部データバス幅8ビットで外部領域をアクセスした場合
・1バスサイクルの長さ

注 1．アキュムレータAを使用する場合は、上段のオペコードを使用してください。
アキュムレータBを使用する場合は、下段のオペコードを使用してください。

　 2． IMMアドレッシングモードを使用して、m＝0で16ビットデータを扱う場合は、バイト数（＃）を
＋1してください。

　 3．m＝0で16ビットデータを扱う場合は、バイト数（＃）を＋1してください。

4． immはオペランドで指定した即値です。

　 5．－128～＋127の範囲のブランチでは、上段のオペコードを使用してください。
－32768～＋32767の範囲のブランチでは、下段のオペコードを使用してください。

6．BRK命令はデバッグツール用の予約命令です。エミュレータ使用時には使用できません。

7．機械語欄のnには0～15の値が設定されます。

8． IMMアドレッシングモードを使用して、x＝0で16ビットデータを扱う場合は、バイト数（＃）を
＋1してください。

9．サイクル数は16ビット÷8ビット演算の場合の値です。
32ビット÷16ビット演算の場合は、サイクル数を＋8してください。

10．0除算割り込みが発生した場合のサイクル数は、演算のデータ長にかかわらず、16サイクルになります。

11．特定の1つのダイレクトページレジスタに値を設定する場合は上段の機械語を使用してください。
複数のダイレクトページレジスタに値を設定する場合は下段の機械語を使用してください。
iは指定するDPRnの数（1～4）です。

12．?は指定したDPRnに対応するビットが“1”になります。

13．ソースがIMMアドレッシングモードでかつm＝0の場合、バイト数（＃）はn（0～15）バイト増加します。

14．サイクル数は8ビット×8ビット演算の場合の値です。
16ビット×16ビット演算の場合は、サイクル数を＋4してください。
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15．サイクル数は、転送バイト数（i）が偶数の場合の値です。
転送バイト数（i）が奇数の場合のサイクル数は、5×i＋10となります。

16．サイクル数は、転送バイト数（i）が偶数の場合の値です。
転送バイト数（i）が奇数の場合のサイクル数は、5×i＋14となります。
ただし、1バイト転送時は10サイクルです。

17．退避するレジスタに対応したサイクル数を追加してください。
i1はA, B, X, Y, DPR0, PSのうち退避するレジスタの個数を示します。
i2はDT, PGのうち退避するレジスタの個数を示します。

18． i1は復帰するレジスタの個数を示します。

19．サイクル数はm＝1の場合の値です。
m＝0の場合のサイクル数は、18×imm＋5（imm：繰り返し回数）になります。

20．機械語欄のnには0～3の値が設定されます。
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付録7．ノイズに関する参考資料

ノイズに対する一般的な対策例を以下に示します。システムによって効果は異なります。ご使用に際しては、
ユーザアプリケーションに対応して、適宜変更、及び十分な評価をしてください。

1．配線長の短縮

基板上の配線は、ノイズをマイクロコンピュータ内部に引き込むアンテナとなる可能性があります。ノイズ
を引き込む可能性は、総配線長を短くする（mm単位）ほど低くなります。

______

（1）RESET端子の配線
______

●RESET端子に接続する配線は短くする。
______

特に、RESET端子とVSS端子の間に接続するコンデンサは、可能な限り短い（20mm以内）配線で、
______

RESET端子、及びVSS端子に接続する。

【理由】
______

RESET端子にノイズが入力された場合、内部が完全な初期状態になる前にマイクロコンピュータ
が動作を再開し、プログラム暴走の原因となります。

図4　クロック入出力端子の配線

______

図3　RESET端子の配線

（2）クロック入出力端子の配線

●クロック入出力端子に接続する配線は短くする。
●発振子に接続するコンデンサの接地側リード線と、マイクロコンピュータのVSS端子は最短（20mm以内）
　の配線で接続する。
●発振用のVSSパターンは、他のVSSパターンから分離する（図12参照）。

【理由】
マイクロコンピュータは発振回路で生成
されたクロックに同期して動作します。
クロック入出力端子にノイズが侵入した
場合、クロックの波形が乱れ、誤動作や
プログラム暴走の原因となります。
また、マイクロコンピュータのVSSレベル
と発振子のVSSレベルの間にノイズによる
電位差が生じると、正確なクロックが生成
されません。

RESET
リセット
回路

ノイズ

VSSVSS

M37911

リセット
回路

VSS

RESET

VSS

M37911

ノイズ

XIN

XOUT

VSS

XIN

XOUT

VSS

M37911 M37911
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ノイズ

MD0

VSS

M37911

VSS

M37911

MD1

MD0

MD1

2．VSS－VCCライン間へのバイパスコンデンサの挿入

●VSS－VCCライン間には、0.1μF程度のバイパス
コンデンサを挿入する。

　バイパスコンデンサの挿入時は以下の条件を
満たすこと。
・VSS端子－バイパスコンデンサ間の配線長と
VCC端子－バイパスコンデンサ間の配線長
が等しいこと
・VSS端子－バイパスコンデンサ間の配線長、
及びVCC端子－バイパスコンデンサ間の
配線長が最短であること
・VSSライン、及びVCCラインには他の信号線
よりも幅の広い配線を使用すること

図7　VSS－VCCライン間のバイパスコンデンサ

AA
AA
AA

AA
AA
AA

AA
AA
AA

AA
AA
AA

配線パターン配線パターン

バイパスコンデンサ

VCCVSS

M37911

図5　MD0端子及びMD1端子の配線

（3）MD0端子及びMD1端子の配線

●MD0端子及びMD1端子とVSS端子（又はVCC端子）
　を接続する場合は、最短の配線で接続する。

【理由】
MD0端子及びMD1端子のレベルはマイクロ
コンピュータのプロセッサモードに影響
します。
MD0端子及びMD1端子とVSS端子（又は

VCC端子）を接続したとき、MD0端子及び
MD1端子のレベルとVSS端子（又はVCC端子）の
レベルの間にノイズによる電位差が生じる
と、プロセッサモードが不安定となり、
誤動作やプログラム暴走の原因となります。

（4）VCONT端子の配線

●VCONT端子にフィルタ回路を接続する場合は、
　最短の配線で接続する。

　【理由】
ノイズなどによりVCONT端子のレベルが
不安定になると、PLL周波数逓倍回路の
安定率が悪くなる場合があります。

VSS

M37911

VSS

M37911

VCONT VCONT

図6　VCONT端子の配線
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3．アナログ入力端子、アナログ電源端子などの配線処理

（1）アナログ入力端子の処理

●アナログ入力端子に接続するアナログ信号線の、可能な限りマイクロコンピュータに近い位置に、抵抗
　を直列に接続する。
●アナログ入力端子とAVSS端子間の、可能な限りAVSS端子に近い位置に、コンデンサを挿入する。

【理由】
アナログ入力端子に入力する信号は、通常、センサからの出力信号です。
事象の変化を検知するセンサは、マイクロコンピュータを実装している基板から離れた位置に配置
されることが多く、アナログ入力端子への配線は必然的に長くなります。この長い配線がマイクロ
コンピュータ内部までノイズを引き込むアンテナとなるため、アナログ入力端子にはノイズが
侵入し易くなります。
また、アナログ入力端子とAVSS端子間のコンデンサをAVSS端子から遠い位置で接地した場合、その
グランド上のノイズがコンデンサ経由でマイクロコンピュータに侵入します。

図8　サーミスタを使用したアナログ入力端子のノイズ対策例

ANi

AVSS

サーミスタ

ノイズ

M37911

RI

CI
参考値
　RI：100～1000Ω程度
　CI：100～1000pF程度

注1．サーミスタとの抵抗分割のための抵抗です。
　2．ANi端子の外部回路は、φADの1サイクル以内にANi端子を充放電できるように、設計して
　　　ください。

（注1）
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（2）アナログ電源端子などの処理

●VCC端子、AVCC端子、及びVREF端子には、別電源から電源を供給する。
●AVCC端子－AVSS端子間、及びVREF端子－AVSS端子間には、コンデンサを挿入する。

【理由】
VCC上のノイズの、A-D変換器及びD-A変換器への影響を防ぎます。

AVCC

AVSS

M37911

参考値　C1≧0.47μF
　　　　C2≧0.47μF

注．コンデンサは、太い配線を使用して、
　　最短距離で、接続してください。

VREF

ANi

C1 C2

（センサなど）

図9　アナログ電源端子などの処理
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4．発振子への配慮

マイクロコンピュータの動作の基本となるクロックを生成する発振子には、他の信号の影響を受けにくく
する配慮が必要です。また、PLL周波数逓倍回路を使用する場合は、フィルタ回路を接続するVCONT端子に
ついても、同様の配慮が必要です。

（1）大電流が流れる信号線からの回避

●マイクロコンピュータが扱う電流値の範囲を
　超えた大きな電流が流れる信号線は、可能な
　限りマイクロコンピュータ（特に発振子）から
　遠い位置に配置する。

【理由】
マイクロコンピュータを使用するシステム
には、モータ、LED、サーマルヘッドなどを
制御する信号線が存在します。これらの信号線
に大電流が流れた場合、相互インダクタンス
によるノイズが発生します。

（2）高速にレベルが変化する信号線からの回避

●高速にレベルが変化する信号線は、可能な
　限り発振子から遠い位置に配置する。
●高速にレベルが変化する信号線は、クロック
　関連の信号線、及びノイズの影響を受け易い
　信号線と交差させない。

【理由】
高速にレベルが変化する信号線は信号の
立ち上がり、立ち下がり時の影響を他の
信号線に与え易く、特にクロック関連の
信号線と交差した場合、クロックの波形が
乱れ、誤動作やプログラム暴走の原因と
なります。

（3）VSSパターンによる保護

●両面基板の場合は、発振子が実装される面
（実装面）の裏側（半田面）の、発振子と同じ
位置をVSSパターンにする。
このVSSパターンはマイクロコンピュータの
VSS端子と最短の配線で接続し、他のVSS

パターンから分離する。

XIN

XOUT

VSS

M37911M
相互インダクタンス

大電流

VCONT

図10　大電流が流れる信号線の配線

図12　発振子の裏面のVSSパターン

AAA
AAA
AAA
AAA
AAA

AAAA
A
A
A
A
A
AAAAA

A
A
A
A
A

AA

VSS

XIN

XOUT

発振子の裏面のVSSパターン例

発振子ユニットの
実装パターン例

発振用VSSパターンと
VSS供給ラインは分離する

M37911
VCONT

A
A

フィルタ回路の
実装パターン例

交差させない ※
M37911

※高速にレベルが変化する
　信号の入出力端子

XIN

XOUT

VSS

VCONT

図11　高速にレベルが変化する信号線の配線
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5．ポートの処理

ハードウエア、及びソフトウエアにおける対策があります。

（1）ハードウエア

●100Ω以上の抵抗を直列に挿入する。

（2）ソフトウエア

●入力モード時は、複数回読み込みを行い、レベルの一致を確認する。
●出力モード時は、ノイズによって出力データが反転する可能性があるため、定期的にポートPiレジスタの
　再設定（注）を行う。
●一定周期でポートPi方向レジスタの再設定（注）を行う。

注．再設定には、MOVM（MOVMB）命令、又はSTA（STAB, STAD）命令を使用してください。

図13　ポートの処理

ノイズ
方向レジスタ

ポートラッチ

データバス

ポート

6．電源ラインの強化

●VSSライン、及びVCCラインには他の信号線よりも幅の広い配線を使用する。
●多層基板を使用する場合は、中間の1層をVSS面に、中間の他の1層をVCC面にする。
●両面基板を使用する場合は、片面には、マイクロコンピュータを中心に、VSSラインをループ状、又は
　　網目状に配線する。プリントパターンの空きスペースは、VSSラインで埋める。
　他方の面には、VCCラインを上記VSSラインと同様に配線する。
　バスでマイクロコンピュータと接続する外部デバイスの電源ラインは、マイクロコンピュータの電源ライン
　　と最短の配線で接続する。

【理由】
外部デバイス接続時には、外部アドレスバス24本のうち、多数の配線のレベルが一度に変化する場合が
あり、これが電源ラインのノイズとなることがあります。
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付録8．7911グループQ&A

7911グループを最大限にご活用いただくための情報を、Q&A形式で以下に掲載します。
Q&Aは原則として1つの質問及びその回答を1ページ内に掲載しており、各ページの上段が質問事項、下段が
その回答となっています（1つの質問・回答を2ページ以上に渡って掲載する場合は、右下にページ数を記載
してあります）。
また、各ページの右上にはそのページの内容に関係のある主な機能を示します。
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Ｑ
割り込み

　割り込みルーチン（a）実行中に割り込み要求（b）が発生した場合、実行中の割り込みルーチン
（a）終了後、次の割り込み（b）のINTACKシーケンスを実行するまでの期間に、メインルーチン
を全く実行しないのか？

条件
　●RTI命令によって、I=0になる
　●割り込み（b）の割り込み優先レベルは、メインルーチンのIPLより高い
　●割り込み優先順位判定時間は、fsysの2サイクル

Ａ

（2）サンプリングパルス①発生直後に次の割り込み要求（b）が発生した場合は、次の命令の
サンプリングパルス②によってサンプリングされるため、メインルーチンを1命令実行した
後、（b）のINTACKシーケンスを実行します。

　割り込み要求のサンプリングは、CPUのオペコードフェッチサイクルに同期したサンプリング
パルスの発生によって、随時行われます。したがって、

（1）RTI命令のサンプリングの①発生までの期間に次の割り込み要求（b）が発生した場合は、
RTI命令実行中にサンプリングが終了するため、メインルーチンを1命令も実行すること
なく、（b）のINTACKシーケンスを実行します。

メインルーチン 割り込み（b）の
INTACKシーケンス

実行順序

RTI命令 ？

割り込みルーチン（a）

割り込み（b）の
INTACKシーケンス

RTI命令

割り込み要求（b）

割り込みルーチン（a）

サンプリングパルス

1

メインルーチン

RTI命令

割り込み要求（b）

サンプリング
パルス

割り込み（b）の
INTACKシーケンス

１命令実行

割り込みルーチン（a）

1 2
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Ｑ 　ある1つの割り込み要求を受け付けたくない（他の割り込み要求は受付可）ルーチンがあり、
そのルーチンの実行前に受け付けたくない割り込みの割り込み優先レベル選択ビットを“0002”
にして割り込みを禁止すると、優先レベルを変更した直後にその割り込み要求が受け付け
られた。なぜか？また、対策は？

割り込み

Ａ 　割り込み優先レベルを変更するとき、次の命令（上記の例ではLDA命令）が既にBIUの命令
キューバッファに格納されており、かつ、その命令を実行する直前に受け付けたくない割り込み
要求を受け付ける条件が整った場合には“禁止した直後にその割り込み要求が受け付け
られた”ように見える動作を行うことがあります。

　メモリ・I/Oへの書き込み時、CPUは、BIUにアドレスとデータを渡し、BIUが実際の番地に
書き込みを行っている間に、命令キューバッファ内の次の命令を実行します。また、割り込み
優先レベルの判定は各命令の最初に行われます。

　上記の場合、BIUによる割り込み優先レベルの変更が完了する前に、CPUによって次の命令
が実行されるため、この命令の実行と同時に行われる割り込み優先レベル判定では、変更前の
割り込み優先レベルを判定し、割り込み要求を受け付けます。

（1/2）

　：
MOVMB　 XXXIC, #00H

LDA　 A, DATA
　：

；割り込み優先レベル選択ビットに“0002”を書き込む
；また、割り込み要求ビットを“0”にする
；ある1つの割り込み要求を受け付けたくないルーチンの
；先頭の命令

この間に割り込み要求が
受け付けられる

MOVMB命令実行 LDA命令実行前の命令実行

（命令の先取り）

CPUの動作

BIUの動作

割り込み優先レベル判定期間

実行順序

割り込み優先レベル選択ビットへの書き込み

割り込み優先レベルの変更完了

割り込み要求受付

割り込み要求発生



7911グループユーザーズマニュアル 19-107

付録 付録8．7911グループQ&A

Ａ
割り込み

　対策としては、割り込み優先レベルの変更が完了した後に、割り込み要求を受け付けたくない
ルーチンを実行するように、ソフトウエアで処理してください。
　プログラム例を以下に示します。

［プログラム例］
　割り込み優先レベル選択ビットに“0002”を書き込む命令の後に、NOP命令で命令キュー
バッファを埋め、書き込み終了まで次の命令が実行されないようにする。

（2/2）

 ・
 

 ・
 ・
 

 ・
 

 
 ・
MOVMB XXXIC, #00H
NOP
 ・
 ・
 ・
NOP
LDA　 A, DATA
 ・
 

；割り込み優先レベル選択ビットに“0002”を書き込む
；NOP命令を10個挿入する

；
；割り込み要求を受け付けたくないルーチンの先頭の命令
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Ｑ 　SEI命令実行後に割り込みルーチンに分岐が発生した。何故か？

 ・ ・ ・ ・
SEI
LDAB A, #00H
 ・ ・ ・ ・ ・ ・
CLI

割り込みルーチン
 ・ ・ ・ ・
RTI

Ａ 　SEI命令が実行される前に割り込み要求が発生した場合、その割り込み要求が発生する
タイミングによっては、SEI命令実行直前に割り込み要求が受け付けられ、SEI命令実行直後に
その割り込みルーチンに分岐する場合があります。
　したがって、SEI命令直後に実行された割り込みルーチンは、SEI命令実行前に割り込み要求が
発生したものです。また、SEI命令以降の、割り込み要求を受け付けたくないルーチン（下図  a ）
中では、割り込み要求を受け付けることも、割り込みルーチンに分岐することもありません。

注．ここで言う割り込みとは、SEI命令で禁止できる「マスカブル割り込み」を指しています
（「7.2 割り込み要因」参照）。

 ・ ・ ・ ・
SEI
LDAB A, #00H
 ・ ・ ・ ・ ・ ・
CLI

割り込みルーチン
 ・ ・ ・ ・
RTI

←割り込み要求発生

a
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Ｑ
割り込み

Ａ

　また、キー入力割り込み機能を使用しても実現できます。詳細は「第8章 キー入力割り込み」
　を参照してください。

②タイマのイベントカウンタモードを使用する方法
ハードウエアでは、割り込み信号をTAiIN端子又はTBiIN端子に入力します。
ソフトウエアでは、タイマの動作モードをイベントカウンタモードにし、タイマに
“000016”を設定、有効エッジを選択します。
割り込み信号（選択した有効エッジ）の入力によって、タイマの割り込み要求が発生
します。

（1）
_______

外部割り込み（INTi端子の入力信号）の検出は、クロックφ1のどのタイミングで行っている
のか？

（2）
_______

外部割り込み入力（INTi）端子が不足する場合の解決方法は？

（1）
___

外部割り込みは、エッジセンス時、レベルセンス時ともに、クロックφ1に関係なく、INTi

端子の入力信号が変化したときに割り込み要求を発生します。また、エッジセンス時は、
このとき、割り込み要求ビットが“1”になります。

（2）外部割り込みのレベルセンスを使用する方法と、タイマのイベントカウンタモードを使用
する方法があります。

①外部割り込みのレベルセンスを使用する方法
_______

ハードウエアでは、複数の割り込み信号（例 ： a、b、c）の論理和をINTi端子に入力し、
かつ、各々を1本ずつポートに入力します。

_______

ソフトウエアでは、INTi割り込みルーチン内でポートの入力レベルをチェックし、
a、b、cのうちどの信号が入力されたのかを検出します。

a

M37911

ポート

ポート

ポート

INTib
c



7911グループユーザーズマニュアル19-110

付録8．7911グループQ&A付録
プロセッサモード

Ｑ 　プログラム実行中に、プロセッサモードビット（5E16番地のビット1、0）によって、以下の
ようにプロセッサモードを切り替えた場合、ソフトウエア上注意すべきことはあるか？

　●シングルチップモード　→　マイクロプロセッサモード
　●メモリ拡張モード　→　マイクロプロセッサモード

Ａ 　プロセッサモードビットによって、上記のようにプロセッサモードを切り替えた場合、
プロセッサモードビットへの書き込みサイクルの終了と同時にモードが切り替わります。この
とき、プログラムカウンタは、プロセッサモードビットへの書き込み命令が格納されている番地
（XXXX16番地）の、次の番地を示しています。また、内部ROM領域へのアクセスは禁止されます。
ただし、命令キューバッファには、0～10バイトの命令が先取りされている可能性があるため、
モードが切り替わった後、最初にアクセスされる外部ROM領域の番地は、XXXX16＋1～
XXXX16＋11のいずれかとなります。また、内部ROM領域の、XXXX16＋1～XXXX16＋10番地
の命令は、実行される可能性を持ちます。対策としては、ソフトウエアで次のような処理を
行ってください。

［対策①］
　プロセッサモードビットへの書き込み命令を内部RAM領域に転送し、そこに分岐して書き
込み命令を実行させる。その後、外部ROM領域のプログラム番地へ分岐する（分岐命令に
よって命令キューバッファの内容は初期化されます）。

［対策②］
　プロセッサモードビットへの書き込み命令とその次の命令（最低10バイト分）を、内部ROM
領域、及び外部ROM領域の同じ番地に書き込んでおく（下図参照）。

 
 ・
 ・
MOVMB 　PMR, #00000010B
NOP
 ・
 ・
 ・
NOP
 ・
 ・

XXXX16

外部ROM領域内部ROM領域

XXXX16

最低10バイト

 
 ・
 ・
MOVMB 　PMR, #00000010B
NOP
 ・
 ・
 ・
NOP
 ・
 ・
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プロセッサモード

Ｑ 　プログラム実行中に、プロセッサモードビット（5E16番地のビット1、0）によって、以下の
①②の順序でプロセッサモードを切り替える場合、ソフトウエア上注意すべきことはあるか？

　①メモリ拡張モード（又はマイクロプロセッサモード）　→　シングルチップモード
　②シングルチップモード　→　メモリ拡張モード（又はマイクロプロセッサモード）

Ａ （1）プロッセサモードを変更するプログラムは、必ず変更前後、両方のプロセッサモードで
使用できる内部領域に配置してください。

・①の変更前、又は②の変更後が、メモリ拡張モードの場合、内部ROM、又は内部RAM上
に配置してください。

・①の変更前、又は②の変更後が、マイクロプロセッサモードの場合、内部RAM上に配置
　してください。

（2）②でマイクロプロセッサモードへ切り替える場合は、前ページのQ&Aを参照してください。
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監視タイマ

Ｑ 　監視タイマによる暴走検知時、ソフトウエアリセットを行うのではなく、監視タイマ割り込み
のベクトル番地にリセットのベクトル番地の内容と同じ値を設定すると、どうなるか？
　また、監視タイマ割り込みルーチン内でリセット時の飛び先番地に分岐すると、どうなるか？

Ａ 　上記の方法では、CPUレジスタ、及びSFRは初期化されません。したがって、これらすべてに
ソフトウエアで初期設定を行う必要があります。
　特に、プロセッサ割り込み優先レベル（IPL）は、監視タイマ割り込みの優先レベル“7”を保持
し、初期化されないため、この後、すべての割り込み要求が受け付けられなくなります。IPL
をソフトウエアで書き替えるためには、16ビットイミディエイト値を1度スタック領域に退避
した後、プロセッサステータスレジスタ（PS）の全ビットに復帰させるという操作が必要です。

　暴走時のマイクロコンピュータの初期化には、ソフトウエアリセットを使用することを推奨
します。
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V

V

V

V

mW

℃
℃

付録9．M37911FGCHP電気的特性

以下にM37911FGCHPの電気的特性を示します。
なお、電気的特性については、最新のデータシートを参照してください。

単位

電源電圧
アナログ電源電圧
入力電圧

出力電圧

消費電力
動作周囲温度
保存温度

記　号 項　目

P00~P07, P10~P17, P20~P27, P30~P33, P40~P47, P50~P57,

P60~P67, P70~P77, P80~P87, P100~P107, P110~P117,
____________ ______

VREF, XIN, RESET, BYTE, MD0, MD1, NMI, VCONT

P00~P07, P10~P17, P20~P27, P30~P33, P40~P47, P50~P57,

P60~P67, P70~P77, P80~P87, P100~P107, P110~P117,

XOUT

定　格　値
絶対最大定格

VCC

AVCC

VI

VO

Pd

Topr

Tstg

–0.3～6.5

–0.3～6.5

–0.3～VCC+0.3

–0.3～VCC+0.3

400

–20～85

–40～150
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V
V
V
V
V
V
V
V

V
V

V
V
V
V

V
V

V
mA

mA

mA

mA

MHz

MHz
注1．SCLK、SDAはフラッシュメモリ内蔵版でシリアル入出力モード時のみ使用する端子です。
　2．外部方形波入力の場合は最大52MHz、発振子接続の場合は最大26MHzとなります。

f（XIN）≧20MHzの場合は、XIN入力クロック分周比選択ビット（BC16番地のビット7,6）に“112”（分周なし）以外
を設定してください。

　3．PLL周波数逓倍回路を使用する場合は、システムクロック周波数f（fsys）が26MHzを越えないようにしてください。
　4．平均出力電流は100msの期間内での平均値です。
　5．P0, P1, P2, P8, P10, P11のIOL(peak)及びIOH(peak)の合計は80mA以下、P3, P4, P5, P6, P7のIOL(peak)及びIOH(peak)の

合計は80mA以下にしてください。

推奨動作条件（指定のない場合は、VCC=5V, Ta=–20～85℃）

電源電圧
アナログ電源電圧
電源電圧
アナログ電源電圧
“H”入力電圧
“H”入力電圧
“H”入力電圧
“H”入力電圧

“H”入力電圧
“H”入力電圧

“H”入力電圧
“L”入力電圧
“L”入力電圧
“L”入力電圧

“L”入力電圧
“L”入力電圧

“L”入力電圧
“H”尖頭出力電流

“H”平均出力電流

“L”尖頭出力電流

“L”平均出力電流

外部クロック入力周波数（注2）

システムクロック周波数（注3）

4.5

0.8VCC

0.43VCC

0.8VCC

0.43VCC

0.43VCC

0.43VCC

0.43VCC

0
0
0

0
0

0

5.5

VCC

VCC

VCC

VCC

VCC

VCC

VCC

0.2VCC

0.16VCC

0.16VCC

0.16VCC

0.16VCC

0.16VCC

–10

–5

10

  5

52

26

VCC

AVCC

VSS

AVSS

VIH

VIH

VIH

VIH

VIH

VIH

VIH

VIL

VIL

VIL

VIL

VIL

VIL

IOH (peak)

IOH (avg)

IOL (peak)

IOL (avg)

f(XIN)

f(fsys)

____________

RESET, BYTE, MD0, MD1
XIN（XIN入力レベル選択ビット＝0時）
XIN（XIN入力レベル選択ビット＝1時）
P00~P07, P10~P17, P20~P27, P30~P33, P40~P47,
P50~P57, P60~P67, P70~P77, P80~P87, P100~P107,
P110~P117

D0~D7, D8~D15
________ __________

RDY, HOLD, TA0IN~TA4IN, TA0OUT~TA4OUT,
____ ____ _______ _______ ______ __________

TB0IN~TB2IN, KI0~KI3, INT0~INT4, NMI, ADTRG,
________ ________

CTS0, CTS1, CLK0, CLK1, RxD0, RxD1

SCLK, SDA（注1）
____________

RESET, BYTE, MD0, MD1
XIN

P00~P07, P10~P17, P20~P27, P30~P33, P40~P47,
P50~P57, P60~P67, P70~P77, P80~P87, P100~P107,
P110~P117

D0~D7, D8~D15
________ __________

RDY, HOLD, TA0IN~TA4IN, TA0OUT~TA4OUT,
____ ____ _______ _______ ______ __________

TB0IN~TB2IN, KI0~KI3, INT0~INT4, NMI, ADTRG,
________ ________

CTS0, CTS1, CLK0, CLK1, RXD0, RXD1

SCLK, SDA（注1）
P00~P07, P10~P17, P20~P27, P30~P33, P40~P47,

P50~P57, P60~P67, P70~P77, P80~P87, P100~P107,
P110~P117

P00~P07, P10~P17, P20~P27, P30~P33, P40~P47,
P50~P57, P60~P67, P70~P77, P80~P87, P100~P107,
P110~P117

P00~P07, P10~P17, P20~P27, P30~P33, P40~P47,
P50~P57, P60~P67, P70~P77, P80~P87, P100~P107,
P110~P117

P00~P07, P10~P17, P20~P27, P30~P33, P40~P47,
P50~P57, P60~P67, P70~P77, P80~P87, P100~P107,
P110~P117

項　目記　号
最　大標　準最　小

規　格　値

5.0
VCC

0
0

単位
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–0.7

30

3

4.7

3.4

4.8

0.1

0.5

–0.4

4.5

“H”出力電圧

“H”出力電圧

“H”出力電圧

“L”出力電圧

“L”出力電圧

“L”出力電圧

ヒステリシス

ヒステリシス
“H”入力電流

“L”入力電流

“L”入力電流

RAM保持電圧
電源電流

VOH

VOH

VOH

VOL

VOL

VOL

VT+–VT-

VT+–VT-

IIH

IIL

IIL

VRAM

ICC

直流電気的特性（指定のない場合は、VCC=5V, VSS=0V, Ta=–20～85℃）

IOH=–10mA

IOH=–400µA

IOH=–10mA

IOH=–400µA

IOL=10mA

IOL=2mA

IOL=10mA

IOL=2mA

VI=5.0V

VI=0V

VI=0V（プルアップトランジスタなし）

VI=0V（プルアップトランジスタあり）
クロック停止時
f(fsys)=26MHz、

CPU動作時

クロック停止時Ta=25℃

クロック停止時Ta=85℃

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

µA

µA

µA

mA

V

mA

µA

測定条件
規　格　値

最小
単位

2

0.45

1.6

0.4

0.7

1.5

5

–5

–5

–1.1

45

50

300

項　目記　号

P00~P07, P10~P17, P20~P27, P30,

P40~P47, P50~P57, P60~P67,

P70~P77, P80~P87, P100~P107,

P110~P117

P00~P07, P10~P17, P20~P27, P40,

P42, P44~P47, P100~P107, P110~P117

P31~P33

P00~P07, P10~P17, P20~P27, P30,

P40~P47, P50~P57, P60~P67,

P70~P77, P80~P87, P100~P107,

P110~P117

P00~P07, P10~P17, P20~P27, P40,

P42, P44~P47, P100~P107, P110~P117

P31~P33

________ __________

RDY, HOLD, TA0IN~TA4IN,

TA0OUT~TA4OUT, TB0IN~TB2IN,
_____ _____ _______ _______ ______

KI0~KI3, INT0~INT4, NMI,
________ ________

CTS0, CTS1, CLK0, CLK1,

RxD0, RxD1
____________

RESET

P00~P07, P10~P17, P20~P27,

P30~P33, P40~P47, P50~P57,

P60~P67, P70~P77, P80~P87,

P100~P107, P110~P117, XIN,
____________ ______

RESET, BYTE, MD0, MD1, NMI

P00~P07, P10~P17, P20~P27,

P30~P33, P40~P43, P50~P53,

P60~P67, P70~P77, P80~P87,

P100~P107, P110~P117, XIN,
____________

RESET, BYTE, MD0, MD1
______

P44~P47, P54~P57, NMI

出力専用端子は開放、その他の
端子はVSS又はVCC、外部方形波
クロック入力（XOUT開放）
PLL周波数逓倍回路動作時

標準 最大
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D-A変換特性（指定のない場合は、VCC=5V, VSS=AVSS=0V, VREF=5V, Ta=–20～85℃）

8

±1.0

3

4

3.2

Bits

%

µs

kΩ
mA

分解能

絶対精度

設定時間

出力抵抗

基準電源入力電流

–

–

tsu

RO

IVREF

記　号 項　目
最　小

規　格　値 単位測　定　条　件

1

注．D-A変換器1本使用、使用していないD-A変換器のD-Aレジスタの値が“0016”の場合です。
A-D変換器のラダー抵抗分は除きます。

最　大

（注）

µs
____________

RESET入力“L”パルス幅tw(RESETL)

記　号 項　目
最　小

規　格　値 単位

リセット入力
リセット入力タイミング必要条件（指定のない場合は、VCC=5V±0.5V, VSS=0V, Ta=–20～85℃）

20

最　大

RESET入力
tw(RESETL)

10

±3

±2

VCC

VREF

分解能10ビットモード

分解能8ビットモード

Bits

LSB

LSB

kΩ
µs

V

V

分解能

絶対精度

ラダー抵抗

変換時間

基準電圧

アナログ入力電圧

–

–

RLADDER

tCONV

VREF

VIA

記　号 項　目

VREF=VCC

VREF=VCC

VREF=VCC

最　小
規　格　値 単位測　定　条　件

A-D変換特性（指定のない場合は、VCC=AVCC=5V±0.5V, VSS=AVSS=0V, Ta=–20～85℃）

5

 4.54　

 1.89　

2.7

0

注1．f（fsys）＝26MHz時、カウントソースをf2（fsysの2分周）に設定した場合の値です。
　2．f（fsys）＝26MHz時、カウントソースをf1（fsys）に設定した場合の値です。

最　大

（注1）

（注2）

分解能10ビットモード

分解能8ビットモード
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外部クロック入力

測定条件
・VCC=5V±0.5V, Ta= –20～85℃
・入力タイミング電圧：VIL=0.16VCC, VIH=0.43VCCで判定（tw(H), tw(L), tr, tf：XIN入力レベル選択ビット＝0時）
・入力タイミング電圧：VIL=0.16VCC, VIH=0.8VCCで判定 （tw(H), tw(L), tr, tf：XIN入力レベル選択ビット＝1時）
・入力タイミング電圧：0.33VCCで判定 （tc(in), tw(half)：XIN入力レベル選択ビット＝0時）
・入力タイミング電圧：0.5VCCで判定 （tc(in), tw(half)：XIN入力レベル選択ビット＝1時）

tr tf
tw(L) tw(H) tw(half)

XIN

tc(in)

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

0.55tc(in)

2.7

6.4

2.7

6.4

0.45tc(in)

tw(half)-2

tw(half)-6

tw(half)-3.4

tw(half)-6.8

規　格　値

外部クロック入力サイクル時間
外部クロック入力半値パルス幅
外部クロック入力“H”パルス幅（XIN入力レベル選択ビット＝0時）
外部クロック入力“H”パルス幅（XIN入力レベル選択ビット＝1時）
外部クロック入力“L”パルス幅（XIN入力レベル選択ビット＝0時）
外部クロック入力“L”パルス幅（XIN入力レベル選択ビット＝1時）
外部クロック入力立ち上がり時間（XIN入力レベル選択ビット＝0時）
外部クロック入力立ち上がり時間（XIN入力レベル選択ビット＝1時）
外部クロック入力立ち下がり時間（XIN入力レベル選択ビット＝0時）
外部クロック入力立ち下がり時間（XIN入力レベル選択ビット＝1時）

項　目
最　大最　小

tc(in)

tw(half)

tw(H)

tw(L)

tr

tf

単位記　号

外部クロック入力
外部クロック入力タイミング必要条件（指定のない場合はVcc=5V±0.5V, Vss=0V, Ta=–20～85℃）

1/f（XIN）
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内蔵周辺装置入出力タイミング必要条件（指定のない場合は、VCC=5V±0.5V, VSS=0V, Ta=–20～85°C）
　システムクロック周波数に依存する規格値は、算出式で示します。
　（　）内の規格値は、f（fsys）＝26MHz時、カウントソースをf2（fsysの2分周）に設定した場合の値です。

最　小
規　格　値

項　目 最　大記　号 単位

タイマA入力（タイマモードのゲーティング入力）

tc(TA)

tw(TAH)

tw(TAL)

TAiIN入力サイクル時間

TAiIN入力“H”パルス幅

TAiIN入力“L”パルス幅

ns

ns

ns

(615)8×109

fi

(307)4×109

fi

(307)4×109

fi

TAiIN入力サイクル時間

TAiIN入力“H”パルス幅
TAiIN入力“L”パルス幅

項　目 最　大 単位最　小
規　格　値

タイマA入力（ワンショットパルスモードの外部トリガ入力）

記　号

tc(TA)

tw(TAH)

tw(TAL)

80

80

ns

ns

ns

(307)4×109

fi

項　目 最　大記　号 単位最　小
規　格　値

タイマA入力（パルス幅変調モードの外部トリガ入力）

tw(TAH)

tw(TAL)

TAiIN入力“H”パルス幅
TAiIN入力“L”パルス幅

80

80

ns

ns

TAiOUT入力サイクル時間
TAiOUT入力“H”パルス幅
TAiOUT入力“L”パルス幅
TAiOUT入力セットアップ時間
TAiOUT入力ホールド時間

tc(UP)

tw(UPH)

tw(UPL)

tsu(UP-TIN)

th(TIN-UP)

最　大
記　号 単位最　小

規　格　値
タイマA入力（イベントカウンタモードのアップダウン入力及びカウント入力）

項　目

ns

ns

ns

ns

ns

2000

1000

1000

  400

  400

TAjIN入力サイクル時間
TAjIN入力セットアップ時間
TAjOUT入力セットアップ時間

tc(TA)

tsu(TAjIN-TAjOUT)

tsu(TAjOUT-TAjIN)

最　大
記　号 単位最　小

規　格　値
タイマA入力（イベントカウンタモードの二相パルス入力）

項　目

ns

ns

ns

800

200

200

規　格　値

TAiIN入力サイクル時間
TAiIN入力“H”パルス幅
TAiIN入力“L”パルス幅

項　目 最　大最　小
tc(TA)

tw(TAH)

tw(TAL)

単位

タイマA入力（イベントカウンタモードのカウント入力）

記　号

ns

ns

ns

80

40

40

fi（i＝1, 2, 16, 64, 512, 4096）：設定されているカウントソースを示します。
　 fiは、周辺装置用クロック選択ビット0、1（BD16番地のビット0、1）、タイマA

クロック分周指定ビット（4516番地のビット0、1）、及びカウントソース選択ビット
（5616～5A16番地のビット6、7）で設定してください。
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測定条件
・VCC=5V±0.5V, Ta= –20～85℃
・入力タイミング電圧：VIL=0.8V, VIH=2.15Vで判定

TAiIN入力

tc(TA)

tw(TAH)

tw(TAL)

TAiOUT入力
（アップダウン入力）

tc(UP)

tw(UPH)

tw(UPL)

TAiIN入力
（立ち下がりカウント選択時）

TAiIN入力
（立ち上がりカウント選択時）

TAiOUT入力
（アップダウン入力）

th(TIN-UP) tsu(UP-TIN)

tsu(TAjIN-TAjOUT)

TAjIN入力

TAjOUT入力

tsu(TAjOUT-TAjIN)

tsu(TAjIN-TAjOUT)

tsu(TAjOUT-TAjIN)

●タイマモードのゲーティング入力
●イベントカウンタモードのカウント入力
●ワンショットパルスモードの外部トリガ入力
●パルス幅変調モードの外部トリガ入力

●イベントカウンタモードの二相パルス入力

●イベントカウンタモードのアップダウン入力及びカウント入力

tc(TA)
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項　目 最　大記　号 単位最　小
規　格　値

タイマB入力（パルス周期測定モード）

tc(TB)

tw(TBH)

tw(TBL)

TBiIN入力サイクル時間

TBiIN入力“H”パルス幅

TBiIN入力“L”パルス幅

ns

ns

ns

(615)
8×109

fi

(307)4×109

fi

(307)4×109

fi

項　目 最　大記　号 単位最　小
規　格　値

タイマB入力（パルス幅測定モード）

tc(TB)

tw(TBH)

tw(TBL)

TBiIN入力サイクル時間

TBiIN入力“H”パルス幅

TBiIN入力“L”パルス幅

ns

ns

ns

(615)
8×109

fi

(307)4×109

fi

(307)4×109

fi

項　目 最　大記　号 単位最　小
規　格　値

A-Dトリガ入力

tc(AD)

tw(ADL)

__________

ADTRG入力サイクル時間（トリガ可能最小）
__________

ADTRG入力“L”パルス幅

1000

  125
ns

ns

規　格　値

TBiIN入力サイクル時間（片エッジカウント）
TBiIN入力“H”パルス幅（片エッジカウント）
TBiIN入力“L”パルス幅 （片エッジカウント）
TBiIN入力サイクル時間（両エッジカウント）
TBiIN入力“H”パルス幅（両エッジカウント）
TBiIN入力“L”パルス幅 （両エッジカウント）

項　目 最　大最　小
tc(TB)

tw(TBH)

tw(TBL)

tc(TB)

tw(TBH)

tw(TBL)

単位

タイマB入力（イベントカウンタモードのカウント入力）

記　号

ns

ns

ns

ns

ns

ns

  80

  40

  40

160

  80

  80

fi（i＝2, 16, 64, 512）：設定されているカウントソースを示します。
　 fiは、周辺装置用クロック選択ビット0、1（BD16番地のビット0、1）、及びカウントソース

選択ビット（5B16～5D16番地のビット6、7）で設定してください。
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規　格　値

CLKi入力サイクル時間
CLKi入力“H”パルス幅
CLKi入力“L”パルス幅
TxDi出力遅延時間
TxDiホールド時間
RxDi入力セットアップ時間
RxDi入力ホールド時間

項　目 最　大最　小
tc(CK)

tw(CKH)

tw(CKL)

td(C-Q)

th(C-Q)

tsu(D-C)

th(C-D)

単位

シリアルI/O

記　号

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

200

100

100

    0

  20

  90

項　目 最　大記　号 単位最　小
規　格　値

_______ ______ ____

外部割り込みINTi入力、NMI入力、キー入力割り込みKIi入力

tw(INH)

tw(INL)

______ ______ ____

INTi入力、NMI入力、KIi入力“H”パルス幅
______ ______ ____

INTi入力、NMI入力、KIi入力“L”パルス幅

250

250

ns

ns

  80

INTi入力
NMI入力
KIi入力

TBiIN入力

tc(TB)

tw(TBH)

tw(TBL)

ADTRG入力

tc(AD)

tw(ADL)

測定条件
・Vcc=5V±0.5V, Ta= –20～85℃
・入力タイミング電圧：VIL=0.8V, VIH=2.15Vで判定
・出力タイミング電圧：VOL=0.8V, VOH=2.0V, CL=50pFで判定

tsu(D-C)

CLKi入力

TxDi出力

RxDi入力

tc(CK)

tw(CKH)

tw(CKL)

tw(INL)

tw(INH)

td(C-Q) th(C-D)

th(C-Q)
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tc-15

tc-15

–15

–15

–15

–15

–15

0

0

0

0

0

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

40

  0

40

  0

________

RDY入力セットアップ時間
________

RDY入力ホールド時間
__________

HOLD入力セットアップ時間
__________

HOLD入力ホールド時間

レディー機能、ホールド機能タイミング

タイミング必要条件（指定のない場合は、VCC=5V±0.5V, VSS=0V, Ta=–20～85℃）

最　大項　目記　号 単位最　小
規　格　値

tsu(RDY-φ1)

th(φ1-RDY)

tsu(HOLD-φ1)

th(φ1-HOLD)

規　格　値

__________

HLDA出力遅延時間
__________

リード後HLDA“L”出力遅延時間
__________

ライト後HLDA“L”出力遅延時間
フローティング開始遅延時間
フローティング開始遅延時間
フローティング開始遅延時間
フローティング開始遅延時間
フローティング開始遅延時間
フローティング解除遅延時間
フローティング解除遅延時間
フローティング解除遅延時間
フローティング解除遅延時間
フローティング解除遅延時間

項　目 最　大最　小
td(φ1-HLDAL)

td(RDH-HLDAL)

td(BXWH-HLDAL)

tpxz(HLDAL-RDZ)

tpxz(HLDAL-BXWZ)

tpxz(HLDAL-CSiZ)

tpxz(HLDAL-ALEZ)

tpxz(HLDAL-AZ)

tpzx(HLDAL-RDZ)

tpzx(HLDAL-BXWZ)

tpzx(HLDAL-CSiZ)

tpzx(HLDAL-ALEZ)

tpzx(HLDAL-AZ)

単位

スイッチング特性（指定のない場合は、VCC=5V±0.5V, VSS=0V, Ta=–20～85℃）

記　号

20

10

10

10

10

10

（注）

（注）

注．tc＝1/f（fsys）
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AAAA

φ1

RDY入力

tsu(RDY-φ1)

RD
BLW
BHW

AA ：ソフトウエアによるウエイト（上記はバスサイクル1φ+2φ選択時）

：レディー機能によるウエイト

RDY入力

th(φ1-RDY)

測定条件
・VCC=5V±0.5V, Ta= –20～85℃
・RDY入力、HOLD入力 ：VIL=0.8V, VIH=2.15Vで判定
・HLDA出力 ：VOL=0.8V, VOH=2.0V, CL=50pFで判定

φ1

HOLD入力

tsu(HOLD-φ1)

td(φ1-HLDAL)

tpxz(HLDAL-RDZ)

tpxz(HLDAL-BXWZ)

tpxz(HLDAL-CSiZ)

tpxz(HLDAL-AZ)

th(φ1-HOLD)

td(φ1-HLDAL)

tpzx(HLDAL-RDZ)

tpzx(HLDAL-BXWZ)

tpzx(HLDAL-CSiZ)

tpzx(HLDAL-ALEZ)

tpzx(HLDAL-AZ)

Hi-Z

Hi-Z

Hi-Z

Hi-Z

Hi-Z

HOLD入力

HLDA出力

RD

BLW
BHW

CSi

A0～A23出力

td(RDH-HLDAL)

td(BXWH-HLDAL)

tpxz(HLDAL-ALEZ)

ALE
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外部バスタイミング

　システムクロック周波数に依存する規格値は、算出式で示します。算出式の中の記号は以下の値を示します。

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

(WH+WL)tc-45

(WH+WL-0.5)tc-35

(WH+WL-0.5)tc-35

WL×tc-30

WL×tc-35

 (WH+WL-0.5)tc-35

15

0

8

規　格　値

アドレスアクセス時間（アドレス出力選択ビット＝0時）
アドレスアクセス時間（アドレス出力選択ビット＝1時）
アドレスアクセス時間（マルチプレックスバス選択ビット＝1時）
チップセレクトアクセス時間
リードアクセス時間
リードデータセットアップ時間
リード後データ入力ホールド時間
バーストROMアクセス時アドレスアクセス時間

バーストROMアクセス時アドレス後データホールド時間

項　目
最　大最　小

ta(A-D)

ta(A-D)

ta(LA-D)

ta(CSiL-D)

ta(RDL-D)

tsu(D-RDL)

th(RDH-D)

ta(BA-D)

th(BA-D)

単位記　号

外部バスタイミング必要条件（指定のない場合はVcc=5V±0.5V, Vss=0V, Ta=–20～85℃）

バスサイクル WH WL

1φ+1φ
1φ+2φ
1φ+3φ
2φ+2φ

1
1
1
2

1
2
3
2

バスサイクル WH WL

2φ+3φ
2φ+4φ
3φ+3φ
3φ+4φ

2
2
3
3

3
4
3
4

tc＝1/f（fsys）

注．アドレス出力選択ビットの内容に影響されません。

（注）
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リード“L”出力遅延時間
リード“H”出力遅延時間
ライト“L”出力遅延時間
ライト“H”出力遅延時間
チップセレクト“L”出力遅延時間
チップセレクト“H”出力遅延時間
アドレス出力遅延時間（アドレス出力選択ビット＝0時）
アドレス出力遅延時間（アドレス出力選択ビット＝1時）
ALEパルス幅
　　 　

アドレス確定後ALE完了
遅延時間（アドレス出力
選択ビット＝0時）
アドレス確定後ALE完了
遅延時間（アドレス出力
選択ビット＝1時）
リード出力パルス幅
リード出力“H”幅（注1）
リード後ライトディセーブル有効時間（注2）
リード前アドレス有効時間（アドレス出力選択ビット＝0時）
リード前アドレス有効時間（アドレス出力選択ビット＝1時）
リード後アドレスホールド時間（アドレス出力選択ビット＝0時）（注2）
リード後アドレスホールド時間（アドレス出力選択ビット＝1時）（注2）
リード開始後ALE完了遅延時間
ALE完了後リード
ディセーブル有効時間
リード前チップセレクト有効時間
リード完了前チップセレクト出力有効時間
リード後チップセレクトホールド時間
リード後次ライトサイクルデータ出力遅延時間（注2）
ライト出力パルス幅
ライト出力“H”幅（注1）
ライト後リードディセーブル有効時間（注2）
ライト前アドレス有効時間（アドレス出力選択ビット＝0時）
ライト前アドレス有効時間（アドレス出力選択ビット＝1時）
ライト後アドレスホールド時間（アドレス出力選択ビット＝0時）（注2）
ライト後アドレスホールド時間（アドレス出力選択ビット＝1時）（注2）
ライト開始後ALE完了遅延時間
ALE完了後ライト
ディセーブル有効時間
ライト前チップセレクト有効時間
ライト完了前チップセレクト出力有効時間
ライト後チップセレクトホールド時間
ライト完了前データ出力有効時間
ライト後データホールド時間（注4）
ライト後フローティング開始遅延時間（注4）

バスサイクル1φ+1φ､1φ+2φ､1φ+3φ選択時
バスサイクル2φ+2φ選択時
バスサイクル2φ+3φ､2φ+4φ､3φ+3φ､3φ+4φ選択時
バスサイクル1φ+1φ､1φ+2φ､1φ+3φ選択時
バスサイクル2φ+2φ選択時
バスサイクル2φ+3φ､2φ+4φ､3φ+3φ､3φ+4φ選択時
バスサイクル1φ+1φ､1φ+2φ､1φ+3φ選択時
バスサイクル2φ+2φ選択時
バスサイクル2φ+3φ､2φ+4φ､3φ+3φ､3φ+4φ選択時

　
バスサイクル2φ+2φ選択時
バスサイクル3φ+3φ､3φ+4φ選択時

バスサイクル2φ+2φ選択時
バスサイクル2φ+3φ､2φ+4φ､3φ+3φ､3φ+4φ選択時

スイッチング特性（指定のない場合はVcc=5V±0.5V, Vss=0V, Ta=–20～85℃）

ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns

0
0
0
0
0

10
25
16

20

20

0.5tc+10

–18
–18
–18
–18
–20
–22
–5

–20
0.5tc-19

tc-20
1.5tc-20

tc-30
1.5tc-30
2tc-30

0.5tc-19
tc-20

1.5tc-20
WL×tc-15
WH×tc-15

WH×tc-15    　
WH×tc-30

(WH-0.5)tc-19
8

0.5tc-10

0.5tc-19
tc-15

(WH-0.5)tc-19
(WH+WL-0.5)tc-20

0.5tc-14
 WH×tc-15     　

WL×tc-15
WH×tc-15

 WH×tc-15     　
WH×tc-30

(WH-0.5)tc-19
8

0.5tc-10

0.5tc-19
tc-15

(WH-0.5)tc-19
(WH+WL-0.5)tc-20

0.5tc-14
WL×tc-20
0.5tc-10

規　格　値
項　目

最　大最　小
td(φ1-RDL)

td(φ1-RDH)

td(φ1-BXWL)

td(φ1-BXWH)

td(φ1L-CSiL)

td(φ1L-CSiH)

td(φ1H-A)

td(φ1L-A)

tw(ALEH)

td(A-ALEL)

td(A-ALEL)

tw(RDL)

tw(RDH)

td(RDH-BXWH)

td(A-RDH)

td(A-RDH)

th(RDH-A)

th(RDH-A)

td(RDH-ALEL)

td(ALEL-RDH)

td(CSiL-RDH)

td(CSiL-RDL)

th(RDH-CSiL)

td(RDH-D)

tw(BXWL)

tw(BXWH)

td(BXWH-RDH)

td(A-BXWH)

td(A-BXWH)

th(BXWH-A)

th(BXWH-A)

td(BXWH-ALEL)

td(ALEL-BXWH)

td(CSiL-BXWH)

td(CSiL-BXWL)

th(BXWH-CSiL)

td(D-BXWL)

th(BXWH-D)

tpxz(BXWH-DZ)

単位記　号

注1．直前のバスサイクルが、リカバリサイクル挿入を選択した領域に対するアクセスであった場合は、tc（リカバリサイクル
挿入数1サイクル）［ns］、又は2tc（リカバリサイクル挿入数2サイクル）［ns］だけ延びます。

　2．リカバリサイクル挿入を選択した領域をアクセスした場合は、tc（リカバリサイクル挿入数1サイクル）、又は2tc（リカバリ
サイクル挿入数2サイクル）［ns］だけ延びます。

　3．ここでは、次のバスサイクルのWHを示します。
　4．リカバリサイクル挿入を選択した領域をアクセスし、かつリカバリサイクル挿入数2サイクルの場合、tc［ns］だけ延びます。

（注3）

（注3）

（注3）
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td(LA-RDH)

td(LA-ALEL)

th(ALEL-LA)

tpxz(RDH-LAZ)

td(LA-BXWH)

tpzx(RDH-DZ)

スイッチング特性（指定のない場合はVcc=5V±0.5V, Vss=0V, Ta=–20～85℃）

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

5

規　格　値

リード前アドレス有効時間
アドレス確定後
ALE完了遅延時間
ALE完了後
アドレスホールド時間
フローティング開始遅延時間
ライト前アドレス有効時間
フローティング解除遅延時間

項　目
最　大最　小

単位記　号

バスサイクル2φ+2φ選択時
バスサイクル3φ+3φ､3φ+4φ選択時
バスサイクル2φ+2φ選択時
バスサイクル3φ+3φ､3φ+4φ選択時

注．アドレス出力選択ビットの内容に影響されません。

   (WH-0.5)tc-19

tc-20

1.5tc-20

0.5tc-19

tc-15

   (WH-0.5)tc-19

0.5tc-19

（注）
（注）

（注）

（注）

（注）
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バスサイクル＜読み出し時＞

CSi

A0～A23

D0～D7, D8～D15

th(RDH-D)

th(RDH-A)

RD

tw(RDL)

ta(CSiL-D)

ta(RDL-D)

ta(A-D)

td(CSiL-RDL)

tsu(D-RDL)

ALE

tw(ALEH)

td(RDH-ALEL)

φ1

tc

fsys

通常アクセス： バスサイクル1φ+1φ、バスサイクル1φ+2φ、バスサイクル1φ+3φ、
 バスサイクル2φ+3φ、バスサイクル2φ+4φ選択時

td(A-ALEL)
tw(RDH)

td(RDH-D)

BLW
BHW

td(φ1-RDL)

A0～A23

th(RDH-A)
td(A-RDH)

td(CSiL-RDH)

測定条件
・VCC=5V±0.5V, Ta= –20～85℃
・入力タイミング電圧：VIL=0.8V, VIH=2.15Vで判定
・出力タイミング電圧：VOL=0.8V, VOH=2.0V, CL=15pFで判定（CSi）
・出力タイミング電圧：VOL=0.8V, VOH=2.0V, CL=50pFで判定（CSi以外）

ta(A-D)

（アドレス出力選択ビット＝0時）

（アドレス出力選択ビット＝1時）

td(A-ALEL)

td(φ1H-A)
td(φ1L-A)

td(φ1L-CSiL) td(φ1L-CSiH)

td(φ1-RDH)

th(RDH-CSiL)

td(RDH-BXWH)

td(A-RDH)
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A0～A23

A0～A23

（アドレス出力選択ビット＝0時）

（アドレス出力選択ビット＝1時）

測定条件
・VCC=5V±0.5V, Ta= –20～85℃
・入力タイミング電圧：VIL=0.8V, VIH=2.15Vで判定
・出力タイミング電圧：VOL=0.8V, VOH=2.0V, CL=15pFで判定（CSi）
・出力タイミング電圧：VOL=0.8V, VOH=2.0V, CL=50pFで判定（CSi以外）

＜書き込み時＞

CSi

th(BXWH-A)

RD

td(CSiL-BXWL)

ALE

tw(BXWL)

td(BXWH-ALEL)

D0～D7, D8～D15

td(D-BXWL) th(BXWH-D)

tpxz(BXWH-DZ)

BLW
BHW

φ1

バスサイクル

td(φ1-BXWL)

th(BXWH-A)
td(A-BXWH)

td(CSiL-BXWH)

tc

fsys

通常アクセス： バスサイクル1φ+1φ、バスサイクル1φ+2φ、バスサイクル1φ+3φ、
 バスサイクル2φ+3φ、バスサイクル2φ+4φ選択時

td(A-ALEL)

tw(ALEH)
td(φ1H-A)

td(φ1L-CSiL) td(φ1L-CSiH)

td(BXWH-RDH)

td(φ1-BXWH)

th(BXWH-CSiL)

td(A-ALEL)

tw(BXWH)

td(A-BXWH)

td(φ1L-A)
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A0～A23

A0～A23

（アドレス出力選択ビット＝0時）

（アドレス出力選択ビット＝1時）

td(A-RDH)

バスサイクル

CSi

D0～D7, D8～D15

RD

ALE

BLW
BHW

fsys

td(CSiL-RDL)

td(A-ALEL)

＜読み出し時＞

th(RDH-D)

th(RDH-A)

tw(RDL)

ta(CSiL-D)
ta(RDL-D)

ta(A-D)

tsu(D-RDL)

tw(ALEH)

tc

tw(RDH)

td(RDH-D)

td(ALEL-RDH)

φ1

通常アクセス：バスサイクル2φ+2φ、バスサイクル3φ+3φ、バスサイクル3φ+4φ選択時

td(φ1-RDL) td(φ1-RDH)

LA0/D0～LA7/D7

th(RDH-D)
ta(LA-D)

ta(RDL-D)

td(LA-RDH)

tsu(D-RDL)

tpzx(RDH-DZ)

td(LA-ALEL) th(ALEL-LA)
tpxz(RDH-LAZ)

（マルチプレックスバス選択ビット＝1時（注））

測定条件
・VCC=5V±0.5V, Ta= –20～85℃
・入力タイミング電圧：VIL=0.8V, VIH=2.15Vで判定
・出力タイミング電圧：VOL=0.8V, VOH=2.0V, CL=15pFで判定（CSi）
・出力タイミング電圧：VOL=0.8V, VOH=2.0V, CL=50pFで判定（CSi以外）

注．CS2領域を外部データバス幅8ビットでアクセスしたときだけ有効。

th(RDH-A)td(A-RDH)

td(CSiL-RDH)

ta(A-D)

（マルチプレックスバス選択ビット＝0時）

アドレス 入力データ アドレス

td(φ1H-A)

td(φ1L-CSiL) td(φ1L-CSiH)

td(RDH-BXWH)

th(RDH-CSiL)

td(A-ALEL)

td(φ1L-A)
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（マルチプレックスバス選択ビット＝1時（注））

A0～A23

A0～A23

（アドレス出力選択ビット＝0時）

（アドレス出力選択ビット＝1時）

CSi

RD

ALE

D0～D7, D8～D15

BLW
BHW

td(CSiL-BXWL)

＜書き込み時＞

th(BXWH-A)td(A-BXWH)

tw(ALEH)

tw(BXWL)

td(D-BXWL)
th(BXWH-D)

tpxz(BXWH-DZ)

td(A-ALEL)

tw(BXWH)

td(ALEL-BXWH)

バスサイクル

φ1

td(φ1-BXWL)

th(BXWH-D)

tpxz(BXWH-DZ)

td(D-BXWL)

th(ALEL-LA)td(LA-ALEL)

td(LA-BXWH)

LA0/D0～LA7/D7

測定条件
・VCC=5V±0.5V, Ta= –20～85℃
・入力タイミング電圧：VIL=0.8V, VIH=2.15Vで判定
・出力タイミング電圧：VOL=0.8V, VOH=2.0V, CL=15pFで判定（CSi）
・出力タイミング電圧：VOL=0.8V, VOH=2.0V, CL=50pFで判定（CSi以外）

注．CS2領域を外部データバス幅8ビットでアクセスしたときだけ有効。

fsys

tc

通常アクセス：バスサイクル2φ+2φ、バスサイクル3φ+3φ、バスサイクル3φ+4φ選択時

th(BXWH-A)td(A-BXWH)

td(CSiL-BXWH)

（マルチプレックスバス選択ビット＝0時）

アドレス 出力データ

td(φ1-BXWH)td(φ1H-A)

td(φ1L-CSiL) td(φ1L-CSiH)

td(A-ALEL)

th(BXWH-CSiL)

td(BXWH-RDH)

td(φ1L-A)
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V

V

V

V

mW

℃
℃

付録10．M37911FGMHP電気的特性

以下にM37911FGMHPの電気的特性を示します。
なお、電気的特性については、最新のデータシートを参照してください。

単位

電源電圧
アナログ電源電圧
入力電圧

出力電圧

消費電力
動作周囲温度
保存温度

記　号 項　目

P00~P07, P10~P17, P20~P27, P30~P33, P40~P47, P50~P57,

P60~P67, P70~P77, P80~P87, P100~P107, P110~P117,
____________ ______

VREF, XIN, RESET, BYTE, MD0, MD1, NMI, VCONT

P00~P07, P10~P17, P20~P27, P30~P33, P40~P47, P50~P57,

P60~P67, P70~P77, P80~P87, P100~P107, P110~P117,

XOUT

定　格　値
絶対最大定格

VCC

AVCC

VI

VO

Pd

Topr

Tstg

–0.3～4.2

–0.3～4.2

–0.3～VCC+0.3

–0.3～VCC+0.3

400

–20～85

–40～150
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V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

V

mA

mA

mA

mA

MHz

MHz

注1．SCLK、SDAはフラッシュメモリ内蔵版でシリアル入出力モード時のみ使用する端子です。
　2．外部方形波入力の場合は最大52MHz、発振子接続の場合は最大26MHzとなります。

f（XIN）≧20MHzの場合は、XIN入力クロック分周比選択ビット（BC16番地のビット7,6）に“112”（分周なし）以外
を設定してください。

　3．PLL周波数逓倍回路を使用する場合は、システムクロック周波数f（fsys）が26MHzを越えないようにしてください。
　4．平均出力電流は100msの期間内での平均値です。
　5．P0, P1, P2, P8, P10, P11のIOL(peak)及びIOH(peak)の合計は80mA以下、P3, P4, P5, P6, P7のIOL(peak)及びIOH(peak)の

合計は80mA以下にしてください。

推奨動作条件（指定のない場合は、VCC=3.3V, Ta=–20～85℃）

電源電圧
アナログ電源電圧
電源電圧
アナログ電源電圧
“H”入力電圧
“H”入力電圧

“H”入力電圧
“H”入力電圧

“H”入力電圧
“L”入力電圧
“L”入力電圧

“L”入力電圧
“L”入力電圧

“L”入力電圧
“H”尖頭出力電流

“H”平均出力電流

“L”尖頭出力電流

“L”平均出力電流

外部クロック入力周波数（注2）
システムクロック周波数（注3）

3.0

0.8VCC

0.65VCC

0.65VCC

0.65VCC

0.65VCC

0

0

0

0

0

3.6

VCC

VCC

VCC

VCC

VCC

0.2VCC

0.2VCC

0.2VCC

0.2VCC

0.2VCC

–10

–5

10

  5

52

26

VCC

AVCC

VSS

AVSS

VIH

VIH

VIH

VIH

VIH

VIL

VIL

VIL

VIL

VIL

IOH (peak)

IOH (avg)

IOL (peak)

IOL (avg)

f(XIN)

f(fsys)

____________

XIN, RESET, BYTE, MD0, MD1

P00~P07, P10~P17, P20~P27, P30~P33, P40~P47,

P50~P57, P60~P67, P70~P77, P80~P87, P100~P107,

P110~P117

D0~D7, D8~D15
________ __________

RDY, HOLD, TA0IN~TA4IN, TA0OUT~TA4OUT,
____ ____ _______ _______ ______ __________

TB0IN~TB2IN, KI0~KI3, INT0~INT4, NMI, ADTRG,
________ ________

CTS0, CTS1, CLK0, CLK1, RxD0, RxD1

SCLK, SDA（注1）
____________

XIN, RESET, BYTE, MD0, MD1

P00~P07, P10~P17, P20~P27, P30~P33, P40~P47,

P50~P57, P60~P67, P70~P77, P80~P87, P100~P107,

P110~P117

D0~D7, D8~D15
________ __________

RDY, HOLD, TA0IN~TA4IN, TA0OUT~TA4OUT,
____ ____ _______ _______ ______ __________

TB0IN~TB2IN, KI0~KI3, INT0~INT4, NMI, ADTRG,
________ ________

CTS0, CTS1, CLK0, CLK1, RXD0, RXD1

SCLK, SDA（注1）
P00~P07, P10~P17, P20~P27, P30~P33, P40~P47,

P50~P57, P60~P67, P70~P77, P80~P87, P100~P107,

P110~P117

P00~P07, P10~P17, P20~P27, P30~P33, P40~P47,

P50~P57, P60~P67, P70~P77, P80~P87, P100~P107,

P110~P117

P00~P07, P10~P17, P20~P27, P30~P33, P40~P47,

P50~P57, P60~P67, P70~P77, P80~P87, P100~P107,

P110~P117

P00~P07, P10~P17, P20~P27, P30~P33, P40~P47,

P50~P57, P60~P67, P70~P77, P80~P87, P100~P107,

P110~P117

項　目記　号
最　大標　準最　小

規　格　値

3.3

VCC

0

0

単位
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–0.36

30

2.5

2.6

0.05

0.25

–0.2

2

“H”出力電圧

“H”出力電圧
“L”出力電圧

“L”出力電圧
ヒステリシス

ヒステリシス
“H”入力電流

“L”入力電流

“L”入力電流

RAM保持電圧
電源電流

VOH

VOH

VOL

VOL

VT+–VT-

VT+–VT-

IIH

IIL

IIL

VRAM

ICC

直流電気的特性（指定のない場合は、VCC=3.3V, VSS=0V, Ta=–20～85℃）

IOH=–1mA

IOH=–1mA

IOL=1mA

IOL=1mA

VI=3.3V

VI=0V

VI=0V（プルアップトランジスタなし）

VI=0V（プルアップトランジスタあり）
クロック停止時
f(fsys)=26MHz、

CPU動作時

クロック停止時Ta=25℃

クロック停止時Ta=85℃

V

V

V

V

V

V

µA

µA

µA

mA

V

mA

µA

測定条件
規　格　値

最小
単位

0.5

0.4

0.5

1

4

–4

–4

–0.54

45

50

300

項　目記　号

P00~P07, P10~P17, P20~P27, P30,

P40~P47, P50~P57, P60~P67,

P70~P77, P80~P87, P100~P107,

P110~P117

P31~P33

P00~P07, P10~P17, P20~P27, P30,

P40~P47, P50~P57, P60~P67,

P70~P77, P80~P87, P100~P107,

P110~P117

P31~P33
________ __________

RDY, HOLD, TA0IN~TA4IN,

TA0OUT~TA4OUT, TB0IN~TB2IN,
_____ _____ _______ _______ ______ __________

KI0~KI3, INT0~INT4, NMI, ADTRG,
________ ________

CTS0, CTS1, CLK0, CLK1,

RxD0, RxD1
____________

RESET

P00~P07, P10~P17, P20~P27,

P30~P33, P40~P47, P50~P57,

P60~P67, P70~P77, P80~P87,

P100~P107, P110~P117, XIN,
____________ ______

RESET, BYTE, MD0, MD1, NMI

P00~P07, P10~P17, P20~P27,

P30~P33, P40~P43, P50~P53,

P60~P67, P70~P77, P80~P87,

P100~P107, P110~P117, XIN,
____________

RESET, BYTE, MD0, MD1
______

P44~P47, P54~P57, NMI

出力専用端子は開放、その他の
端子はVSS又はVCC、外部方形波
クロック入力（XOUT開放）
PLL周波数逓倍回路動作時

標準 最大
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10

±3

±2

VCC

VREF

分解能10ビットモード

分解能8ビットモード

Bits

LSB

LSB

kΩ
µs

V

V

分解能

絶対精度

ラダー抵抗

変換時間

基準電圧

アナログ入力電圧

–

–

RLADDER

tCONV

VREF

VIA

記　号 項　目

VREF=VCC

VREF=VCC

VREF=VCC

最　小
規　格　値 単位測　定　条　件

A-D変換特性（指定のない場合は、VCC=AVCC=3.3V±0.3V, VSS=AVSS=0V, Ta=–20～85℃）

5

 4.54　

 1.89　

2.7

0

注1．f（fsys）＝26MHz時、カウントソースをf2（fsysの2分周）に設定した場合の値です。
　2．f（fsys）＝26MHz時、カウントソースをf1（fsys）に設定した場合の値です。

最　大

8

±1.0

3

4

3.2

Bits

%

µs

kΩ
mA

分解能

絶対精度

設定時間

出力抵抗

基準電源入力電流

–

–

tsu

RO

IVREF

記　号 項　目
最　小

規　格　値 単位測　定　条　件

D-A変換特性（指定のない場合は、VCC=3.3V, VSS=AVSS=0V, VREF=3.3V, Ta=–20～85℃）

1

注．D-A変換器1本使用、使用していないD-A変換器のD-Aレジスタの値が“0016”の場合です。
A-D変換器のラダー抵抗分は除きます。

最　大

（注）

µs
____________

RESET入力“L”パルス幅tw(RESETL)

記　号 項　目
最　小

規　格　値 単位

リセット入力
リセット入力タイミング必要条件（指定のない場合は、VCC=3.3V±0.3V, VSS=0V, Ta=–20～85℃）

20

最　大

RESET入力
tw(RESETL)

（注1）

（注2）

分解能10ビットモード

分解能8ビットモード
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外部クロック入力

測定条件
・VCC=3.3V±0.3V, Ta= –20～85℃
・入力タイミング電圧：VIL=0.2VCC, VIH=0.8VCCで判定（tw(H), tw(L), tr, tf）
・入力タイミング電圧：0.5VCCで判定（tc(in), tw(half)）

tr tf
tw(L) tw(H) tw(half)

XIN

tc(in)

ns

ns

ns

ns

ns

ns

0.55tc(in)

6.4

6.4

0.45tc(in)

tW(half)-6

tW(half)-6.8

規　格　値

外部クロック入力サイクル時間
外部クロック入力半値パルス幅
外部クロック入力“H”パルス幅
外部クロック入力“L”パルス幅
外部クロック入力立ち上がり時間
外部クロック入力立ち下がり時間

項　目
最　大最　小

tc(in)

tw(half)

tw(H)

tw(L)

tr

tf

単位記　号

外部クロック入力
外部クロック入力タイミング必要条件（指定のない場合はVcc=3.3V±0.3V, Vss=0V, Ta=–20～85℃）

1/f（XIN）
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内蔵周辺装置入出力タイミング必要条件（指定のない場合は、VCC=3.3V±0.3V, VSS=0V, Ta=–20～85°C）
　システムクロック周波数に依存する規格値は、算出式で示します。
　（　）内の規格値は、f（fsys）＝26MHz時、カウントソースをf2（fsysの2分周）に設定した場合の値です。

最　小
規　格　値

項　目 最　大記　号 単位

タイマA入力（タイマモードのゲーティング入力）

tc(TA)

tw(TAH)

tw(TAL)

TAiIN入力サイクル時間

TAiIN入力“H”パルス幅

TAiIN入力“L”パルス幅

ns

ns

ns

(615)8×109

fi

(307)4×109

fi

(307)4×109

fi

TAiIN入力サイクル時間

TAiIN入力“H”パルス幅
TAiIN入力“L”パルス幅

項　目 最　大 単位最　小
規　格　値

タイマA入力（ワンショットパルスモードの外部トリガ入力）

記　号

tc(TA)

tw(TAH)

tw(TAL)

80

80

ns

ns

ns

(307)4×109

fi

項　目 最　大記　号 単位最　小
規　格　値

タイマA入力（パルス幅変調モードの外部トリガ入力）

tw(TAH)

tw(TAL)

TAiIN入力“H”パルス幅
TAiIN入力“L”パルス幅

80

80

ns

ns

TAiOUT入力サイクル時間
TAiOUT入力“H”パルス幅
TAiOUT入力“L”パルス幅
TAiOUT入力セットアップ時間
TAiOUT入力ホールド時間

tc(UP)

tw(UPH)

tw(UPL)

tsu(UP-TIN)

th(TIN-UP)

最　大
記　号 単位最　小

規　格　値
タイマA入力（イベントカウンタモードのアップダウン入力及びカウント入力）

項　目

ns

ns

ns

ns

ns

2000

1000

1000

  400

  400

TAjIN入力サイクル時間
TAjIN入力セットアップ時間
TAjOUT入力セットアップ時間

tc(TA)

tsu(TAjIN-TAjOUT)

tsu(TAjOUT-TAjIN)

最　大
記　号 単位最　小

規　格　値
タイマA入力（イベントカウンタモードの二相パルス入力）

項　目

ns

ns

ns

800

200

200

規　格　値

TAiIN入力サイクル時間
TAiIN入力“H”パルス幅
TAiIN入力“L”パルス幅

項　目 最　大最　小
tc(TA)

tw(TAH)

tw(TAL)

単位

タイマA入力（イベントカウンタモードのカウント入力）

記　号

ns

ns

ns

80

40

40

fi（i＝1, 2, 16, 64, 512, 4096）：設定されているカウントソースを示します。
　 fiは、周辺装置用クロック選択ビット0、1（BD16番地のビット0、1）、タイマA

クロック分周指定ビット（4516番地のビット0、1）、及びカウントソース選択ビット
（5616～5A16番地のビット6、7）で設定してください。
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測定条件
・VCC=3.3V±0.3V, Ta= –20～85℃
・入力タイミング電圧：VIL=0.66V, VIH=2.15Vで判定

TAiIN入力

tc(TA)

tw(TAH)

tw(TAL)

TAiOUT入力
（アップダウン入力）

tc(UP)

tw(UPH)

tw(UPL)

TAiIN入力
（立ち下がりカウント選択時）

TAiIN入力
（立ち上がりカウント選択時）

TAiOUT入力
（アップダウン入力）

th(TIN-UP) tsu(UP-TIN)

tsu(TAjIN-TAjOUT)

TAjIN入力

TAjOUT入力

tsu(TAjOUT-TAjIN)

tsu(TAjIN-TAjOUT)

tsu(TAjOUT-TAjIN)

●タイマモードのゲーティング入力
●イベントカウンタモードのカウント入力
●ワンショットパルスモードの外部トリガ入力
●パルス幅変調モードの外部トリガ入力

●イベントカウンタモードの二相パルス入力

●イベントカウンタモードのアップダウン入力及びカウント入力

tc(TA)
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項　目 最　大記　号 単位最　小
規　格　値

タイマB入力（パルス周期測定モード）

tc(TB)

tw(TBH)

tw(TBL)

TBiIN入力サイクル時間

TBiIN入力“H”パルス幅

TBiIN入力“L”パルス幅

ns

ns

ns

(615)
8×109

fi

(307)4×109

fi

(307)4×109

fi

項　目 最　大記　号 単位最　小
規　格　値

タイマB入力（パルス幅測定モード）

tc(TB)

tw(TBH)

tw(TBL)

TBiIN入力サイクル時間

TBiIN入力“H”パルス幅

TBiIN入力“L”パルス幅

ns

ns

ns

(615)
8×109

fi

(307)4×109

fi

(307)4×109

fi

項　目 最　大記　号 単位最　小
規　格　値

A-Dトリガ入力

tc(AD)

tw(ADL)

__________

ADTRG入力サイクル時間（トリガ可能最小）
__________

ADTRG入力“L”パルス幅

1000

  125
ns

ns

規　格　値

TBiIN入力サイクル時間（片エッジカウント）
TBiIN入力“H”パルス幅（片エッジカウント）
TBiIN入力“L”パルス幅 （片エッジカウント）
TBiIN入力サイクル時間（両エッジカウント）
TBiIN入力“H”パルス幅（両エッジカウント）
TBiIN入力“L”パルス幅 （両エッジカウント）

項　目 最　大最　小
tc(TB)

tw(TBH)

tw(TBL)

tc(TB)

tw(TBH)

tw(TBL)

単位

タイマB入力（イベントカウンタモードのカウント入力）

記　号

ns

ns

ns

ns

ns

ns

  80

  40

  40

160

  80

  80

fi（i＝2, 16, 64, 512）：設定されているカウントソースを示します。
　 fiは、周辺装置用クロック選択ビット0、1（BD16番地のビット0、1）、及びカウントソース

選択ビット（5B16～5D16番地のビット6、7）で設定してください。
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規　格　値

CLKi入力サイクル時間
CLKi入力“H”パルス幅
CLKi入力“L”パルス幅
TxDi出力遅延時間
TxDiホールド時間
RxDi入力セットアップ時間
RxDi入力ホールド時間

項　目 最　大最　小
tc(CK)

tw(CKH)

tw(CKL)

td(C-Q)

th(C-Q)

tsu(D-C)

th(C-D)

単位

シリアルI/O

記　号

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

200

100

100

    0

  20

  90

項　目 最　大記　号 単位最　小
規　格　値

_______ ______ ____

外部割り込みINTi入力、NMI入力、キー入力割り込みKIi入力

tw(INH)

tw(INL)

______ ______ ____

INTi入力、NMI入力、KIi入力“H”パルス幅
______ ______ ____

INTi入力、NMI入力、KIi入力“L”パルス幅

250

250

ns

ns

  80

TBiIN入力

tc(TB)

tw(TBH)

tw(TBL)

ADTRG入力

tc(AD)

tw(ADL)

測定条件
・Vcc=3.3V±0.3V, Ta= –20～85℃
・入力タイミング電圧：VIL=0.66V, VIH=2.15Vで判定
・出力タイミング電圧：VOL=0.8V, VOH=2.0V, CL=50pFで判定

tsu(D-C)

CLKi入力

TxDi出力

RxDi入力

tc(CK)

tw(CKH)

tw(CKL)

tw(INL)

tw(INH)

INTi入力
NMI入力
KIi入力

td(C-Q) th(C-D)

th(C-Q)
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tc-15

tc-15

–15

–15

–15

–15

–15

0

0

0

0

0

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

40

  0

40

  0

________

RDY入力セットアップ時間
________

RDY入力ホールド時間
__________

HOLD入力セットアップ時間
__________

HOLD入力ホールド時間

レディー機能、ホールド機能タイミング

タイミング必要条件（指定のない場合は、VCC=3.3V±0.3V, VSS=0V, Ta=–20～85℃）

最　大項　目記　号 単位最　小
規　格　値

tsu(RDY-φ1)

th(φ1-RDY)

tsu(HOLD-φ1)

th(φ1-HOLD)

規　格　値

__________

HLDA出力遅延時間
__________

リード後HLDA“L”出力遅延時間
__________

ライト後HLDA“L”出力遅延時間
フローティング開始遅延時間
フローティング開始遅延時間
フローティング開始遅延時間
フローティング開始遅延時間
フローティング開始遅延時間
フローティング解除遅延時間
フローティング解除遅延時間
フローティング解除遅延時間
フローティング解除遅延時間
フローティング解除遅延時間

項　目 最　大最　小
td(φ1-HLDAL)

td(RDH-HLDAL)

td(BXWH-HLDAL)

tpxz(HLDAL-RDZ)

tpxz(HLDAL-BXWZ)

tpxz(HLDAL-CSiZ)

tpxz(HLDAL-ALEZ)

tpxz(HLDAL-AZ)

tpzx(HLDAL-RDZ)

tpzx(HLDAL-BXWZ)

tpzx(HLDAL-CSiZ)

tpzx(HLDAL-ALEZ)

tpzx(HLDAL-AZ)

単位

スイッチング特性（指定のない場合は、VCC=3.3V±0.3V, VSS=0V, Ta=–20～85℃）

記　号

20

10

10

10

10

10

（注）

（注）

注．tc＝1/f（fsys）
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AAAA

φ1

RDY入力

tsu(RDY-φ1)

RD
BLW
BHW

AA ：ソフトウエアによるウエイト（上記はバスサイクル1φ+2φ選択時）

：レディー機能によるウエイト

RDY入力

th(φ1-RDY)

測定条件
・VCC=3.3V±0.3V, Ta= –20～85℃
・RDY入力、HOLD入力 ：VIL=0.66V, VIH=2.15Vで判定
・HLDA出力 ：VOL=0.8V, VOH=2.0V, CL=50pFで判定

φ1

HOLD入力

tsu(HOLD-φ1)

td(φ1-HLDAL)

tpxz(HLDAL-RDZ)

tpxz(HLDAL-BXWZ)

tpxz(HLDAL-CSiZ)

tpxz(HLDAL-AZ)

th(φ1-HOLD)

td(φ1-HLDAL)

tpzx(HLDAL-RDZ)

tpzx(HLDAL-BXWZ)

tpzx(HLDAL-CSiZ)

tpzx(HLDAL-ALEZ)

tpzx(HLDAL-AZ)

Hi-Z

Hi-Z

Hi-Z

Hi-Z

Hi-Z

HOLD入力

HLDA出力

RD

BLW
BHW

CSi

A0～A23出力

td(RDH-HLDAL)

td(BXWH-HLDAL)

tpxz(HLDAL-ALEZ)

ALE



付録

7911グループユーザーズマニュアル 19-143

付録10．M37911FGMHP電気的特性

外部バスタイミング

　システムクロック周波数に依存する規格値は、算出式で示します。算出式の中の記号は以下の値を示します。

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

(WH+WL)tc-45

(WH+WL-0.5)tc-35

(WH+WL-0.5)tc-35

WL×tc-30

WL×tc-35

 (WH+WL-0.5)tc-35

15

0

8

規　格　値

アドレスアクセス時間（アドレス出力選択ビット＝0時）
アドレスアクセス時間（アドレス出力選択ビット＝1時）
アドレスアクセス時間（マルチプレックスバス選択ビット＝1時）
チップセレクトアクセス時間
リードアクセス時間
リードデータセットアップ時間
リード後データ入力ホールド時間
バーストROMアクセス時アドレスアクセス時間

バーストROMアクセス時アドレス後データホールド時間

項　目
最　大最　小

ta(A-D)

ta(A-D)

ta(LA-D)

ta(CSiL-D)

ta(RDL-D)

tsu(D-RDL)

th(RDH-D)

ta(BA-D)

th(BA-D)

単位記　号

外部バスタイミング必要条件（指定のない場合はVcc=3.3V±0.3V, Vss=0V, Ta=–20～85℃）

バスサイクル WH WL

1φ+1φ
1φ+2φ
1φ+3φ
2φ+2φ

1
1
1
2

1
2
3
2

バスサイクル WH WL

2φ+3φ
2φ+4φ
3φ+3φ
3φ+4φ

2
2
3
3

3
4
3
4

tc＝1/f（fsys）

注．アドレス出力選択ビットの内容に影響されません。

（注）
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リード“L”出力遅延時間
リード“H”出力遅延時間
ライト“L”出力遅延時間
ライト“H”出力遅延時間
チップセレクト“L”出力遅延時間
チップセレクト“H”出力遅延時間
アドレス出力遅延時間（アドレス出力選択ビット＝0時）
アドレス出力遅延時間（アドレス出力選択ビット＝1時）
ALEパルス幅
　　 　

アドレス確定後ALE完了
遅延時間（アドレス出力
選択ビット＝0時）
アドレス確定後ALE完了
遅延時間（アドレス出力
選択ビット＝1時）
リード出力パルス幅
リード出力“H”幅（注1）
リード後ライトディセーブル有効時間（注2）
リード前アドレス有効時間（アドレス出力選択ビット＝0時）
リード前アドレス有効時間（アドレス出力選択ビット＝1時）
リード後アドレスホールド時間（アドレス出力選択ビット＝0時）（注2）
リード後アドレスホールド時間（アドレス出力選択ビット＝1時）（注2）
リード開始後ALE完了遅延時間
ALE完了後リード
ディセーブル有効時間
リード前チップセレクト有効時間
リード完了前チップセレクト出力有効時間
リード後チップセレクトホールド時間
リード後次ライトサイクルデータ出力遅延時間（注2）
ライト出力パルス幅
ライト出力“H”幅（注1）
ライト後リードディセーブル有効時間（注2）
ライト前アドレス有効時間（アドレス出力選択ビット＝0時）
ライト前アドレス有効時間（アドレス出力選択ビット＝1時）
ライト後アドレスホールド時間（アドレス出力選択ビット＝0時）（注2）
ライト後アドレスホールド時間（アドレス出力選択ビット＝1時）（注2）
ライト開始後ALE完了遅延時間
ALE完了後ライト
ディセーブル有効時間
ライト前チップセレクト有効時間
ライト完了前チップセレクト出力有効時間
ライト後チップセレクトホールド時間
ライト完了前データ出力有効時間
ライト後データホールド時間（注4）
ライト後フローティング開始遅延時間（注4）

バスサイクル1φ+1φ､1φ+2φ､1φ+3φ選択時
バスサイクル2φ+2φ選択時
バスサイクル2φ+3φ､2φ+4φ､3φ+3φ､3φ+4φ選択時
バスサイクル1φ+1φ､1φ+2φ､1φ+3φ選択時
バスサイクル2φ+2φ選択時
バスサイクル2φ+3φ､2φ+4φ､3φ+3φ､3φ+4φ選択時
バスサイクル1φ+1φ､1φ+2φ､1φ+3φ選択時
バスサイクル2φ+2φ選択時
バスサイクル2φ+3φ､2φ+4φ､3φ+3φ､3φ+4φ選択時

　
バスサイクル2φ+2φ選択時
バスサイクル3φ+3φ､3φ+4φ選択時

バスサイクル2φ+2φ選択時
バスサイクル2φ+3φ､2φ+4φ､3φ+3φ､3φ+4φ選択時

スイッチング特性（指定のない場合はVcc=3.3V±0.3V, Vss=0V, Ta=–20～85℃）

ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns
ns

0
0
0
0
0

10
25
16

20

20

0.5tc+10

–18
–18
–18
–18
–20
–22
–5

–20
0.5tc-19

tc-20
1.5tc-20

tc-30
1.5tc-30
2tc-30

0.5tc-19
tc-20

1.5tc-20
WL×tc-15
WH×tc-15

WH×tc-15    　
WH×tc-30

(WH-0.5)tc-19
8

0.5tc-10

0.5tc-19
tc-15

(WH-0.5)tc-19
(WH+WL-0.5)tc-20

0.5tc-14
 WH×tc-15     　

WL×tc-15
WH×tc-15

 WH×tc-15     　
WH×tc-30

(WH-0.5)tc-19
8

0.5tc-10

0.5tc-19
tc-15

(WH-0.5)tc-19
(WH+WL-0.5)tc-20

0.5tc-14
WL×tc-20
0.5tc-10

規　格　値
項　目

最　大最　小
td(φ1-RDL)

td(φ1-RDH)

td(φ1-BXWL)

td(φ1-BXWH)

td(φ1L-CSiL)

td(φ1L-CSiH)

td(φ1H-A)

td(φ1L-A)

tw(ALEH)

td(A-ALEL)

td(A-ALEL)

tw(RDL)

tw(RDH)

td(RDH-BXWH)

td(A-RDH)

td(A-RDH)

th(RDH-A)

th(RDH-A)

td(RDH-ALEL)

td(ALEL-RDH)

td(CSiL-RDH)

td(CSiL-RDL)

th(RDH-CSiL)

td(RDH-D)

tw(BXWL)

tw(BXWH)

td(BXWH-RDH)

td(A-BXWH)

td(A-BXWH)

th(BXWH-A)

th(BXWH-A)

td(BXWH-ALEL)

td(ALEL-BXWH)

td(CSiL-BXWH)

td(CSiL-BXWL)

th(BXWH-CSiL)

td(D-BXWL)

th(BXWH-D)

tpxz(BXWH-DZ)

単位記　号

注1．直前のバスサイクルが、リカバリサイクル挿入を選択した領域に対するアクセスであった場合は、tc（リカバリサイクル
挿入数1サイクル）［ns］、又は2tc（リカバリサイクル挿入数2サイクル）［ns］だけ延びます。

　2．リカバリサイクル挿入を選択した領域をアクセスした場合は、tc（リカバリサイクル挿入数1サイクル）、又は2tc（リカバリ
サイクル挿入数2サイクル）［ns］だけ延びます。

　3．ここでは、次のバスサイクルのWHを示します。
　4．リカバリサイクル挿入を選択した領域をアクセスし、かつリカバリサイクル挿入数2サイクルの場合、tc［ns］だけ延びます。

（注3）

（注3）

（注3）
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td(LA-RDH)

td(LA-ALEL)

th(ALEL-LA)

tpxz(RDH-LAZ)

td(LA-BXWH)

tpzx(RDH-DZ)

スイッチング特性（指定のない場合はVcc=3.3V±0.3V, Vss=0V, Ta=–20～85℃）

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

5

規　格　値

リード前アドレス有効時間
アドレス確定後
ALE完了遅延時間
ALE完了後
アドレスホールド時間
フローティング開始遅延時間
ライト前アドレス有効時間
フローティング解除遅延時間

項　目
最　大最　小

単位記　号

バスサイクル2φ+2φ選択時
バスサイクル3φ+3φ､3φ+4φ選択時
バスサイクル2φ+2φ選択時
バスサイクル3φ+3φ､3φ+4φ選択時

注．アドレス出力選択ビットの内容に影響されません。

   (WH-0.5)tc-19

tc-20

1.5tc-20

0.5tc-19

tc-15

   (WH-0.5)tc-19

0.5tc-19

（注）
（注）

（注）

（注）

（注）
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バスサイクル＜読み出し時＞

CSi

A0～A23

D0～D7, D8～D15

th(RDH-D)

th(RDH-A)

RD

tw(RDL)

ta(CSiL-D)

ta(RDL-D)

ta(A-D)

td(CSiL-RDL)

tsu(D-RDL)

ALE

tw(ALEH)

td(RDH-ALEL)

φ1

tc

fsys

通常アクセス： バスサイクル1φ+1φ、バスサイクル1φ+2φ、バスサイクル1φ+3φ、
 バスサイクル2φ+3φ、バスサイクル2φ+4φ選択時

td(A-ALEL)
tw(RDH)

td(RDH-D)

BLW
BHW

td(φ1-RDL)

A0～A23

th(RDH-A)
td(A-RDH)

td(CSiL-RDH)

ta(A-D)

（アドレス出力選択ビット＝0時）

（アドレス出力選択ビット＝1時）

td(A-ALEL)

td(φ1H-A)

td(φ1L-CSiL) td(φ1L-CSiH)

td(φ1-RDH)

th(RDH-CSiL)

td(RDH-BXWH)

td(A-RDH)

測定条件
・VCC=3.3V±0.3V, Ta= –20～85℃
・入力タイミング電圧：VIL=0.66V, VIH=2.15Vで判定
・出力タイミング電圧：VOL=0.8V, VOH=2.0V, CL=15pFで判定（CSi）
・出力タイミング電圧：VOL=0.8V, VOH=2.0V, CL=50pFで判定（CSi以外）

td(φ1L-A)
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A0～A23

A0～A23

（アドレス出力選択ビット＝0時）

（アドレス出力選択ビット＝1時）

＜書き込み時＞

CSi

th(BXWH-A)

RD

td(CSiL-BXWL)

ALE

tw(BXWL)

td(BXWH-ALEL)

D0～D7, D8～D15

td(D-BXWL) th(BXWH-D)

tpxz(BXWH-DZ)

BLW
BHW

φ1

バスサイクル

td(φ1-BXWL)

th(BXWH-A)
td(A-BXWH)

td(CSiL-BXWH)

tc

fsys

通常アクセス： バスサイクル1φ+1φ、バスサイクル1φ+2φ、バスサイクル1φ+3φ、
 バスサイクル2φ+3φ、バスサイクル2φ+4φ選択時

td(A-ALEL)

tw(ALEH)
td(φ1H-A)

td(φ1L-CSiL) td(φ1L-CSiH)

td(BXWH-RDH)

td(φ1-BXWH)

th(BXWH-CSiL)

td(A-ALEL)

tw(BXWH)

td(A-BXWH)

測定条件
・VCC=3.3V±0.3V, Ta= –20～85℃
・入力タイミング電圧：VIL=0.66V, VIH=2.15Vで判定
・出力タイミング電圧：VOL=0.8V, VOH=2.0V, CL=15pFで判定（CSi）
・出力タイミング電圧：VOL=0.8V, VOH=2.0V, CL=50pFで判定（CSi以外）

td(φ1L-A)
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A0～A23

A0～A23

（アドレス出力選択ビット＝0時）

（アドレス出力選択ビット＝1時）

td(A-RDH)

バスサイクル

CSi

D0～D7, D8～D15

RD

ALE

BLW
BHW

fsys

td(CSiL-RDL)

td(A-ALEL)

＜読み出し時＞

th(RDH-D)

th(RDH-A)

tw(RDL)

ta(CSiL-D)
ta(RDL-D)

ta(A-D)

tsu(D-RDL)

tw(ALEH)

tc

tw(RDH)

td(RDH-D)

td(ALEL-RDH)

φ1

通常アクセス：バスサイクル2φ+2φ、バスサイクル3φ+3φ、バスサイクル3φ+4φ選択時

td(φ1-RDL) td(φ1-RDH)

LA0/D0～LA7/D7

th(RDH-D)
ta(LA-D)

ta(RDL-D)

td(LA-RDH)

tsu(D-RDL)

tpzx(RDH-DZ)

td(LA-ALEL) th(ALEL-LA)
tpxz(RDH-LAZ)

（マルチプレックスバス選択ビット＝1時（注））

注．CS2領域を外部データバス幅8ビットでアクセスしたときだけ有効。

th(RDH-A)td(A-RDH)

td(CSiL-RDH)

ta(A-D)

（マルチプレックスバス選択ビット＝0時）

アドレス 入力データ アドレス

td(φ1H-A)

td(φ1L-CSiL) td(φ1L-CSiH)

td(RDH-BXWH)

th(RDH-CSiL)

td(A-ALEL)

測定条件
・VCC=3.3V±0.3V, Ta= –20～85℃
・入力タイミング電圧：VIL=0.66V, VIH=2.15Vで判定
・出力タイミング電圧：VOL=0.8V, VOH=2.0V, CL=15pFで判定（CSi）
・出力タイミング電圧：VOL=0.8V, VOH=2.0V, CL=50pFで判定（CSi以外）

td(φ1L-A)
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（マルチプレックスバス選択ビット＝1時（注））

A0～A23

A0～A23

（アドレス出力選択ビット＝0時）

（アドレス出力選択ビット＝1時）

CSi

RD

ALE

D0～D7, D8～D15

BLW
BHW

td(CSiL-BXWL)

＜書き込み時＞

th(BXWH-A)td(A-BXWH)

tw(ALEH)

tw(BXWL)

td(D-BXWL)
th(BXWH-D)

tpxz(BXWH-DZ)

td(A-ALEL)

tw(BXWH)

td(ALEL-BXWH)

バスサイクル

φ1

td(φ1-BXWL)

th(BXWH-D)

tpxz(BXWH-DZ)

td(D-BXWL)

th(ALEL-LA)td(LA-ALEL)

td(LA-BXWH)

LA0/D0～LA7/D7

注．CS2領域を外部データバス幅8ビットでアクセスしたときだけ有効。

fsys

tc

通常アクセス：バスサイクル2φ+2φ、バスサイクル3φ+3φ、バスサイクル3φ+4φ選択時

th(BXWH-A)td(A-BXWH)

td(CSiL-BXWH)

（マルチプレックスバス選択ビット＝0時）

アドレス 出力データ

td(φ1-BXWH)td(φ1H-A)

td(φ1L-CSiL) td(φ1L-CSiH)

td(A-ALEL)

th(BXWH-CSiL)

td(BXWH-RDH)

測定条件
・VCC=3.3V±0.3V, Ta= –20～85℃
・入力タイミング電圧：VIL=0.66V, VIH=2.15Vで判定
・出力タイミング電圧：VOL=0.8V, VOH=2.0V, CL=15pFで判定（CSi）
・出力タイミング電圧：VOL=0.8V, VOH=2.0V, CL=50pFで判定（CSi以外）

td(φ1L-A)
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ス
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φ
、
バ
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1φ
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φ
、
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サ
イ
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ル
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φ
、

 
バ
ス
サ
イ
ク
ル
2φ
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φ
、
バ
ス
サ
イ
ク
ル
2φ

+4
φ
選
択
時

A
0～

A
23

測
定
条
件

・
V
C
C
=3

.3
V
±
0.
3V

, T
a=

 –
20
～
85
℃

・
入
力
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グ
電
圧
：
V
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=0

.6
6V

, V
IH
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5V

で
判
定
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R
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A
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A
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付録11．標準特性

以下に記載する標準特性は、M37911の「特性例」で、保証するものではありません。規格値は、「付録9．
M37911FGCHP電気的特性」、「付録10．M37911FGMHP電気的特性」を参照してください。

1．プログラマブル入出力ポート（CMOS出力）標準特性：P0～P2、P30、P4～P8、P10、P11

（1）Pチャネル側のIOH-VOH特性

■M37911FGCHP（電源電圧：VCC=5V） ■M37911FGMHP（電源電圧：VCC=3.3V）

VOH [V]

IO
H
 [m

A
]

5.0

30.0

60.0

Ta=25°C

Ta=85°C

0 4.03.02.01.0

VOL [V]

IO
L 

[m
A

]

4.03.02.01.0

30.0

60.0

Ta=25°C

Ta=85°C

0 5.0

（2）Nチャネル側のIOL-VOL特性

■M37911FGCHP（電源電圧：VCC=5V） ■M37911FGMHP（電源電圧：VCC=3.3V）

VOH [V]

IO
H
 [m

A
]

3.3

20.0

40.0

Ta=25°C

Ta=85°C

0 2.641.981.320.66

VOL [V]

IO
L 

[m
A

]

2.641.981.320.66

20.0

40.0

Ta=25°C

Ta=85°C

0 3.3
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VOH [V]

IO
H
 [m

A
]

5.0

30.0

60.0

Ta=25°C

Ta=85°C

0 4.03.02.01.0

VOL [V]

IO
L 

[m
A

]

5.0

30.0

60.0 Ta=25°C

Ta=85°C

0 4.03.02.01.0

2．プログラマブル入出力ポート（CMOS出力）標準特性：P31～P33

（1）Pチャネル側のIOH-VOH特性

■M37911FGCHP（電源電圧：VCC=5V） ■M37911FGMHP（電源電圧：VCC=3.3V）

（2）Nチャネル側のIOL-VOL特性

■M37911FGCHP（電源電圧：VCC=5V） ■M37911FGMHP（電源電圧：VCC=3.3V）

VOH [V]
IO

H
 [m

A
]

3.3

20.0

40.0

Ta=25°C

Ta=85°C

0 2.641.981.320.66

VOL [V]

IO
L 

[m
A

]

3.3

20.0

40.0

Ta=25°C

Ta=85°C

0 2.641.981.320.66
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3．ICC-f（XIN）標準特性

■M37911FGCHP

■M37911FGMHP

測定条件
・VCC＝3.3V
・Ta＝25℃
・f（XIN）：方形波入力
・シングルチップモード
・PLL周波数逓倍回路停止
・CPU及び周辺装置動作
・クロック外部入力選択
　ビット＝1の場合

測定条件
・VCC＝5.0V
・Ta＝25℃
・f（XIN）：方形波入力
・シングルチップモード
・PLL周波数逓倍回路停止
・CPU及び周辺装置動作
・クロック外部入力選択
ビット＝1の場合

Ic
c 

[m
A

]

f(XIN) [MHz]

2520151050

5.0

25.0

30

10.0

15.0

20.0

0.0

30.0

35.0

動作時

ウエイトモード時

Ic
c 

[m
A

]

f(XIN) [MHz]

2520151050

5.0

25.0

30

10.0

15.0

20.0

0.0

30.0

35.0

動作時

ウエイトモード時
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4．A-D変換器標準特性

グラフ下側のラインは絶対精度誤差を示します。誤差は出力コードが変化する点の理想値からのずれで表示
しています。例えば、M37911FGCHPの出力コードの159→160への変化は、理想的には797.5mVの点で
起こりますが、測定値は-2.5mVです。したがって、797.5－2.5＝795.0mVが測定された変化点です。
グラフ上側のラインは、出力コードが同一である入力電圧の幅を示します。例えば出力コードが56である
入力電圧の幅は4.6mVですので、微分非直線性誤差は4.6－5＝-0.4mV（-0.08LSB）です。
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■M37911FGCHP

　　（測定条件　VCC=5.0V、VREF=5.12V、f（fsys）=26MHz、Ta=25℃、φAD=f（fsys）の2分周）
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付録11．標準特性

■M37911FGMHP

　　（測定条件　VCC=3.3V、VREF=3.3V、f（fsys）=26MHz、Ta=25℃、φAD=f（fsys）の2分周）
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付録 付録12．7911グループメモリ配置

付録12．7911グループメモリ配置

1．M37911FGCHP、M37911FGMHP

図14　M37911FGCHP、M37911FGMHPのメモリ配置

注 1． 内蔵フラッシュメモリ領域、及び内部RAM領域の最後の8バイトにはプログラムを配置
  しないでください。
 2． この領域はアクセスしないでください。

外部領域：この領域をアクセスすると、外部に接続したデバイスをアクセスできます。

マイクロプロセッサモード

016
SFR領域

シングルチップモード

SFR領域

メモリ拡張モード

FEFFFF16

FFFFFF16
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（6Kバイト）

（注1）
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（ユーザROM領域）

（256Kバイト）
（注1）

未使用領域

FF16

予約領域
（注2）

予約領域
（注2）

FF000016
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FFF16
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内蔵フラッシュ
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（ユーザROM領域）

（256Kバイト）
（注1）
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未使用領域
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200016

内蔵フラッシュ
メモリ領域

（ユーザROM領域）
(4Kバイト) (注1)

内蔵フラッシュ
メモリ領域

（ユーザROM領域）
(4Kバイト) (注1)

内部RAM領域
（6Kバイト）

（注1）

内部RAM領域
（6Kバイト）

（注1）
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付録 付録12．7911グループメモリ配置

図15　M37911SAMHPのメモリ配置

マイクロプロセッサモード

SFR領域

予約領域
（注2）

内部RAM領域
（6Kバイト）

（注1）

注 1．内部RAM領域の最後の8バイトにはプログラムを配置しないでください。
 2． この領域はアクセスしないでください。

外部領域：この領域をアクセスすると、外部に接続したデバイスをアクセスできます。

016

FEFFFF16

FFFFFF16

FF16

FF000016

37FF16

200016

2．M37911SAMHP
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改訂履歴 7911グループユーザーズマニュアル

Rev. 発行日
改訂内容

ページ ポイント

（ 1 / 7 ）

1.0 001011
1.5 000330
2.0 010928

PDFファイル初版発行
PDFファイル改訂版発行
PDFファイル改訂版発行
※主な改訂理由（★はrev.1.5からの改訂箇所。ない場合はrev.1.5ですでに改訂済み）：
　　・3.3V版（M37911FGMHP、M37911SAMHP）の追加
　　・PLL逓倍率4～8逓倍の削除★

　　　　　　　・f（fDIV）のmin値変更★
　　　　　　　・タイマBiオーバフローフラグクリアタイミング（テクニカルニュースNo.M7700-

　　　142-0105）の反映★
　　・CPU書き換えモードの一部仕様変更★
　　・誤記などの修正
※rev.1.0からの改訂箇所は下記の通りです（rev.1.5からの改訂箇所は★で示しています）。
　表現のみの変更は除きます。
　具体的な改訂箇所・改訂内容は、「前版との差分資料」を参照してください。
　また、電気的特性については、最新のデータシートを参照してください。

1-2 ・1.1　1行目：M37911FGMHP追加
・表1.1.1 ・タイトル：M37911FGMHP追加

・PLL周波数逓倍回路：4～8逓倍削除★
・電源電圧、ポートの入出力耐電圧：M37911FGMHP追加
・消費電力：・「PLL周波数逓倍回路停止時」を「PLL周波数逓倍回路動作時」

　に修正
・M37911FGMHP追加★

・注1：「16MHz」を「26MHz」に修正
・注2・注3：5V版、3.3V版の説明追加

1-4 表1.3.1：・VCC、VSSの機能欄に「＊：3.3V版は3.3V±0.3Vです。」を追加
・MD0、MD1の機能欄の表に「注2．フラッシュメモリ内蔵版でだけ選択
　できます。」を追加★

1-8 表1.4.1：「注2．ROM外付け版は、マイクロプロセッサモードでだけ動作します。」を追加
1-9 表1.4.2：「注2．ROM外付け版は、マイクロプロセッサモードでだけ動作します。」を追加
1-10 表1.4.3：「注．ROM外付け版は、マイクロプロセッサモードでだけ動作します。」を追加
2-3 2.1.1（1）、2.1.2：一部削除（ソフトウエアマニュアルと統一）
2-7　 図2.1.5（プロセッサモードレジスタ1（5F16番地））：

　注6の2文目に「又は、リセット後、XIN入力クロック分周比選択ビット（BC16番地のビット
　7、6）が“002”の状態で変更してください。」を追加

2-18 図2.3.1　注3：参照先章番号変更（付録11→付録12）
2-20 図2.4.1　注4：参照先章番号変更（付録11→付録12）
2-23 図2.5.1　注4：参照先章番号変更（付録11→付録12）
3-3 図3.1.2　注4：参照先章番号変更（付録11→付録12）
3-4 表3.1.1　注8：参照先に「付録10．M37911FGMHP電気的特性」追加
3-9 図3.2.2（プロセッサモードレジスタ1（5F16番地））：

　注6の2文目に「又は、リセット後、XIN入力クロック分周比選択ビット（BC16番地のビット
　7、6）が“002”の状態で変更してください。」を追加

3-10 最終行の後：「又は、リセット後、XIN入力クロック分周比選択ビット（BC16番地のビット
7、6）が“002”の状態で変更してください。」を追加
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Rev. 発行日
改訂内容

ページ ポイント

（ 2 / 7 ）

2.0 010928 3-40 3.5　3行目：参照先に「付録10．M37911FGMHP電気的特性」、「最新のデータシート」
追加

4-5 表4.2.1：マスクROM内蔵版・フラッシュメモリ内蔵版：MD0端子のVCCレベル時の端子名、
端子の状態を修正

4-10 図4.3.5：「注4．3.3V版では、ビット2は無効です（“0”又は“1”いずれでもよい）。」を
追加（旧「注4, 5, 6」は「注5, 6, 7」に変更）

4-11 図4.3.6：「注5．フラッシュメモリ内蔵版にだけ配置されています。マスクROM内蔵版、
ROM外付け版では書き込み禁止です。」を追加（旧「注5」は「注6」に変更）

4-14 図4.4.1（2）：
______

・CS0の波形修正
・「※2：M37911FGCHPでは不定になります。それ以外のM37911では
　“H”レベルを出力します。」を追加

5-2 ・5.1.1  3行目 ・「16MHz」を「26MHz」に修正
・「また、クロック外部入力選択ビット（6216番地のビット1）を“0”にして
　ください。なお、5V版の発振回路は3.3Vで動作します。したがって、
　5V版はXIN入力レベル選択ビット（6216番地のビット2）を“0”にして
　ください。」を追加

・5.1.2  2～3行目：「なお、外部で生成されたクロックを入力する場合、XIN端子と…」
　　を「また、クロック外部入力選択ビット（6216番地のビット1）を“1”に
　　してください。このとき、XIN端子と…」に修正

5-3 図5.1.3：3.3V版のコンデンサの容量追加★
5-4 図5.2.1：「注．XIN－XOUT端子間の発振回路の電源電圧は3.3Vです。」を追加
5-5 5.2.1（10）：「監視タイマの動作クロックWf512生成用分周クロックです。」を削除
5-6 図5.2.2（特殊機能選択レジスタ0（6216番地））：

　「注3．3.3V版では、このビットは無効です（“0”又は“1”いずれでもよい）。」を追加
　（旧「注3, 4」は「注4, 5」に変更）

5-7 ・（1） ・2行目：「発振子を接続する場合は“0”に、」を追加
・3行目の後：「なお、特殊機能選択レジスタ2で…動作します（「16.3 ストップ

モード」参照）。」を削除
5-7 ・（2）4行目の後：「なお、3.3V版では、このビットは無効です（“0”又は“1”いずれでも

よい）。」を追加
・図5.2.3：「注．3.3V版では、このビットは無効です（“0”又は“1”いずれでもよい）。」

を追加
5-8 図5.2.4（クロック制御レジスタ0（BC16番地））

　・旧「注3．クロック分周回路とPLL周波数逓倍回路を組み合わせて使用する場合は、
　　XIN入力クロック分周比選択ビットを設定した後にPLL周波数逓倍回路の制御ビットを
　　設定してください。」を削除（旧「注4, 5, 6」を「注3, 4, 5」に変更）★
　　・ビット4～2：機能欄の010～110の内容を「4～8逓倍」から「選択禁止」に変更★
　　・注3の1文目：・fPLLの周波数の値の「10～26MHz」を「16～26MHz」に変更★
　 ・（「5.3 システムクロックの設定」参照）を追加★
　　・注5の1文目：「fDIVの周波数が2～26MHz（ただし、システムクロックfsysにfPLLを

選択する場合は8～13MHz）となるように設定してください（「5.3
システムクロックの設定」参照）。」に変更★

　　・注5の最終行の後：「また、f（XIN）≧20MHzの場合は、“112”（分周なし）以外を設定
してください。」を追加 　
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2.0 010928 5-9 ・（3）1行目：「（表5.2.1参照）」を「（「5.3 システムクロックの設定」参照）」に変更★
・（3）旧2～6行目：「クロック分周回路と…を設定してください。」を削除★
・（3）4行目：「10～26MHz」を「16～26MHz」に変更★
・（4）2行目：「（表5.2.1参照）」を「（「5.3 システムクロックの設定」参照）」に変更★
・（4）5行目：「リセット後、このビットを“1”にする場合は、f（XIN）安定後、2ms待って

から、」を「このビットを“1”にする場合は、ビット1～4、6、7を変更後
2ms待ってから、」に変更★

・（4）旧7～9行目：「PLL逓倍率選択ビットを書き換える場合は、…設定してください。」
を削除★

・（5）1行目：「（表5.2.2参照）」を「（「5.3 システムクロックの設定」参照）」に変更★
・（5）2行目：「（図5.3.1参照）」を追加★
・（5）4行目：「fDIVの周波数が2～26MHz（ただし、システムクロックfsysにfPLLを選択する

場合は8～13MHz）となるように設定してください。」に変更★
・（5）最終行の後：「また、f（XIN）≧20MHzの場合は、これらのビットに“112”（分周なし）

以外を設定してください。」を追加
5-10 旧5-11ページから「5.2.4」を移動。旧「表5.2.1、表5.2.2」は削除★

（内容は5-11ページ「5.3」へ移動）
　・図5.2.5（クロック制御レジスタ1（BD16番地））：ビット0、1の機能欄の「表5.2.3参照」
　　を「表5.2.1参照」に変更★
　・（1）1行目、表番号：「表5.2.3」を「表5.2.1」に変更★

5-11 「5.3 システムクロックの設定」追加★
　・表5.3.1：旧「表5.2.1」から移動（内容変更あり）
　・表5.3.2：旧「表5.2.2」から移動（内容変更あり）
　・表5.3.3：旧「表5.2.1」から移動（内容変更あり）

5-12 旧「図5.2.6」を「図5.3.1」に変更★
図5.3.1 ・図左上2つめ（6216番地）：ビット1、及び注記追加

・図右上（BC16番地）：ビット4～2の「010～110」を削除★
・図右下から2つめ（BC16番地）：「クロック制御レジスタ0（BC16番地）」に修正★
・図右下（BD16番地）：「表5.2.3参照」を「表5.2.1参照」に変更★

5-13 【クロック発生回路使用上の注意】
　　・3：最終行の後に「外部で生成されたクロックをXIN端子に入力する場合は、クロック

外部入力選択ビットを“1”にしてください。」を追加
　　・4：「16MHz」を「26MHz」に変更
　　・6：「f（XIN）≧20MHzの場合は、XIN入力クロック分周比選択ビット（BC16番地のビット

7、6）に“112”（分周なし）以外を設定してください。」を追加
7-16 7.10.2　7行目の後：

_______ _______ _______ _______

「なお、P62/INT0、P63/INT1、P64（P77）/INT2、P80（P74）/INT3、
_______

及びP84（P75）/INT4端子を外部割り込みの入力端子として使用
する場合にも、E16番地（ポートP6レジスタ）、F16番地（ポートP7
レジスタ）、及び1216番地（ポートP8レジスタ）の対応ビットを
読み出すと端子の状態を読み込めます。」を追加
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10-18 図10.5.1（下図）：タイマBiモードレジスタ（5B16～5D16番地）の注★
10-19 図10.5.2：注の3文目★
10-20 （2）6～7行目★
10-22 【パルス周期測定／パルス幅測定モード使用上の注意】2★

　4箇所とも、「…カウント開始フラグが“1”の状態で、次のカウントソースのカウント
　タイミング以降にタイマBiモードレジスタに書き込みを行うと、（このフラグは）“0”
　になります。」に変更

12-13 9行目：「…送信データとして読み出されます」を「…受信データとして読み出されます」
に修正★

13-5 図13.2.3：A-D制御レジスタ1（1F16番地）の注6：「このビットはA-D変換器を使用する
　場合のみ有効です。」を追加

13-14 13.4　1行目：参照先章番号変更（付録10→付録11）
14-4 図14.2.3：D-A制御レジスタ1（9716番地）の注2：「0016」を「002」に修正★
14-6 図14.4.1：3つ目枠内の「D-A制御レジスタ」を「D-A制御レジスタ0」に修正★
14-8 図14.4.3：右側3つ目枠内の「D-A制御レジスタ」を「D-A制御レジスタ0」に修正★
15-2 図15.1.1：「RESET○--○」を「リセット」に修正
15-3 15.1.2（2）1行目：参照先（表16.2.1）追加
15-4 図15.1.4の下：ストップモード解除時の説明補足
15-6 15.2.3（3）1行目：「解除の約20μs後に」を「表16.3.2に示す時間後に」に修正
16-2 表16.1.1 ・ストップモード時

　　・タイマA,B、シリアルI/O：3.3V版の説明追加
　　・割り込み要求発生による解除時／監視タイマを使用しない：「解除直後
　　　（約20μs後）から」を「解除直後（注4）から」に修正
・注2：「5V版では、」を追加
・「注4．表16.3.2参照。」を追加

16-3 図16.2.1：「注．XIN－XOUT端子間の発振回路の電源電圧は3.3Vです。」を追加
16-4 図16.2.2（特殊機能選択レジスタ0（6216番地））：

　「注3．3.3V版では、このビットは無効です（“0”又は“1”いずれでもよい）。」を追加
　（旧「注3, 4」は「注4, 5」に変更）

16-5 ・（2） ・2行目：「発振子を接続する場合は“0”に、外部で生成されたクロックをXIN

端子に入力する場合は“1”にしてください。」を追加
　 ・図16.2.3の上：「なお、特殊機能選択レジスタ2で…動作します（「16.3 ストップ

モード」参照）。」を削除
・図16.2.3：「注．3.3V版では、このビットは無効です（“0”又は“1”いずれでもよい）。」

　　を追加
16-7 ・16.2.3（2） ・1行目：参照先（表16.2.1）追加

・最終行の後：表16.2.1追加
16-8 表16.3.1：「タイマAi割り込み、タイマBi割り込み、UARTi送信割り込み、UARTi受信

　割り込み」を追加
16-9 ・16.3.2の上 ：XIN端子に入力される外部クロックに関する説明（■2箇所）削除

・16.3.2② ：「各クロック供給の約20μs後」を「表16.3.2に示す時間後」に修正
・16.3.2③の後：表16.3.2追加
・16.3.2注の下：「ストップモード解除後、PLL周波数逓倍回路を使用する場合は、

　「第5章 クロック発生回路」を参照し、設定してください。」を削除

2.0 010928
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2.0 010928 16-10 図16.3.1：■監視タイマを使用しない場合：
　　 ・FFF16の「約20μs」を「（注）」に修正
　　 ・「注．表16.3.2に示す時間」を追加

17-3 図17.1.1（特殊機能選択レジスタ0（6216番地））：
　「注3．3.3V版では、このビットは無効です（“0”又は“1”いずれでもよい）。」を追加
　（旧「注3, 4」は「注4, 5」に変更）

17-4 ・（1） ・2行目：「発振子を接続する場合は“0”に、」を追加
・図17.1.2の上：「なお、特殊機能選択レジスタ2で…動作します（「16.3 ストップ

モード」参照）。」を削除
17-4 ・図17.1.2：「注．3.3V版では、このビットは無効です（“0”又は“1”いずれでもよい）。」

　　を追加
17-9 ・17.4　3～5行目：「外部で生成されたクロックをXIN端子に入力する場合は、このビット

を“1”にしてください。ストップモード解除時の動作については、
「16.3 ストップモード」を参照してください。」を削除

・図17.5.1（A-D制御レジスタ1（1F16番地））：
　注6の2文目の「D-A変換器を使用しない場合は、D-Aレジスタiを必ず“0016”にして
　ください。」を削除

18-2 表18.1.1：電源電圧及びプログラム／イレーズ電圧：M37911FGMHP追加
18-7 表18.2.1 ・プログラムコマンド：第1バスサイクルのアドレスの「X」を「WA」に変更★

・表下の「X」の説明に「ただし、プログラムコマンドの次に実行する場合は、
　直前に実行したプログラムコマンドの第2バスサイクルのアドレスと同じ
　アドレス）」を追加★

18-8 図18.2.1（フラッシュメモリ制御レジスタ（9E16番地））
・右上枠b4の網掛け削除★
・「注3」を「注3と注4」に分割（旧「注4, 5, 6, 7」は「注5, 6, 7, 8」に変更）★

18-10 図18.2.3（プロセッサモードレジスタ1（5F16番地））：
　注6の2文目に「又は、リセット後、XIN入力クロック分周比選択ビット（BC16番地の
　ビット7、6）が“002”の状態で変更してください。」を追加

18-11 18.2.4　9行目 ：「特殊機能選択レジスタ2（6416番地）で監視タイマを禁止していない
　場合は、CPU書き換えモード中も、監視タイマレジスタには定期的
　に書き込みを行い、」に変更（下線部追加）

18-12 図18.2.4 ・リードアレイコマンド実行の次（下から4つめ枠上）に「ダミー読み出し」の
　フロー追加★
・注1：「リードアレイコマンド又は…を実行した後、CPU書き換えモードを
　解除してください。」を「CPU書き換えモードの解除は、これらの処理を
　実行してから行ってください。」に変更★

18-13 図18.2.5 ・2つめ枠内の「コマンドコード…」を「書き込み番地にコマンドコード…」に
　変更★
・4つめ枠内の「任意の書き込み番地」を「書き込み番地」に変更★

18-15 図18.2.7：スタートの次の「非ロック状態のブロックだけを消去」側にロックビット無効
　選択ビットの設定を追加★

18-20 ・18.2.8（1）：直流電気的特性のVCC電源電流（リード時／ライト時）削除
・18.2.8（2）：M37911FGMHP追加
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18-21 【CPU書き換えモード使用上の注意】
・2：6行目に「特殊機能選択レジスタ2（6416番地）で監視タイマを禁止していない場合

は、」を追加★
・5：CPU書き換えモード解除時の処理の説明追加★

18-29 【パラレル入出力モード使用上の注意】3：ブートROM領域消去時の説明追加
19-5 6216番地（特殊機能選択レジスタ0）

　 ・「注4．3.3V版では、ビット2は無効です（“0”又は“1”いずれでもよい）。」を
　追加（旧「注4, 5, 6」は「注5, 6, 7」に変更）

19-6 9E16番地（フラッシュメモリ制御レジスタ）
　 ・「注5．フラッシュメモリ内蔵版にだけ配置されています。マスクROM内蔵版、
　　 　ROM外付け版では書き込み禁止です。」を追加（旧「注5」は「注6」に変更）

19-12 A-D制御レジスタ1（1F16番地）
　 ・注6：2文目の「D-A変換器を使用しない場合は、D-Aレジスタiを必ず“0016”に

　 してください。」を削除
19-26 タイマBiモードレジスタ（5B16～5D16番地）

　 ・注：「…カウント開始フラグが“1”の状態で、次のカウントソースのカウント
　 タイミング以降にタイマBiモードレジスタに…」に変更★

19-28 プロセッサモードレジスタ1（5F16番地）
　 ・注6：2文目に「又は、リセット後、XIN入力クロック分周比選択ビット（BC16

　 番地のビット7、6）が“002”の状態で変更してください。」を追加
19-30 特殊機能選択レジスタ0（6216番地）

　 ・「注3．3.3V版では、このビットは無効です（“0”又は“1”いずれでもよい）。」を
　追加（旧「注3, 4」は「注4, 5」に変更）

19-39 D-A制御レジスタ1（9716番地）
　 ・注2：「0016」を「002」に修正★

19-40 フラッシュメモリ制御レジスタ（9E16番地）
・右上枠b4の網掛け削除★

　 ・「注3」を「注3と注4」に分割（旧「注4, 5, 6, 7」は「注5, 6, 7, 8」に変更）★
19-44 ・クロック制御レジスタ0（BC16番地）
　 ・旧「注3．クロック分周回路とPLL周波数逓倍回路を組み合わせて使用する

　場合は、XIN入力クロック分周比選択ビットを設定した後にPLL周波数逓倍
　回路の制御ビットを設定してください。」を削除（旧「注4, 5, 6」を「注3, 4, 5」
　に変更）★
・ビット4～2：機能欄の010～110の内容を「4～8逓倍」から「選択禁止」に
　 変更★

　 ・注3の1文目：・fPLLの周波数の値の「10～26MHz」を「16～26MHz」に変更★
・（「5.3 システムクロックの設定」参照）を追加★

　 ・注5の1文目：「fDIVの周波数が2～26MHz（ただし、システムクロックfsysにfPLLを
選択する場合は8～13MHz）となるように設定してください
（「5.3 システムクロックの設定」参照）。」に変更★

　 ・注5の最終行の後：「また、f（XIN）≧20MHzの場合は、“112”（分周なし）以外
を設定してください。」を追加

・クロック制御レジスタ1（BD16番地）
・ビット0、1の機能欄の「表5.2.3参照」を「表5.2.1参照」に変更★

2.0 010928
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19-72 JSR/JSRL　動作： ・「ABSのとき」の次に「PC←PC＋3」を追加★
　　　 ・「ABLのとき」の次に「PC←PC＋4」を追加★
　　　 ・「（ABS, X）のとき」の次に「PC←PC＋3」を追加★
　　※「LDAB」は19-74/19-75ページに移動

19-98 （2）4行目：「（図11参照）」を「（図12参照）」に変更★
19-99 ・「（4）VCONT端子の配線」の項（「図6」含む）を追加★

・「図6」を「図7」に変更★
19-100 「図7」を「図8」に変更★
19-101 「図8」を「図9」に変更★
19-102 ・4：2行目に「PLL周波数逓倍回路を使用する場合は、フィルタ回路を接続するVCONT

端子についても、同様の配慮が必要です。」を追加★
・「図9, 10, 11」を「図10, 11, 12」に変更、及び各図にVCONT端子追加★

19-103 「図12」を「図13」に変更★
19-132 M37911FGMHP電気的特性：追加
  　～150
19-151 標準特性　・ページ変更★及び章番号変更
 　 ～156 　　　　　・3.3V版追加★
19-157、 7911グループメモリ配置
19-158 　・ページ変更★及び章番号変更
　 　・「図13」、「図13」を「図14」、「図15」に変更★

　・M37911FGMHP及びM37911SAMHP追加
※下記は、rev.1.5で改訂しましたが、制限事項の解消により、Rev.2.0で再改訂しました。

　 　rev.1.5をご利用の方は、ご注意ください（Rev.2.0ではrev.1.0と同様の仕様に戻って
　います）。

2-8 （3）4行目 ＜rev.1.5＞：「、SEP」削除 →　＜Rev.2.0＞：削除なし
19-82 PLP ＜rev.1.5＞命令記号：「注22」追加 →　＜Rev.2.0＞：追加なし
19-84 PUL ＜rev.1.5＞命令記号：「注22」追加 →　＜Rev.2.0＞：追加なし
19-90 SEP ＜rev.1.5＞命令記号：「注21」追加 →　＜Rev.2.0＞：追加なし

＜rev.1.5＞動作：n=0,1,3～7　 →　＜Rev.2.0＞：修正なし（n=0～7）
19-91 SEP ＜rev.1.5＞プロセッサステータスレジスタ：「注21」追加

　　　　　 →　＜Rev.2.0＞：追加なし
19-97 ＜rev.1.5＞：注21、注22追加 →　＜Rev.2.0＞：追加なし

2.0 010928
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